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序

岩手県には旧石器時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財包蔵

地が各地にあり、平成 12年度の岩手県教育委員会のまとめでは10,200

箇所を超えております。先人の残したこれらの埋蔵文化財を保護し、保

存してゆくことは私達県民に課せられた重大な責務であります。

一方、本調査の原因ともなりました都市計画街路整備事業を例に挙げ

るまでもなく、現代社会を豊かにし、快適な生活をおくるための道路交

通網の整備もまた県民の切実な願いでもあります。このため埋蔵文化財

の保護・保存と地域開発という、相容れない要素をもつ事業の調和のと

れた施策が今日的な課題となっております。

財団法人岩手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センターの創立以来、

開発事業によってやむをえず消滅する遺跡について発掘調査を行い、そ

の記録を残す処置をとってまいりました。

本書は平成 7年から発掘調査が開始された都市計画街路毛越寺線の整

備事業に関連した、志羅山遺跡の調査結果をまとめたものであります。

遺跡は平泉町市街地の南部にあたり、北上川と太田川による河岸段丘に

立地しています。調査の結果、奥州藤原氏四代の政治 。経済の中心地で

あつた 「都市平泉」に係わる遺構・遺物が多数発見されました。特にも

町割 りの中枢を成す東西及び南北に走る道路跡や、建物を区画する板塀、

金銅製品工房に伴う「捨て場」や増蝸埋納遺構の発見は、当時の都市計

画を考察する上で貴重な資料といえます。また、宗教的な文章が書かれ

た木簡をはじめとする豊富な遺物は、当時の人々の生活を解明する一助

となるものと考えられます。本書が広く活用され、考古学の研究に寄与

するとともに、埋蔵文化財に対する関心と理解をいっそう深めることに

役立つことを切に希望する次第であります。

最後になりましたが、発掘調査および報告書の作成にご協力とご援助

を賜 りました岩手県一関地方振興局土木部や平泉町教育委員会をはじめ

とする多くの関係諸機関 。関係各位に衷心より感謝申し上げます。

平成13年 3月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長 千 葉 浩 一
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1.本報告書は、岩手県西磐井郡平泉町平泉字志羅山6-1ほかに所在する志羅山遺跡の発掘調査結果を集

録したものである。

2.本遺跡の調査は、都市計画街路毛越寺線整備事業に伴う事前の緊急発掘調査である。調査は岩手県教育

委員会文化課と岩手県一関地方振興局土木部との協議を経て、財団法人文化振興事業国埋蔵文化財センタ

ーが平成 7年から平成11年 にかけて実施した。

3.岩手県遺跡台帳に登録されている遺跡番号と遺跡略号は次のとおりである。

遺跡番号 :NE76 1088  遺跡略号 :SY 95-47・ SY-9併 56・ S Y 9767・ SY 73・ S Y 9980

4.調査期間、担当者及び調査面積は下記のとおりである。

47次調査  平成 7年 8月 1日 ～11月 30日  高橋佐知子・高橋英樹 。大場慎也  981∬

56次調査  平成 8年 4月 8日 ～ 9月 17日   星 雅之・菊池栄壽・山下浩幸   2,000∬

67次調査  平成 9年 7月 1日 ～10月 31日  朝倉雄大・高橋実央        550∬
73次調査  平成10年 4月 9日 ～ 5月 15日  朝倉雄大・羽柴直人        105∬
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67次調査  平成10年 1月 1日 ～3月 31日      朝倉雄大

73次調査  平成11年 3月 1日 ～3月 31日      朝倉雄大

80次調査  平成11年 11月 1日 ～平成12年 3月 31日  酒井宗孝

6.出土遺物の鑑定及び分析に当たっては次の個人・機関に委託・依頼した。(敬称略)

※トイレ遺構土壌分析……(株)パ レオ・ラボ、(株)古環境研究所  ※火山灰同定……(株)古環境研究所

※石質鑑定……佐藤次郎(長内水源工業)、 矢内桂三・柳沢忠昭(花蘭岩研究会)

※樹種・種子同定……木工舎 「ゆい」  ※鉄津分析……川崎テクノリサーチ株式会社

7.基準点測量及び空中写真の撮影、鉄器・木製品の保存処理は次の機関に委託した。

※基準点測量……第一航業株式会社、株式会社一測設計    ※空中写真撮影……東邦航空株式会社

8.発掘調査及び整理・報告書作成において次の機関 。個人のご協力とご指導をいただいた。(敬称略)

機関 :平泉町教育委員会・前沢町教育委員会・水沢市埋蔵文化財調査センター・岩手県教育委員会

個人 :本澤慎輔、及川 司、八重樫忠郎、菅原計二、鈴木江利子、伊藤博幸、阿部 一、及川真紀、

齋木秀雄、井上喜久男、藤澤良祐、青木 修、松村恵司、小池伸彦、飯村 均、前川佳代、五十川伸矢、

藤原良章、管野成寛、川島茂裕、入間田宣夫

9.本書の執筆は各調査次の整理担当者が分担し、編集は高橋佐知子が行った。

10,野外調査では、平泉町・一関市をはじめとする地元の方々の多大なるご協力を得た。

11。 本遺跡で出土した遺物及び各種実測図・写真等の調査資料は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管して

いる。なお、平泉町教育委員会の調査区と重複する遺構内の遺物については、平泉町教育委員会文化財セ

ンターが保管している。
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I。 調査に至る経過

志羅山遺跡第47・ 56・ 67・ 73・ 80次 の調査は、都市計画街路毛越寺線の改良工事に伴う緊急発掘調査

である。都市計画街路毛越寺線は、平泉の中心部を東西に連絡する都市の骨格を形成する道路であるととも

に、主要地方道平泉厳美線として周辺の特別景勝厳美渓・毛越寺 。中尊寺等を連絡する観光道路としての役

割を担っている。 しかし、草道 。歩道幅共に狭惨なために円滑な交通が不可能なうえ、毛越寺付近では急力

―ブのために見通 しが悪く、交通事故の危険を字んでいる。また、周辺部では歴史ある古都の情緒が感じら

れる景観形成が成されていない。 このことから、平成元年平泉駅から毛越寺間を、古代都市平泉における大

路空間をイメージした安全性と利便性の高い道路、観光客を考慮した快適な歩行空間としての道路整備を行

うこととなった。

当該箇所の全域は周知の埋蔵文化財包蔵地であり、 この取 り扱いについて一関地方振興局土木部と岩手県

教育委員会文化課との間で協議を行った結果、起業区及びこれに伴う家屋の移転地全てについて発掘調査を

実施することとなった。さらに、調査にあたっては、起業地内は財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財

センター、家屋移転地については平泉教育委員会が実施することとし、平成 7年度から調査を開始 した。し

かし、隣接する区域を時間差を持つて調査を行 うことによる、非効率性解消の見地か ら第75次調査か らは

隣接区域毎に両機関で分担して実施することとした。

Ⅱ.遺跡の立地と環境

1.遺跡の立地と地形・地質 (図 1、 2、 3 写真図版1)

志羅山遺跡が所在する平泉町は北上川低地帯の南端部に位置し、南は一関市、北は前沢町・衣川村、東は

東山町に接している。総面積は63.39km2で 町域の中央部を北上川が南流 し、東側には北上山地の西縁部であ

る東稲山塊が迫 り、西側には標高120～ 210mの磐井丘陵(狭義には平泉丘陵)が広がっている。

松尾芭蕉が源義経最期の地である「高舘Jか ら眺望し「大河なり」 と称した北上川は、主流部の延長249

km、 流域面積 10,250km2、 支流数216を 有する東北地方最大の河川で、西側に連なる奥羽脊梁山脈と東側に

広がる北上山地との間の低地帯を涵養 し、宮城県石巻湾にその河口を開く。この流域は盛岡市北部の四十四

田峡谷と一関市狐禅寺峡谷を境にして上 。中・下流域に分けられてお り、平泉町は中流域の下流部にあたる。

中流域の地形は、背後に控える山地構造の違いによって対象的な様相を呈している。新第二系及び火山岩

類を主体 とする招曲山地である奥羽山脈は、各支流に多量の土砂を供給 し、大小の扇状地が複合する広い平

野部を西岸に創 り出している。これらの扇状地は更新世中 。後期に形成されたもので、本流及び支流によっ

て解析され段丘化している。これに対 して古生代・中生代の地層とこれに貫入する花蘭岩類から成 り、老年

期山地がその後の地殻変動によって隆起準平原化 した北上山地側では、山塊に続 く丘陵の縁辺部に小規模な

段丘と沖積地が観察されるにすぎない。

流域の第四系及び地形の研究は中川久夫他の業績が大きく、中流域の段丘を高位か ら西根段丘、村崎野段

丘、金ヶ崎段丘に分類 した。また、流域最大の規模を持つ胆沢扇状地に形成された段丘群を一首坂段丘、胆

沢段丘、水沢段丘に大別 し、さらに胆沢段丘は上野原、横道、堀切、福原の 4段丘に細分されている。 しか

し、平泉町から一関市にかけては丘陵地が東に張 り出すため段丘の発達は悪 く、火山砕屑物に覆われる段丘

-1-
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図 2 遺跡周辺地形図
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図 3 遺跡周辺地形分類図

は少ない。特に北上川流域では先の水沢段丘に相当する面が僅かに観察されるだけで、両岸には氾濫原が広

く分布している。(図 3参照)

西行法師の歌枕となってる東稲山塊は、町内の最高地点である東稲山(595,7m)の ほか音羽山(539m)、 経

塚山(519。 lm)、 駒形山(430m)等の定高性を持つ山体が集合している。古生代の粘版岩とこれを貫 く中生代

白亜紀の花蘭岩によって構成され、特に主峰である東稲山は花南岩主体の山体である。

志羅山遺跡は、北緯 38° 59′ 06〃 、東経 141° 07′ 10″ 付近、平泉町市街地の南部にあたり町役場をほ

ぼ中心 として南北約400m、 東西約450mの範囲で、総面積は189,000� に及ぶ。なお、国土地理の 1:

50,000地形図では 「一関J(N」 -54-14-15)の図幅に含まれる。西側丘陵部か らの小規模な沢により解

析を受けているが、巨視的に見れば先の水沢段丘上に立地する。表土下部の土層は粘性の強い低地上壌で、

下部では砂質となるが調査区内では段丘構成礫層を確認できた部分はない。標高は24～ 32mで、緩やかな

傾斜で南東方向に下がる地形である。現状は一部水田を残すが、大部分は宅地化されている。

なお、報告する調査区は東西に500mと長 く、層序は一様ではない。 このため基本層序は、調査年次毎に

記述している。
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0
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2.周辺の遺跡 (図 4)

「岩手県埋蔵文化財包蔵地一覧 (1999年 4月 )に よれば、平泉町内には103カ 所の遺跡が確認されている。

旧石器時代に遡る遺跡の登録はないが、胆沢扇状地における遺跡の分布状況から今後東西の丘陵部分から発

見される可能性は高い。

縄文時代の遺跡の登録は少ないが、各遺跡からの遺物出土状況から町内のほぼ全域に分布するものと考え

られる。 しかし、調査された遺跡は少なく北上川東岸の新山権現社遺跡(1991)、 中村 I遺跡(1998)、 北上

川西岸の泉屋遺跡(1993・ 1999)だけである。新山権現社遺跡では、後期前葉期か ら中葉期の遺物が多量に

出土し、該期の土器変遷を考察する上で指標 となる資料が得 られた。中村 I遺跡では60∬ の狭い面積か ら

晩期前葉期～中葉期の遺物がコンテナ100箱以上も出土している。泉屋遺跡では後期末葉期から晩期初頭期

の遺物が出土し、特にも初頭期の人面付注目土器は特筆される。 しかし、いずれの遺跡も遺物量に対して明

確な遺構の検出は少ない◇地内における該期遺跡の分布状況を概観すると、東岸部では背後の山地から続く

丘陵縁辺に沿って多くの遺跡が存在が予想され、西岸で日立った遺構が検出されない原因としては、後世の

遺跡(特に12世紀代)と 複合することによるところが大きいものと考えられる。なお、弥生時代の遺構の検出

例はなく遺物も極僅かであるが、縄文時代の遺跡同様未調査の遺跡が多いためであろう。

古墳時代及び奈良時代(8世紀代)の遺構・遺物は発見されていない。9世紀 。10世紀になると柳之御所跡、

佐野 I遺跡、瀬原 I遺跡、志羅山遺跡から竪穴住居跡が検出されている。 しかし、隣接する胆江地区の遺跡

で見 られるような密集した大規模な集落跡はなく、単発的な検出状況である。なお、中尊寺境内の調査では、

該期遺構の鍵層となる 「十和田 a降下火山灰」力ゞ堆積する大溝が検出されてお り、住居跡の検出状況と共に

律令体制化で当地が果たしていた役割を考える上で興味ある課題である。

初代藤原清衡が当地に居を構えてから約 1世紀、二代基衡、三代秀衡治世を経て四代泰が源頼朝によって

滅ぼされた1189年までの期間が当地が最も隆盛し、栄華を極めた 「奥州藤原氏」の時代である。 この藤原

氏に関連する遺跡群は狭義に 「平泉遺跡群」 と呼ばれ、国指定史跡 4箇所をはじめ古代末か ら中世初頭の

「都市遺跡」 としての性格を持つ。

平泉遺跡群の多くは北上川西岸、現在の市街地の範囲に重なる。 これらの遺跡は、昭和 5年の毛越寺金堂

円隆寺の調査を晴矢とし、毛越寺・中尊寺 。観自在王院の寺院跡を中心に発掘調査が行われた。 この結果、

毛越寺庭園の整備、観自在王院の史跡公園としての復元整備も併せて実施されている。昭和44年以降には、

寺院以外の調査も行われているようにな り、 ことにも近年の各種開発工事に伴う緊急発掘調査により、「都

市遺跡」の様相が明らかにされていった。特にも一関遊水池事業に関連 して昭和63年度か ら平成 5年度の

6年間、当埋蔵文化財センターと平泉町教育委員会によって調査が実施された柳之御所遺跡は、塀跡や園池

跡を伴う大規模な建物跡、遺跡を囲む大溝跡等の遺構、大量に出土するかわらけ 。国産陶器、豊富な輸入陶

磁器や木器・木製品などの遺物が発見され、広 く一般の注目を集めることになった。これにより平泉遺跡群

の中でも重要な位置を占める遺跡であることが明らかにな り、『吾妻鏡』に見 られる 「平泉館」である可能

性も指摘されているもなお、柳之御所遺跡はその重要性か ら工事計画が変更され保存されることになり、平

成 9年国指定史跡の認定を受け、現在も県教育委員会による内容確認調査が継続されている。

中世初頭の当地は 「平泉保」 として文献に登場するが、実体は不明な部分が多い。調査された遺跡では、

自山社遺跡第 2次調査区と志羅山遺跡第35次調査区か ら13世紀代の遺構が検出されているだけである。 こ

れに続 く14世紀代の遺構も少なく、泉屋遺跡第 2次調査区のみが確認されているにすぎない。なお、毛越

寺・中尊寺の両寺院は都市荒廃の中で、継続し続けている。 15～ 16世紀代の城館跡は北上川両岸の丘陵地
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周辺の遺跡一覧
No 遺跡名 種別 時代/備考

1 中専寺境内 寺社跡 平安 伽藍遺跡 かわらけ 陶磁器

国指定特別史跡

2 衣関遺跡 寺社跡 平安 かわらけ 陶磁器

坂下遺跡 寺社跡 平安 伽藍遺跡 かわらけ 陶磁器

猫 間 ヶ淵 遺 跡 散布地 平安 池跡 かわ らけ 陶磁器

5 金鶏山遺跡 経塚 平安 陶磁器

6 花館 I遺跡 寺社跡 平安 城館跡 礎石 かわらけ 瓦

陶磁器

7 花館Ⅱ遺跡 寺社跡 平安 窯跡 建物跡 瓦 かわらけ

陶磁器

8 鈴 懸 の森 遺 跡 経 塚 平安 陶磁器

高館跡 城館跡 平安/縄文 土塁 堀 段 平場 主

享Б 副郭  か1)ら ヤナ

柳之御所遺跡 居館跡 平安 堀 道路跡 園地跡 堀跡

建物跡 井戸跡 土坑 かわらけ

陶磁器 木製品 国指定史跡

11 毛越寺跡 寺社跡 平安/縄文 伽藍遺跡 園地跡 かわ

らけ 陶磁器 国指定特別史跡

12 観自在王院跡 寺社跡 平安 伽藍遺跡 園地跡 かわらけ
臨 訪 槃

無量光院跡 寺社跡 平安 切Π藍遺跡 堅穴遺構 祭司遺跡

かわらけ 陶磁器 国指定特別史跡

伽羅之御所 居館跡 平 安 土 塁 堀 かわ らけ 陶磁 器

鈴沢の池遺跡 屋敷跡 平安

泉屋遺跡 屋敷跡 平安/縄文 建物跡 土坑 井戸跡

道路跡 遺物包含層

倉町遺跡 屋敷跡 平安 かわらけ 陶磁器

志羅山遺跡 屋敷跡 平安/中 世 建物跡 井戸跡 道路跡

かわらけ 陶磁器 報告遺跡

国衡館跡 居館跡 平安/中 世 土塁 堀 かわらけ 陶磁器

高衡館遺跡 居館跡 平安 かわらけ 陶磁器

hTo 遺跡名 種 別 時代/備考

白山社遺跡 寺社跡 平安/中 世 堀 建物跡 かわ らけ

大沢遺跡 散布地 縄文 縄文土器 石器

毛越 I 居館跡 平安 建物跡 かわらけ 陶磁器

毛 越 Ⅱ 散布地 平 安

毛越Ⅲ 散布地 平安

毛越Ⅳ 散布地 平安 かわらけ
幸 繊 V 散布地 平安  城 館 跡 ? か わ らけ

毛越Ⅵ 散布地 平安 かわらけ

鳥屋崎館 城館跡 中世/近世

比丘尼寺跡 寺社跡 平 安 礎 石

黒沢館跡 城館跡 中世/近世

片岡 I遺跡 城館跡 中世/近世/縄文 縄文土器 石器

片岡Ⅱ遺跡 散布地

新井田遺跡 散布地

上野台 I遺跡 散布地

上野台 I遺跡 散布地

樋渡遺跡 散布地

祇因 I遺跡 散布地 平安 かわらけ

祇園Ⅱ遺跡 寺社跡 平安 散布地

三 日町 I遺跡 集落跡 平安/中 世/近世 竪穴住居跡 建物跡

三日町Ⅱ遺跡 散布地 奈良 土師器 須恵器

42 三 日町Ⅲ遺跡 寺社跡 平安

佐野原遺跡 散布地 奈良 土師器

佐野遺跡 屋敷跡 近 世 墓墳 土坑 陶磁器

45 高玉遺跡 屋敷 FVA 近世 建物跡 陶磁器

高田遺跡 散布地 縄文 石器

新城館跡 城館跡 中世/近世 主郭 副郭 堀切

48 宿遺跡 散布地

正法遺跡 散布地

大仏遺跡 城館跡 中世/近世 郭 堀切 平簿

矢崎 I遺跡 散布地 平安 かわらけ

に分布 しているが、調査例はない。なお、柳之御所跡か らは明銭 (洪武通費・永楽通費)が まとまって出土 し

た柱穴があ り、平野部での該期遺跡の分布 を考察する上で興味深 い資料である。

志羅 山遺跡は、 昭和 58年度 の第 1次調査 を皮切 りに、国道 4号整備事業、太 田川築堤時事業、毛越寺街

路整備事業及び住宅建築 に係わ り平成 H年 12月 現在で81次 にわたる調査が実施 され、東側 に隣接す る泉屋

遺跡(平成 11年度 19次調査 )と ともに、都市構造 を考察す る上で貴重な資料 を提供 してきている。 これ まで

の調査の主な成果 としては、平成 7年 の第46次調査で検 出され た道路跡や大型建物等 の遺構群、平成 4年

度第21次調査で検 出された井戸跡出土完形の白磁水注、平成 9年度 の第 66次調査での鴛蒼文象眼轡、第 66

次や平成 10年度 の第 77次調査での神仏名や種字が書かれた笹塔婆等の出土遺物が挙げ られる。

<参考・引用文献>
(1)中川久夫他(1963b):北 上川中流域の第四系及び地形 北上川流域の第四紀地史(2)地質学雑誌第69巻第811号 .

(2) 〃 (1981):第 四系.『北上川流域地質図(二十万分之―)』 長谷地質調査事務所。

(3)目加田義正他(1978):北 上三系開発地域 土地分類基本調査(一 関)岩手県

(4)本澤慎輔他(1988):「 古代の平泉地方」『平泉町史』総説・論説編.平泉町

(5)小野寺信吾(1997):「 平泉の地形・地質の概要」.『平泉町史』自然・民俗編.平泉町.

(6)八重樫忠郎(1997):志 羅山遺跡第52次発掘調査報告書.平泉町教育委員会.

(7)三浦健―・松本建速(1994):柳之御所跡 岩手県文化振興事業国第228集。 (財)岩手県文化振興事業団

(8)羽柴直人(1997):泉屋遺跡第10・ 11。 13・ 15次発掘調査報告書.岩手県文化振興事業団第247集,(財 )岩手県文化振興事業団

(9)岩手県立埋蔵文化財センター(1995):発掘された北の都,「柳之御所遺跡発掘調査展」図録 岩手県.

(10)岩手県教育委員会(1999):岩手県埋蔵文化財包蔵地一覧.岩手県.
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Ⅲ.調査の方法と室内整理

1.調査の方法

(1)調査区の区割りと遺構名 (図 5)

今回報告する調査区は、県道毛越寺・厳美線の両側約500m、 国道 4号の両側約100mで、調査区の幅は

4m前後の部分が多く、調査区域全体を包括するグリッドの設定はできなかった。このため遺構の平面実測

における軸線の設定は平面直角座標系(第 X系 )に合わせ共通にしたが、区割 り及び区名については調査年次

毎に便宜的に行っている。年次毎の区名及び基点とした座標値は各調査年次毎に後述する。

検出された遺構は、種類別に調査区名と通し番号を付して 3区 1号土坑、 4区 3号溝跡―と呼称した。

なお、欠番となっているものについては調査の進行、または整理作業の過程で他の種別に変更したもの、遺

構としての認定から除外したものである。前者の場合は一部旧遺構名も併せて記載している。

(2)粗掘りと遺構検出

調査区のほとんどが宅地や道路であるため、この舗装部及び盛 り土の除去のため粗掘りには重機(パ ワー

ショベル)を使用し、この後人力によって遺構の検出を行った。なお、旧河道等堆積土が厚い部分では、作

業の安全を考慮し、十和田a降下火山灰層までは除去したが、この下部についての調査は行っていない。

(3)遺構の精査と実測・遺物の取り上げ

検出された遺構は、竪穴住居跡は4分法、井戸IVAを含む土坑類は 2分法を原則として精査を行つたが、必

要に応じてその他の方法も併用した。なお、記録として必要な図面及び写真撮影は、精査の各段階において

適宜これを行った。

遺構の平面実測にあたっては、 トータル・ステーションによって基準点を設定する、簡易的な這り方測量

を原則としたが、一部道路跡(側溝を含む)や調査範囲図については平板測量で平面図を作成した。実測図の

縮尺は 1/20を基本としたが、竪穴住居跡のカマ ド等の施設や埋納遺構は 1/10、 一部道路跡の平面図は 1

/40で実測図を作成した。

遺構内からの出土遺物は、埋土の層位毎に取り上げたものもあるが、多くは上部 。中部 。下部に分けて取

り上げた。床面(底面)及び床面直上の遺物の遺物は、必要に応じて番号を付し、写真撮影 。図面制作後に取

り上げた。遺構外や包含層からの出土遺物については、調査区名と層位を記して取り上げている。

(4)写真撮影

野外での写真撮影は、 6× 7 cm判 カメラ(モ ノクロ)を メインカメラとし、35mm判 カメラ2台(モ ノクロ 。

カラー・ リバーサル)を補助カメラ、この他にポラロイ ドカメラをメモ的な用途ととして使用した。撮影に

あたっては、撮影状況を記した 「撮影カー ド」を事前に写し、整理時の混乱を防止した。なお、調査区が比

較的広い第80次調査では、調査がある程度進行した段階で高所作業車(6× 7 cm:モ ノクロ、3 5mm:カ ラ

ー・リバーサル)及び小型飛行機(4× 5in iモ ノクロ、 6× 7 cm:カ ラー、35mm:カ ラー・リバーサル)に

よる空中写真の撮影を実施している。

(5)広報活動

埋蔵文化財に対する啓蒙普及活動の一環として、第47次調査では平成 7年 10月 28日 、第80次調査では平

成11年 6月 19日 に現地説明会を開催した。また、個人や団体の見学要請、新聞・テレビ等マスコミからの

取材要請があった場合は、可能な限りこれに応じ、広報活動の一部とした。
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2.室 内整 理

各年次の室内整理期間は「例言」に示した。作業手順は各年次ともおおむね次のとおりである。まず、遺

構図面の点検と補正及び トレース、遺物の注記、接合・復元を優先させて行った。次に仕分け・登録、遺物

の写真撮影・拓本 。実測を併行して進めた。この後実測図の点検とトレースを行い、図版・写真図版作成を

順に行つた。遺構 。遺物における個々の整理方法及び図版作成は下記を原則としているが、一部に変更もあ

り、詳細は各年次に記載している。

(1)遺構

各遺構の掲載縮尺は以下を原則としたが、規模によって変更しているものもあり各図面にはスケール・縮

尺率を付した。区域図… 1/100～ 1/80、 遺構配置図… 1/200、 堅穴住居跡… 1/50、 掘立柱建物跡… 1

/50。 1/40、 井戸跡・土坑… 1/50。 1/40、 竪穴住居跡のカマ ド・埋納遺構… 1/30。 なお、写真図版の

縮尺は任意である。

竪穴住居跡及び建物跡の軸方向は、座標北からの角度で、平面図における北印も座標北を示す(第 80次調

査原点 [X=-112,600、 Y=24,800]とこおける真北方向角は 0° 10′ 48″ 西偏する)。 堅穴住居跡の床面

積は、壁下端をデジタル式のプラニメーター(エ リアカーブメーター)で 3回計測し、この平均値を採用した。

(2)遺物

土器の実測図は原則として反転実測が可能なもの(日縁部・底部が 1/4以上残存)に限ったが、一部は平

面実測して掲載した。なお、陶磁器類の小破片は推定実測で掲載した。掲載遺物の縮尺率は下記を原則とし

たが、変更の場合はスケール・縮尺率を付した。

土器・陶磁器の実測図及び拓本… 1/3(小破片や小型ものは 1/2)、 木器 。木製品… 1/3(大型のもは 1/

4・ 1/6)、 金属器… 1/2・ 1/1、 石器 。石製品… 1/1。 1/2・ 2/8、 土製品… 1/8。 遺物写真の縮

尺については、ほぼ実測図に準じた。
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志羅山遺跡第47次調査





Ⅳ。第47次調査の報告

1.調査・整理の方法

(1)野外調査について

①調査区の区割り

本次では、調平泉駅 と毛越寺を結ぶ県道平泉・厳美線の、観 自在王院跡の南東隅付近か ら東に約250mの

地点までの道路南側 と一部北側を含む981�を調査 した。幅が 3m前後 と細長い調査区であつたことと、県

道に沿って家屋が連なり、通行の安全や道路と家屋の通行を遮断しないように調査は一軒ごとに行わなけれ

ばならなかった。そのため調査区全体を包括するようなグリットは設定はしていない。調査は、用地の収用

番号ごとに区割 りして行った。本次調査は10区か ら27区、46区 を調査した。

②遺構名

遺構名は調査区ごとに10区 1号土坑、 11区 1号土坑というように付 した。なお、柱穴状土坑については

10区 Pl、 P2・ ・・のように調査区ごとに略号Pを番号の前に付した。

③遺構の平面実測

軸線の設定は平面直角座標系 (第X系 )を使用し、調査区内に基準点を設定した。調査範囲の都合上、補

点を数多く打ち、利用した。各調査区の座標値は遺構配置図の中に記した。

(2)室内整理について

①建物の軸方向について

調査区が矮小なことから、建物の梁方向、桁方向が不明なことが多い。従って、軸方向の記載にはおおむ

ね南北方向の軸線が公共座標第X系 の北から東または西へ何度傾いているかを記載している。

②溝の方向について

検出された部分の両端の幅中央を結んだ線が北からあるいは東西から何度傾いているか、を記載した。極

端に曲がっているものについては記載していない。

2.基本層序

基本層序は調査区により、多少の違いがある。おおむね西側は地山面まで削平されているのではないかと

思われる部分が多く、東よりの調査区では地山上に包含層が形成されている部分がある。

I 層  盛り土、水田跡など後世の改変によって造成された層。層厚50～ 140cm

以下のとおり大まかに 2層に分けられるが、特にa層に関してはさらに細分される。それぞれの

注記は図版中に示した。

a層  砂利、客土層 炭がらや黄褐色粘土、アスファル ト等を含む。

b層  水 田 灰～黒褐色土 粘性、締まりあり 褐鉄層を下位に有する場合がある。

Ⅱ 層  遺物包含層 暗褐色土 粘性あり 締まり弱い 炭化物を含む

Ⅲ 層  黄褐色粘土層 (地山)層厚不明 調査区により還元色 (青灰色)で検出される。

なお、調査時においては市街地であることと砕石による盛土が多かつたため、入力による試掘坑をあける

ことができなかったこと、 I層が多様であったことにより、調査区ごとに算用数字で、上層から番号をつけ、

調査終了時に、調査区全体の層を把握した上で、基本層序を設定した。断面図には算用数字のままの層序を

のせ注記に基本層序のどの層にあたるか示した。
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3.検出された遺構と遺物

10区

本区は47次調査の最東端にあた り、」R平泉駅か ら西へ約320mの 地点である。本区か ら検出された遺構

は掘立柱建物跡 1棟、溝 3条、柱列 1条、土坑 4基、柱穴状土坑 17基である。本区の土層は現代の水田上

に盛 り土がなされてお り、Ⅲ層も上面が削平されている可能性がある。すべての遺構の検出面はⅢ層上面で

ある。遺構内から砥石、かわらけが、遺構外か ら陶器片、瓦片が出土した。

1号掘立柱建物跡 (第 3図、写真図版 3)

<位置・検出状況>一部のみの検出である。本区中央部から検出された。調査区外に伸びているために、全

体像は明らかではないが、検出されている部分は 1間 × 2間分である。柱穴は 4基である。軸線方向はN一

17° 一Eで ある。

<平面形・規模>柱間を測ると南側柱列は2.05m、 2.2m、 東側柱列は2.Omで ある。柱穴の径は26～ 34cm

で、深さは12～ 53cmで ある。

<覆土・堆積状況>P5か らは残柱が出土 し、P22、 P18か らは 6× 8 cmの礫が出土 した。P18に は柱痕 も

認められる。埋土は灰黄褐色上が主である。

<出土遺物>P5か ら出土した残柱はクリと同定されている。また、P18か らかわ らけの細片が出土 してい

る。

<時期>出土遺物から12世紀に属する可能性がある。

1号溝 (第 2図、写真図版 3・ 4)

<位置・検出状況>本区西側から検出された短い溝である。南側は 1号土坑 と、北側は 1号柱列のP12と 重

複 してお り、いずれも本溝の方が古い。P12よ り北側には延長部分は検出されなかった。非常に浅いため、

削平を受けた可能性がある。方向はN-1.5° 一Eである。

<平面形・規模>規模は全長90cm、 幅 14cm、 深さ 7 cmで ある。

<壁・底面>底郡はやや内湾してお り、壁は若干外傾して立ち上がる。

<覆土 。堆積状況>上層は黒褐色土で、下層に灰白色土が堆積 している。

<出土遺物>かわ らけの細片が埋土か ら出土している。

<時期>出土遺物 と、かわらけを出土 している 1号土坑に切 られていることか ら12世紀に属する可能性が

高い。

2号溝 (第 2図、写真図版 3・ 4)

<位置・検出状況>本区中央部から検出された。P4と重複 してお り、本溝の方が古い。南側は 2号土坑 と

重複 してお り、本遺構が古い。北側は一部攪乱を受けているが調査区外に伸びると推測される。方向はN―

0° 一Wである。

<平面形・規模>全長 1,7m、 深さ 6 cm、 幅30～48cmである。

<壁・底面>底郡は平坦で、壁はやや内湾気味に立ち上がる。

<覆土・堆積状況>埋土は暗灰黄色土の単層である。

-16-



志羅山遺跡47次調査区
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47次調査 遺構配置図
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1 25Y4/2暗 灰黄 粘性なし 締まりあり
炭粒、褐鉄、黄褐色土粒をごくわずかに含む

L=28200m
D   D′
卜  引

磁
1号溝
1 10YR3/2黒褐 粘性なし 締まりあり

褐鉄、黄褐色土粒わずかに含む
ワ 25Y7/1灰 自 粘性なし 締まりあり

褐鉄、黄褐色土粒わずかに含む

3号溝
1 25Y4/2暗 灰黄 粘性あ り 締まり弱 炭粒 黄褐色土粒を含む
2 25Y4/1黄灰 粘性な し 締 まりややあり 黄褐色土粒 (1～ 3cm大 )40%
3 25Y3/1黒褐 粘性ややあ り 締まりあり 黄褐色土粒 (1～ 2cm大 )、 炭粒 を含む

4 25Y5/3黄褐 粘性わずかにあ り 締 まりあ り 地山崩壊土、黄灰土を少 し含む

(1号土坑〉

1号溝

la表上粋唇壱

X｀
こと

'269_9

/

ｇ
ｏ
ｏ
ｏ
ω
［
＝
ロ

SY47土層注記

盛土 砂利層 炭かすを含む
盛土 砂利層 黄褐色の粘土を含む
盛± 10YR3/3暗禍 粘性あ り 締まり弱い 礫を少量、ゴミを少量、

炭粒を多 く含む
75Y71灰 粘性、締まりあり 水田層 褐鉄が入る酸化層 礫を少量含む
10YR4/4暗褐 粘性あり 締 まり弱い 黄褐色粘土粒をやや多く含む

炭化粒を含む 褐鉄を含む
10YR6/31こ ぶい黄橙 粘性、締まりあり 褐鉄が入る 暗褐色土をプロック状に含む
盛土 炭かすを多く含む
10YR4/1褐灰 粘性、締まりあり 炭粒を少量、褐鉄を多く含む

し=28400m

粘性あ り 締 まりな し 炭の層 プロック状の黄褐色土を含む

粘性あ り 締 まりなし 黄褐色土粒を含む 炭粒を少量含む

粘性、締まりなし 2よ りも細かい黄褐色土粒を多く、炭粒をわずかに含む

粘性あり、締まりなし 炭の層 黄褐色土を含まない

粘性あり 締まり弱い 炭粒をわずかに含む 黄褐色土粒を含む

締まりのない砂質土 炭粒をわずかに含む
粘性、絡まりあり 黄褐色土、炭粒わずかに含む
粘性、緒まりあり 黄褐色土粒全体に少量含む

(3号土坑〉       β 】

3号土坑
1 10YR守 1褐灰 粘性、縮まりあり 褐鉄、炭粒(1～ 2mm)、 灰色土ブロックを多く含む

部分的に黄褐色土プロックを多く含む
25Y4/1黄 灰 粘性、締まりあり 炭粒を非常に多く含む かわらけ片を少量含む
10YR5/1褐 灰 粘性、縮まりあり 黄褐色土ブロック、炭粒を含む
25Y6/6明 黄褐 粘性、締まりあり 褐鉄、灰色土ブロックを多く含む
25Y6/4に ぶい黄 北性、締まりあり 全体に灰色土ブロックを多く含む
25Y7/8浅 黄 粘性、締まりあり 全体に灰色土ブロックを含む 褐鉄が特に西根上に

多く含まれる
25Y6/41こ ぶい黄 粘性、締まりあり

0                        2m

1号土坑
1 10YR17/1黒
2 10YR4/1褐 灰
2′  10Y3/1黒 褐
1′  10Y17/1黒
3 10YR4/1褐 灰
4 10YR4/1褐 灰
5 10YR3/1黒 褐
6 10YR3/3暗 褐
7 撹乱

第 2図  10区遺構平面図・断面図 (1)
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<出土遺物>かわ らけの細片が出土したが、図化できるような遺物は出土していない。

<時期>埋土や出土遺物、重複関係か ら12世紀に属する可能性が高い。

3号溝 (第 2図、写真図版 3・ 4)

<位置 。検出状況>本区東端から検出された。現在の地境に沿う溝で、本区検出分は西側の肩の部分である。

南北はいずれも調査区外に伸びており、長さ、幅などの規模は不明である。方向はN-21.7° 一Eである。

<壁 。底面>断面を観察すると、壁はゆるやかにやや内湾気味に立ち上がる。

<覆土・堆積状況>4層 に分層され、上位は粘性に富み黄褐色土粒を含む暗灰黄色土、下位はⅢ層の崩壊土

が主体である。

<出土遺物>上層より陶磁器片が出上したが、小片で図化に至らなかった。

<時期>埋土は他の12世紀と思われる遺構に比べて締まりがなく、暗い土色を呈している。時期を確定で

きるような遺物がないので、不明な点が多いが、12世紀よりも新しい可能性がある。

1号柱列 (第 3図、写真図版 3)

<位置 。検出状況>本区西側から検出された。建物跡の一部である可能性もあるが、調査区が狭いため、明

らかにできなかった。東西方向の柱穴 3基からなる柱列である。方向はN-79.5° 一Wで、 1号掘立柱建物

跡の東西方向とほぼ同じである。

<平面形・規模>柱間は西から1.8m、 1.9mで、全長3,9mで ある。柱の径は28～ 34cm、 深さは30～ 66cm

である。

<覆土・堆積状況>P12、 P6は柱跡が認められる。また、P8か らは残柱が検出された。埋土は黄褐色土

ブロック、灰色土を含む黄褐色、浅黄色上である。

<出土遺物>P8か ら検出された残柱はクリと同定されている。また、すべての柱穴からかわらけの細片が

出土している。

<時期>4号土坑をP6が切っているので12世紀以降と考えられるが、詳しい年代は不明である。

1号土坑 (第 2図、写真図版 4)

<位置・検出状況>調査区西側から検出された。 1号溝と重複し、本土坑の方が古い。約半分程が、南側の

調査区外に伸びている。平泉町教育委員会が行った本区の南側の宅地部分の調査 (第 23次調査)では、本

土坑の南半分が検出されている。

<平面形・規模>検出部分の径は2.65mで ある。平面形はやや凹凸があるものの円形を基調としている。

<壁・底面>底部はやや内湾しながらも平坦で、壁はごくゆるやかに立ち上がる。壁面には20～ 30cmの扁

平な石が据えられ、小石もその間に入っている。

<覆土・堆積状況>6層 に大別され、炭を含んだ褐灰色土が主体である。最上層には炭の層が堆積している。

<出土遺物>(第23図、写真図版29)1の砥石と2の特殊なかわらけ、 3の鉄滓、 4の 白磁片が出土して

いる。その他にかわらけの細片が多く出土している。

<時期>かわらけと12世紀の所産と思われる自磁片が出土していることから、12世紀に属する可能性が高

い 。

-21-



2号土坑 (第 3図、写真図版 3)

<位置・検出状況>調査区中央の南よりから検出された。南側は調査区外に伸びている。本土坑は東側に3

号土坑、北側の 2号溝を切っている。残存部分を見ると4号土坑とも切 り合うと思われるが、町教育委員会

の調査区と接するところで削平されてお り、明らかでない。

<平面形・規模>平面形は不整形である。規模は残存部分で径 77cm、 深さ 3～ 10cmで ある。

<壁・底面>底面にかな りの凹凸があり、壁は外傾 して立ち上がる。

<覆土>灰色土、炭粒、褐鉄を含む灰黄色土が主体で、固く締まり、ブロック状に堆積している。

以上のことから本土坑は穴を穿って使用する目的の土坑とは限らず、整地層などの可能性も考えられる。

<出土遺物>かわらけの細片が出土 しているが、図化に至 らなかった。

<時期>かわらけを出土 した 3号土坑 と覆土がよく似ていることから12世紀に属する可能性が高い。

3号土坑 (第 2図、写真図版 3・ 4)

<位置 。検出状況>調査区中央から検出された。

<平面形 。規模>不整形な平面の形状か ら2基の土坑と思われたが、断面で観察する限 りでは 1基 ととらえ

られた。

<壁・底面>底面はやや凹凸があり壁は外形、あるいは内湾気味に立ち上がる。規模は確認できる部分の径

で2.2～ 2.03mで ある。

<覆土>固 く締まり、灰色土ブロックを含んだ黄色がかった土が主体で、 2層 日は炭粒を非常に多く含む。

以上のことから本土坑は 2号土坑と同様に穴を穿って使用する目的の土坑とは限 らず、整地層などの可能性

も考えられる。

<出土遺物>(第 23図、写真図版29)5、 6、 7は覆土から出土 したかわ らけ、 8は鉄滓である。 2層か

らはかわらけの破片も出土している。また、覆土中層から9～ 13の壁土が出土 している。

<時期>出土遺物から12世紀に属すると考えられる。

4号土坑 (第 3図、写真図版 3)

<位置・検出状況>調査区西側から検出された。 2号土坑と 1号土坑にはさまれて存在し、南側は同様に調

査区外に伸びている。 1号土坑と切 り合っていた可能性もあるが、本土坑がごく浅いため、新旧関係は不明

である。

<平面形・規模>また、全体の形状も深さがないため、立ち上がりを確認できない部分が多く、不明である。

2号土坑、 3号土坑と同様に不正形と思われる。

<壁・底面>底面はやや凹凸がある。

<覆土>灰色土をブロック状に含むにぶい黄色土である。

<出土遺物>かわらけの細片が出土 したが、図化に至 らなかった。

<時期>本土坑は 2号土坑、 3号土坑 と埋土が類似 してお り、深さなどは 3号土坑よりは浅いものの、類似

する遺構と考えられる。そのことか ら、 12世紀に属する可能性が高い。

柱穴状土坑 (第 2図、写真図版 3)

<位置 。検出状況>本区東端を除き、全体か ら17基検出された。建物の一部 と見 られるものが多いが、判
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定できなかった。

<平面形・規模>円形を呈し、径が16～ 38cm、 深さ15～ 75cmで ある。

<覆土>柱痕が見 られるものが多い。P3か らは残柱が出土してお り、クリと同定された。

<遺物>(第 23図、写真図版29)P7か らは15の国産陶器破片、P2、 P3、 P4、 P7、 P10、 P13か らか

わ らけの細片が出土した。

<時期>何時期かに別れる可能性があるが、 12世紀のものと見 られる国産陶器、かわ らけ細片が出土 して

いるものもあることから、一部は12世紀に属すると考えられる。

10区桂穴計測表

遺構外出土遺物 (第23図、写真図版29)

本区北寄りの 1層下位から14の陶器、東側の浅い段差から16の瓦、そのほかに遺構検出面の全面からか

わらけの細片が出土している。

刊1区

本区は47次調査の東よりに位置し、 」R平泉駅より西へ350mである。調査は調査区南側の宅地部分の侵

入路を確保するため、東半と西半に分割して行い、さらに北西隅の部分を両者の調査終了後拡張した。三者

の境部分では検出残しがないよう注意を払つたがなお、万全ではないかもしれない。検出された遺構は、掘

立柱建物跡 4棟、溝 3条、井戸跡 1基、柱穴状土坑45基である。本区においてもⅢ層上まで水田でかなり

削平され、現表土は採石を多く含む盛り土である。すべての遺構の検出面はⅢ層上面である。本区中央部は

電柱埋設のため深く攪乱を受けている。

1号掘立柱建物跡 (第 5図、写真図版 5)

<位置・検出状況>本区西側に位置する。建物のほとんどは調査区外に伸びている。

<平面形・規模>1問 ×2間分が検出された。柱間は梁方向と思われる西側柱が1.35m、 桁方向と思われる

北側の柱列が西から2.Om、 2.lmで ある。東西の軸方向はN-55° 一Wを示す。柱穴は4基検出され、平

面形は円形を基調としている。径は32～40cm、 深さは13～ 25cmで ある。

<覆土>P21を 除いて柱痕が認められる。柱部分は粘性に富む灰黄褐～黄灰色土で、木質が残存している。

それ以外は黄褐色土や黒褐色上のブロックを含む埋め戻された土である。

<出土遺物>P5、 P10か らかわらけ細片が出上した。

<時期>出土遺物と、埋上の状況から12世紀の可能性も考えられる。

配 径 深 さ 備考 遺  物 配 径 深 さ 備考 遺  物 配 径 深 さ 備考 遺 物

1 30 34 柱痕 18 18 柱痕 19 24 18 柱痕

3 34 74 柱痕 かわらけ細片 13 32 つ
々 柱痕 かわらけ細片 20 24 16 柱痕

4 28 69 柱痕 かわらけ細片 14 21 24

7 40 40 柱痕 かわらけ細片 14 14 柱痕 23 24 18

9 つ
る

つ
と 柱痕 16 16 16 24 24 15

10 28 28 柱痕 かわらけ細片
，

‘ 17 柱痕
つ
ね 16 17

士
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2号掘立柱建物跡 (第 6図、写真図版 6・ 7)

<位置・検出状況>本区西寄りに位置する。 1間 ×3間分が検出されているが、大部分は調査区外に伸びて

いる。柱穴は 5基検出された。

<平面形・規模>柱間は梁方向が2.35m、 桁方向が西から1.9m、 2.5m、 2.5mで ある。桁方向はN―

76.5° 一Eを示す。柱穴の平面形は円形である。径は22～44cmで、最も西側のP3が他に比して小さい。深

さもP3が 19cmと浅いが、他は25～37cmを測る。これらのことからP3は庇部分の柱である可能性がある。

<覆土>P53を 除き柱痕が検出されている。柱部分は粘性に富み、一部木質が残存する黄灰土である。柱痕

以外は黄褐色土ブロックを含む埋め戻された土である。

<出土遺物>(写真図版29)P14か ら19の器種、用途不明の鉄製品が出土しているほか、P6、 P14、 P22

からかわらけの細片が出土した。

<時期>不明であるが、覆土の状況から12世紀の可能性がある。

3号掘立柱建物跡 (第 5図、写真図版 6)

<位置・検出状況>本区西側に位置する。大部分は調査区外に伸びており、 1問× 1間分しか検出されてい

ないため、建物跡となり得るか不明な点も多いが、可能性は捨て切れないので、ここに載せた。

<平面形・規模>柱間は東西方向が2.lm、 南北方向が2.Omである。南北の柱方向はN-20° 一Eを示す。

柱穴は 3基検出され、平面形は円形及び長円形である。深さは26～ 34cmで ある。

<覆土>P15、 P24は柱痕が認められる。

<出土遺物>P7か ら産地不明の中世に属すると考えられる陶器片のほか、かわらけの細片が出土した。

<時期>不明であるが、覆土の状況から12世紀の可能性も考えられる。

4号掘立柱建物跡 (第 5図、写真図版 5)

<位置・検出状況>本区西側から、12区にまたがって位置する。 1間×2間分が検出されたが、大部分は

調査区外に伸びている。

<平面形・規模>柱間は南北方向が1.8m、 東西方向が西から2.7m、 2,7mである。南北の柱方向は、N-0°

一Eを示す。柱穴は4基検出され、平面形は円形を基調とする。径は22～ 30cm、 深さは13～ 56cmで ある。

<覆土>すべてに、柱痕が認められる。P57の柱材はクリと同定されている。

<出土遺物>ない。

<時期>不明であるが、覆土と出土遺物の状況から12世紀の可能性も考えられる。

1号溝跡 (第 4図、写真図版 5,6)

<位置 。検出状況>本区中央に位置する。南側は調査区外に伸びる。北側はP24に切られ、以北は検出され

なかった。また削平を受けており、一部が途切れている。P29、 P27、 P35と重複し、本溝の方が新しい。

方向はN-61.5° 一Wである。

<平面形・規模>溝の全長は2.6m、 幅は20～ 28cm、 深さは5cm程である。

<壁・底面>底は平坦で、壁はやや内湾気味に立ち上がる。

<覆土>褐鉄を多量に含む黄灰色土の単層である。

<出土遺物>ない。
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第 5図  11区遺構平面図・断面図 (2)
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25Y5/2暗 灰黄 粘性あり 締まり弱 木質残存 柱痕
25Y5/1黄 灰 粘性あり 締まり弱 黄褐色土ブロック (2cln大)5%

25Y4/1黄 灰 粘性、締まりあり やや砂質 黄褐色土粒、炭粒を少し含む
25Y4/1黄 灰 粘性ややあり 締まりあり 砂質 炭粒を含む 黄褐色土プロック(2cll大)3%
25Y6/3に ぶい黄 粘性、締まりあり 黄灰色土を含む

25V4/2暗 灰黄 粘性に富むもやや砂質 締まりあり 黄褐色土粒を少し含む
25Y4/1黄 灰 粘性ややあり 縮まりあり 砂質 黄褐色土プロック(1～ 3cu大)30%含 む
25Y4/2暗 灰黄 粘性に富むもやや砂質 締まりあり

第 6図  11区遺構平面図・断面図

Ia盛土
Ib水 田土
1 10YR4/2灰 責褐 粘性、縮まりあり 褐鉄を含む
2 10YRl,7/1黒  粘性あり 締まり弱い 炭粒を70%含む
3 25Y4/2暗 灰黄 粘性あり、締まり弱い 黄褐色土粒少量含む
4 25Y3/3暗オリーブ褐 粘性あり、締まり弱い 5mはほどの炭粒と

黄褐色土ブロックを多く含む
10YR4/4褐  炭粒を含む 西寄りに黄褐色土プロックを、東寄り
に褐鉄を含む黄褐色土プロックを含む
5Y4/1灰  粘性あり 締まりなし グライ化している 青味がか
かった地山ブロックを多く含む
5Y4/1灰  粘性あり 締まりなし 下部に20cm大 の角弊を含む
部分的に炭粒、黄褐色土ブロックを少量含む
25Y4/1黄 灰 粘性、締まりなし 黒つぱく濁っている 責褐色
土プロックがわずかに混入するが他の混入物はない
75Y6/2灰 オリープ 地山崩壊土
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<時期>不明であるが、覆土の状況から12世紀の可能性も考えられる。

2号溝跡 (第 4図、写真図版 5)

<位置・検出状況>本区中央南端に位置する。ほとんどが南側の調査区外に伸びており、全容は不明である。

P21と重複しており、本溝の方が古い。また、本区北西隅に検出された 3号溝とつながる可能性もある。

<平面形・規模>長さ、幅とも不明であるが、深さは検出部分で25cmを測る。

<覆土>3層に細分され、上面に褐鉄を多く含む黄褐色土が主体である。

<出土遺物>ない。

<時期>不明であるが、覆土の状況から12世紀の可能性も考えられる。

3号溝 (第 4図、写真図版 6)

<位置 。検出状況>本区北西隅に位置する。この部分は水田の削平を他に比して受けておらず、Ⅲ層上面の

標高がやや高いことから、本溝が検出されたものと考えられる。P55、 P56、 P58と重複しており、本溝の

方が古い。西側は調査区外に伸び、東側部分は削平されて不明であるが、延長は 2号溝とつながる可能性が

ある。方向はN-77.2° 一Wである。

<平面形・規模>検出部分の長さは80c皿、幅38cm、 深さ8 cmで ある。

<覆土>暗オリーブ褐色～黄褐色である。

<出土遺物>かわらけ細片が出土している。

<時期>不明であるが、覆土の状況から、12世紀に属する可能性がある。

1号井戸跡 (第 6図、写真図版 7)

<位置・検出状況>本区北東隅に位置する。井戸の一部分のみの検出であり、大部分は調査区外に伸びてい

る。検出部分が非常に矮小であるため、底郡まで掘りあげることができなかった。

<平面形・規模>規模は不明で、深さは1.5m以上である。

<壁・底面>壁は直立気味に急角度で立ち上がる。

<覆土>埋土は掘りあげた部分だけで、 9層に細分され、炭粒を含む灰色土が主体である。埋上の上層は炭

粒が多く含まれる。

<出土遺物>ウ リ科の植物の種も少量ではあるが出上した。かわらけの細片も出土している。

<時期>出土遺物が少ないため、不明である。

柱六状土坑 (第 4図、写真図版 5・ 6・ 7)

<位置・検出状況>43基検出された。東半の中央にまばらであり、そのほかは全体に分布している。建物

を構成する柱穴と考えられるが、調査区が矮少なことなどから不明である。P59-1、 -2、  3、 -4は切り

合っており、 3が最も新しく、次いで-2である。

<平面形・規模>いずれも円形を基調としている。径は18～ 43cm、 深さは11～ 80cmである。前述のP59は

径が40cm前後、深さ48～ 70cmで 、他に比して規模が大きい。

<覆土>P59は 3のみが柱痕跡が認められる。暗褐色土や黄褐色土、炭を含んだ黄色みの強い土が主体で

ある。柱痕跡を残す柱穴が多い。P47か ら出土した柱痕はクリと同定されている。
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<出土遺物>(第 23図、写真図版29)P59か ら17の 「元豊通宝」が出土 した。そのほか、Pll、 P20、

P25、 P26、 P35、 P47、 P49、 P51、 P59か らかわらけの糸田片が出土 した。

11区柱穴計測表

<時期>何時期かに別れると思われるが、P59に 関しては北宋銭が出土 した ことか ら、 12世紀に属すると

考えられる。

遺構外出土遺物

遺構検出面からかわらけの細片が出土した。

12区                           `

本区は47次調査区の東寄 りに位置 し、県道厳美平泉駅線の南側に位置する。県道をはさんだ北側には46

区が存在する。平泉段丘の毛越寺、観自在王院ののる面から 1段下がったところにある調査区である。幅は

最大で3.5mと 狭いうえ、長さは36mに 及び、南側の地権者が営業をしていることもあって危険を避けるた

め 4分割 して次々に埋め戻しなが ら調査を行った。時間の制約もあったため、分割 した調査区の境部分の検

出は十分でなかった可能性もある。本区は水田などで一部はかな りの削平を受けてお り、その上に採石など

の盛 り上をして現在の地表面が形成されている。すべての遺構の検出面はⅢ層である。

1号溝 (第 7図、写真図版 8)

<位置・検出状況>調査区西端に位置する。標高が西から 1段下がったところに等高線に沿って位置する南

北方向の溝である。溝の長軸方向はN-0° 一Wである。県道をはさんだ北側の46区では本遺構につながる

と見 られる 1号溝が検出されている。

<平面形 。規模>検出部分の幅は2.9m、 長さは調査区の幅いっぱいの3.3mで、南北ともに調査区外に伸び

ている。

No 径 深 さ 備考 遺  物 配 径 深 さ 備考 遺 物 阻 径 深 さ 備考 遺  物

1 18 7 28 14 63 44 29 柱痕

3
つ
々

０
と 19 柱痕 29 18 45 つ

る 20 柱痕

8 40 13 30 46 34 20 柱痕

30 47 36 66 柱痕 かわらけ細片
つ
々

つ
０ 42 柱痕 かわらけ細片 32 つ

つ 48 46 34

12 30 16 柱痕 33 18 65 柱痕 49 40 30 柱痕 かわらけ細片

13 42 18 柱痕 34 24 48 50 26 27 柱痕

16 36 柱痕 35 28 38 柱痕 かわらけ細片 36 43 柱痕 かわらけ細片

16 59 柱痕 36 28 柱痕
つ
る 18

18 16 80 ７
‘

０
０ 20 11 柱痕 54 24 25

19 40 柱痕 38 66 55 つ
０ 柱痕

20 28 5 柱痕 かわらけ細片 39 50 56 24 Ｏ
Ｏ

23 20 6 40 つ
々 柱痕 58 26

25 26 2 柱痕 かわらけ細片 41 38 柱痕 59 53 柱痕 かわらけ細片

26 36 かわらけ細片 42 24 つ
々 柱痕 59 つ

々 柱痕 かわらけ細片
つ
々

つ
々 3 43 柱痕
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<壁・底面>底は東よりが一段低 く掘 られてお り、そのほかは平坦である。西壁は外湾気味に立ち上が り、

東壁は段を持つ◇

<覆土>10層 に細分される。そのうち 1～ 6層は古い溝の埋没後再度堀 り込まれたと見 られる。古い溝の

覆土は西壁の部分と東壁の段の部分に残っている。全般に古い溝はにぶい灰黄がかつた上で、新 しい溝の土

はやや黒っぽい。また、木の棄の堆積も覆土中層から下層にかけて見 られる。

<出土遺物>(第 23図、写真図版29)覆土上層か ら21、 26の常滑産陶器片、覆土か らかわ らけ、陶器片

22、 23の渥美産陶器片、27の 砥石、壁際、下層か ら20の手づくねかわ らけ、 24、 25の常滑産陶器片、栗

の実、甲虫、かわ らけなどが出土 した。

<時期>出土遺物から、12世紀に属すると考えられる。

2号溝 (第 7図、写真図版 8。 9)

<位置 。検出状況>調査区中央からやや西によった地点に位置する。 3号溝と重複関係にあり、本清の方が

新 しい。

<平面形・規模>幅は55～ 90cm、 長さは調査区の幅いっぱいの約 3mで、南北は調査区外に伸びる。南北

方向の溝ではあるが東方面にゆるくカーブしている。カーブする方向は重複する 3号溝 とほぼ同一である。

<壁・底面>底面はやや内湾し壁はやや外傾気味に立ち上がる。

<覆土>2層 に分けられ、グライ化 した灰色土をブロック状に含む明黄褐色土及びにぶい黄色土である。全

体に褐鉄を多く含んでいる。

<出土遺物>(第 23図、写真図版29。 30)覆土か ら28、 29の渥美産陶器片、 29、 30の瓦、32の鉄滓、か

わ らけの細片が出土している。

<時期>出土遺物 とかわらけが出土した 3号溝を切っていることから12世紀以降の可能性がある。

3号溝 (第 7図、写真図版 8・ 9)

<位置・検出状況>調査区中央からやや西によった地点に位置する。 2号溝に切 られてお り、本溝の方が古

い。また、底面よりP3が検出されたことか ら本溝の方が新しい。

<平面形・規模>幅は0,8～ 1.6mで、長さは調査区幅いっぱいの約 3mで ある。南北は調査区外に伸びる。

2号溝と同様東にゆるくカーブしている。

<壁 。底面>東側の壁は浅い段を持つ。底面は平坦である。

<覆土>8層 に細分される。全体に黄色味が強 く、Ⅲ層起源の土と考えられる。炭粒や黄灰色の土を含み、

層により褐鉄を多く含んでいる。最下層は砂質土で、中層は粘性、締まりの強い黄灰色土、黄褐色土で、水

の流れた形跡がある◇

<出土遺物>(第 23図、写真図版30)覆土か ら33の かわらけのほか、かわ らけ細片が出土 している。

<時期>不明な点が多いが、出土遺物か ら12世紀の可能性がある。

4号溝 (第 7図、写真図版 7・ 9)

<位置・検出状況>本区東寄 りか ら検出された。 5号溝、 1号土坑と切 り合ってお り、本溝の方が新 しい。

東側は調査区外に伸びている。西側で溝は終わっているが、ここが溝の端なのか、あるいはそれ以西が削平

されているためここで終わるのかは判断できなかった。溝の方向はN-90° 一Wである。
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E― E′

1 10YR6/31こ ぶい黄 炭粒 (05～ 1

cm)を少量含む 黄褐色土粒を多量
に含む 柱痕

2 10YR5/2灰 黄褐 粘性、締まりあり

炭粒 (0 5cm大 )黄褐色土粒を少量含
む 柱痕
10YR6/3にぶい黄橙 粘性、締まり

あり 黄褐色土プロック、褐鉄、か

わ らを含む
25Y6/4～ 10YR5/1にぶい黄～褐灰

粘性、締まりあり炭粒 (5～ 1 5mm大 )

を少量含む 黄褐色土ブロック (80
%)と 灰色土 (20%)の混合土
25Y6/4に ぶい黄、粘性、締まりあり

黄褐色土 との黄灰上の混合土

F― F′

1 75Y5/2灰 オリープ 粘性、
締まりあり 褐鉄を微量、
青色砂、黄褐色土粒を少量、

黄灰上を多量に含む
2 5Y6/3オ リープ黄 地山崩

壊土

L=30400如

12区 1号溝新
1 10YR5/3に ぶい黄褐 粘性、締まりなし 自然層 2層 の崩壊土
2 10YR5/2灰 黄褐 粘性、締まりなし l cm大の小石、炭粒を含む

全体に酸化
3 10YR2/2黒 褐 粘性、締まりなし 埋没した木の腐食土
4 25Y5/2暗灰黄 粘性、締まりなし 炭粒を含む 2 cm大の

地山プロック 7% 全体に駿化
5 25Y3/2黒 褐 粘性あり 締まり弱 炭粒多い 10cm大の

地山プロック15% 腐食した木葉 堅果含む
6 5Y5/3 10GY5/1灰オリープ 砂質土 粘性、締まりなし

検出当初は10GY緑 灰色

1号溝旧
7 10Y6/31こぶい黄橙 炭粒を多く含む 粘性、締まりあり全体に駿

化 2 cm大の地山プロックを10～ 15%含む
8 25Y6/31こ ぶい黄 炭粒を多く含む 全体に 7層 より酸化が進む

粘性あり、締まりあり堅い 炭粒を少量を含む
9 25Y5/2暗灰黄 粘性、締まりあり 上層に地山プロック(l cm)

大を10%、 炭粒を含む 全体に酸化
10 25Y6/3に ぶい黄 炭粒少量 部分的に砂質 締まりあり

少し酸化

(2号溝・3号溝〉

ドニーーーーーーー    L=29600m

L=30000m

H― H′

4号溝
1 10YR5/1灰  粘性、締まりあり

褐鉄を多く、炭粒を少し含む
部分的に地山崩壊上を含む

2 25GY5/1灰オリーブ 粘性、
締まりあり 褐鉄を多く含む

5号溝
3 5Y5/2灰 オリーブ 粘性弱

締まりあり 炭のプロックを上層
に含む

単

(6)'

(7)
(8)
(9)

Ⅲ (10)

く含む
25GY71暗 オリーブ灰 粘性あり
土をブロック状に少量含む
25Y5/2暗灰黄 粘性、締まりあり
10YR5/6黄褐 粘性、締まりあり
10YR6/8明黄褐 粘性、縮まりあり

明黄褐色土

2号溝
3号清

1 25Y6/6明 黄褐 粘性、締まりあり 褐鉄を多く含む
グライ化した灰色土をブロック状に少量含む

2 25Y6/41こ ぶい黄 粘性、締まりあり 褐鉄を多く含む
グライ化した灰色土をブロック状に少量含む

3号溝
1 25Y5/3黄 褐 粘性、締まりあり 炭粒少量、 黄褐色

土粒を多量に含む
2 25Y6/3に ぶい黄 粘性、締まりあり 褐鉄、黄褐色土

粒を多く、黄灰色上を少し含む
3 25Y5/3黄褐 粘性、縮まりあり 褐鉄、黄褐色土粒を

少量、灰色土を多量に含む
4 25Y4/2暗灰黄 粘性、締まりあり 炭粒を少量、褐鉄

を多量に、黄灰色土を非常に多量に含む
5 25Y5/4黄 褐 粘性、締まりあり 褐鉄をやや多く、暗

灰黄土をブロック状に少量含む
6 25Y4/1黄灰 粘性、締まりあり 褐鉄を少量、黄灰色

土を多量に含む
7 25Y5/3責褐 粘性、締まり弱い 砂質 褐鉄、炭粒、

黄灰色上を少量含む
8 25Y5/4黄褐 粘性、締まり弱い 砂質 褐鉄を少量含む

4号溝
1 10YR3/1黒 褐 粘性、締まりあり 炭粒を少量、褐鉄を多量に含む にぶい黄

褐色上をまだらに含む

5号溝
1 25Y6/4に ぶい黄 粘性、締まりあり 炭粒を少量、褐鉄を多く含む
2 25Y5/1黄 灰 粘性、締まりあり 褐鉄を多量に、炭粒を少量含む
3 25Y5/3黄褐 粘性、縮まりあり 砂質 褐鉄を多量に、炭粒を少量含む
4 5Y5/1灰  粘性、締まりあり 褐鉄を多く、炭粒をやや多く含む 木片を含む
5 5Y5/1灰  粘性、締まりあり 褐鉄、炭粒を多く含む

0                   2m

堤銘埠

遼童鴇徽ο

A(1号
土坑)

坤L=28500m

1号土坑
1 25Y6/3に ぶい黄 粘性、締まりあり 褐鉄を多く、

炭粒を少量含む 灰色土をブロック状に含む
2 25Y6/3に ぶい責 粘性、締まりあり 褐鉄、炭粒

を少量含む 灰色土を底部ほど多く含む
3 5Y5/1灰  粘性、締まりあり 褐鉄を多量に、炭粒

を少量含む

堤 銘∞。

鵡 §:拿辞ξケ静粋 縁歌吾振を彦量崎む
Ibi:|1車急養想曇毛性:奪ζ患:与ζち粒:著者Bを:ミと少8:ξ

を上層
(5)10YR74褐 粘性、締まりあり 炭粒、かわらけ、小礫、黄褐色土粒少量含む
(5)' 5GY5/1オリーブ灰 粘性、縮まりあり 黄褐色土プロックを多く含む
(6)10YR4/6に ぶい黄橙 粘性、締まりあり 褐鉄を多量に含む黄褐色土粒を多

締まり弱 炭粒をやや多く含む 黄褐色

褐鉄、炭粒、黄褐色土粒を多く含む
褐鉄を多量に、炭粒を少量含む

地山を黄褐色土の混合土

1号土坑

ω尊

12区遺構平面図・断面図
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<平面形・規模>幅約30cm、 長さは検出部分で 7m、 深さ8 cmで ある。

<壁 。底面>底面は平坦で壁は外傾して立ち上がる。

<覆土>2層に細分され、粘性、締まりのある灰色土が主体である。

<出土遺物>かわらけの細片が出上した。

<時期>不明な点が多いが、覆土の状況から、12世紀の可能性が高い。

5号溝 (第 7図、写真図版 7・ 9)

<位置 。検出状況>本区東寄 りから検出された。 4号溝、 1号土坑と切 り合っており、本溝が4号溝より古

く、 1号土坑より新しい。 4号溝とは同じ場所で切り合っており、同様の性格をもつ溝と考えられる。東側

は調査区外に伸び、西側で終わっている。方向はN-86° 一Wである。

<平面形・規模>幅約85cm、 長さは検出部分で 7m、 深さ8 cmで ある。

<壁・底面>底面は平坦で壁は外傾して立ち上がる。

<覆土>締まりのある灰オリーブ色の単層で、上層に炭を含む。

<出土遺物>(第 23図、写真図版30)覆土から34の手づくねかわらけのほかかわらけ細片が出土している。

<時期>出土遺物と覆土の状況から、12世紀の可能性が高い。

1号土坑 (第 7図、写真図版 7・ 9)

<位置・検出状況>調査区東側に位置する。土坑の南側は調査区外に伸びており、全容は不明である。 4号

溝、 5号溝に切られており、本土坑が最も古い。

<平面形・規模>円形を基調としていると考えられる。検出部分での最大径は1.6mを測る。深さは21cm

である。

<壁・底面>底面は内湾しており、中央より東側が最も深い。壁はゆるやかに立ち上がる。

<覆土>3層 に細分され、褐鉄を多量に、炭粒を少量含むにぶい黄色土、灰色土が主体である。

<出土遺物>ない。

<時期>不明な点が多いが、12世紀と考えられる 5号溝に切られていることと、覆土の状況から最も新し

く考えて、12世紀と思われる。

桂穴状土坑 (第 7図、写真図版 7・ 8)

<位置 。検出状況>11区の4号掘立柱建物を構成するP7を 除いて12基検出された。中央の削平部分を除い

て、検出されている。東側は4号溝、 5号溝の周辺に、西側は 2号溝、 3号溝の周辺と 1号溝までの間であ

る。掘立柱建物を構成する柱穴と思われるが、柱の並びなどを確認できなかった。Pl、 P3は規模、深さ、

2基の柱穴を結ぶ方向などからおそらく同じ建物を構成する柱穴かと推定される。

<平面形・規模>すべての柱穴は円形を基調としている。規模は 3号溝東側のPlと P3が他に比して大きく、

それぞれ68cm、 58cmである。深さも56cm、 27cm(3号溝溝底か ら)と深い。他は径が26～ 50cm、 深

さ10～ 30cmで ある。

<覆土>柱痕のあるものがほとんどである。特に東側から検出された柱穴からは柱の木質部分が残るものも

あった。Plは柱痕が残 り、その周りを黄褐色土ブロックを含む土で埋め戻している。P3か らは根がため石

と思われる礫が出土した。P9か らは残柱が出土した。16X8cmの 長方形の柱で、他と異なる。この残柱は
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12区柱穴計測表

配 径 深 さ 備考 遺 物 � 径 深 さ 備考 遺  物 配 径 深 さ 備考 遺  物

1 68 56 柱痕 5 36 柱痕 10 50 24 柱痕

2 50 30 柱痕 かわらけ細片 6 36 68 かわらけ細片 42 25

3 58 26 かわらけ細片 8 38 24 柱痕 かわらけ細片
つ
々 40 7 柱痕

4 28 23 柱痕 9 26 つ
々

つ
々 柱痕 13 40

クリと同定された。一般に東側から検出された柱穴の覆土は、西側から検出された柱穴の覆上に比して粘性

が強い。

<出土遺物>P2、 P6、 P8か らかわらけの細片、P3か らロクロ使用のかわらけ底部が出土した。

<時期>何時期かに別れる可能性があるが、Pl、 P2は 12世紀に属すると思われる。

遺構外出土遺物 (第23図、写真図版30)

調査区中央付近の水田耕作土から35の 白磁片、37の碁石と思われる黒色の石、地山面から5cmほ ど浮い

て36の産地不明の陶器破片が出土した。そのほか遺構検出面からかわらけの細片が出土している。

13区

本区は47次調査の中央からやや東よりにある。県道厳美平泉駅線の南側で、毛越寺、観自在王院ののる

段丘の縁に位置する。本区から検出された遺構は、掘立柱建物跡 1棟、溝 4条、土坑 1基、柱穴状土坑 7基

である。本区の東より約2/5は水田を作る際に削平されている。現在の地表面はその水田の上に砕石を多く

含む盛 り土をして形成されている。すべての遺構検出面はⅢ層である。

1号掘立柱建物跡 (第 9図、写真図版 9。 10)

<位置・検出状況>本区中央から14区東よりにかけて位置する。北側は県道の下に伸び、南側は宅地部分

に伸びている。南側は平成 4年 に町教育委員会が行った18次調査で検出されてお り、今次の調査で建物の

北東隅から南西隅の柱穴を結ぶ対角線から南東半分が明らかになり、建物の全体像を推定することができる

ようになった。東側の側柱は水田造成時に上部が削られており、ごく浅くしか残っていない。同様に調査区

北壁際の柱穴も道路側溝埋設時に削られており、浅い。今回検出された本遺構の柱穴は15基である。

2号溝、 3号溝、14区 1号土坑と切 り合つており、 2号溝、14区 1号土坑より古い。 3号溝と切 り合う

P8及びP14は 3号溝の壁面で検出したが、プランに気付かずに掘り下げてしまった可能性もある。

<平面形・規模>4間×7間の東西棟である。柱間は桁行きが西から1,75m、 2.15m、 2.2m、 2.2m、 2.25

m、 2,2m、 1.85mである。梁行きが北から2.Om、 2.25m、 2.4m、 1.8mである。それぞれ、最も外側の柱

間が他の間隔よりやや狭いことから四面庇で、総柱の建物であると考えられる。梁行き方向はN-5° 一E

である。柱の平面形は円形を基調としており、径は18～ 40cm、 深さは削平されたPlが 7cm、 溝と切り合

うP8が 29cin、 P14が 24cュnで 30～ 52cinで けらる。

本建物跡は志羅山遺跡の現在までに検出された建物跡のうち最大級のもので、 この地区の主要な建物であ

ると予想される。

<覆土>柱痕の確認できたものはP3、 P4、 P10、 P5、 Pllで ある。地山の黄褐色土ブロックや炭粒を含む

褐灰色、灰黄褐色土が主体である。
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<出土遺物>P7か らかわらけの細片が出土している。

<時期>覆土の状態や周辺の出土遺物などから12世紀代の建物跡と考えられる。

1号溝 (第 8図、写真図版 9,10)

<位置・検出状況>本区の中央に位置する南北方向の溝である。北側は県道に、南側は宅地部分へ伸びてい

る。 2号溝と平行している。

<平面形・規模>南側は深く、北側に向かうにつれて細く、浅くなる帯状の溝である。北に向かって徐々に

低くなる地形のためかと思われる。長軸方向はN-4° 一Eで ある。幅は30～ 60cm、 長さは調査区の幅い

っぱいの約3.lmで ある。深さは最深部で25cmを測る。底は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。断面形は

逆台形状である。

<覆土>炭粒や地山の黄褐色土粒を含む灰黄褐色土が主体で、上層には褐鉄を多く含む。壁際には灰黄褐色

土を少量含む壁の崩壊土が堆積する。

<出土遺物>かわらけの細片が出土している。

<時期>覆上の状況と出土遺物からから12世紀代の溝と考えられる。

2号溝 (第 8図、写真図版 9。 10)

<位置・検出状況>本区中央に位置する。 1号溝と平行する南北方向の溝で、北側は徐々に浅くなって消滅

し、南側は調査区外の宅地部分へと伸びる。 1号掘立柱建物跡のP3、 Pll及び柱穴状土坑のP7と 重複して

おり、本溝の方が新しい。方向はN-1° 一Eである。

<平面形・規模>北へ向かうにしたがって、徐々に浅くなる帯状の溝である。幅は38～ 50cm、 長さは検出

部分で2.5mである。深さは最深部で15cmを測る。

<壁・底面>底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

<覆土>褐鉄、炭粒を多く含むにぶい黄褐色土である。

<出土遺物>かわらけの細片が出土している。

<時期>覆土の状態などから12世紀代の溝と考えられる。

3号溝 (第 8図、写真図版 9・ 10)

<位置・検出状況>本区中央からやや西寄りに位置する。本溝の西側に存在する4号溝 (塀跡)、 及び東側

の 1号溝、 2号溝と平行する溝である。 1号掘立柱建物跡のP8、 P14と 重複している。これらの柱穴は本

溝を掘りあげたところ壁で検出されたものであるが、溝覆土を掘 りこんで作られた柱六を識別できなかった

可能性もある。本溝は北側の県道へ伸びていると考えられるが、県道側溝の埋設時に攪乱を受けて、明らか

ではない。南側は調査区外の宅地部分へも伸びており、18次調査で検出されている。西壁及び東壁の一部

に攪乱を受けている。方向はN-1.5° 一Eである。

<平面形 。規模>南北へ伸びる帯状の溝である。幅は1.2～ 1.6cm、 長さは検出部分で3.2m、 深さは最深部

で40cmの 大溝である。底面は平坦で壁は外傾して立ち上がるが、東側に段を持つ。

<覆土>灰黄褐～黄灰色土が主体で、炭粒、褐鉄を含む。

<出土遺物>(第 23図、写真図版30)38、 39は覆土から出土したコースター状のかわらけである。40、

41は覆土から出土した白磁壺の破片、42は常滑産の甕口縁部である。そのほか、覆土中より43～ 51の壁土
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やロクロ使用のかわらけ底郡、てづくねかわ らけの細片が出土した。

<時期>覆土の状況や出土遺物から12世紀代の溝と考えられる。

4号溝 (塀跡)(第 8図、写真図版 9・ 10・ 11)

<位置・検出状況>本区西側に位置する。本遺構の東に 3号溝が平行 して存在する。また、 1号掘立柱建物

跡と重複 しているが新旧関係は不明である。一部に攪乱を受けている。溝の底面や覆上下層で、板の痕跡が

認められることから、塀跡と考えられる。溝は北に向かうにつれて、公々に浅 くな り、調査区北壁付近では、

板の痕跡は見えなくなる。方向はN-0° 一Eである。

<平面形 。規模>帯状の布掘 りの溝で、厚さ2～ 7cm、 長さ10～ 25cmの 板を並べて埋設 し、あるいは若干

打ち込んで (A― A')ヤ るゝ。溝の幅は22cm前後、長さは調査区幅いっぱいの3mである。深さは1～6cm

である。

<覆土>にぶい黄褐色上で覆われているが、 板痕跡は炭粒を含んだやや暗い灰黄褐色土である。

<出土遺物>かわらけの細片が出土 している。

<時期>覆土の状況や過去に検出された12世紀に属すると考えられる塀 と同様であることか ら、該期の塀

跡と思われる。

1号土坑 (第 8図、写真図版11)

<位置・検出状況>調査区西側の南壁際に位置 し、南側は宅地部分に伸びている。平成 4年度の18次調査

では本土坑の南約半分が検出されている。

<平面形・規模>18次調査の平面図と合成すると精円形を呈している。径は75× 60cm、 深さ20cmを 測る。

<覆土>18次調査の埋め戻 しの砕石が入 り込んでお り、全容は明らかではないが、 3層に細分され、炭粒

や地山起源の黄褐色土粒を多 く含む黒褐色土が主体である。

<出土遺物>かわらけの細片が出土 している。

<時期>不明な点が多いが、覆土の状況から12世紀に属する可能性がある。

柱穴状土坑 (第 8図、写真図版 9。 10)

<位置 。検出状況>5基検出された。東側の削平部分を除き、 2号溝沿い、 3号溝沿い、さらに西側に分布

している。建物を構成する柱穴 と考え られるが、 1号掘立柱建物跡の柱穴のす ぐ脇にある柱穴P6、 P7、

P14は、あるいは同建物の建て替えなどの跡かもしれない。そのほかは柱穴同士対応するものが見いだせな

かった。

<平面形・規模>円形を基調としている。径は24～ 34cm、 深さは16～ 42cmで ある。

<覆土>炭化物、地山粒を含むにぶい黄褐色土が主体である。

<出土遺物>P9、 P12か らかわ らけの細片が出土している。

<時期>覆土の状況が1号建物跡とよく似てお り、 12世紀代に属する可能性が高い。

13区柱穴計測表

配 径 深 さ 備考 遺 物 配 径 深 さ 備考 遺  物 阻 径 深 さ 備考 遺  物

2 つ
浄

つ
０ 28 柱痕 9 24 20 かわらけ細片 15 34 つ

々

6 28 42 12 26 28 かわらけ細片 16 24 16 柱痕
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遺構外出土遺物

攪乱から52～ 55の 中国産白磁、西半の水田耕作土から56の須恵器系陶器壺、遺構検出面からかわらけ細

片が出土している。

14区

本区は47次調査のほぼ中央で、県道厳美 。平泉駅線の南側に位置する。本区から検出された遺構は掘立

柱建物跡 3棟、土坑 4基、柱穴状土坑12基である。本区の調査は町教育委員会が第48次調査として南側の

宅地部分を同時に調査することになったため、それと合わせて行った。互いの調査区の境部分の掘り残しが

ないようにするためと、建物などをできるだけ広い範囲で捉えられるようにするため、また記録を重複して

とらずに済むようにするためである。そのため、町教委調査区部分にかかっている遺構の記録は同教育委員

会の第48次調査の報告を参照願いたい。

1号掘立柱建物跡 (第 11図、写真図版11・ 12)

<位置・検出状況>調査区中央に位置する。検出されたのは東西 1間、南北 1間分であるが、北側調査区外

の県道にも伸びている可能性がある。検出された柱穴は4基である。

<平面形・規模>検出された部分からは全体の規模や平面形はわからない。南北の柱筋の方向はN-2.5°

一Wである。柱間は南側の側柱が4.Om、 東の側柱が2.lmを測る。柱穴は円形を基調としており、径は26

～42cm、 深さは14～ 33cmで ある。

<覆土>P19、 P7、 P6には柱痕が認められる。柱痕は炭粒や細かい黄褐色土粒を含む灰黄褐あるいは褐

灰色土である。その回りは黄褐色土ブロックや白色土を含む締まりのある土で、埋め戻されている。いずれ

も10YRか ら5Yまでの黄色がかった類似の上である。

<出土遺物>P19か らかわらけが出土している。P10か ら出土した残柱は、コナラ属、コナラ亜属、コナラ

節の一種と同定された。P21の覆土から58～ 63の壁土が出土している。P19、 P21か らかわらけの細片が

出土している。

<時期>出土遺物や覆土の状況から12世紀代に属すると考えられる。

2号掘立柱建物跡 (第 11図、写真図版11・ 12)

<位置・検出状況>調査区西側から15区にかけて位置する。建物は南側の宅地部分の町教委48次調査区に

伸びている。また、15区南側の第27次調査区部分にも伸びている。検出された柱穴は4基であるが、町教

委調査区部分検出のものも含めると9基である。また、15区の東側は防火水槽埋設のため、削平されてい

るので、本区のP5と 15区 のP2の間に柱穴が存在していた可能性がある。本建物跡は 3号建物跡と重複し

ており、15区検出のP2と 3号建物跡のPlが切 りあっている。本建物跡のほうが新しいと思われるが、ご

くわずかしか重なっていないことから確かではない。

<平面形・規模>本区及び15区からは北側柱が東西 3間分、西側柱が南北 1間分の検出であるが、 2問 ×

3間の建物跡と想定される。北側柱の柱間は西から5,15m、 2.6mで、西側柱の柱間は2.5mである。柱穴は

円形を基調としており、径は14～ 52cm、 深さ32～ 60cmを 測る。柱筋方向はN-0° 一Wである。

<覆土>15区検出のP2には柱痕が残る。

<出土遺物>かわらけの細片以外は出土遺物はない。
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1号掘立柱建物跡
P6
1 10YR4/1褐 灰 粘性、締まりあり 炭粒、地山粒少量含む
2 25Y6/2灰 黄 粘性、縮まりあり 褐鉄、地山粒少量
3 25Y6/4に ぶい黄 粘性あり、締まり弱 地山プロック多量 炭粒少量含む
4 10YR5/2灰 黄褐 粘性、締まりあり 炭粒、褐鉄少量含む
5 10YR6/6褐  粘性、締まりあり 炭粒少量 地山プロックを多量に含む
6 5Y5/2灰 オリープ 粘性あり 締まり弱 炭粒わずかに含む
7 5Y5/2灰 オリーブ 粘性あり 締まりなし

P7
1 25Y6/4に ぶい黄 粘性、締まりあり
2 25Y6/3に ぶい黄 粘性、締まりあり 炭粒、褐鉄を少量含む
3 25Y6/4に ぶい黄 粘仏 締まりあり

P19
1 10YR5/2灰 黄褐 粘性、締まりあり 炭粒を多量に、地山粒少虫 かわらけ2片含む
2 25Y6/4に ぶい黄 粘性、縮まりあり 炭粒、灰黄色土少量含む
3 10YR5/2灰 黄褐 粘性、締まりあり 地山粒、褐鉄少量含む
4 25Y6/2黄灰 粘性、締まりあり 褐鉄多く含む 壁の崩壊土
5 25Y5/1黄 灰 粘性、締まりあり 炭粒少量、地山粒多量に含む
6 25Y6/4に ぶい黄 粘性、締まりあり

L=31100m

2号掘立桂建物跡
P15
1 10YR5/6黄 褐～10YR5/1褐灰 粘性に富む 締まりあり 炭粒を少量含む
2 10YR5/1褐 灰 粘性、縮まりあり 炭粒を含む
3 25Y6/31こ ぶい黄 粘性に富む 締まり弱 炭絃を含む
4 2_5Y6/1黄 灰 粘性、締まりあり
5 10YR6/8明 黄褐～褐灰 粘性ややあり 締まりあり
6 10YR3/1黒 褐 粘性に富む 締まりあり

第11図  14区遺構平面図・断面図 (2)
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<時期>覆土の状況などから12世紀代に属すると考えられる。

3号掘立柱建物跡 (第 10図、写真図版11)

<位置・検出状況>調査区西側から15区にかけて位置する。南側は町教育委員会の調査区、北側は調査区

外の県道に伸びる。検出された柱穴は 7基であるが、町教委調査区検出のものも含めると11基である。15

区東側の防火水槽埋設部分には柱穴があったと思われるが、削平されていて不明である。14区 2号建物跡

と重複する。新旧関係は15区検出の本建物のPlを 2号建物のP2が切っていて本建物の方が古いと思われ

るが、ごくわずかしか重なっていないため、確かではない。

<平面形・規模>四面に庇を持ち、身舎部分で 1間×2間以上の建物であったと考えられる。柱間は北面の

庇P5とP3の間1.3m、 東側庇部分が北から1.9m、 2.55m、 1.4m、 身舎部分北側柱が東から1.8m、 東側柱

が2.3mである。15区検出のPlとP4の間は1.15mである。なお、15区検出のPlは身舎か庇部分か不明で

ある。柱穴の径は27～ 40cm、 深さ26～ 40cmである。梁行きの方向はN-18.3° 一Eである。

<覆土>14区Pl、 P3、 15区Pl、 P4には柱痕跡が認められる。柱痕跡は炭粒や褐鉄を少量含む褐灰及

び黄褐色土で、周辺は黄褐色土ブロックを含む土で埋め戻されている。14区P22は柱痕跡のあるP15に切ら

れている。

<出土遺物>Pl、 P5、 P23、 15区Pl、 P4か らかわらけの細片が出土した。

<時期>覆土及び出土遺物から12世紀代に属すると考えられる。

1号土坑 (第 10図、写真図版12)

<位置・検出状況>本区東側に位置する。北側の一部は県道の側溝埋設時に攪乱を受けて失われている。

13区 1号掘立柱建物跡のP13と 重複しており、本土坑の方が新しい。

<平面形・規模>一部不明であるが、円形を呈していると思われる。径は1.15mである。

<壁・底面>底部はやや内湾気味で、壁は外傾して立ち上がる。

<覆土>調査の不手際のため、記録を取っていない。

<出土遺物>かわらけの細片以外が出土した。

<時期>不明である。

2号土坑・ 3号土坑・ 4号土坑 (第 10図、写真図版11・ 13)

以上の土坑は町教育委員会が行った第48次調査区に伸びているため、平面図以外の記録は前述の報告を

参照されたい。

14区柱穴計測表

配 径 深 さ 備考 遺 物 瞼 径 深 さ 備考 遺  物 配 径 深 さ 備考 遺  物

36 38 かわらけ細片 40 19 かわらけ細片 23 36 33 かわらけ細片

2 34 かわらけ細片 16 26 35 24 24 14 柱痕

34 30 17 24 10 柱痕 25 28 20

4 42 つ
々

の
る 柱痕 かわらけ細片 18 つ

々
つ
々 26 柱痕 かわらけ細片 26 26 14

5 つ
る

Ｏ
Ｄ 28 かわらけ細片 20 24 つ

と 柱痕

14 20 21 22 40
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柱穴状土坑 (第 10図、写真図版11)

<位置・検出状況>本区中央を除く西側と東側に分布している。12基検出された。建物などを構成する柱

穴と考えられるが、確認することができなかった。

<平面形・規模>円形を呈する。径は20～ 42cm、 深さは14～ 35cmを 預1る。

<覆土>にぶい黄色～黄灰色土で、炭化物を含むものが多い。P14、 P15、 P16、 P17、 P18、 P24、 P25

には柱痕跡が認められる。

<出土遺物>P15、 P18、 P23、 P25か らかわらけの細片が出土した。

<年代>覆土の状況から大部分が12世紀に属すると考えられる。

遺構外出土遺物 (写真図版30)

I層から57の コースター状かわらけ、表採で50銭硬貨が出土した。そのほか、検出面からかわらけの細

片が出土した。

15区

本区は47次調査区のほぼ中央、県道厳美・平泉駅線の南側に位置する。本区の東側約 3分の 1は防火水

槽埋設時に深く掘削され、遺構は破壊されている。現地表面は砕石や炭がらを含んだ盛り土によって形成さ

れている。盛り土の下には地山が酸化したように見えるにぶい黄色土があり、遺構検出面はその直下のⅢ層

である。本区で検出された遺構は、掘立柱建物跡 1棟、溝 3条、柱穴状土坑10基である。

本区に隣接する南側の防火水槽埋設部分は町教育委員会が平成5年 に第27次調査を行っており、柱穴12

基、土坑 1基、溝跡 3条が検出されている。

1号掘立柱建物跡 (第 12図、写真図版13)

<位置・検出状況>本区中央に位置する。 2号溝と重複しており、本建物の方が 2号溝より新しい。また、

建物は西側や攪乱を受けている東側に伸びていた可能性もある。南北の軸方向はN-14.3° 一Eである。検

出された柱穴は4基である。

<平面形・規模>東西 1間、南北 1間が検出されている。柱間は南側柱が1.05m、 東側柱が1.Omを測る。

<覆土>すべての柱穴に柱痕跡が認められる。柱痕は炭粒を含んだやや黒っぽい土で、周辺は黄褐色土ブロ

ックを含む黄色味の強い土で埋め戻されている。

<出土遺物>P5、 P7か らかわらけが出土している。68はP5か ら67はP7か ら出土した壁上である。

<時期>覆土の状況や出土遺物から12世紀に属すると考えられる。

1号溝 (第 12図、写真図版14)

<位置・検出状況>本区西端に位置する。南北方向の溝であるが、南側及び北側は徐々に浅くなり自然に消

えている。P10と重複しており、本溝が新しい。方向はN-17.5° 一Eである。

<平面形・規模>帯状の溝で、幅30～48cm、 長さは1.3mで ある。

<壁・底面>底は内湾し、ゆるやかに立ち上がる。

<覆土>4層に細分され、褐鉄を多く含む灰責褐色土が主体である。

<出土遺物>ない。

-43-



♯

転か∂

ド

♯
軋甥δ鉛

Ibiti3窪
圭 &辱岳嘉熟 炭粒 畜礫を含む 締まりあり

工 (2)25Y6/4に ぶい黄 粘性に富む 締まりあり 酸化層

岸Li31200mヨ

郎

L=31700m

1号溝B一 B′

1 10YR5/41こ ぶい黄掲 粘性、締まりあり 褐鉄を含む
炭粒を少量含む

2 10YR5/4に ぶい黄褐 粘性、締まりあり 褐鉄を含む
3 10YR5/2灰 黄褐 粘性、締まりあり 褐鉄を多く含む

炭粒をわずかに含む
4 10YR6/3に ぶい黄橙 粘性、締まりあり 地山崩壊土

炭粒わずかに含む

2号溝bE― E′

1 25Y4/1黄 灰 粘性なし 締まりあり 炭粒を含む
2 10YR6/6明 黄褐 粘性なし 締まりあり 責灰色土粒を少量含む

2号溝aF― F′

1 25Y4/3オ リープ褐 粘性、締まりあり 炭粒を多量に含む
2 25Y4/2暗 灰黄 粘性に富む 締まりあり 地山ブロック5%
3 25Y5/2暗 灰黄 粘性、締まりあり 2と 4の漸移層
4 25Y5れ黄褐 粘性に富む 締まりあり

暗灰黄色土、炭粒を少量含む

0-m

2号溝ac― c′ D― D′共通
1 10YR3/3暗 褐 粘性、締まりあり 炭を少量含む
2 10YR4/2灰 黄褐 粘性、締まりあり 炭を含む
3 25Y4/2暗灰黄 粘性に富む 締まりあり 炭を少量含む

地山ブロック15～ 20%
4 25Y6/2黄灰 粘性ややあり 締まりあり 暗灰黄土プロック15%
5 25Y5/2暗 灰黄 粘性に富む 島あり 炭を含む
6 25Y5/4黄褐 粘性に富む 締まりあり
7 5Y5/3灰 オリープ 粘性に富むがやや砂質 締まりあり

下層に灰黄色土ブロック(05～ 2cm大)20%
8 25Y4/2暗 灰黄 粘性に富む 締まりあり 炭を含む

主に下層に灰黄土プロック15%
9 25Y5/2暗 灰黄 粘性、締まりあり 黄灰色土を少量含む

障 L=a200m■
2号溝a  2号溝b

1

2号溝aと 2号溝bG― G′

1 25Y4/3オ リーブ褐 粘性、締まりあり 炭粒、地山粒少量含む
2 25Y72暗 灰黄 粘性に富む 締 まりあ り 地山粒を含む
3 25Y5れ 黄褐 粘性に富む 締まりあり

暗灰黄上、炭粒をごく少量含む

P8

25Y4/1黄 灰 粘性、締まりあ り 炭粒、褐鉄、地山プロック15%
柱痕
25Y4/1黄 灰 粘性、締まりあ り 地山粒30%
5Y7/2灰 黄 粘性、締まりあ り 地山土による埋め戻 し
褐鉄、炭粒少量、暗灰黄色±5%
5Y7/3浅 黄 粘性に富む 締まりあり 炭粒ごくわずかに含む
5Y6/3オ リープ黄 粘性に富む 縮まりあり 黄灰色土混入

25Y3/3暗 オリーブ褐 粘性、締まりあり 炭粒を多く含む
地山ブロック20% 柱痕
25Y4/1黄 灰 粘性弱 締まりあり 炭粒含む 地山プロック30%
5GY6/1オ リーブ灰 粘性、締まりあり 炭粒を少量含む
地山ブロック15%

25Y4/1黄 灰 粘性ややあり 締まりあり 地山粒2% 炭粒1%
5Y6/1灰  粘性、締まりあり 地山土による埋め戻しの土
5Y5/1灰  粘性に富む 締まりあり 地山土粒2%

0                       2m

枷甲〉２ドL=31200m耳

シ

(1号掘立柱建物跡)

ゞ
＝
ω

，
μ
ｏ
ｏ
日

キ

第12図  15区遺構平面図

Ｆ
Ｓ
ｏ
ｏ
Ｈ
“
＝
ロ

Ｐ５

・

　

２

３

　

４

５

　

Ｐ７

‐

　

２

３

-44-

断面図



<時期>出土遺物がなく、不明であるが、覆土の状況か ら12世紀に属すると考えられる。

2号溝 (第 12図、写真図版 13・ 14)

<位置・検出状況>本区中央に位置する。東西方向の溝aに 、一部南北方向の溝bがつながってお り、両者

は同時に開いていた様子か らひとつの溝としてとらえた。東側及び西側はそれぞれ調査区外に伸びている。

北側は徐々に浅く、細 くな り調査区北壁の手前で消える。 1号掘立柱建物跡、 3号溝及びP19、 P7、 P12、

P20、 P13、 P5、 P14、 P15と 切 り合っているが、 3号溝よ り新 しく、他の遺構よ りも古い。東西方向は

N-77.5° ―W、 南北方向はN-21.5° 一Eである。

<平面形・規模>T字 形の溝である。幅は東西方向が53～ 85cm、 南北方向が10～ 70cmで ある。深さは東

西方向が33～ 40cm、 南北方向は浅 く、 5～ 20cmを測る。長さは東西方向が5,3m、 南北が1.9mで ある。

北に向かうにつれて細 くなり、消える。

<壁・底面>底は平坦かやや内湾気味で、溝の交差部分は南北方向が浅 くなって北に向かうにつれ浅 くなる。

壁は外傾して立ち上がる。

<覆土>9層 に細分される。やや黄色味の強い粘性に富んだ土が主体である。東西方向と南北方向の溝の交

差する部分を観察すると、 1～ 2層、 3～ 5層、 6～ 8層 と 3期 に大別されるようである。これらのうち南

北方向の溝は上位 2期の覆土のみが堆積 している。 このことは南北方向の溝が浅いことも関係しているか も

しれないが、最初に東西方向の溝があり、ややあって南北方向の溝が掘 られた可能性も示唆している。

<出土遺物>(写 真図版30)65は 1層から出土 した中国産白磁壺の破片である。そのほか、かわ らけの細

片が多 く出土している。

<時期>出土遺物、重複関係、及び覆土の状況か ら12世紀に属すると考えられる。

3号溝 (第 12図、写真図版 13・ 14)

<位置・検出状況>本区中央か らやや東よりの南側に位置する。 2号溝、 1号掘立柱建物跡、 14区 2号掘

立柱建物跡、P15と重複関係にあり、本溝が最も古い。なお、本遺構の南側と東側は調査区外に伸びてお り、

南側部分は町教育委員会が行った62次調査で、検出されている。

<平面形・規模>不明である。

<壁・底面>底は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

<覆土>調査の不手際により不明である。

<出土遺物>ない。

<時期>重複関係により12世紀に属すると考えられる。

柱穴状土坑 (第 12図、写真図版13)

<位置・検出状況>本区 1号掘立柱建物跡周辺と西端に分布する。 10基検出された。建物跡を構成する柱

15区柱穴計測表

随 径 深 さ 備考 遺  物 配 径 深 さ 備考 遺  物 配 径 深 さ 備考 遺 物

3 20 つ
々 柱痕 かわらけ細片 30 5 40 43

6 28 59 柱痕 かわらけ細片 36 40 19 30 柱痕

9 22 柱痕 42 柱痕 かオ9ら け糸田片
つ
と 24 3
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穴がほとんどと思われるが、確認できなかった。 これ らのうちP4、 P6は 1号掘立柱建物跡の軸線上に対応

する位置にあることか ら、同建物跡の柱穴かもしれない。 1～ 3号溝と重複するものもあるが、P10を除き、

重複する溝よりも柱穴の方が新 しい。また、P12は 1号掘立柱建物跡のP7と重複しているが、P12の方が新

しい。

<平面形・規模>円形である。径は20～42cm、 深さ59cmで ある。

<覆土>柱痕が認められるものも多い。P6は炭を含む暗灰黄色上の柱痕の周辺を灰オリーブ色土で埋め戻

している。P10か らは残柱が出土 した。柱の上部は腐食してお り、炭を含む締まりのない黄灰色土と化 して

いる。周辺は暗灰黄色土で埋め戻している。

<出土遺物>(写 真図版28)P10か ら出土 した残柱はアサダと同定されている。P6、 P15か らは板状の木

片が出上し、それぞれクリと同定されている。P13か ら、66の 中国産白磁が、P3、 P4、 P6、 P8、 P13か ら

かわらけ細片が出土した。

<時期>覆土の状態か らほとんど12世紀に属すると考えられる。

遺構外出土遺物 (写真図版30)

遺構検出面から69のかわ らけ、そのほか細片が多数出土している。

16区

47次調査区の中央付近で、県道厳美平泉駅線の南側に位置する。本区東端の一部は電柱埋設のため、攪

乱を受けている。現地表面は以前水田であったところに盛 り土をして形成されてお り、遺構検出面は水田造

成のため、削られているものと思われる。ただし西側の一部はⅢ層の上位に遺物包含層と思われる層がうす

く堆積 している。すべての遺構の検出面はⅢ層である。

本区南側の宅地部分は町教育委員会が平成 5年度に第26次調査を行ってお り、柱穴 4基、溝跡 12基が検

出された。

本区から検出された遺構は、溝 9条、土坑 3基、柱穴状土坑 8基である。

1号溝 (第 13図、写真図版15)

<位置・検出状況>本区東端に位置する南北方向の溝である。遺構の主に北側は電柱埋設のための攪乱を受

けている。Pl、 6号溝と重複関係にあり、本溝が新しい。また、西側は 1号土坑と隣接している。遺構の

南側は、調査区外に伸びてお り、26次調査の 5号溝である。

<平面形・規模>帯状の清で、幅はやや広 くなった り、狭くなった りしている。全長 1.5m、 幅50～ 70cm、

深さ1 3cmで ある。溝の方向はN-65° 一Eである。

<壁・底面>底面はおおむね平坦であるが、東側の一部に凹みを持つ。壁は外傾して立ち上がる。

<覆土>褐色土ブロックや炭を少量含む黄灰色土が主体である。

<出土遺物>少量のかわ らけ組片が出土した。

<時期>不明な点が多いが、覆土の状況から12世紀に属する可能性が高い。

2号溝 (第 13区、写真図版 15。 16)

<位置 。検出状況>本区中央やや西寄 りに位置する南北方向の溝である。遺構の西側は 3号溝と接 し平行 し
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+荏牙簿69

挙 湖 弱
溝

X=-112669
Y=24485

9  2m

携 三ォ 絆
6乳

号溝、 3号溝Cσ

A
β L=31600m

と号溝B一 B′

1 25Y4/1黄 灰 締まり強い 褐色土ブロック、
炭粒少量含む

2 25Y4/1黄 灰 締まり強い 褐色土プロックを
やや多 く、炭粒少量含む

3 5Y5/1 締まり強い にぶい黄褐色土を下位に
含む 炭粒を多く含む

岸    L=31500m    れ

L=32000m

2号溝
1 25Y5/3黄 褐 締まりあ り 炭粒を少量含む
2 25Y7/4黄 灰 締 まりあ り 炭粒をごく少量含む
3 25Y6/3に ぶい黄 締まりあり 粘性あ り
4 25Y5/4黄 褐 締まりあ り 粘性あり
3号溝
1 25Y4/1黄 灰 締まりあり 粘性わずかにあり

炭粒を少量含む
2 25Y5/1黄 灰 締まりあり 粘性なし

腺  L=凱 う00m  卓

Ia【】;錢圭整目轟雀手暮獄_部は酸化

寸】Hξ聯勢緯 蘊折啓曽:酸層
のれ`やや暗峨鉢靭9ま

Ⅱ (5)10YR5/1褐灰 炭粒を少量含む かわ らけ片を含む

ド

2、 3、 4、 5号溝D― D′

2号溝
1 25Y74オ リープ褐 粘性ややあり 締まりあ り 炭粒を含む
2 25Y5/2暗灰黄 粘性、締まりあり 炭粒をごく少量含む
3 25Y5/1黄 灰 粘性ややあり 締まりあ り 炭粒を含む
3号溝
1 25Y4/3オ リーブ褐 粘性なし 締まりあり
2 25Y5/2暗黄灰 粘性なし 縮まりあり 炭粒を含む
2 25Y5/4黄褐 粘性なし 締まりあり
4号溝
1 5Y5/3灰 オリーブ 粘性、締まりあり 微細な炭粒を少量含む
2 25Y6/4に ぶい黄 粘性ややあり 締まりあり
5号溝
1 25Y5/2暗 灰黄 粘性ややあり 締まりあり 炭粒を含む
2 5Y5/1灰  粘性、縮まりあり

L=31500m

と号土坑                1
1 25Y5/3黄 褐 粘性なし 締まりあり 炭粒を含む

L冨 31■00m ヽ

単

第13図  16区遺構地平面図・断面図 (1)

L=31400m       
卓

2号土坑
1 25Y4/3オ リープ褐 粘性ややあり 締まりあり 炭粒を含む
2 25Y4/6オ リーブ褐 粘性ややあり 締まりあり 灰黄色の粘土質上を少量含む

炭粒を含む 部分的に酸化
3 25Y76オ リーブ褐 粘性ややあり 締まりあり 灰黄色の粘土質上、炭粒を含む

部分的に酸化
25Y6/1黄 灰 粘性に富む 締まりややあり 炭粒を含む
25Y5/2暗 黄灰 粘性に富む 炭を多く含む
25Y5/4黄褐 粘性なし 砂質 灰黄色土を含む
25Y6/4に ぶい黄 粘性に富む 炭粒を多く含む

2号土坑
1 25Y5/1黄 灰 粘性、締まりあり 炭粒やや多く、褐鉄を少し含む
2 10YR4/6褐  粘性、締まりあり 炭やや多く、黄灰上をプロック状に少量含む
3 25Y5/1黄 灰 粘性あり、締まりなし 褐色土をプロック状に少量、

炭化物を微妙に含む
4 25Y4/1黄 灰 粘性、締まりあり 黄褐色土、炭粒、褐鉄、地山プロックを

やや多く含む

(2号土坑〉
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ている。北側で、 6号溝、 8号溝、 9号溝を切っている。溝の北側及び南側は調査区外に伸びている。26

次調査では 3号溝とした溝である。溝の方向はN-3° 一Wである。

<平面形・規模>帯状の南北溝で、全長 2m、 幅30～40cm、 深さ1 3cmである。

<壁 。底面>底面は内湾し、壁も内湾して立ち上がる。断面形態は薄いU字状である。

<覆土>4層に細分され、炭粒を少量含む黄褐色土が主体である。

<出土遺物>少量のかわらけ細片が出土した。

<時期>覆土の状況や切り合い関係から12世紀に属すると考えられる。

3号溝 (第 13図、写真図版15。 16)

<位置 。検出状況>本区西側に位置する。東側に 1号土坑、西側に4号溝が平行して存在する。北寄りの部

分は 2号土坑と重複関係にあり本溝の方が新しい。溝の北側及び南側は調査区外に伸びている。南側の26

次調査では 2号溝とした溝である。溝の方向はN-7° 一Wである。

<平面形・規模>北よりの部分が幅がややふくらむが、帯状の溝である。全長 2m、 幅35～ 70cm、 深さ14

cmを測る。

<壁・底面>底は内湾し、壁もやや内湾気味に立ち上がる。断面形態は浅いV字状を呈する。

<覆土>2層に細分され、炭粒を少量含む黄灰色土が主体である。

<出土遺物>(第 24図、写真図版30・ 31)覆土より74～ 77の かわらけが出土した。74の かわらけは19区

10号溝出上のかわらけと接合している。そのほかかわらけ細片が出土している。

<時期>出土遺物、覆土の状況と切 り合い関係、遺構の形態から2号溝と同様の性格を持つ溝で、12世紀

に属すると考えられる。

4号溝 (第 13図、写真図版15。 16)

<位置・検出状況>本区西側に位置する。東側に 3号溝、西側に 5号溝が平行して走る。本溝は北側に向か

うにつれて浅くなり、調査区南壁から60cm程で消える。南側は調査区外に伸びる。26次調査では 1号溝と

した溝である。

<平面形・規模>細い帯状の溝で、長さ60cm、 幅15～ 1 7cm、 深さ 6 cmで ある。溝の方向はN-2° 一Eで

ある。

<壁・底面>底は平坦で、壁はやや内湾気味に立ち上がる。

<覆土>微細な炭粒を少量含む灰オリーブ色土である。

<出土遺物>ない。

<時期>2号溝 3号溝に平行すること、覆土の状況から12世紀代に属すると考えられる。

5号溝 (第 13図、写真図版15・ 16)

<位置・検出状況>本区西側に位置する。東側に4号溝が平行して走る。本溝は検出の際Ⅲ層を削り過ぎて

しまい、西側の壁を検出することができなかった。従つて、本区南壁に残る断面から規模を推定した。また、

4号溝と同様、南壁から60cm程で、徐々に浅くなり消える。南側は調査区外に伸びる。26次調査では6号

溝とした溝と思われる。

<平面形・規模>細い帯状の溝と思われる。長さ60cm、 幅は南壁で30cm、 深さ 5 cmである。
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溝

(6号溝〉

(7号溝〉

(8号溝〉

(9号溝〉

17区

6、  8
A― A′

9号溝
1 10YR5/4に ぶい黄褐 粘性なし 締まりあり 炭粒を含む
6号溝

B― B′

9号潜
1 25Y5/4黄 褐 微細な炭を少量含む
2 10YR5/4に ぶい黄褐 粘性なし 締まりあり
6号溝
1 10YR5/4に ぶい黄褐 粘性なし 締まりあり
2 25Y4/2暗灰黄 粘性なし 縮まりあり
3 25Y4/4オ リープ褐 粘性なし 締まりあり
8号溝
1 10YR5/31こ ぶい黄褐 粘性なし 締まりあり

微XHIな 炭をごく少量含む
2 25Y5/3に ぶい黄褐 粘性なし 締まりあり

7号溝C― C′

1 25Y4/4オ リーブ褐 粘性なし 締まりあり
微細な炭をごく少量含む

2 25Y3/3暗 オリーブ褐 粘性ややあり
締まりあり 炭粒を含む

3 5Y6/2灰 オリーブ 粘性に富む 締まりあり
やや酸化した層

(17区 1号溝〉

ド上__L=31 700rn 」

1号溝B― B′

1 10GR4/4褐  締まり極めて強い

プロックを多く含む
2 5Y5/2灰 オリープ 締まりあり

西壁よりに含む 壁の崩壊土

オリープ灰色土

地山土プロックを

16区
3 5Y5/1灰  褐鉄を上層に少量含む 炭粒を全体に

少量含む
4 75Y5/1灰 褐色土をやや多く含む

(17区 1号土坑〉_ A
ド

弱釣
維

む褐御呻櫛　ヽ炭を多く酌
蝉眸め”騨””め”『　０

・７
Ｑ
Ｏ
●
に
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“
●
ω

‐ａ
　

　

　

　

Ⅱ

1号土坑           S
1 25GY4/1灰 締まり弱 酸化すると10YR5/6黄褐に変化する
2 25GY4/1灰 締まりあり 炭粒を多く含む
3 5Y5/1灰  締まりあり 地山土プロック、炭粒少量含む

(17区 2号土坑)

2号土坑A― r
1 25Y4/4オ リープ褐 粘性、締まりあり
2 25Y5/2暗 灰黄 粘性、締まりあリ オリープ褐色上をプロック状に含む
3 25Y5/1黄灰 粘性に富む 縮まりあり
4 25Y5/2暗灰黄 粘性、締まりあり わずかに酸化
5 25Y6/3に ぶい黄 粘性なし 砂質 締まりあり 炭粒を少量含む
2号土坑B― B′

1 10YR5/8黄 褐 粘性やや締まり弱 炭化物を多く含む
2
3 10YR5/8黄 褐 粘性あり 締まり弱

17区

にぶい黄褐色土を

(2)・ 17区遺構平面図・断面図 (2)
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<壁・底面>底は平坦で、壁はやや内湾気味に立ち上がる。

<覆土>炭粒を含む暗灰黄色土である。

<出土遺物>かわらけの細片が出土している。

<時期>2号～4号溝と同じ方向性を持つことと覆土の状況から12世紀に属すると考えられる。

6号溝 (第 14図、写真図版15。 16)

<位置・検出状況>本区中央に位置する東西方向の溝である。北側に 9号溝、南側に8号溝が平行して走り、

9号溝とは重複している。本溝の方が新しい。東側は 1号土坑、西側は 2号溝によって切られている。また、

7号土坑とも重複しているが、新旧関係は明らかでない。

<平面形・規模>一部が細くなっているが帯状の溝である。長さは検出部分で4.lm、 幅10～ 30cm、 深さ6

cmで ある。軸方向はN-85° 一Eである。

<壁・底面>底は内湾しており、壁も内湾気味にゆるやかに立ち上がる。

<覆土>炭粒を含む暗灰黄色土が主体である。

<出土遺物>(第 24図、写真図版31)底面から78の ロクロ成形のかわらけが伏せた形で出土した。

<時期>出土遺物から12世紀に属すると考えられる。

7号溝 (第 14図、写真図版15・ 17)

<位置・検出状況>本区東側に位置する。南側は調査区外に伸び、北側は 8号溝を切り、 1号土坑に切られ

ている。 6号溝とも重複していると思われるが新旧は明らかでない。26次調査で、 4号溝とした溝である。

溝の方向はN-1.8° 一Wである。

<平面形・規模>細い帯状の溝で、幅14～ 15cm、 長さ0.6m、 深さ14cmを測る。

<壁・底面>底は内湾し、壁は外傾して直立気味に立ち上がる。

<覆土>炭粒を含むオリーブ色がかった上が主体である。

<出土遺物>ない。

<時期>覆土の状態から12世紀に属すると考えられる。

8号溝 (第 14図、写真図版15。 16)

<位置・検出状況>本区中央に位置する。 6号清、 9号溝と平行に走る東西溝である。西側は 2号溝に、北

側は 7号溝に切られる。溝の方向はN-85° 一Eである。

<平面形・規模>部分的に細くなるものの帯状の溝で、西から2.5mの ところでいったん30cmほ ど途切れ、

また70cm伸びて、 7号溝に切られる。 7号溝の東側及び 2号溝の西側からは検出されていないので、本溝

の長さはこれらの2条の溝の間におさまると考えるれる。幅は18～ 34cm、 深さは 6 cmで ある。

<覆土>微細な炭粒を少量含む黄褐色土及びにぶい黄褐色土が主体である。

<出土遺物>ない。

<時期>覆上の状態と、 6号溝との共通点から12世紀に属すると考えられる。

9号溝 (第 14図、写真図版15。 16)

<位置・検出状況>本区中央に位置する。6号清、8号溝と平行して走る東西溝で、6号溝に切られている。
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東側は 1号土坑、西側は 2号溝に切 られる。溝の方向はN-85° 一Eである。

<平面形・規模>部分的に細 くなる場所があるが、帯状の溝で、西か ら2.5mの ところで南ヘカーブする。

<覆土>微細な炭粒を少量含む黄褐色土、及ぶオリーブ褐色土が主体である。

<出土遺物>な い。

<時期>覆土の状態と6号溝 との共通点から6号溝よりは古いものの、 12世紀に属すると考えられる。

1号土坑 (第 13図、写真図版 15・ 17)

<位置 。検出状況>本区東側に位置する。本土坑の北側は調査区外に伸びるが、一部壁が徐々に薄くな り、

不明瞭になる。 6号～ 9号溝を切 り、 1号溝と東側で接する。P3に切 られる。

<平面形・規模>不整形で、非常に浅い。壁の一部に凹凸が見 られる。径は2.5m× 1.45m、 深さが最深部

で 8 cmで ある。

<壁・底面>平坦な部分もあるが、ほとんどに凹凸が見 られる。壁は外傾気味に立ち上がる部分と徐々に薄

くなり、ごくゆるやかに立ち上がる部分がある。

<覆土>炭粒を含む黄褐色土である。

<出土遺物>(第 24図、写真図版30)70は 覆土か ら出土したろくろ使用のかわらけである。そのほかかわ

らけの細片が出土 した。

<時期>出土遺物と覆土の状態から12世紀に属すると考えられる。

2号土坑 (第 13図、写真図版 15。 17)

<位置・検出状況>本区西側に位置する。本土坑の東側は 3号溝に切 られ、北側の一部は調査区外に伸びて

いる。西側をP6に切 られている。

<平面形・規模>長円形を基調とした不整形である。径は2.46× 0。92mで、深さは20cmを 測る。

<壁・底面>底はやや凹凸があり、壁は外傾して立ち上がる。

<覆土>7層 に細分され、炭粒や灰黄色粘土を含むオリーブ褐色及び暗灰黄色土が主体である。

<出土遺物>(第 24図、写真図版30)71は覆土から出土した手づくねかわらけ、72は ろくろ使用のかわ ら

け、73は上層か ら出土 した須恵系陶器の甕の体部破片である。そのほかかわ らけの細片が出土している。

<時期>出土遺物や遺構の切 り合い関係、覆土の状況から12世紀に属すると考えられる。

3号土坑 (第 13図、写真図版 15。 17)

<位置 。検出状況>本区北西隅に位置する。遺構の西端と北側は調査区外に伸びている。

P8に 一部切 られている。

<平面形・規模>調査区外に伸びているため、全容は明らかでないが、円形を基調としていると考えられる。

<壁・底面>底面は内湾 し、壁もゆるやかに内湾して立ち上がる。

<覆土>4層 に細分され、炭粒、褐鉄、ブロック状の黄灰土が主体である。

<出土遺物>少量のかわらけ細片が出土した。

<時期>覆土の状況から12世紀に属すると考えられる。

柱穴状土坑 (第 13図、写真図版 15)
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16区柱穴計測表

配 径 深 さ 備考 遺  物 No. 径 深 さ 備考 遺  物 配 径 深 さ 備考 遺 物

l 20 24 柱痕 3 36 24 柱痕 5
つ
る

の
る

つ
々 かわらけ細片

2 つ
々 24 4 ０

る 5 6 36 5

<位置 。検出状況>7基検出された。建物の一部を構成する柱穴と思われるが、明確にできなかった。主に

本区西寄 りと東寄 りに分布する。次のように重複するすべての遺構を切つている。Pと は 1号溝を切 り、P2、

P3は 1号土坑を切る。また、P5は 3号土坑を切 り、P6は 2号土坑を切っている。

<平面形・規模>円 形を基調 とするが、P2はややゆがんだ形をしている。径は 12～ 36cm、 深さは 5～

24cmで ある。

<覆土>Pl、 P3は柱痕が認められる。

<出土遺物>P5か ら少量のかわ らけ細片が出土した。

<時期>不明であるが、覆土の状況か ら12世紀に属すると考えられる。

遺構外出土遺物 (第24図、写真図版31)

包含層か ら79の コースター状かわ らけ、80の常滑産甕破片が出土 した。そのほかかわ らけ細片が出土 し

ている。

17区

本区は47次調査区の中央からやや西よりに位置し、県道平泉・厳美線の南側である。本区の西側の一部

は宅地であったため、便槽が埋められていた部分が、深 く攪乱を受けている。遺構の検出面はすべてⅢ層で

あるが、Ⅲ層上面は水田で削平され、その上に盛 り土が施されて現在の地表面を形成している。検出された

遺構は溝 4条、土坑 2基、柱穴状土坑 10基である。

1号溝 (第 14図、写真図版 17・ 18)

<位置・検出状況>本区中央からやや東よりに位置する南北方向の溝である。溝の北側及び南側はともに調

査区外に伸びている。溝の長軸方向はN-3° 一Eである。

<平面形・規模>帯状の清で、検出部分の長さが2.Om、 幅0.6～ 0.82m、 深さ22cmを 測る。

<壁・底面>底は内湾し、壁も内湾して立ち上がる。

<覆土>4層 に細分される。褐鉄を含む褐色土及び灰色土が主体である。

<出土遺物>(第 24図、写真図版31)4層から81の ろくろ使用のかわ らけが出土 した。このかわ らけはP8

出上の破片と接合した。そのほか覆土中よりかわらけの細片が出土 している。

<時期>出土遺物と覆上の状況か ら12世紀に属すると考えられる。

2号溝 (第 14図、写真図版 18。 19)

<位置・検出状況>本区中央に位置する南北方向の溝である。北端は調査区中央付近にあり、南端は調査区

外に伸びる。溝の方向はN-0° 一Wである。

<平面形・規模>細い帯状の溝で、検出部分の長さが、 1.lm、 幅13～ 16cm、 深さ17cmを測る。

<壁・底面>底は内湾し、壁はやや外傾して、直立気味に立ち上がる。
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<覆土>炭化物を多く含む黄褐色土が主体である。

<出土遺物>ない。

<時期>不明であるが、覆土の状況か ら12世紀に属すると考えられる。

3号溝 (第 14図、写真図版 18)

<位置 。検出状況>本区西よりに位置する南北方向の溝である。 2号土坑に接続して北へ調査区外に伸びて

お り、P8に切 られている。 2号土坑 とは同時に開いていたと考えられる。溝の軸方向はN― O° ―Wである。

<平面形・規模>帯状の溝で、幅20～ 25cm、 長さ1.2m、 深さ17cmを測る。

<壁 。底面>底面は平坦で、壁は外傾ぎみに立ち上がる。

<覆土>2号 土坑と共通する土で、オリーブ褐色土をブロック状に含む暗灰黄色土である。

<出土遺物>ない。

<時期>不明であるが、覆土の状況か ら12世紀に属すると考えられる。

4号溝 (第 14図、写真図版 18)

<位置・検出状況>本区西側に位置する。攪乱で一部が破壊されていることと、上面が削平されていること

か ら残存状況は悪 く、一部が検出されたのみである。南北方向の溝と考えられる。P10に よって切 られてい

る。

<平面形・規模>残存状況が悪いことか ら全体の形は不明である。長さは検出部分で50cm程、幅は不明で

ある。

<壁・底面>ごく浅いため、明確ではないが、底部は平坦である。壁は調査時の不手際により掘 り過ぎてし

まったところがあり、不明である。

<覆土>溝と気づかず掘 り進んでしまったため、詳しい記録は取っていないが、粘性がなく、締まりのある

明黄褐色土である。

<出土遺物>ない。

<時期>不明であるが、覆土の状況から12世紀に属すると考えられる。

1号土坑 (第 14図、写真図版 18)

<位置 。検出状況>本区東側に位置する。南側は調査区外に伸びており、全容は不明である。

<平面形・規模>不明であるが円形を基調 とすると考えられる。径は0.9m、 深さ25cmを測る。

<壁・底面>底面は平坦で、壁は内湾ぎみに立ち上がる。

<覆土>3層 に細分され、炭粒を含む灰色土が主体である。上層は還元色で、酸化すると黄褐色に変化する。

<出土遺物>かわらけの細片が出土 した。

<時期>不明であるが、覆土の状況か ら12世紀に属する可能性がある。

2号土坑 (第 14図、写真図版18)

<位置 。検出状況>調査区西よりに位置する。 3号溝と北側でつながってお り、南側は調査区外に伸びると

思われるが、P9に切 られている。

<平面形・規模>全容は明らかでないが隅丸の長方形を基調とすると思われる。径は0,75× 1,2m、 深さ30
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17区柱穴計測表

岨 径 深さ 備考 遺 物 血 径 深 さ 備考 遺  物 No 径 深 さ 備考 遺 物

1 24 41 4 つ
る

０
々 30 桂痕 7 26 ０

じ 柱痕 かわらけ細片
つ
々 24 柱痕 かわらけ細片 5 20 44 かわらけ細片 8 30 かわらけ細片

3 20 56 かわらけ細片 6 16 7 9 28

cmを測る。

<壁・底面>底は内湾し、壁は外傾して立ち上がる。

<覆土>オリーブ褐色土ブロックを含む暗灰黄色土、及び黄灰色土が主体である。南壁際は一部酸化してい

る。

<出土遺物>ない。

<時期>不明であるが、覆土の状況から12世紀に属する可能性がある。

柱穴状土坑 (第 14図、写真図版18)

<位置 。検出状況>10基検出された。いずれも建物などを構成する柱穴と考えられるが、明らかにできな

かつた。攪乱の部分と西端を除いて、平均的に分布する。

<平面形・規模>円形を基調とする。径は16～ 30cm、 深さは、 7～ 50cmである。

<覆土>柱痕跡は検出されなかった。黄灰～暗黄灰色土が主体で、炭を含んでいることが多い。

<出土遺物>(第 24図、写真図版31)P8か ら出土したろくろ使用のかわらけ81は 1号溝出上の破片と接

合した。 P2、 P3、 P5、 P7、 P8、 P10か わらけの細片が出土している。

<時期>P8に関しては12世紀に属すると考えられる。他の柱穴も出土遺物や覆土が類似することから、同

時代の可能性が高い。

遺構外出土遺物 (第24図、写真図版31)

包含層から82の鉄滓やかわらけ細片が出土している。

18区

本区は47次調査区の西側に位置する。県道平泉厳美線の南側である。本区の調査は南側が営業を行って

いることから東半と西半とに分割して行つた。宅地であったため、西側は端を残して深く攪乱を受けており、

東側は水田により削平されている。遺構が検出されたのは西端のみである。検出面のⅢ層も水田により削平

されていると思われる。遺構は溝が 2条 (う ち 1条は19区から続いている。)が切り合って検出された。

1号溝 (第 15図、写真図版19)

<位置 。検出状況>本区西端から検出された南北方向の清である。北側の東壁は攪乱によリー部削られてい

る。溝の中央からやや南よりの地点で、19区 10号溝と切り合っており、本溝の方が新しい。10号溝は本溝

の底面で検出された。溝の方向はN-2° 一Wである。

<平面形・規模>帯状の溝で、幅40～ 60cm、 長さ2.lm、 深さ20cmである。

<壁・底面>底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

<覆土>部分的に褐鉄、炭粒を含む暗黄灰色土及び灰オリーブ色土である。
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<出土遺物>かわらけの細片が少量出土した。

<時期>不明であるが、覆上の状況などから12世紀に属する可能性が高い。

遺構外出土遺物

検出面からかわらけ細片が出土している。

19区

本区は47次調査区の西側に位置し、県道平泉厳美線の南側である。本区南側の宅地部分は平成 6年に町

教育委員会が32次調査を行つており、柱穴33基、溝跡 6条、塀跡 1条、詳細不明遺構 1基が検出されてい

る。

本区の遺構はすべてⅢ層で検出されているが、直上は酸化層で、上の水田の影響を受けている。おそらく

検出面は水田によって、いくぶん削平されているものと考えられる。本区から検出された遺構は溝10条

(う ち 2条は塀跡)、 土坑 2基 (う ち 1は トイレ遺構)、 柱穴状土坑11基である。

1号溝跡 (塀跡)(第 16図、写真図版19。 21・ 22)

<位置・検出状況>本区西側から検出された。攪乱によって一部破壊されている。本溝の西側延長線上に、

4号溝が存在する。また、 2号溝を切っており、 3号溝 (塀跡)とは平行に走る東西方向の溝である。方向

はN-89° 一Eである。

<平面形・規模>帯状の溝である。長さ4。2m、 幅15～ 29cm、 深さ8 cmを測る。

<壁・底面>底は平坦で、壁はやや外形して立ち上がる。西端には板の痕跡が観察される。 2～ 4 cm厚で、

8～ 1 6cmの長さの板を溝底に打ち込んでいる。覆土中で板の痕跡が観察されるか確認しなかったので確か

ではないが、塀を造る際、布掘りの溝の底に若干打ち込んでいるのではないかと考えられる。中央及び東側

からは板の痕跡は検出されなかった。東側には落ち込んでいる部分がある。

<覆土>2層に細分され、上層は褐鉄、浅黄色土をブロック状に含むにぶい黄褐色土、下層は浅黄色土をブ

ロック状に含む灰黄褐色土である。埋め戻したと考えられる。

<出土遺物>かわらけの細片が少量出土した。

<時期>遺構の形態や覆土の状態から、12世紀に属する可能性が高い。

2号溝跡 (第 15・ 16図、写真図版19)

<位置・検出状況>本区中央に位置する南北方向の溝である。 1号溝、 2号土坑に切られ、 3号溝、 9号溝

を切っている。南側は調査区外に伸びているが、32次 調査では検出されていない。溝の方向はN一

20.5° 一Wである。

<平面形・規模>若干蛇行するが、帯状の溝である。長さは検出部分で2.Om、 幅12～ 22cm、 深さ10cmを

測る。

<壁・底面>底は内湾し、壁は外傾して立ち上がる。

<覆土>上面に褐鉄、浅黄色土ブロックを含むにぶい黄褐色土、下面は炭粒を含む黄灰色土である。

<出土遺物>かわらけの細片が出土した。

<時期>不明であるが、覆土の状態から12世紀に属する可能性が高い。
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3号溝 (塀跡)(第 16図、写真図版19。 21・ 22)

<位置 。検出状況>本区西側に位置する東西方向の溝である。 2号溝に切られる。西側は20区 に延長が伸

び、東側は調査区外に伸びている。東側で 5号溝と切り合っているが、接する部分がわずかなため、新旧関

係は明らかにできなかった。溝の方向はN-87.3° 一Wである。

<平面形・規模>帯状の溝である。長さは20区で検出された部分も含めると8.Om、 幅16～ 33cm、 深さ17

cmで ある。

<壁・底面>底は平坦、あるいはやや内湾気味で、壁は外傾して直立気味に立ち上がる。底面には厚さ2～

9 cm、 長さ6～ 23cmの木材を打ち込んだ跡が観察された。覆土中では検出が困難であったが、おそらく布

掘りの溝の底面に塀の木材を若干打ち込んで、固定しているものと考えられる。

<覆土>暗灰責色土やにぶい黄褐色土ブロックを含む明黄褐色土が主体である。

<出土遺物>ない。<時期>覆土の状況から12世紀に属すると考えられる。

4号溝 (第 16図、写真図版19)

<位置・検出状況>調査区北西隅に位置する。 1号溝の延長線上にごくわずかに離れてある溝で、西側は調

査区外に伸びている。ただし、 1号溝とは長軸方向をやや異にしており、N-77.2° 一Wである。

<平面形・規模>ご く一部の検出のため、明らかでないが帯状の溝である。長さは0.64m、 幅 18cm、 深さ

4 cmで ある。

<壁・底面>底は内湾してゆるやかに立ち上がる。

<覆土>1号溝と同様にぶい黄褐色土が主体である。

<出土遺物>ない。<時期>不明であるが、遺構の検出状況や覆土などから12世紀の可能性が高い。

5号溝 (第 15図、写真図版19。 22)

<位置・検出状況>本区東側に位置する南北方向の溝である。 6号溝と平行しているが、一部切 り合ってお

り、本溝の方が新しい。 3号溝と一部接しているが、新旧関係は不明である。さらに直行する 9号溝、及び

10号清を切り、 P8、 P9を切っている。南側及び北側は調査区外に伸びているが、南側調査区の32次調査

では検出されていない。溝の方向はN-13.5° 一Eである。

<平面形・規模>南側がやや広がる帯状の溝である。長さは検出部分で2.8m、 幅20～40c皿、深さ8 cmで あ

る。

<壁・底面>底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

<覆土>締まりのある黄灰～にぶい黄褐色土である。

<出土遺物>ロクロ使用のかわらけを含むかわらけの細片が出土している。

<時期>不明であるが、覆土の状況から12世紀に属すると考えられる。

6号溝 (第 15図、写真図版19。 22)

<位置・検出状況>本区東側に位置する南北方向の溝である。 5号溝と平行しているが北側で 5号溝に切ら

れている。直交する 9号溝、10号溝を切っている。南側調査区の32次調査では検出されていない。方向は

N-4.8° ―Eである。

<平面形・規模>帯状の溝で、長さは検出部分で2.5m、 幅15～ 20cm、 深さ 8 cmを測る。
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<壁・底面>底は平坦で、壁は外傾してゆるやかに立ち上がる。

<覆土>締まりのある黄灰～にぶい黄褐色土である。

<出土遺物>ない。

<時期>不明であるが、覆土の状況から12世紀に属すると考えられる。

7号溝 (第 16図、写真図版19～ 21)

<位置・検出状況>本区西側に位置する。20区から連続して検出された東西方向の大溝で、南側の壁は調

査区外にある。 3号溝 (塀跡)と ほぼ平行して走るが、東端では両者は接近している。20区 3号柱列に切

られている。また、 1号柱列とも重複しているが、新旧を明らかにできなかった。南側調査区の32次調査

では 1号溝として報告されている。溝の方向はN-88.5° 一Wである。

<平面形・規模>広い帯状の溝で、20区検出分を含めると長さ8.2m、 幅1.68～ 1.96m、 深さ0.56mを測る。

<壁・底面>底は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。断面形は逆台形状を呈する。

<覆土>8～ 10層 に細分される。上面は微細な炭を含むやや酸化した灰黄褐色で、中位～下位は粘性の非

常に強い土と砂質土が交互に層になって堆積する。これらの状況から、本遺構には水が流れていたと推測さ

れる。

<出土遺物>(第25～ 29図、写真図版32～ 36)19区と20区の境付近を中心に大量のかわらけが底面及び

底面からやや浮いた状態で出土した。133～ 249である。復元できたかわらけの数は111個 である。復元個

体数が多いことと、出土状態から、水が流れている時に完形のものを投げ捨てたと考えられる。そのほか覆

上の上面から268、 270の 中国産陶磁器、250～ 267の渥美産、常滑産国産陶器、268の 中国産青磁破片、

269の 中国産自磁破片、かわらけと同じ層位から271の瓦、272の羽日、273の漆紙が出土している。

<時期>出土遺物から12世紀に属する。

8号溝 (第 15図、写真図版19・ 20)

<位置・検出状況>本区東側に位置する南北方向の溝である。 1号土坑を切り、 9号溝、10号溝を切って

いる。北側及び南側は調査区外に伸びており、32次調査では、 6号溝として、報告されている。方向は

N-22.3-Eである。

<平面形・規模>帯状の溝で、長さは検出部分で3m、 幅40cm、 深さ18cmである。

<壁・底面>底は内湾し、壁もやや内湾気味に立ち上がる。

<覆土>2～ 4層に細分され、炭粒を含むにぶい黄褐色土あるいは黄灰色土が主体である。

<出土遺物>かわらけの細片が出土した。

<時期>不明であるが、重複関係や覆土の状況から12世紀に属する可能性がある。

9号溝 (第 15図、写真図版19。 23)

<位置・検出状況>本区東半から中央にかけて検出された東西方向の溝である。東側と西側は調査区外に伸

びている。重複する遺構はP10、 2号土坑、 2号溝、 5号溝、 6号溝、 8号溝、 1号土坑で、いずれの遺構

よりも古い。P4、 P5、 P6、 P7、 P3、 Plと も重複する。また、 10号溝と平行 している。方向はN―

86.5° 一Wである。

<平面形・規模>幅がふくらんだり、細くなったりするが帯状の溝で、長さは検出部分で6.3m、 幅50～
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炭、木片の多い部分
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10YR5/6黄褐 粘性なし
締まりあり 埋め戻しの土
25Y4/3オ リーブ褐の砂質土と
10YR5/5にぶい黄褐の粘性に富む
土との混合土 埋め戻しの土
25Y4/1黄 灰 粘性あり
締まりややあり 主に下層に炭を
多く含む 部分的に酸化
炭をごく少量含む
25Y5/1黄 灰 粘性あり 締まり弱
25Y6/2灰 黄土ブロックを含む
部分的に酸化 炭をごく少量含む
25Y4/2暗 灰黄 粘性ややあり
締まりあり 10YR4/4褐 色土プロック
を含む 酸化激しい
25Y～5Y4/1灰  粘性に富む
締まり弱 主に下層に炭を多く含む
種子を含む
75Y5/2灰 オリープ 粘性に富む
締まりなし
10Y5/2オ リーブ灰 粘性に富む
締まりなし 木炭、種子を多く含む
特に黒褐色土の塊部分に多く含む

(2号土坑〉
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25Y4/2暗 灰黄黄 粘性強 締まりあり
黄褐色土プロック、炭粒を多量に含む
25Y5/1黄 灰 粘性強 締まり弱
黄褐色土プロック多量、暗灰責色土プロック少量
含む
5Y4/1灰  黄褐色土粒を少量含む
5G5/1緑 灰 粘性強 締まりなし
黄褐色土粒、褐鉄少量含む
75GY5/1緑灰 粘性強 締まりなし
砂を多量に含む 炭粒を少量含む 植物質の腐植土
5Y71灰 粘性強 締まりなし
緑灰色土を多量に含む 炭粒を少量含む
植物質の腐植土を多量に含む
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B―g
1 25Y5/2暗 灰黄 粘性なし 縮まりあり

炭粒を少量含む
2 25Y5/2暗灰黄 粘性に富む 締まりあり

炭粒を少量含む
3 25Y4/3オ リープ褐 粘性あり 締まりあり

炭を1、 2よ り多く含む 全体に酸化
4 25Y6/2灰 黄 粘性に富む 締まりあり

炭を3層 と同程度含む
5 25Y5/4黄 褐 粘性に富むがやや砂質 締まりあり

全体酸化
6 25Y6/2灰 黄 粘性ごくわずか 砂 締まりごく弱い
8 5Y5/1灰  粘性に富む 締まり弱い 少し酸化
9 5Y5/1灰  粘性なし 砂質 上面～下面にかわらけ

多数含む

学 ドユーーー  L=31600m  ___型当眸

D― D′

P16
1 25Y5/2暗 灰黄 粘性、

締まりあ り

炭粒を多 く含む
2 25Y5/2黄褐 粘性、

締まりあ り
3 25Y5/2暗灰黄

粘性ややあり 砂質土

締まり弱

C―σ
l 10YR6/2灰 黄褐 粘性、締まりあり 全体的にやや酸化

微細な炭を含む
25Y5/2暗 灰黄 粘性ややあり 締まりあり 炭を少量含む
25Y6/2灰 黄 粘性ややあり やや砂質 炭を少量含む 全体に酸化
25Y7/2灰 黄 粘性非常に強い 全体的に酸化 部分的に決を多く含む
25Y7/4浅 黄 粘性あり 砂質 全体的に激しく酸化 微細な炭を含む
25Y4/1黄 灰 粘性あり やや砂質 締まりあり
25Y7/3浅 黄 砂層 褐鉄が層となって堆積
10YR6/8明黄褐 粘性あり 締まり弱 壁の崩壊土
5Y6/2灰 オリープ 粘性非常に強い 縮まり弱
上面にかわらけを多量に含む
25Y6/1黄 灰 粘性ややあり 縮まり弱 砂質土

0                        2m

第 17図  19区 (3)・ 20区 (1)遺構平面図・断面図
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90cm、 深さ20clれを測る。

<壁・底面>底は内湾し、壁も内湾して立ち上がる。

<覆土>3層 に細分され、炭粒を少量、灰色土ブロックを多量に含む固く締まった黄褐色土が主体である。

<出土遺物>ない。<時期>切 り合い関係や覆土の状況から12世紀と考えられる。

10号溝 (第 15図、写真図版 19。 23)

<位置 。検出状況>本区東半から検出され、 9号溝と平行 して走る東西方向の溝である。 5号溝、 6号溝、

8号溝、P2、 18区 1号溝と重複 し、いずれの遺構よりも古い。溝の西側は調査区外に伸び、東側は攪乱で

切 られている。方向はN-86.5-Wである。

<平面形・規模>幅が細 くなるところもあるが帯状の溝で、長さが検出部分で6.Om、 幅0.8～ 1.Om、 深さ

28cmを 測る。

<壁・底面>底は内湾し、壁も内湾して立ち上がる。

<覆土>炭粒、黄灰色土を含む固く締まったにぶい黄褐色土、黄灰色土が主体である。

<出土遺物>(第 28図、写真図版36)275は、中層より出土したろくろ使用の大皿である。そのほか覆土

中よりかわらけの細片が出

土 している。

<時期>出土遺物、覆上の状況から12世紀に属する。

1号土坑 (第 19図、写真図版 19。 23)

<位置・検出状況>本区東側に位置する。土坑の南側の上端は調査区外に伸びている。 8号溝に切 られ、 9

号溝、P3を切っている。

<平面形・規模>円形を基調としている。径は1.22× 1,08m、 深さ1,05mである。

<壁・底面>底は平坦で、南壁は外傾しなが ら直立気味に立ち上がる。北壁は上端より下端がかな り小さく、

距離があるため底面から直立気味に立ち上が り、上端にいたって開いている。

<覆土>8層 に細分される。 2層はオリーブ褐色の砂質土で、埋め戻したような土である。以下は種子など

を含む上で、特に下層は木の葉、炭、木片の多い部分が塊状に堆積している。

<出土遺物>(第 24図、写真図版31)】ヒ壁付近の 6層か ら蜂が出土した。また、 8層の木の葉が多く出土

している層か ら85の小型のてづくねかわ らけが出土 した。そのほか 7層、 8層か らちゅう木 と思われる木

片が出土している。87か ら100は木製、 101、 102は半裁の竹製である。そのほか88、 84の かわ らけ、多量

のかわ らけ細片、種子類が出土し、寄生虫卵などが検出されている。 これらの種子と寄生虫卵については分

析結果が出ている。種子、寄生虫卵、ちゅう木と思われる木片の出土から本遺構は遺構 と推定 した。

<時期>出土遺物、覆土の状況などから12世紀に属すると考えられる。

2号土坑 (第 19図、写真図版 19。 23)

<位置・検出状況>本区中央の北壁付近に位置する。遺構の大部分は調査区外に伸びている。 2号溝、 9号

溝を切つている。遺構の北壁は歩道の下にあるため調査できなかった。

<平面形・規模>円形を呈するが東側に段を持つ。径は0.95m、 深さ1.12mである。

<壁・底面>底は平坦で、ほぼ壁は直立して立ち上がる。

-61-



<覆土>6層 に細分される。粘性の強い灰～緑灰色土が主だが、 5層には砂を多量に含み、下層の 6層は植

物の腐食土 と思われる。最下層には、周囲と異なるやや黒みがかった層が堆積 している。 6層 を寄生虫、種

子、花粉分析を行ったところ、糞便は含まれているものの、便所である可能性は、低いとの分析結果を得て

いる。

<出土遺物>(第 24～ 25図、写真図版32)底面付近よ りちゅう木 と思われる細い木製品が多く出上 した。

105～ 129で ある。そのうち 128、 129は竹を半裁 したものである。 130～ 132は 自然木の枝を利用 したちゅ

う木か。覆土か ら104の砥石が出土してお り、P4出土の破片 と接合している。 103のかわ らけは底面の直上

より出上 したものである。また、覆土中よりかわらけの細片が多 く出土している。

<時期>覆土の状況、出土遺物か ら12世紀に属すると考えられる。ちゅう木が多く出土していることか ら、

槽そのものではないにしても、 トイレに関連するちゅう木の廃棄坑などの可能性が高い。

桂穴状土坑 (第 15図、写真図版 19)

<位置・検出状況> 10基検出された。 8号溝、 9号溝、 10号溝沿いに分布 し、特に 9号溝沿いか らは北

壁に添つて、多 く検出されている。

<平面形・規模>円形を基調としているが、P10はやや角ばってお り、径も48cmと 大きい。 9号溝沿いの

柱穴はP4が 28cmの ほかは14～ 22cm、 深さ15～ 24cmと小型である。その他は径20～ 30cm、 深さ14～

25cmで ある。

<覆土>炭を含んだ黄褐～にぶい黄色土が多い。柱痕跡は、検出できなかった。

<出土遺物>(第 24図、写真図版31)P4上層か ら104の砥石が出土し、 2号便所跡出上の破片 と接合 して

いる。Pl、 P2か らかわらけの細片が出土している。

<時期>覆土の状況などから12世紀に属する可能性が高い。

遺構外出土遺物 (写真図版31)

検出面か ら276の 渥美産陶器、277の常滑産陶器のほか、多 くのかわ らけ細片が出土している。

20区

本区は47次調査区の西側で、県道平泉・厳美線の南側に位置する。本区もⅢ層まで水田によって削平さ

れ、その上に盛 り上をして現在の地表面が形成される。本区の南側は営業地であることから通路確保のため、

西半と東半に分けて調査を行つた。東半は19区か ら続 く遺構が多かったため、 19区 と同時に調査を行 って

いる。また、先に西半の調査を行ったため、 19区か ら延びる 7号溝の上場がちょうど境部分になって しま

い、掘 り残 しが生じて、はっきりと検出することができなかった。

検出された遺構は柱列 6条、溝 2条 (う ち 1条は19区 7号溝の延長 )、 柱穴状土坑 11基である。検出面はⅢ層

19区柱穴計測表

配 径 深 さ 備考 遺  物 配 径 深 さ 備考 遺 物 阻 径 深 さ 備考 遺 物

1
つ
る 24 かわらけ細片 5 14 26 28 19

2 30 つ
る かわらけ細片 6 18 10 48

3 18 つ
つ 7 29 24 23

4 28 つ
つ 8 20 14
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であるが、もとは西半は東半より標高が高かったとみえ、水田造成によって、より深く削られているらしい。

1号溝 (第 18図、写真図版24)

<位置・検出状況>本溝は調査区西側に位置する東西方向の溝である。本遺構と5号柱列、 6号柱列は重複

関係にあり、本溝の方が古い。溝の西端は南に若千曲がつて消え、東側は調査区外に伸び

ている。溝の軸方向はN-68° 一Wである。

<平面形・規模>帯状の溝で西端で若干南に曲がり、その後は徐々に消えてなくなる。おそらく削平を受け

て消滅したと思われる。長さは検出部分で3m、 幅30～ 50cm、 深さ1lcmで ある。

<壁・底面>底は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。断面形は逆台形状を呈する。

<覆土>2層 に細分される。灰褐色土が主体である。<出土遺物>ない。

<時期>覆土の状況などから12世紀に属すると推定される。

2号溝 (19区 7号溝と同じ)

1号柱列 (第 18図、写真図版24)

<位置・検出状況>本区北東隅から19区西側にかけて位置する東西方向の柱列である。19区 7号溝の北壁

上場付近から検出されており、重複している。本柱列の方が古いと思われるが、確認できなかった。柱穴は

3基で、 2問分が検出されている。軸方向はN-89° 一Wである。

<平面形・規模>検出された部分の柱間は西から2.Om、 2.Omで、全長は4.lmで ある。柱穴は円形、精円

形を基調とする。径は12～ 28cm、 深さ28～35cmで ある。

<覆土>P26に柱痕が確認された。

<出土遺物>ない。

<時期>覆土の状況、重複関係などから12世紀に属すると考えられる。

2号柱列 (第 18図、写真図版24)

<位置・検出状況>本区中央から検出された東西方向の柱列である。19区 7号溝の南壁に沿って検出され

た。 3号柱列、 4号柱列と軸方向をほぼ同じくし、重複している。西端P15は 19区 7号溝の延長部分南壁

上場付近と重複していると考えられるが、新旧は明らかにできなかった。軸方向はN-88° 一Wである。

<平面形・規模>柱間は酉から1,9m、 2.Omで、全長4mである。柱穴は円形を基調とするが、東端のP24

は長円形で、径12～ 28cm、 深さ15～ 36cmを測る。

<覆土>P26に柱痕が確認された。

<出土遺物>ない。

<時期>覆土の状況などから12世紀に属すると考えられる。

3号柱列 (第 18図、写真図版24)

<位置・検出状況>本区中央から検出された東西方向の柱列である。 2号柱列、 4号柱列と軸方向をほぼ同

じくしているが、それらよりやや北側に位置している。まて、P12が 19区 7号溝と一部が切り合っており、

本柱穴の方が新しい。軸方向はN-89.5° 一Eである。
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<平面形・規模>柱間は西から2.15m、 1.8,Omで、全長4.3mで ある。柱穴は円形を基調とする。径22～

34cm、 深さ16～ 44cmを測る。

<覆土>おおむね灰黄褐色土である。

<出土遺物>ない。

<時期>覆土の状況などから12世紀に属すると考えられる。

4号柱列 (第 18図、写真図版24)

<位置・出土状況>本区中央から検出された東西方向の柱列である。 2号柱列と軸方向をほぼ同じくしてお

り、重複しているが、直接柱六が切り合っていないため、新旧は不明である。19区 7号溝の南壁に沿って

検出された。軸方向はN-88° 一Wである。<平面形・規模>柱間は西から1,65m、 1,9mで、全長3.78m

である。柱穴は円形、長円形を基調とする。径27～ 29cm、 深さ27～42cmを測る。

<覆土>おおむね灰黄褐色土である。

<出土遺物>(写真図版36)P14か ら278の かわらけが出土した。

<時期>覆土の状況などから12世紀に属すると考えられる。

5号柱列 (第 18図、写真図版24)

<位置・検出状況>本区中央から検出された東西方向の柱列である。 2号柱列、 3号柱列、 4号柱列と軸方

向をほぼ同じくしているが、それらより、約1.8m南側に平行に検出された。 6号柱列と重複しているが直

接柱穴が切り合っていないため、新旧は不明である。軸方向はN-90° 一Eである。

<平面形・規模>柱間は西から2.Om、 1.8mで ある。全長4.Omで ある。柱穴は円形、長円形を基調とする。

径23～ 37cm、 深さ8～ 33cmを 測る。

<覆土>おおむね灰責褐色土である。

<出土遺物>ない。

<時期>覆土の状況などから12世紀に属すると考えられる。

6号柱列 (第 18図、写真図版24)

<位置・検出状況>本区中央から検出された東西方向の柱列である。 2基の柱のみの検出であるが、町教育

委員会が行った南側の調査区や周辺の遺構の状況から柱列とした。2号柱列、3号柱列、4号柱列、5号柱列

と軸方向をほぼ同じくしている。 2～ 4号柱列のほぼ1.8～ 2.Om南側に平行に検出されている。 5号柱列と

は重複しているが、直接柱穴が切り合っていないため、新旧は不明である。軸方向はN-88.5° 一Wである。

<平面形・規模>柱間は1,73mである。柱穴は円形を基調とする。径20～ 25cm、 深さ25～40cmを測る。

<覆土>おおむね灰黄褐色土である。

<出土遺物>ない。

<時期>覆土の状況などから12世紀に属すると考えられる。

柱穴状土坑 (第 17図、写真図版24)

<位置 。検出状況>本区の主に西側と19区 7号溝延長部分の南側に沿つて検出された。12基の柱穴状土坑

である。建物などを構成する柱穴と考えられるが、確認できなかった。
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20区柱穴計測表

配 径 深 さ 備考 遺  物 配 径 深 さ 備考 遺 物 配 径 深 さ 備考 遺  物

3 28 10 つ
々

０
々 18 14 13 かわらとす玲田チキ

5
つ
々

つ
る 19 24 23

6 24 13 20 かわらけ細片 23 28 66

8 30 26 つ
々

つ
０ かわらけ細片 つ

々 20

<平面形・規模>円形を基調とする。径は14～ 30cm、 深さは13～ 66cmを測る。

<覆土>灰色、灰オリーブ褐色土で、粘性に富む。

<出土遺物>P13、 P17、 P18か らかわらけの細片が出土している。

<時期>覆土の状況などから12世紀に属すると考えられる。

遺構外出土遺物

北西隅から渥美産陶器破片、検出面全域からかわらけの細片が出上している。

21区

本区は47次調査区の西側で、県道平泉厳美渓線の南側に位置する。水田によってⅢ層まで水平に削平さ

れており、水田の上は盛土によって現在の地表面が形成されている。もともとは西によるほど標高が高かっ

たと見られ、結果として西側はより深く削られているようである。そのためか東側を除いて、遺構は検出さ

れていない。検出された遺構は柱穴状土坑 5基、20区 1号掘立柱建物跡 1棟の延長部分で、検出面はⅢ層

である。

柱穴状土坑 (第 19図、写真図版24)

<位置・検出状況>本区東よりに位置する。 5基の柱穴状土坑である。検出面のⅢ層は深く削平を受けてい

ると見られ、いずれも浅い。建物などを構成する柱穴と思われるが、確認できなかった。

<平面形・規模>円形を基調とする。径は20～ 24cm、 深さは 5～ 17cmである。

<覆土>灰色～灰本リーブ色土で、粘性、締まりに富み、炭粒を含む。

<出土遺物>ない。

<時期>覆土の状況などから12世紀に属すると考えられる。

遺構外出土遺物

ない。

22区 (第 19図、写真図版26)

本区は47次調査区の西側に位置する。水田の造成によって、Ⅲ層が深 く削平されてお り、遺構、遺物の

21区柱穴計測表

配 径 深 さ 備考 遺  物 配 径 深 さ 備考 遺 物 配 径 深 さ 備考 遺  物

2 24 4
つ
わ

つ
ι 5 かわらけ細片 6

う
な

つ
と 9

3 20 8 かわ らけ細片 5 20
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検出はなかった。現地表面は水田の上に盛 り土をして形成されている。本区北西隅にあぜ として残された部

分から推定するとⅢ層は40～ 50cmは削 られていると考えられる。

23区 (第 20図、写真図版25)

本区は47次調査区の西側に位置する。現在は水田で、その造成のためⅢ層まで削 られている。遺構、遺

物の検出はなかった。

24区 (第 20図、写真図版25)

本区は47次調査区の西側に位置する。県道平泉厳美渓線 と町道の間にはさまれた三角形の地帯である。

かつては水田で、その造成のためⅢ層まで削平されている。現在の地表面はその上に盛 り土をして形成され

ている。遺構、遺物は検出されなかった。

遺構外出土遺物 (第29図、写真図版36)

攪乱か ら280のす り鉢、 I層から281の キセル、282の在地産陶器が出土 している。

25区 (第 21図、写真図版25)

本区は47次調査区の西側で、24区 の町道立石線を挟んだ南側に位置する。現在の地 日は畑である。本区

も攪乱がⅢ層まで入 り、遺構遺物は検出されなかった。

26区 (第21図、写真図版25)

本区は47次調査区の西端で、県道平泉・厳美渓線の南側である。調査区が矮小なため、よく確認できな

かったが、Ⅲ層までおそ らく水田などによる攪乱が入 り、現在の地表面は盛 り土によって形成されている。

遺構、遺物は検出されなかった。

27区 (第21図、写真図版26)

本区は47次調査区の最西端で、県道平泉・厳美渓線の南側である。本区は遺跡 としては倉町遺跡に含ま

れる地区である。攪乱によってⅢ層もかな り削られてお り、盛土もされている。遺構の残存状況は悪く性格

が不明なものもある。遺構の検出面はⅢ層である。

検出された遺構は溝 2条、鍛冶関連の遺構が 1基、不明遺構が 1基、柱穴状土坑が 5基である。

本区の南側の一部は平成 4年に倉町遺跡第 1次調査が行われ、 3つ の遺構が検出されている。調査区が矮

小なため、いずれも性格は明確ではないが、ひとつからは椀型津や羽口が出土している。本区の 1号鍛冶関

連遺構は 1次調査の遺構 1、 1号不明遺構は 1次調査の遺構 2の延長部と考えられる。

1号溝跡 (第21図、写真図版26)

<位置・検出状況>本区北側に位置する東西方向の溝で、北側は調査区外に伸びている。西側、東側も調査

区外に伸びる。本溝の上を新しい側溝が流れており、その側溝はごく最近客土によって埋められている。検

出された部分は北壁を徐く溝の一部である。 2号溝と重複しており、本溝の方が新しい。

<平面形・規模>帯状の溝と思われるが、北側が調査区外に伸びているため不明である。本区内で若千蛇行
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1号鍛冶関連遺構
1 25Y4/3オ リープ褐 粘性 締まりあり 炭粒を含む
2 10YR72灰黄褐 粘性ややあり 締まりあり

炭粒、鉄津を含む
3 10YR2/1黒  粘性ややあり 縮まりなし

炭、鉄滓の層 鍛造剥片を含む
底面が褐色 (10YR4/6)に 酸化

1号不明遺構
1 25Y4/1黄 褐 粘性、締まりあり 部分的に酸化

2rn
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酸化すると75GY5/1緑 灰に変化
2 5Y5/2灰 オリーブ 灰色土を多く含む
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する。幅は検出部分で最大1.lm、 長さ8.7m、 深さ0.9mである。

<壁・底面>底は平坦で、壁はやや外傾気味に段をもって立ち上がる。

<覆土>ほとんど削平されているが、灰オリーブ色土で、粘性に富む。

<出土遺物>出土遺物はない。

<時期>覆土の状況から12世紀に属すると推定される。

2号溝跡 (第21図、写真図版26)

<位置・検出状況>本区北側に位置する東西方向の溝で、 1号溝に切られている。

<平面形・規模>帯状の溝であるが、 1号溝に切られているため、全容は不明である。長さは検出部分で

6.lm、 深さ10～ 50cmで ある。

<壁・底面>底は平坦で、壁は外傾しながら立ち上がる。

<覆土>4層に細分され、にぶい黄色土、灰本リーブ色土、黄褐色土で、炭粒や地山土のブロックを含み、

一部は砂を含んでいる。すべて還元状態で検出され、酸化すると緑灰や黄灰、灰オリーブ色に変化する。

<出土遺物>出土遺物はない。

<時期>覆土の状況から12世紀に属すると推定される。

1号鍛冶関連遺構 (第21図、写真図版26)

<位置 。検出状況>本区南側に位置する。遺構の北側及び西側は攪乱によって消滅し、東側は調査区外に仲

びている。検出された部分はごく矮小で、遺構の形態などは不明である。平泉町教育委員会が行った倉町遺

跡 1次調査の遺構 1と つながると思われる。また、 1号不明遺構と上下に重なって検出されており本遺構が

新しい。

<平面形・規模>大部分が削平されているため、2.6m× 20cmと ごく矮小な部分のみ検出された。

<壁・底面>底面はごく水平である。壁は不明。

<覆土>3層に細分される。上層は炭粒を含むオリーブ褐色土で、その下の 2層には炭粒や鉄滓が含まれる。

滓下層からは炭粒、鉄滓に加えて、鍛造剥片も多く検出された。

<出土遺物>(第 29図、写真図版36・ 37)285の 羽日、286～ 288の椀型滓、289の粒状津、290～ 292の

鍛造剥片が検出された。

<時期>今次調査では時期を決定できる遺物は出土していないが、倉町遺跡 1次調査では遺構 1か らかわら

け片が出土していることから12世紀もしくはそれ以降と推定している。

1号不明遺構 (第21図、写真図版26)

<位置・検出状況>本区南側に位置する。遺構の北側及び西側は攪乱によって消滅し、東側は調査区外に伸

びている。検出された部分はごく矮小で、遺構の形態などは不明である。 1号鍛冶関連遺構の直下に重なっ

て検出された。

<平面形・規模>大部分が削平されているため、2.6m× 20cmと ごく矮小な部分のみ検出された。

<壁・底面>底面は水平である。壁は不明。

<覆土>単層で、部分的に酸化した黄褐色土である。

<出土遺物>ない。
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27区柱穴計測表

配 径 深 さ 備考 遺  物 配 径 深 さ 備考 遺  物 配 径 深 さ 備考 遺 物

1 46 3 18 6 4 10 11

つ
る 8 11

<時期>重複関係から1号鍛冶関連遺構よりも古く、12世紀かそれ以降と推定される。

柱穴状土坑 (第21図、写真図版26)

<位置・検出状況>本区 2号溝の壁に4基 と南側の調査区壁際に 1基がある。 2号溝の壁際のPl～P4は 2

号溝との新旧関係は明らかにできなかった。あるいは壁に取りつく土留めのような杭の可能性もある。調査

区南壁際のP5は 1号不明遺構、 2号不明遺構より古い。

<平面形・規模>円形もしくは楕円形を呈し、径8～46cm、 深さ6～ 12cmを測る。

<覆土>暗灰オリーブ色を呈し、粘性に富む。

<出土遺物>ない。

<時期>覆土の状況から12世紀に属する可能性がある。

遺構外出土遺物 (第30図、写真図版36～ 38)

新しいと考えられる石敷きの下から282、 283の 土製品、攪乱から293～ 295の 常滑産、296～ 298の渥美

産の陶磁器、299の 瓦のほか、300の 十銭硬貨、301～ 305の すり鉢、306～ 309の 大堀相馬産などの陶器、

310～ 313の 肥前産、平清水産などの磁器、そのほか近世～近代にかけての瓦、キセル吸い日、317の 不明

の木製品が出上している。

46区

本区は47次調査区の東寄りで、県道平泉・厳美渓線の北側に位置する。現況は水田で、観自在王院や毛

越寺ののる段丘から一段下がつた場所である。検出面はⅢ層であるが、水田の造成によって削平されている

ものと考えられる。検出された遺構は、掘立柱建物跡 3棟、溝 3条、土坑 1基、柱穴状土坑33基である。

1号掘立柱建物跡 (第22図、写真図版27・ 28)

<位置・検出状況>本区東側に位置する。部分のみの検出なので、真に建物跡となり得るか確信は持てない

が、埋土と柱の並びから建物跡として報告することにした。検出分は 2間 × 1間分で、柱穴は4基である。

軸線方向はN-20° 一Eである。 2号掘立柱建物跡、 3号溝と重複しているが、新旧関係は不明である。

<平面形・規模>南側柱列の柱間は1.5m、 1.75m、 東側柱列の柱間は1,9mで ある。柱穴の径は28～ 86cm、

深さ13～ 48cmを 測る。

<覆土>P10、 P23か らは柱痕が検出された。P10の柱痕は13cm、 P23の柱痕は8× 20cmで ある。暗本リ

ーブ褐色土のブロックを含む黄褐色土が主体である。

<出土遺物>P14か らかわらけの細片が出土している。

<時期>不明であるが、本次調査の14区、15区付近で検出される12世紀に属すると思われる建物跡の埋土

と異なり、全体に黒つぱい土である。このちがいは時期差を示すものかも知れないが、不明な点が多い。

-73-



2号掘立柱建物跡 (第 22図、写真図版27・ 28)

<位置・検出状況>本医西側に位置する。 1間 × 2間分が検出されたが、大部分は調査区外に伸びていると

考えられる。そのため、建物跡になり得るか不明な点も残る。

<平面形・規模>柱間は南北方向が 1,95m、 東西方向が 1.7mである。南北の柱方向はN-2° 一Wを示す。

柱穴は 4基検出され、平面は円形、長円形である。径は18～ 35cm、 深さは32～ 53cmで ある。

<覆土>P7を除き、柱痕が認められる。

<出土遺物>ない。

<時期>不明であるが、覆上の状況から12世紀の可能性 も考えられる。

3号掘立柱建物跡 (第22図、写真図版27・ 28)

<位置 。検出状況>本区西側に位置する。 1間× 1間分が検出されたが、大部分は調査区外に伸びていると

考えられる。そのため、建物跡になり得るか不明な点も残る。

<平面形・規模>柱間は南北方向が1.59m、 東西方向が1.84mである。南北の柱方向はN-4° 一Wである。

柱穴は 3基検出され、平面形は円形、不整形である。径は27～ 37cm、 深さは25～ 38cmで ある。

<覆土>すべての柱穴に柱痕は認められなかった。地山のブロックや炭を含む黄褐色土、灰オ リーブ色土で

ある。

<出土遺物>ない。

<時期>不明であるが、覆土の状況から12世紀の可能性も考えられる。

1号溝 (第22図、写真図版27)

<位置・検出状況>本調査区西端に位置する南北方向の大溝である。北側及び南側は調査区外に伸びている。

<平面形・規模>幅の広い大溝で、長さは検出部分で1.61m、 幅3.15m、 深さ1.Omで ある。方向はほぼ

N-6° 一Wである。

<壁・底面>底は平坦で、壁はやや内湾気味に立ち上がる。東壁には浅い段がある。

<覆土>上層はにぶい黄褐色土で褐灰色土や褐鉄を多く含む。中層は黒褐色土と灰黄褐色土である。下層は

グライ化 した暗オリーブ灰色～緑灰色土で、炭粒を含んでいる。上層は締まりがあり、中層か ら下層は締ま

りが弱い。全体的に褐鉄を多く含む。

<出土遺物>覆土中から木片やかわ らけの細片が多 く出土 した。

<時期>12区検出の 1号溝の延長と考えられ、出土遺物か ら12世紀の可能性がある。しかし、覆土の状況

は12区の 1号溝 とやや異なる。

2号溝 (第22図、写真図版27)

<位置・検出状況>調査区中央付近に位置する南北方向の大溝である。1号土坑と重複 し、本溝の方が古い。

溝の北側及び南側は調査区外に伸びている。

<平面形・規模>幅の広い大溝で、長さは検出部分で 1,9m、 幅2.Om、 深さ40cmである。方向はほぼ N―

0° 一Wである。

<壁・底面>底はゆるやかに内湾し、壁も内湾ぎみに立ち上がる。

<覆土>にぶい黄色～褐灰色土で、締まりがなく、褐鉄や地山崩壊土を含む。
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<出土遺物>覆土中からかわらけの細片が出土したほか、底から木片が出土した。

<時期>不明な点が多いが、出土遺物から12世紀の可能性もある。

3号溝 (第22図、写真図版27・ 28)

<位置・検出状況>調査区東側に位置する南北方向の溝である。P17、 P42、 2号掘立柱建物跡と重複する。

本溝はP17よ りも新しく、P42、 2号掘立柱建物跡よりも古い。溝の北側は調査区外に伸びている。

<平面形・規模>長さは検出部分で2.lm、 幅33cm、 深さ8cmで ある。方向はN-8.5° 一Eである。

<壁・底面>底面・壁友ゆるやかに内湾する。

<覆土>炭粒や地山起源の黄褐色土粒を含む黒褐色土の単層である。

<出土遺物>覆土中からかわらけの細片が出土した。

<時期>不明であるが、出土遺物や 2号掘立柱建物跡に切られていることから、12世紀の可能性がある。

柱穴状土坑 (第22図、写真図版27・ 28)

<位置 ,検出状況>本調査区東側に集中して検出され、中央部分はまばらである。西側からは検出されてい

ない。

<平面形・規模>円形、精円形を呈する。規模は径が18～ 63cm、 深さ8～ 56cmで ある。

<覆土>大きく分けて三種類の覆土がある。黄褐色又は黄灰色土で、粘性に富む覆上の柱穴はPl、 P5、 P6、

P9、 Pll、 P13、 P19、 P29、 P32、 P34、 P36、 P43で ある。そのほかは、黒色上、黒褐色土で、締まり

のない覆土の柱穴である。

<出土遺物>(第 30図、写真図版38)P4か ら318の古瀬戸折縁深皿の破片、P35(319～ 321)、 P39(322)か

ら種子が出土している。そのほか、P8、 P26、 P35、 P39、 P40か らかわらけ細片が出土している。

<時期>覆土の状況から12世紀に含まれる黄褐色又は黄灰色土の覆土の柱穴とそれより新しいものとがあ

ると思われる。時期は年代を推定できる資料が少ないが、318の年代観から14世紀頃に属する可能性もある。

遺構外出土遺物

遺構検出面からかわらけ細片が出土している。

46区柱穴計測表

� 径 深 さ 備考 遺 物 岨 径 深 さ 備考 遺 物 配 径 深 さ 備考 遺  物

1 44 46 柱痕 17 30 56 つ
々

つ
０ 36 つ

々 柱痕

つ
る 26 19 柱痕 18 33 30 10

3 22 8 柱痕 19 28 16 34 38

4 38 43 柱痕 21 20 の
う 40 54 柱痕 かわらけ細片

36 34 桂痕
つ
わ

つ
る 36 24

6 18 20 24 36 28 柱痕 37 34 30

8 つ
々

つ
る 21 かわらけ細片 26 34 38 柱痕 かわらけ細片 39 44 37 柱痕 かわらけ細片

9 18 27 14 40 30 36 かわらけ細片

28 29 柱痕 28 20 42 38 33

13 つ
々

つ
０ 44 柱痕 29 24 22 43 18

24 29 柱痕 31 50 46 44 20
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第 1表 手づ くねかわ らけ

血 調査区 位 置 層 位 分類 締口
くＣ

局
↓

器
∈ 完 度 色調 備 考 冨最

2 0 1号土坑 埋土 特殊 底部 淡黄 底部から急にたちあがる、砂石を含む粗い胎土

5 0 3号土坑 埋土 D4 灰黄

6 0 3号土坑 埋土 C4 ほぼ完形 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕、海綿骨針、微砂粒含む

7 0 3号土坑 埋土 D2 完形 灰 白 すのこ痕明瞭、日縁部に指頭痕

2 1号溝 下層 D2 灰 白

2 5号溝 埋士 C4 灰 白 外面中央が小さく凹む

3 3号溝 埋土 小 片 淡黄

3 3号溝 埋土 小 片 灰 白 外面に褐鉄付着

57 4 I層 小片 淡黄

5 21層 淡黄 内面に布痕、外面に指頭痕、外面に黒斑

6 2号土坑 埋土 C5 灰 白 底部外面にすのこ痕、指頭痕、内外面の一部に黒斑

C5 灰黄 底部外面にすのこ痕、指頭痕、海綿骨針

6 3号溝 哩土 C3 灰黄 指頭痕、内面にハケメ

6 3号溝 哩土 D4 ほぼ完形 灰黄 底部外面にすのこ痕、指頭痕

6 3号溝 哩土 C3 灰 白 内面にモミ痕 ?、 ハケメ、外面に継ぎ日、中央が凹む

6 水田下酸化層
夕

拌

ス

一
小片 淡黄 褐鉄が全体に多量に付着

9 1号土坑 埋土 C5 129 灰 白 指頭痕、砂粒を含む

9 2号土坑 埋土 C3 完形 灰黄 内面ハケメか、底部外面すのこ痕、指頭痕
9 2号土坑 底直上 D3 灰黄 指頭痕

9 7号溝 埋土 C2 17 灰 白 底郡外面にすのこ痕、指頭痕、内外面褐鉄付着

9 7号溝 底面 C3 ほぼ完形 淡黄 底部外面にすのこ痕、外面中央に凹み、指頭痕

9 7号溝(202) 中～下層 C3 灰白

9 7号溝 埋土 C3 ほぼ完形 灰白 弱い指頭痕、褐鉄多量に付着

9 7号溝 埋土 C3 ほぼ完形 灰 白 指頭痕

9 7号溝 埋土 C3 灰 白 底部外面にすのこ痕、指頭痕

9 7号溝 埋土 C3 完形 淡黄 脂頭痕

9 7号溝 埋土 C3 6 淡黄 指頭痕、内外面に褐鉄

9 7号溝 埋土 C3 灰 白 指頭痕、褐鉄多量に付着

9 7号溝(202) 中～下層 C3 灰 白

9 7号溝(20‐ 2) 埋土 C3 ほぼ完形 灰 白 底部外面にすのこ痕強い指頭痕

9 7号溝(202) 埋土 C3 8 ほぼ完形 灰 白 底部外面にすのこ痕、指頭痕、褐鉄付着
7号溝(202) 埋土 C3 9 ほぼ完形 灰 白 弱い指頭痕、内面に褐鉄付着

7号溝(202) 埋土 C3 .8 灰 白 底部外面に弱いすのこ痕と弱い指頭痕

7号溝(202) 埋土 C3 完形 灰 白 底部外面にすのこ痕、外面中央に指頭痕、外面日縁部～底部内一部にスス付着
9 7号溝(202) 中～下層 C4 灰 白 底部外面にすのこ痕、指頭痕、外面中央が凹む

7号溝(202) 埋土 C4 17 完形 灰 白 底部外面にすのこ痕、指頭痕、外面一部に褐鉄付着
150 7号溝 埋土 C4 灰 白 指頭痕、主に外面に褐鉄付着

7号溝 理土 C5 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕

7号溝 埋土 D2 灰 白 弱い芽指頭痕、褐鉄付着

7号溝 哩土 D2 灰 白 褐鉄少量付着

7号清 哩土 D2 7 淡黄 指顕痕

7号溝 埋土 D2 9 ほぼ完形 灰 白 指頭痕

7号溝 埋土 D2 灰 白

7号溝 埋土 D2 淡黄 底部外面すのこ痕、内外面褐鉄

9 7号溝 埋土 D2 ほぼ完形 灰 白 弱い指頭痕

9 7号濤(202) 埋土 D2 ほぼ完形 灰 白 指頭痕、外面と内面日縁部に褐鉄付着

9 7号溝(202) 埋土 D2 灰 白 内面中央に指頭状の凹み、内面に棒状工具痕、外面1/2に褐鉄付着
9 7号溝(202) 埋土 D2 灰 白 底部外面に弱い指頭痕、粘土継ぎ日、内面に褐鉄付着

162 9 7号溝 埋土 D2 淡黄 内外面に褐鉄多量に付着

163 9 7号溝 埋土 D2 灰白 指頭痕、褐鉄付着

9 7号溝(202) 埋土 D2 完形 灰白 底部外面すのこ痕、きめ細かい胎土、砂粒を含まない

9 7号溝(20‐ 2) 埋土 D2 灰白 指頭痕

9 7号溝(202) 埋土 D2 ほぼ完形 淡責 弱い指頭痕、外面1/3と 内面日縁部に褐鉄付着
9 7号濤 埋土 D2 8 灰 白 弱い指頭痕

7号溝 埋土 D2 灰 白 弱い指頭痕

7号溝 埋土 D2 7 灰 白 指頭痕

7号溝 埋土 D4 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕
171 7号溝(202) 上層 D2 9 完形 淡黄 弱い指頭痕、褐鉄付着(内面底部)、 底部外面に黒斑
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血 調査区 位 置 層 位 分類
橙
め

日
砲

百
⑮

霧
に 完 度 色調 備 考 コ版

|

具
版

7号溝(202) 埋土 D2 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕

7号溝(20‐ 2) 中～下層 D4 灰 白 指頭痕

7号溝(202) 中～下層 D4 灰 白 微砂含む胎土

7号溝 埋土 D4 灰 白 底部外面すのこ痕、外面に褐鉄

7号溝 埋土 C3 ほぼ完形 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕、砂粒をあまキメの細かい胎土

177 7号溝 埋土 C3 ほぼ完形 淡黄 底部外面すのこ痕、指頭痕

7号濤 哩土 C3 ほぼ完形 淡黄 底部外面すのこ痕、指頭痕

7号溝 埋土 C3 ほぼ完形 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕

7号溝(202) 埋土 C3 ほぼ完形 淡黄 底部外面すのこ痕、指頭痕、内面底部。日縁部の一部にスス付着、内面ナデ

7号溝(202) 下層 C3 日縁部破片 灰 白 継ぎ目、外面に褐鉄付着

7号溝(202) 埋土 C3 と44 完形 淡黄 内面工具痕(ハ ケメ)、 底部外面すのこ痕、指頂痕、きめ細かく砂粒含まない胎と、内面の一部|こ協鉄付着

7号溝(202) C4 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕

7号溝 埋土 C4 ほぼ完形 灰白 底部外面すのこ痕、指頭痕、内外面に褐鉄付着

9 7号溝 埋土 C4 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕、褐鉄付着

9 7号溝 埋土 C4 ほぽ完形 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕

9 7号溝(202) 埋土 C4 ほぼ完形 灰 自 底部外面すのこ痕、指頭痕、内面に褐鉄付着、海綿骨針、微砂粒含む胎土

7号溝(202) 埋土 D2

189 7号溝(202) 中～下層 C4 灰 白 強い指頭痕

7号澪(202) 埋土 C4 完形 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕、褐鉄付着

7号済 埋土 C4 完形 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕、外面の約70%,内面10%にスス付着、内外面にハケメ

7号濤(202) 埋土 C4 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕、内外面に褐鉄付着

7号溝(202) 中～下層 C4 162 と/2 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕

9 7号濤(202) 埋土 C4 完形 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕、内面調整痕(ナデ)

9 7号溝 埋土 C5 完形 淡黄 底部外面すのこ痕、指頭痕、きめ細かで砂粒を含まない胎土

9 7号溝 埋土 D2 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕、内外面にスス付着、内面にハケメ

9 7号濤(202) 埋土 C4 淡黄 ごく弱い指頭痕

9 7号溝 埋土 C5 ほぼ完形 淡黄 底部外面すのこ痕、指頭痕、内面に褐鉄付着

9 7号溝 埋土 C5 灰白 底部外面すのこ痕、指頭痕

9 7号溝 埋土 D2 ほぼ完形 淡黄 底部外面すのこ痕、指頭痕

9 7号溝 床面近く D2 灰 自 底部外面すのこ痕、指頭痕、主に内面に褐鉄付着

9 7号溝 埋土 D2 灰 自 底部外面すのこ痕、指頭痕

9 7号溝 埋土 D2 ほば完形 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕、外面に褐鉄付着

9 7号溝 埋土 D2 ほぼ完形 灰 白 指頭痕

7号溝 埋土 D2 灰 白 指頭痕

9 7号溝 埋土 D2 ほぼ完形 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕

207 9 7号溝 埋土 D2 ほぼ完形 淡黄 底部外面すのこ痕、指頭痕、内面に褐鉄付着

9 7号清 埋土 D2 完形 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕、褐鉄付着

209 9 7号溝 埋土 D2 淡黄 指頭痕

2 0 9 7号溝 埋土 D2 2 淡黄 底部外面すのこ痕、指頭痕、内外面に褐鉄付着、継ぎ目

2 7号溝 埋土 D2 完形 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕、主に内面に褐鉄付着

2 7号溝 西端埋土 D2 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕内面に褐鉄付着

2 7号溝 埋土 D2 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕、主に内面褐鉄付着

2 4 7号溝 埋土 D2 ほぼ完形 淡黄 指頭痕

2 7号溝 埋土 D2 完形 灰 白 底部外面すのこ痕

2 6 9 7号溝 埋土 D2 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕、外面に褐鉄付着

2 9 7号溝 埋土 D2 完形 灰 自 指頭痕、底面凹凸、内面褐鉄付着

2 9 7号溝 埋土 D2 淡黄 指頭痕

2 9 7号溝 最下層 D2 ほぼ完形 灰 白 底部外面すのこ痕、指頭痕

9 7号溝 埋土 D2 ほぼ完形 淡黄 指頭痕

9 7号溝 埋土 D2 ほぼ完形 灰 白 指頭痕

222 9 7号溝 埋土 D2 134 淡黄 指頭痕、内外面に褐鉄付着

223 9 7号溝 哩土 D2 2 淡黄 指頭痕、主に内外面に褐鉄付着

224 9 7号溝(202) 理土 D2 ほぼ完形 灰 白 底部外面すのこ痕、中央が凹み左右が凸起する底部

225 9 7号溝(202) 埋土 D2 灰白 底部外面すのこ痕、弱い指頭痕、褐鉄付着

226 9 7号溝(202) 埋土 D2 132 完形 灰 白 底部外面に指頭痕、褐鉄付着

227 9 7号溝(202) 埋土 D2 灰 自 底部外面に指頭痕、褐鉄多量に付着

9 7号溝(202) 埋土 D2 完形 灰 自 底部外面すのこ痕、指頭痕、褐鉄付着

229 9 7号溝(202) 埋土 D2 完形 淡黄 底部外面すのこ痕、指頭痕

7号溝(202) 埋土 D2 ほぼ完形 灰 自 底部外面すのこ痕、褐鉄少量含む
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血 調査区 位 置 層 位 分類 (CIIt) (cm) 完 度 色調 備 考 雷肪

231 9 7号溝(202) 埋土 D2 ほぼ完形 淡黄 褐鉄多量に含む

9 7号溝(20‐ 2) 埋土 D2 ほぼ完形 淡黄 底部外面すのこ痕、指頭痕、内面に褐鉄付着

233 9 7号溝(202) 埋土 D2 ほぼ完形 灰 白 弱い指頭痕

234 9 7号溝(202) 埋土 D2 ほぼ完形 灰 白 底部外面すのこ痕、褐鉄付着

235 9 7号溝(202) 埋土 D2 淡黄 底部外面すのこ痕、褐鉄付着

9 7号溝(202) 埋 土 D2 灰 白 底部外面すのこ痕、弱い指頭痕

237 9 7号溝(202) 埋土 D2 灰 白 底部外面すのこ痕 ?、 指頭痕

9 7号溝(202) 中～下層 D2 淡黄 底部外面すのこ痕、内面工具痕(ハケロ?)、 褐鉄付着
239 9 7号澪 埋土 D4 ほぼ完形 淡黄 底部外面すのこ痕、指頭痕

9 7号溝(202) 中～下層 D4 ほぼ完形 淡黄 弱い指頭痕、きめ細かく砂粒含まない胎土

9 7号溝(20‐ 2) 下層 D4 ほぽ完形 淡黄 底部外面すのこ痕、指頭痕、内面80%、 外面底部20%に ススの付着
242 9 7号溝(202) 埋土 D4 灰 白 継ぎ目

246 9 7号清 埋土 灰 白 たち上がりが低い、褐鉄付着

9 7号溝(202) 上層 (11) 小片 灰 自

9 7号溝(20‐ 2) 上層 (1,1) 小片 灰 白

249 9 7号溝(202) 埋土 灰 自 内面に褐鉄付着

278 埋土中層 D2 淡黄 底部外面にごく弱いすのこ痕、指頭痕

第 2表  ロクロかわ らけ

聰 調査区 位 置 層 位 分類
径
め

口
∈ 縣 茫戸 備 考 色調

郵
肪

与
図

2 3号溝 埋土 砂粒含む胎土 淡黄

6 l号土坑 埋 土 淡黄

6 2号土坑 埋土 内外面に黒斑 淡黄

6 6号溝 底面 132 底部外面にすのこ痕、摩耗激しい 淡黄

7 上層 Rb01 43 内面に褐鉄付着、底部外面にすのこ痕、体部下端に糸かけ痕 淡黄

9 l号土坑 7層か8層 R 大型、砂粒を多く含む粗い胎土 淡黄

9 7号溝(202) 中～下層 高台付 大型 淡黄

9 F号濤(202) 上層 高台付 156 大型? 内外面に褐鉄多く付着 灰 白

9 F号濤(202) 埋土 rd-12-d 砂粒を含む胎土 淡黄

275 9 10号溝 北中層 Rd-0 内面に黒斑 灰 白

第 3表  中国産陶磁器

XTo 調査区 位 置 層 位 種 類 器 種 郡 位 分 類 年 代 備 考 孟撮
10区 1号土坑 埋土中 白磁 椀 体部 12C 化粧上がない

2 水田中 白磁 壷唄皇
笠り 高台 Ⅲ系 12C末 13Cま で下るかもしれない、漆継ぎあり

3 3号溝 埋土 白磁 士延 Ⅱ 12C 化粧土あり、内面無釉

3 3号清 埋土 白磁 壷 体部 I 12C 四耳重か、内面無釉

3 西半 カク乱 白磁 体部 Ⅲ 12C後半 内面施釉

3 中央一 カク乱 白磁 壷 体部 12C 内面無釉

3 中央 カク乱 白磁 壷 体部 Ⅱ系 12C 化粧土あり、内面無釉

3 東半 カク乱 白磁 壷 体部 Ⅲ 12C後半 内面施釉

5 2号溝 1層 自磁 重か 体部 12C 内面施釉

5 埋土 白磁 皿 日縁 Ⅵ 12C中葉 化粧土あり

9 7号溝 最上層 青磁 椀 底部 龍泉窯 しのぎ連弁がつくか

269 9 7号溝 3層 白磁 壷 体部 重Ⅲ 12C後半 内面施釉

9 7号溝(202) 上層 褐釉陶器 甕 体部下半 12C タタキを磨り消し、体部下半のため釉はかかっていない

第 4表 国産陶器

血 調査区 位  置 層 位 種 類 器 種 部 位 年 代 押 印 。 そ の 他 冨最
P7 埋土 不明 甕 体部 12世紀 東海の技術で製作

1号溝 上層 常滑 甕 体部 12C後半 押印

1号溝 哩土 渥美 甕 体部 12C 押印

1号溝 埋土 渥美 甕 体部 12C 押印

1号溝 下層 常滑 甕 体部上半 12C後半

1号清 壁際 常滑 甕 体部 12C第 3四半 押印

1号溝 上層 常滑 甕 体部上半 12C後半

2号溝 埋土 渥美 甕 体部上半 12C 押印

2号溝 埋土 渥美 甕 体部下半 12C 押印

12 煮端 底部
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No 調査区 位 置 層 位 種 類 器 種 部 位 年 代 押 印 。 そ の 他

3号溝 埋土 常滑 甕 日縁部 12C第3四半

3 西半 水田土 須恵系 一霊 頸部

6 2号土坑 上層 須恵系 壷 ? 体部

6 中央部 水田下酸化層 常滑 甕 体部 12C第 3四半

9 7号溝 埋土 常滑 三筋壷 ? 底 12C第3四 半 砂底

9 7号溝 埋土 常滑 甕 体部 12C第3四 半 押印が雑、265と 同一

9 7号溝(202) 最上層 常滑 甕 体部上半 12C第 3四半 押印

253 9 7号溝(202) 上層 渥美 甕 体部 12C後半 帯状

9 7号溝(202) 上層 渥美 甕 体部上半? 12C後半 帯状押印

9 7号濤(202) 上層 渥美 甕 体部 12C 押印

9 7号溝(202) 渥美 甕 体部上半 12C 押印

7号溝(202) 上層 渥美 甕 体部 12C後半 帯状押印

258 7号溝(202) 上層 渥美 大甕 体部 12C後半 帯状押印

259 7号溝(20‐ 2) 上層 常滑 甕 体部上半 12C第 3四半 押印

260 7号溝(202) 最上層 渥美 甕 体部 12C後半 帯状押印

7号溝(202) 上層 渥美 大甕 体部 12C後半 帯状押印

9 7号溝(202) 上層 渥美 大甕 体部 12C後半 帯状押印

7号溝(202) 上層 渥美 大甕 体部上半 12C後半 帯状押印

264 7号溝(202) 埋土 常滑 鉢 日縁部 12C第4四半

7号溝(202) 埋土 常滑 鉢 日縁部 12C第 4四半

266 7号溝(202) 上層 渥美 大甕 体 部 12C後半 帯状押印

7号澪(202) 上層 渥美 大甕 12C後半 帯状押印

293 北側 撹乱 常滑 甕 体部上半 12C

不明 撹乱 常滑 体部上半 12C

295 下明 廃乱 常滑 甕 体部 12C 押印

296 不明 不明 渥美 甕 体部 12C 押印

境乱 渥美 甕 体部 12C 押印

葛西隅 撹乱 渥美 甕 体部上半 12C 押印

埋土 古瀬戸 折縁深鉢 日縁部 14C中 葉 灰釉→うまくでていない

第 5表 金属製品

血 調査区 位 置 層 位 種 類 (cm) (禍 ) 年 代 備 考 謝HF

3 1号土坑 埋土 鉄津 気泡あり、あまりさびはない

8 3号土坑 埋土 鉄滓 気泡あり、鉄さびでおおわれている

17 埋土 古銭 元豊通宝 ?

P14 埋土 不明

2号溝 埋土 鉄滓 炉壁付着、気泡

西端 電柱盛土 銭

水日下酸化層 鉄滓 気泡あり、さびが2/3く らいおおっている、2個

西端 [下位 キセル吸日 11 木質残存

l号鍛冶関連遺構 埋上下位 椀形津 46

287 1号鍛治関連遺精 埋土下位 椀形滓 122

1号鍛冶関連遺稿 埋上下位 椀形滓

1号鍛冶関連遺構 埋上下位 粒状滓

290 1号鍛冶関連遺稿 埋土下位 鍛造剥片

1号鍛治ll遂逮備埋土下位 鍛造承I片

292 1号鍛冶関連遺構 埋土下位 鍛造剥片

苛西隅 撹乱 銭 21 l 昭和16年 十銭、□□本日大、□六十和昭

石明 撹乱 キセル吸日

第 6表 土製品

阻 調査区 位 置 層 位 分 類 噂
釦

備 考 重忌

0 3号土坑 埋土中層 壁土 L5

0 0 3号土坑 埋土中層 壁土 ユ

1 0 3号土坑 哩土中層 壁 土

2 0 3号土坑 埋土中層 壁土 11

0 3号土坑 哩土 壁土 48

6 0 R側の浅い浦 理土 瓦 148) (42)
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rb 調査区 位 置 層 位 分 類
さ
め

長
命

幅
釦

さ
れ

早
に 備 考

写
図

2号清 埋土 瓦

12 2号溝 埋土 瓦 (52) (44) 455

3号清 埋土 壁土

3号溝 埋土 壁土

3号溝 埋土 壁土

3号溝 哩土 壁土 6 2

3号溝 哩土 壁土 0

3号溝 哩土 壁土

3号溝 哩土 壁土 2

3号溝 哩土 壁土 5

3号溝 埋土 壁土

埋土 壁土

埋土 壁土

埋土中層 壁土

埋土中層 壁土

14 埋土中層 壁土 ユ

埋土中層 壁土

5 P7 埋土 壁土

5 P5 埋土 壁土

1号土坑 埋土上層 埼

7号溝 埋土 瓦 612
272 7号溝(202) 埋土 羽 日 5132

撹乱(石式下) 土鈴 ?

撹乱(石式下) 土鈴 ?

1号不明遺橘 埋土下層 羽 日

瓦

瓦 近世以降

第 7表 石製品

血 調査区 位 置 層 位 分 類 鴨
伽

さ
め

解
０ 備 考 石 材 産 地 年 代

与
図

1 1号土坑 埋土 砥石 142 7 1面が割れて褐鉄付着 斜長石流紋岩 奥羽産地 幣霧晟系

1号溝 埋土 砥石 磨面は1面のみ 粘板岩 北上産地 古生界

1央水田 水田土 碁石 ? 霜振碁
r

碁石海岸 中生界

里土 上 層 砥石 冊留居会零糸す畢■C罫 完齢用し、特に
斜長石流紋岩 奥羽産地 暫算豪系

第 8表 木質遺物・種子・漆紙

XTo 調査区 位 置 層 位 種 類 蘇 (編 ) 備 考

1号土坑 7層か8層 ちゅう木? 07 両側面は割りたような感じ

1号土坑 7層か8層 ちゅう木?

1号土坑 7層か8層 ちゆう木?

9 1号土坑 7層か8層 ちゅう木?

9 1号土坑 7層か8層 ちゅう木? {

1号土坑 7層か8層 ちゅう木? モ

l号土坑 7層か8層 ちゆう木?

9 1号土坑 7層か8層 ちゅう木?

9 l号土坑 7層か8層 ちゅう木?

9 1号土坑 7層か8層 ちゅう木? 42

9 1号土坑 7層か8層 ちゅう木?

9 1号土坑 7層か8層 ちゅう木? 2

9 l号土坑 7層か8層 ちゆう木? 11

9 1号土坑 7層か8層 ちゅう木? 13

9 1号土坑 7層か8層 ちゅう木? 11 半裁の竹

9 1号土坑 7層か8層 ちゆう木? 12 半裁の竹

9 2号土坑 埋土 ちゅう木? 14 先端に面とり、木目に直行する方向に擦痕
9 2号土坑 埋土 ちゅう木? ■0

9 2号土坑 埋土 ちゅう木? 12

9 2号土坑 埋土 ちゅう木?

9 2号土坑 埋土 ちゅう木? 先端に面とり

2号土坑 埋土 ちゅう木? 〕 端部に穿孔lヶ 所、先端に面とり
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No 調査区 位 置 層 位 種 類
さ
ｍ＞

」■
ぐ (cm) 偏 考

9 2号土坑 埋土 ちゅう木? 両側縁に面とり、先端に面とり

2号土坑 埋土 ちゅう木? 先端に面とり、側縁に面とり

9 2号土坑 埋土 ちゅう木? ユ 先端に面とり

9 2号土坑 埋土 ちゅう木? 0 木目と直行方向に細かい擦痕

2号土坑 埋土 ちゅう木? 254 117と接合

2号土坑 埋土 ちゅう木? 258 7

2号土坑 埋土 ちゅう木? 115と 接合、木目と直行方向に細い擦痕、折れ

2号土坑 埋土 ちゅう木? 282 両端に面とり

9 2号土坑 埋土 ちゅう木? 先端に面とり、折れ

9 2号土坑 埋土 ちゅう木? 木目と直行方向に細い擦痕

9 2号土坑 埋土 ちゅう木? 先端に面とり

9 2号土坑 埋土 ちゅう木? 両先端面とり、両側側面面とり(約 2/3)

9 2号土坑 埋土 ちゅう木? 27℃ 2 側面に面とり

9 2号土坑 埋土 ちゅう木? 282 5 先端に面とり、木目と直行方向に擦痕

9 2号土坑 埋土 ちゅう木? 27〔 面とり(側面)

9 2号土坑 埋土 ちゅう木? 5 両端に面とり、木目と直行方向に擦痕

127 9 2号土坑 埋土 ちゅう木? 3 両端に面とり、木目と直行方向に擦痕、折れ

9 2号土坑 埋土 ちゅう木? 竹(半裁)、 先端両側から削り

9 2号土坑 埋土 ちゅう木? 竹(半裁)

9 2号土坑 哩土 不明 L2 小枝、ナナメ方向の切断面(1方 )

9 2号土坑 埋土 不 明 小枝、切断面 ?(1方 )

2号土坑 埋土 不明 小枝、切断面なし

7号溝(202) 埋土 漆紙

19 7号溝東側 埋土 種子

I 木札 ? ユ 両狽1か ら袂り

P35 埋土 種子 17

320 P35 埋土 種子 t7

埋土 種子 15

322 埋土 種子 21 15

第 9表 国産陶磁器 (近世以降 )

血 調査区 位 置 層  位 種 類 器 種 年 代 備 考 潤賜 冨識

西端 I層境乱 不明 すり鉢

282 西端 I層 在地 鉢 明治以降

西側 撹乱 詣警薬 すり鉢 朔治以降

中央付近 境乱 不明 すり鉢 近世～

303 撹乱 不 明 すり鉢

304 巨端 I 不 明 すり鉢

305 雪端 I 不明 すり鉢

306 撹乱 索北産? 土びん蓋 明治以降 37

撹乱 大堀 折縁皿 18Cか 19C

境乱 大堀 折縁皿 18Cか 19C

境乱 大堀 飯茶碗 18C

3 0 撹乱 不明 飯茶碗 幕末19C 上手、色絵、染付の上に彩色、江戸期に入る

3 境乱 月巳前 皿 Ⅳ期(瑠洗0

3 2 撹乱 平清水 かんどっくり 19中～明治 山水楼閣閣

3 3 撹乱 不 明 花入? 上部が開日

3 4 撹乱 皿 19C
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4.まとめ

ここでは、本遺跡の主体となる12世紀後半の遺構と遺物を整理し、まとめとしたい。

(1)遺構

①掘立柱建物跡

10区 1棟、11区 4棟、13区 1棟、14区 3棟、15区 1棟、46区 3棟が検出された。調査区が矮小なため、

全体のプランをつかめるものは少なく、また狭い範囲で組んだものなので真にこれからのような建物跡にな

るか、わからない部分も多い。しかし、13区、14区、15区など隣接の宅地を町教育委員会が調査した区で

は建物の規模、形態が明らかとなった。

13区 1号建物跡 4間 ×7間の総柱の建物

14区 2号建物跡 2間×3間の建物

14区 3号建物跡 1間四面以上の建物

これらの建物は県道平泉・厳美線改良工事に伴う志羅山遺跡の調査の中では規模が大きく、この付近の中

心的な建物と思われる。さらに、14区南側の48次調査区でも、掘立柱建物が 3棟検出されており、その中

の 1棟は 1間四面の建物であることがわかっている。 (平泉町教育委員会菅原計二氏のご教授による。)

また、建物の軸方向についてはある程度建物規模の判明したもので

13区 1号建物跡 N-5° 一E

14区 1号建物跡 N-2.5° 一W

2号建物跡 N-0°

3号建物跡 N-18,3° 一E

15区 1号建物跡 N-14.3° 一E

と、北から若千東西に振れるもの (13区 1号、14区 1号、 2号)と東に傾くもの (14区 3号、15区 1号 )

に大別される。軸方向の違いは時期差を示すと思われることから、13区から15区にかけての地帯は屋敷地

へ岳

代A豆ユ

13区 ュ号建易跡

18次調査区

48次調査区

1号建物跡

第31図  13区～15区検出の建物跡

が＼
呼

27次調査区
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の中で建物が継続して建てられる場所であったことがわかる。

②溝、塀について

溝幅約 2m以上の比較的規模の大きい、19区 7号溝 (20区 2号溝)、 12区 1号溝、46区 1号溝、 2号溝

と、その他の比較的細い溝とがある。

19区 7号溝と12区 1号溝 (及び46区 1号溝)は特にその規模の大きさから周辺を大きく区画する溝と考

えられる。これらの溝は観自在王院の東側に想定される大区画 (本澤1993、 1995)を画するものと推定さ

れる。町教育委員会が発掘した19区、20区南側の20次調査、32次調査の結果、19区 7号溝の南側にはそ

の北側と異なり、遺構が極端に少ないこと、塀跡 (3号溝、 1号溝、 4号溝)が付随していることから、道

路側溝の可能性も高いことを町教育委員会菅原計二氏よりご教示いただいた。本溝は粘土と砂が交互に堆積

しており、出土したかわらけに完形品が多いことからも水が流れていたと考えられる。20区 との境付近か

ら大量のかわらけのほか少量の漆紙、自然木などが出土し、この箇所で廃棄が行われていたことが注目され

る。

溝、塀の方向について

カーブするものを除いた直線的な溝、塀についてそれぞれの方向を示したのが、第32図である。このデ

ータは何度も述べるとおりごく狭い調査範囲の検出結果から取ったもので、特に溝、塀などの場合部分的な

ぶれも反映している可能性がある。本来ならば隣接する教育委員会の調査地の検出結果も踏まえて、取るベ

きものであり、ごく大まかな傾向であることをお断りしておく。

最も集中しているのはN方向と西にごくわずかにふれるもの (及びそれから約90度東西にふれる方向)

である。次に、北から東へ20度前後ふれるもの (及びそれから約90度東西にふれるもの)である。

本澤慎輔氏は柳之御所跡や花立 I遺跡、志羅山遺跡など平泉遺跡群の建物及び区画溝の方向について分析

し、N-15° 一E、 N-8～ 12° 一E、 及び毛越寺や観自在王院、その東に溝で区画された志羅山遺跡の

西地区のN-178° 48,06"― Eの方向の遺構群は12世紀第 3四半期の所産であり、N-19° ―Eの方向を

持つ遺構は無量光院を建立した秀衛の時代の12世紀第 4四半期の所産と見ている。 (本澤1993)

第32図 溝・塀の方向
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まさに観自在王院の東隣りにあたる本次調査区の西側部分では、ほぼ北、ほぼ東西方向の溝塀が多く、

16区 ぐらいから東に20度前後ふれる溝も現れてくる。なお、19区でも東にふれる溝が 1条検出され、重複

するほぼ東西方向の溝 2条 を切っていることは、この方向性を持つ遺構の新しさを示していると思われる。

また、大区画内の志羅山遺跡西地区のなかでも、20度前後東にふれた区画や建物方向が現れることは、12

世紀第 4四半期になって従来の北方向の屋敷割が一部崩れ、新しい区画で建物を建てたり土地を画する動き

があったことを示す可能性があるが、今後この地区で、重複した両者の遺構の新旧関係が明らかになる例が

増えることを待ちたい。

(2)遺物

①かわらけの分類について

今次調査出土のかわらけのうち特殊なものを除く手づくねかわらけ、ロクロかわらけを次のように分類し

た。この分類は松本建速氏が柳之御所遺跡出土かわらけで行った分類 (松本1995「 柳之御所跡」分冊 3

Xかわらけの形態分類と編年)な どをもとに吉田理氏が 「泉屋遺跡第10。 11・ 13・ 15次発掘調査報告書

P267～ 269(1997)」 で行つたもの (分類図はP315に掲載)によっている。

手 づ くねかわ らけ分類表

上段の様子

「―外反―――壁薄―………―……――CI:平泉には殆ど無い

輛聴し
■置罐

‐
括阜y二

=乳
F榊

日画取あり(日尖)

摘上撫 ―――…………………………C41ある

平らな面を用いて取る一――――℃5:ある

指腹など丸い面を用いて取る一――C5′ :あ る (C4の 亜流に含む)

「

外反―――………一――――――Dl:平泉にはまず無い

唖敵 なし佃劾

ェ 三〔鳥意::IIIII:善 :::l・

//Jけにくいのれ L94せか

浬飩とMとの糊法
喧琺号意とa綜壱景

が長い虫よつて期♂よ0
※3 
民ほご器与を:二 3ご牲む有急写彗]匠]彗扶I静尋;互侯監告命,(日

尖) 
合
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ロクロかわらけ分類表

Rd'10-1
Rd:ロ クロ大皿

rdiロ クロ小皿

Rb:ロ クロ大碗

rb:ロ クロ小碗

'有 :高台が全く無い

'無 :高台が有る

※

高台と口縁部との境が

はっきり見えないとき

の方が多い

初めの数字…外形 (撫の形)

0:丸い

1:直線的

2:直線的で2段

後の数字……撫の数 (外面)

0:撫が無い。見えない※

1:1段見える

212段見える

3:3段見える

4:4段見える

5:5段以上見える

内面の形

0:ゆ るやか

1:底に対し壁面が垂直的 多くはこの形をとる

|
|

特殊なかわらけ

手づくねかわらけのうち特殊なかわらけ (いわゆるコースター状かわらけ、または内折れかわらけと呼ば

れるもの)は 10区 1号土坑の2,13区 3号溝出土の38、 39、 14区 I層出土の57、 16区水田下の褐鉄層出

土の79、 19区 7号溝の246～ 249の合計 9点出土した。

今次調査で出土したかわらけのうち、図化したものは手づくねかわらけ135点 (う ち特殊かわらけ 9点 )、

ロクロかわらけ10点である。出土遺構は圧倒的に19区 7号溝 (20区 2号溝と同じ)が 114点 と多い。次い

で16区 3号溝4点、10区 3号土坑 3点である。

手づくねかわらけは上記分類でC2、 C3、 C4、 C5、 D2、 D3、 D4があり、 C5'、 D4'は見られ

なかった。図化した中での点数、割合は次の表、グラフ 1の とおりで、半数近くをD2が占め、次いでC3.

C4が多い。C2、 D3は各 1点のみであった。

47次調査 手づくねかわらけの分類別個数

ロクロかわらけは10点 のうち 5点が19区、 3点が16区から出土しており、点数が少ない上に出土する場

所が特定されているようである。中でも19区 7号溝はそのうち 3点を数える。法量のわかるものは少なく、

破片での出土が多い。また、小型品とわかるものは 3点、大型品とわかる、あるいは推測されるものは6点

である。

②19区 7号溝 (20区 2号溝)出土のかわらけについて

出土したかわらけのうち、復元できたものは114個 を数える。復元個体数のうちロクロ成形のものは 3個

で、他の111個は手づくねのものである。特列かわらけと手づくねかわらけを分類したところ次の表、グラ

フ2の とおりとなった。全体の復元個体内での割合とほぼ同じ傾向を示しており、D2が圧倒的に多く、C

3、 C4がそれに次いでいる。

分類 C2 C3 C4 C5 D2 D3 D4 特殊

数 1 Ｏ
υ

９
留 18 7 62 10 9
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47次調査手づくねかわらけの分類別割合 19区 7号溝手づくねかわらけの分類別割合

グラフ2

グラフ3 グラフ4

第33図 かわらけの分類別割合、法量分布

19区7号溝かわらけ法量比率

３

４

０

３

５

２

５

１

お

０

19区 7号溝C3かわらけの法量比率

19区 7号滞C4かわらけの法量比率

柄

４

舗

３

第

２

柄

１

睛

０

19区 7号溝D2かわらけの法量比率

グラフ6グラフ5
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これらの法量について、口径と器高の分布を表したものが、グラフ 3である。大まかであるが、

日径1 0cm以下、器高2.5cm以下の小皿 (小 )、

口径13.5cm以下、器高3.2cm以下のまとまり (大 -1)、

おおむね口径13.6～ 15.5cm、 器高3.3cm以下のまとまり (大 -2)、

口径15cm以上、器高3.4以 上のまとまり (大 -3)

が認められる。

分類別に法量に変化があるか、ある程度の個誉数のある、 C3、 C4、 D2についてグラフ化 したのが、

グラフ4～ 6である。 3種とも小皿 (小)については同じような傾向を示す。

C3に ついては (大 -2)の み

C4に ついてはもっとも大型の (大-3)が多く、そのほかは (大-2)

D2については、 (大-1)が大部分で、他は (大 -2)が 少量あるのみ

つまり、大皿でも小型の (大-1)は一段なでで、日縁部が直線的に立ち上がるD2の技法で製作されて

いる。また、もっとも大型の (大 -3)は二段なでで、上段を強くつまむ技法で製作されている。

松本建速氏は柳之御所出土かわらけの分類と編年 (松本1995)イこおいて、

大皿を15,Ocm以 上、

13.6-14,9cm、

13.5cmウ火
~F

の 3分類に分け、手づくねかわらけの口径の変化を「I期の遺構出土のかわらけの方が、Ⅱ期の遺構出土の

ものよりも大きい。そして、およそ13.5cmぐ らいが I、 Ⅱ期を分ける境界線になる。 1 5cmを越す製品は I

期の遺構に多いがⅡ期にもある。一方、13.5cmよ りも小さな製品はⅡ期にしかない。ただし、計測の際の誤

差や個体のゆがみによって、数mmの 差は生ずる可能性がある。」とし、 I期を12世紀中葉 (1150年 代～

1175年頃、Ⅱ期を1175年ごろ以降としている。本次調査のかわらけの場合、松本氏の大皿の 3分類と若干

のずれ (15,Ocmを 境として分けることができず、15.5cmぐ らいで分類される。)があるが、ほぼ同じような

傾向を示しており、13.5cm以下の製品 (大-1)を多く有することから松本氏の謂うⅡ期としてよいのでは

ないかと思われる。

19区 7号溝 手づくねかわらけの分類別個数

③中国産陶磁器について

図化した13点 のうち、白磁が11点 を占める。年代はおおむね12世紀代と思われるものが多いが、19区 7

号溝最上層から出土した青磁は13世紀代の可能性がある。

出土した場所は6点が13区からで、同区の大型建物と関連があるかもしれない。

④国産陶器について

図化した34点のうち、渥美産が16点、常滑産が13点である。常滑、渥美産の陶器は12世紀後半と思われ

るものが多い。出土地点は12区 1号溝、19区 7号溝 (20区 2号)溝で大半を占める。19区 7号溝ではかわ

らけはどちらかといえば覆上下層から多く出土するのに対し、陶器は上層からの出土が多い。

分類 C2 C3 C4 C5 D2 D4 特殊

数 1 20 16 4 59 7
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なお、主要地方道平泉厳美線の北側 の46区か ら、 14世紀 中葉 と思われ る古瀬戸折縁深皿の破片が出土 し

ている。 この破片が 出土 した柱穴は他 の区で検 出された 12世紀 と思われ るもの と違 い、やや黒 つぽ い覆土

の柱穴で ある。周辺 には同様 の柱穴が多 く、 この破片が このよ うな柱穴 の年代 を示す ものだ とすれば、 12

世紀以後 の平泉の様子 を探 る資料 となろうが、周辺の調査 を待ちたい。
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5.分析、鑑定

(1)志羅山遺跡47次調査における トイレ遺構分析
株式会社 古環境研究所

1.は じめに

トイレ遺構等の糞便堆積物は、堆積物中の寄生虫卵密度、花粉組成、種実組成にそれぞれ特異性が認めら

れる。したがって、これらの分析を総合的に行うことによって、対象となる堆積物が糞便であるか否かがわ

かり、 トイレ遺構を示唆することが可能である。また、寄生虫の特異な生活史や食用とされた花粉や種実を

復元することによって、それらを抄F泄 した人々の飲食物や食生活の検討を行うことも可能となる。

ここでは、志羅山遺跡47次調査において検出された土坑内堆積物について検討を行った結果について報

告する。

2.試料

調査対象は、志羅山遺跡47次調査19区より検出された土坑のうち、12世紀とされる 1号土坑と2号土坑

の 2カ所である。試料は、 1号土坑では底に塊状に堆積した黒褐色土 (SY47便 -1)と 第 8層オリーブ灰色

土 (SY47便 -3)、 2号土坑では最下層の第 6層灰色土 (SY47便 2)の計 3点である。

表 1 試料

試料番号   遺 構・堆積物

SY47便-1 19区 1号土坑 最下層黒土

SY47便-3 19区 1号土坑 第 8層オリーブ灰色土

SY47便 2 19区 2号土坑 第 6層灰色土

3.寄生虫卵分析

(1)方法

寄生虫卵の分離、抽出は金原 (1992、 1994)を踏襲し、試料に以下の処理を施して行った。

1)サンプルを採量する。

2)脱イオン水を加え撹拌する。

3)箭別により大きな砂粒や木片等を除去し、沈澱法を施す。

4)25%フ ッ化水素酸を加え30分静置。 (2・ 3度混和)

5)水洗後サンプルを2分する。

6)片方にアセ トリシス処理を施す。

7)両方のサンプルを染色後グリセリンゼリーで封入しそれぞれ標本を作製する。

8)検鏡・計数を行う。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、1500rpm、  2分間の遠心分離を行つた後、上澄みを捨てるとい
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う操作を 3回繰 り返して行った。

(2)結果

1号土坑のSY47便 1か らは回虫卵、鞭虫卵、肝吸虫卵、SY47便 3か らは回虫卵、鞭虫卵、 2号土坑の

SY47便 2か らは回虫卵、鞭虫卵、 日本海裂頭条虫卵がそれぞれ検出された。SY47便-1では回虫卵、鞭虫

卵の出現密度が極めて高く、試料 (堆積物)l cma中 に70,000個 に達する寄生虫卵が検出された。SY47便―

3でもSY47便-1よ りは少ないが9,000個以上に達する。なお、SY47便-2では1,000個 に満たない。

4.花粉分析

(1)方法

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村 (1973)を か考にし、試料に以下の順で物理化学処理を施して行

った。

1)5%水 酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2)水洗した後、0.5mmの箭で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂 粒の除去を行う。

3)25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4)水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセ トリシス処理 (無水酢酸 9:1濃 硫酸のエル ドマン氏液を

加え 1分間湯煎)を施す。

5)再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。

6)沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グリセリンゼリーで封入しプレ パラー トを作製する。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、1500rpm、  2分間の遠心分離を行つた後、上澄みを捨てるとい

う操作を3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラー ト作製後直ちに、生物顕微鏡によって300～ 1000倍で行った。花粉の同定は、島倉

(1973)お よび中村 (1980)を アトラスとし、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによ

つて、科、亜科、属、亜属、節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイフン (― )

で結んで示した。なお、科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合はそれらを別の分類

群とした。イネ属に関しては、中村 (1974、 1977)を 参考にし、現生標本の表面模様・大きさ 。孔・表層

断面の特徴と対比して分類し、個体変化や類似種があることからイネ属型とした。

(2)結果

1)分類群

出現した分類群は、樹木花粉 14、 樹木花粉と草本花粉を含むもの 3、 草本花粉 18、 シダ植物胞子 2形態

の計37で ある。 これらの学名と和名および粒数を表 1に示す。主要な分類群を写真に示す。以下に出現し

た分類群を示す。

〔樹木花粉〕

マツ属複維管東亜属、スギ、サワグルミ、ハンノキ属、

クリーシイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、 トチノキ、

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科―イラクサ科、マメ科、ウコギ科

カバノキ属、ハシバミ属、クマシデ属―アサダ、

グミ属、モクセイ科、リョウブ

-100-



〔草本花粉〕

イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、タデ属サナエタデ節、ソバ属、アカザ科、ヒユ科、ナデシヨ科、キ

ンポウゲ属、アブラナ科、セリ科、センブリ属―ツルリンドウ属―リンドウ属、シソ科、オオバコ属、タン

ポポ亜科、キク亜科、オナモミ属、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条清胞子

2)1号土坑

SY47便 1、 SY47便 -3は樹木花粉が極めて低率で草本花粉の占める割合が非常に高い。SY47便 -1ではイ

ネ属型を含むイネ科が優占し、アブラナ科の出現率も高い。他にヨモギ属、カラハナソウ属、ヒユ科、ソバ

属などが出現する。SY47便 -3ではアブラナ科、イネ属型を含むイネ科、センブリ属―ツルリンドウ属―リ

ンドウ属の出現率が高く、ヨモギ属、カラハナソウ属、ヒユ科なども出現する。

3)2号土坑

SY47便-2は樹木花粉より草本花粉の占める割合が極めて高く、樹木花粉ではスギやコナラ属ヨナラ亜属

がわずかに出現する。草本花粉ではヒユ属が優占し、カラハナソウ属、アブラナ科、ヨモギ属が出現する。

5.種実同定

(1)方法

試料 (堆積物)100ccを 0.251mの箭を用いて水洗選別を行い、その残澄を双眼実体顕微鏡下で観察した。

必要に応じて生物顕微鏡観察も行った。同定は形態的特徴および現生標本との対比で行い、結果は同定レベ

ルによって科、属、節、種の階級で示した。

(2)結果

1)分類群

樹木 7、 草本28の計35が同定された。学名、和名および粒数を表 1に示し、主要な分類群を写真に示す。

以下に同定根拠となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

・クワ属 Morus 種子 クワ科

茶褐色で広倒卵形を呈し、基郡に突起がある。表面は粗い。長さ1.611m、 幅1.411m。

・ナシ Pyrus果実 バラ科

黒褐色で球形を呈し、一端が突出している。表面は粗い。長さ7.7～ 8.3mln、 幅5.8～ 8,311m。

・サクラ属サクラ節 Prunys scci PseucFocerasus核  バラ科

黄褐色で精円形を呈し、下端が大きくくぼむ。側面に縫合線が走る。表面はやや粗い。長さ6,8nlm、 幅5,7

nlm。

・キイテゴ属 Rubys 核 バラ科

淡褐色でいびつな半円形を呈す。表面には大きな網目模様がある。長さ2.2～ 2.5nlm、 幅1.3～ 1.4nln。

・ウルシ属 Rhus 種子 ウルシ科

茶褐色で楕円形を呈す。表面には微細な縦方向の模様がある。断面は偏平である。長さ4.2mm、 幅3.311m。
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・マタタビ属 ActtnfJFa 種子 マタタビ科

茶褐色で楕円形を呈す。表面には規則的に並ぶ孔がある。長さ1.8～ 2.5alm、 幅 1.3～ 1.5mm。

・カキノキ属 DF∝冽π∝ 種子 カキノキ科

破片である。茶褐色を呈し、表面には光沢がある。

〔草本〕

。イネ Oryza sa伊 距 L.穎  イネ科

茶褐色で偏平楕円形を呈し、下端に枝梗が残る。表面には微細な顆粒状突起がある。長さ6.2～ 7.Omm、 幅

3.3ハV3.7mm。

・アワ ScttrFa=観 ica BcauИ 穎 イネ科

茶褐色で楕円形を呈 し、表面には横方向の微細な隆起がある。長さ2.5～ 2,7mm、 幅 1.4～ 1.541m。

・ ヒエ Echれ OcttOa vtFFFs OhB7i et Yabuno穎  イネ科

黄褐色～茶褐色で楕円形を呈 し、表面には微細な縦方向の模様がある。長さ3.0～ 3.7mm、 幅 1.5～ 2.OIlm。

内穎の長細胞の側壁が深 く切れ込み、側枝が長い。

・ホタルイ属 Scittus果実 カヤツリグサ科

黒褐色で、やや光沢がある。広倒卵形を呈 し、基部に針状の付属物がある。断面は両凸レンズ形である。

表面には横方向の微細な隆起がある。長さ2.1～ 2.3mm、 幅1.8～ 1.9mm。

・カヤツリグサ科A・ B・ C・ D Cyperaceae A・ BoC・ D 果実

Aは黄褐色で広倒卵形を呈す。断面形は片凸レンズ状である。基部に針状の付属物を持つ。長さ2.0～ 2.1

tlm、 幅 1.5nlm。

Bは黒褐色で、やや光沢がある。倒卵形を呈 し、断面は片凸レンズ形である。長さ2.3～ 2.411m、 幅 1.4～

1.5mm。

Cは茶褐色で倒卵形を呈す。断面は偏平である。長さ1.6～ 1.7mm、 幅1.1～ 1.2mm

Dは黒褐色で倒卵形を呈す。断面は偏平である。長さ1.2～ 1.5111m、 幅0.8～ 0.9mm。

・イボクサ Andイ餌隠 κclsaた Hassk.種子  ツユクサ科

黒褐色～黒色で楕円形を呈す。片面に一文字状のへそがあり、側面にくぼんだ発芽孔がある。長さ3.4～

3.8mm、  晰ヨ1.8-2.Omm。

・ コナギ  M"ο chοtta、石と彊チFnaオs Presl var,planiaghea Sollns一 Laub. 種子

ミズアオイ科

淡褐色で精円形である。表面には縦方向に 8～ 10本程度の隆起があり、その間 には横方向に微細な隆

線がある。種皮は薄く、半透明である。長さ1.0～ 1.lmm、 幅0.4～ 0.5mm。

・タデ属A・ B・ C R力 1部rュ Lrm A・ B,C 果実 タデ科

タデ属Aは黒褐色でやや光沢があり、卵形を呈す。基部に突起を持ち、断面は三角形である。長さ2.6～

2.8mm、  市目1.3-1.5mm。

タデ属Bは黒褐色で卵形を呈し、基部に突起を持つ。表面には網目模様があり、断面は両凸レンズ形であ

る。長さ2.2～ 2.4mm、 幅1.5～ 1,7mm。

タデ属Cは黒褐色で卵形を呈し、先端がややとがる。断面は両凸レンズ形である。長さ2.4～ 2.5mm、 幅

1.8ハΨl.9mm。
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・ギシギシ属 Rumex 果実 タデ科

黒褐色で先端がとがる卵形を呈す。断面は三角形である。長さ2.2～ 2.3alm、 幅1,3～ 1.4mm。

・アカザ属 αそnOpοJium 種子 アカザ科

黒色で光沢が り、円形を呈す。中央にくばんだヘソがあり、ヘソから周縁まで浅い溝がはしる。径 1,0～

1.lllm。

・ヒユ属 Anaaranhys 種子 ヒユ科

黒色で光沢がある。円形を呈し、一ケ所が切れ込みヘソがある。断面は両凸 レンズ形である。径 1.2～ 1,3

・ナデシコ科 A・ B Caryophyllaceae A・B 種子

Aは黒色で円形を呈し、一端がくびれてヘソがある。表面には小突起が密に分布する。径0,9～ 1.lmm。

Bは黒色で円形を呈 し、一端がくびれてヘソがある。表面には小突起が密に分布する。径 1.3mmo Aよ り

も小突起が大きい。

・ヘビイテゴ属―オランダイチゴ属―キジムシロ属

DLTCraesnea―F電征ia Potenttμ 種子 バラ科

黄褐色で腎臓形を呈す。表面はやや粗い。長さ1.lmm、 幅0.6mm。

・カタバミ属 OXa施 種子 力タバミ科

茶褐色で楕円形を呈し、上端がとがる。両面には横方向に6～ 8本の隆起が走る。長さ1.4～ 1.5nln4、 幅

0.8-0。 9mm。

・エゴマ 発 rilla Fruttscens Britton var.japonica Hara 果実 シソ科

茶褐色で球形を呈し、下端はわずかに突出する。表面に大きい網目模様がある。径2.0～ 2.4mm。 径2,Omm

以上をエゴマとし、2.Onlm以下をシソ属とした。

・シソ属 PerilFa 果実 シソ科

茶褐色で球形を呈し、下端にヘソがある。表面には大きい網目模様がある。径1.5～ 1.8mm。 破片で径が不

明なものはすべてシソ属 (P領迅あ の破片とした。

・ナス SoFaravra rneFongena L.種子 ナス科

茶褐色～黄褐色で円形を呈し、一端にくぽみがある。表面には不規則で微細な網目模様がある。断面は偏

平である。径3.2～ 3,711m。 径が3.Omm以上と大きく、現生ナスの種子を酸処理したら網状構造が一致したの

で、ナスと同定した。

・ナス科A・ B Solanaceae A・B 種子

Aは黄褐色で円形を呈す。表面には網目模様がある。径1.8～ 2.2mm。

Bは黄褐色で精円形を呈す。表面には網目模様がある。長さ1.7～ 1.811m、 幅1.2～ 1.3mm。

・ゴマ Sesan9umれ dicutt L.種子 ゴマ科

黄褐色～茶褐色で楕円形を呈し、一端がややとがる。表面には微細な網目模様がある。長さ2.7～ 3.Omm、

幅1.6～ 1.9alm。

。ウリ類 Cucur22お rnc′OL.種子 ウリ科

淡褐色～黄褐色で長楕円形を呈す。上端は「ハ」字状にくぼむ。

19区 1号土坑最下層出土種子で計測可能なものは 1個体で、7.2mmであった。

19区 1号土坑出土種子で計測可能なものは4個体で、6.8mm、 7.211m、 7.2mm、 7.2mmであった。
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19区 2号土坑出土種子で計測可能なものは 6個体で、 6.6nlm、 6.911m、 7,lnlm、 7.311m、 7.8mm、 8.2mmで あっ

た。

・メナモミ Siegesbeckla pubttceras Makino 果実  キク科

黒色で倒卵形を呈 し、上端は切形で、下端は細 く曲る。表面は粗 く、断面はひし形である。長さ3.lmll、

噸三1.6mm。

2)1号 土坑

SY47便 1、 SY47便-3は ヒエ、イネ、シソ属が多 く、エゴマ、ナス、ウリ類が検出される。樹木の種実

ではキイチゴ属、マタタビなどが検出された。他に食用や薬用となる植物 としては、草本種実ではアカザ属、

ヒユ属、アワ、ゴマ、樹木種実ではクワ属、ナシ属、サクラ節、カキノキ属が検出されている。

3)2号 土坑

SY47便 2は ヒユ属が極めて多く、ナス科、タデ属、ヒエ、ウリ類、イネが検出される。

6.考察

1)トイレ遺構の可能性

寄生虫卵分析において、SY47便 1で試料 (堆積物)l cm3中 におよそ70,000個、SY47便 3で9,000個 以

上に達する量の寄生虫卵が検出されたように、 1号土坑では高密度である。SY47便 -2では1,000個 に満た

ず、寄生虫卵密度は低い。花粉分析では、 1号土坑のSY47便 1、 SY47便 3でイネ属型を含むイネ科、ア

ブラナ科の出現率が高く、ソバ属などの明らかに食用となる植物の花粉が多い。 2号土坑のSY47便 2は ヒ

ユ属、カラハナソウ属、アブラナ科、ヨモギ属が多く、食用となる植物は含まれているもののやや少ない。

種実同定では、 1号土坑SY47便 1、 SY47便 3で ヒエ、イネ、シソ属、エゴマ、ナス、ウリ類の食用とな

る栽培植物の種実が多く、樹木種実もキイテゴ属、マタタビ、クワ属、ナシ属、サクラ節、カキノキ属の食

べられるもので占められる。2号土坑ではヒエ、ウリ類、イネの明らかに食用となる種実が検出されている。

なお、ヒユ属が多く検出されたがこれは積極的に食用とさりたとは考えにくい。

以上からみて、 1号土坑の堆積物 (SY47便 1、 SY47便-3)は明らかに糞便の堆積とみなされる。よっ

て、 1号土坑は トイレ遺構である蓋然性が高い。 2号土坑の堆積物 (SY47便 2)は糞便が含まれているも

のの少なく、遺構自体もトイレ遺構である蓋然性が低い。

2)食生活と薬用植物について

1号土坑 (SY47便 -1、 SY47便 3)では回虫卵、鞭虫卵が多い。回虫、鞭虫は一般的な定住農耕によっ

て蔓延的に感染し、花粉と種実とも多いイネ科の穀類や花粉で多いアブラナ科の野菜類が重要な感染源であ

つたと考えられる。肝吸虫卵からコイ科の淡水魚の摂食が、日本海裂頭条虫卵の検出からサケ、マスの摂食

が示唆されるがそれほど多くは食べられていなかったとみなされる◇草本花粉でイネ属型を含むイネ科、ア

ブラナ科の出現率が高く、種実で出現しているイネ、ヒエ、アワのイネ科の穀類とアブラナ科の野菜が多く

摂食されていたとみなされる。イネ、ヒエ、アワのイネ科の穀類は頴の中に花粉が多く残存するため、脱穀

後にも含まれていたものが反映されたとみなされ、ソバ属も同様と考えられる。種実からは穀類のほかにエ

ゴマ、シソ属、ウリ類などが摂食され、クワ属、ナシ属、サクラ節、キイチゴ属、マタタビ、カキノキ属な

どのビタミン豊富な果樹の摂食が示唆される。

SY47便 3で花粉の出現率のやや高いセンブリ属―ツルリンドウ属―リンドウ属には薬用となるセンブリ

Swertia japonica Makinoが含まれる。全草を用いるため充分に花粉が反映されると考えられ、センブリが
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胃薬として用いられていたことが示唆される。

以上、 1号土坑 (SY47便 1、 SY47便-3)の分析か らは、イネ、ヒエ、アワのイネ科の穀類 とアブラナ

科の野菜がよく食べ られ、ソバ、エゴマ、シソ属、ウリ類の畑作物、クワ属、ナシ属、サクラ節、キイチゴ

属、マタタビ、カキノキ属の果物およびコイ科の淡水魚、サケ 。マス類が摂食されていたことが示唆される。
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表 2 志羅山遺跡47次調査における寄生虫卵分析結果

分 類 群    (試 料0.lcc中 )      1号 土坑        2号 土坑

学 名 和 名 SY47便 l    SY47便-3    SY47便 -2

Helminh eggs          寄生虫卵

Ascα′ラd                        回虫卵                   2643         355           48

Tr,cん ,rJs                     鞭虫卵                  4519         581          11

αοれοrcttd d力θれs,3        肝吸虫

'F           28Dヵヵ″οサん河″脇崩んο乃乃α,9,sc    日本海裂頭条虫卵                       2
7190         936           61

(試料 l cc中 に算定)    71900     9360      610
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表 3 志羅山遺跡47次調査における花粉分析結果

分 類 群 1号土坑 2号土坑

学名 不日4ζ SY47便-l  SY47便…3  SY47便-2

Arboreal pollen

P,れ,ss,bg9れ .Dヵ Jαり〃οれ

Cηp力翻9r,α」,pοttca

Pterocαりα′ん0'わど
'αAどれ,s

B9サ秘Jα

CO句/J,3

Cαrpウれ,s‐ Osιりα′OpOれ
'cαCα sサαれθα cぉθれαια‐Cαsιαれψ s,s

Яeg″d

O,9rCttS Sttbg9れ ,L?p'αοbαJαれ,s

た sc,ど ,sォ認rbJηαサα

2〃α9agn,s

Oleaceae

Cttιんra/bα′bウれ9′υJs

樹木花粉

マツ属複維管束亜属

スギ

サワグルミ

ハンノキ属

カバノキ属

ハシバミ属

クマシデ属―アサダ

クリーシイ属

ブナ属

ヨナラ属コナラ亜属

トチノキ

グミ属

モクセイ科

リョウブ

1

4

3

1

4

5

3

2

1

1

1

1

6

1

2

11

2

1

2

3

4

2

16

1

2

ArbOreal・ Nonarboreal pollen

Legunlinosac

Araliaceae

樹木・草本花粉

マメ科

ウコギ科

Nonarboreal pollen

GraHllneac

Oっ先zα ttθ

Cyperaceac

π秘
"フ

′ws

PO却部 れ,ps?c'乃お

'Cα

ttα

ЛOgリノr"駒

Chenopodiaceac

Amaranthaceae

Caryophyllaceae

■α,レれcttι,s

Cruclferac

umbeniferae

S″9崩 α‐Trヵ力 rOSp9r翻
"駒

-6修虎ι,αれα

Labiatae

P,αれサago

Lactucoideac

Asteroideae

れ 乃サん,,肋

草本花粉

イネ科

イネ属型

カヤツリグサ科

カラハナソウ属

タデ属サナエタデ節

ソバ属

アカザ科

ヒユ科

ナデシヨ科

キンポウゲ属

アブラナ科

セリ科

センブリ属―ツルリンドウ属
一リンドウ属

シソ科

オオバコ属

タンポポ亜科

キク亜科

オナモミ属

ヨモギ属Ar姥 コ宅ラGια

200

133

3

11

2

1

6

1

75

149

62

6

9

8

3

2

211

133

120

18

14

58

5

4
272

2

47

2

3

3

5

1

3

3

63

1

16 13

Fern spore

�lonolate type spOre

Tttlate type spore

シダ植物胞子

単条溝胞子

三条溝胞子

2

2

6

4

10

12

Arboreal pollen

ArbOreal・ Nonarboreal pollen

Nonarboreal pollen

Total pollen

Unknown pollen

Fern spore

樹木花粉

樹木・草本花粉

草本花粉

花粉総数

(試料 l cc中 に算定)

未同定花粉

シダ植物胞子

15

3

449
467

26152
3

4

21

0

596

617
22212

3

10

46

0

623

669

87464

3

22
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表 4 志羅山遺跡47次調査における種実同定結果

分 類 群 (100cc中 ) 1号土坑 2号土坑

学名 和名 部位 SY47便-l SY47便 -3 SY47便 -2

arbor

3ぢοr,s

み r務

Pr,ヵ ,s s9θ∴Ps9ヵ湧οθ9ras,s

n,b,s

Rん,s

Acサウれ,'テα

herb

Oりzα sαιラυα L.

S9施万αラれα力cα B9α ttυ .

2c・ん,乃οcん 7οα秘力J,3

0h� et Yabuno

Sc力P,s
Cyperaceae A

Cyperaceae B

Cyperaceac C

Cyperaceae D

Aれ9,J9胞α力9,sα乃,7αss乃 .

3ぢοれooんο′,α υqg′れ,テd Pr9sJ

υαA P′αれねgテれ9α SOJtts Lαヵb.

PO婚ゃ れ
"駒

A
POttgοれ,腕 B
POttpp"れ C
R,れ餌

Cん9んopοαウヵ翻

Attαraれ脆″d

Caryophyllaceac A

Caryophyllaceae B

D,o,修 sれぞα―rⅥ%pttα‐Po力刀サ,′,α

O"αJ,s

虎 河″α″ ,力SC9ィ悶 Bttιね 乃

υαれJCPOれιCα 』イα′α

乃 万ιJα

Sο,αれ,れ れ9Jο ttg?れαL.

Solanaceae A

Solanaceac B

S9sα刀ゥ秘刀っテ聰訪 ど
"阿

ゥL.

C,c"脇,sれ9Jο L.

S均実3b90乃

'ap秘
う9scを乃s勁「αカウれο

樹木

クワ属

ナシ属

サクラ属サクラ節

キイチゴ属

ウルシ属

マタタビ属

種子

種子

核

核

種子

種子

2

1

2

1

3

1D彦∝砂rod             カキノキ属        種子

草本

イネ

アワ

ヒエ

ホタルイ属

カヤツリグサ科A
カヤツリグサ科B
カヤツリグサ科C
カヤツリグサ科D
イボクサ

ヨナギ

タデ属A
タデ属B
タデ属C
ギシギシ属

アカザ属

ヒユ属

ナデシコ科A
ナデシヨ科B
ヘビイテゴ属―オランダイチゴ属

―キジムシロ属

カタバミ属

エゴマ

シソ属

ナス

ナス科A
ナス科B
ゴマ

ウリ類

メナモミ

穎

破片

穎

穎

破片

果実

果実

果実

果実

果実

種子

種子

果実

果実

果実

果実

種子

種子

種子

種子

果実

破片

種子

種子

種子

種子

種子

果実

34

28

8

262

74

8

2

4

3

9

2

1

5

11

2

2

10

3

1

1

40

21

22

10

4

3

2

2

12

2

11

3

13

6

14

3

110

6

６

９

２

２

４

６

6

2

1

3

10

5

1

子

子

実

種

種

果

1

47

40

85

2

3

1

2

4

Unknown 不 明
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ア プ ラ ナ 科

キ ン ポ ウ ゲ 属

ナ デ シ ヨ 科

と ユ 科

ア カ ザ 科
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カ ラ ハ ナ ツ ウ 属

カ ヤ ツ リ グ サ 科
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ハ シ バ ミ 属

カ バ ノ キ 属

ハ ン ノ キ 属

サ フ グ ル ミ
ス ギ

マ ツ 属 複 維 管 束 亜 属

シ ダ 植 物 胞 子

カ ヤ ツ リ グ サ 科 Ｂ 桑 案
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|||||●|||■●■■|
クワ属種子(SY47便 -3)

-0 5rnm

2aサクラ属サクエア節核 (SY47便 -1)2b同 左

-0.51nm

||■‐■■■
=■

■●■■|●■|■■

3キイテゴ属核(SY47便 -1)

-0.5rnm

4ウルシ属種子 (SY47便 -1)

-0.5rnm

8ヒエ類 (SY47便 -1)
‐‐‐‐-0.5mm

マタタビ属種子(SY47便 -1)

-0.5rnm

9イ ボクサ種子(SY47便 -1)
‐‐‐‐-05mm

12ミ ソ属果実 (SY47便 -1)

-0.5rnm

13ナス科A種子 (SY47便 -1)
Hロロ‐-0.5mm

14ゴマ種子 (SY47便 -1)

-0.5rnm

7イ ネ類 (SY47便 -1)

-0.5rnm

11エゴマ果実 (SY47便 -1)

-0.5rnm

15ウ リ類種子 (SY47便 -1)
‐‐‐‐

“ 0.5mm
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静ゞ|

滅 ぅ錢
10ナデシヨ科

!笠 Ⅲォ■
=―

'
撃|= ゼ

ー
■■ 1'●遠・.1

'| 
|`      ,|■

11ア ブラナ科

14キク亜科

45μ m

志羅山遺跡47次調査の寄生虫卵・花粉・胞子遺体

葦養離

爾

12シソ科

騒
婚・凛一・れ，　凍， 装一安

鵡
．
れ
3 日本海裂頭条虫卵

望
‐

沖  |を転 ‐

5ヨナラ属ヨナラ亜属

9ア カザ科―ヒユ科

13.セ ンブリ属―ツルリンド
ウ属一論道属

線奮議れ，ｔ

一粋一蘊
禅一一

タデ属サナエタデ飾

15セ ンブリ属―ツルリンドウ属―リンドウ属の集塊
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(2)志羅山遺跡第47次調査出土材樹種同定報告書
高橋利彦 (木工舎 「ゆい」)

1.試料

試料は血 1～ 10の 10点である。試料はいずれも柱材とみられ、配 7は 12世紀のものとされる13区 1号掘

立柱建物跡 (検出遺構は14区 P10)か ら、その他の 9点は12世紀 ?か中近世 ?の ものとされる柱穴状小穴

から検出された (表 1参照)。

2.方法

剃刀の刃を用いて試料の木口・柾目・板目の 3面の徒手切片を作製、ガム・クロラール (Gum Chloral)

で封入し、生物顕微鏡で観察・同定した。同時に顕微鏡写真区版 (図版 1)も作製した。なお作製したプレ

パラー トはすべて木工舎 「ゆい」に保管されている。

3.結果

試料は以下の3Taxa(分類群。ここでは節・種の異なった階級の分類単位を総称している)に同定され

た。試料の主な解剖学的特徴や現生種の一般的な性質は次のようなものである。なお、各TaxOnの 科名・

学名 。和名およびその配列は 「日本の野生植物 木本 I・ Ⅱ」 (1989)イこしたがった。また、一般的性質な

どについては「木の事典 第 1巻～第17巻」 (1979～ 1982)も 参考にした。

・アサダ (Ostrya japonica) カバノキ科 配 9

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2～ 4個が複合、横断面では精円形、管壁は薄い。道管は単穿孔

をもち、内壁にらせん肥厚が認められる。壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性Ⅲ型、 1～ 2細胞幅、

1～ 15細胞高。柔組織は短接線状。年輪界はやや不明瞭。

アサダは北海道 (中南部)。 本州・四国 。九州に分布する落棄高木である。材は重硬で、割裂性は小さく、

加工は困難である。器具・家具・機械・建築材などに用いられ、強度を必要とする用途に適している。

・コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種 (Quercus subgen.QuercuS Sect.Prinus sp.)ブ ナ科 h7

環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列する。大道管は

横断面では楕円形～円形、小道管は管壁は薄く、横断面では多角形、ともに単独。単穿孔をもち、壁孔は交

互状に配列、放射組織との間では柵状～網目状となる。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複

合組織よりなる。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。

コナラ節はヨナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で果実 (いわゆるドングリ)が 1年目に熟するグループで、カ

シワ (Quercus dentata)。 ミズナラ (Q.crispula)・ コナラ (Q.sernata)。 ナラガシワ (Q.aliena)

といくつかの変・品種を含む。ミズナラ・カシワ・コナラは北海道 。本州・四国 。九州に、ナラガシワは本

州 (岩手・秋田県以南)。 四国 。九州に分布する。このうち平野部で普通に見られるのはコナラである。コ

ナラは樹高20mになる高木で、古くから薪炭材として利用され、植栽されることも多かつた。材は重硬で、

加工は困難、器具・機械・樽材などの用途が知られ、薪炭材としてはクヌギ (Q.acuissima)イこ次ぐ優良

材である。
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・クリ (Castanea crenatD ブナ科 血1,2,3,4,5,6,8,10.

環孔材で孔圏部は 1～ 4列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち漸滅しながら火炎状に配列する。大道

管は単独、横断面では円形～楕円形、小道管は単独および 2～ 3個が斜～放射方向に複合、横断面では角張

つた精円形～多角形。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵状～網目状となる。

放射組織は同性、単 (～ 2)列、 1～ 15細胞高。柔組織は周囲状および短節線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部・本州・四国・九州の山野に自生し、また植栽される落棄高木である。材はやや重硬

で、強度は大きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高い。土木・建築・器具・家具・薪炭材、精木や海苔

粗柔などの用途が知られている。

以上の同定結果を検出遺構と推定される所属年代とともに一覧表で示す (表 1)。

用材は強度が大きく耐朽性に優れるクリを主にしたもので、掘立柱としては最適なものといえよう。なお、

同様にクリを主とした用例は隣接する泉屋遺跡第11次 。第13次調査 (既報)および泉屋遺跡第15次調査

(別稿)でも得られる。

表 1 志羅山遺跡第47次調査出土柱材の樹種

試料番号 検出遺構 所属年代 名種

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

10区 P3
10区 P5
10区 P8
■ 区P47
11区 P57
12区 P9
14区 P10
15区 P6
15区 P10
15区 P15

中近世 ?

中近世 ?

中近世 ?

中近世 ?

中近世 ?

中近世 ?

12世紀

12世紀 ?

12世紀 ?

12世紀 ?

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

クリ

アサダ

クリ

引用文献

平井 信二 1979～1982 「木の辞典 第 1巻～第17巻」,かなえ書房.

佐竹 義輔 。原 寛・亘理 俊次・冨成 忠夫 (編)1989 「日本の野生植物 木本 I・ Ⅱ」,平凡社,321・ 305pp.
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a:木 口×40 b:柾 目×100 c:板 目×100

樹木の肥大生長方向は木口では画面下から上、柾日では左から右

図版 1 1 アサダ (N199)2 コナ ラ属ヨナ ラ亜属 コナラ節の一種 (No,7)3,ク リ (配 8)
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(3)平泉町志羅山遺跡出土鉄滓等の分析 。調査

川鉄テクノリサーチ株式会社分析・評価センター

岡原 正明 。伊藤 俊治

1.は じめに

(財)岩手文化振興事業団・埋蔵文化財センター殿が発掘調査されました、平泉町志羅山遺跡から出土し

た鉄滓について、学術的な記録と今後の調査のための一環として化学成分分析を含む自然科学的観点での調

査のご依頼がありました。

調査の観点として、①製鉄原料の推定、②製鉄工程上の位置づけ、③観察上の特記事項など、を中心に調

査をいたしました。

その結果についてご報告いたします。

2.調査項目および試験・検査方法

(1)調査項目

試料

に

試 料

の

性 格

出 土

遺 構

血

着 磁

力

重 量

g

成分

分析

組織

写真

X線

回折

外観

写真

SY l
精錬

鉄津

SY47 1号

鍛冶関連遺構

中 206.8 前O

後O

○

　

○

○ ○

SY 2
精錬

鉄津

SY47 1号

鍛冶関連遺構

やや

目]

602.5 ○ ○ ○ ○

SY 3
鍛造

剥片

SY47  11弓

鍛冶関連遺構

強 20.1 ○ ○

　

○

○ ○

SY 4
製錬

鉄津

SY47  12区

下の水田土

上・弱

底 。中

365.8 ○ ○ ○ ○

SY-5
粒状滓

(湯玉)

SY47 1号

鍛冶関連遺構

やや

強

９
９ ○ ○ ○ ○

資料の性格は分析・調査の結果に基づき記入しました。
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(2)重量計測と着磁度調査

計重は電子天秤を使用して行い、小数点 1位で四捨五入してあります。また着磁力調査については、直径

30mm・ 1300ガウス (0.13 テスラ)の リング状フェライ ト磁石を使用し、官能検査により「強・やや強・

中・やや弱・弱」の 5ラ ンクで個別調査結果の文中に表示しました。

(3)外観の観察と写真撮影

上記各種試験用試料を採取する前に、試料の両面をmm単位まであるスケールを同時写し込みで撮影しまし

た。

(4)化学成分分析

化学成分分析 」ISの分析法に準じて行いました。分析方法および分析結果は12頁の一覧表に示してあ

りますので、ご参照下さい。

この調査は化学成分を知ることで鉄を作るために使用した原料の推定と、生産工程のどの部分で発生した

鉄滓かの判断用データを得るために行いました。

分析は、鉄津、鍛造剥片とも18項目行いました。

(5)顕微鏡組織写真

試料の一部を切り出し樹脂に埋め込み、細かい研磨剤などで研磨 (鏡面仕上)し ます。その後、顕微鏡で

観察しながら代表的な断面組織を拡大して写真撮影し、製鉄・鍛冶過程での状況を明らかにします。原則と

して100倍 と400倍で撮影します。

(6)X線回折測定

試料を粉砕して板状に成形し、X線を照射すると、試料に含まれている化合物の結晶の種類に応じて、そ

れぞれの固有の反射 (回折)されたX線が検出されることを利用して、試料中の未知の化合物を観察 。同定

するものです。

多くの種類の結晶についての標準データが整備されており、ほとんどの化合物が同定されます。装置の使

用や測定条件、測定結果は20頁以降に添付してあります。

3.調査および考察結果

次に調査および考察結果を述べます。

(1)試料血SY l 鉄滓

長さ110mm幅 651111高 さ45almで 全体が水酸化鉄に覆われた牡llB殻状に二段形成された椀形を呈する資料で

ある。黒色で発泡し上部が窪んだ塊である。着磁力は中程度、メタルチェッカーによる残存金属の反応はな

い。重量は206.8gで ある。分析・調査は「前後」二段とも行う。「前」は最初に形成された下部の滓、「後」

は上部にある滓である。

試料配SY l前

化学成分分析の結果、全鉄 (T.Fe)は 40。4%とやや少なく酸化第一鉄 (ウスタイ ト:Feo)は 25.4%で あ

り、酸化第二鉄 (ヘマタイ ト:Fe203)は 29.3%で相対的にやや高い値であった。結合水 (CoW。)が2.53%
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とやや高く、Fe203の 一部がオキシ水酸化鉄 (ゲーサイ ト等 :FeOOH)に なっているものと推定される。

所謂、造滓成分 (Si02+A1203+CaOttMgO)と 呼ばれる鉱物質部分が37.3%とやや多く、テタニウム (酸

化チタニウムで表示 :Ti02)の 量は0.36%、 バナジウム (V)の値は0,007%で あり少ない。砂鉄にはチタ

ニウムとバナジウムが多く含まれ、これらの元素は製錬や鍛冶加工の過程で鉄滓のほうに移行してくる。鉄

源が鉱石の場合にはこれらの元素含有量は非常に少なくなり、通常銅 (Cu)等の元素の含有量が多くなる。

金属顕微鏡による滓断面の観察で、滓の中には丸い気泡が観察されるが、白い繭型のウスタイ トの結晶と

灰自色のゲーサイ トおよび灰色短冊状のファイヤライ ト (鉄 と珪素の酸化化合物 :Fe2Si04)の 結晶が認め

られる。

X線回折の結果によると、ウスタイ トに加えマグネタイ ト (四二酸化鉄 :Fe304)の強いピークが観察さ

れる。ファイヤライ トの他シリカ (石英やクリス トバライ ト:Si02)や 鉱物質化合物の存在が認められる。

以上の結果を総合すると、この試料は砂鉄を鉄源とする精錬津と考えられる。

試料血SY l後

化学成分分析の結果、T.Feは41.9%とやや少なくFcOは 31.0%で あり、Fe203は 24.8%でやや高い値であ

った。C.W。が2.46%とやや高くFe203の 一部がオキシ水酸化鉄に変化しているものと推定される。造滓成分

は34.6%とやや多く、チタニウムの量は0。27%バナジウムの値は0.009%でありやや少ない。化学成分分析

で得られた値は 「試料血SY l前」の値と近似しており、鉄滓の形状から2回の異なった大鍛冶で形成され

た滓の積み重なりとも推定されたが、同一の鍛冶加工で生成された可能性も考えられる。

顕微鏡による滓断面の観察結果も「試料配SY l前」の場合とほぼ同じで、津の中には丸い気泡が観察さ

れるが、白い繭型のウスタイ トの結晶と灰自色のゲーサイ トおよび不明瞭ではあるがファイヤライ トの結晶

が認められる。

X線回折の結果によると、精錬工程の進行に伴つて次第に多くなるウスタイ トおよびマグネタイ トの強い

ピークが観察される。ファイヤライ トの存在は認められなかったが鉱物質化合物の存在が認められる。

以上の結果を総合し形状を加味すると、この試料は砂鉄を鉄源とする精錬椀形滓と考えられる。

(2)試料msY-2 鉄滓

長さ120alm幅 8041m高 さ60Hlmで黄土色の水酸化鉄が固着した大きな塊である。植物繊維痕や鉱物の噛み込

んだ状況が観察され、二段階に形成されたようにも思われる。着磁力はやや弱く、メタルチェッカーによる

残存金属の反応はない。重量は602.5gで ある。

化学成分分析の結果、T,Feは 55。 1%とやや多くFeOは44.0%であり、Fe203は 29.8%で あった。C,W.が

2.94%とやや高く、Fe203の一部がオキシ水酸化鉄に変化しているものと推定される。造滓成分は21.4%と

やや少なく、テタニウムの量は0.39%バナジウムの値は0.026%で あり少ない。

津断面の顕微鏡による観察では、美しい白い繭型のウスタイ トの結晶が存在し精錬が進行した滓であるこ

とが判る。また、灰白色のゲーサイ トも認められる。

X線回折の結果によると、ウスタイ トの強いピークが観察されマグネタイ トのピークも認められる。この

他ファイヤライ トや鉱物質化合物の存在が認められる。

以上の結果を総合し形状を加味すると、この試料は砂鉄を鉄源とする精錬椀形滓と考えられる。
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(3)試料睫SY 3 鍛造剥片

剥片は肉厚のものから薄片のものまで種々混合してお り、磁選によって収集された様子の資料である。着

磁力は強いが、メタルチェッカーによる残存金属の反応はない。重量は20。lgである。

化学成分分析の結果、ToFeの値は68.4%と非常に高くFeOも 48,3%と 高い。またFe203は43.9%で あるが、

C.W.が 0.86%と 低いのでオキシ水酸化鉄の量は少ないものと推定される。造津成分は6.33%と 組めて少な

く、チタニウムの量は0.11%バナジウムの値は0.005%で あり共に少ない。

偏平な滓断面の顕微鏡観察によると、その厚さは少なくとも0.2nlm以上あり白い繭型のウスタイ トの結晶

が存在 している。

X線回折の結果によると、ウスタイ トとマグネタイ トの強いピークが観察されるほか、ファイヤライ ト、

ヘマタイ トや鉱物質化合物の存在が認められる。

以上の結果を総合すると、この試料は砂鉄を鉄源とする鍛造剥片と考えられる。

(4)試料血SY-4 鉄滓

直径90mm厚さ50nlmで二段形成された椀形を呈し、水酸化鉄に覆われた塊である。底部に木炭の噛み込み

と火床材の付着が観察される。上部中央が窪んだ塊でヒビ割れがある。着磁力は底部が中程度、上部は弱い。

メタルチェッカーによる残存金属の反応はない。重量は365.8gで ある。分析・調査は下段について行う。

化学成分分析の結果、T.Feの 値は26,0%と非常に低くFeOも 23.9%と低い。またFe203は 10・ 5%、 CoW。は

0.62%であった。一方、造滓成分は61.3%と 極めて多い。チタニウムの量は0.69%バナジウムの値は

0.007%で あった。

津断面の顕微鏡観察で、ウスタイ トやマグネタイ トの結晶は全く認められない。一面に短冊様にファイヤ

ライ ト結晶が存在し、その間をガラス質の鉱物物質が埋めている。組織観察では製錬の初期の滓と見受けら

れる。

X線回折の結果によると、マグネタイ トのピークや弱いウスタイ トのピークが観察されるほか、ファィヤ

ライ トとシリカや鉱物質化合物の存在が認められる。

この試料は津の断面組織、化学成分分析結果およびX線回折の結果からは砂鉄を鉄源とする製錬滓と考え

られる。しかし、本炭の噛み込みと火床材の付着、椀形の形状からは精錬津とも見受けられる。ここでは滓

組織、成分の検討結果を重視して製錬滓に分類する。炉内滓ではなくおそらく鉄塊を取出す過程で剥落した

製錬滓の部分が残ったものであろう。

(5)試料配SY-5 粒状滓

直径 l nlm～ 6 mmの 中空の状態のものもある粒状津 (腸玉)である。着磁力はやや強く、メタルチェッカー

による残存金属の反応はない。重量は1.2gで ある。

化学成分分析の結果、T,Feの 値は73.1%と極めて高い。FeOやFe203は試料が少なく残念ながら分析でき

なかった。一方、造津成分は2.99%と極めて少ない。チタニウムの量は0。 17%バナジウムの値は0.018%で

あった。

津断面の顕微鏡観察によると、津は主として一面ウスタイ トの結晶で構成されている状態が判り、鍛錬鍛

冶の粒状滓の典型的な組織を示している。

X線回折の結果でも、ウスタイ トとマグネタイ トのピークのみが観察され、粒状津中の鉱物質化合物など
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の不純物は非常に少なく検出されない。また、粒状滓の中には金属鉄の存在を示すピークも検出されている。

以上の結果を総合すると、この試料はおそらく砂鉄を鉄源として作成された鉄を鍛冶加工する過程で発生

した粒状滓 (湯玉)と考えられる。

4.ま とめ

(1)鉄滓の鉄源は砂鉄と推定される。

(2)試料睫SY-1～SY-5の鉄滓には、製錬や精錬 (大鍛冶)あるいは鍛冶加工 (小鍛冶)過程の全て

の工程の滓が網羅されている。

(3)粒状滓 (湯玉)には金属鉄が検出された。ただし、組織写真では認められない。

(4)鉄滓の性格付は次のとおりである。

試料血SY-1 精錬椀形津 [大鍛冶滓]

試料配SY-2 精錬椀形滓 [大鍛冶滓]

試料配SY-3 鍛造剥片 [小鍛冶滓]

試料血SY-4 製錬津

試料睫SY-5 粒状津 (湯玉)[小鍛冶滓]

5.参考

(1)鉄滓の発生を鉄の生産工程から大きく分類すると、

①製錬滓   砂鉄や鉄鉱石を木炭等の炭素で還元して、酸素を取り除き、金属鉄を取 り出す時に発生

するもので、炉内滓や炉底津および炉外流出滓などがある。

②精錬鍛冶滓 ①で出来た鉄塊から、さらに不純物を取り出して加工しやすい状態の鉄素材 (鉄塊)に

(大鍛冶滓)する時に生成するもので、成分的には①の製錬津に近い。

③鍛錬鍛冶津 ②で出来た鉄素材や製品の鉄を加熱・鍛打して、鉄製品を作っていく過程で生成する鉄

(小鍛冶滓)滓で、その生成過程により椀型鍛冶滓、鍛造剥片や粒状鉄滓 (通称湯玉)等の形となる。

④鋳物滓   鉄を溶解し、鋳型に流し込んで鋳物を作る時に生成するもの。

等があります。

鉄は再加工 (いわゆるリサイクル)の可能な素材として利用できるので、鍛冶場には各所で新規に生産さ

れた鉄と同時にリサイクル品が持ち込まれてきた可能性もあると、考えるのが妥当であります。

素材である鉄や鉄塊がどこで生産されたものか、製鉄技術の進歩の状況はどうであったか等については、

特定製鉄遺跡に付随する鍛冶工房や、製品としての鉄器類の追跡調査と研究を進めて行く過程で更に解明出

来るものと思います。

(2)鉄の分析結果について

分析結果表に記載されている全鉄分 (Total Fe=T.Feと表示)の量と、その後に記載されている金属鉄

(M.Fe)、 酸化第一鉄 (FeO)および酸化第一鉄 (Fe203)と の関係を簡単に述べると、後者の二つは酸化鉄

(鉄 と酸素の化合物)を示しており、それらの中の鉄 (Fe)の 量と金属鉄 (M.Fe)の 量とを合計したものが

前者の全鉄分 (T.Fe)と なります。

したがつて、分析値を合計する場合には全鉄分を除外して集計する必要があります。
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また、酸化鉄にはこの他にもいろいろな形態をしたものがあり、鉄滓中の鉄の成分量を見る場合には、全

鉄分 (T.Fe)が重要になります。

なお、酸化鉄の他の化合物としては四二酸化鉄 (FeO・ Fe203=Fe304)が ありますが、化学成分分析か

ら直接含有量は求められません。

また、水分との接触が多い鉄器や鉄滓の場合、水分 (C,W。)と酸化第二鉄とが結合したオキシ水酸化鉄

(Fe203・ H20=2FeOOH)が一般的に認められます。その時の鉄銹の形態は、ゲーサイ ト [Goethitα  α―

FeOOH]、 アカゴナイ ト [Akagoniteiβ 一FeOOH]、 レピッドクロサイ ト [Lepidocrocite:γ ―FeOOH]の
3種類であり、生成環境や条件により変化します。

(3)鉄滓の化合物について

鉄滓を構成する化合物は一般に次のようなものであり、顕微鏡写真およびX線回折の結果によると、原則

としてこれらの存在がいずれかの組み合わせで認められます。なお、このほかにガラス質の化合物も存在し

ます。 :

Wustite(FeO)      白色の繭玉又は葡萄の房状の結晶

Fayttite(2FeO・ Si02) 短冊状やレース状の長い結晶

Magnettte(Fe304)    白色、多角盤状または樹枝状の結晶

Hematite(α  Fe203)   赤褐色～赤紫色

Maghemaitc(γ  fe203) 赤紫色～黒紫色

Ulvospinel(2FeO・ Ti02)淡褐色、角尖状～六角形状結晶

1lmenite(FeO・ Ti02)  褐色針状の長い結晶

Pseudobrookite(Fe203・ Ti02) 針状または板状結晶

Goehite (α ―FeOOH)   黄赤色、不定型

Akagonite (β ―FeOOH)   黄色、不定型

LepidOcrocite(γ ―FeOOH)   橙赤色、不定型

Hercynite(FeO・ A1203) ウスタイ ト中に多く析出。胡麻粒状

この他、石英 =ク オーツ (QuartziSi02)、 ルーサイ ト (Leucite:KAISi206)、 プラギオ レーゼ

[Plagioclase:(Na,Ca)(Al,Si)408]、  ドロマイ ト [DolomiteiCaMg(C03)2]等 の鉱物やガラス質のもの

があります。なお、色調は前記したものと若千異なる場合もあります。

ウスタイ ト

ファイヤライ ト

マグネタイ ト

ヘマタイ ト

マグヘマイ ト

ウルボスピネル

イルメナイ ト

シュー ドブルッカイ ト

ゲーサィ ト

アカゴナイ ト

レピッドクロサイ ト

ヘーシナイ ト
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「財」岩手県文化振興事業団 埋蔵文化財センター 御中 整理番号 :

1996年  2月 26日

川鉄テクノリサーチ株式会社
分析・評価センター

千葉事務所

〒260 千葉市中央区川崎町1番地
TEL 043-262-2313
FAX 043-266-7220

試験報告書

1.件名

X線回折による、平泉町志羅山遺跡出土鉄津の定性分析

2.試料記号

①血SYl F(前)②血SY-l B(後)③陥SY2 ④配SY-3 ⑤血SY4 ⑥血SY-5  合計 6本
3.測定装置

理学電気株式会社製ガイガーフレックス (RAD― ⅡA型 )

4.測定条件

① 使用X線 Co― Kα  (波長=1.79021A)

② Kβ 線吸収フイルター Fe

③ 菅電圧・菅電流 50KV・ 35■lA

④ スキャニング・スピード 2° /min.

⑤ サンプリング・インターバル 0.020°

⑥ DoS・ スリット 1

⑦  RoS・ スリット 0.3mm

③ S 。S・ スリット 1°

⑨ 検出器 シンチレーション・カウンター

5。 測定結果

同定された物質は、チャートに記入致しましたので、チャー トを御参照下さい。

6.測定者のコメント

●印のピークは、試料ホルダーからのものと思われます。
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47次調査 調査区

写真図版 3 10区 (1)

-139-

10区完掘状況 東→ 10区完掘状況 西→



1号溝断面南→ 2号溝断面南→

3号溝断面南→
3号溝断面北→

1号土坑 1号土坑断面

写真図版 4 10区 (2)

-140-

3号土坑断面

電義群
'|~ lr下

でiri・ I
1号掘立柱建物跡



東半完掘状況西→ 東半完掘状況東→

1号堀立柱建物跡P10断面

1号堀立柱建物跡P16断面 1号堀立柱建物跡P53と P54切 り合い

写真図版 5 11区 (1)

-141-

!



2号掘立柱建物跡 2号掘立柱建物跡P22断面

印
iす.i彗|

2号掘立柱建物跡P3断面 3号掘立柱建物跡

1号溝、P 切り合い

北面隅拡張部分完掘状況 4号溝、 P55切 り合い

写真図版 6 11区 (2)

-142-



11区 1号井戸跡

11区 2号掘立柱建物跡P3断面 11区 P47残柱

12区東側完掘状況

写真図版 7 11区 (3)・ 12区 (1)

一-143-―

12区 (中央)



12区中央部東より部分完掘状況

12区西側完掘状況西→ 12区西側調査区南壁土層断面

1号溝南→

写真図版 8 12区 (2)

-144-



12区 2号溝、3号溝 2号溝、3号溝断面

12区Pl断面

13区西半完掘状況東→ 13区東半完掘状況西→

写真図版 9 12区 (3)・ 13区 (1)

一-145-―



1号掘立柱建物跡 (東狽1)

瀬議転

l号掘立柱建物跡 (西側)

1号掘立柱建物跡柱穴(14区 12P)断面 l号掘立柱建物跡柱六(14区P10)断面

1号溝 (左)2号溝 (右 ) 1号溝、2号溝、P3断面

3号溝 (左)4号溝 (右 ) 3号溝断面

写真図版 10 13区 (2)

-146-



13区 4号溝 (塀跡)断面D― D
13区 4号溝 (塀跡)断面A― A′

13区 4号溝 (塀跡)断面 13区 1号土坑

14区完掘状況北→

写真図版 11 13区 (3)・ 14区 (1)

-147-



完掘状況東→

1号掘立柱建物跡 1号土坑断面

2号掘立柱建物跡 2号掘立柱建物跡
(15区検出部分)

写真図版 12 14区 (2)

一-148-―



14区 2号土坑 14区 3号土坑

15区完掘状況東→

15区 1号掘立柱建物跡 1号掘立柱建物跡P10

写真図版 13 14区 (3)・ 15区 (1)

-149-



1号掘立柱建物跡Pl(右)断面 1号掘立柱建物跡P5断面

1号溝断面 2号溝南→

2号溝西→ 2号溝交差部断面西→

2号溝F― F′ 2号溝、3号溝切り合いG― G′

写真図版 14 15区 (2)

-150-



完掘状況西→

1号溝断面

2号～ 5号溝 2号溝 (左 )、 3号溝 (右)断面

写真図版 15 16区 (1)

-151-



3号溝遺物出土状況 2号溝 3号溝と2号土坑切り合い

4号溝 (左)5号溝 (右)断面 6号溝、7号溝、8号溝、1号土坑切り合い

6号溝かわらけ出土状況

6号溝、8号溝、9号溝 6号溝、8号溝、9号溝断面

写真図版 16 16区 (2)

-152-



16区 7号清 16区 7号溝断面

16区 2号土坑 16区 2号土坑断面

3号土坑断面16区 3号土坑

16区 1号土坑 17区調査区北壁断面

写真図版 17 16区 (3)・ 17区 (1)

-153-



写真図版 18 17区 (2)

一-154-―
――――‐―‐　　　　」

17区完掘状況西→ 1号溝断面

2号溝、2号土坑、P8、 P10、 4号清 1号土坑

2号土坑断面 1号土坑断面



18区東半完掘状況東→
18区西半完掘状況東→

18区 1号溝 18区 1号溝19区 10号溝切り合い

1嘉

す

写真図版 19 18区 ・ 19区 (1)

-155-

19区完掘状況西→



調査区北壁土層断面 8号清

8号溝断面F一 F′ 8号溝断面G一 G′

7号溝遺物出土状況

写真図版20 19区 (2)
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7号溝断面B― B′ 7号溝断面(20区検出部分)C― C′

7号溝断面(20区検出部分)B― B 3号溝 (塀跡)板痕跡(20区検出部分)

1号溝 (左)3号溝 (右 ) 3号溝 (塀跡)板痕跡

写真図版21 19区 (3)
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1号溝 (塀跡)断面G― G′ 3号溝 (塀跡)断面(A― A′ )

3号溝 (塀跡)断面 3号溝 (塀跡)断面C― C′

3号溝 (塀跡)断面

6号溝 (左)5号溝 (右 ) 調査風景

写真図版22 19区 (4)
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9号溝 (右 )、 10号溝 (左 ) 9号溝断面

1号便所跡

1号便所跡l-3出 土状況
1号便所跡断面

写真図版23 19区 (5)
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2号便所跡 2号便所跡断面



20区西半完掘状況東→

20区 1号溝P16断面 調査風景(18区付近)

写真図版24 20区、21区
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23区完掘状況東→ 24区完掘状況東→

25区完掘状況西→ 26区完掘状況西→

写真図版 25  23区 、 24区、 25区、 26区
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1号溝断面C― C′

27区完掘状況東→ 1号溝断面D― D′

27区鉄津出土状況 調査風景(24区付近)

写真図版26 22区・ 27区
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22区土層断面南→22区完掘状況



西半完掘状況西→ 東半完掘状況東→

1号溝西→ 1号溝断面

2号溝南→ 2号溝断面

写真図版27 46区 (1)

-163-



P26断面 P17、 3号溝断面

玉 |す 111■ |́―  ― ■

P24検 出状況

P24根石出土状況

調査区南壁断面 調査風景

写真図版28 46区 (2)
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悦 2

域 に Ⅷ
6

鰻饉議露露懸議鷺鷺鷺蟄露穣露議轟鬱籐歩0

磯
28

12区 (1)

写真図版29 出土遠物10区、 11区、 12区 (1)
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十‐＝ド，―‐」

梶
区①

写真図版30 出土遺物 12区 (2)、 14区、 15区、 16区 (1)

-166-



84

蘊

９ ７

　

　

　

　

　

・ ０．

罐

９６

絲

・００
酌

懲
鰯
爾
勘
圃
殴
脚
９５

９

写真図版31 出土遺物 16区 (2)、 17区、 19区 (1)
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写真図版32 出土遺物19区 (2)
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写真図版33 出土遺物19区 (3)

-169-

19区 (3)



208

209

210

199

200

201

202

i3   1

要驚鷺驚露麟露欝縛掛醤揺鸞鸞暑鷺昌爵露露議露警:4

04

26

13   27

15

0

漏 鞠 蔭 鰯 蔭 鮎 鰻 覇 鰯 綴 顧
を18

藻
鷺鷺鷺慈鷺鷺建藍懲暮鬱懲穣感議騒騒騒

綾騒綴
巖酔

:32

写真図版34 出土遺物 19区 (4)
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250

19区 (5)

写真図版35 出土遺物19区 (5)
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~281

に 274

写真図版36 出土遺物19区 (6)、 20区、24区、27区 (1)
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写真図版37 出土遺物27区 (2)
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316

27区 (3)

写真図版38 出土遺物27区 (3)、 46区
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志羅山遺跡第56次調査
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報告V. 第56次調査の

調査・整理の方法

1 野外調査

(1) 調査区の設定と遺構の呼称

今回の調査は、主要地方道平泉・厳美渓線沿いを中心に国道 4号沿いの一部分、東西方向で約400m、 南

北方向で約100mの範囲にわたって行われた。調査区の設定は、基準点測量を委託し、平面直角座標系を利

用して行つた。調査区の全長が長いことから、基準点及び補助点を合わせて約30カ 所に設定し、測量時の

基準とした。また、一軒の宅地の間口ごとに調査を進める必要があつたことから、一軒毎に用地番号を付け

て調査を行った。グリッドは設定せず、各用地毎の トレンチ調査的な方法を用いた。よつて、遺構名の命名

及び遺物の取り上げは用地番号を用いて行った。 (例 としては、28区井戸跡 1号、29区溝跡 1号、28区遺

物包含層出土等)なお、X・ Y座標値は各調査区図に記載している。

(2) 粗掘り。遺構検出

市街地内が調査区なことから、現地表面か ら地山面までは、コンクリー ト及び近・現代の盛土が50～

100cm程堆積する。遺構検出面は 1面のみであるため、上記のコンクリー ト及び近・現代の盛土の除去は重

機で行った。調査区内では俳土の処理ができなかったため、調査区外に運びだしている。また調査時間外は、

調査中の場所にはバリケー ドの設置と鉄板を敷くことを徹底し、安全対策に努めた。

(3) 遺構の精査・出土遺物の取り上げ

遺構の精査は、大形の土坑等を除き基本的に 2分法を採用して掘り下げ、写真撮影、断面実測の後に完掘

し、写真撮影、平面実測を行つた。井戸などのように現地表面から深い遺構は、調査時の安全を加味し、

150cm程の深さまで土層の断面実測を行い、それ以上深い場合は遺構の平面形を破壊して掘 り下げ、断面図

を作成した。なお、例外として51区井戸跡のように特出して深いものは、レベルから空断面を作成して合

成する等の方法を採用した。

2 室内整理

野外調査で得られた実測図・写真 。遺物等の各資料は、室内整理の段階で次のように処理、整理した。

(1) 遺構図面

遺構図面は、野外調査時は平面、断面図ともに縮尺1/20を原則としたが、必要に応じて 1/5、 1/10で作

成を行つた。時間的な余裕がなく、レベルの有無・方位・グリッドの位置等の最小限度の点検のみを行つた。

よって平面図と断面図が合わない等の問題については、写真やフィール ドカー ド等をか照して修正した第 2

原図を作成し、 トレースを行った。
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(2) 遺物

遺物は洗浄 と出土地点毎の仕分けを現場で行つた。室内整理の段階で注記・接合・復元を行った後、登

録・分類の作業を行った。

報告書に掲載 した遺物は、登録 した中からさらに選択 したもので、実測・拓影・ トレース・写真撮影 。図

版作成と作業を進めた。時間及び紙面の関係等から、遺物は以下のように選択 したものを報告書に掲載 した。

<土器類> 土器類は、完形品及び接合復元により、 1/2程度以上の残存率のものを優先した。ただし、遺

構内出土のものは、上記の基準外のものでもできるだけの掲載に努めた。

<陶磁器類> 陶磁器類は、以下のような基準で選択 した。中国産の輸入陶磁器は小片でも全て掲載 した。

国産の陶器類は 12世紀及び中世 と思われるものはできるだけの掲載を行つた。近世 。現代の陶磁器類は出

土数の半分程を掲載 した。

<漆器> 全般に残存率が悪いため、写真は全て掲載 したが、付図には実測可能なもののみとした。

<木製品> 製品あるいは加工が確認されるものは全て掲載 した。

<その他> 古銭や墓石は全て掲載したが、瓦の一部分や種子類等は掲載していない。

(3) 写真

野外調査中に撮影 した写真は、フィルムの規格毎にモノクロはネガアルバムにリバーサルフィルムはスラ

イ ドアルバムにポラロイ ドはインスタントフォトアルバムに整理した。

(4) 報告書について

<遺構の記載> 遺構は、各調査区毎に記載している。

<遺物の記載>遺 物は、遺構内出土と遺構外遺物を一括 して記載する。

<遺構図版> 遺構図版の縮尺については、以下のとお りである。平面図については、各調査区を1/100、

掘立柱建物跡・井戸・塀跡等は1/50を基本として掲載 した。断面図は、調査区の土層図は 1/100、 各遺構

の断面図は1/50で掲載 した。なお、図中の土器は P、 木材類はWと略称している。

<遺物図版> 遺物図版の縮尺については、以下のとお りである。土器類を 1/3、 陶磁器類は 1/2ま たは

1/3、 木製品は大きさにより1/3、 1/4、 1/6、 その他 (漆器・古銭等)の ものは大きさにより1/1～ 1/3で

掲載した。

<写真図版>

遺構写真は、全て任意である。遺物写真は原則として、土器類を1/2、 陶磁器類は1/2ま たは 1/3、 木製

品は大きさにより1/3、 1/4、 1/6、 その他 (漆器・古銭等)の ものは大きさにより1/1～ 1/3で掲載 した。

2. 基本層序

今回の調査は、東西方向で約400m、 南北方向で約100mと広簸囲に亘って行われた。遺跡内で見 られた

土層は、現代における土地の利用法や旧地形の違いか ら地点によって若干様相が異なるものの、大旨は現地

表面か ら30～ 100cmの 盛土を除去 した段階で地山面 (Ⅲ 層 と呼称 した粘土層で、遺構検出面でもある)と

なる。また局所的ではあるが、 5～20cm程の自然堆積層 (遺物包含層的性格の土層)が確認された。

I 層 砂利層 (盛土)5～ 15cmコ ンクリー ト面下部
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Ia層 粘土層 (盛土)10～ 30clll 礫・現代遺物 (瓶.ビニールなどのゴミ)を含む

Ib層 炭殻土層 (盛土)20cm程― 主に30～43区付近に分布,汽車燃料の再利用されたもの (地元の方の

お話しでは昭和30～40年頃)

Ic唐 黄灰色泥質粘土質土 は 田耕作層)10～25cm ほぽ調査区全域に見られる。

Id層 赤褐色粘土質土 (水田耕作層下部)5～ 10cm 水田耕作層の下部に堆績する。酸化鉄の集積が縦

線状に多く見―られる

Ⅱ 層 灰黄褐色粘土質土 (遺物包含層)5～ 10cm 28～ 30区で確認され,た。土器片・尿化物粒を含む。

12世紀～中世の遺物包含膚と思われる.。

Ⅱa層 灰色～灰褐色粘土質土 (自 然堆積層)20c14前後 60～ 64区で確認された。遺物はほとんど出土し

ないが、Ⅱ層と同質土層と考えられる。

Ⅲ 層 黄褐色粘土層 地山,検出時は青灰色を呈するが時間を
―
置くと黄色となる。場所によっては砂土を

少量含むぅ
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3. 検出された遺構と遺物

志羅山遺跡第56次調査は、東西方向で約400m、 南北方向で約100mの範囲を県道毛越寺線及び国道 4号

沿いに 3～ 4mの幅で行った。調査の性格上、地割 りを使った区名毎に遺構の記載を行う。

遺構の記載について、各区の全体図 (原則 1/100)の他に、報告を強調 したい遺構のみ拡大図 (原則

1/50)で掲載 した。また本調査区と平泉町文化財セ ンターが過去に調査を行った部分が隣接する場合は、

平泉町文化財センター検出遺構図と合成もしくは対応する付図を作成して掲載した。例としては、掘立柱建

物跡などが該当する。各遺構の時期について、ほとんどの遺構検出面がⅢ層 (地山)も しくは Id層である

ため、出土遺物がない場合は時期の推定が困難である。よって遺構の時期については、長年平泉町で発掘調

査を実施 している同町文化財センターの調査員の方々にご指導を賜った覆土の色調や土質か ら時期を推定 し

た。例 としては、灰・褐灰・明黄褐・浅黄橙色などの粘土質土は12世紀の可能性が高く、黒・黒褐・暗褐

色の粘土質シル ト主体の場合は中世や近世の可能性が高いなど (こ こで使用する中世の時代定義は、藤原氏

滅亡以降を示 した)。

出土遺物の記載について、かわらけの出土量の単位は 4号のビニール袋 (0.5kg前 後)を基準 としている。

それより少ない場合は、少量・微量と言う表現方法で置き換えている。陶磁器類、及びその他の遺物の出土

量は点数を記載している。

2区 (第 1図、写真図版 3)

位置 国道 4号 と県道毛越寺線の合流点付近に位置する。

検出遺構 溝跡 2条、土坑 2基を検出した。

2区溝跡 1号

<検出状況> Ⅱ層～Ⅲ層で検出した。遺構の長軸方向は、N― ■ 0° 一Eである。東側はプランが確認さ

れなかった。北側で 2区溝跡 2号 と重複関係にあり、本遺構が新 しい。

<規模> 規模は開口郡径65～ 145cm、 底部径50～ 100cm、 深さは14cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は灰黄褐色シル トを主体 とし、酸化鉄の集積が多く見 られる。上位の褐灰色シル

トは遺物包含層の再堆積層 (流れ込み)と思われる。全体的に自然堆積的様相である。

<壁・床面> 壁は直立気味に立ちあが り、断面形は浅皿状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物>(第 47図 1～ 4、 写真図版37) かわ らけ約 4袋分、陶器片 1点が出土している。

土器 出土 した中で、実測可能なものは大形のロクロ成形によるかわらけ 2点、大形の手づくねかわらけ 1

点である。

陶器 渥美産 1点が出土 している。

<時期> 出土している遺物は12世紀のものである。

2区溝跡 2号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。遺構の長軸方向は、 N-20° 一Eである。南側で 2区溝跡 1号 と重

複 し、本遺構が古い。

<規模> 規模は開口部径42cm、 底部径32cm、 深さ 5 cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は褐灰色粘土質土による単層である。自然堆積層と思われる。

<壁・底面> 掘 り込みは明瞭ではない。
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<出土遺物> 覆土上位からかわらけの小片が微量出土している。

<時期> 不明である。 2区溝跡 1号より古期であることは把握できる。

2区土坑 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模> 平面形は楕円形で、規模は開口部径129× 87cm、 底部径105× 62cm、 深さ 7 cm程である。

<覆土・堆積状況> 灰黄色シル トを主体とし、酸化鉄の集積が多く見られる。自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は緩く外傾し、断面形は浅皿状を呈する。底面は丸底気味である。

<付属施設> 底面において、中央より若千北側の部分で小穴状の落ち込みが検出された。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。

2区土坑 2号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。北側で 2区溝跡 1号と重複関係にあるが新旧関係は把握できなかった。

<平面形・規模> 平面形はほぼ円形で、規模は開口部径11 9cm、 底部径90cm、 深さ17cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土はにぶい黄橙色粘土質土を主体とする。上位に堆積する 1層は遺物包含層の流れ

込みによるものと思われる。

<壁・底面> 掘り込みは明瞭ではない。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 2区 土坑 1号と同時期、あるいは付随する土坑と推測される。

遺構外の遺物 遺物包含層中より、かわらけ11袋分、磁器数点が出土した。また、遺物包含層の上位から

鉄津が出土している。

2区のまとめ 本区には12世紀の遺物包含層が僅かながら残存し、遺構は包含層下位から検出されている。

検出された個々の遺構の年代は、明確ではないが中世よりは古い時期 (12世紀 ?)に構築されたものと推

定される。

3区 (第 2・ 3図、写真図版 4)

位置 国道 4号と県道毛越寺線の合流点付近で、「スーパー丸茂」前に位置する。

検出遺構 土坑 6基、柱穴14基 を検出した。

3区土坑 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模> 平面形は楕円形で、規模は開口部径173× 76cm、 底部径117× 53cm、 深さ10cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は上位の責灰色粘土質土と浅黄色粘土質土に大別される。酸化鉄の集積が全般に

多く見られる。

<壁・底面> 壁は緩く外傾し、断面形は浅皿状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物>(第47図 7・ 8、 写真図版37) 覆土上位から大形の手づくねかわらけ 1点、底面直上から

大形の手づくねかわらけ 1点、柱状高台 1点が出土している。

<時期> 出土している遺物は12世紀のものである。

3区土坑 2号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。完形のかわらけ14点が一括出土した。かわらけ埋納遺構的な性格の
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第 1図  2区

-182-

Ａト

トレンチ溝跡 1号

学
=些

G  土抗 1号    G′
トーーL=25800m 引

1 10YR73に ぶい黄褐色 粘土質シル ト 粘性・縮まり強



土坑と考えられる。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開口部径31cm、 底部径18cm、 深さ20cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は褐色粘土質シル トによる単層である。人為堆積によるものである。

<壁・底面> 壁はほぼ直立気味に立ち上がり、断面形はビーカー状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物>(第47図 9～ 22、 写真図版37・ 38) 小形のロクロ成形によるかわらけが14点出土してい

る。全て完形品である。精査当初は重なって埋められていると判断されたことから、第 3図の通り5段階に

分けて取り上げを行った。精査の結果、かわらけの埋め方に規則性は窺えなかった。

<時期> 出土している遺物は12世紀のものである。

3区土坑 3号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。 3区PP12と 重複し、本遺構が古い。

<平面形・規模> 平面形は楕円形で、規模は開口部径170× 120cm、 底郡径140× 95cm、 深さ14cm程 であ

る。

<覆土・堆積状況> 覆土は黒色泥質粘土質土による単層である。人為堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は緩く外傾し、断面形は皿状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 時期は不明である。

3区土坑4号

<検出状況> Ⅲ層で検出したが、北壁土層断面の観察から第 2図 D― D′ ライン 5層 中から掘り込まれて

いる。尚、 5層は地山の再堆積層あるいは漸移層と推定される層である。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開口部径196cm、 底部径180cm、 深さ 7 cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は黒色泥質粘土質シル トを主体とする。人為堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は緩く外傾し、底面は平坦を基調にやや凹凸がある。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 構築面から推察すると現代盛上の堆積された時期よりは古いことがわかるが、明確な時期は不明

である。

3区土坑 5号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模> 平面形は精円形で、規模は開口郡径129× 70cm、 底部径56× 33cm、 深さ37cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は 2層に大別される。褐灰色粘土質土を主体とし、壁際ににぶい黄橙粘土質砂質

土が堆積する。人為・自然堆積の判別はできなかった。

<壁・底面> 壁は外傾し立ち上がり、断面形は半円状を呈する。底面は丸底気味である。

<出土遺物> かわらけ小片 2袋分が出土している。

<時期> 出土している遺物は12世紀のものである。

3区土坑 6号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模> 平面形は楕円形で、規模は開口部径85× 52cm、 底郡径66× 44cm、 深さ 9 cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は上位に灰黄褐色粘土質土、下位ににぶい黄橙色粘土質土が堆積する。自然堆積

的様相である。
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灰色 粘土質土 ntL・ 締まり強 にぶい黄橙色土・

2 10YR6/4に ぶい黄橙色 粘土質砂質土 灰色土含む

静=あつ0聖呵
′
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第 2図  3区 (1)
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<壁・底面> 壁は西側は直立気味に東側は段を持って立ち上がる。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。覆上の状況からは古い様相が窺える。

遺構外の遺物 近世以前の遺物は出土していない。

3区のまとめ 土坑 1・ 2・ 5号からかわらけが出土しているが、

特に土坑 2号からはかわらけの完形品以外出土遺物がないことから、

いる。儀式など特殊な用途に使用されたものと思われる。

底面は平坦である。

何れも用途 (性格)不明な土坑である。

意図的にかわらけの完形品を埋納して

4区 (第 3図、写真図版 5)

位置 国道 4号 と県道毛越寺線の合流点付近から30m程西に位置する。防火水槽が地下にあることから2

m程のトレンチ調査にとどめた。遺構の検出はなく、また遺物も出土していない。

5区 (第 4・ 5図、写真図版 5・ 6)

位置 県道毛越寺線沿いで、「醤油店」前に位置する。

検出遺構 掘立柱建物跡 1棟、溝 1条、土坑 1基、柱穴64基を検出した。

5区掘立柱建物跡 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。本調査区内では、PP 4、 PP15、 PP18、 PP30で構成される 1軒 1間

の建物跡を検出したのみである。建物の方向軸はN-75° 一Eである。

<規模> 柱穴間隔は約1.6m、 柱穴の深さは0.1～ 0。5m程である。

<覆土> 黒褐色シル トを主体とする。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 柱六の覆土は黒褐色土を主体としたものである。12世紀より新しいと思われる。

5区溝跡 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。長軸方向は、N-125° 一Eである。

<規模> 規模は開日部径63cm、 底郡径42cm、 深さ26cm程である。

<覆土・堆積状況> 黒褐色土シル トを主体とする。自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり断面形は浅鉢形状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 覆上の様相から12世紀以降のものと思われる。

5区土坑 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開口部径170cm、 底部径90cm、 深さ82cm程である。

<覆土・堆積状況> 14層に細分される。上位 (1～ 5a層)は自然堆積で、下位 (6～ 10a層 )

堆積と判断される。

<壁・底面> 壁は直立気味に立ち上がり、断面形はビーカー状を呈する。底面は平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 時期は不明である。規模から推定して当初は井戸跡の可能性を示唆して精査を進めたが、

状況からは否定的である。正し、掘る途上で中断した井戸六である可能性は考えられる。

は人為
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第 3図  3(2)・ 4区
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3 10YR5/8黄 褐色 粘土質土 褐色少量含む
4 10YR2/3黒 褐色 粘土質シル ト 土器・ 炭化物含む pp24埋土
5 10YR4/2灰 黄褐色 粘土質土 黄褐色土含む
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10YR4/1褐灰色 粘土質土 粘性・締まり強 明黄褐色土含む
10GY5/1緑灰色 粘土質泥質 粘性・締まりあり 黄褐色土含む
10Y4/1灰 色 粘土質土 粘性 締まりあり
25YR6/6明 黄褐色 粘土質土 地山崩壊土
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6a 75GY4/1暗緑灰色 泥質粘土質土 炭化物微量含む
7 75GY6/1緑灰色 粘土質砂質土 粘性あ り 締まり無
7a 10YR5/8～ 8/6黄 灰色～明黄褐色 粘土質砂質土 酸化鉄の集積あり
8 5GY5/1オ リーブ灰色 粘土質土 粘性強
9 10GY6/1緑 灰色 粘土質砂質土 締まり無
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0            1            2m

第 4図  5区 (1)
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9 25Y5/1黄灰色 粘土質土 黄掲色土少量含む
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卜し=26500m守
′

2

堀り承 」

D― D′

1 75YR3/2黒褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり強
マンガン含む

>
H      H

P屁
・

>

徹

′

粘性・締 まり強

粘性・締 まり強

粘性・締 まり強

粘性・締 まり強

粘性強

E― E′

1 75YRク 2灰 褐色 粘土質シル ト 粘性・締 まり強
2 75YR5/4にぶい褐色 粘土質 シル ト 粘性・締まり強

G― G′

1 75YR3/2黒褐色 粘土質シル ト 粘性・締 まり強
暗褐色土 炭化物・土器片含む

2 75YR4/3褐色 シル ト 粘性・縮まり強 炭化物含む
2a 75YR5/4に ぶい褐色 粘土質シル ト 粘性 締ま り強

灰褐色土含む
3 75YR3/2黒褐色 粘土質シル ト にぶい褐色土含む

H― H′

1 75YR4/2灰褐色 粘土質 シル ト 粘性・締 まり強
にぶい黄橙色土・炭化物含む

2 75YR5/4にぶい褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり強
灰褐色土含む

3 75YR3/1黒褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり強
明褐色土・灰褐色土含む

4 75YR5/6明 褐色 粘土質シル ト 粘性・締 まり強

1 75YR4/1褐 灰色 粘土質シル ト 粘性・締まり強 にぶい橙色土・マンガン含む
2 75YR5/6明褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり強 褐色土含む
3 75YR5/6明褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり強 炭化物含む
4 75YR3/2黒褐色 粘土質シル トにぶい褐色土・炭化物含む 卜

_________― ――単一_____――――――イ
m

第 5図  5区 (2)
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遺構内の遺物 (第47図 23～ 25、 写真図版38) かわらけ 2袋分程が出土した。

かわらけ PP45か らロクロ小形 1点とPP23か ら手づくね小形 1点が出土している。

その他 PP3か らモモと思われる種子類とPP53か ら粘土塊が出土している。

遺構外の遺物 (第47図 26、 写真図版38) 遺構検出時に東北産と推定される陶器片が出土している。時期

は13～ 14世紀と推定される。

陶器 地山直上から東北産盗器系 1点 (26)が出土している。

5区のまとめ 検出された柱穴数は多かつたが、柱穴配列から建物跡を復元できるのは 1棟のみであった。

ただし、柱穴数から推定して複数棟の掘立柱建物跡の存在が示唆される。また、柱穴の覆土は概して黒色土

を主体としたものであることから、12世紀よりは新しい時代、おそらくは中世と思われる。

6区 (第 6・ 7図、写真図版 7)

位置 県道毛越寺線沿いで、「理容エンゼル」前に位置する。

検出遺構 溝跡 5基、柱穴100基 を検出した。

6区溝跡 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出された。遺構の長軸方向はN-95° 一Eである。

<規模> 開口郡径 1 10cm、 底郡径45cm、 深さ14cm程である。

<覆土・堆積状況> 2層 に細分される。自然堆積か人為堆積かは判別できなかった。

<壁・底面> 壁はゆるく外反する。断面形は浅皿状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物>(第48図 29) 陶器小片 1点と陶磁器小片 1点が出土した。

陶器 渥美産の山茶碗の破片と思われる (不掲載)。

陶磁器 中国産青磁の小破片で、器種は碗と思われる。

<時期> 明確には判断できなかった。出土している陶磁器は12世紀と推定される。

6区溝跡 2号

<検出状況> 検出面はⅢ層上面である。遺構の長軸方向はN-125° 一Eである。

<規模> 開日部径40cm、 底部径33cm、 深さ18cm程である。

<覆土・堆積状況> 褐灰色シル トによる単層である。自然堆積か人為堆積かは判別できなかった。

<壁・底面>断 面形は浅鉢状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。

6区溝跡 3号

<検出状況> 検出面はⅢ層上面である。遺構の方向軸はN-90° 一Eである。

<規模> 開口部径20cm、 底部径17cm、 深さ10cm程である。

<覆土・堆積状況> 灰黄褐色粘土質シル トを主体とする。自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は直立気味に立ち上がり、断面形はビーカー状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<付随施設> 野外の調査時においては、 P P15、 P P26、 P P27が本遺構と重複関係にあると捉えてき

たが、本遺構の付随する柱穴の可能性がある。あるいは柱穴列的な遺構の可能性も示唆されるが、調査では

解明できなかった。
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L― La・ La― L′

1 10YR4/2灰 黄褐色 粘土質シル ト 粘性弱 締まり強 炭化物含む 溝 1号
埋土
10YR4/2灰黄褐色 粘土質シル ト 粘性弱 締まり強 にぶい黄橙色土含む

10YR6/31こ ボい黄橙色 粘土質シル ト 粘性弱 締ま り強 灰色土少量含む
10YR6/4にぶい黄栓色 粘土質シル ト 粘性弱 縮まり強
10YR4/1褐灰色 粘土質シル ト 粘性弱 締まり強 にぶい黄橙色土プロック
含む
10YR4/2灰黄褐色 粘土質シル ト 粘性弱 締まり強 にぶい黄橙色土プロック
・炭化物含む PP100埋土
5Y3/1オ リーブ黒色 粘土質シル ト 粘性・締まり強 にぶい責橙色土プロック

・炭化物含む PP101埋土
10YR6/6明黄褐色 粘土質シル ト 粘性・縮まり強 PP101埋土
10YR5/3～ 5/4黄灰色～暗灰色 シル ト 粘性弱・締まり強 酸化鉄の集積あり
炭化物含む

8 25Y4/1黄灰色 粘土質シル ト 酸化鉄の集積あり 水田土
8a 25Y4/1～ 72黄灰色～暗灰色 粘土質シル ト 粘性・締まりあり
9 10YR7/4に ぶい黄橙色～明黄褐色 粘土質土 粘性・締まりあり 灰色土含む
9a 10YR71褐 灰色 シル ト 粘性・締まりあり 黄褐色土含む
10 10YR3/1黒褐色 シル ト 粘性弱 縮まり強
11 75YR4/6褐 色 粘土質土 粘性・締まりあり 酸化鉄の集積あり
12 25Y3/2黒褐色 粘土質土 粘性・縮まりあり 明黄褐色土含む ,P92埋土
13 10YR2/2黒褐色 シル ト 粘性・締まりあり 黄橙色土プロック・炭化物含む

PP21埋土
14 10YR6/2明黄褐色 粘土質土 黒褐色土含む PP21埋土
15 10YR2/2黒褐色 シル ト 粘性・締まり強 炭化物含む PP22埋土

溝跡 2号

普 26200ゞ
′

Ψ
B― B′

1 75YR4/2灰 褐色 シル ト 粘性弱

締まり強 にぶい橙色土

第 6図 6区 (1)

16 10YR7/2にぶい黄橙色 粘土質土 粘性・締まり強 褐灰色土・砂土少量含む
PP22埋土

17 25Y5/6黄褐色 粘土質土 粘性・締まりあり 黒褐色土含む PP22埋土
18 10YR3/2～ 2/2黒掲色 シル ト 粘性・締まり強 PP23埋土
19 10YR3/1黒褐色 粘土質土 粘性・締まり強 明黄褐色土含む PP23埋土
20 25Y5/4黄褐色 粘土質土 粘性・締まり強 PP23埋土
21 10YR2/1～ 17/1黒色 シル ト 粘性・締まり強 黄褐色土プロック・炭化物含

む PP104埋土
10YR4/4褐色 粘土質シル ト 粘性・縮まりあり 黒褐色土含む PP104埋土
10YR2/1黒色 粘土質シル ト 粘性強・締まりあり 炭化物含む PP104埋土
10YR3/1黒褐色 シル ト 粘性・縮まりあり 明黄褐色土プロック含む PP99
埋土
10YR3/1黒褐色 シル ト 粘性・縮まりあり 明黄褐色土含む PP99埋土
10YR6/6明黄褐色 粘土質土 粘性・締まりあり 黒褐色土含む PP99埋土
10YR3/1黒褐色 シル ト 粘性・締まりあり 炭化物含む ,P99埋土
10YR7/6明黄褐色 粘土質土 粘性・締まりあり 黒褐色土・炭化物含む
10YR3/2黒褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり強 黄褐色土含む
10YR3/2黒褐色 粘土質シル ト 粘性・締まりあり 黄褐色土含む

L=26200m

A― A′

1 75Y降72灰褐色 粘土質シル ト
粘性弱 締まり強

2 75YR6/41こ ぶい橙色 粘土質シ
ル ト 粘性・締まり強

Ａ
引Ａト

亀
比

カ
ク
ラ
ヽ
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溝跡 3号 溝跡 4号

蹴 PP98  PP94

PP27∩

PPl15

PP28

C   C′
卜  引

L=26600m

区 2

C― C′

D  D
卜 Ч
L=26600m

u2

PP71

1聰
F― F

E     E′
卜  引
L=26700m

にぶい  彰 τ

E一 E′

PP65

K   K
卜  引
L=26700n

V

1 75YR6/4に ぶい橙 粘土質シル ト

粘性強
1 10YR4/2～ 5/2灰 黄褐色 砂質シル ト 粘性・締まり強

黄橙色土・炭化物少量含む

2 10YR6/4に ぶい黄橙色 粘土質シル ト 粘性・締まり強

D― D′

1 10YR4/2灰 黄褐色 砂質シル ト 粘性・締 まり強 黄橙色土含む

2 10YR6/4に ぶい黄橙色 粘土質シル ト 粘性 締 まり強

≪     丞

℃ ド
′

 卜g′
PP 9

C    G′
卜  引
L=27200m

PP13≪《

鰻 79

一蜘瑚

世ミ
PP41

1 10YR5/3に ぶい黄褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり強 明黄褐色土・炭化物含む

2 10YR6/6明 黄褐色土 粘土質シル ト 粘性 締まり強

G― G′

1 75YR4/2灰 褐色 粘土質シル ト 粘性弱 締まり強 明褐色土 ,炭化

物含む

2 75YR3/2黒褐色 粘土質シル ト 粘性・縮まり強 にぶい褐色土含む

H― H′

1 75YR4/2灰 褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり強 酸化鉄の集積あり

にぶい橙色土ブロック・炭化物含む

2 75YR74に ぶい橙色 粘土質シル ト 粘性 締 まり強

I― r

l 10YR2/2黒 褐色 ンル ト 粘性・締まり強 黄橙色土 炭化物少量含む

2 10YR6/6明 黄褐色 粘土質シル ト 粘性 締まりあり 黒褐色上含む

K― K′

1 10YR4/2灰 黄褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり強 にぶい黄橙色土・

炭化物含む

2 10YR6/4に ぶい黄橙色 粘土質シル ト 粘性 締まり強

PPll

≧2720澪   托=26200「

伴
_________-1に 一十~~~~~― ――聟

m

」―J′

1 10YR3/2黒 褐色 粘土質土 粘性あり

la 25Y6/4黄 灰色 泥質粘土質土 黄褐色土 炭化物含む

2 25Y6/4に ぶい黄色 粘土質泥質土 黄灰色土 炭化物含む

3 25Y6/4に ぶい黄色 粘土質土 地山

4 10YR4/2灰 黄褐色 泥質粘土質土 炭化物含む

溝跡 5号

【緋

第 7図  6区 (2)
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<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。

6区溝跡4号

<検出状況> 検出面はⅢ層上面である。遺構の長軸方向はN-90° 一Eである。 6区溝跡 3号 と同一の

溝で (柱穴列 ?)ある可能性が高い。

<規模> 開口部径20cm、 深さ17cm程である。

<覆土 。堆積状況> 2層 に区分される。自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、第 7図に掲載した断面図E― E′ ライン

は、セクションを設定した場所が調査区外との境界のためV字状に見える。 (北側に若干広がると思われる)

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。

6区溝跡 5号

<検出状況> 検出面はⅢ層上面である。遺構の長軸方向はN-100° 一Eである。

<規模> 開日部径32cm、 底部径27cm、 深さ17cm程である。

<覆土・堆積状況> 灰jtB色粘土質土による単層である。自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は外傾気味に立ち上がり、断面形は逆台形状である。底面は凹凸がある。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。

遺構内の遺物 (第 47。 48図 27,28、 30、 写真図版39) 柱穴から陶磁器片、陶器片、器種不明の木製品

が出土している。

陶器 PP23か ら常滑産緑釉小皿の口唇部 1点 (27)と PP58か ら頑戸産緑釉小皿の口縁部 上点 (28)が出

土している。

木製品 PP24か ら器種不明品が出土している。

遺構外の遺物 遺構外出土遺物はない。

6区のまとめ 今年度調査を行つた区の中で、最も柱穴の検出数が多い。ただし、柱穴配列から復元できる

建物跡はなかった。柱穴の覆土は、 5区同様黒色土を主体とすることから12世紀より新しい時代の掘立柱

建物跡の存在が示唆される。

7区 (第 8図、写真図版 8)

位置 県道毛越寺線沿いで、「岩手銀行平泉支店」前に位置する。

検出遺構 溝跡 1条 を検出した。

7区溝跡 1号

<検出状況> 表土を除去した段階で検出した。長軸方向は、N-125° 一Eである。

<規模> 開口部径84cm、 底部径53cm、 深さ10cm程である。

<覆土・堆積状況> 黄褐色粘土質土を主体とする。自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は外反気味に立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 時期は不明である。覆土の状況から12世紀のものと推定する。
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遺構外の遺物 遺構外出土遺物はない。

7区のまとめ 12世紀と推定される溝跡を 1条検出したに留まる。

8区 (第 8・ 9図、写真図版 8・ 9)

位置 県道毛越寺線沿いで、「岩手銀行平泉支店」前に位置する。

検出遺構 溝跡 1条、井戸跡 2基、土坑 1基、柱穴15基 を検出した。

8区溝跡 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。遺構の長軸方向はN-5° 一Eである。

<規模> 開口部径22cm、 底部径1 5cm、 深さ 5 cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は褐灰色泥炭土を主体とする。自然堆積的様相であるが明確には判断できない。

<壁・底面> 壁は直立気味に立ち上がり、断面形は丸底の浅鉢状を呈する。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 時期は不明である。覆土の状況から近代のものと推定される。

8区井戸跡 1号

<検出状況> 8区 東側で岩手銀行駐車場出入日前に位置する。Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模> 調査区内で確認できるのはプランから推定して、平面形は円形で、規模は開口部径192

cm、 底部径110cmである。深さは、調査の安全性を加味して現地表面から150cm程下げた段階で中止したた

め不明である。

<覆土・堆積状況> 1・ 2層は盛土、 3～ 5層が記録を行った覆土である。全体的には自然堆積的様相で

あるが、明確には判断できなかった。

<壁・底面> 壁は下位から中位にかけて外傾し、中位から上位で強く外反する。断面形はロー ト状に近い。

調査の安全面を加味し、底面までの掘り下げは行っていない。

<出土遺物> 自然木等が出土した。

<時期> 時期を判別できる遺物の出土がない。覆土の様相と断面形から12世紀と推定される。

8区井戸跡 2号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。調査は安全性の問題から早急に掘り下げ埋め戻しを行った関係で土層

断面の作成 (実測)は行っていない。

<平面形・規模> 調査区内で確認できるプランから推定すると、平面形は円形で、規模は開日部径約157

cm、 底部径約117cmである。深さは検出面から約144cmである。

<覆土・堆積状況> 覆土は褐灰色泥炭土を主体とする。非常に脆い土質であった。自然堆積的様相である

が、明確には不明である。

<壁・底面> 壁は外反して立ち上がり、断面形は逆台形状と推定される。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 時期は不明である。

8区土坑 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開口部径77cm、 底部径53cm、 深さ 8 cmで ある。

<覆土・堆積状況> 覆土は黒褐色粘土質土による単層である。
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ー
A― A′

1 10YR6/8明 黄褐色 粘土質土 酸化鉄の集積有 砂土含む

2 10YR4/1褐 灰色 砂質土 粘性有
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第 8図  7・ 8区 (1)
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区名 浪織名 幅 考

8区

PP3 11

8区

8区 PP 5

8区 PP6 34× 25

8区 P'7
8区 PP 8

8区 PP 9 17

8区 11

8区 PP12 14 籐 1号と重複、PP12が新

8区 PP13
8区 PP14 鮮痘跡

8区 PP15 8



<壁・底面> 壁は外反気味に立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。底面は平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 時期は不明である。

遺構外の遺物 遺構外の出土遺物はない。

8区のまとめ 12世紀と思われる遺構は井戸跡 1号が挙げられる。井戸跡 1号は、かわらけや陶器などの

出土がなく、覆土の様相と断面形 (ロー ト状)か ら推定するものである。井戸跡の検出地は、銀行の駐車場

出入口付近の真下であったことと、調査区境外 (道路下方向)に遺構が延びることから、安全性を重視し底

面までの精査は断念した。よって、厳密には時代特定はできない。また、堆積する覆土についても、短時間

で精査を終えたことにも起因するが、土層観察に不備があったことは否めない。精査時は自然堆積層と捉え

られたが、状況から考えておそらくは人為堆積により構成された覆土であろう。

9区 (第 10・ 11・ 12図、写真図版 10)

位置 県道毛越寺線沿いで、「岩手銀行平泉支店」の西隣りに位置する。

検出遺構 溝跡 2条、塀跡 1条、柱穴 1基を検出している。

9区溝跡 1号

<検出状況> 現地表面から砂利 (盛土)50～ 60cmを 除去した段階で、明黄褐色粘土質土と褐灰色泥質土

の混ざった土 (lb・ lc層)の広がりを検出した。 9区溝跡 2号 と重複関係にあり、本遺構が古い。遺構

の長軸方向は、N-15° 一Eである。平泉町文化財センターが実施した第31次 。第57次調査結果から、本

区と43区から大規模な溝が検出されることは当初から予想された。調査の安全性を加味し、現地表面から

地下4mまでの深さの矢板 (シー トパイル)を設置して精査を進めた。安全性を重視して短時間で精査を行

ったため、土層観察断面の作成は現地表面から150cm以下 (3e層)の細分は行つていない。

<規模> 開口部径は280～ 310cm、 底部径50～ 80cm、 深さは検出面から175cm、 現地表面から275cm程で

ある。

<覆土・堆積状況> 青灰色泥質土が本遺構の主埋土である。覆土は 9区溝跡 2号を含め16層 に区分を行

った (第 11図 B― B′ )。 上記した 3e層は細分が可能であろう。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形はV字状を呈する。

<出土遺物>(第48・ 65図 30～ 35、 281、 写真図版39・ 55) かわらけ、陶磁器、陶器、瓦片、古銭、

本製品が出土している。

かわらけ 4号ビニール 7袋分の出土があった。手づくねが多い。

陶磁器 青磁小片、近世陶磁器が出土している。

陶器 渥美、東北産、唐津等が出土している。

瓦 埋土中～下位で近現代のものと推定される平瓦片が出土した (不掲載)。

古銭 永楽通賓 (明、1408年)が 1枚出土している。

木製品 器種不明のものが出土している。

<時期> 出土遺物から本遺構の廃絶された時期は、近世以降と推定される。ただし構築・使用時期につい

ては不明である。

9区溝跡 2号

<検出状況> 現地表面から砂利 (盛土)50～ 60cmを除去した段階で、明黄褐色粘土質土と褐灰色泥質土

-195-



B   

戸跡 2号

  Bィ

木

〆

引

8区
A― A'

盛±  1 25Y3/1黒 褐色 砂利・泥炭土 盛土
2 5Y4/1灰 色 粘土賀土
3 25Y5/2暗 灰黄色 粘土質土 炭素微量含む
4 2.5Y4/1黄 灰色 粘土質土 灰白色土・炭化物含む
5 10GY7/1名 緑灰色 粘土質土

Ａ
ト

L=27600m

Ｂ
ト

L=27400m Ｂ
引

C             C′
卜 L=27800m引

…中 3  期Hu

C― C′  D― D′

1 10YR4/1褐 灰色 砂利・泥炭土 水田土
la 10YR5/1褐 灰色 泥炭土 黄橙色土プロック含む
2 10YR4/ユ 褐灰色 泥炭土 砂土含む
3 10GYO/1褐 灰色 泥炭土 溝 1号埋土
4 10Y4/1灰 色 泥炭土 砂土含む
5 10GY4/1暗 緑灰色 泥炭土 pp12埋 土
6 5Y6/4オ リープ黄色土 泥炭土 pp12埋土

ＤＤ帥笠

9            1            ?m

第 9図  8区 (2)
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の混ざつた土 (lb・ lc層)の広がりを検出した。軸方向はN-15° 一Eである。西側の上端は、47次

調査区に跨がる。

<規模> 規模は第47次調査区との照合から開口部径96cm、 底郡径45～ 60cm、 深さは検出面から150cm程

である。

<覆土・堆積状況> 覆土は 7層に細分される。自然堆積的様相であるが明確には判断できなかった。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形は逆台形を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物>(第48図 36・ 37、 写真図版50) 陶磁器数点と種別不明の木製品の一部分が出土した。

陶磁器 中国産白磁が 1点出土している。

木製品 37は曲物の底部と思われる。

<時期> 9区 溝跡 1号との我り合い関係から本遺構が新しいことがわかる。よって廃絶された時期は近代

以降と推定される。また、精査時に明確な判断ができなかったため遺構としては認知しなかったが、第 11

図B― B′の la・ lb・ lc層部分は、溝跡 1・ 2号より新しい溝跡に伴う覆土である可能性も考えられる。

9区塀跡

<検出状況> Ⅲ層上面で、不明瞭ではあるが板痕跡 (ア タリ)と思われるものを検出した。遺構の長軸方

向はN-105° 一Eである。

<規模> 布掘りの規模は開口部径40～ 50cm、 底部径20～ 30cm、 深さ45cm。

<覆土・堆積状況> 覆土は、アタリ部分が黄灰色粘土質シル ト、掘り方部分は浅黄色粘土質シル トを主体

とする。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形は地点によって若子の相違があるが、概ねビーカー状を呈

する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 覆土下位で須恵器片 1点が出土した。

<時期> 時期は覆土の様相から12世紀と推定される。

遺構外の遺物 遺構外からの遺物は出土していない。

9区のまとめ 塀跡については12世紀と推定されるが溝跡 2条は明確には不明である。出土遺物から推定

すると近世の可能性が高い。また、本区で検出された溝跡 1・ 2号は、平泉町文化財センターが調査を実施

した第31次調査 。第57次調査で検出された溝跡及び43区で検出された溝跡と同一のものであり、対応関係

を検討する必要がある。

28区 (第 13・ 14・ 15・ 16・ 17・ 18。 19図、写真図版 11・ 12)

位置 国道 4号 と県道毛越寺線の合流付近に位置する。地割り名が不明のため便宜上28区 と命名した。

検出遺構 掘立柱建物跡 3棟、溝跡 7条、井戸跡 3基、土坑10基 (ト イレ?土坑 1基 )、 柱穴87基を検出し

た。

28区掘立柱建物跡 1号

<検出状況> 遺物包含層除去後のⅢ層上面で検出した。桁 ?行きの軸線方向は、N-5° 一Eである。

<平面形・規模> 柱穴 7個により構成される。柱穴の規模は、開日部径22～ 30cm、 深さ15～ 31cm程であ

る。PP27とPP28の間に柱穴が検出されなかったが、 3間 × 1間の建物跡と推定される。間尺は、東西方

向でPPlと PP 4の 柱穴間隔が205cm、 PP4と PP29の 柱穴間隔が410cmで ある。南北方向ではPP28と

PP29の 柱穴間隔が240cmで ある。
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L=28■ 00m

C          C′
卜 L=27500m引

塀跡 1号
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コンクリート    ~引

�
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A― A'
1 10YR4/6褐 色土 砂利 盛土
la 10YR3/1黒 褐色 泥炭土 水田土
lb 25Y5/2暗 褐責色 粘土質シル ト 褐色土含む 盛土
2 25Y4/3オ リープ褐色 粘土質シル ト
2a 5Y4/1灰 自色 粘土質土 粘性・締まり有 褐灰色土含む
2b 2.5Y6/4に ぶい黄色 粘土質土 精性・締まり有 褐灰色土含む
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ク含む

2f 25Y6/41こぶい黄色 砂質土
2g 25Y5/2暗褐黄色 粘土質シル ト 粘性・締まり弱 にぶい褐色土プロック含む
3 5Y7/2灰 白色 粘土質土 粘性・締まり有り
3a 25Y6/6明 黄鵜色 粘土質土 黄橙色土・砂質土含む 酸化鉄の集積あり
3b 25Y6/4に ぶい黄色 粘土質土 粘性・縮まり有り
3c 10YR5/6黄 褐色 粘土質土 灰黄褐色土含む

ｏ∞。、中一］�〕際申４ｒ匈
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C― C' D― D' E― E' F― F' G― G' ■―H'
1 5Y73浅黄色 粘土質シル ト 粘性・締まり有 り 砂質土・炭化物含む

酸化鉄の集積有
25Y5/2暗 灰黄色 泥炭土 粘性・締まり有 炭化物含む
25Y6/4に ぶい黄色 粘土質土 粘性・締まり有
黄灰色土・砂質土・炭化物含む
2.5Y7/6～6/6明黄褐色 粘土質土
25Y5/1黄 灰色 粘土質ンル ト 粘性有 締まり無
4層 と同質層 酸化鉄の集積有
10YR5/1褐灰色 粘土質シル ト
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第10図  9区 (1)
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Y=24596
+X=-112626

溝跡 2号

B―了
1 砂利 盛土
la 10YR3/2～ 4/3黒褐色～にぶい黄褐色 盛土
lb 10YR4/1褐 灰色 粘土質土 盛土
lc 10YR6/6明黄褐色 褐灰色土含む 盛土
ld 10YR6/6明 費褐色 粘土質土 褐灰色土含む
2 10GY4/1階緑灰色 粘土質泥土 締まり無
2a 10YR4/31こ ボい黄褐色 砂質土
2b 5Y4/1～ 3/1灰 ～オリーブ黒色 泥質粘土質土
2c 5Y4/1灰色 粘土質土 費褐色土・砂質土含む
2d 10GY4/1暗 緑灰色 泥質砂質土
2e 10Y3/1オ リーブ黒色 砂質泥質土
3 75Y4/1暗緑灰色 粘土質土 明黄褐色土含む
3a 10GY3/1暗 緑灰色 泥質土 締まり無
3b 10Y3/1オ リープ黒色 泥質粘土質土 締まり調
3c 10YR7/2に ぶい黄橙色 粘土質土
3d 10BG4/1暗 青灰色 泥質土
3e 10BC3/1暗 青灰色 泥質土
4 砂利層 盛土
4a 10YR3/3暗 褐色 粘性有 締まり弱 礫・炭化物含む 盛土
4b 10YR3/3褐 色 粘性有 締まり弱 黄色土・炭化物含む 盛土
4c 25Y4/1黄 灰色 粘性・締まり有 黄色土・皮化物含む
4d 75Y4/1灰 色 粘性強 縮まり弱 炭化物含む
4e 75Y4/1灰 色 粘性強 締まり弱 黄色土プロック多量含む

4f 10YR3/1黒褐色 粘性・44ま り有 黄色土プロック含む 炭化物少最含む

4g 5G5/1緑 灰色 粘性・縮まり有 黒褐色土・砂質土含む

Y=24602
+X=-112630
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第12図  9(3)・ 10・ 43・ 44区

-200-



<覆土> 柱穴の覆上の様相は何れも似通つた傾向で捉えられる。アタリ部分は灰褐色粘土質シル トと明褐

色粘土質シル トの混土で、掘 り方部分は明褐～明黄褐色粘土質土である。

<出土遺物> 柱穴からの出土遺物はない。

<時期> 掘立柱建物跡を構成する柱穴が遺物包含層下位から検出されていることと、柱穴の覆土の様相か

ら12世紀のものと推定される。

28区掘立柱建物跡 2号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。長勒方向は、N-70° 一Eである。柱穴同士の我 り合い (PP46と

PP70)か ら掘立柱建物跡 3号より古いことがわかる。

<平面形・規模> 調査区内では 2間 × 1間の柱穴配列を検出したのみであるが、建物跡は調査区外に延び

る可能性がある。柱穴 6個により構成される。柱穴の規模は、開口部径18～ 20cm、 深さ10～ 20cm程 である。

問尺は、東西方向でPP47と PP43の 柱穴間隔が250cm、 南北方向でPP47と PP57の 柱穴間隔が21 0cmである。

南北方向ではPP65と PP70の柱穴間隔が105cmである。

<覆土> 柱穴の覆土の様相は多少バラツキがあるが、何れも炭化物を少量含む。

<出土遺物> 柱穴からの出土遺物はない。

<時期> 明確には不明である。覆土の様相からの判断としては、12世紀以降と推定される。

28区掘立柱建物跡 3号

<検出状況>Ⅲ層上面で検出した。軸線方向は、N-90° 一Eである。

<平面形・規模> 調査区内では 1間 × 1間の柱穴配列を検出したのみであるが、建物跡は東西方向におい

ては調査区外に延びる可能性がある。柱穴 4個により構成される。柱穴の規模は、開口部径20～ 25cm、 深

さ10～ 42cm程である。間尺は、東西方向でPP60と PP43の柱穴間隔が160cm、 南北方向でPP60と PP63の

柱穴間隔が85cmである。

<覆土> 柱穴の覆土は褐灰～灰黄褐色粘土質土を主体とする。

<出土遺物> 柱穴からの出土遺物はない。

<時期> 明確には不明である。覆土の様相からの判断としては、12世紀以降と推定される。

28区溝跡 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。浅い掘り込みの段 (張 りだし)を持つ。長軸方向はN-100° 一Eで

ある。

<平面形・規模> 規模は浅い掘り込みの段を含めると上幅93cm、 開口郡径60cm、 底部径41cm、 深さ38cm

程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は 3層に大別される。主覆土が 1層系で、褐灰～黄灰色粘土質土及び泥質粘土質

土でかわらけ片・陶器片を含む。覆土の堆積については、様相からは自然堆積と捉えたが明確ではない。

<壁・床面> 壁は外傾気味に立ち上がり、断面形は浅鉢状を呈する。底面は緩く北に傾斜する。

<出土遺物>(第49図 38～ 42、 写真図版39) 遺物の出土は、覆土上位の 1層系を主体とする。からかわ

らけ、陶器、中国産輸入陶磁器が主に埋土上位から出土している。

かわらけ 覆土上位 (1～ la層)よ り9袋分、覆土中位より9袋分、覆上下位 (5層)よ り2袋分のかわ

らけが出土している。大形の手づくねかわらけの小片が多い。実測可能であつた大形のかわらけ 1点を掲載

する。

陶器 常滑産、渥美産の破片が11点 出土している (掲載は4点 )。 41は大甕の胴部片と思われる。その他は
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器種の推定が明確ではない。

磁器 中国産白磁の底部片が 1点出土 (不掲載)している。四耳重でⅢ期 (森田1995年)と思われる。

<時期> 出土遺物は12世紀のものである。覆土についても古い様相が窺える。

28区溝跡 2号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。長軸方向はN-90° 一Eである。

<平面形・規模> 規模は開口部径23cm、 底部径 1lcm、 深さ16cm程 である。

<覆土・堆積状況> 覆土は 2層 に大別される。暗灰責色粘土質土が主体である。 自然堆積と思われる。

<壁・床面> 壁は緩く外傾し、断面形は浅鉢状を呈する。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 時期は不明である。覆土か らは古い様相である。

28区溝跡 3号

<検出状況> I層 中で検出した。長軸方向はN-90° 一Eである。

<平面形・規模> 東側が調査区外なことから開日郡径・底部径とも不明である。深さは90cm以上である。

<覆土・堆積状況> オリーブ褐色を主体 とする。人為堆積で、Ⅲ層 (地山土)相当の土を使って埋め戻し

を行っている。

<壁 。床面> 西壁のみの確認であるが、壁は外傾し、断面形は逆台形状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 覆土は現代の盛土と判断され、旧上水道に伴う溝 (痕跡)と思われる。

28区溝跡 4号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。長軸方向はN-90° 一Eである。

<平面形・規模> 規模は開日郡径 192cm、 底部径3 1cm、 深さは検出面から110cm、 現地表面か ら179cm程

である。

<覆土・堆積状況> オリーブ黒色泥質土を主体 とする。 1～ lb層は現代の盛土層、 2～ 3b。 3h・ 4

層は整地層 (中 世以降)、 3c～ 3g層は自然堆積的様相で捉えられる。

<壁・底面> 壁は外傾し、断面形は逆台形状を呈する。底面は西から東へ緩 く傾斜する。

<出土遺物>(第 49図43～ 76・ 78～ 82、 写真図版39～41) かわらけ、陶器片、粘土塊が出土 している。

覆土上位～中位に堆積する 3c。 3f層か らの出土量が多い。

かわらけ 手づくねかわらけの大形と小形が数点出土している。

陶器 常滑、渥美が多量に出土している。少量ではあるが須恵器及び東北産と思われる陶器が出土 している。

その他 粘土塊が 2点出土 している (不掲載)。

<時期> 覆土の下位で出土した79は、 13～ 14世紀のものと考えられることと近世の遺物が出土 していな

い状況から、本遺構の廃絶時期は中世より古いと推定される。構築時期については、本区の調査か らは言及

できない。

28区溝跡 5号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。長軸方向はN-115° 一Eである。

<平面形・規模> 規模は開口部径 58cm、 底部径 39cm、 深さ20cm程 である。

<覆土 。堆積状況> 覆土は灰色泥質粘土質土の単層である。

<壁・底面> 断面形は浅皿状を呈する。
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長2開0静

2も�
C― C′

1 10YR4/2灰 黄褐色 粘土質シル ト

締まり有
2 10YR4/3に ぶい黄褐色 粘土質土

明黄褐色土含む

ヽ PP10

D― D′

1 5Y3/1オ リーブ黒色 泥質粘土質土
炭化物含む

2 10YR6/8明 黄褐色 粘土質土 灰黄
褐色土含む

2a 10YR6/4に ぶい黄褐色 粘土質土

粘牲強

土坑 9号

水田土

遺物包含層

第13図  28区 (1)
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2 10YR6/8明 黄褐色 粘土質上 にぶい黄橙色土・礫含む 盛土
3 10YR3/3暗 褐色 粘土質シル ト 褐灰色土・明黄褐色土含む 酸化鉄の集積有
4 10YR5/1褐 灰色 泥質粘土質土 粘性・締まり有 水田土
4a 10YR5/1褐 灰色 泥質粘土質土 粘性・締まり有 明黄褐色土含む 盛土
5 10YR4/1褐 灰色 粘土質土 粘性・締まり有 炭化物含む 酸化鉄の集積有
6 25Y4/1黄灰色 粘土質ンル ト 粘性・締まり有 炭化物含む 溝 1号埋土
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ド生       L=25200m       囁

L=25800m    溝跡 4

A― A′

1 10BG6/1～ 5/1青 灰色 粘土質土 締まり有 灰黄褐色土含む 盛土
la 25Y3/2黒 褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり有 酸化鉄の集積有

l!争員糸篭,ヂ望訂乙票課茅雪議魏担輔増:ゴ望
ま
線 .嘉艶♂蟄泊そ至≧み釜攣

の集不責有
2 5Y4/1灰 色 泥質粘土質土 砂土含む
3 

露花象伝箕名霧
褐～暗灰黄色 泥質粘土質土 粘性有 縮まり無 明黄褐色土ブロック含む

3a 5Y3/1オ リープ黒色 泥質土 炭化物含む
3b 5Y3/1オ リープ黒色 泥質土 粘性強 締まり無 浅黄色土・炭化物含む
3c 5Y4/1灰 色 泥質土 黄褐色土ブロック少量含む
3d 5Y3/1～ 4/1オ リープ黒～灰色 泥質土
3e 5Y3/1オ リープ黒色 泥質土 緑灰色土・砂質土含む
3f 5Y2/2オ リープ黒色 泥質土 青灰色土プロック・有機質含む
3g 5Y3/1オ リープ黒色 泥質土
3h 75Y4/1灰 色 泥質粘土質土 締まり無

墨βtt L=25200m

″

鞘
lb

崖 L=252∞ m卓

N― N′ O― O′  P― 〆 Q― σ R― R′

1 25Y4/1黄 灰色 粘土質シル ト 粘性・締まり有 炭化物含む
la 10YR3/1～ 4/1黒 褐～褐灰色 粘土質ンル ト 粘性・締まり有

酸化鉄の集積有

i::轍斃駿魅箔響睡抵 母
2 10GY4/1暗緑灰色 粘土質土 粘性有 灰色土少量含む
2a 25Y5/6黄 褐色 粘土質土

L=252∞ m墨 ニチミ機χ舞 魁黙物物含む

第 14図  28区 (2)
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<出土遺物> 古瀬戸 と思われる平茶碗の胴郡小片が出土している。

<時期> 明確な時期は不明である。覆土の土層等などか らは古い様相で捉えられる。

28区溝跡 6号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。長軸方向はN-150° 一Eで ある。28区井戸跡 1号 と重複関係 にあ

るが、新旧関係は明確ではない。

<平面形・規模> 東側が調査区外でプランの一端を精査 したに過ぎないため、開口部径・底郡径とも不明

である。深さは64cm程である。

<覆土・堆積状況> 褐灰色粘土質土を主体に黄燈色粘土質土ブロックが混 じる。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形は逆台形状を呈する。底面は緩 く北側に傾斜する。

<出土遺物> 覆土中から出土遺物はない。

<時期> 不明である。28区溝跡 3号 と同一の可能性はあるが、底面の標高差が大きいことと覆土の様相

が違うことから判断できない。

28区溝跡 7号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。長軸方向はN-90° 一Eである。

<規模> 規模は関口部径33cm、 底部径 18cm、 深さ1 6cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は黒褐色粘土質土を主体 とする。

<壁・底面> 壁は緩 く外傾して立ち上がり、断面形は浅鉢状を呈する。底面は南に向かって緩やかに傾斜

する。

<出土遺物>(第 52図83～ 87、 写真図版42) 底面主体に覆土中か らかわ らけや陶器片が出上している。

かわらけ 大形の手づくねかわらけを主体に小形の手づくねかわ らけが出土 している。

陶器 常滑、渥美が数点出上している。

<時期> 明確には時期を断定できない。出土 している遺物は12世紀のものである。正 し、覆土の色調が

黒色主体であることから12世紀以降に廃絶された可能性が高い。

28区井戸跡 1号

<検出状況> 溝跡 6号の下位で検出した。本遺構が古いと思われるが明確ではない。

<平面形・規模> 規模は開口部径 162cm、 底部径 60cm、 深さは検出面か ら237cm、 現地表面か ら404cm程

である。

<覆土・堆積状況> 覆土は12層 に細分される。 1～ 3層 は人為堆積層と捉えられる。 4～ 5層は自然堆

積的様相ではあるが明確ではない。

<壁・底面> 壁は底面か ら100cm程直立気味に立ち上が り、中位で幅が広がる。断面形はロー ト状を呈す

る。

<付属施設> 底面付近には井戸枠に使用されたと思われる材が検出された。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 断面形がロー ト状を呈することから12世紀、あるいは中世の井戸跡と推定される。

28区井戸跡 2号跡

<検出状況> 28区溝跡 4号及び28区井戸跡 3号 と重複関係にあり、溝跡 4号より古 く、井戸跡 3号よ り

新しい。

<平面形・規模> 規模は開口郡径 178cm、 底部径 103cm、 深さは検出面か ら160cm、 現地表面か ら241cm
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である。

<覆土・堆積状況> 覆土は暗灰黄色粘土質土による単層である。人為堆積と推定される。

<壁・底面> 壁は直立気味に立ち上が り、断面形はロー ト状を呈する。底面は平坦である。

<付属施設> 底面付近から丼戸枠が、ほぽ完全な形で検出された。

<出土遺物>(第 57図 189～ 192、 383、 写真図版49・ 50。 61) 井戸枠の検出面より数cm上で中世と思

われる漆器片が出土 している。

漆器 中世と思われる漆器皿である。内面には全面に黒漆が塗布され、赤漆で文様が描かれる。

井戸枠 井戸枠がほぼ原形のまま残存 していた。写真図版49に 掲載 したようなほぞで組み合わせる構造が

確認できた。

<時期> 出土遺物か ら中世の可能性が高い。

28区井戸跡 3号

<検出状況> 28区井戸跡 2号の東側で検出された。本遺構が古い。

<平面形・規模> 規模は開口部径89cm、 底部径 79cm、 深さは検出面か ら112cm、 現地表面か ら221cmで

ある。標高は28区井戸跡 2号より若千高い。

<覆土・堆積状況> 褐灰色粘土質土を主体に黄橙色粘土質土がブロックで入る。明確ではなかったが、人

為堆積と思われる。

<壁・底面> 壁は直立気味に立ち上が り、断面形は逆台形状を呈する。底面は平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 28区井戸跡 2号よりは古いことは断定できるが、不明である。

28区土坑 1号

<検出状況> Ⅲ層上面において、かわ らけを多量に含む暗褐～にぶい黄橙色土の広が りを検出した。

<平面形・規模> 平面形は方形で、規模は開口部径377× 155cm、 底部径860× 146cm、 深さ20cm程であ

る。

<覆土・堆積状況> 暗褐色粘土質シル トで粘性・締まりが強い土質である。 2層に大別される。覆土下位

は、上位に比べ黒色が強い。 自然堆積的様相を呈する。

<壁・底面> 壁は外傾気味に立ち上がる。底面は平坦である。

<付属施設> 本遺構の底面及び壁際か ら柱穴が 5基検出された。PP l～ PP 4は 本遺構に伴うかあるいは

古い可能性がある。PP 5は本遺構の覆土を切ることから別の遺構 (建物跡など)に伴うものであろう。

<出土遺物>(第 52・ 53図 90～ 122、 写真図版42～ 45) 多量のかわ らけと陶器片 3点、及び木材片が

1。 2層中心に床面で出土している。

かわらけ 多量 (48点 と推定される)のかわ らけが出土している。内訳は大形の手づくねが30点、小形の

手づくねが11点、小形のロクロ成形のかわ らけが 7点出土している。実測可能である34点 を掲載する。

陶器 常滑 3点が出土 している。

木材 明確にはわか らなかったが、なんらかの部材と思われるものが 10点程出土している。

<時期> 出土遺物か ら12世紀に廃絶されたものと思われる。

28区土坑 2号

<検出状況> Ⅲ層上面において、かわらけを多量に含む灰褐色土の広が りを検出した。

<平面形・規模> 平面形は隅丸方形で、規模は開口部径220cm、 底部径 150cm、 深さ32cm程である。
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H― H′ I― r
l 10YR3/3～ 4/3暗褐～にぶい黄褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり有

黄橙色土ブロック・炭化物・土器片含む
2 25Y3/2～ 3/3黒褐～暗オリープ褐色 粘性強 締まり有 黄橙色土・

炭化物・土器片含む
2a 10YR4/1褐 灰色 粘土質土 粘性有明黄褐色土・炭化物含む
3 25Y3/3暗オリーブ褐色 粘土質土 粘性有 黄褐色土含む
4 10GY5/1緑灰色 粘土質土 砂土少量含む 酸化鉄の集積有
5 5YR4/4～ 4/61こぶい赤褐～赤褐色 粘土質土 酸化鉄の集積有
6 10YR6/8明黄褐色 粘土質土
7 10YR4/1褐 灰色 粘土質土 明黄褐色土含む
8 25Y3/1～4/1黒褐～黄灰色 粘土質土 粘性・締まり有 明黄褐色土

H′    プロック含む 酸化鉄の集積有
9 25Y5/4黄褐色 泥質粘土質シル ト 明黄褐色土プロック・炭化物少量

含む

土坑 1号検出時、かわらけ分布状況

下      上

114←110←94←98

00

丞

土坑 1号

J― r K―て
1 75YR4/2灰褐色 粘土質土 粘性弱 締まり強 にぶい橙色土

プロック・炭化物含む
2 10YR4/6褐 色 粘土質土 粘性・締まり有 明黄褐色土ブロック

・炭化物含む
3 5Y3/1～ 4/1オ リープ黒～灰色 泥質粘土質土 黄褐色土ブロック

・炭化物・土器片含む
25Y3/3暗オリーブ褐色 泥質砂質粘土質土 粘性有 土器片多量含む
25Y6/4に ぶい黄色 粘土質土 オリープ褐色土含む
25Y6/8明 黄褐色 粘土質土 砂土少量含む
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第16図  28区
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井戸跡 1号

E― E′

1 現代盛土
la 10YR5/1褐 灰色 粘土質シル ト 水田土
2 10YR6/1褐 灰色 粘土質土 遺物包含層
2a 10YR5/1褐 灰色 粘土質土 遺物包含層
2b 10YR5/1褐 灰色 粘土質土 遺物包含層
2C 5Y3/1オ リープ黒色 粘土質土 遺物包合層
3 10YR6/2灰 黄褐色 粘土質上 自然堆積
4 25Y5/1黄灰色 粘土質土 粘性強
4a Z5Y5/1黄 灰色 粘土質土 にぶい黄橙色土ブロック含む
4b 25Y6/3に ぶい黄色 粘土質土
4c 25Y7/3浅 黄色 粘土質土 淡黄色土含む
5 5Y5/1灰 色 粘土質土 かわらけ含む
5a 5Y3/1オ リーブ黒色 泥質粘土質土 かわらけ含む
5b 10YR4/1褐 灰色 粘性強 にぶい黄橙色土プロック含む 炭化物多量含む
5c 10YR3/2～ 4/2黒褐～灰黄褐色 粘土質土 粘性強 炭化物含む
5d 5Y3/1オ リープ黒色 泥質粘土質土 粘性強 締まり無 褐色土プロック少量含む
5e 5Y4/1灰色 泥質土 黄褐色土プロック少逮含む
5f 25Y4/1黄 灰色 泥質粘土質土 青灰色土含む
5g 25Y3/1～ 4/1黒 褐～黄灰色 粘土質泥質土 砂土少量含む

X=-1121595

+Y=24742

第17図 28区 (5)
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<覆土 。堆積状況> 4層 に区分される。主体となるのは暗褐色粘土質シル トで、自然堆積的様相を呈する。

<壁・底面> 壁は外傾気味に立ち上がる。底面は平坦である。

<付属施設> 本遺構に伴うか不明であるが短軸の両端にPP23、 及び柱穴の可能性が高い窪みを検出した。

<出土遺物>(第 53・ 54図 128～ 140、 写真図版46・ 47) 覆土中位の 3～ 3a層 を主体に遺物が出土し

ている。遺物の種類としては、かわらけ、陶器片、漆器 ?が出土している。

かわらけ 多量 (約 27個体と推定される)のかわらけが 3層主体に出土している。内訳は大形の手づくね

かわらけ 9点、小形の手づくねかわらけ14点、大形のロクロ成形のかわらけが 1点、小形のロクロ成形の

かわらけが 3点が出土している。実測可能であつた20点を掲載する。

陶器 渥美 1点、猿投 2点、中国産と思われる陶器 1点が出土している。

漆器 黒漆の塗布が確認されることから漆器と思われるが、残存率が悪く明確ではない。

<時期> 出土遺物から12世紀に廃絶されたものと思われる。

28区土坑 3号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。28区土坑 8号と新旧関係にあり、本遺構が古い。

<平面形・規模> 平面形はほぼ円形で、規模は開口部径97cm、 底部径53cm、 深さ70cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土はオリーブ黒～灰色の粘土質土を主体とし、有機質に富む。自然堆積的様相を呈

する。

<壁・底面> 壁はほぼ直立気味に立ち上がる。断面形はビーカー状を呈する。

<出土遺物>(第 51・ 54図 77・ 141～ 144図、写真図版41,47) 埋土中位～下位で陶器・須恵器が出土

している。

陶器 常滑産が 6点出土している。器種の判別が可能なものは142のみで大甕の胴部片である。

須恵器 1点の出土で、壷の日～肩部が出土している。中世のものと思われる。

<時期> 出土遺物は全て12世紀のものである。

28区土坑 4号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開口郡径91cm、 底部径72cm、 深さ13cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は 3層 に細分される。上位に褐灰色粘土質土、下位ににぶい黄褐色粘土質土が堆

積する。自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は緩く外傾して立ち上がり断面形は浅皿状を呈する。底面は平坦である。

<出土遺物>(第 54図 145、 写真図版47) 大形の手づくねかわらけが、底面直上で 1点出土している。

<時期> 出土している遺物は12世紀のものである。

28区土坑 5号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形 。規模> 平面形は円形で、規模は開口部径46cm、 底郡径29cm、 深さ13cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は 2層 に大別される。上位に褐灰色泥質粘土質土、下位に灰黄褐色が堆積する。

人為堆積か自然堆積かの有無は判断できなかった。

<壁・底面> 壁は緩く外傾し、断面形は浅皿状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。覆土の状況から古い様相が窺える。
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28区土坑 6号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開口部径69cm、 底部径65cm、 深さ16cm程 である。

<覆土・堆積状況> 覆土は灰黄褐色粘土質シル トによる単層である。

<壁・底面> 壁は緩く外傾し、断面形は浅皿状を呈する。底面は北側から南側に向かつて緩やかに傾斜す

る。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。覆土の状況から古い様相が窺える。

28区土坑 7号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開口部径40～ 60cm、 底郡径30cm、 深さ25cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は褐灰色粘土質土による単層である。自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は外傾し、断面形は浅鉢状を呈する。底面は平坦である。

<出土遺物>(第 54図 146、 写真図版47) かわらけ 1点と渥美産の陶器 1点が出土している。

かわらけ 大形の手づくねかわらけが 1点出土している。

陶器 渥美産の回縁部片が出土している。

<時期> 出土している遺物は12世紀のものである。

28区土坑 8号

<検出状況> 覆土の状況からトイレ状土坑と思われるものである。Ⅲ層上面で検出した。現代の井戸跡及

び28区土坑 3号 と重複関係にあり、本遺構が古い。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開口部径105cm、 底部径80cm、 深さ11 lcm程 である。

<覆土・堆積状況> 覆土は黒～オリーブ黒色の泥質土が主体で、4・ 6・ 7層に多量の種子類が混入する。

人為による堆積と思われる。

<壁・床面> 壁は直立気味に立ち上がり、断面形はビーカー状を呈する。

<出土遺物>(第 54図 146～ 150、 152～ 155、 写真図版47・ 48) 埋土上位～中位を主体に、かわらけ、

陶器、木製品などの遺物が出土している。

かわらけ 大形の手づくねかわらけ 1点が出土している。

陶器 常滑産と渥美産の胴部片があわせて 5点出土している。

木製品 チュウ木と思われる木製品が4本出土している。

<時期> 出土遺物は12世紀が主体である。覆土の状況からは、古い様相と捉えられる。

28区土坑 9号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開日部径52cm、 底郡径41cm、 深さ22cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土はオリーブ褐色の単層である。人為堆積的様相であり、短い時間幅で埋められた

と思われる。

<壁・底面> 壁は直立気味に立ち上がり、断面形はビーカー状を呈する。

<出土遺物>(第 54図 151、 写真図版47) かわらけの小片と渥美産の陶器 1点が出土している。

かわらけ 小片が少量出土した。
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溝跡 7号
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X― X′  Y― Y′

1 10YR3/2黒 褐色 粘土質土 粘性強 締 まり有 炭化物少量含む
2 10YR4/4褐 色 粘土質シル ト 粘性・締ま り有
3 10GY5/1緑 灰色 粘土質土 粘性・締まり有

い    L=25000m 導

Ｌ
ト L=25700m

L
引

M― M′

5Y3/1オ リーブ黒色 泥質粘土質土 オ リープ黄色土・炭化物含む
25Y2/1黒 色 泥質土 粘性有 締まり無 有機質含む 木片・種子出土
10Y4/1灰 色 泥質土 粘性有
25Y4/1黒 色 泥質土 粘性有 縮まり無 有機質含む 木片・種子出土
5Y5/1灰 色 砂礫含む
75Y2/1黒 色 泥質土 粘性有 縮まり無 木片・種子出土
75Y3/1オ リーブ黒色 泥質土 粘性有 締まり無 種子出土
5Y3/1～ 4/1オ リーブ黒～灰色 泥質土 粘性有 締まり無 緑灰色土含む
5Y4/1灰 色 粘土質泥質土 粘性有 締まり弱 明黄褐色土ブロック含む

土坑 4号

遺物包含層

土坑 8号

―
土坑 3号

し―L′

第19図 28区 (7)

5Y3/1オ リーブ黒色 泥質粘土質土 締まり有 黄褐色土・浅黄色土・炭化物含む
5Y4/1灰 色 泥質上 粘性有 浅黄色土ブロック・炭化物含む
5Y4/1灰 色 泥質土 浅黄色土 炭化物少量含む 有機質含む 木片・種子出土
10YR4/1褐灰色主体にオリーブ黒・粘土質土・炭化材多量に含む
10YR4/3～ 5/31こ ぶい黄褐色と黄橙の混合・粘土質土

土坑 4号
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陶器 常滑産の肩部が出土 している。

<時期> 出土 している遺物は12世紀のものである。

28区土坑 10号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開口部径 52cm、 底部径41cm、 深さ1 6cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は褐灰色の単層である。

<壁・底面> 壁は緩やかに立ち上が り、断面形は浅皿状を呈する。底面は平坦である。浅い落ち込みとも

考えられる。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。

28区遺構内遺物 (第 55図 156～ 159、 写真図版48) 数点の遺物が柱穴から得 られた。

かわらけ PPllか ら大形のロクロかわ らけが出土 している。

陶器 PP63と PP45か ら渥美産が出土 している。

遺構外の遺物  (第 55図 164～ 177、 写真図版48)遺物包含層が局所的に残存する。特に29区 との続き部

分か ら北側のエリアと、国道 4号沿いで28区溝跡 4号の上位付近の堆積が良好であった。出土 した主な遺

物 としては、かわ らけ、常滑産・渥美産の陶器が、小片を含めてコンテナ 1箱分程出土した。

かわらけ 小形の手づくねを主体 とする。 163は 内折れのかわらけである。

陶器 常滑産を主体に渥美産及び須恵器が出土 している。

28区 のまとめ 他の区に較べて面積的にも平面的にも広 く調査 した区であったこともあ り、多数の遺構に

恵まれた。検出遺構についても、大形の溝跡、遺物廃棄土坑、 トイレ状土坑、井戸枠の残存 していた井戸跡

など貴重な資料が得 られた。また、本区には所々12世紀の遺物包含層が残存し、相当量の遺物が出土して

いる。

29区 (第 20図、写真図版 13)

位置 国道 4号 と県道毛越寺線の合流付近に位置する。

検出遺構 溝跡 3条、カマ ド状遺構 1基、土坑 1基、柱穴 11基 を検出した。

29区溝跡 1号

<検出状況> Ⅱ層を除去した段階で検出した。

<規模> 開口部径 9 cm、 底部径 6 cm、 深さ 2 cmで ある。

<覆土・堆積状況> 灰褐色粘土質シル トを主体ににぶい橙色粘土がブロック状に少量混入する。単層であ

る。

<壁 。底面> 深さは 2～ 3 cmで断面形は浅皿状を呈する。 レベル的に観て南側から北側に緩 く傾斜する。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。

29区溝跡 2号

<検出状況> Ⅱ層を除去した段階で検出した。29区溝 3跡号と重複関係にあり、本遺構が新 しい。

<覆土・堆積状況> にぶい赤褐色粘土質シル トによる単層である。

<壁・底面> 断面形は鉢状を呈 し、深さは1 0cm程 である。底面はほぼ平坦である。なお29区溝跡 3号よ
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り本遺構が 3～ 5 cm掘 り込みが深い。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。西側が撹乱により破壊を受け、明確ではないため溝跡としたが、29区 カマ ド状遺

構の煙道部に相当する可能性がある。

29区溝跡 3号

<検出状況> Ⅱ層を除去した段階で検出した。

<覆土・堆積状況> 暗褐色粘土質シル トにより単層で、酸化鉄の集積が縦方向に線状で入る。

<壁・底面> 断面形は薬研堀状を呈し、深さ18cm程である。底面は南から北に緩く傾斜する。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。

29区カマド状遺構 1号

<検出状況> Ⅱ層上面で暗褐色土の不整な広がりを検出した。

<平面形・規模> 北側が撹乱で破壊されているため全体の形状は不明であるが、楕円形状と溝状の土坑が

合わさったような形状が推定される。規模は200× 180cm程 と推定される。

<覆土・堆積状況> 上位に暗褐色粘土質シル ト (1層 )、 下位に褐灰色粘土質土主体の酸化鉄を含む土層

(2層)が堆積する。自然堆積と判断される。 2層 は部分的 (東壁際付近)に焼成を受けている可能性があ

る。

<壁・床面 (底面)> 断面形は浅鉢状を呈し、深さは4～ 14cmである。明瞭ではないが、底面は焼成を

受けていると思われる。

<付属施設> 上記したとおり29区溝跡 2号が煙道部の可能性がある。

<出土遺物> かわらけ小片が、 4号ビニール袋で 3袋出土した。

<時期> 不明である。

29区土坑 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。南側半分は歩道とのノリ部分下位に続く。

<平面形・規模> 平面形は円形と推定される。開口部径36cm、 底部径31cm、 深さ19cm程 である。

<覆土・堆積状況> 覆土は暗褐色粘土質土を主体とし、自然堆積的に捉えられる。

<壁 。底面> 断面形は浅皿状を呈し、底面は多少凹凸がある。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。

29区柱穴

<検出状況> Ⅱ層下位では明瞭ではなく、全てⅢ層上面まで掘り下げた段階で検出した。

<平面形・規模> 開日部径は20～30cm程で、深さは10～40cmと ばらつきがある。

<覆土・堆積状況> 覆土は灰褐色粘土質シル ト及び明褐色粘土質土を主体とする。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 覆土は古い様相で、12世紀の可能性が高い。

遺構外の遺物 (第 55図 178、 写真図版48) 盛土中よりかわらけ小片 1袋 と陶器片が 2点出土している。

陶器 常滑、渥美が各 1点ずつである。

29区のまとめ 柱穴と29区溝跡 1号に12世紀の可能性がある。その他の遺構は、近世以降と推定される。
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砂利 盛土
10YR2/1黒色 炭殻 盛土
10YR6/8明黄褐色 粘土質土 盛土
25Y5/1黄 灰色 泥質粘土質土 粘性・締まり有 炭化物少量含む 水田土
75YR76褐 色 泥質粘土質土 粘性・締まり有 炭化物少量含む
25Y4/1黄灰色 粘土質土 粘性・締まり有 土器片・炭化物含む 酸化鉄の集積有 遺物包含層
25Y3/3暗 オリーブ褐色 粘土質土 粘性有 締まり弱 遺物包含層
10Y巨73に ぶい黄褐色 粘土質土 粘性有 明黄褐色土含む
10YR5/8～ 6/8黄褐色～明黄褐色 粘土質土 粘性有 酸化鉄の集積有
75YR3た 暗褐色 粘土質シル ト 粘性有 酸化鉄の集積有
75YR4/1褐 灰色 泥質粘土質土 粘性有 酸化鉄の集積有
75YR4/2灰 褐色 泥質粘土質土 粘性有 酸化鉄の集積有

し=25600m ヽ

溝跡 2号
E    E′
卜  引
L=25600nl

ふこ歿掘りすぎ

E― E'
1 5YR4/3に ぶい赤褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり強

褐色土・にぶい橙土含む 酸化鉄の集積有 煙道部 ?
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B一 B′  C― C′ D― D′

1 10YR3/3暗 褐色 粘土質ンル ト 粘性有 浅黄橙色土少量含む 酸化鉄の集積有
2 10YR7/41こ ぶい黄橙色 粘土質土 粘性・締まり有 酸化鉄の集積有
3 10YR4/1褐 灰色 泥質粘土質土 粘性有 締まり無 黄褐色土含む

第20図 29区
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遺構名 規模 深 さ 備考

29区 11

29区 ヨP2 9

29区 PP3
29区 P,4
29区 PP 5

29区 P,6
8

29区 PP 9 4

29区 P,10
29区 PPll
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また29区 の土地利用について、土層観察から以下のことが考えられる。 4層 と6層が水田土と判断される

ことから、水田は 2時期に造成されていることがわかった。水田造成の時期について、炭カラ層 (2層 )は

地権者の話しによると、昭和30～ 40年頃に鉄道燃料を再利用して盛 られたもので、 4層の水田土は戦前よ

り古いと思われる。よつて 5層を挟み 6層 の水田土は、近代以前の可能性も考えられる。

30区 (第 21図、写真図版 14)

位置 国道 4号と県道毛越寺線の合流付近に位置する。

検出遺構 溝跡 1条、土坑 6基、柱穴21基 を検出した。

30区溝跡 1号

<検出状況> 遺物包含層下位を除去した段階で検出した。

<平面形・規模> 規模は開日部 18cm、 底部14cm、 深さ6 cmで ある。

<覆土・堆積状況> 覆土は暗褐色～褐色粘土質を主体とする。自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅鉢状を呈する。底面は平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。覆土の様相からの判断としては古い様相が窺える。

30区土坑 1号

<検出状況> 遺物包含層下位を除去した段階で検出した。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開口部径59cm、 底部径34cm、 深さ18cm程 である。

<覆土・堆積状況> 覆土は褐灰色粘土質シル トと黄褐色土粘土質土による混土 (1層)を主体とし、壁際

に浅黄色粘土質土 (2・ 3層)が見られる。 2・ 3層は地山 (壁)崩壊土と判断される。自然堆積的様相で

ある。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅鉢状を呈する。底面は平坦である。

<出土遺物> かわらけ小片と陶器片が数点出土した。出土している陶器片は全て常滑である。

<時期> 出土している遺物は12世紀のものである。

30区土坑 2号

<検出状況> 遺物包含層下位を除去した段階で検出した。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開口部径65cm、 底郡径28cm、 深さ30cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は上位の明黄褐色粘土質シル トと中位～下位の責灰色粘土質シル トに区分され

る。覆上の堆積様相は、明確には判断できなかったが、人為堆積と推定される。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形は乳頭状を呈する。底面は丸底気味である。

<出土遺物>(第 58図 198、 写真図版51) 陶器 1点が出土している。

陶器 渥美産の大甕の肩部が、底面直上で出土している。

<時期> 出土している遺物は12世紀のものである。

30区土坑 3号

<検出状況> 遺物包含層下位を除去した段階で検出した。北側半分は調査区外である。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開回部径65cm、 底部径51cm、 深さ15cm程 である。

<覆土・堆積状況> 覆土はにぶい黄褐色粘土質土を主誉とする。覆土の様相は明確には判断できなかった

が、人為堆積の可能性が高い。
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<壁・底面> 壁は緩 く外傾し、断面形は浅皿状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> かわ らけ 1点、陶器片 1点が出土している。

土器 小形のロクロ成形によるかわらけが 1点出土している。

陶器 常滑 1点が出土している。

<時期> 出土している遺物は12世紀のものである。

30区土坑 4号

<検出状況> 遺物包含層下位を除去 した段階で検出した。

<平面形・規模> 平面形は精円形で、規模は開口郡径109× 60cm、 底部径 89cm、 深さ18cm程 である。

<覆土・堆積状況> 覆土は上位に暗褐色粘土質土、下位ににぶい黄燈色粘土質土により構成される。

<壁・底面> 壁は緩く外傾し、断面形は浅皿状を呈する。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。

30区土坑 5号

<検出状況> 遺物包含層下位を除去 した段階で検出した。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開口部径60cm、 底郡径37cm、 深さ 8 cm程 である。

<覆土 。堆積状況> 覆土は暗褐色～にぶい黄褐色粘土質土による単層である。

<壁・底面> 壁は緩 く外傾し、断面形は浅皿状を呈する。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。

30区土坑 6号

<検出状況> 遺物包含層下位を除去 した段階で検出した。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開口部径 152cm、 底部径 140cm、 深さ 7 cm程 である。

<覆土・堆積状況> 覆土は褐色の単層である。

<壁・底面> 壁は緩く外傾し、断面形は浅皿状を呈する。底面は平坦である。

<付属施設> 明瞭な掘 り込みではないが、底面中央付近で小穴を検出した。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。

30区柱穴

<検出状況> Ⅱ層 (遺物包含層)を除去 した段階で検出した。PP16、 PP l、 PP14、 PP10、 PPll、 PP

3、 PP 5は、ほぼ 2m間隔で並ぶことから、北側の調査区外に掘立柱建物跡があると推定される。

<平面形・規模> 平面形、規模、深さともば らつきが多いが、概ね開口部径20cm程の小形のものが多い。

<覆土> にぶい黄燈色粘土質土を主体 とするものが多い。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 明確な時期は不明であるが、 Ⅱ層除去後で検出していることと、覆土の様相か ら中世以前と考え

られる。

遺構外の遺物 (第 58図 195～ 200、 写真図版51) かわ らけ小片、陶器片数点、また撹乱か ら現代のもの

と思われる陶磁器片が出土している。

陶器 常滑産、渥美産の他に産地不明の陶器が出土している。
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+X=m2607
Y=24713

A

A― A'  E― E'
1 10YR4/3に ぶい黄褐色 粘土質シル ト 盛土
2 10YR6/6明 黄褐色 粘土質土 砂土多量含む 盛土
3 25Y3/2～ 4/1黒 褐色～黄灰色 粘土質土 水田土
3a 10YR4/1～72褐灰～灰黄褐色 粘土質土 粘性・締まり有 酸化鉄の集積有
4 25Y4/2暗灰黄色 粘土質土 炭化物含む 酸化鉄の集積有
4a 25Y71黄灰色 粘土質土 炭化物含む 酸化鉄の集積有

ЮYR2/1黒 色 炭殻 盛土
ЮYR5/4に ぶい黄褐色 粘土質土
10YR4/2灰黄褐色 粘土質土 縮まり有 明褐色土含む 酸化鉄の集積有 土坑 5号埋土
10YR3/4～73暗褐～にぶい黄褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり有 炭化物微量含む 溝 1号埋土
10YR5/8黄褐色 粘土質土 粘性・締 まり有 土器片含む 溝 1号埋土

土坑1号

10YR6/4～ 5れにぶい黄橙～にぶい黄褐色 粘土質土 粘性・締まり有
75Y4/1灰 色 粘土質土 粘性有 締まり無 土坑 3号埋土
10YR4/3にぶい責褐色 粘土質土 炭化物少量含む 土坑 3号埋土
10YR4/3にぶい黄褐色 粘土質土 粘性・締まり有 明黄褐色土含む
10YR4/1褐灰色 泥質粘土質土 黄褐色土含む P,6埋土

褐灰色土少量含む PP7埋 土

PP 6埋土

B― B'
1 10YR4/1褐 灰色 粘土質土 黄褐色土・にぶい黄橙色土含む
2 10YR8/2灰 自色 粘土質土 灰色少量含む 酸化鉄の集積有
3 10YR7/3～ 7/4にぶい黄橙色 粘土質土
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卜 引
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土抗4号

ご
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Ｅ
卜 L=25800m

1 10YR3/3暗 褐色 粘土質土 粘性・締まり有 明黄褐色土・炭化物少量含む 酸化鉄の集積有
2 10YR7/4に ぶい黄橙色 粘土質土 粘性・締まり有 砂土含む 酸化鉄の集積有

第21図  30区
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PP2
30区

80区 PP4
30区 PP5
30区 PP6
30区 PP7 5

30区

30区 PP10 24× 14

30区

30区 PP

30区 PP 5

30区 PP 4

30区

30区 43

12 11

30区 PP18
30区 PP19 5

30区 PP20 6

30区 PP21 22× 10 11



30区のまとめ 本区は遺物包含層が存在し (第21図断面A― A′ の4a層 )、 また同層下位から全般に浅い

土坑を検出している。また、土層断面を作成した付近に残存がなく記録を残せなかったが、粗掘り作業中

(重機による)に現代あるいは近代の水田に伴う覆土 (床土 ?)が局所的に見られた。

31区 (第22図、写真図版 15)

位置 県道毛越寺線沿いで、「岩手日日新聞平泉支局」東隣に位置する。

検出遺構 溝跡 5条、土坑 2基、柱穴19基 を検出した。

31区溝跡 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。西側は33区 とのノリ面下位に続く。

<規模> 開口部径・底部径は不明である。深さは 8 cm程 である。

<覆土・堆積状況> 覆土は褐色土泥質粘土質シル トによる単層で、自然堆積と推定される。

<壁・底面> 断面形は浅皿状を呈する。

<出土遺物>(第 58区 207、 写真図版51) 覆土上位～中位でかわらけ数点と陶器 1点が出土している。

かわらけ 大形のロクロ成形によるものと小形の手づくねによるものが出土している。

陶器 渥美産の胴部片が出土している。

<時期> 出土している遺物は12世紀のものである。

31区溝跡 2号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出したが、北壁の土層断面 (第 22図 A― A′ )を観察した結果、本来は盛土

中から掘り込まれていることがわかった。

<規模> 規模は、開口部径26cm、 底部径13cm、 地山面から深さ18cmで ある。

<覆土・堆積状況> 覆土は現代の盛土により構成される。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形は鉢状を呈する。底面は丸底気味である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 北壁の土層断面 (第 22図断面A― A′ )か ら判断すると現代に構築・廃絶された溝であること

がわかる。

31区溝 3号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。本溝跡は、町教育委員会が実施した第40次調査で検出された溝跡の

延長部分となる。

<規模> 規模は、開口部径166cm、 底部76cm、 深さ76cmで ある。

<覆土・堆積状況> 覆土は 7層に細分される。1層は褐灰色粘土質土を主体とし、遺物はあまり含まない。

la～ lf層は灰色の泥質粘土質土主体で、遺物は主にla、 lb、 lc層から出土している。上位の 1層

は人為堆積と判断できるが、 la～ lf層は自然堆積か人為堆積か判断できなかった。覆土の上位ほど酸化

鉄の集積が顕著に見られる。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形は鉢状を呈する。精査時は絶えず水が溜まることからつF水

ポンプを随時稼働しながらの精査なため、底面が平坦かどうかは不明である。本来溝の機能時には、南北何

れかの方向に流れていたのかあるいは流れがなかったのかなどの判断はできなかった。

<出土遺物>(第 58図 208～ 211、 写真図版52) とa層及び lc層からの出土を主体とする。かわらけ

数点、陶器片 3点、用途不明の木製品が出土している。
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かわらけ 実測可能なものは 5点である。小形のロクロ成形かわらけを主体に大小の手づくねかわらけが出

土している。

陶器 埋土下位の lc層 より涯美産の胴部片が出土 している。

木製品 覆土下位より211が出土した。

<時期> 出土している遺物は12世紀のものである。

31区溝跡 4号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。明瞭なプランではなかったことから当初は土坑の可能性を想定したも

のである。東側で重複関係にある31区溝跡 3号との新旧関係は明確ではない。根拠は弱いが覆土の状況か

ら本遺構が新 しいと推測されるが、31区溝 3号の東側に本遺構の延長が確認できなかったことか ら、ある

いは同時存在の可能性もある。

<平面形・規模> 規模は開日部径 112cm、 底部49cm、 深さ24cm程である。

<覆土・堆積状況> 褐灰～灰褐色の粘土質シル トを主体とし、酸化鉄の集積が多く見 られる。 自然堆積と

推定される。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上が り、断面形は皿状を呈する。底面は平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。

31区溝 5号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。PP19との新旧関係は判別できなかった。あるいは柱穴列的な遺構の

可能性がある。

<平面形・規模> 規模は開口部径 28cm、 底部径 16cm、 深さは 8 cm程 である。

<覆土・堆積状況> 覆土はにぶい黄褐色土を主体 とする。堆積状況は人為、 自然の判別が把握できなかっ

た。

<壁・底面> 壁は外傾し、断面形は深鉢状を呈する。底面は緩 く西側に傾斜する。

<付属施設> PP19が溝中央に位置する。PP12についても明瞭ではないが、本遺構に付随する可能性が

ある。<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。

31区土坑 1号

<検出状況> Ⅲ層で検出した。南側は調査区外に広がる。

<平面形 。規模> 平面形は円形と推定される。規模は、開口部径 73cm、 底部径 32cm、 深さ13cm程 である。

<覆土・堆積状況> 覆土は褐色粘土質土による単層である。人為堆積と推定される。

<壁・底面> 壁は緩 く外傾し、断面形は浅皿状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。

31区土坑 2号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模> 開口郡径101× 13cm、 底部径89× 10cm、 深さ1 0cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は、溝跡 3号の覆土上位と類似する。 自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は緩 く外傾し、断面形はほぼV字状を呈する。
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<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 明確には不明であるが、覆土は古い様相が窺える

31区柱穴

<検出状況> Ⅲ層上面において19基を検出した。

<規模> 開口部径20cm程のものが多い。

<覆土・堆積状況> 覆土は暗褐色土及び褐色粘土質土がほとんどである。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 覆土の状況は古い様相が窺える。

遺構外の遺物 (第 58図 212、 写真図版52) 盛土中より小形の手づくねかわらけと渥美産陶器片2点が出土

した。

31区のまとめ 全般に時期の同定ができなかった遺構が多い。隣接する30区で見られた遺物包含層及び水

田土は、本区では確認されなかった。

33区 (第 23・ 24図、写真図版 16)

位置 県道毛越寺線沿いで、「まるよし文具店」東隣に位置する。

検出遺構 掘立柱建物跡 2棟、柱穴15基 を検出した。

33区掘立柱建物跡 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。長軸方向はN-10° 一Eである。

<平面形・規模> 2間 × 1間の柱穴配列を検出した。建物跡は調査区外に延びる可能性がある。柱穴 5個

により構成される。柱穴の規模は、開口部径15～ 28cm、 深さ12～ 38cm程である。間尺は東西方向でPP 6

とPPllの 柱穴間隔が155cm、 PPllと PP12の柱穴間隔が155cmである。尚、PP 8と PP13の 問からは柱穴が

検出されなかった。南北方向の間尺でPP12と PP13の柱穴間隔が235cmである。

<覆土> 柱穴の覆土は、灰黄色粘土質土を主体とする。

<出土遺物> 柱穴からの出土遺物はない。

<時期> 明確には不明である。覆土の様相からの判断としては、12世紀と推定される。

33区掘立柱建物跡 2号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。長軸方向はN-10° 一Eである。

<平面形・規模> 調査区内では 1問 × 1間の柱穴配列を検出した。建物跡は調査区外に延びる可能性があ

る。柱穴 4個により構成される。柱穴の規模は、開口部径28～ 55cm、 深さ18～ 38cm程である。アタリが把

握できたPP 7か ら、柱の直径は1 5cm程 と推定される。間尺は東西方向で210cm、 南北方向で2 10cm程 であ

る。<覆土> 柱穴の覆土は、灰黄褐色粘土質土を主体とする。

<出土遺物> 柱穴からの出土遺物はない。

<時期> 明確には不明である。覆土の様相から12世紀と推定される。

遺構外の遺物 (第59図213～ 215、 写真図版52) かわらけ、陶器、陶磁器が少量出土した。

陶器 出自が把握できるのは、常滑産の 1点である。

33区のまとめ 12世紀と推定される掘立柱建物跡 2棟を検出した。
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+X=11雰603

濤跡1号

カクラ

溝跡4号

D
卜  L=26200m

C― C'  D― D'
1 10YR4/1掲 灰色 粘土質シル ト
2 75YR4/2灰 褐色 粘土質シル ト
3 75YR4/2灰 褐色 粘土質シル ト
3a 75YR5/6明 褐色 粘土質シル ト

+A

⑥ P′

P,14

PPl

土抗2

土抗l   ⑨
F PF

e患
F~PPll

Y=24700

+X=112603

L=26700m

―A'
75YR6/6橙色 粘土質シル ト 粘性・締まり強 にぶい褐色土含む マンガン含む
75YR4/1褐 灰色 粘土質シル ト 粘性・締まり強 明褐色土プロック含む
75YR5/41こ ぶい褐色土 砂質土 締まり強 カクラン層
10YR4/1褐灰色 粘土質土
10YR4/6褐色EFL質 粘土質シル ト粘性強

m

Ａト

Ｃ引
Ｃ
卜Ｄ引

溝跡4号

L=26200m

粘性・締まり弱 にぶい黄橙色土・炭化物含む 人為堆積
粘性強 締まり弱 酸化鉄の集積有
粘性強 締まり弱 酸化鉄の集積有 にぶい橙色土含む

粘性強 締まり弱 酸化鉄の集積有 橙色土含む
BC― B'
1 10YR4/1褐 灰色 粘土質土 酸化物の集積有
la 5Y71～ 5/1灰 色 泥質粘土質土 有機質含む

lb 25Y4/1黄灰色 粘土質土 砂土少量含 む

lc 5Y4/1灰 色 泥質粘土質土 酸化物の集積有
ld 10Y4/1灰 色 泥質粘土質土
le 10GY5/1緑灰色 粘土質砂質土
lf 75GY5/1緑 灰色 泥質砂質土溝跡5号

E′

卜  引
L=26200m

]<
F引

燈団》
H〆

PP13

F     F′
卜   ■

し=26 200m   E― E'

U
1 10YR3/3暗褐色 粘土質土 締ま り有 炭化物少量含む 盛土

2 10YR5/3にぶい黄褐色 粘性質土 酸化鉄の集積有
2a 10YR7/41こぶい黄橙色 粘土質土 酸化鉄の集積有
2b 10YR6/4に ぶい黄橙色 粘土質土

F― F'
1 75YR3/4暗褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり強 にぶい褐色土 ブロック・マンガン粒含む
2 75YR6/4にぶい褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり強
3 75YR4/4褐色 粘土質シル ト にぶい褐色土含む

第22図  31区
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区名 遺構名 規懐 深 さ 備 考

区 PPl

区 PP2
区

区 PP4 柱痕 あ り

PP5
31区 柱痕 あ り

31区 PP7
31彦ζ 17 13

31区 P,9

31鬱こ PP10 14

31Eこ 15 アタ リ有 り

31じζ 2 溝3号 と重複、新旧不明

3 アタリ有り

31区

31区 PP アタ リ有 り

31区 PP 6

31区 ア タ リ有 り

31傷至 PP18
31E登 PP19 溝5号 と重複、新旧不明
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＝
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監      L=2m∞ m     雪
′

2

PPll

D       1       2

PP10

A               A′

卜   引
L=26100m

33区 。34区

A― A'

1 10YR6/1褐 灰色 粘土質シル ト 粘性・締まり強

2 10YR4/3に ぶい黄褐色 粘性・締まり強

m

第23図 33(1)
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PP

掘立柱建物跡 1号

P3翠
|

掘立柱建物跡2号

0
PP3 ◎

∞中。璃
９
ＰＰ

区名 遺橋名 規模 深 さ 備 考

34区

34区 PP2
34区

34区 P,4 柱痕あ り

34区 PP5

根 石

備 考

33区 PPl

34区 PP2 アタリ有 り

34区 PP3 4

34区 PP4 PP14と 重複、 FP4カ i新

34区 PP5
34区 PP6 9

アタリ有 り

34区 PPS
34区 PP9 8

34区 PP10 柱痕あり

34区 PPll
34区 PP12 11 6

34区 PP13 21× 14

PP14

・ 34区



Ｅ卜 ‐劇一ｗ

33区掘立柱建物跡2号

0              1               2mP,14

第24図  33区 (2)
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34区 (第23図、写真図版 16)

位置 県道毛越寺線沿いで、「まるよし文具店」前に位置する。

検出遺構 柱穴 7基を検出した。

遺構外の遺物 (第 59図 216、 写真図版52) Ⅲ層 (地山)直上から陶器片が出土している。

陶器 常滑産が出上している。

34区のまとめ 覆土の様相から、柱穴は12世紀と推定される。

35。 36区 (第25・ 26図、写真図版 17)

位置 県道毛越寺線沿いで、「県南タクシー」前に位置する。元白山社参道と思われる道路と隣接する。

検出遺構 掘立柱建物跡 1棟、溝跡 1条、柱穴18基 を検出した。

36区掘立柱建物跡 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。長軸方向はN-25° 一Eである。

<平面形・規模> 調査区内では 2間 × 1間の柱穴配列を検出した。平泉町文化財センターが行った第37

次調査区で検出された掘立柱建物跡と柱穴の配列が一致する。

<覆土> 柱穴の覆土は灰褐色土を主体とする。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 明確には不明である。覆上の様相から12世紀と推定される。

36区溝跡 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。軸線方向はN-15° 一Eである。平泉町文化財センターが行った第

37次調査区で検出された溝跡の延長部分 (続き)に相当する。

<規模> 規模は開口部径75cm、 底郡径27cm、 深さ22cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は上位の灰色泥質土と中位～下位の暗緑灰色泥質粘土質土に大別される。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅鉢状を呈する。底面は平坦である。仮に水が流れてい

たものであれば、溝が機能時には南北何れかの方向に流れていたのか本調査区検出部分からはわからない。

地形的に考えれば、南から北と推定される。

<出土遺物>(第59図 217・ 387、 写真図版52・ 61) かわらけ少量、陶磁器片数点、漆器に付着してい

たと思われる漆の皮膜が出土している。

かわらけ 実測可能と判断される残存率まで復元できたのは、ロクロ成形による大形のかわらけ 1点であ

る。

漆器 387は、漆の皮膜と推定される (写真掲載のみ)。

<時期> 出土している遺物は12世紀のものを主体とする。覆土は古い様相が窺える。

遺構内の遺物 (第 59図 219、 写真図版52) 陶器片が 1点出土している。

陶器 PP12か ら古瀬戸の平碗が出土しており、14～ 15世紀のものと思われる。

遺構外の遺物 (第 59図 219、 写真図版52) 陶器片が 1点出土している。

陶器 東北産と思われる陶器片が 1点と近～現代の陶磁器数点が出土している。

35区・36区のまとめ 本区は自山社に通じる参道の可能性がある古道跡側縁にあたる。よって本区で検出

された溝跡は参道の側溝的性格を有する可能性がある。
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Y=24677000

+X=11ケ 60,000

溝1号

Y=24677000

♯ =m2∞蜘0

年
2

◎
理

A― A'
1 砂利 表土
2 10YR5/4に ぶい黄褐色 粘土質土 盛土
3 10YR5/1褐 灰色粘土質シル ト 炭化物含む
4 10BG5/1青 灰色 粘土質土

溝跡 1号

洋 L=おう∞mゴ′
解 =獅0雪′

マ
B― B'  C― C'
1 10Y4/1～ 10GY4/1灰色～暗緑灰色 泥炭質土 締まり有
la 25Y4/1灰色 泥炭質上 にぶい黄色土プロック含む
lb 10BG4/1暗青灰色 泥炭質土 締まり有 酸化鉄の集積土
2 10GY4/1暗 緑灰色 泥炭質土 黄褐色土プロック含む 酸化鉄の集積有
3 5GY4/1暗 オリープ灰色 泥炭質土
4 10BG5/1青灰色 粘土質土 地山

区名 遺構名 規 模 深 さ 備 考

36区 PPl 76× 59 PP5と重複、 PPl力 新`

36区 PP2
36区 PP3
36区 PP4

1

6区 PP7
36区 PP8
36区 PP9 17

36区 PP10
36区 PPll 9

36区

PP14
36区 PP15
86区 PP16
36区 PP17
36区 PP18

第25図  35・ 36(1)区

③
'P14

PP15

◎   ◎    PP9
PPll    PP10

PP5
掘立柱建物1号

'P16                  ◎
P'6

PPl

偕
2650暉

1

υ
D― D'
1 10GY5/1緑 灰色 泥炭質土
2 5BG6/1青 灰色 砂質粘土質土
3 10Y5/1灰 色 粘土質泥炭土 明黄褐色土含む 酸化鉄の集積有

-227-



⑫
‐

♂

L〒26.200m

第26図  36区 (2)
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37区 (第 27・ 30図、写真図版 18)

位置 県道毛越寺線沿いで、「県南タクシー」西隣に位置する。元白山社参道と思われる道路と隣接する。

検出遺構 溝跡 5条、柱穴26基、木樋 1条 を検出した。

37区溝跡 1号

<検出状況> 盛土を除去した段階で検出した。遺構の長軸方向はN-20° 一Eである。

<規模> 開口部径 177cm、 底郡径70cm、 深さ92cm程である。

<覆土 。堆積状況> 1層 は現代の盛土層である。遺構の覆土は 2～ 4層系 (第27図 B― B′ ・ C― C′ )

で、 9層に細分される。 2～ 3層は人為堆積層で、 4層系は自然堆積と推定される。

<壁・底面> 壁は外傾気味に立ち上がり、断面形は逆台形状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<付属施設> 底面沿いに木柵の残存する部分が確認される。

<出土遺物>(第 56図 187、 写真図版51) 近現代と思われる陶磁器片が数点出土した。

陶磁器 産地は特定できないが、近現代の陶磁器片が 3点出土した (掲載は 1点 )。

<時期> 出土遺物や木柵の残存状況から現代のものと推定される。

37区溝跡 2号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。遺構の長軸方向はN-125° 一Eである。37区溝 3号及び清 4号 と

重複関係にあり、本遺構が最も古く次いで 3号、 4号の順に古い。

<規模> 開口部径80cm、 底部径53cm、 深さ14cmで ある。

<覆土・堆積状況> 灰色粘土質シル トを主体とする。自然堆積的様相である。

<壁 。底面> 壁はほぼ直立気味に立ち上がり、断面形は浅鉢状を呈する。底面はほぽ平坦である。

<出土遺物> 陶磁器小片が出土した。

<時期> 出土遺物からは明確な時期を判断できない。

37区溝跡 3号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。遺構の長軸方向はN-105° 一Eである。37区溝 2号よりは新しく、

37区溝 4号よりは古いことが確認できる。

<規模> 開口部径44cm、 底部径17cm、 深さ1 6cmである。

<覆土・堆積状況> 第27図 A― A′ ラインの6層が本遺構の埋土と判断され、底面付近が残存するのみ

である。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がると推定され、底面は短軸方向では丸底気味である。

<出土遺物>(第 56・ 60図 188・ 238～ 245、 写真図版51・ 53) 近世と思われる陶磁器片が数点出上し

ている。

陶磁器 近世と思われるが、産地等は特定できない。

<時期> 不明である。出土遺物と覆土の様相から近世以降の遺構と推定される。

37区溝跡4号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。遺構の長軸方向はN-100° 一Eである。

<規模> 本遺構の南壁は調査区外となるため開口郡径、底部径とも不明である。深さは17cmで ある。

<覆土・堆積状況> 灰色泥質土を主体とする。人為堆積と推定される。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形は北壁から推定すると逆台形状を呈すると思われる。底面

は短軸では平坦で長軸では東に傾斜する。
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<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。調査区を覆う盛土よりは古い時期のものであることがわかるが、覆土の様相から現

代のものと推定される。

37区溝跡 5号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。遺構の長軸方向はN-130° 一Eである。

<規模> 開口郡径 32cm、 底部径26cm、 深さ 5 cmで ある。

<覆土・堆積状況> 黒褐色泥質土による単層である。人為堆積と思われる。

<壁・底面> 壁は僅かに立つ。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 明確には不明である。隣接する木樋 と同時期の遺構と推定され、近代か ら現代のものであろう。

37区木樋跡

<検出状況> 盛土を除去 した段階で検出した。遺構の長軸方向はN-145° 一Eである。

<規模> 開口部径 20cm、 底部径 5 cm、 深さ14cmで ある。

<覆土・埋設状況> 第27図 E― E′ ライン 1層 が掘 り方で 2層は地山である。据えられている木材より

若干大きめの溝状に掘 り、半載された木材が据えられている。

<底面> 幾分丸底気味である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 近代か ら現代のものと推定される。地元の方のお話しでは、昭和初期にはなかったとのことか ら、

大正以前と思われる。

遺構内の遺物 (第 59図 220、 写真図版52図 )

陶器 37区 PP lか ら陶器片が出土した。

遺構外の遺物 近世と思われる陶磁器小片が数点出土した。

37区のまとめ 37区 と接する第59次調査区 (平泉町教育委員会)か らは、 12世紀と思われる井戸跡等が検

出されているが、本区からは12世紀と思われる遺構は確認されていない。

38区 (第 28・ 30図、写真図版 19)

位置 県道毛越寺線沿いで、「千葉知春氏宅」前に位置する。

検出遺構 溝跡 1条、土坑 3基、カマ ド状遺構 1基、柱穴 6基を検出した。

38区溝跡 1号

<検出状況> 盛土除去後のⅢ層上面で検出した。遺構はN-100° 一Eに延びた後に、南に直角気味に曲

がる。

<規模> 開日部47cm、 底部径 38cm、 深さ1 0cmである。

<覆土・堆積状況> オリーブ黒泥炭質土による単層である。自然堆積的様相である◇

<壁・底面> 壁は外傾 し、断面形は浅鉢状を呈する。底面はほぼ平坦で、幾分南方向 (道路方向)に傾斜

する。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 明確には不明であるが、現代の水田用水路と思われる。

38区土坑 1号
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Ｄ
卜 L=27400m

鞠
E― E'
1 10YR3/2黒 褐色 粘上質シル ト
2 10GY6/1緑 灰色 砂質粘土質土

叶

鰻 勢
|ン

ァ

F     F′
卜  引
L=26700m

八

酔

26700m

2v

HЮ¶
PP4

426700♂

′

A
溝3号

Y=24653

+X=112610

L=27300m

A― A'  D― D'
1 75Y4/1灰色 粘土質シル ト 締まり有 溝 2号埋土
2 5Y4/1灰色 粘土質土 粘性強 締まり弱 溝 2号埋土
3 25Y5/4黄褐色 粘土質土 灰色土含む 溝 2号埋土
4 25Y4/1黄 灰色 粘土質土 柱痕跡 PP2埋土
5 10YR4/1褐灰色 粘土質土 粘性・締まり強 黄褐色土プロック含む PP 2埋 土
6 25Y4/1黄灰色 泥質粘土質土 溝 3号埋土
7 10YR6/1～ 7/2褐灰色～にぶい黄橙色 粘土質土 溝 4号埋土
8 75YR4/1褐 灰色 泥質粘土質土 溝 4号埋土
9 75YR3/1黒 褐色 泥炭質土 有機質含む 溝 4号埋土
10 5Y71灰 色 泥質粘土質土 溝 4号埋土

L=27100m

Y=24663

+X=1ワる10

Ｄ
引

Ａ引
Ａ
ト

F― F'
1 10YR4/ユ 褐灰色 泥質粘土質土 締まり弱 褐色土含む
2 10YR4/1褐 灰色 泥炭質土 締まり弱 黄褐色土含む
3 10GY6/3緑 灰色 砂質粘土質土

G― G
1 10YR4/31こ ぶい黄褐色 粘土質シル ト 締まり有
2 10YR6/8黄 褐色 粘土質土 暗褐色土少量含む

Ｂ
引

L=27100m

B― B'  C― C'
1 10YR5/1褐灰色 明黄褐色土含む 盛土
la 10YR7/8黄褐色 粘土質土 盛土
lb 10Y4/1灰 色 粘土質土 明黄褐色土含む 盛土
lc 10YR5/1褐灰色 明黄褐色土・砂利含む 盛土
2 10YR4/1～ 5/1褐灰色 粘土質土 縮まり有 砂土含む 酸化鉄の集積有
3 10BG5/1青灰色 粘土質土 締まり無 黄褐色土プロック・砂土含む
4 10Y3/1オ リープ黒色 泥炭質土 粘性有 締まり無 砂土 。有機質含む
4a 10GY4/1暗緑灰色 砂質粘土質土 粘性有 締まり無
4b 10GY4/1暗 緑灰色 砂質粘土質土 粘性有 締まり無
■  10G71暗 緑灰色 砂質粘土質土 有機質含む
4d 25GY3/1暗 オリープ灰色 砂質土 粘性有 締まり無 有機質含む
4e 5Y71灰 色 砂質粘土質土 締まり無
4f 10GY6/1緑灰色 泥炭質粘土質土 黄色土含む
5 10YR4/1褐灰色 シル ト 粘性有 締まり強
6 25Y4/2暗 緑灰色 粘土質シ,レ ト 締まり弱
7 10GY6/1緑 灰色 粘土質土

掘 りすぎ

H― H'
1 10YR5/6黄 褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり強 にぶい黄褐色土含む
2 25YR5/2灰褐色 泥炭質土 締まり強 にぶい黄褐色土・マンガン粒含む
3 75YR5/2灰褐色 泥炭質土 締まり強 にぶい黄褐色土・マンガン粒含む
4 3層 とほぼ同じ

第27図 37区
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<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開口部径60cm、 底部径38cm、 深さ1 0cmである。

<覆土・堆積状況> にぶい責橙色泥質粘土質土を主体とする。自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は直立気味に立ち上がり、断面形はビーカー状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。覆土の様相から12世紀の可能性が高い。

38区土坑 2号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。本調査区ではプランの半分が検出され、残りは調査区外に延びる。

<平面形・規模> 平面形は円形と推定できる。規模は開口部径124cm、 底部径1 18cm、 深さ47cmである。

<覆土・堆積状況> 明黄褐色粘土質土による単層である。

<壁・底面> 壁は直立気味に立ち上がり、断面形はビーカー状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。覆土の様相から12世紀以降の可能性が高い。

38区土坑 3号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形 。規模> 開口部径38cm、 底部径 1 9cm、 深さ15cmで ある。

<覆土・堆積状況> 褐色粘土質土による単層である。

<壁・底面> 壁は直立気味に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。覆土の様相から12世紀以降の可能性が高い。

38区カマ ド状遺構

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模>平面形は楕円形の土坑を 2つ重ねたような不整形状で、規模は最大長で開口部径180×

57cm、 底部径150× 32cm、 深さ19clllで ある。

<覆土・堆積状況> 西壁際に焼土が堆積し、また埋土中にも炭化物が多量に含まれる。

<壁・底面> 壁は残存状態の良い西側では外傾に立ち上がる。底面はほぼ平坦気味である。

<付属施設> 中央やや西側底面から開口部径10cmの浅い柱穴状土坑を検出した。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。「高玉遺跡」をはじめ、過去に行われた平泉町遺跡群の調査からは、同様の遺構の

検出例が比較的散見される。それらは、中世～近世と推定されているものが多い。

遺構内の遺物 粘土塊 1点が出土している。

遺構外の遺物 (第 60,61図 246～ 252、 写真図版53) 盛土中から近世と思われる陶磁器小片が数点出土

している。

陶磁器 近世と思われるが産地は特定できない。

38区のまとめ 12世紀と推定される遺構は検出されず、近世と思われる遺構・遺物を主体とする。

39区 (第 29。 30図、写真図版20)

位置 県道毛越寺線沿いで、小料理店 「朋」前に位置する。
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A― A'
1 10YR4/6褐色 砂質土 粘性・締まり無 表土

托 樹馳 猛駆 臨 笠透 玲 まり磐
性

炭督雹皇写明豊落こ土プロック含む 盛土

lc 5Y3/2オ リーブ黒色 泥炭質土 炭化物含む 酸化鉄の集積有 盛土

ζ 瓢遊角後娼ド塩皇岳ゴ 龍轟亀野毒 まり有 赤褐色・黄褐色土含む 焼土遺構埋土

1 10YR6/8明 黄褐色 粘土質土 オリーブ黒色土含む 土孔 2号埋土

粋 =″40吋′

孵　　脚
υ

D                      D
卜       L=26800m      引

―B'
25Y4/1黄 灰色 泥炭質土 礫含む
10YR6/4にぶい黄橙色 粘土質砂質土
10YR7/3にぶい黄橙色 泥炭質土 褐灰色土・明黄褐色土プロック含む 種子含む 酸化鉄の集積有

25Y6/4に ぶい黄色 泥炭質砂質土
地山
5Y6/2灰オリープ色 泥灰質土 地山

C― C'
1 25Y6/8橙 色 炭化物多量含む 焼土
2 10YR5/2灰 黄褐色 締まり強
3 10YR4/8赤 色 砂質土 灰黄褐色土含む
4 25Y7/4浅黄色 砂質土 粘性・締まり無
5 10YR4/1褐 灰色 泥炭土 粘性有 締まり無 炭化物多量含む

6 10YR5/1褐 灰色 砂質土
7 2.5Y7/4浅 黄色土
8 10YR4/1褐 灰色土 粘性・締まり弱 炭化物多量含む

第28図 38区

-233-

A

カマ ド状遺構



検出遺構 溝跡 2条、井戸跡 1基、柱穴 3基を検出した。

39区溝跡 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。遺構の長軸方向は、N-100° 一Eである。

<規模> 開日部径170cm、 底部径60cm、 深さ22cm程である。

<覆土・堆積状況> 灰褐色粘土質シル トによる単層である。自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は外傾気味に立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。ただし、壁上部は削平を受けている

可能性が高い。底面はやや丸底気味である。

<出土遺物>(第 62図252,253・ 388、 写真図版53・ 61) 陶器小破片と石製品が出土している。

陶器 常滑産の陶器小破片が出土している。

陶磁器 近世と思われる陶磁器片が数点出土している。

石製品 388は碁石と思われる (写真掲載のみ)。

<時期> 明確には不明である。出土遺物と覆上の様相から新しい時代のものと思われる。

39区溝跡 2号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。遺構の長軸方向は、N-10° 一Eである。

<規模> 開口部径50cm、 底郡径15cm、 深さ15cm程 である。

<覆土・堆積状況> オリーブ灰色粘土質シル トによる単層である。自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は外傾気味に立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。底面はやや丸底気味である。

<出土遺物> 近世と思われる陶磁器片が数点出土している。

<時期> 明確には不明である。出土遺物と覆土の様相から新しい時代のものと思われる。

39区井戸跡 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形 。規模> 開日部径180cm、 底部径112cm、 深さ185cm程である。

<覆土・堆積状況> 9層 に細分される。覆土上位の1～ 4層 は人為堆積と思われる。中位の 5～ 8層は自

然堆積的様相であるが明確ではない。下位の 9層は人為堆積層と捉えられる。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形はビーカー状を呈する。底面は平坦である。

<出土遺物> 近世陶磁器が数点出土している。

<時期> 出土遺物から近世以降と推定される。また、覆土の様相や遺構の断面形等も新しい様相が窺える。

遺構外の遺物 近現代の陶磁器片が少量出土した。12世紀の遺物は出土していない。

39区のまとめ 本区からは12世紀の遺構が希薄であったが、近世以降の生活跡の一端が確認された。

42区 (第 30図、写真図版21)

位置 県道毛越寺線沿いで、小料理屋 「朋」の西隣に位置する。

検出遺構 井戸跡 1基、柱穴 5基を検出した。

42区井戸跡 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模> 平面形はほぼ円形で、規模は開日部径31 0cm、 底部径86cm、 深さ173cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土上位に黒褐色泥炭土、覆土下位に浅黄～灰色粘土質土が堆積する。土層断面の観

察からは自然堆積か人為堆積かの判別は困難である。尚、覆土上位、下位いずれからも同様の遺物 (手づく
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L=27000m

A― A'
1 10YR5/1褐 灰色 粘土質土 灰白色土・黄橙色土・炭化物含む 人為堆積
2 75CY6/1緑灰色 泥炭質土 灰色土・炭化物含む 人為堆積
3 10Y6/1灰 色 泥炭質土 オリープ色土含む 人為堆積
4 10Y5/1灰 色 泥炭質土 オリーブ色土含む 人為堆積
5 25Y7/2灰 黄色 泥炭質土 オリープ灰色土・炭化物含む 自然増憤
6 10Y5/1緑 灰色 泥炭質土 黄褐色土プロック含む
7 25Y5/6黄 掲色 泥炭質砂質土 緑灰色土含む 酸化鉄の集積有 自然堆積
8 10GY5/1緑 灰色 泥炭質砂質上 自然堆篠
9 10GY5/1緑 灰色 泥炭質砂質土 責褐色土プロック含む
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溝跡1号

L=27000m

B― B'
1 10YR4/1褐 灰色 粘土質シル ト 粘性・締まり有 オリープ灰色土プロック・

炭化物含む 酸化鉄の集積有
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2■ 000訂

シ

C― C'
1 10Y6/2オ リープ灰色 砂質粘土質シル ト 緑灰色上・褐灰色土ブロック含む

m
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引 だ

第29図  39区
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ねかわらけ片)が出土していることから、短い時間差の中で堆積された覆土である可能性が高い (人為堆

積 ?)。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形は逆台形状を呈する。底面はほぽ平坦である。

<出土遺物>(第 59・ 62図 222・ 223、 255～ 262、 写真図版52・ 53) 手づくねかわらけ小片が 4号ビ

ニール 2袋分と陶器数点と陶磁器片 7点が出土している。

かわらけ 手づくねの大形とロクロ成形による小形のかわらけが確認された。

陶器 渥美産の鉢と常滑産の鉢が出土している。

陶磁器 覆土中位より12世紀と思われる中国産白磁四耳壺 2点と不明 1点が出土している。また、覆土上

位より15世紀と思われる瀬戸産 1点、16世紀と思われる美濃産 2点が出土している。

<時期> 出土遺物から12世紀～中世までの時期幅で捉えられる。

遺構外の遺物 遺構外からの出土遺物はない。

42区のまとめ 本区から検出された井戸跡、柱穴は、出土遺物や覆土の様相から12世紀の遺構と推定され

る。尚、検出された柱穴 5基では建物跡の復元はできなかった。

43区 (第31・ 32図、写真図版22)

位置 県道毛越寺繰沿いで、スナック「ニューキング」前に位置する。

検出遺構 井戸跡 1基、溝跡 3条を検出した。

43区溝跡 1号

<検出状況> 現地表面から60～80cmほ どの砂利盛土 (第31図 B― B′ ライン 1層)が堆積し、その下位

に鉄道燃料の滓 (昭和20～40年頃に盛土として再利用された炭滓で、地元の方には炭からと呼ばれている)

が20cm～60cm程堆積し、それらを除去した段階で緑灰色粘土質土 (2、 4層)の広がりを検出し、溝跡と

断定した。検出面はⅢ層上面となる。

本区で検出された溝跡 3条の存在は、土層断面の観察から把握できたものである。溝跡 1号、 2号、 3号

の新旧関係は、真ん中の 2号が一番新しいことがわかるが、1号 と3号の新旧関係は本区では掴めなかった。

遺構の長軸方向はN-0° 一Eで、正方位を示す。

<規模> 開口部径は不明、底部径20cm、 深さは検出面から180cm、 現地表面から244cm程である。

<覆土・堆積状況> 第31図に掲載した43区 の溝跡断面 (B― B′ )は 39層 に区分した (土質による更な

る細分は可能であるが、大別的に概観した)。 その中で 1号溝跡の覆土と判別ができるのは 3層系で、暗緑

灰色泥質粘土質土を主体とする。堆積状況は自然堆積的様相で捉えられる。ただし、永年の時間の中で埋没

したものではなく、溝の改築などに伴い堆積した土壌が、自然堆積化したものと思われる。

<壁 。底面> 壁は外傾気味に立ち上がり、断面形は逆台形に近い。底面は南北方向においてほぼ平坦であ

る。本調査区の幅が狭いことにも起因するが、水が流れていたと仮定した場合、北流か南流かについては、

上記のとおり南北方向でレベル差がないため判断できない。本区の北側 (第31次平泉町教育委員会)や道

路を挟んで対応関係にある 9区、及び第57次調査結果を踏まえて検討する必要がある。

<出土遺物>(第 59,62。 64・ 65図 224・ 231・ 263・ 264。 271～ 273・ 279,281、 写真図版52～ 55)

かわらけ片、陶器、中国産輸入陶磁器、墓石、木製品、古銭が出土している。

かわらけ 4号ビニール 1袋分のかわらけ片が出土している。手づくねがほとんどで、復元されたものはな

い 。
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撃≧と■2仇2A9
/

平Υ皇と.z蜘

伴
A′

引Y=28000m

4

A― A'
1 砂利 表土
2 10YR17/1黒 色土
3 5BG71暗 青灰色
4 10BG6/1青 灰色

m

Ｂ引
Ｂ
卜

土

い］］

L=27200m

B一 B'
1 25Y3/2黒褐色 泥炭土 粘性・締まり有 有機質多量含む
la 10YR3/2黒褐色 泥炭土 有機質多量含む
lb 10YR3/1黒褐色 泥炭土 有機質含む
2 75Y7/3浅 黄色 粘土質土 粘性・締まり有
2a 10GY6/1褐灰色 粘土質土 粘性・締まり有
2b 10Y4/1灰色 粘土質土 粘性・締まり有

m

血 区名 積繕名 規模 深 さ 備考

37区 PPl アタリ有り、根石
27 アタリ有り

37区 アタリ右 り

87区 PP4 アタリ有り

37区 PP5 18

37区 PP6 11

37区 PP7 [3

37区 42× 31

PP9

37区 PP 25× 10

37区 PP

37区 3 37× 10

196 37区 PP 4 31

37区 PP 5

198 37区 PP 6

200 37区 PP 8

37区 PP 9 PP2と 重複新旧不明

202 37区 PP20
37区 PP21 3

37区 PP22
205 37区 PP23

37区 PP25 柱痕 ?

208 37区

209 38区 26X15
0 38区 アタリ有 り

38区 PP3 アタリ有 り

38区 P,4
38区 PP5

39区

39区 PP2 64

39区 PP3
42区 ,P」 6

42区 PP2
220 42区 P,3

第30図 42区

-237-



陶器 器種はわからないが、渥美産の陶器片が覆土上位を中心に数点出土している。

陶磁器 白磁椀の胴部下半の破片が 1点出土している。 12世紀後半のものと思われる。

石製品 墓石と思われる。サンスクリット語でキリークと読む梵字が刻印されている。

本製品 連歯下駄、曲物の破片 ?、 器種不明の部材等が出土している。

古銭 永楽通賓 (明,1408年 )が 6枚出土している。

<時期> 12世紀のかわ らけも相当量出土 しているが、近世と推定される墓石が出土していることを加味

すると、廃絶時期は近世以降の可能性が高い。構築時期について出土遺物か ら推定すると、上限は12世紀

で、下限は近世までの可能性がある。覆土の様相からは古い時代の溝跡と捉えている。

43区溝跡 2号

<検出状況> 清跡 1号同様にⅢ層上面で検出した。土層断面の観察から重複する溝跡 1号及び 3号より本

遺構が新 しいことがわかる。遺構の長軸方向はN-5° 一Eである。

<規模> 開口部径255cm、 底部径60cm、 深さは検出面から170cm、 現地表面から240cm程である。

<覆土・堆積状況> 本遺構の覆土と判別できるのは、第31図溝跡断面 (B― B′ )2層 系 (2～ 21)
である。暗緑灰～暗青灰色泥質土を主体 とし、所々に砂質土の混入が見 られる。上位は人為堆積、下位は自

然堆積的様相で捉えられるが、明確には断定できない。最上位に堆積する2,2a層 については、明確な判

断ができなかったが、本遺構とは別の溝跡 (新設若しくは改修)に伴う覆土の可能性も考えられる。状況か

ら考えて、短い時間幅の中で埋まったものと想定されることから、溝の改修的な作業が行われ、その時分に

発生した堆積土 (旧溝に溜まった土、整地土、壁の崩壊土などが考えられる)に より構成されている可能性

が考えられる。また、砂の混入具合から判断して、埋没時 (あ るいは整地時)若 しくは埋没過程の時期には、

若千量の水を蓄えていた可能性が考えられる。混入されている砂の堆積様相は、層を成して水平気味に堆積

しているわけではなく、小ブロック的にレンズ状を形成するように堆積 している。推狽1の 域を越えるもので

はないが、主たる堆積土壌が泥質であることを考慮すると、常時水を含有するような環境化であった可能性

は高い。ただし、ある程度の水量が常時脈々と存在 (供給があり)し た上で、流れを成していた溝とは思わ

れない。おそ らくは雨天や地下水などに起因する水脈と思われる。

<壁・底面> 壁は外反気味に立ち上が り、壁の途中から外傾気味に立ち上がる。断面形は本来、逆台形状

であった可能性が高い。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物>(第 59・ 62・ 64・ 65図 225～ 229。 232・ 233・ 264～ 270・ 274・ 275・ 277・ 278・ 280・

282、 写真図版52・ 54・ 55) かわらけ片 5袋分以上、漆器椀、陶器、陶磁器、古銭が出土している。

かわらけ 覆土上位約 2袋分、覆上下位 3袋分の出土であるが、手づくねかわらけがほとんどで、上下層で

の相違は見受けられない。

陶器 常滑産と渥美産の小破片が十数点出土している。

陶磁器 中国産白磁四耳壺の破片 1点、 16世紀末～17世紀初頭の樟州窯産 1点、 16世紀と思われる唐津産

2点が出土している。白磁は覆土上位から、その他は覆土中～下位で出土している。

木製品 用途不明の部材が出土している。

漆器 漆器椀片が出上している。384は 内面に赤漆、外面に黒漆に赤漆で文様が描かれる。

古銭 永楽通賓 (明,1408年 )が 1枚出土している。

<時期> 明確には不明である。溝跡 1号及び溝跡 3号より新 しいことはわかる。推測の域は越えないが、

43区溝跡 1号 との時期差は、大きく隔てるものではないと思われることか ら、近世に廃絶された可能性を
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示唆する。ただし、状況から溝として機能していた時期については、43区溝跡 1・ 3号より新しい時期で

あることから近世～現代までの時期幅で捉えられる。現代遺物の出土量が比較的希少であったことから、時

期の下限は近代ではないかと推定しておく。

43区溝跡 3号

<検出状況> 43区溝跡 1号同様にⅢ層上面で検出した。土層断面の観察から重複する溝跡 2号より本遺

構が古いことがわかる。 3条の中で最も大形の溝跡である。遺構の長軸方向はN-15° 一Eである。

<規模> 開口部径不明、底部径100cm、 深さは検出面から195cm、 現地表面から290cm程である。

<覆土・堆積状況> 本遺構の覆土と判別できるのは、第31図溝跡断面 (B― B′ )4層系である。灰黄

褐色泥質砂質土を主体とし、所々に暗緑灰色泥質粘土質土が層状に入る。砂質土の含有率の割合が、43区

溝跡 1・ 2号より多いことから、水が蓄えられていた可能性が考えられる。その場合、常時水があったかど

うかといった検討課題が残る。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形は逆台形状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物>(第 59・ 64・ 65図234～ 237・ 276・ 283～ 288、 写真図版52・ 54・ 55) かわらけ小破片、

陶器、陶磁器、瓦が出土している。溝跡 1・ 2号に較べ、遺物量は少ない。

かわらけ 内折れが 1点出土している。

陶器 常滑産と東北産が数点出土している。東北産は、13～ 14世紀と推定される。

陶磁器 美濃産の陶磁器片が数点出土している。

瓦 近現代と思われる軒平瓦片が出土した (不掲載)。

<時期> 溝跡 2号より古いことは明確であるが、溝跡 1号との新旧関係は不明である。出土している陶磁

器片は近世と推定されるものであることから、廃絶時期は近世と思われる。構築時期あるいは溝として機能

していた時期については、厳密には不明である。12世紀の遺物が少量混入されることから、時期の上限は

12世紀で下限は近世と推定される。

43区井戸跡 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。第31次調査 (平泉町教育委員会)で、プランの半分を検出しており、

当初からその存在は認識されていたものである。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開日部径365cm、 底部径265cm、 深さ270cm程である。

<覆土 。堆積状況> 14層 に細分される。緑灰～青灰色粘土質土を主体とする。自然堆積的様相であるが、

覆土は地山土を主体とすることから、埋め戻されたもの (人為堆積)と思われる。

<壁・底面> 壁は東側は外傾気味に、西側は直立気味に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 出土遺物がないため明確には不明である。覆土は古い様相が窺えることから12世紀と思われる。

遺構外の遺物 遺構外出土遺物はない。

43区 のまとめ 溝跡、井戸跡とも過去の調査結果 (平泉町教育委員会)よ り、検出が予想されたものであ

る。溝跡は、区画溝的な性格の可能性が高いもので、構築時期や水が流れていたかの有無等今後に検討課題

を残す。

44区 (第 33図、写真図版23)

位置 県道毛越寺線沿いで、「東北銀行平泉支店」前に位置する。
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溝跡 2号

鳴 =24600

杵 =― ■2団 4

溝跡 1号 溝跡 3号

X=-112618

Ｂ「
スた旭ペ

Y=24599

L=23240m

溝跡 3号

B― B'
1 砂利 盛土
la 10YR2/1黒 色 炭殻 盛土
lb 10YR6/6明 黄褐色～にぶい黄橙色 粘土質土 盛土
lc 10YR7/8黄橙色 粘土質土 黄灰色土含む
ld 10GY64/1暗 緑灰色 粘土質土
2 10GY5/1緑 灰色 粘土質土 褐灰色土・遺物含む
2a 75GY6/1緑 灰色 粘土質土 締まり有・砂土含む
2b 75GY5/1緑灰色 粘土質土 暗青灰色土・灰白色土含む
2c 10GY6/1～ 7/1緑灰色～明緑灰色 粘土質砂質土 縮まり有
2d 75GY7/1明 緑灰色 泥質砂質土
2e 75GY3/1暗緑灰色 砂質土 lBま り無 緑灰色土ブロック含む 遺物含む
2f 75GY3/1暗 緑灰色 泥質土 締まり無
2g 10BG3/1暗 青灰色 泥質粘土質土 締まり無 灰自色土ブロック含む
2h 10GY3/1暗 緑灰色 泥質土 締まり有
21 10GY4/1暗緑灰色 泥質粘土質土 にぶい黄橙色土・砂土含む
2j 10BG3/1暗青灰色 泥質土 有機質含む
2k 10GY5/1～ 75GY5/1緑 灰色 泥質土
21 25Y4/1～ 5GY4/1暗 オリーブ灰色 泥質粘土質土 締まり弱 砂土含む
3 10GY4/1暗 緑灰色 泥質粘土質土

第31図 43区  (1)

3a 10GY3/1暗 緑灰色 泥質土 締まり無
4 25Y5/4黄褐色 砂質粘土質土
4a 10YR5/2灰 黄褐色 砂質粘土質土
4b 10GY2/1～ 3/1緑黒～暗緑灰色 泥質土 締まり無 有機質含む
4c 75GY4/1暗緑灰色 泥質砂質土
4d 10YR3/2黒 褐色 泥質土 有機質含む
4e 10YR4/2灰 黄褐色 泥質砂質土
4f l10GY7/1明緑灰色 泥質粘土質土 縮まり弱
4g loBG4/1暗 青灰色 砂質粘土質土 緑灰色土・砂土含む
4h 10YR5/2灰 黄褐色 泥質土
4, 10G4/1暗 緑灰色 泥質土 締まり弱
4j 10BG5/1～4/1青灰～暗青灰色 泥質砂質土 締まり無
4k 10BG3/1暗 青灰色 泥質土 縮まり無
41 10BG5/1～4/1青 灰～暗青灰色 泥質砂質土 締まり無
4m 10YR4/1褐灰色 粘土質土
4n 10YR4/1～ 5/1褐灰色 泥質土
4o 25Y5/1黄 灰色 粘土質土 締まり有
4p 25Y4/1黄 灰色 泥質土
5 10GY4/1暗 緑灰色 泥質粘土
5a 10GY4/1暗 緑灰色 泥質粘土質土
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検出遺構 溝跡 3条、柱穴30基を検出した。

44区溝跡 1号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。遺構の長軸方向はN-85° 一Eである。

<規模> 開口部径70cm、 底部径50cm、 深さ10cm程 である。

<覆土・堆積状況> 黄灰色粘土質シル トを主体 とし、灰白色ブロックと炭化物を若干含む。自然堆積的様

相である。

<壁・底面> 壁は外傾 して立ち上が り、断面形は浅皿状を呈する。底面は平坦である。

<出土遺物>(第 66・ 67図289～ 296。 298。 299。 307、 写真図版56・ 57) 覆土上位の 1層 を主体にか

わらけ、陶器、陶磁器が出上している。

かわらけ 手づくねかわ らけ大・小形とロクロ成形による小形かわ らけが合わせて10点程出土している。

陶器 知多半島産と思われる陶器片が 1点出土している (不掲載)。

陶磁器 中国産の自磁椀が 1点出土 している。

<時期> 出土遺物は全て12世紀のもので、他時期遺物の混在がないことと覆土 も古い様相を示すことか

ら、12世紀のものと推定される。

44区溝跡 2号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。遺構の長軸方向はN-20° 一Eである。

<規模> 開日部径 125cm、 底部径 65cm、 深さ28cm程である。

<覆土・堆積状況> 黄灰色粘土質シル トを主体 とする。再下位に堆積する 4層は砂質土を含み酸化鉄が見

られることから、水が蓄えられたり引いたりといった現象があったことが示唆させる。全体に自然堆積的様

相である。

<壁・底面> 壁は外傾 して立ち上が り、断面形は浅皿状を呈する。底面は平坦である。

<出土遺物>(第 67図 306・ 308、 写真図版57) 4号 ビニール 1袋分のかわ らけ小破片と陶器片数点が

出土した。陶器片は、常滑産と唐津産が出土している。

陶磁器 12世紀後半と思われる中国産の白磁椀 1点と不明 1点が出土している。

<時期> 明確ではないが、12世紀 と推定される。

44区溝跡 3号

<検出状況> Ⅲ層上面で検出した。遺構の長軸方向はN-95° 一Eである。

<規模> 開日部径34cm、 底部径20cm、 深さ 4 cm程 である。

<覆土・堆積状況> 灰褐色粘土質土による単層である。

<壁・底面> 壁は僅かに立ち上が りが確認できる。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物>出土遺物はない。

<時期> 不明である。覆土は古い様相が窺える。

遺構内の遺物 (第66図 297、 写真図版56)

かわ らけ 44区 PP28か らロクロ成形の小形かわ らけが出土している。

遺構外の遺物 (第 66・ 67図 300・ 309。 310、 写真図版56・ 57) かわ らけと12世紀と推定される陶器・

陶磁器小片が出土している。

かわらけ 地山直上より手づくねの小形かわらけが出土している。

陶器 地山直上より産地不明の陶器小破片が数点出土している。
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A
Y=24592

+X=11歩614

PP22 ③
PP25フ

下皇契fψa4

A浦跡1号 〆
トーL‐ 27800m― ■

A― A'
1 25Y5/1黄 灰色 粘土質シルト 灰白色土ブロック・炭化物含む
2 75Y6/2灰 オリーブ色 粘土質土

溝跡 2号
L=28000m

溝跡 2号
L=27800m

B― B'  C― C'
1 10YR4/2灰 黄褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり有 炭化物含む 盛土
2 10YR4/1黄 灰色 粘土質シル ト 粘性有・締まり無 酸化鉄の集積有
3 25Y4/1黄 灰色 粘土質シル ト 粘性・締まり有 酸化鉄の集積有
4 25Y4/1黄灰色 粘性・締まり有 灰黄色土プロック少量含む 酸化鉄の集積有
5 25Y4/1黄 灰色 粘土質シル ト 粘性・締まり有 砂質土含む 酸化鉄の集積有
6 25Y7/3浅黄色 粘土質土 明褐色土・灰黄褐色土含む 盛土
7 5Y7/2灰 白色 粘土質土 酸化鉄の集積有

Ｂ
引

Ｂ
卜

Ｃ
卜

区名 渡織名

21

44区 PP3
44区 PP4
44区 PP5 17

44区 PP6 34 正方形

44区 PP7
44区 PP8

44区 PPll 21

44区 PP12 アタリ有り、礎木?

44区 PP13 9

44区 P,14 8 アタリ有り

44区 PP15
44区 PP16
聖 区

アタリ有り

坐 区 PP19 アタリ有り
44区

44区 PP21 8

44区 PP22 アタリ有り
44区 PP23 11

44区 PP24

アタリ有り
44区 PP27
44区 PP28 6

44区 PP29
44区 9

第33図  44区
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陶磁器 産地は特定できない

44区のまとめ 検出された溝跡・柱穴は、出土遺物及び覆土の様相から12世紀と推定される遺構である。

10m程西の45区からは中世以降と思われる柱穴が多数検出されており、近接地ではあるが時代により生活

区域に相違が感じられる。

45区 (第 34・ 35図、写真図版24)

位置 県道毛越寺線沿いで、「東北銀行平泉支店」西隣に位置する。

検出遺構 柱穴57基を検出した。

45区柱穴

<位置・検出状況> 45区全域から柱穴を検出した。全ての柱穴が、盛土除去後のⅢ層 (地山)面で検出

した。

<出土遺物>(第66図 301～ 305、 写真図版57) 柱穴からは全般に遺物出土が希少で、また出土したか

わらけも実測不可能な小片がほとんどである。

かわらけ PP41出 上の小形の手づくねかわらけ 1点を掲載した。その他としては、PP15か ら手づくねの

小形かわらけの小片 (不掲載)が出土している。

陶磁器 PP18か ら中国産の四耳壺の胴部片が出土している。

礎板・柱痕 PP 9に は柱材が残存していた。PP23と PP30か らは礎板が残存していた。

<時期> 出土している遺物は12世紀のものであるが、検出された柱穴の覆土は全て灰褐～黒褐色の粘土

質シル トで、中世あるいは近世の可能性が高い。

遺構外の遺物 (第67図 311、 写真図版57) 盛土中からかわらけ 5袋分、陶器 3点、中国産磁器 1点が出

土した。

陶磁器 12世紀と推定される中国産青磁椀 1点が出土している。

45区のまとめ 検出された遺構全てが柱穴であり、ほとんどの覆土は黒褐色土を主体とする。また、礎板

及び礎石を伴うものも検出されている。本区より西側の調査区からは類似する様相の柱穴は検出されていな

い。また東側においても100m程離れた 5。 6区で類似する柱穴が検出されるのみで、隣接する44区から

は上記の特徴を要する柱穴は検出されていない。第47次調査区の46区の調査成果を含め中世以降になんら

かの建物跡が存在した可能性を示唆するが、今回の調査区は断片的な範囲に過ぎないため、推預1の域を越え

ない。

48区 (第 36図 )

位置 県道毛越寺線沿いで、「鈴木雅之氏宅」前に位置する。

検出遺構 遺構は検出されていない。

遺構外の遺物 現代の瓦片が土坑状の穴から出土した。

48区 のまとめ 現代の瓦片以外の出土遺物はない。47次調査13区で確認された南北に延びる溝跡は本区の

若干東側にある水路跡の下に存在すると思われる。

49区 (第36図、写真図版25)

位置 県道毛越寺線沿いで、「須田英雄氏宅」前に位置する。
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A PPl A′
卜 と=28600m当

翅

D         D′
卜 L=28600m引

辞

珊
Ｕ

鑑
Ｖ

A― A'
1 10YR3/1黒 褐色 粘土質シル ト にぶい黄橙色土プロック含む 柱穴痕
2 25Y3/1黒 褐色 粘土質シル ト にぶい黄橙色土プロック含む
3 25Y7/6明 黄褐色 粘土質土  黒色土少量含む
4 10YR7/8黄 橙色 粘土質土 灰色土ブロック含む
5 10GY6/1緑 灰色 粘土質土 炭化物少量含む
6 25Y6/4に ぶい黄色 粘土質土 黄褐色土少量含む

B― B'
1 10YR3/1黒 褐色 粘土質シル ト 粘性強 黄橙色土ブロック含む

C― C'
1 10YR3/1黒 褐色 粘土質土 縮まり有 明黄褐色土プロック・炭化物含む
2 10YR3/2黒 褐色 粘土質土 締まり有 明黄褐色土ブロック・炭化物含む
3 10YR6/6明 黄褐色 粘土質土 締まり有 黒褐色土含む

D― D'
1 10YR3/1黒 褐色 粘土質上 開田土
2 10YR1 7/1黒 色 粘土質シル ト 黄褐色土プロック・炭化物含む
3 10YR3/1黒 褐色 粘土質土 粘性強 炭化物含む
4 10YR2/2黒 褐色 粘土質泥炭土 炭化物含む
5 10YR3/3浅 黄橙色 粘土質土 粘性強

E― E'
1 10YR2/2黒 褐色 粘土質土 粘性有 柱痕跡
la 10YR3/1黒褐色 粘土質土 粘性有 柱痕跡
2 10YR2/1黒 色 粘土質泥質土 粘性有 柱痕跡
3 10YR2/2黒 褐色 粘土質土 浅黄橙色土プロック含む

F― F'
1 25Y7/6明 黄褐色 黒褐色土・炭化物含む
2 10YR3/1黒 褐色 黄褐色土少量含む
2a 10YR3/1黒 褐色 黄褐色土プロック含む
3 10YR7/6明 黄褐色 粘土質土 粘性強

G一 G'
1 10,R3/2黒 褐色 粘土質シル ト 粘性強 にぶい黄橙色土ブロック含む
2 10YR6/6明 黄褐色 粘土質土 粘性強

H― H'
10YR3/1黒褐色 粘土質シル ト 粘性有 灰白色土ブロック・炭化物少量含む
10YR4/1褐灰色 粘土質ンル ト 粘性有 灰自色土ブロック・炭化物少量含む
10YR3/1黒褐色 粘土質シル ト 明治黄褐色土プロック含む
10YR6/4鈍 い黄橙色 粘土質土
10YR7/4にぶい黄橙色 粘土質シル ト

ー 1'

10YR2/2黒褐色 粘土質土 炭化物含む
10YR3/3暗褐色 粘土質土
5Y4/1灰 色 泥炭土

―J'
10YR4/1褐灰色 粘土質シル ト 粘性強 明黄褐色土プロック含む
5Y5/1灰 色 粘土質土 粘性強
25Y4/1黄 灰色 粘土質シル ト 粘性強 黄褐色土プロック含む
10YR7/4にぶい黄橙色 粘土質土

E PP19 E′
トーL=28600m引

F      ド

c PP25 G′

鳴=閉 611嗣

第34図  45区
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K― K'
la 10YR8/1灰 自色 粘土質シル ト 黒褐色土含む
lb 10YR7/1灰 自色 粘土質シル ト 黄橙色土含む
2a 10YR6/2灰 オリーブ色 粘土質土 明治黄褐色土含む
2b 10Y6/2灰 オリーブ色 砂質土 明黄褐色土含む
2c 10GY6/1緑 灰色 砂質土 明治黄褐色土プロック含む 酸化鉄の集積有
3 5Y6/4オ リープ黄色 粘土質土 明黄褐色土ブロック含む 酸化鉄の集積有
4 10GY7/1明 緑灰色 砂質土 黄橙色土プロック含む

第35図  45区
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区名 遺繕名 規模 深 さ 備 考

45区 FPl
45区 PP2
45区 PP3 1 7タ リ有り

DP24と 重複、″ 4カ1新

PP5
45区 PP6 7 アタリ有り
45区 PP7 アタリ有り

45区 PP8 アタリ右り

45区 PP9
45区 PP10 48× 40
45区 ,Pll

64× 55 箆石

8

45区 PP14 PP48と 重複、新旧不明、礎石
45区 PP15
45区 PP16 アタリ有 り

45区 PP17 7 アタリ有り

45区 PP18 り

45区 PP19 40

45区 PP20 7

アタリ有り
PP22

45区 60× 50 PP24・ PP54と重権、PP23が新、アタリ右り
45区 PP24 アタリ有り

45区 PP25 45× 37 漆板、アタリ有 り

45区

45区

PP26
PP27

39

21

12

11

45区 PP28 PP35と 重複、 PP28ね 新`、 根石
PP2 透板

麓板

PP31 21

45区 PP32 7

45区 PP33 40× 28 愁板、経石

45区 PP34 42X35
45区 PP35 2 アタリ有り

45区 PP36
45区 PP37 アタリ有り
45区 アタリ有り
45区 PP39 41× 32 9

45区 PP40
45区 PP41 40× 30

45区 PP42 ミ石

45区 ,P43
45区 PP44
45区 P馳 5

PP47 板

45区 PP48 ■14と重種、新旧不明
45区 PP49 曼石

45区 PP50
45区 PP51 7

45区 PP52
45区 PP53 17 アタリ有り

礎板

PP55 2

45区 PP56
45区 PP57 21 アタリ有り

区名 遺構名 規 模 深 さ 備 考

49区 PPl
49区 PP2
49区 P'3
49区 PP4 15

49区

49区

(2)



検出遺構 溝跡 4条、土坑 4基、柱穴 6基を検出した。

49区濤跡 1号

<位置・検出状況> Id層 下面～Ⅲ層上面で検出した。長軸方向はN-0° 一Eで ある。第 22次調査

(1993年平泉町教育委員会調査)で検出された 1号溝と対応する。

<規模> 規模は開口部径80～ 154cm、 底部径65～ 80cm、 深さ15～ 30cm程である。

<覆土 。堆積状況> 覆土は 8層 に細分される。主覆土は、褐灰～黄褐色粘土質シル ト及び粘土質土である。

最下層は灰色泥質粘土質土である。 2・ 2a,4・ 5・ 6層は自然堆積的様相で、 3層は人為堆積層 (整地

層)と思われる。 2層 と2a層は類似性が強い土質で、 3層を挟在して上下にわかれる。観察所見 どおり3

層が人為堆積で相違なければ、本溝跡としたものは上下 2時期存在する可能性がある。

<壁・床面 (底面)>断 面形は逆台形状を呈する。

<出土遺物> 近世以降と思われる陶磁器片が 2点出土した。

<時期> 出土 している遺物からは、近世以降と思われる。仮に 2時期の変遷が存在するなら、 1時期の溝

(2a～ 6層 を覆土 とする溝)が、近世以前に改修され、 2時期目の溝 (2層 を覆土 とする溝)が作 られた

可能性が考えられる。

49区溝跡 2号

<位置・検出状況> Id層 下面～Ⅲ層上面で検出した。長軸方向はN-165° 一Eである。49区土抗4号

と重複関係にあり、本遺構が古いと思われる。

<規模> 規模は開口部径40cm、 底郡径 22cm、 深さ17cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は 2層 に大別され、灰～にぶい黄褐色粘土質シル ト及び粘土質土である。自然堆

積的様相である。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上が り、断面形は浅鉢状を呈する。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 明確には不明である。覆土の状況は古い様相を呈する。

49区濤跡 3号

<位置・検出状況>Id層 下面～Ⅲ層上面で検出した。長軸方向はN-160° 一Eである。

<規模> 規模は開口部径23～ 50cm、 底部径 17～ 24cm、 深さ 5～ 1 5cm程 である。

<覆土 。堆積状況> 覆土は4層 に大別され、主覆土はにぶい黄褐～浅黄色粘土質土である。人為堆積的様

相である。

<壁・底面>断面形はビーカー型状である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 明確には不明である。覆土の状況か ら近代～現代のものと思われる。

49区溝跡 4号

<位置・検出状況> Id層 下面～Ⅲ層上面で検出した。長軸方向はN-140° 一Eである。49区土抗1号 に

切 られる。

<規模> 規模は開口部径66～ 114cm、 底部径33～ 53cm、 深さ1 2cm程 である。

<覆土・堆積状況> 覆土は2層 に大別され、主覆土は浅黄～灰色粘土質土である。人為堆積的様相 (?)

である。

<壁・底面> 断面形は浅皿状である。
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<出土遺物> かわ らけ小片 1袋分、瀬戸産の陶磁器片 1点が出上している。

<時期> 出土遺物は12世紀及び近世のものである。

49区土坑 1号

<位置・検出状況> Id層 下面～Ⅲ層上面で検出した。49区溝跡 4号 とは重複関係にあり、本遺構が新

しい。

<平面形・規模> 平面形は精円形と推定される。規模は開口部径80～ 154cm、 底部径65～ 80cm、 深 さ15

～30cmで ある。

<覆土・堆積状況> 灰白色粘土質シル トを主体 とする。人為堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物>(第 68図 318、 写真図版57) かわらけの小片が 1袋分出土している。

かわらけ 小形の手づくねかわらけが主体である。

<時期> 出土 している遺物は12世紀のものである。

49区土坑 2号

<位置・検出状況> Id層 下面～Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開口郡径40cm、 底部径22cm、 深さ17cmで ある。

<覆土 。堆積状況> 8層 に大別される。全体に灰黄褐色粘土質シル トを主体 とし、最下層は灰白～灰色泥

質粘土質土である。 自然堆積的様相であるが断定できない。

<壁・底面> 壁は直立してたちあがり、断面形はビーカー状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物>(第 67図 312、 写真図版57) かわ らけ 1袋分 と陶磁器片 2点が出土している。

かわらけ 手づくねが主体である。

陶磁器 瀬戸産で、49区溝跡 4号出土片と接合する。

<時期> かわ らけが出土 していることと覆土の状況から12世紀の可能性が高い。

49区土坑 3号

<位置・検出状況> Ⅲ層上面で検出した。プランは北側は調査区外、西 。東側は撹乱で破壊されている。

<平面形・規模> 平面形は楕円形と推定される。規模は開口部径23～ 50cm、 底部径17～ 24cm、 深さ 5～

1 5cmである。

<覆土・堆積状況> 覆土は上位が黄灰色粘土質土、下位に明褐色粘土質土が堆積する。断面形は不明であ

る。自然堆積的様相を呈する。

<壁 。底面> 南壁での観察から壁は外傾して立ち上がる。断面形は不明である。底面はほぼ平坦である。

<付属施設> 東側底面下位より径20cm、 深さ1 5cm程の方形気味の土坑を検出した。

<出土遺物> かわ らけ小片が 2袋分が出土している。

<時期> 出土 している遺物から12世紀と思われる。

49区土坑 4号

<位置・検出状況> Ⅲ層上面で検出した。49区溝跡 2号 と重複関係にあり、本遺構が新 しいと思われる。

覆土の状況か らトイレ状土坑と思われる。

<平面形・規模> 平面形は楕円形で、規模は開口部径66～ 114cm、 底部径33～ 53cm、 深さ12cmである。

<覆土・堆積状況> 覆土は 7層に細分した。 3～ 7層が所謂 トイレ土的な土質で、瓜の種子と思われる種

子類等が出土 している。
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49区溝跡 1号

卜  L=30900m 卓

崖 L=30900m  ■

49区溝跡 2号

荏L=30900mヨ

▽
49区溝跡 3号

PL=31200mヨ 洋鯛叫
首

A― A′  B― B′

1 75YR5/1褐灰色 粘土質シル ト 粘性有 明褐色土プロック・炭化物微量含む

la l層 と2層 の混土
2 5Y4/1灰 色 粘土質泥質土 粘性強
2a 5Y4/1灰色 粘土質泥炭土
3 10YR 5/6黄褐色 粘土質土 粘性強 明黄褐色土含む
4 10YR8/4浅 黄橙色 粘土質土 褐灰色土プロック含む 撹乱
5 25Y6/3に ぶい黄色 粘上質泥質土 粘性強
6 25Y6/3に ぶい黄色 黄褐色土含む

C― C′

la 10YR7/1灰 自色 黄橙色土含む
lb 10YR5/3に ぶい黄掲色 炭化物多量含む
2 10YR7/2に ぶい黄橙色 粘土質土 粘性強 黄橙色土含む

D― D′  E― E′

1 10YR5/4に ぶい黄褐色 にぶい黄橙色土・黄橙色土・炭化物微量含む

2 10YR7/2に ぶい黄橙色 粘土質土
3 10YR4/2灰 黄褐色 粘土質シル ト
4 25YR7/3浅黄色 粘土質土

3 25Y7/3浅 黄色 黄橙色土含む
4 10YR8/3浅 黄橙色 黄橙色上含む
5 10YR3/1灰 自色 粘土質土

G― G′

10YR4/2灰黄褐色
土器片多量出土

粘土質シル ト 締まり強 黄橙色土プロック・炭化物含む

10YR4/2～ 4/3灰 黄褐色～にぶい黄褐色 粘土質土 粘性有・締まり強
5Y4/1灰 色 粘土質土 粘性有
25Y4/1黄灰色 粘土質シル ト 明責褐色土・砂少量含む
10YR6/3にぶい黄橙色 粘土質土
5Y2/1灰自色 粘土質泥炭土 灰色土含む
10YR7/8黄橙色 褐色土少量含む
10YR6/4にぶい黄橙色 粘土質土

上器含む
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49区溝跡 2号

β L=30800m卓

彰

10YR4/3にぶい黄褐色 粘土質土 酸化鉄の集積有

水田土
25Y4/1責 灰色 粘土質土 炭化物含む 土器片出土

10YR5/1褐灰色 砂利 盛土
10YR6/1褐灰色 粘土質上 にぶい黄橙色土含む

路侍驚汚噸鶉暫塾褐色 粘土質土 灰色土プロック含む

酸ナ統決電
ン
韓ヱ密霊

積
易責褐色土ブロック含む

†濫チ餅蓋臨 曇陛陛皐P土
器出土

雛
49区土坑 4号

第36図  48区・49区
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1 10YR5/1褐 灰色 灰黄色土含む
la 10YR5/1褐 灰色 灰黄色土プロック含む
2 25Y7/3浅黄色 黄橙色土プロック含む
2a 25Y7/4浅 黄色 黄橙色土含む
2b 25Y6/2灰 黄色 粘土質土

I― r
5Y5/1灰 色 粘土質シル ト 黄褐色土含む
10YR3/1灰自色 粘土質土
25Y6/1黄 灰色 粘土質土 灰自色土プロック含む
10YR5/2灰黄褐色 粘土質土
10YR4/1灰色 粘土質土 炭化物少量含む
10YR72に ぶい黄橙色 粘土質土
10YR7/8黄橙色 粘土質土
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<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形はビーカー状を呈する。底面は平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 時期を推定する遺物は出土していない。覆土の状況は古い様相が窺える。

遺構外の遺物 かわらけ小片が盛土中より1袋分と平瓦片が 1点出土している。

49区のまとめ 出土遺物がない遺構についても、覆土の状況から12世紀の遺構と推定されるものが多い。

50区 (第37図、写真図版26)

位置 県道毛越寺線沿いで、「/Jヽ松代ヤエ氏宅」前に位置する。

検出遺構 溝跡 1条、土坑 1基、柱穴42基 を検出した。

50区溝跡 1号

<位置・検出状況> IF層 で検出した。遺構の長軸方向はN-120° 一Eである。

<規模> 規模は開口部径33cm、 底部径 1 2cm、 深さ2 1cmで ある。

<覆土・堆積状況> 覆土は褐色粘土質土による単層である。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形は鉢状を呈する。底面は平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 検出面及び覆土の状況から判断して現代と思われる。

50区土坑 1号

<位置・検出状況> Id層 で検出した。

<平面形・規模> 平面形は楕円形で、規模は開口部径38× 25cm、 底部径34X15cm、 深さは15cm程 である。

<覆土・堆積状況> 覆土は褐色粘土質土による単層である。

<壁 。底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 検出面及び覆土の状況から判断して現代と思われる。

50区柱穴

<検出状況> 主にⅢ層中で検出した。アタリが検出面から確認できるものが多い。

<規模> 開口部径は25～ 40cm、 深さは20～60cmでアタリの径から推定して小形のものが多いと思われる。

<覆土・堆積状況> アタリ部分は様々である。掘り方部分は浅黄～黄橙色粘土質土が多い。

<壁・底面> 壁はほとんどのものが直立気味に立ち上がる。底面は平坦もしくは丸底を呈する。

<出土遺物>(第 67図 313～ 316、 写真図版57) PP35、 PP13、 PP14、 PP16、 PP17、 PP32か らかわ

らけ小片が、PP10、 PP21よ り常滑産の小破片がそれぞれ 2点、PP 9、 PP10、 PP24よ り中国産白磁が合

わせて4点出土している。

陶磁器 出土している自磁は、何れも12世紀と推定される。

<時期> 出土しているものは12世紀のものである。また、覆土の状況も古い様相が窺える。

遺構外の遣物 (第68図 319。 320、 写真図版57) 盛土中からかわらけ小片が 8袋出土している。

かわらけ 手づくねの大形が出土している。

陶器 常滑産の胴部片が出土している。

50区のまとめ アタリの径は10～ 20cmの ものがほとんどであることから、小規模の建物跡が存在したと思

われる。
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,P24
B     B′

La20謂

U2

1 10YR2/1黒褐色 粘土質シル ト 浅黄色土ブロック・炭化物微量含む
2 5Y7/4浅黄色 明褐色土含む

10YR 4/1褐 灰色 灰自色土プロック含む

PP25
C    σ

堆 説20謂

V
C― C′

1 10YR4/2灰 黄褐色 粘土質シル ト 炭化物微量含む
2 25Y5/3黄 褐色 粘土質土 明黄褐色土含む
3 10YR7/8責 栓色 砂質土

讐3100時
′

韓 v2
1 10YR5/1褐 灰色 粘土質土 浅黄橙色土ブロック含む 酸化鉄の集積有 柱痕跡
2 10YR5/1褐 灰色 粘土質土
3 10YR7/8黄 橙色 褐灰色土少量含む 掘り方

E― E
1 10YR4/1褐 灰色 粘性強・締まり無 浅黄色土プロック・黄橙色土含む
2 25Y7/4浅 黄色 粘土質土 粘性強・締まり有

PP31
F       F′

に例00謂

U
F― F′

1 10YR2/2黒 褐色 浅黄色土ブロック・橙色土プロック・明褐灰色土
ブロック含む

2 10CY7/1明 緑灰色 粘土質土 黄橙色土・淡黄色土含む

砕=31000ゞ
′

紗 3

D― D′

PP30
E     E′

に3100謂

呼

1 10YR7/8黄 橙色 粘土質土 黒褐色土・灰自色土・灰オリーブ色土ブロック含む
2a 5Y6/2灰オリーブ色 黄褐色土プロック含む
2b 5Y6/2灰 オリープ色
3 5Y7/2灰 自色 黄橙色土含む

深 さ 備考 区名 遺構名 規 模 深 さ 備考

50区 PPl アタリ右り 50区 PP22 アタリ有り

50区 PP2 40× 18 6 50区 PP23

50区 PP3 アタリ有り

50区 PP4 アタリ有り 50区 PP25

50区 PP5 9 根石、アタリ有 り 50区 アタリ有り

50区 PP6 アタリ有り 50区 PP27
50区 PP28 41X30

50区 PP8 アタリ右り 50区 PP29

50区 PP9 アクlJ有 り 50区 PP30

50区 PP10 PP31

50区 40～50 アタリ有り アクリ有り

50区 21 アタリ有り 50区 PP33

50区 3 根石、アタリ有 り 50区

50区 17 50区 PP9と重複、新旧

PP40と 重複、新旧不明 50区 PP36

50区 PP16 1こ～ 23 50区 PP37

50区 PP17 アクリ有り 50区 PP38 近現代の杭欠

50区 P'18 35× 24 PP39

50区 PP19 34× 27 6

50区 50区 PP41

50区 PP2ユ アタリ有り 50区 PP42

第37図  50区
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51区 (第38図、写真図版27・ 28・ 29)

位置 県道毛越寺線沿いで、「小松代栗三氏宅」前に位置する。

検出遺構 掘立柱建物跡 1棟、井戸跡 1基、溝跡 3基、土坑 4基、柱穴44基 を検出した。

51区掘立柱建物跡

<位置・検出状況> 51区井戸跡及び51区溝跡 2号のプラン内で検出された柱穴により構成される。建物

の長軸方向はN-100° 一Eで、平泉町文化財センター調査区に延びる。本調査区では 2軒 3間の建物を確

認できるが、建物跡は調査区外に広がる可能性が高い。

<平面形・規模> 柱穴 5個により構成される。柱穴の規模は、開口部径15～ 26cm、 深さ22～48cm程であ

る。

<覆土> 柱穴の覆土は褐灰色粘土質土を主体に、褐色粘土質土によるものがある。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 時期判断となる遺物は出土していない。重複関係にある51区井戸跡及び51区溝跡 2号 (両者と

も12世紀と推定される)よ り新しい遺構ではあるが、柱穴の覆土は古い様相で捉えられる。井戸跡は12世

紀前半と捉えられることから、12世紀の後半あるいは中世の建物跡と推定される。

51区溝跡 1号

<検出状況> 検出面はⅢ層中である。遺構の長軸方向はN-170° 一Eである。

<規模> 開口部径47cm、 底部径25cm、 深さ1 7cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は褐灰色粘土質土と褐黄色粘土質土に大別される。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅鉢状を呈する。底面はやや丸底気味である。

<出土遺物>(第 68図 321、 写真図版57) 大小のロクロ成形によるかわらけ 2点、常滑片 1点が出土し

ている。

陶器 常滑産の胴部片が出土している。

<時期> 出土している遺物は12世紀のものである。

51区溝跡 2号

<検出状況> 検出面はⅢ層中である。遺構は南北方向から東にほぼ直角気味に折れる。

<規模> 開口部径70cm、 底部径67cm、 深さ 5 cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は若子の炭化物を含む粘土質土で4層に大別される。自然堆積と思われる様相で

ある。

<壁・底面> 溝の上位は削平された可能性が高く、掘り込みは僅かに確認されるだけである。断面形は浅

皿状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物>(第 68図 322、 写真図版57) かわらけ小片が 3袋分出土している。

かわらけ 手づくねの大形かわらけが主体である。

<時期> 出土している遺物は12世紀のものである。

51区溝跡 3号

<位置・検出状況> 検出面はⅢ層中である。

<規模> 開口部径37cm、 底部径30cm、 深さ10cm程である。

<覆土 。堆積状況> 覆土は灰黄褐色粘土質土を主体とする。人為堆積的様相である。

<壁・底面> 溝の上位は削平された可能性が高く、掘り込みは僅かに確認されるだけである。断面形は浅
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C― C′  D― D′

1 10YR5/1褐 灰色 粘土質土
la 2層 よ り 1層 的な土
2 25Y7/2灰 黄色 粘土質土 明黄褐色土・褐灰色土ブロック少量含む
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嬢

。Ｗｏ抑中呻悧稿渕』坤一√

溝跡 2号

静 =31400m_E′

ー

2

PPl

―J′

25Y6/4に ぶい黄色 炭化物少量含む
10YR4/1褐灰色 粘土質土 橙色土・炭化物微量含む
5Y7/3浅 黄色 粘土質土 炭化物微量含む
25Y7/4浅 黄色 粘土質土 明褐色土含む
5Y6/2灰 オリープ色 粘土質土

溝 3号

粋=1400ゞ

―
― 2

PP13

稗=attOmHK′

郡
K― K′

1 10YR6/1褐 灰色 粘土質土 明黄褐色土少量含む
2 10YR6/1～ 10YR7/2褐灰色～にぶい黄橙色 粘土質土

E― E′  F― F′

1 10YR8/6黄 橙色 橙色土含む
2 10YR4/1褐 灰色 炭化物微量含む
3 10YR3/6黄 橙色 砂質土
4 75YR5/8明褐色 粘土質土

第38図  51区 (1)
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M― M′

1 10YR5/1褐 灰色 黄橙色土含む
2 10YR7/8黄 橙色 粘土質土
3 10YR4/1褐 灰色 粘土質シル ト 炭化物微量含む かわらけ出土
4 25Y7/4浅黄色 砂質土
5 25Y6/2灰 黄色 粘土質土 酸化鉄の集積有
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1 10YR3/2黒 褐色 粘土質シル ト 炭化物多量含む
酸化鉄の集積有

G― G′

1 10YR6/2灰 黄褐色 炭化物含む 酸化鉄の集積有
2 10YR7/2に ぶい責橙色 明黄褐色土含む



皿状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。12世紀に多く見られる溝方向とは異なることから近現代と思われる。

51区井戸跡 1号

<検出状況> Ⅲ層上面において、約4mの褐色土の広がりを検出した。 トイレ状土坑と思われる51区土

坑 1号及び51区土坑 2号、51区柱穴PPll・ PP14・ PP35・ PP43・ PP44と 重複関係にあり、本遺構が古い。

また検出面前後から多量のかわらけが出土している。

<平面形・規模> 平面形は円形で、開口部径310cm、 底部径65cm、 深さは検出面から375cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は6層 に大別される。 1層は褐灰色粘土質土を主体とし、地山ブロックが入る混

土でかわらけ片を多量に含む。以下上位に2層は黒褐色泥質土、 3層は明オリーブ灰粘土質土、 4層は黄灰

色粘土質土、5層は黒褐色粘土質シル トで有機質に富む。6層は地山の崩壊土と思われる。5層より下位は、

7層 とした緑灰泥質土による単層である。遺物は最上位 1層～ 5層にかけて出土し、 7層からは遺物の出土

がない。底面付近は若干砂が混じり、ひしゃくと思われる木製品が出土した。基本的には人為堆積と推定さ

れる。

<壁・底面> 断面形は底面から直立し、上位付近で外傾する所謂ロー ト状を呈する。

<出土遺物>(第 68・ 70図 323～ 342・ 362・ 363・ 364、 写真図版58・ 59・ 60) かわらけ約30袋分、

陶器十数点、木製品が出土している。取り上げ方法はQl～ 4の 4ブロックに分けて取り上げたが、平面的

な違いや傾向は窺い知れなかった。

かわらけ 1層 は大形のロクロ成形及び大形の手づくねが主体で出土した。 2層は小形のロクロ成形と大形

の手づくねを主体に4袋分、 3～ 6層は小形のロクロ成形及び小形の手づくねが 3袋分出土した。

陶器 渥美産のこね鉢の破片と常滑産が出土している。

陶磁器 覆土上位から白磁 1点 と青磁 1点が出土した。

木製品 チュウ木 ?1点、不明品 2点が出土している。

<時期> 出土している遺物は12世紀のものである。また本遺構と重複関係にある2基の トイレ状土坑

(51区土坑 1・ 2号)よ り古いことから12世紀前半の可能性がある。

51区土坑 1号

<検出状況> 盛土及び水田土除去後に、51区井戸跡プラン内で検出した。所謂 トイレ状土坑と考えられ

るものである。51区井戸跡 1号 と重複関係にあり、本遺構が新しい。第17次調査 (平泉町教育委員会)7
号土坑と本遺構及び51区土坑 2号は220cm間隔で一直線上に並列する。

<平面形・規模> 平面形はほぼ円形である。開口部径75cm、 底部径65cm、 深さ85cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は 9層に細分される。 1,2層 は黒褐色粘土質シル ト、 3・ 4・ 5層は褐灰色粘

土質シル ト、 3a層は黒褐色泥質土、 6・ 7・ 8層は黒褐色泥質土である。 6・ 7・ 8層が トイレ土と思わ

れる土質で、有機質に富み、チュウ木と思われる木製品が出土している。

<壁・底面> 壁はほぼ直立し、断面形はビーカー状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物>(第69図 343～ 349、 389、 写真図版59・ 61) かわらけ6袋分、陶器片、木製品、碁石 ?

が出土している。

かわらけ 手づくねかわらけが主体で全て小片である。

陶器 常滑産の甕の日～頸部片 (343)と 壺の破片 (344)が出土している。343は 1～ 2層にかけて、
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土坑 1号 (ト イレ)

粋
=8■400ぜ

′

― I′

10YR4/1褐灰色 粘土質シル ト 明黄褐色土ブロック・炭化物含む
土器片少量出土 人為堆積
10YR4/1褐灰色 粘土質土
10YR4/1褐灰色 泥炭質土 にぶい黄橙色土プロック・炭化物含む
5Y4/1灰 色 泥炭質土 オリープ黄色土・炭化物含む
5Y4/1～ 5Y3/1灰 色～オリープ色 泥炭質土 炭化物含む
5Y4/1灰 色 泥炭質土 種子・炭化物含む
5Y4/1灰 色 泥炭質土 浅黄色土含む
25Y6/31こぶい黄色 泥炭質土 砂少量含む

第39図  51区 (2)
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C:チュウ木

H― H′

1 10YR3/1黒 褐色 粘土質シル ト 灰自色土ブロック・炭化物微量含む
人為堆積

2 10YR3/1黒 褐色 粘土質シル ト 入為堆積
3 10YR4/1褐 灰色 粘土質シル ト 明褐色土ブロック・炭化物微量含む

人為堆積
3a 25Y3/1黒 褐色 泥炭質上 にぶい黄橙色土プロック・炭化物多量含む

土器片・陶磁器出土 人為堆積
4 10YR4/1褐 灰色 粘土質ンル ト 炭化物徴量含む 人為堆積
5 25Y7/2灰 黄色 粘土質土 人為堆積
6 5Y3/1オ リーブ黒色 泥炭土
7 5Y3/1オ リープ黒色 泥炭土 にぶい黄橙色土含む
8 10YR3/1黒 褐色 泥炭土 チュウ木出土

土坑 2号 (ト イレ)

I

1

2

3
4
5

6
7

8

B― B′

1 10YR4/1褐 灰色 粘土質シル ト 黄褐色土・炭化物含む 土器出土
2 10YR3/1黒 禍色 泥炭質土 炭化物含む
3 25GY7/1明オリープ灰色 粘土質土 オリーブ黒色土含む
4 25Y71黄 灰色 粘土質土 灰自色土含む
5 10YR3/2～ 4/2黒 褐色～灰黄褐色 粘土質シル ト 有機質多量含む

遺物多量出土
6 5Y7/2灰 自色 粘土質土 地山崩壊土
7 10G5/1緑 灰色 泥炭土

区名 遺構名 規 模 深 邁 備考 区名 遺構名 規模 探 さ 備考 区名 遺構名 鐙 模 深 さ 備考

51区 PPl 区 PP16 51区 PP31
51区 PP2 P'17
51区 4

41～ 56 区 PP19 1 区 PP34
51区 PP5 区 PP20 4 区 PP35
51区 PP6 区 PP21 9 区 PP36

区 PP7 区 PP22 10 区 PP37 33× 23

区 PP8 区 P,23 区 PP38
区 PP9 46× 29 区 PP24 区 3

区 P,10 PP25
11

区 PP12 区 PP27 区 PP42

区 PP13 28～ 38 区 PP28 4 区 PP43

区 PP14 17 区 PP29 4 区 PP44
区 PP15 区 4



344は 3a層で出土している。

木製品 チュウ木と思われる木製品が 8層から6点出土している。   ,
碁石 389は碁石の可能性がある (写真掲載のみ)。

<時期> 出土している遺物は12世紀のものである。また重複関係にある51区井戸跡とは、出土したかわ

らけの年代観から時期差は僅かと推測される。

51区土坑 2号

<検出状況> 盛土及び水田土除去後に51区井戸跡プラン内で検出した。所謂 トイレ状土坑と推定される

ものである。

<平面形 。規模> 平面形はほぼ円形である。開口部径85cm、 底部径70cm、 深さ47cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は 8層に細分される。上位～中位は褐灰色粘土質シル ト、下位は灰～にぶい浅黄

橙色泥炭質土で構成される。

<壁・底面> 壁はほぼ直立気味に立ち上がり、断面形はビーカー状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物>(第 69図350～ 352、 写真図版59) かわらけ片が4袋分、常滑 2点が出土している。

かわらけ 覆土最上位 (1層の最上位)力 らゝ大形の手づくねを主体とした破片 2袋分、覆土中位～下位で 1

袋分が出土している。また、 1層下位から中世かわらけ ?と推定される小片が 1袋分出土した。

陶器 常滑産の胴郡片が 1層より出土している。

<時期> 出土遺物から12世紀と推定される。

51区土坑 3号

<位置・検出状況> 水田土除去後に検出した。土坑として登録したが、51区溝跡 3号に付随する施設か、

あるいは柱穴的な性格のものかもしれない。

<平面形・規模> 平面形は不整形な楕円形で、規模は開口部径43× 26cm、 深さ16cm程 である。

<覆土・堆積状況> 褐灰色粘土質シル トによる単層である。自然堆積的様相であるが明確ではない。

<壁・底面> 壁は直立気味に立ち上がり、断面形は鉢状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 時期は不明である。

51区土坑 4号

<位置・検出状況> 水田土除去後に検出した。51区土坑 3号と比較して浅い土坑であるが、形状が類似

することと位置などから判断して51区溝跡 3号に付随した施設の可能性がある。

<平面形・規模> 平面形は不整形な楕円形で、規模は開口部径46× 10cm、 深さ4 cm程 である。

<覆土・堆積状況> 褐灰色粘土質シル トによる単層である。自然堆積的様相であるが明確ではない。

<壁・底面> 壁は僅かに確認されたのみである。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 時期は不明である。

遺構内の遺物 (第 70図 365、 写真図版59) 51区 PP43よ り白磁の壼と思われる破片が出土している。

遺構外の遺物 (第 69・ 70図 353～ 361・ 366～ 868、 写真図版59) かわらけ小片14袋分と陶器片が約20

片出土している。

かわらけ 手づくねの小形かわらけが主体のようである。

陶器 常滑・渥美産の他に中世と思われる須恵器系が出土している。
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陶磁器 白磁 2点と青白磁 2点が出土している。

51区のまとめ

12世紀と思われる多種な遺構が検出された。複数の遺構同士が重複関係を示すことから、12世紀の中で

も前半期と後半期では土地利用に相違が存在するものと捉えられる。代表的なものを年代順に示すと、井戸

跡 (12世紀前半期)→ トイレ状土坑 (12世紀中頃 ?～後半)→掘立柱建物跡 (12世紀後半期 ?～中世)と

なる。

52区 (第40図、写真図版30)

位置 県道毛越寺線沿いで、「滝沢貞治氏宅」前に位置する。

検出遺構 塀跡 1条、柱穴 9基を検出した。

52区塀跡

<位置・検出状況> Ⅲ層上面で検出した。遺構の長軸方向はN-0° 一Eである。

<規模> 板痕跡と思われるアタリ部分の状況から20cm× 5 cm程 の板材が使用された可能性がある。布掘

りの規模は、開口部径20clll、 底郡径12cm、 深さ30cm程である。

<覆土・堆積状況> 第40図 A― Aア ラインで確認される 1・ 3層が、板材の据え方土と捉えられる。

<壁・底面> 布掘りは、南側に向かうにつれ浅くなる。第40図 のA― A′ ラインでは断面形は深鉢形を

呈し、 B― B′ ・ C― Cア ・D― D′ ラインでは浅鉢形状を呈する。布掘りの深さの相違は、遺構の残存状

況の差によるものか、あるいは縦板と横板の違いによるものなのか判断できなかった。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 時期は不明である。覆土の様相から12世紀のものと思われる。

遺構外の遺物 出土遺物はない。

52区のまとめ 今回の調査からは、希少である塀跡を検出した。

53区 (第41図、写真図版31)

位置 県道毛越寺線沿いで、小松代旅館前に位置する。

検出遺構 溝跡 3条、塀跡 1条、柱六 9基を検出した。

53区溝跡 1号

<位置 。検出状況> ほぼⅢ層上面で検出された。53区溝跡 2号 とは隣接するが重複関係にはない。また

南側でプランは終わっている。遺構はN-0° 一E方向に延び、53区溝跡 2号及び53区塀跡と平行する。

<規模>規模は開口部径26cm、 底部径10cm、 深さ10cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土上位～中位に褐色粘土質シル ト、下位に灰白色粘土質上が堆積する。自然堆積的

様相である。

<壁・底面> 壁は外傾して立ち上がり、断面形は鉢形状あるいは浅鉢形状を呈する。底面は僅かに南側に

傾斜する。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 時期は不明である。覆土の様相から12世紀のものと思われる。

53区溝 2号

<位置・検出状況> Ⅲ層上面で検出された。遺構はN一 〇
°―Eに延びる。第41図 A― A′ ライン・

B― B′ ラインの土層観察結果から53区塀跡とは重複関係にあり、本遺構が新しい。しかし、本遺構上位
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Y=24469

♯X=112655 監捗
躍下〉一

1号

A

A― r B― B′  c_c′  D― D′

1 10YR6/8明 黄褐色 灰白色土含む 掘り方
2 10Yミ 5/3にぶい黄褐色 明黄褐色上含む 柱痕跡
3 10YR7/6明 黄褐色 にぶい黄橙色土含む 掘り方
4 25Y6/2灰黄色 粘土質土 柱痕跡

E― E「

1 盛土 砂利 I層 に比定
2 10YR3/3暗 褐色 粘土質土 盛土 水田土  Ic層 に比定
3 10YR4/4褐 色 粘土質土 盛土 水田土 Ic層 に比定
4 10YR5/8黄褐色 粘土質土 地山 Ib層に比定 酸化鉄の集積有

遺構検出は主に同層下部
5 10YR6/1褐 灰色 粘土質土 地山 正層に比定

砂質土・シル ト共に少最含む 酸化鉄の集積有
遺構の埋土・木根撹乱等は主に同層中で確認される。

6 10YR7/4に ぶい黄橙色 粘土質土 地山 Ⅲ層に比定
5層に比べ局所的に粘上の割合が高い

7 5Y6/1～ 6/2灰 オリープ色 砂質土 地山 H層に比定 粘土含む
酸化鉄の集積有 深さが50clを 越える遺構の底部付近が同層に比定される

7a 10YR6/4～ 7/41こ ぶい黄橙色 粘土質土 地山 皿層に比定

枷ＡＡ�
　　『習
拶
『雪
攀
枷習
轟４

第40図  52区
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52区

52区 4

PP3
52区 PP4 47

52区 PP5
52区 PP6
52区 PP7
52区 PP8
52区 PP9 2



に堆積する覆土は同質土であり、また53区溝跡 1号・53区塀跡とは遺構の長軸方向が同様なため、塀跡に

伴う施設の可能性が推定される。

<規模>規模は開口部径24cm、 底部径16cm、 深さ28cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土上位～中位に灰黄褐～明黄褐色粘土質土、下位に褐灰色泥炭質土が堆積する。自

然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁はやや外傾して立ち上がる。断面形はビーカー状を呈する。底面は僅かに北側に傾斜す

る。<出土遺物>(第 71図 371・ 372・ 375、 写真図版59) 6層からかわらけと陶器片が数点出土した。

かわらけ 手づくねの大形かわらけが出土している。

陶器 渥美産の胴部片が数点出土している。

瓦 平瓦片が出土している (不掲載)。

<時期> 出土遺物から12世紀のものと思われる。

53区溝跡 3号

<位置・検出状況> Ⅲ層上面で検出した。遺構はN-0° 一Eの方向に延びる。

<規模> 規模は開口部径100～ 129cm、 底郡径70～ 96cm、 深さ23cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土は 3層に細分される。 1層は基本土層の Id層 に相当する。

<壁・底面> 壁は外反気味に立ち上がり、断面形は浅鉢形状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> かわらけ小片 1袋分と常滑産の小破片が出土している。

<時期> 出土遺物から12世紀のものと推定される。

53区塀跡

<位置・検出状況> Ⅲ層上面で検出された。遺構はN-0° 一Eの方向に延びる。

<規模> 布掘りの規模は、開口郡径34cm、 底部径10cm、 深さ19cm程である。

<覆土・堆積状況> 第41図 A― A′ ・ B一 B′ ラインの13層がアタリ部分、12層が掘り方となる。人為

堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は若干外傾気味に立ち上がり、断面形はビーカー状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 時期は不明である。覆土の様相から12世紀のものと思われる。

遺構内の遺物 53区 PP 4か ら近世と推定される東北産の陶器が出土している。

遺構外の遺物 出土遺物はない。

53区のまとめ 本区から検出された12世紀と推定される溝跡や塀跡は、いずれもN-0° 一Eの方向を見

ることから、同時期存在の可能性が高い。また、併せて12世紀の中でも時期細分の可能な遺構である可能

サ性がある。

54区 (第42図、写真図版32)

位置 県道 「志羅山旅館」

検出遺構 溝跡 3条、土坑 4基、カマ ド状遺構 1基、柱穴32基を検出した。

54区溝跡 1号

<位置・検出状況> Ⅲ層上面で検出した。遺構の長軸方向はN― O° ―Eである。54区土坑 3号及び数

基の柱穴と重複関係にあるが、本遺構に付随するものか否かの把握はできなかった。根拠は弱いが柱穴は本
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第41図 53区
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濤跡 1・ 2号、塀跡 1号

ド   L=31600m l 当
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溝跡 1号 溝跡 2号 塀跡 1号

A― A′ B― B′ E― ご F― F′ G―σ
l 10YR5/8黄 褐色 粘土質土 盛土
2 10YR4/4褐 色 粘土質シル ト 褐灰色土含む 酸化鉄の集積有 溝 1号埋土
3 10YR4/1灰 白色 粘土質土 明黄褐色土含む 酸化鉄の集積有 溝 1号埋上
4 地山
5 10YR6/4に ぶい黄褐色 粘土質土 黄褐色土プロック含む 酸化鉄の集積有
6 10YR6/2灰 黄褐色 粘土質土 明黄召色土含む 溝 2号埋土
7 10YR5/1褐 灰色 泥炭土 溝 2号埋土
8 10YR6/2灰 黄褐色 粘土質土 明黄褐色土含む 溝 2号埋土
9 10YR6/6明 黄褐色 粘土質土 溝 2号埋土
10 25Y6/1黄灰色 泥炭土 黄褐色土含む 溝 2号埋土
11 10YR6/1褐灰色 泥炭土 溝 2号埋土
12 10YR6/8明黄褐色 灰色土含む 塀跡 1号埋土
13 10YR5/1褐灰色 粘土質土 塀跡 1号埋土
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C― C′ D― D′

1 10YR5/6黄 橙色土 酸化鉄の集積有
2 10YR7/1灰 自色土 酸化鉄の集積有
3 10YR5/1褐 灰色土 酸化鉄の集積有 炭化物少量含む
4 10YR6/1灰 色土 明黄褐色土含む

聴 区名 遺構名 規 模 深 さ 脩差

1 53区 PPl

2 53区 PP2
3 53区 PP3
4 53区 PP4
5

PP6
53区 PP7

418 53区 PP8
53区 PP9 7



遺構より新しい時期のもので、54区土坑 3号は本遺構の底面精査中に検出されたことから付随する施設の

可能性が考えられる。

<規模> 規模は開日部径100cm、 底部径40cm、 深さ12cm程である。

<覆土・堆積状況> 灰自色泥炭質土を主体とする。自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は外反気味に立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。底面は場所により凹凸が確認された

が、基本的には平坦と推定される。

<出土遺物>(第71図 373～ 375、 写真図版59) ロクロ成形のものを主体とするかわらけが数点と常滑

産の陶器片が出土した。

かわらけ ロクロ成形によるかわらけが主体で、大形・小形の両者が出上している。

陶器 常滑産の壷の日～頸部が出土している。

<時期> 出土遺物から12世紀のものと推定される。

54区溝跡 2号

<位置・検出状況> Ⅲ層上面で検出した。遺構の長軸方向はN-0° 一Eである。

<規模> 規模は開口部径31cm、 底部径18cllK深 さ13cm程である。

<覆土 。堆積状況> 黄褐色粘土質土による単層である。自然堆積か人為堆積かの判別はできなかった。

<壁・底面> 壁は西側が外反気味に立ち上がり、東側は直立気味に立ち上がる。底面は丸底状を呈する。

<出土遺物>(第 71図 376、 写真図版60) かわらけが数点出土している。

かわらけ ロクロ成形による大形のかわらけを主体とする

<時期> 出土遺物から12世紀のものと推定される。

54区溝跡 3号

<位置・検出状況> Ⅲ層上面で検出した。遺構の長軸方向はN-15° 一Eである。検出当初は塀跡と推定

し精査を進めたが、アタリ (板痕跡)部分が明瞭でなく溝跡として登録した。

<規模>規模は開口部径22cm、 底部径12cm、 深さ7cm程である。

<覆土・堆積状況> 覆土上位と下位に区分される。自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は外反気味に立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。覆土の様相から12世紀のものと思われる。

54区土坑 1号

<位置・検出状況> Ⅲ層上面で検出した。54区土坑 2号と重複関係にあり、54区土坑 2号の埋土中に本

遺構が構築されている。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開口部径50cm、 底郡径31cm、 深さは33cmで ある。

<覆土・堆積状況> 黒褐色粘土質シル トによる単層である。人為堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は外傾気味に立ち上がり、断面形はビーカー状を呈する。底面は平坦である。

<出土遺物> かわらけが数点出土した。

かわらけ ロクロ成形による大形かわらけの小片が出土している (不掲載)。

<時期> 出土遺物は12世紀のものであるが、覆土の様相から判断して中・近世の可能性が高い。

54区土坑 2号

<位置・検出状況> Ⅲ層上面で検出した。
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滞跡 2号 翻 ゼ

擢 ¶2鐙

カマ ド状遺構

C― C′

1 10YR5/6黄 褐色 粘土質土 締まり有 土器片・炭化物含む

仕Σ露%詢

土坑 3号

Y=24445

♯X=112662

溝跡 1号
   A′

L=31900 引
B   濤跡 1号

卜  L=31900 Ｂ引

C    C′
卜  引

L=31900m

VＡ卜　理

:澪幕
1銹

を駁払籍

粘土質カ レト 明黄褐色土・灰自色上・炭化物含む

la 10YR5/1褐灰色 泥炭質土 炭化物含む
lb 10Y4/1灰 自色 泥炭質土 炭化物含む

i&:秘 :優自名 膝 艶 優屁易き懸
化物含む 酸化鉄の集積有

2 75Y4/1灰 色 泥炭質土 炭化物含む
3 10YR6/8明 黄褐色 粘土質土 褐灰色土プロック含む PP22埋土
4 25Y4/2暗灰黄色 粘土質泥炭土 灰自色土・黄橙色土・炭化物含む

PP22埋土
5 10YR4/1褐 灰色 泥炭質土 灰白色土・炭化物含む PP22埋土
5a 5層 より灰自色上の比率が多い PP23埋土
5b 10YR5/1褐 灰色 にぶい黄橙色土含む PP23埋土
6 10YR4/1褐 灰色 泥炭質上 にぶい黄橙色土含む PP31埋土
7 25Y7/2灰 黄色 粘土質泥炭土 炭化物含む

―G′

10YR6/1褐灰色 粘土質シル ト 黄褐色土プロック含む
10YR7/1～ 6/1灰 自色～褐灰色 粘土質土

―r
10YR3/1黒褐色 泥炭質土 炭化物含む
10YR6/6明黄褐色 粘土質土 褐灰色土・灰色土含む
10YR6/8明黄褐色 粘土質土 黄橙色土含む 地山

G  G′
卜 引

L=31900m

l浜
〔こΞZtti〕

I  PPl r
卜  引

L=31900m

u2

F― F′

1 10GY4/1暗 緑灰色
粘土質土 炭化物含む

2 N6/灰 色 粘土質土
明黄褐色土含む

♂

甲

ｑ

ｌ

監

煙出部

F    F′
卜  引

L=31900m

【 と=躙∽mゴ′

土坑 2号  土坑 1号

H― H′

!帯と夢跨躍雰亀聾沈紗 熱協禦嬌む

L=31900m 一二辛
1

T∪

Ｅ
卜

第42図  54区
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立

Ｆ
＝
∞
ド
Φ
ｏ
９
日

E― E′

1 10YR4//6褐 色 粘土質ンル ト 酸化鉄の集積有
2 10YR5/1褐 灰色 粘土質シル ト 炭化物含む
3 10YR5/1～ 6/1褐灰色 粘土質土

上∪

D― D′

1 10Y4//1灰色 粘土質土 炭化物含む

カマ ド状遺構



<平面形・規模> 平面形は楕円形で、規模は開口部径72X54cm、 底部径66× 34cm、 深さ6cmである。

<覆土・堆積状況> 覆土上位に褐灰色粘土質シル ト、覆土下位に灰色粘土質土が堆積する。

<壁・底面> 壁は直立気味に立ち上が り、断面形はビーカー状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物>(第 70図 869、 写真図版59) 覆土中より陶磁器片 1点が出土 している。

陶磁器 中国産の青磁片が出土している。

<時期> 出土遺物から12世紀のものと推定される。

54区土坑 3号

<位置・検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模> 平面形は円形で、規模は開口部径50cm、 底部径37cm、 深さ15cmである。

<覆土・堆積状況> 褐灰色粘土質土による単層である。自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は外傾気味に立ち上が り、断面形は浅鉢状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 時期は不明である。54区溝跡 1号よりは古いことは言える (付随施設の可能性有 り)。

54区土坑 4号

<位置 。検出状況> Ⅲ層上面で検出した。

<平面形・規模> 平面形は不整形で、規模は開口部径40cm、 深さ31cmで ある。底部径は、調査区境の

撹乱のため、不明である。

<覆土・堆積状況> 褐灰色粘土質土による単層である。自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は外傾気味に立ち上が り、断面形は鉢状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 時期は不明である。

54区カマ ド状遺構

<位置・検出状況> Ⅲ上面で検出した。

<平面形・規模> 平面形は不整形である。規模は開口郡径180X l10cm、 底部径 120cm、 深さ19cm程 である。

<覆土・堆積状況> 覆土上位に褐色粘土質シル ト、覆土中位～下位に褐灰色粘土質土が堆積する。自然堆

積的様相である。

<壁・底面> 壁は全体的に緩 く外傾気味に立ち上がり、断面形は皿状を呈する。底面は平坦である。

<出土遺物>(第 70図 370・ 390・ 391、 写真図版 59・ 61) かわ らけ小片、土器塊、美濃産の徳利、碁

石 と思われる石製品等が出土している。

かわらけ ロクロ成形による大形かわ らけの小片が出土している (不掲載 )。

陶器 美濃産の徳利が出土している。

石製品 390。 391は埋土上位から出上した。碁石 と思われる。

<時期> 出土遺物から近世と推定される。

遺構内の遺物 (第71図 377、 写真図版60)

かわ らけ 54区PP20か らロクロ成形による小形かわらけが出土 している。

遺構外の遺物 (第71図 379、 写真図版60) 表土から遺物が若千量出土している。

陶器 渥美産の胴郡片が出土している。

54区のまとめ
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検出されている遺構は、全般的には12世紀に属するものである。ただし、カマ ド状遺構は近世と推定さ

れることか ら、詳細な時期区分ができなかった柱穴類の中には、近世のものも含まれている可能性がある。

55区 (第 43図、写真図版33)

位置 県道毛越寺線沿いで、「/Jヽ松代俊介氏宅」前に位置する。

検出遺構 溝跡 3条、柱穴 6基を検出した。

55区溝跡 1号

<位置・検出状況> Id層 とⅢ層の漸移層的な面で検出した。遺構の長軸方向はN-175° 一Eである。

<規模>規模は開口部径52cm、 底部径25～ 40cm、 深さ18cmで ある。

<覆土・堆積状況> 覆土は 2層に区分される。 自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は外傾気味に立ち上が り、断面形はビーカー状を呈する。底面は平坦である。

<付属施設> 南側調査区外との境付近で溝の両側に住穴 (PP l～ 3)が検出された。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 時期は不明である。

55区溝跡 2号

<位置 。検出状況> Id層 とⅢ層の漸移層的な面で検出した。遺構の長軸方向はN-5° 一Eである。

<規模> 規模は開口部径67cm、 底部径40cm、 深さ12cm程 である。

<覆土・堆積状況> 覆土は 5層 に細分される。 自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は外傾気味に立ち上が り、断面形は浅鉢状を呈する。底面は平坦である。

<出土遺物> 常滑産の陶器片が覆土上位で出土 している。

<時期> 出土遺物か ら12世紀のものと推定される。

55区溝跡 3号

<位置 。検出状況> Id層 とⅢ層の漸移層的な面で検出した。遺構の長軸方向はN-0° 一Eである。

<規模> 規模は開口部径67cm、 底部径40cm、 深さ12cmである。

<覆土・堆積状況> 覆土は 5層 に細分される。 自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は緩く外傾して立ち上が り、断面形は浅皿状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 明確には不明であるが、覆土の様相か ら12世紀のものと推定される

遺構外の遺物 出土遺物はない。

55区のまとめ 溝 3条のみの検出であるが、 2条は12世紀のものと推定されることか ら、将来的には貴重

な資料を提供するものであろ。

56区 (第43図、写真図版34)

位置 県道毛越寺線沿いで、「千葉正氏宅」前に位置する。

検出遺構 溝 1条を検出した。

56区溝跡 1号

<位置・検出状況> Ⅲ層上面で検出した。遺構の長軸方向はN-90° 一Eである。長軸方向か ら推定す

ると、第47次調査で検出されたかわ らけが多量に出土した溝跡の続きである可能性が高い。標高か ら推定
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隅重

`陰

1奄靴δ的
査戦
7
溝跡 2号

溝跡 3号

55区溝跡 1号

A       A′
卜 L=32000m引

1 10YR7/8黄 橙色 粘土質土 浅黄橙色土・炭化物含む
2 10YR3/1黒 褐色 粘土質ンル ト にぶい黄橙色土・炭化物含む

B― B′

1 10YR5/6黄 褐色 褐灰色土含む
2 10YR6/8明 黄褐色 灰自色土プロック含む

3 10YR4/4褐 灰色土
4 10YR4/1褐 灰色 炭化物含む
5 10YR6/8明 黄褐色土

Y=24426
X-112670辛

2  4a

C― C′  D― D′

1 10Y4/1灰色 泥炭土
2 10Y5/1灰 色 粘土質土 黄褐色土含む 酸化鉄の集積有
3 10GY5/1～ 4/1緑 灰色～暗緑灰色 粘土質土
4 10Y5/1灰 色 粘土質土 黄褐色土含む
4a 5Y72灰オリープ色土 粘土質土 炭化物含む

m

C         C′     D      D′
卜 L‐32100m引      卜L=32100m引

4a

4%

鰺欅′
E    E′

L‐31800m

乳
E― E′

1 10YR3/1黒 褐色 粘土質土
2 10YR7/3に ぶい黄橙色土

55区溝跡 2号

B          B′
イー L‐ 31900m引

Y=24420

+
X=-112672

一一枷　一〕Ｗ）A― A′ B― B′  C― C′

1 10YR4/1褐 灰色 泥炭土・遺物含む 酸化鉄の集積有
2 10YR5/1褐 灰色 泥炭質粘土質土 黄褐色土含む
3 10YR6/6暗 黄褐色 粘土質土
4 25Y4/2暗灰黄色 泥質土 明黄褐色土含む
5 25Y4/1黄 灰色 泥質土 炭化物含む

ユ_________―――羊―_____――――――イm

第43図  55・ 56区
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lb 区名 遺構名 規模 深 さ 備考 想 構 深 さ 備考

420 54区 45× 33 439 54区 PP20

421 54区 440 55区 PP21

422 54区 PP3 珀レ41 55区 PP22
55区 PP23

424 54区 443 55区 P,24

425 54区 444 55区 PP25 27

54区 PP7 445 55区

427 54区 PP8
428 54区 PP9 54区 PP28 13

54区 PP10 54区 10

14 54区

54区 PP31 13

54区 PP13 54区 25× 36 15

433 54区 P,14 54区 PP2

434 54区 PP15 17 54区 PP3

435 54区 P,16 と9

54区 PP17 54区 PP5

54区 ,P18 17 54区 PP6



すると本調査で検出された部分が上流で、第47次調査で検出された部分が下流となるであろう。なお、当

時水が流れていた溝かどうかは不明である。参考までに記述すると、精査時は水の引きが悪い悪い場所であ

った。

<規模> 規模は関口部径80cm、 底部径50cm、 深さ17cmである。

<覆土・堆積状況> 覆土は褐灰色泥炭質土と暗灰黄色泥質粘土質土に大別される。自然堆積的様相である。

<壁・底面> 壁は緩く外反気味に立ち上がり、断面形は浅鉢状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<付属施設> 東側底面付近に溝状の掘り込みが確認される。

<出土遺物>(第 71図 380・ 381、 写真図版60) かわらけ小片が多量 (15袋)と陶器片が数点出土した。

かわらけ ロクロ成形による小形かわらけを主体とする。復元個体は少ない。

陶器 覆土上位から渥美産の小破片が数点出土している (不掲載)。 その他としては、13～ 14世紀と推定さ

れる東北産の陶器片が出土している。

<時期> 出土遺物から12世紀のものと推定される。

遺構外の遺物 (第 71図 382、 写真図版60)

陶器 東北産の恣器系が 1点出土している。

56区 のまとめ 今回の調査においては、調査区の幅が最も狭い部分であることと、絶えず水が沸いてくる

悪環境であつたことから、充分な調査記録を残せたとは言いかねる。特に、47次調査において、かわらけ

の出土が多かつた溝跡の統きと推定される溝跡であることから、本来は重要度の高い遺構であったと捉えら

れ、将来における本溝跡の続き部分の調査成果を期待してやまない。

60区 (第44図、写真図版35)

位置 国道 4号沿いで、「たてやま美容室」南隣に位置する。

検出遺構 遺構は検出されていない。

遺構外の遺物 出土遺物はない。

60区のまとめ 遺構、遺物共に確認されなかった。

61区 (第44図、写真図版35)

位置 国道 4号沿いで、「たてやま美容室」南隣に位置する。

検出遺構 土坑 1基、柱穴列 1条、柱穴H基を検出した。

61区土坑 1号

<位置・検出状況>
<平面形・規模> 平面形は長方形で、規模は開口部径92× 65cm、 底部径72× 56cm、 深さ12cmである。

<覆土・堆積状況> 覆土は暗褐色シル トによる単層である。覆土中には礫が混在する。

<壁・底面> 壁は直立気味に立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。底面はほぼ平坦である。

<出土遺物> 不明である。

<時期> 近現代と推定する。

61区柱穴列

<位置・検出状況> Ⅲ層上面で検出した。遺構の長軸方向はN-90° 一Eである。浅い溝状の掘り込み

内からは、 3基の柱穴が検出された。
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気剰獨9丸‐墓二連!麺
I、ど澁」イーゴノ

Ⅲ…
二

A             r
l―― L=26700m― 引

1

｀ψ
十

A― A′ B― B′

1 砂利 表土
2 10YR5/4～ 4/6浅 黄橙色～明黄褐色 粘土質土 現代盛土
3 10YR3/4暗 褐色 粘土質シル ト 円礫含む 現代盛土
4 10YR4/4褐 色 粘土質シル ト 粘性。締まり有
5 10YR5/6黄 掲色 粘土質土 粘性・締まり有
6 10YR6/6明 黄褐色 粘土質土 地山
7 10YR3/2黒褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり有 PP7埋土
8 10YR5/6責 褐色 粘土質土 PP7埋土
9 10YR4/6～ 3/4褐色～暗褐色 粘土質シル ト
10 10YR4/1褐灰色 粘土質シル ト 黄褐色土含む PP4埋土
11 10YR5/6黄褐色 粘土質土 灰色土含む 風倒木攪乱
12 10YR5/4にぶい黄褐色 粘土質土 PP44土
13 10YR5/4にぶい黄褐色 粘土質シル ト 明黄褐色土含む

士L=25300m聟

す

監L=25300m壻

′

第44図  60・ 61区
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lb 区名 遣糖名 規模 深 さ 備 考

61区 PPl

l区 PP3

区 PP4
区 PP5

462 区 PP6 9

区 PP7 11

区 PP8 55× 43

区 PP9



<平面形・規模> 東西方向に直径21～ 55cmの 3個の柱穴が並ぶ。溝の規模は、開口部径42cm、 底部径

25cm、 深さ16cm程である。

<覆土・堆積状況> 第44図断面B― B′ の13層が本遺構の埋土で、にぶい黄褐色粘土質上の単層である。

<壁・底面> 壁は外傾気味に立ち上がる。底面は平坦気味である。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 時期は不明である。国道 4号を挟んだ道路沿いが、来年度調査予定地であることから、本遺構の

延長部分が検出される可能性が高く、年代を特定できる可能性がある。

遺構外の遺物 出土遺物はない。

61区のまとめ 本区から検出された柱穴は、12世紀と思われるものはなかった。ただし、柱穴列について

は、その可能性が残る。

62区 (第45図、写真図版36)

位置 国道 4号沿いで、「たてやま美容室」前に位置する。

検出遺構 柱穴列 1条、柱穴15基 を検出した。

62区柱穴列

<検出状況> Id層 下位からⅡa層上位で検出した。浅い溝の底面に柱穴が連続する。遺構の長軸方向は

N-90° 一Eである。

<平面形・規模> 東西方向に直径23～ 54cmの 7個の柱穴が並ぶ。溝の規模は、開口郡径59cm、 底部径

52cm、 深さ9cmである。

<覆土・堆積状況> 暗褐～褐色の粘土質シル トにより構成される。調査区境の断面図A― A′ (第45図 )

においては、本遺構埋土 (8層)の上位に現代の撹乱層があり、埋土はわずかな残存である。

<壁・床面 (底面)> 溝の壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。底面から1 5cm程 の深さ

の柱穴が伴う。

<出土遺物> 出土遺物はない。

<時期> 不明である。

遺構外の遺物 出土遺物はない。

62区のまとめ 第45図 の土層断面A― A′ を観察した限りでは、覆土は新しい様相が窺えた。ただし、本

遺構の延長方向に当たる調査区 (町文化財センター調査)か らも柱穴列が検出されており、検討が必要であ

ろう。国道 4号を挟んだ道路沿いが、来年度調査予定地であることから、本遺構の延長部分が検出される可

能性が高く、年代を特定できる可能性がある。

64区 (第46図 )

位置 国道 4号沿いで、「うちさわ理容店」北隣に位置する。

検出遺構 遺構は検出されていない。

遺構外の遺物 出土遺物はない。

64区のまとめ 今回の調査結果から本区は、従来言われてきたとおり「鈴沢の池」の範囲外であることが

わかった。また、同じ国道 4号沿いである60～62区 と比べて、現地表面から地山面までが50cm程深いこと

が言える。旧地形が水田造成時 (近代以前 ?)に削平されていると推定される。
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砂利 盛土
10YR7/6明黄褐色 砂質土 粘性無 締まり弱 盛土
25Y4/2暗 灰黄色 粘土質土 粘性・締まり有 明黄褐色土ブロック・炭化物含む 酸化鉄の集積有
75YR4/6褐色 粘土質土 粘性・縮まり有 酸化鉄の集積有
10YR4/4～ 3/4褐色～暗褐色 粘土質シル ト 粘性・締まり有 黄褐色土・炭化物含む
10YR4/6褐 色 粘土質シル ト 粘性・縮まり有 明黄褐色土含む PP3埋 土
10YR5/6黄褐色 粘土質土 粘性・締まり有 褐色土含む
10YR3/4～ 4/4暗褐色～褐色 粘土質シル ト

第45図  62区

-269-

B         B′
卜 L=25200m引

血 区名 遺繕名 規 模 深 さ 備考

62区 アタリ有り

62区

62区 PP4
62区 PP5
62区

62区 PP7 45× 28 アタリ有り
62区 PP8 7

62区 PP9 34 10～ 18

13～ 20

62区 PP12
62区 PP13 7-14
62区 PP14 46× 35 12-19
62区 PP15 14-20
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4. 遺物

本節では第56次調査で出上した遺物について、遺構内外合わせて扱い、その概要を記述する。

出土遺物の時代は、12世紀を主体とし古代～現代までのものが出土しており、時代毎に分けて記載を行

う。

1 古代の遺物

56次調査において、古代と思われる遺物は、 9区塀跡、28区溝跡 7号、51区の表土除去中、須恵器小片

(不掲載)が出土している。古代と同定される遺構の検出がなく、また小片であるため厳密には年代を特定

できるものではない。

9区塀跡は覆上下位からの出上であり、あるいは12世紀の可能性もある。

28区溝跡 7号は、12世紀と推定される常滑・渥美片とともに出土した。

51区表土 (盛土)か ら出土したものは、その出土状況を考えると、現地性ではなく他の場所か ら運ばれ

てきた土中に含まれていた可能性がある。ただし、須恵器小片が出土した51区は、12世紀同士の遺構の重

複 (井戸跡とトイレ状土坑)が確認された地点であることから、12世紀より以前から人的活動が行われて

いた場である可能性も考えられる。

2 12世紀の遺物

12世紀の遺物は、かわらけを主体に知多半島産の陶器、中国産の陶磁器、及び井戸跡から出土した木製

品などである。

(1) 力嘲つらヤナ

かわらけは、今回の調査からは大コンテナ約 5箱分 (約 150kg)が 出土した。手づくねかわらけとロクロ

かわらけに大別され、さらに大形 。小形に区分した。かわらけの種別について、全般的な出土傾向としては

手づくねの大形のものが多く、次いで手づくね小形、ロクロ小形、ロクロ大形の順に出土している。

かわらけの分類については、吉田理氏が『泉屋遺跡10。 11・ 13・ 15次発掘調査報告書』 (註 1)中で行

ったものを分類基準とし、観察表に記載した。

割合的に最も多いのはD4類に比定されるもので、 1段撫で口縁端に面取りが施されやや内湾気味の器形

のかわらけである。次いで多いのがD2類 に比定される 1段撫で、日縁端面取りがなく直線的な器形のかわ

らけである。希少な種類としては、内折れのものが43区溝 3号覆土中と28区の遺物包含層中か ら出土して

いる。

出土地について、主に12世紀と思われる溝跡・土坑などからの出土が多い。第75図上段には主な出土地

とその出土重量 (一部点数)を表した。

特殊性を窺える出土状況を示した遺構として、 3区土坑 2号、28区土坑 1号、28区土坑 2号が挙げられ

る。それらは、埋納遺構や廃棄土坑と推定される。 5節のまとめでとりあげることとする。

かわらけの時期について、松本建速氏によりかわらけの編年試案 (1993年松本後に1995年発刊の報告書

中の考察編で若干の修正を行っている)が試みられている。同編年試案を参照するとD2・ D3かわらけは

1175年代後半以降に出現したのではないかと推定されている。その他に分類されたものについては、1175

年以前と以降の両者に帰属していた可能性で捉えられており、絶対的な結論は導けていないようである。
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(2) 国産陶器

12世紀に属すると思われる国産陶器 としては、常滑、渥美を主体に、猿投などが出土している。他 とし

て、産地が明確ではない須恵器系や東北在地産と思われるものが出土 している。

陶器類は、完形品での出土はなく、全て破片資料である。

a 常滑産 接合 しなかった同一個体破片と思われるものを含めて117点 出土している。常滑が出土した主

な遺構としては、28区溝 4号、28区土坑 3号、50区PP10、 51区井戸跡、51区土坑 1号、51区土坑 2号な

どが挙げ られる。遺構外の主な出土地 としては、28区遺物包含層中、34区盛土中、51区表土中などが挙げ

られる。器種構成は、大会、甕、重 (三筋壺)、 鉢と推定されるものであるが、小片が多く明確ではない。

b 渥美産 接合 しなかった同一個体破片と思われるものを含めて52点 出土 している。出土の全般的な傾

向としては、常滑と共伴 して出土する場合が多い。主要な出土遺構 としては、28区溝 4号、31区溝跡 1号、

31区溝跡 3号、などが挙げ られる。遺構外の主な出土地としては、28区遺物包含層中、51区表土中などが

挙げ られる。器種構成は、大甕、甕、重、鉢、こね鉢と推定されるものであるが、小片が多く明確ではない。

c 猿投産 4点確認された。 8区井戸 2号から 1点、28区土坑 2号から2点、42区井戸跡か ら 1点であ

る。

d 須恵器系陶器 産地は特定できないが須恵器系の陶器 と推定される。 7点確認された。

e 東北在地産陶器 12点確認された。明確な産地や時代は特定できないが、宮城県産で中世の可能性 も

考えられる。

(3) 中国産陶磁器

自磁、青磁、青白磁の小破片が出土 している。中国産陶磁器の編年については、『太宰府陶器研究―森田

勉氏遺稿集―』 (1995年 )をか照として観察表に記載した。

a 白磁 21点 出土 した。 2区遺物包含層、 9区溝 2号、28区溝跡 1号、42区井戸跡、43区溝跡 1号、

43区溝跡 2号、44区溝跡 1号、44区溝跡 2号、50区PP 9。 10。 24、 51区井戸跡から出土した。

器種構成は四耳壺、鉢、碗と推定される。

b 青磁  5点 出土 した。 6区溝跡 1号、 9区溝跡 1号、45区盛土、51区井戸跡、54区土坑 2号から出土

した。

c 青白磁  3点出土 した。28EXI溝跡 2号、51区表土中から出土 した。

(4)木製品

28区土坑 8号、51区井戸跡、51区土坑 1号から出土 した木製品は、伴出遺物か ら判断して12世紀と思わ

れる。

28区土坑 8号 (ト イ レ状遺構)か ら、152～ 155のチュウ木 と思われる木製品が出土した。

51区井戸跡から出土 した341は刀の鞘、342はチュウ木、364は柄杓の未製品と推定される。

51区土坑 1号 (ト イ レ状遺構)か ら、345～ 349のテュウ木と思われる木製品が出土した。

(5)種子類

モモ、クルミ、ウメと推定されるものが出土している。第 9表を参照戴きたい。
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(6)その他

砥石 ?、 漆膜、粘土塊などが出上している。

3 中世・近世の遺物

(1) 国産陶磁器

a 瀬戸 42区井戸跡から瀬戸産の花瓶 1点と49区土坑 2号から1点が出土している。

b 美濃 42区井戸跡から2点 と43区溝跡 3号から美濃産 ?1点が出土している。

c 唐津 43区溝跡 2号から2点出土している。

d 須恵器系 45区PP lか ら1点出土している。

e 盗器系 56区盛土中などから出土している。

(2) 古銭

永楽通賓が 7点と不明 1点が出土している。永楽通費 (中世末期～近世初頭)は43区溝跡 2号から1点、

43区濤跡 3号から6点の出土である。 9区溝跡 1号から出土した種類不明とした古銭は、北宋の祥府通費

の模鋳銭 (中世末期～近世初頭)の可能性が考えられる。

(3)石製品

43区溝跡 1号から墓石、39区溝跡 1号・54区カマ ド状遺構より碁石が出上している。

(4)その他

鉄滓、フイゴの羽口小片などが出土している。時期は不明である。

鉄滓は、 2区遺物包含層、51区盛土中から出土している。

フイゴの羽日小片は、30区遺物包含層下位より出土している。出土層位からは12世紀の可能性も考えら

れる。

4 近代・現代の遺物

平瓦片、軒平瓦片、陶器、陶磁器などが出土している。その中から30区 の撹乱層から出土した茶瓶 1点

を掲載した。

<註>

(註 1)「柳之御所跡出土かわらけ分類試案」『(財)岩手県埋蔵文化財センター紀要XⅢ』や「かわらけの形態分類と編年」『柳

之御所跡報告書分冊3考察編』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第228集 を参考に、吉田理氏が『泉屋遺跡10。

11・ 13・ 15次発掘調査報告書』の中で提示した分類を採用する。
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5,第 56次調 査 の ま とめ と若 干 の考 察

第56次調査は、幅 3～ 4mで総全長500m程にわたって調査を行つた。検出された遺構は、掘立柱建物

跡 8棟、溝跡61条、塀跡 3条、柱穴列 2条、土坑46基、柱穴状土坑620基、井戸跡 9基、カマ ド状遺構 3

基、木樋 1基である。

第72～74図が本調査の範囲及び遺構配置図 (1/400)である。一部第47次調査分と平泉町文化財センタ

ー調査分 (平成 8年段階)も合わせて示した。

調査区の幅が全般に狭かったことに起因して、掘立柱建物跡や溝跡など個々の遺構の規模や性格などの詳

細については、把握できなかったものが多い。ただし、約500mに もわたって志羅山遺跡に、言わばメスを

入れたことで、「都市平泉」を考える上では貴重な資料を提供すると思われる。

本節では、主に12世紀の遺構をとりあげ、「都市平泉」を考える上で特に重要な要素と思われる遺構の長

軸方向などに着眼してみた。併せて遺構の年代を相対的に示すかわらけについても分析してみたい。

1 掘立柱建物跡

柱穴は620基検出されたが、調査区の幅が狭いことにも起因して建物の復元できたものは 8棟のみである。

その中で12世紀と推定されるのは28区掘立柱建物跡 1号、33区掘立柱建物跡 1号 。2号、36区掘立柱建物

跡 1号、51区掘立柱建物跡 1号の 5棟である。建物の方向としては以下の4種に区分される。

a N-5° 一E 28区掘立柱建物跡 1号

b N-10° 一E 33区掘立柱建物跡 1号 。2号

c N-25° 一E 36区掘立柱建物跡 1号

d N-100° 一E 51区掘立柱建物跡 1号

これまでの平泉遺跡群の発掘調査事例で見られる、所謂正方位に近い方向をとる建物跡は見られなかった。

5° 程東に傾く28区掘立柱建物跡 1号と、33区掘立柱建物跡 1号 。2号などに見られる10° 程東に傾く建

物跡は、出土遺物からは同時期の建物跡である可能性が示唆される。51区掘立柱建物跡 1号については、

北方向への関係を示す柱配置が確認できなかったが、単純に直交する方向を推定すれば、N-10° 一Eの

方向を見る建物跡と推定される。N-25° 一Eの方向を見る36区掘立柱建物跡 1号は、出土遺物はなく、

覆土の様相から時期を推定したものである。第37次調査 (平泉町文化財センター)と の関連で検討する必

要がある。

2 溝跡

溝跡は61条 を検出している。出土遺物や覆土の様相から、廃絶された時代 (埋められた時代)を推定す

ると、12世紀を主体に中世～現代と思われるものが見られる。

ここでは、12世紀と推定されるものを対象として記述するが、12世紀と同定できなかった大形の溝跡に

ついても合わせて取り扱うこととする。

(1) 溝跡の長軸方向について

12世紀と推定される溝跡は32条である。それら溝跡の長軸方向で、下記の a～ hに分類した。なお、 ()

内は開口部径の数値を示した。
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att N― O° ―E 30区溝跡 1号 (18cm)、 31区溝跡 1号 (不明)、 31区溝跡 4号 (112cm)、 43区溝跡

1号 (不明)、 51区溝跡 2号 (70cm)、 53区溝跡 1号 (26cm)53区溝跡 2号 (24cm)、 53区溝跡 3号 (100

～1 29cm)、 54区溝跡 1号 (100cm)、 54区溝跡 2号 (31cm)、 55区溝跡 3号 (67cm)

btt N-5° 一E 31区溝跡 3号 (166cm)、 43区溝跡 2号 (255cm)、 55区溝跡 2号 (60cm)

ctt N-15° 一E 9区 溝跡 1号 (280～ 310cm)、  9区溝跡 2号 (96cm)、 36区溝跡 1号 (75cm)、 43

区溝跡 3号 (不明、底部径100cm)、 54区溝跡 3号 (22cm)

dtt N-20° 一E 44区溝跡 2号 (125cm)

ett N-85° 一E 44区溝跡 1号 (70cm)

ftt N-90° 一E 28区溝跡 4号 (192cm)、 28区溝跡 2号 (23cm)、 28区溝跡 7号 (40～ 60cm)、 56

区溝跡 1号 (80cm)

gtt N-95° 一E 44区溝跡 3号 (34cm)

htt N-100° 一E以上の角度を取るもの 28区溝跡 1号 (60～ 93cm、 N-100° 一E)、 2区溝跡 1号

(65～ 145cm、 N-110° 一E)、 7区溝跡 1号 (84cm、 N-125° 一E)、 49区溝跡 2号 (40cm、 N―

165° 一E)、 49区溝跡 4号 (66～ 114cm、 N-140° 一E)、 51区溝跡 1号 (47cm、 N-170° 一E)

方向による時期の違い (12世紀の中での細分)が存在するのかどうかは、本遺跡の調査成果からは言及

が難しい。溝同士の重複関係から新旧関係を推定できるのは、 a類 (N-0° ―E)・ b類 (N-5° 一

E)・ c類 (N-15° 一E)の方向を見る溝EVIで ある。

県道毛越寺線を挟み同一の溝跡である 9区溝跡 1号 (N-15° 一E)と 43区溝跡 2号 (N-5° 一E)

の関係で考えれば、 b類の溝跡とc類の溝跡は同時期か若しくは短い時期差で捉えられる可能性がある。ま

た、43区溝跡 1号 (N-0° 一E)と 43区溝跡 2号 (N-5° 一E)。 3号 (N-15° 一E)の新旧関係

からは、 a類 (N-0° 一E)の溝跡が古い結果を示す。ただし、43区溝跡 1号 と同一の溝跡は、県道毛

越寺線を挟む調査区である 9区からは検出されなかった。 9区清跡 1。 2号 とした新しい溝跡に破壊されて

いるのか、あるいは10区 (第47次調査)と の境界付近に存在したものか。

(2) 大形の溝跡

大形と小形の基準について、その定義付けは難しい問題であるが、本項においては開口部径が150cmを 越

えるものを大形として扱うこととする。

上述した開口部径150cm以上の溝跡は以下の 5条が該当する。

9区溝跡 1号 (280～ 310cm、 N-15° 一E)、 28区溝跡 4号 (192cm、 N-90° 一E)、 31区溝跡 3号

(1 66cm、 N-5° 一E)、 43区溝跡 2号 (255cm、 N-5° 一E)、 43 EXE溝 跡 3号 (不明、底郡径 100cm、

N-15° 一E)

28区溝跡 4号 を除き、真北方向から東に 5° 傾く (b類)も のと15° 傾く (c類)も のの 2種類に大別

される。

90° 傾く28区溝跡 4号については、区画溝的な性格の遺構であるならば、直交する角度はほぼ正方位の

遺構である可能性があり、国道 4号線の対岸となる来年度以降の調査 (第 73次調査)結果次第では、ある

程度の方向性や性格付けができるものと思われる。

31区溝跡 3号は、第40次調査 (平泉町文化財センター)で検出された溝跡の続き部分に相当する。大形、

小形で区分すれば大形に比定されるが、開口部径や深さから言つて中形と言える規模の溝跡である。
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9区溝跡 1号 と43区溝跡 2・ 3号については、今回の調査で検出された溝跡の中で、最大規模のもので、

区画溝的な性格が考えられる。詳細については (3)の項で記述する。

(3) 9区 溝跡 1・ 2号と43区溝跡 1・ 2・ 3号について (突出して規模の大きな溝跡)

今回検出した溝跡の中で、重複関係か らおおよその変遷 (新 旧)が把握できたのが、 9区 と43区で検出

された溝跡である。

9区の溝跡と43区の溝跡は、県道毛越寺線を挟んで同一の溝跡であ り (註 1)、 第31次・57次調査 (平

泉町文化財センター)で検出されたものにつながる大形の溝跡 (註 2)である。

溝跡の変遷 (新 旧関係)については以下のようになる。

9区溝跡 1号 (N-15° 一E)→ 9区溝跡 2号 (N-15° 一E)

43区溝跡 1・ 3号 (1号 と 3号の新旧は不明、 1号はN-0° 一Eで 3号はN-5° 一E)→ 43区溝跡

2号 (N-15° 一E)

対応関係については、 9区清跡 1号 と43区溝跡 3号が同一のもので、 9区溝跡 2号と43区溝跡 2号が同

一のものと捉えている。

9区側では、 9区溝跡 1号 と 9区溝跡 2号は新旧に関わ らず同方向を示す。対 して43区側では、 N―

0° 一E及びN-5° 一Eを見る43区溝跡 1・ 3号が、N-15° 一Eを見る43区溝跡 2号より古いことが

把握できた。43区溝跡 1号 (N-0° 一E)と 43区溝跡 3号 (N-5° 一E)の新旧関係が掴めないこと

か ら、N-0° 一Eの遺構 とN-5° 一Eの遺構のどちらが古いかは厳密には不明である。ただし、 9区溝

跡 1号と43区溝跡 3号が推定通 り同じ溝跡であるならば、N-5° 一Eの溝跡とN-15° 一Eの溝跡は地

点によって若干方向の差異が見 られただけで、同時期に位置づけられる可能性も考えられよう (註 3)。

3 塀跡

塀跡は 9区、52区、53区か ら各 1条づつで、計 3条検出している。 9区塀跡 1号の覆土下位で須恵器片

1点を出土した以外に共伴する遺物を持たない。よって、覆上の様相 (註 4)か ら時代を12世紀と推定 し

たものである。塀跡の方向は、 9区塀跡が N-105° 一 E、 52区塀跡がN-0° 一 E、 53区塀跡が N―

0° 一Eである。 9区塀跡は、長軸方向に延長すると仮定すれば、 9区溝跡 1,2号 とほぼ直角に交わる関

係にあり、 9区溝跡 1・ 2号の関連 (関係)施設である可能性も考えられる。よって、 9区塀跡が推定どお

り12世紀の遺構であるならば、不明であつた 9区溝跡 1・ 2号の構築時期 (廃絶時期はある程度推定可能)

についても、少なくても12世紀には存在 した可能性がある。

4 土坑

土坑は47基検出している。その中で12世紀と推定されるのは27基である。

3区土坑 1 ・ 2 ・ 5号、 28区土坑 1 ・ 2 , 3 ・ 4 ・ 5 ・ 6 。 7 ・ 8 ・ 9号、 30区土坑 1 , 2 ・ 3号、 38

区土坑 1・ 2・ 3号、49区土坑 1・ 2・ 3・ 4号、51区土坑 1・ 2・ 3号、54区土坑 1・ 2号

突出される土坑としては、かわ らけ埋納土坑 (遺構)、 遺物廃棄土坑、 トイレ状土坑などが挙げ られよう。

(1) かわらけ埋納土坑 (遺構)

3区土坑 2号からは、 14点の完形品のかわ らけが出土した。 3区土坑 2号は、開口部径 3 1cm、 底郡径 18
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cm、 深さ20cmの小形の土坑である。第 3図は、かわらけの出土状態を段階的に示したものである。精査当

初はかわらけの底面を上にして重なった状態で出土する様相を示していたが、精査途中からはかわらけの埋

め方 (置き方)に、規則性は窺えない状態であった。

出土した14点のかわらけは、全て小形のロクロ成形によるもので、 rd類に分類されるもののみである。

(2) 遺物廃棄土坑

多量のかわらけが28区土坑 1号 (48個体分と推定)と 28区土坑 2号 (27個体分と推定)か ら出土した。

両者ともに竪穴状に掘られた大形の土坑である。第15図を参照戴きたい。

28区土坑 1号は、検出時の段階からかわらけが埋まっている様子が窺えた土坑で、覆土は暗褐色粘土質

シル トを主体とする。かわらけの接合関係は、 1層 同士、あるいは 2層同士が多く、若千数 1層 と2層 出土

が接合した。覆土最上位 (検出面付近で 1層 の中でも最上位)と床面直上層 (2層最下位)同士での接合関係

はほとんど示さず、また、 4・ 5・ 6。 7・ 9層 とした壁際土層や壁際床面直上層からの出土がない。

土層の堆積については、覆土中には粘土ブロックの混入もなく、レンズ状堆積を呈する様相であることか

ら、自然堆積層と判断した。ただし、今回の調査で検出された他の12世紀の遺構の覆土と比べて、異質な

色調の土 (黒褐色土に近い)であり土質は堅い特徴があることから、人為堆積である可能性も強く否定はで

きない。

28区土坑 2号は、28区土坑 1号の東約 3mに位置し、長軸方向はほぼ同一の方向を取る。覆土は若干締

まりが良い暗褐色粘土質土を主体とする。かわらけなどの遺物は、覆土下位の 3層から主体的に出土してい

る。土層の堆積については、28区土坑 1号と同様に、自然堆積層と判断されるが断定はできない。

上述した 2基の上坑の遺物廃棄について、短い時間の中で廃棄行為が行われたのか、若しくはある程度の

時間幅があるのかは、本稿で行ったかわらけの分類が時間尺 (編年)となり得るのかどうか判断できないこ

とから、言及が難しい。この問題については、 6の項で再度触れることとするが、かわらけの編年が確立を

見なければ事実確認が難しいと思われた。

次ぎに、付属する柱穴について、28区土坑 1号は底面及び壁際から5基 (内 1基は確実に本土坑より新

しい)、 28区土坑 2号は土坑内からは未検出であるが、短軸の中央土坑外から 1基検出された柱穴は関連性

が窺える位置関係と判断される。両者とも配列関係からは、上屋構造などの存在は推定できない。

遺構の性格付けについて、付近からは火を炊いた痕跡などは確認されていない。かわらけ以外にも常滑産

の陶器片 (複数個体の破片資料のみ)や木材 (な んらかの部材と思われる)が併せて出土している状況から

考えて、かわらけ廃棄専用の土坑とは提えられない。かわらけ自体はなんらかの儀式に関係した遺物と考え

られると思われるが、本土坑が儀式に関係した土坑 (物送りなどが考えられようか)とは今回の調査成果か

らは判断できない。不用となった物の廃棄土坑 (ゴ ミ穴)的なものではなかったかと推定しておきたい。

(3) トイレ状土坑

覆上の様相や出土遺物などから、人間の糞尿の処理となんらかの関連が推定される土坑である。28区土

坑 8号、49区土坑 4号、51区土坑 1号、51区土坑 2号の4基は、覆土の様相から所謂 トイレ状土坑に該当

するものと思われる。また、強くは断言できないが、28区土坑 3号にも、その可能性がある。

上記した 5基の中で、ある程度の時代が特定できる51区土坑 1・ 2号をとり挙げ、若子の考察をしてみた。

51区土坑 1・ 2号は、かわらけ (大形の手づくね主体)や常滑産の陶器を伴い、また51区井戸跡との重
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複関係か ら (井戸が古い)、 12世紀の中でも後半期 (第 4四半期)の可能性が高いと判断される。

トイレ状土坑と推定したものの覆土は、全般に有機質に富み、植物の種子と思われるものが含まれ、また

チュウ木 (註 5)と思われる木製品が伴うことを特徴 とする。それ らが便所として機能したのか、 2次的に

廃棄する土坑なのかについては明確には不明である。51区土坑 1号の遺物の出土状況 (比較的大きな常滑

の破片が覆土上～中位で出土)か らは、糞尿廃棄専用の土坑というより、ゴミ全般もしくはゴミ廃棄も併用

した土坑ではないかと推定される。

次ぎに、土坑の位置関係について、51区土坑 1号 と51区土坑 2号及び第 17次調査 (平泉町文化財センタ

ー)で検出されている土坑は、 N-60° 一Wの方向で 3基並列の関係を示す。精査時は、掘立柱建物跡を

構成していた柱穴を、 トイレ状土坑に転用した可能性を考えていた。ただし、 N-60° 一Wの長軸方向は、

普通は12世紀の建物跡の方向とは相違する。それと、51区土坑 1・ 2号の間隔 (土坑の中心付近同士で計

測)が約220cmであるのに対 して、51区土坑 1号 と第 17次調査検出土坑の間隔は190cm前後 と若子相違す

る関係にある。また、51区土坑 1・ 2号は51区井戸跡 (12世紀の遺物が出土 している井戸跡)の覆土中で

あることを考慮すると、手づくねかわ らけ出現以降という時間幅の中で、井戸→掘立柱建物跡→ トイレ状土

坑の変遷はむりがあろう。よつて、掘立柱建物跡の柱穴からの転用の可能性は、否定的と言う結論としたい。

ただし、井戸に関連 した施設、例えば井戸の廃棄に関係した土坑 (広義の儀式などを含め)や上屋構造 (屋

根)などが存在 し、その柱穴からの転用である可能性は考えられると思う。

最後に、上述 してきたようなことから、51区付近は井戸や トイ レ状土坑を頻繁に構築するようなエリア、

例えば、建物の中において下級的な役害1の場、若しくは庭の隅などであったことが推定される。

5 井戸跡

井戸跡は 9基を検出した。出土遺物や覆土の様相か ら、廃絶された時代を推定すると、 12世紀と推定さ

れるのが 5基、 12世紀もしくは中世 と推定されるのが 1基、中世 と推定されるのが 1基、近現代と推定さ

れるのが 2基である。 5区土坑 1号のように、井戸を掘る途上 (断念したものか)と推定される土坑もある。

(1) 12世紀と推定される井戸跡

12世紀 と推定 した井戸跡は、 8区井戸跡 1号、28区 井戸跡 3号、42区井戸跡 1号、43区井戸跡 1号、

51区井戸跡 1号の 5基である。その中で、 8区井戸跡 1号、28区井戸跡 3号、43区井戸跡 1号の 3基 につ

いては、出土遺物がなく、覆土の様相か ら判断して推定するものである。42区井戸跡 1号については、厳

密には12世紀の遺物 と16世紀の陶磁器片などが混在 して出土 しているが、断面形がロー ト状を呈すること

から12世紀の可能性で捉えることとする。

12世紀 と推定される井戸跡の特徴をまとめると、開口郡付近の断面形がロー ト状を呈し、新 しい時代 と

推定されるものと比較 して全般に開口部径が大きく、深いものが多い。覆土の様相としては、粘土質土 (基

本層序のⅢ層とした地山粘土)による人為堆積によるものがほとんどである。全般に覆土上位は遺物を包含

するが、覆土中位～下位にかけては無遺物層である場合が多く、底面に近い最下位層で、若子の砂の混入が

認められる。木製品などは、傾向的に底面付近で出土する場合が多い。

(2) 51区井戸跡について

51区井戸跡は、出土遺物や他の遺構との重複関係か ら、 12世紀に廃絶されたことを断定できる唯一の井
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出土地点 出土量 備考 出土地点 出土量 備考

2区溝跡1号 2.Okg 44区溝跡1号 10点

2区遺物包含層 5.50kg 44区溝EV42号 0.50kg

3区土坑2号 14点 全てロクロ小形 49区溝跡4号 0.50に

9区溝跡1号 3.50腋 手づくね主体 49区土坑2号 0.50kg 手づくね主体

28区溝跡1号 10.Ok冨 大形手づくね主体 49区土坑3号 1.Okg

28区溝跡7号 手づくね主体 50区盛土 4.Okg 大形手づくね主体

28区土坑1号 48)く 大形手づくね 30点 51区溝跡2号 1.50k宮

小形手づくね 11点 51区井戸TVA 15.Okg

小形ロクロ   7点 51区土坑1号 3.Okg

28区土坑2号 27点 51区土坑2号 2.Okg

43区溝跡1号 0.50kg 手づくね主体 51区遺構検出作業中 7.Ok貿 小形手づくね主体

43区溝跡2号 2.50kg 手づくね主体 53区溝跡3号 0.50kg

56区溝跡1号 7.50kg 小形ロクロ主体

rd1 2
1.6%
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C5
3.9%

Rdl
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第75図 かわらけ分類別構成
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戸跡である。

遺物の出土状況としては、覆土上位はかわらけや陶器片が相当量含まれ、覆土中位～下位にかけては出土

遺物が皆無で、底面付近に相当する覆土最下位 (他の層と比較して砂の含有が多い)で木製品が出土した。

51区井戸跡は、51区土坑 1・ 2号 (何れもトイレ状土坑)と重複関係にあり、本遺構が古い。ただし、

51区土坑 1・ 2号についても出土遺物などから12世紀に同定される遺構である。よって、本井戸跡は12世

紀の中でも古い時期に廃絶された可能性が考えられる遺構でもある。

6 かわらけの出土状況について

本項では今回の調査で最も多く出土した遺物であるかわらけを取り挙げる。

かわらけの出土地点については、12世紀と思われる溝跡・土坑を中心に遺物包含層や盛土中から出土し

た。第75図 には主な出土地点とその出土重量 (おおよその個体数が把握できるものは点数で明記)を表した。

かわらけの分類基坤については、第 4節で上述したとおり、吉田理氏が行ったものを採用した。内容につ

いては、『泉屋遺跡第10・ 11・ 13。 15次発掘調査報告書』の267～ 269頁を参照戴きたい (本稿315頁にも

掲載)。

分類別構成 (出土量の割合)は、第75図 に示した円グラフのようになる。 rd・ D4・ D2・ C4類の

順で多く出土していることがわかる (註 6)。

かわらけの年代的位置付けについて、松本建速氏によるかわらけの編年試案 (1993年松本後に1995年発

刊の報告書中の考察編で若子の修正を行っている)が試みられている。同編年試案を参照すると、本稿でD
2,D3と したかわらけ (註 7)は、1175年代後半以降に出現したのではないかと推定されている。その他

に分類されたものについては、絶対的な結論は導けていないようである。

本遺跡の中で、層位的な出土状況を掴めた資料としては、28区土坑 1号、28区土坑 2号、51区井戸跡が

挙げられる。それらは、遺物廃棄が短期間で行われたのか、若しくは若子の時期差が存在するのかは検討を

要する。上記の 3遺構出土かわらけを層位的に示したのが第76図で、共伴した陶器類も一部併せて掲載し

た。 3基の遺構からの出土状況をまとめてみる。

(1) 28区土坑 1号

28区土坑 1号のかわらけの出土状況としては、覆土上位の 1層 と覆土中～下位の 2層からの出土が主体

を占め、床面からの出土は希少と言える。また、中国産の陶磁器は出土していない。なお、床面直上出土の

ものは、 2層出土に含めた。

層位毎にまとめてみる。

1層は、C3・ C4・ C5・ D4・ D5。 rd類が出土している。主体となるのは、C4・ D4類である。

図上での細分は行わなかったが、精査記録で 1層の最上位 (検出の段階で露出していたもの)と して取り上

げたものの中にC3,C4・ D4・ rd類がある。

2層は、 C3。 C4・ C5。 D2・ D4・ rd類・内折れが出土している。主体となるのは、 C4・ D
2・ D4類である。常滑が同層から4点 (内 2点は常滑編年のⅡ～Ⅲ期と推定される、1150～ 1190年)出

土している。

2a層は、D4類が出土している。

床面は、 C4・ D4類が出土している。

-308-



8層は、数片の出土をみたが、全て分類不可能な小破片であつた。

上記のことから、以下のことがわかった。

(a) ロクロ成形によるかわ らけは、小形のものだけであり、大形のものは出土していない。

(b) C4,D4類 は、 1層～床面まで出土をみている。

(c) 2層 で主体を占めるD2類 は、 1層からの出土はない。

(d) 4・ 5。 6。 7・ 9層からは、かわ らけの出上がない。

(2) 28区土坑 2号

28区土坑 2号のかわ らけの出土状況 としては、覆土中～下位の 3層か らの出土が主体 を占める。なお、

中国産の陶磁器は出土 していない。

層位毎にまとめてみる。

1層は、D3類が出土 している。

2～ 3層は、D2・ D4類 が出土した。 2層出土については、明確に同層出土と言えるものがない。 129

(D2類)は、 2層最下位若しくは 3層最上位 と言うべき出土層位である。

3層は、 C4・ D2・ D4・ rd類が出土 している。常滑、猿投及び施釉陶器 (137)が併せて出土して

いる。施釉陶器は12世紀後半の中国産と推定される。

3～ 3a層は、 C4・ rd類 と渥美が出土 している。

3a層は、D4・ Rd類が出土 している。なお、同層は、東壁際にのみ堆積が見 られる層である。 3層 と

の明確な新旧関係 (堆積時間の新旧)は不明である。第 15図 の断面 (K― K′ )か らは、 3a層 が新 しい

ように図示を行っているが、状況か ら見て壁際層である本層が古いと判断される。

上記のことから、以下のことがわかった。

(a) D3類 は 1層からのみ出土している (た だし、 1点の出土である)。

(b) D2類 は 3層か ら主体的に出土 している (129は 上記のとお り微妙であることを追記して置 く)。

(c) Rd類 とした大形のロクロかわ らけが 3a層からのみ出土している。

(d) 4・ 5層からの出土がない。

(3) 51区井戸跡

51区井戸跡のかわ らけの出土状況としては、覆土最上位の 1・ 2層か らの出土が主体を占め、 5層か ら

若千量の出土がある。

層位毎にまとめてみる。

1層は、RdO・ rd類が出土している。

2層は、D4・ rd類が出土している。主体はD4類である。

5層は、D4類が出土している。

3・ 4・ 6。 7層からの出土はない。

上記のことから、以下のことがわかった。

(a) 1層 からは、手づくねかわらけが出土していない。

(b) 本遺構か ら出土した手づくねかわ らけ (2層・ 5層)は、D4類 だけである。

(c) 3,4層 から遺物が出土 していない状況を考えると、 1・ 2層 と 5層 には、若干の時間差が存在
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する可能性が考えられる。

51区井戸跡と重複関係を示す遺構に51区土坑 1・ 2号 (何れもトイレ状土坑)力 あゞる。51区土坑 1。 2

号は、井戸跡の覆土を我 り構築されている遺構で、相当量のかわらけの出土があるものの、小片がほとんど

である。よって、手づくね主体であることはわかるが、分類に比定できたのは手づくねかわらけのC4類 2

点だけである。

(4) かわ らけについてのまとめ

28区土坑 1号、28区土坑 2号、51区井戸跡からの出土かわらけを比較すると、以下のことが言える。

(a) 28区土坑 1号で見 られた C3・ C5・ D5類 は、28区土坑 2号及び51区井戸跡から出土 してい

ない。

(b) 28区土坑 2号 3a層 と51区井戸跡 1層 に見 られたRd類 (大形のロクロかわ らけで、厳密には

51区井戸跡出土はRdO類 である)は、28区土坑 1号からは出土していない。

(c) D2類 は、28区土坑 1号 。28区土坑 2号ともに覆土下位からのみ出土 している。

(d) D4・ rd類は、 3基 ともに認められる。

(e) 51区井戸跡か らは、 C4類の出土がない。51区井戸跡と重複関係にある51区土坑 1,2号 及び

28区土坑 1・ 2号からは出土 している。

上記の結果から、かわらけの年代について若千考察 してみたい。

① C4類 は、RdO類 より後出的 (やや新 しい)な可能性がある。

② D2類 は、D5類より若干古い可能性が考えられる (松本編年においてD2類かわらけは1175年代後

半以降としているため、矛盾する結果となる)。 ただし、D5類の出土数が極端に少ないことから、時期差

ではなく、製作数に起因する可能性もあることを追記する。

③ rd類 と共伴関係を示した手づくねかわらけは、 C3・ C4・ C5。 D2・ D4・ D5及び大形のロク

ロ成形であるRdO類 と内折れである。D3類 (今回の調査では非常に希少)を除き、全ての種類と共伴関

係を示したことから、 rd類は製作された時間幅が長い可能性で考えられる。

本項の分析である程度の言及が可能と思われるのが、RdO類 とした大形のロクロかわらけである。51

区井戸跡 1層 出土のRdO類 が、51区土坑 1・ 2号で出土しているC4類より古い時期と仮定すると、R

dO類を出土した遺構は、12世紀後半よりやや古い可能性が示唆される。今回の調査でRdO類 のかわら

けが出土した遺構としては、 2区溝跡 1号 (C5類共伴)、 31区溝跡 1号 (D4類共伴)、 36区溝跡 1号、

54区溝跡 2号である。それら遺構からのかわらけ出土状況を見ても、C4類のかわらけとは非共伴関係を

示した。かわらけの編年に問題提起できる可能性は残るものと捉えられる (C4類 とRd類が共伴したのは

28区土坑 2号のみ、ただし層位的にはRd類が下位と促えられる)。

また、RdO類 のかわらけが出土した溝跡の中には、所謂正方位の長軸を見るもの (31区溝FVA l号、54

区溝跡 2号)も含まれるが、傾向的には長軸方向の問題との関連性については言及できないように思われる。

本調査では年代測定などは行っていないため、遺構の重複関係と層位的事実からの資料で言及を行った。

よつて、製作年代の差ではなく、製作数の問題や廃棄者 (使用者)の違い (階級や好み)に よる可能性も考え

られる。それと、本稿で採用した日縁部や日唇部の形態や調整による分類では、手づくねかわらけの年代を

細分する尺 (編年)と はなり得ないのではないかと思われた。参考までに、第77図 にはかわらけの法量を

示した (註 8)。 かわらけの編年については、胎土と言った要素への着眼も検討してみるべきかもしれない。
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最後に、結果 として本遺跡の出土状態からは編年に寄与できる状況ではなかったように思われ、現段階で

の見解 としては手づ くねかわ らけ出現以降の短い時間差の中で廃棄されたかわらけが多かつたと捉えておき

たい。

7 総括

今回の調査の内容か ら、 12世紀の土地利用状況などを把握するため、 12世紀の遺構の分布や占地につい

て概略をまとめて第56次調査の総括とする。

(1) 12世紀の遺物出土調査区

先に12世紀を代表する遺物であるかわ らけ、陶器、陶磁器の出土調査区 (遺構内外合わせて)を挙げて

みる。

かわ らけを出土 した主な調査区としては、 2区、 3区、28区、31区、43区、44区、49区、51区、54区、

56区が挙げられる。

陶器 (常滑・渥美など)を出土した主な調査区としては、 2区、28区、30区、31区、43区、51区、56

区が挙げられる。

中国産陶磁器 (白磁 。青磁など)を出土した主な調査区としては、 6区、 9区、28区、42区、43区、44

区、50区、51区が挙げられる。

(2) 12世紀の占地について

12世紀の遺物出土状況から調査区を大きく捉えると、以下の4つのエリアが12世紀においてなんらかの

人間活動が行われた場であつたことが窺える (位置関係は第72～74図の遺構配置図を参照戴きたい)。

① 2・ 3区 (現在の国道 4号の交差点付近～スーパー丸茂付近) 主な遺構 (施設)と しては、溝跡、遺

物包含層など。

② 28～ 31区 (現在の国道 4号の交差点付近～県道毛越寺線沿い岩手日々新聞付近) 主な遺構 (施設)

としては、掘立柱建物跡、溝跡、土坑 (ト イレ状含む)、 井戸跡、遺物包含層など。

③ 9区・42～ 44区 (現在の県道県道毛越寺線沿い岩手銀行 。東北銀行付近) 主な遺構 (施設)と して

は、溝跡、井戸跡など。

④ 49～ 56区 (現在の県道県道毛越寺線沿い志羅山旅館を中心に東西各50m程 のエリア)主 な遺構 (施

設)と しては、溝跡、塀跡、土坑 (ト イレ状含む)、 井戸跡など。

(3) 遺構毎の占地

遺構毎の空間占地について、(2)の項で記述したエリア単位でまとめてみる。

a 掘立柱建物跡 ②のエリアに見られる。また、遺物出土が皆無であった33～36区 にも12世紀と思わ

れる掘立柱建物跡の分布が見られる。

b 溝跡 区画溝的機能であることが推定される大形の溝跡は、②・③のエリアに見られた。また、比較

的小形の溝跡は、①・④のエリアに見られる。

c 土坑 ② o④のエリアに、遺物廃棄の特殊性が窺える土坑の分布が見られる。併せて トイレ状土坑の

分布もこのエリアを主体とする。
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d 井戸跡 井戸跡は、②・③・④のエ リアを主体 に分布す る。特 に② のエ リアに多い。

e 遺物包含層 遺物包含層は、① o②のエ リアを主林 に分布す る。

(4) まとめ

本節では、主 に12世紀 の遺構 を取 り上げ記述 を行 った。狭 い範 囲の調査ではあったが、土坑や井戸跡 と

いったその全貌がある程度明 らか となった遺構 もある。ただ し、それ ら個 々の遺構 の詳細な内容 については、

解明できなかった点が多 く、特 に遺物廃棄土坑 における覆土 の堆積要 因や廃棄時間の幅な どはその最たるも

のである。 また、掘立柱建物跡、清跡、塀跡のように平面的に大 きな広が りを持つ遺構 については、今後 に

検討課題 を多多提供す るものである。

志羅 山遺跡の発掘調査は今後 も継続的 に行われ る予定である ことか ら、全長 500mに亘 って行 った第 56

次調査の成果が、今後 の調査 の水先案内的役割 を果たす ことを期待 してや まない。

最後 に、本稿執筆並び に遺構配置図作成 にあたっては、平泉町文化財セ ンター菅原計二氏・八重樫忠郎氏

に多大なご教示 を賜 った。 また、室内整理 においては、瀬川幸子、藤村裕子、朝倉恵津子、菊池貴子、 中村

裕子、佐々木志麻の 6名 に御尽力いただいた。文末なが ら記 して心か ら感謝 申し上げ る。

<註>
(註 1) 43区からは 3条の溝跡が確認されたのに対して、 9区からは2条の溝跡しか確認できなかった。調査時の状況として

は、現地表面からかなり深い溝跡であり、銀行と接する調査地で交通量も多い場所であることから、安全対策として矢板 (シ

ートパイル)を設置して調査を行つた。よつて、土層断面図の作成や観察、及び精査は非常に困難であり、尚且つ短時間で行

わざるおえなかった経緯がある。おそらくは、 9区溝跡1,2号 に破壊されているか、若しくは9区 と西で接する10区 (47次

調査分)と の間付近に確認できなかった1条が存在したものかの、 2つの可能性で提えている。

(註 2) 9区・43区で検出された大形の溝跡は、区画溝の可能性が考えられる。時期について、出土遺物からは近世に改修

(少 なくても2回)さ れた後に、廃絶されたと捉えられる。構築時期については、明確な位置付けができていない。長軸方向的

には、12世紀に構築された可能性を示唆する方向を示すが、今後に課題を提供するものである。

(註 3) 9区・43区で検出された溝跡は、区画溝と捉えられる大形の溝跡であり、今後の「都市平泉」を考える上でも重要な

構成要因と思われる。よって、調査担当として所見を追記しておきたい。N-5° 一Eの 43区溝跡 3号 とN-15° 一Eの 9

区溝跡 1号が同一のものであることに対しては、覆土の様相や規模から考えて、その可能性は極めて高いと思われる。先に述

べたとおり、地点によって方向に差異が存在するのか、あるいは方向の捉え方 (同定ミス)に問題があるものか。

(註 4) 今回検出された塀跡は、全て布掘り部分と板痕跡部分と思われるアタリから構成される。

(註 5) 本調査で出土しているチュウ木と推定される木製品については、これまでの事例と比較して、断面形に違いが見られ

るものがある。本当にチュウ木であるものか疑問視される。

(註 6) 遺構内外及び掲載不掲載を問わず第56次調査出土かわらけの中で、分類に比定できるものを対象とした。なお、分類

に比定できなかったものとしては、摩滅の著しい小破片などが該当する。

(註 7) 復唱となるが、本稿で採用した吉田分類は、松本分類を参照としたかわらけ分類である。よって、松本氏の編年案と

そのまま対応させてもさしつかえないと判断した上で記載を行つた。

(註 8) 第77図 にはある程度まとまった出土量が得られた遺構のかわらけを取り挙げた。法量図は、器高と口径の数値を示した。
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育委員会
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第 1表 遺構表 (1)

写 真番 号 図版 番 号 遺 構 開 日部径 (cm) 底 部 径 深 さ 備 考

2区土坑1号 129× 87 105× 62 7 争円形

2区十坑 2号

3 2区溝 1号 65～ 145 50-100 N l10° E、 土坑1号 (古)を切る

2区澪 2号 42 N-20° ―E
2 3区土坑1号 173× 76～ 17× 53～ 楕 円形 完 形 か わ らけ 出 十

4 3区十坑 2号 8 8 埋 設 ?かわ らけ多 数 出土

4 2 3区土 坑 3号 170× 120 40× 95 楕円形
4 2 3区土 坑 4号 7 不 整 形 PP13(古 )み切 る

4 2 3区土坑5号 129× 70 56× 33 楕 円形

2 3区十坑 6号 85× 52 66× 44 9 楕円形

6 4 5区土 坑 1号 逆台形状
6 4 5区溝 1号 》台形状 N125° E

6 6区溝1号 45 浅皿状 N‐ 95° E PP12.PP47PP48PP49PP50PP76PP77PP100PP101(古 )を切る

6 6区濤 2号 40 ビーカー状 N125° E
6・ 7 6区濤 3号 0 ビーカー状 N-90° E

6区溝4号 17 N-90° ―E
6区溝 5号 17 逆台 形 状 N l10。 一E

8 8 7区溝 1号 84 浅皿状 N125° E
9 8区井 戸 1号 自然木出土
9 8区井戸2号 157 117 157

8 8区i玩 1号

9 8区溝 1号 近世 ?N5° E
10・ 11,12 9区溝1号 175 N-15° 一E
10・ 11,12 9区溝2号 46 溝 1号 (古)を切 る N15° E

9区塀 1号 20～ 30 45 N-105▽ ―E
13・ 16・ 17 28区井 戸 1号

13・ 16・ 17 28区井戸2号 178× 141 井戸3号 (古)を切る枠組み有(85× 85正方形)

13,16・ 17 28区井戸3号 112
13・ 15 28区土坑 1号 377× 155 360× 146 楕円形 かわ らけ多量出土 N15° E
13・ 15 28区土坑2号 かわらけ多量出土 N10° E
18・ 19 28区土坑3号 トイ レ状潰構 十坑8号 との斯旧不明

18・ 19 28区土坑4号 底 部 か らか わ らけ 出土

と8・ 19 28区 Ir坑 5号 46 不整形 溝7号(古)を切る

28区土坑6号

28区土坑7号 現 代 井 戸 跡 に切 られ る

18・ 19 28区土坑8号 105 現 代 井 戸 跡 に切 られ る 土 坑 3号 との新 旧不 明

13・ 17 28区土 坑 9号 41

28区土坑 10号 105× 73 97× 66 桁 円形

13・ 14 28区溝1号 41 N-100'―E
13・ 16 28区溝2号 11 N-90・ ―E
13・ 16 28区溝3号 140～ 70～ 90～ N15° ―E
13・ 14・ 17 28区濤4号 N-90° ―E
13・ 14・ 17 28区濤5号 N l15° ―E
13・ 16・ 17 28区濤6号 64 井 戸 1号 との新 旧不 明 溝 5号(古)を切 る 畔 150° E
18・ 19 28区溝 7号 40-60 N-90° 一E

29区土 坑 1号

29区溝1号 9 N20° ―E
29区溝2号 14 11 煙 道 部 ?溝 3号(古 )を切 る N65° E
29区濤3号 7 N10° ―E
29区カ マ ド状 遺 構 183× 180～ 148X145～ 不整形

14 30区土坑1号

30区土坑2号

30区土坑3号

30区土 坑 4号 109× 60 楕円形
30区土坑5号 8

30区十坑6号 152 140 7

30区溝 1号 6 N-0° 一E
区 土 坑 1号 逆台形状

3 区土坑2号 101× 13 89× 10 楕円形
31区溝 1号 32～ 24～ 8 N-0・ E
3 区溝 2号 1 N175° 一E

区澪 3号 N-5° ―E
3 区溝4号 49 不幕 形 N-0° ―E
3 区 層 5号 8 N l10。 ―E

17 36区濤 1号 逆台形状 N-15° E
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第 2表 遺構表 (2)

写真番号 図版番号 遺 構 開日部径(cm) 虞 部 径 深 さ 備 考

37区溝1号 N-20° ―E
37区溝2号 14 N125▽ ―E
37区溝3号 44 溝2号(古)を切る N-105° 一E
37区溝4号 80～ 17 溝 3号(古)を切 る N-100° C
37区溝5号 N-130。 ―E
37区木オ通 N-145'一E
38区土坑1号 45

38区 十坑2号 124

38区土坑3号

38区澪 1号 N100° E、 ビーカー状 逆L字形に曲がる

38区カマ ド状遺構 180× 57 150× 32 楕円形

39区井 戸 1号 112

39区溝 1号 浅 皿 状 N100V咀
39区漏2号 15～20 浅皿状 N10° E
42区井戸1号 173

12・ 31・ 32 43区井 戸 1号 365
12・ 31 43区溝 1号 NO・ E
12・ 31 43区溝2号 溝1号 ,溝 3号 (古)を切る N5° E

43区溝3号 N15° ―E
44区濤1号 皿状 N-85。 一E

12・ 33 44区澪2号 台形状 N20° E
44区溝3号 34 4 N95° E
49区 十玩1号 溝 4号 (古)を 切 る

49区土 坑 2号

49区土 坑 3号 230× 70 220× 65 5

49区土坑4号 溝2号(古)を 切る

49区活1号 80～ 154 65～ 80 ビーカー状 NO° E
49区澪2号 40 ビーカー状 N165V E
49区溝3号 23-50 17～ 24 ビーカー状 N160° E
49区溝4号 66～ 114 33～ 53 14 溝 皿状 N140° E
50区 十玩1号 38× 25 34× 15 完 形 か わ らけ 出土 逆 L字形

50区溝1号 ビーカー状 N120V E
38・ 39 区井 戸 1号

38・ 39 区土坑1号 トイ レ状 潰 構

51区 十坑 2号 47 トイ レ状遺構

区土 坑 3号 43× 26 不整 な 落 ち込 み

区土坑4号 46× 10 4 示整な落ち込み

5 区溝1号 47 17 ビーカー状 N170° E
51区濤 2号 5 浅皿 状 L字 型 NO。 一E
5 区 溝 3号 ビーカー状 N120マ =E

40 52区塀 1号 N-0° ―E
4 53区溝1号 ビー カー 状 NO° ■

53区濤2号 ビーカー状 NO。・E
53区溝3号 100～ 129 70～ 96 浅皿 状 NO‐ E

4 53区塀1号 濤2号との新旧不明 N-0° こ

42 54区土坑1号

54区十坑 2号 72× 54 66× 34 6 精円形 浅皿状

54区土 坑 3号

54区土坑4号 40 示整形

54区溝1号 40 濃 皿 状 NO° E
54区濤 2号 ビーカー状 N-0。 一E
54区溝3号 7 ビーカー状 N-15‐ E
54区カマ ド状遺構 180× 110 120×

;区溝1号 25-40 ビー カー 状 N175° 一E
55区溝2号 24 ビーカー状 N5° 一E
55区溝3号 40 浅皿 状 N七0上E

34 56区溝1号 80～ 50～ 浅皿状 N90° こ 深い落ち込み有
61区十境 1号 92× 65 72× 56 侵 方 形 ir堀 代 ?

61区梓 穴 列 42 浅 皿 状 N-90。 一E
45 62区柱 穴 列 9 浅 皿 状 N-90‐E
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第 3表 遺物 (1)

掲 載番 号 写 真 番 号 図 版 番 号 出 土 地 点 層 位 種  類 回径 (cm) 低  径 器  高 分  類

1 47 2区溝1号 覆土中 ロクロ大 4.3 8 R d0
2 47 2区溝 1号 層 十 中 手づくね大 C5

3 2区濤 1号 覆 土 中 ロクロ夫 4.6 R d0
7 47 3区土 坑 1号 覆 土 上 位 手 づ くね 大 4.9 D4

47 3区土坑1号 床面直上 柱状高台

9 47 3区十坑 2号 看 十 中 ロクロ小 rd

3区土 坑 2号 覆 土 中 ロクロ小 6 rd

47 3区土 坑 2号 覆土中 ロクロ小 rd

3区土坑2号 層 十 中 ロクロ小 rd

3区十坑 2号 石 土 中 ロクロ小 2.4 rd

3区土 坑 2号 覆 土 中 ロクロ小 2 rd

3区土坑2号 覆土中 ロクロ小 2,4 rd

3区土坑2号 藩 十 中 ロクロ小 6 rd

17 3区 十坑 2号 藩 土 中 ロクロ小 rd

3区土 坑 2号 覆 土 中 ロクロ小 rd

3区土坑2号 覆土中 ロクロ小 24 rd
47 3区十坑 2号 看 上 中 ロクロ小 6 2 rd

47 3区土 坑 2号 雇 土 中 ロクロガ` 92 rd

47 3区土 坑 2号 覆 土 中 ロクロ小 2 rd

47 5優至PP45 覆土中 ロクロ小 7 rd

47 5区PP24 看 十 中 尋ユIデ く驚a/Jヽ rd

49 28区溝 1号 覆土 中 手づ くね 大 C3

43 49 28区溝4号 覆土上位(3c) 手づくね大 D4

44 49 28区溝4号 看十 L作 (3c) 手づくね大 155 C5

45 49 28区溝4号 石 土 中(3D 手づ くね 小 10.4 D4

46 49 28区溝4号 覆土 上 位 (3c) 手づ くね 大 D4

47 49 28区溝4号 覆土中(3f) 手づくね大 14.5 C5

48 49 28区溝4号 唇十 に柿(3c) 手づくね小 L9 D2

42 28区溝7号 床 面 直 上 手づ くね 大 14.2 D4

28区溝7号 覆 土 中 手づ くね 大 14.2 C3

28区溝7号 覆土中 手づくね大 D2

42 28区溝7号 床 雨 直 ト 千づくね大 14.6 D4

28区濤7号 喬 土 中 手づくね /Jヽ 94 D2

43 28区 土 坑 lttQl 覆 土 中位 (2) 手 づ くね 大 4.5 C4

42 28区土坑1号Ql 覆土中位(2) 手づくね大 3

43 28区 十玩1号①l 覆 す 中 (1 手づくね大 4.3 C3

42 28区 土坑 1号03 床 面 手 づ くね 大 4.4 D2

43 28区土 坑 1号Ql 覆 土 中(2) 手 づ くね 大 34 D4

42 28区土坑1号Q3 床面 手づくね大 D4

43 28医 十玩1号①l 覆 十 中 位 (1 千づくね大 C4

44 28区土坑 1号03 藩 土 中位 (1) 手 づ くね 大 C4

44 28区土坑1号Q3 覆 土 中位 (2) 手 づ くね 大 C5

44 28区土坑1号Q3 覆土中位(2) 手づくね大 D4

44 28区十筑1号①l 看 十 中位 (1) 手づ くね大 45 C5

44 28区 土 坑 1号 覆 土 中(2) 手 づ くね 大 C4

44 28区 土 坑 1号Q2 覆 土 中位 手 づ くね 大 4 D2

44 28区土坑1号Q2 覆土中位 手づくね大 43 D2

104 44 28区 十玩 1■幸①4 藩 十 上位 (1) 手づくね大 5 C4

44 28区土 坑 1号 覆 土 上位 (1) 手 づ くね 大 48 D4

44 28区土カ1号Q2 覆 土 中(2) 手 づ くね 大 D2

45 28区土坑1号Q3 覆土上位(1) 手づくね大 3 29 D4

45 28区f玩 1号04 藩 十 中位 (2) 手づくね大 4.2 C4

44 28区土坑 1号03 覆 土 上 位 (1) 手 づ くね 小 C3

44 28区 土 1号Q4 覆 土 中(2) 手 づ くね 小 9 D2

45 28区土坑1号Q4 覆土上位(1) 手づくね小 17 D4

45 28区 十坑 1号⑥ l 看 十 中位 (2a) 手づくね小 D4

28区 土坑 1号 石 土 中位 (1) 手 づ くね 小 17 D5

114 45 28区土ち1号Q4 覆 土 中(2) 手 づ くね 小 8.4 D2

45 28区土坑1号Q2 覆土上位( ロクロ小 17 rd

45 28区 十坑 1号02 藩 十 上柱 ( ロクロ小 rd
28区 土 坑 1号①3 覆 土 上位 ( ロクロ小 7 rd

46 28区土ちlttQ2 覆 土 中位 (2) ロクロ刀 rd

28区土坑1号Ql 覆土中下位(2) 内折れ

123 46 28区十坑 2号02 藉 十 中(3) 手づくね /1ヽ C4

124 28区土坑2号02 藩土中(3a) ロクロ夫 42 Rd
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第 4表 遺物 (2)

掲載 番 号 写 真 番 号 図 版 番 号 出 土 地 点 層 位 種  類 口径 (cm) 低 径 器 高 分  類

46 28区土坑2号Q4 覆土中(3) 手づくね大 145 D4

46 28区土坑2号Q2 藩 十 中(3) 手 づ くね 小 9 D2

127 46 28区 土坑2号04 覆 土 中 (2～ 3) 手 づ くね 大 14.1 D4

128 46 28区土坑2号Q2 覆土中(3～ 3a) 手づ くね小 C4

46 28区土坑2号Q3 覆土中(2～ 3) 手づ くね小 9 D2

46 5 28区 十坑 2号 覆 十 中位 (3) 尋三〔ヴくォ叡/1ヽ 17 D2

46 54 28区土坑2号 覆 土 上 位 (3a) 手づ くね灯` D4

132 46 54 28区土坑2号Q3 覆土上位(1) 手づ くね小 D3

47 54 28区土坑2号Q2 石 十 中(3) ロクロ小 rd

134 47 54 28区 十坑 2号 石 十 中 (3～ 3a) ロクロ小 9 1,7 rd

54 28区土坑2号 覆 土 中(3) ロクロ旭 rd

145 54 28区 土 坑 4号Q3 床面直上 手づくね大 3 D4

147 47 28区土坑8号 霜 十 _ヒ什 手づ くね大 14.6 D4

156 28区 PPll 霜 上下 位 ロクロ小 r d12

157 28区PPll 覆 土 下 位 ロクロ刀 rd

28区 遺物包含層 手づ くね小 D4

28区 潰 物 何 含 層 ]三〔ヴくなa/1、 D4

162 28区 遺 物 包 含 層 手づ くね /1ヽ D2

48 28区 遺物包含層 内折れ D3

194 30区土坑3号 覆土中 ロクロ小

31区盾 1号 藩 十上 位 ロクロ夫 14 R d0
31区学 3号 覆 土 下 位 (lc) 手 づ くね 大 142 D2

31区 ユ 1号 覆土中 手づ くね小 2 D4

31区溝3号 覆土中(la) ロクロ小

31区 湊 3号 看 十下 位 手 づ くね 小 D4

31区 溝 3号 覆土 中 手 づ くね 小 2 C8

31区 盛土中 手づ くね小 D2

36区溝 1号 覆土中 ロクロ丈 R d0
42区非芦 房 土 中 手 づ くね 大 145 C4

43区 2号 覆土 上 位 手 づ くね 小 D2

43区 覆土中 内折れ D4

44区溝l号 覆土中 手づ くね大 D4

290 44区漏 1→寺 語 土上 位 (1) 手 づ くね 小 D4

44区溝 1号 覆 土 中(2) ロクロ小 rd

292 44区澪 1号 覆土上位(1) ロクロ小 7 rd

293 44区溝1号 を十 L柿 (1 ロクロ小 9 2 rd

294 44区溝 1号 石 十上 位 (1 ロクロ小 rd

44区 指 1手] 覆 土 中(2) ロクロガ 5 r d12

44区 千 1手] 覆土上位(1) ロクロ小 rd

44区PP28 覆土上位 ロクロ小 rd

44区漏1号 石 土 中(2) ロクロ刀 2 rd

299 44区清 1号 覆 土 中(2) ロクロ小 2 rd

44区 地山直上 手づ くね小 D4

45区PP41 霧 十 中 千づ くね /jヽ D4

49区十坑 1号 藩 土 中 手 づ くね ガ
ヽ D4

50区 手 づ くね 大 D4

322 5 区澪 2号 覆土中 手づくね大

5 区井戸 層 十 中(2) 手づ くね大 D4

324 5 区井 戸 石 十 中(2) 手 づ くね 大 D4

325 5 区井 戸 02 覆 土 上 位 (1) ロクロ大

5 区井 戸 覆土中(2) 手づくね大 49 3.4 D4

5 区井戸Ql 覆土上位(1 ロクロ丈 74 R d0
328 51区非声①4 看 土 中(5) ]ユ〔づくヤ叡/Jヽ D4

5 区井 戸 覆 土 中(2) ロクロ小 2 rd

330 5 区井 戸 Ql 覆土上位(1) ロクロ小 2 rd

5 区井戸Q4 覆土上位(1 ロクロ小 6 rd

332 51区井芦①4 覆 土上 位 (1) ロクロ夫 6 R d0
5 区土 坑 2号 覆 土 中(1) 手 づ くね 大 4

7 53区澪2号 覆土中(6) 手づくね大 145 C4

54区溝1号 覆土中 ロクロ小 54 rd

374 54区 湊 1号 看 十 中 ロクロ犬 Rd

876 54区濤2号 覆土 上 位 ロクロ大 14 R d0
377 7 45区カ マ ド状 覆土上位 ロクロ小 46

7 54区 PP20 覆土中 ロクロ丈 5 Rdl
380 56区溝 藩 土 中(1) ロクロ小 rd
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第 5表 遺物 (3)陶器
掲載番号 写真番号 図版番号 出 土 地 点 層   位 器   種 部   位 年  代 備 考

2区溝1号 覆 土 中 渥 美 月同部 12c
5 47 2区 地 山 直 上 漏 薬 ,氏言Б 12c
6 2区 遺 物 包 含 層 渥 月同ヨI 12c

5区PP9 覆 土 中 常 滑 甕 口縁 部

47 5区 地 山 直 上 耳ヒ2老 盗 器 系 月同剖ζ 13-14c
47 6区PP23 覆 土 中 緑 釉 小 皿 口唇 音Б 14～ 15c
47 6区PP58 覆 土 中 願 戸 縁 釉 小 皿 口～底ヨ

`

中世 (15c)
48 9区澪1号 覆 土 中 東 北 産 口 ～ 胴 部 13～ 14c 冨 城 県 産 ?
48 9区漏 1号 覆 土 中 唐 津 皿 口縁 言Б 16木～17c初 頭

48 9区清 1号 覆 土 中 渥 美 12c
49 28区溝 1 西 側 周 羽 常 滑 月Hlヨ

`

12c
49 28区 盾 1 西 狽J周 辺 渥 秦 肩 部 ? 貝占イと夢筵
49 28区溝1号 覆 土 申 涯 大 甕 E同郡 12c
49 28区溝1号 覆 土 中(1～ la) 渥 美 捜 罰

`

12c
49 28区 濤 4号 覆 土 上 位 常 月同部 12c
49 28区溝4号 覆 土 中 渥 甕 口綴 部 12c

40 49 28区濤4号 覆 土 上位 常 滑 積 昇 豆 届 部 12c E

49 28区漏4号 藩 土 中 渥 美 胴 部 12c
49 28区濡 4号 覆 土 上 位 避至号 月同部 12c

40 49 28区 溝 4号 覆 土 上位 常 浩 霊 (三 筋 豆 ■ 口唇 音b 12c
40 49 28区溝41 覆 土 上位 須 恵 器 口唇 部

4 28区漏 4→ 覆 土 上 位 渉式三 蓬 口綴 害E

40 49 28区清4号 覆 土 上位 渥 天 鉢 口縁 部 た2c 金引【

40 49 28区溝41 覆 土 上位 渥 美 鉢 口縁 音Ъ 12c後半

40 49 28区濡 41 覆 上 下 位 常 口縁 部

4( 49 28区濤 4号 復 エ 畜 口綴と思 12c
40 49 28区 漏 4号 覆 土 上位 常 滑 底 部 12c
40 49 28区漏4号 籍 上 下 位 常 滑 月同部 12c
4 49 28区構 4号 覆 土 rP ,墜与 肩 部 12c
40 28区濤4号 Jヒ 4則 富 冶 豆 口 ～ 頚 部 12c
40 28区漏4 霧十中(3b) 常 滑 鉢 胴 部 1ツ c

4 28区漏 4→ 覆 土 上 位 渥 月同部

40 28区 濤 4号 覆 土 上 位 渥 美 12c
40 28区活41 覆 土 中 常 滑 月同部 12c
41 28区澪 4う を上上位 渥 美

4( 28区濤 4号 覆 土 上位 渥 12c
40 28区溝4号 覆 土 上 位 渥 美 ,膏 音Ъ
40 28区濤 4号

`狽

J 常 滑 口縁 部 12c
4 28区溝 4号 ユ土中 湛 肩 部 ? 12c
4 28区濤 4号 覆 土 中 渥 美

4 28区漏4号 石 十 上 柿 常 滑 月同郡 12c
4 28区后 4号 覆 土 中 渥 回 ～ 肩 部

4 28区澪4号 覆 土 上位 握 美 口 ～ 肩 誂

4 28区 十坑3号 常 滑 口 ～ 肩 部

4 28区濡 4号 覆 土 上 位 渥 胴 部

4 28区溝4号 房霊引ヒ2琶 月同部 13-14c 官 城 県 ?

4 28区溝4号 覆 土 上位 渥 美 肩 部

4 28区薄 4号 覆 上 上 位 渥 月同部

4 28区溝 4号 覆 土 上 位 常 月同ヨI

45 28区土 坑 1号 覆 土 中位 (2) 常 鉢 口縁ヨ
`

Ⅱ～Ⅲ
121 45 28区土坑 1 霧 十 中 rir(2) 常 大 甕 12c
122 45 器 区土

"冗

1 覆 土 中 位 (2) 常 大 月同ヨI

47 28区■坑2号 覆 上 下 位 (3) 常 冶 口縁 詈低 12c I～Ⅱ
137 47 28区 十坑21 覆 土 中(3) 中国 産 川可ヨ

`

12c後半

47 器 医 土 売冗2→ 覆 土 中 (3) 9ヽ? 月同部 東美 濃 型

47 28区土 坑 ′号 覆 土 甲 (3, 9ヽ? 那 東 華 潟 烈

47 28区土坑2号 覆 土 中(3～3a) 渥 美 月Hl部

141 47 28区土 坑 3号 覆 ■ 中 ～ 下 作 常 滑 月同部 12c
4 28区土坑3号 常 大 覆 月同那 12c

148 47 28区土坑3号 覆 土 中～ 下 位 須 恵 器 豆 口 ～ 層 上 部 中 世

144 47 28区土坑3 常 滑 12c
146 4 28区土 現 ; 覆 土 中 涯 口縁 音Б

148 47 28区■坑8号 覆土 中 常 滑 】同詈懸
149 47 28区 十坑8号 覆土 下 位 渥 美 月同淵

`47 28区土 坑 8号 繕 土 中 常 月同郡 12c
4 28区■坑 ( 号 覆 土 甲 常

48 28区PP63 覆土 中 渥

48 28区 PP45 看 十 中 渥 胴 部

164 41 彦8区 遺 物 包 含 層 常 月同部

48 28区 遺 物 包含 層 常 指 月同部

48 28区 地 山直 上 常 滑 月同部

48 28区 遺 物 包 含 層 常 撃

48 28区 遺 物 包 宮 層 常 肩 部 と2c
28区 遺物 包 含 層 渥 美 掲alヨ

`

12c
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第 6表 遺物 (4)陶器

掲載番号 写真番号 図版番号 出 土 地 点 層   付 種 ЯII 果  種 部    位 年   代 備 考

170 48 28区 潰 杉 何 含 層 漂 美 胴 郡

171 48 28区 遺 物 包 含 層 月同部

172 28区 常 滑 胴 上 部

17R 28反 潰 楊 何 含 層 月同部

174 28区 遺 物 包 含 層 常 滑 口縁 部 12c

28区 遺 物 包 含 層 渥 華 口綴 部

48 28Ⅸ 何 含 層 須 煮 器 薇 口縁 音К 中 世

177 48 28区 包 含 層 渥 美 口縁 言[ 12c

48 29区 盛 土 中 常 滑 月日常【 12c

48 RO医 十 抗 1号 藩 十 下 柿 常 滑 口唇 部

48 28区遷1号 覆 土 中 常 治 月同部 12c

48 28区溝7号 覆土 中 渥 美 口綴 蔀 12c袴半

80区 土 坑 2号 虞 雨 直 r 漏 華 大 奪 肩 音【 12c
51 30区 置 物 包 含 層 常 滑 口縁 部

1 30区 遺物 包 含 層 渥 美 □綾 絋

30区 潜 賜 旬 含 層 常 治

30医 対 稲 時

1 30区 粗 掘 時 口～B Hl部

31区溝 1号 覆土 中 渥 華 H日部 格 子 支 (己 )

反 遺 3暑 藩 十 下 位 (lc) 漏 葵 打同吝【

31区溝3号 覆 上 下 位 (lc 渥 美 12c

区 澪 3号 覆 上 下 位 (lc) 渥 美 R同郵【 12c
33区 lr山直 肩ぞЬ

214 2ヽ 33区 Jth山 直上 /」 竜ヽ 底 部 12c 楊 勅

215 33区 地 山直 上 常 滑

34区 141山 直 常 滑 月同部 12c
36灰 PP12 霧 十 上 位 古 瀬 戸 ? 平 碗 口縁 部 14-15c 灰/11

36区 地 山直 上 雰霊Jヒ 厖老 胴 下 部

220 37区 PPl 覆 土 中 回綴 罐

“222 42区 4戸 霧 十 上 狩 常 滑 鉢 口纏縦郎 12c I～ Ⅲ

223 42区井戸 覆 土 中 渥 美 鉢 胴 下 ～ 底 郡 12c終半

224 43区濤1号 覆 土 上位 渥 華 月日常区 12c

226 43区濤2号 落 十 L4ヤ 漏 薬 月同¬F音低

227 52 43区溝2号 霜 土 中 常 滑 月同部

228 48区溝2号 覆 土 上 位 常 滑 月同鶏 12c

229 43区溝2号 霧 十
「

柿 渥 幸 月同ヨ【 12c

232 431童溝 2号 語 十 上 位 常 滑 打同著【 Ⅲ

43区漏2号 覆土 上位 ,式言Ь

234 43区溝 3号 覆 土 中 言ごJrァを 鉢 回霧礎認 13-14c 宮 城 県 産 ?

235 5 43区立 1。 2・ 3手子 上 位 瀬 戸 三 足 辮 胴 下 部 14～ 15c
236 48区 8号 中 常 滑 月同部 12c

257 42区井 戸 覆土 中 涌 戸 16c 大 窯 期

302 45区 PP18 落 十 中 中国滓陶器 四 耳 言 月同ヨ

`

12c後半 褐 釉

49区 f坑 2号 語 土 中 瀬 戸 月同部

57 50区 表土 中 常 滑 月同那 12c

51区溝 1号 覆 十 中 肯 滑 貝同音【 12c

333 5 灰 井 戸 中(5) 常 滑 掲同部 12c

334 5 区 一声 中(2) 渥 美 こね 鉢 口縁 部 12c
51区 井 戸 覆土 上 位 (1 渥 華 口縮醍認 12c

336 5 区 井 戸 霧 十 中 (2) 渥 葵 こ▼a ロー胴ヨ
`

12c
8 51区 井戸①2 霧 土 上 位 (1 渥 美 こね鉢 口～月同言Б 12c

51医井声 覆 土 中位 (2) 常 滑 月同常区 12c
51区井 戸 暦 十 ヒ締 (1 常 滑 月同ヨ

`

12c
340 区 戸 ①2 霧 十 上 位 (1 常 治 肩 部 12c
343 51区 ! サ屯1孝; 覆 土 中 (1～ 2) 常 滑 甕 回 ～ 言 喜巴 12c

344 51区 土 坑 1号 嘉 十 中

`3ハ
常 滑 毒 貝同音【 12c

区 十 坑 2号 覆 十 中 (1 常 滑 ほ同音[ 12c
5 区 土 坑 2号 覆 土 中 (1 常 滑 月同ヨI 12c

5 区 表 土 中 痴 煮 系 甕 中 世

仄 十 中 常 滑 月同詈低 12c
355 1区 土 中 口縁 部

5 区 表 土 中 常 滑 口～ 種 部 12c
51恒至 葬 十 中 常 滑 月同著

`
12c 縦 長 格 子 文 と運 弧 文 の後 含

358 区 十 中 渥 美 胴 部 12c
区 土 中 渥 美

51区 表 土 中 渥 華 貝同駅 12c
灰 癖 十 中 渥 薬 肩 部

54区カマ ドTV4 脅 土 上 位 美 濃 須魚不可 月同割I

372 53区溝2号 覆 土 中 渥 美 Я同割【 12c

54区 溝 1号 磨 十 中 常 滑 言 口～預ヨ
`

12c

54区 表 十 中 (1 d) 渥 美 月同■ 言【

56区澪1号 覆 土 上位 舅三Jヒ Σ琶 月同認 -14c 官 城 県 産 ?

382 56区 盛 土 中 ヨごJr 奪 界 系 月同■ 音[ 中 世
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第 7表 遺物 (5)陶磁器

旧載番据 子真番号 皿版番提 出 土 地 点 層   位 種  別 器  種 部  位 分  類 年   代 備 考

48 6区濤1号 覆土中 青 磁 碗or皿 龍泉

34 48 9区溝1号 覆土中(中 ～下位) 口～胴部

48 9区溝1号 覆土中(中 ～下位) 青 磁 盤 (同案 ) 底 部 空色 気 味、底 部 まで 施 釉

48 9区溝2号 覆土中 (中位 ) 白磁

48 28区溝7号 覆土中 青白磁 碗or皿 胴部 12c 内面に菖」花文、櫛目文

48 28区溝7号 覆土中 青白磁 碗or皿 月同部 内面 に菖J花文 、櫛 目文

48 28区 地 山直 上 白磁 碗 胴部下 Ⅱ 12c 一部化粧土有り

33区 地山直上 胴下～底部

34区 盛土中 口～胴部

37区溝1号 覆土中 底 部

37区溝3号 覆土中 底部

30区 撹乱 お茶入れ 完形 益子 昭和

37区溝3号 覆土中 底 部

37区溝3号 覆土中 底部

240 37区溝3号 覆土中 底 部

241 37区漏3号 覆 土 上 部 胴下～底部

242 37区溝3号 覆土中 胴部

248 37区溝3号 覆土中 胴 下

244 37区澪3号 覆 土 中 胴 部

37区溝3号 覆土中 胴部

38区 盛土中 日～胴部下

38区 盛土中 底 部

38区 盛土中 胴～底部

249 6 38区 盛土中 口～底部

6 38区 盛土中 胴～底部

6 38区 盛土中 日～胴部下

252 6 38区 盛土中 胴下～底部

39区澪1号 覆 土 中 底 部

254 39区濤1号 覆土中 口～胴部
255 42区井戸 覆土中位 白磁 四耳壷 日縁部 Ⅲ系

42区 井戸 覆土中位 白 磁 四耳 壷 口縁部 Ⅲ系

258 42区井戸 覆土上部 瀬戸 花瓶 底部 15c後半
259 42区井戸 覆土中位 口縁部

42区井 戸 覆土上部 美 濃 底 部

42区井戸 覆土上部 美濃 底部

262 42区井戸 覆土中位 口縁部

43区澪1号 覆 土 上 部 白 磁 碗 胴 下 Ⅳ 系 12c後 内面施釉(12c前～中)

264 43医溝2号 覆土上部 白磁 四耳壷 胴部 Ⅲ系 中世

265 43区溝2号 覆土中 底部

43区澪2号 覆土中 口～ 底 部

43区溝2号 覆土中 日～胴部

43区溝2号 覆土中 口～胴部

43区澪2号 覆 土 中 底 部

43区溝2号 覆土中 唐津 胴下～底部
274 43区溝2号 覆土上部 樟州窯系 底部 16c末～17c初頭

43区澪2号 覆土中 唐 津 胴 部

43区溝3号 覆土中 美濃 ? 近世 ?

306 44区溝2号 覆土上部 白磁 碗 口～胴 部 V4b 12c後 半 内面に櫛 目文

44区澪 1号 覆土中 白 磁 碗 V～Ⅶ

44区溝2号 覆土中 胴部

309 44区 地山直上 日縁 部

44区 地 山 直 上 胴 部 下

45区 盛土中 青磁 碗 胴部 I=2龍泉 12c

50区 PP10 覆土中 白磁 鉢or碗 口縁部 Ⅳ 12破半(12c前 ～中) 玉 縁

314 50区 PP24 覆土中 白磁 碗 日縁部 Ⅳ ツ酸辛住2�～中) 玉縁、日縁～体部にかけて釉が垂下

50区 PP24 覆土中 白磁 碗 胴部 化粧土なし

50区 PP9 覆土中 白磁 四耳壷 ロー月同言Б Ⅲ 系

45区 PP21 覆土中 須恵器系 口縁部 中世

362 51区井戸 覆土上部 白磁 碗 口～胴部 Ⅵ類 口縁直立気味、化粧土有り

51区井戸Ql 覆土上部 青磁 Л同部 中国産

51区 PP43 覆土中 白磁 壺 胴部 化粧土

51区 表土 白磁 壷 胴部 化粧土有り
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第 8表 遺物 (6)陶磁器・木製品・石製品 。金属製品

島載番号1写真番号コ版番弓 出 十 111j点 層   柿 種  別 器 種 部 位 分 類 年  代 備 考

51区 表 土 青 白磁 月同ヨI 外 面 に化 粧 土

51区 騒 土 上 部 自 磁 豆 月同副I 外 面 に化 粧 土

51区 表 土 青白磁 口～底部 [‐3龍泉 12c 内面にヘラ及び櫛状のもの

で花文様を施している

54区土 坑 2号 覆 土 中 青 磁 ほ同ヨ]

掲載番号 写真番号 図版番号 調査区 遺 構 層 位 種 類 長さ(cm) 幅

6 PP24 石 土 中

9 溝 2号 覆土中 出 物・廣 板 (6.9)

土 坑 8号 審土 中 チュウ木

48 十坑 8号 覆 十 中 チュウ大

48 土 坑 8号 覆土 中 チュウ木

十坑 8号 語 十 中 チュウ太 143
41 井 戸 1号 覆土 中 (193) (74)

井 戸 2号 西 側 井戸 枠 260
戸 2号 南 側 井戸 枠 770
戸 2号 封ヒ狽J 井戸 枠 768 17.2

キ戸2号 東rg‖ 斗戸 枠 774 244
溝 3号 覆土 下 44

写三1手幸 石 十 中

平奪1手] 覆土 中 連歯 下 駄 217
272 漏尊1'■ 藩 十 中 H4物の一詈К? 168)
273 琴看1手] 覆土 中 曲物 の一 部 ? (24,2) (3.3)

280 濤 2号 石 士 中 部 材 ?

278 43 溝2号 覆土中 部材 ? 68

277 43 溝 2号 語 土 中 (148) 47

303 45 PP9 緯 痛 16

45 PP30 柱痕 の下 礎 板 18.4 112
45 PP23 祥 痛 の下 醸 板 122 121

364 井 戸 8層 下 位 (底部 付 近 )埋上 下 位 柄 杓 未 完 成 品 ?(柄 欠損 :

341 井 戸 藩 十 中(5) 刃 の 蛸 ? (7_8) (46)

342 井 戸 覆 土 中(5) チュウ木 ?

346 土 玩 号 8層 l・F十 中 チュウ末 144
347 土 坑 号 8層埋 土 中 チュウ木 140
348 土 坑 号 8層 輝 土 中 チュワ末 155
349 十 琉 丹 8層埋土中 チュウ木
345 土 坑 号 8層 燭 土 中 チュウ木 (6,7)

掲 弐 番 号 写 真 番 号 図版 番 号 調 査 区 潰  構  名 層  位 種 類 計預Wイ直俊 ) 備 考

渾争1手] 覆 土 中 砥 石 17984
390 カマ ド状 潰 構 霧 十 148

カマ ド状遺構 覆 土 上 部 碁 石 ? 0.85

罪奪11■ 暦 十 中 墓 石 2783 llS石 安 山岩 北 上 山 llj(東 稲 山)中生 界

土坑 1号 (ト イ レ状 遺 橋 ) 覆 土 中 碁 石 ? 487
井戸 1号 看 十上 部 砥 石 4011

掲載番号 写真番号 図版番号 調査区 遺 構 名 層 位 種類 計測値(g) 備 考

5 PP17 検 出 時 8.22

281 9 溝1号 覆土中 古銭 182
薄 3号 クリーニング時 652

282 43 澪 2号 覆 土 上位 古 銭 永楽 通 賓

覆 土 上 部 Ql 1178
溝1号 覆土中 鉄滓

浮奪1手

=
層 ■ 中 刀 具 16.41

43 澪 3号 覆 土 中(3) 古 銭 3.44 永 楽 通 賓

284 43 馬 3号 覆 土 中(3) 百 銭 永楽通費
43 溝3号 覆土中(3) 古銭 3.70 永楽通費

286 溝 3号 看 十 中(3) 古 銭 377 永 楽 通

287 43 濤 3号 覆 土 中(3) 古 銭 永楽 通

288 43 濤 3号 覆 土 中(3) 百 銭 387 永楽通費
2 遺物包含層 鉄滓 1137

幕 十 上部 井 戸 付 折 鉄 津 ? 1342
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第 9表 遺物 (7)漆製品・種子製品

掲載 番 号 写真番号 出 土 地 点 層 位 種類 備 考

383 6 28区井戸2号 覆上下位(井戸枠付近) 漆器皿 内 面 黒 漆 にホ 漆 で 支 様

6 28区土坑2号 ベル ト南側断面3層 下部 ? 黒漆

6 43区溝 2号 覆土中 漆 器 椀 内面赤漆、外面黒漆に赤漆で文様

387 6 36区溝1号 覆土中(1) 漆 膜

385 6 43区溝2号 覆土中 漆器椀 内。外面黒漆

調査区 還 構 名 層 位 種 類 計測値(g)

土坑5号 東側埋土中 モ モ 1058
3 土坑5号 西側埋土中(上位 ) モ モ 0.48

5 PP3 覆土中 モ モ

PP52 覆土中 モ モ 097
8 井戸2号 覆土中部 モ モ 130

土坑2号 ベルト南側断面(3) モ モ 023
土坑3号 (ト イレ状遺構) 覆土中～下位 モ モ 277
土坑8号 覆土 中 モ モ 192
土坑8号 覆上下位 モ モ 014
溝1号 覆土中 モ モ 008
溝 4号 覆土上位 モ モ 1.02

溝4号 覆土上位 0.56

溝4号 覆土上位(遺物包含層下位) モ モ 0.90

溝 4号 覆土中(3) モ モ 169

溝4号 覆土下位 井戸跡2号検出時 モ モ 0.62

溝7号 覆土中(床面直上) モ モ 021
溝 3号 覆土中 モ モ 688
溝3号 覆土中(1) モ モ 400
溝3号 覆土中(5) モ モ 1675
溝3号 覆土中(5?) モ モ 1457
PP17 覆土中 モ モ 075

42 溝2号 覆土中 モ モ 076
43 溝2号 覆土上位 モ モ 083
43 濤2号 覆 土 中 ウメ ? 063
48 溝2号 覆土中 モ モ 355
43 溝3号 覆土中 モ モ 270
43 濤3号 覆 土 中 モ モ 0,43

43 溝Ⅲ 2・ 3号 覆土上位 モ モ 2.24

44 溝2号 覆土中 モ モ 4.43

44 溝2号 覆土中 モ モ 0,92

44 溝2号 覆土中 モ モ 025
PP24 覆土中 モ モ 335

45 PP33 モ モ 075
土坑2号 覆土上位 モ モ

土坑2号 (ト イレ状遺構) 覆土中 モ モ

土坑2号 覆 土 下 位 Ql モ モ 075
溝3号 覆土中 モモ,ク ルミ,ウ メ 1198

溝3号 覆土中 モ モ 558
45 PP2 覆土中 モ モ 363

PP7 覆土中 クジレミ 629
45 PP28 覆土中 モ モ 192
45 PP47 覆 土 中 モ モ 040

井戸 覆土中(2) モ モ 077
井戸 覆土中(5) モ モ 297
井 戸 覆土中(5) モ モ 3.14

2 遺物包含層 クルミ 121

6 西側埋土中 モモ ? 1_15

盛土中 モモ ? 0.80
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2区全景

溝跡 1号完掘 遺物出土状況

写真図版 3 遺構 (1)
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3区全景

土抗 2号遺物出土状況 土抗 3・ 4号完掘

土抗 5号完掘

写真図版 4 遺構 (2)
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4区 トレンチ

5区全景

写真図版 5 遺構 (3)
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工子ⅢI 11

土抗 1号完掘

溝跡 1号完掘

髯 rィ
ー
義 |

痣||す|IIli苺な ■移t

PP3断面

PP8。 9断面 PP16・ 17四千T面

写真図版 6 遺構 (4)
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6区全景

東側断面

導
一・峯

章
斡

写真図版 7 遺構 (5)
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PP120礎 石出土状況



7区溝跡 1号完掘

8区全景

写真図版 8 遺構 (6)
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井戸 1号完掘

8区基本土層

井戸 2号完掘 精査中

溝跡 1号完掘

写真図版 9 遺構 (7)
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塀跡完掘

写真図版 10 遺構 (8)
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写真図版 11 遺構 (9)
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28区南側全景

土抗 1号遺物出土状況 遺物出土状況

土抗 2号遺物出土状況 遺物出土状況



28区北側金景

井戸跡 2号完掘

掘立柱建物跡

鯉
工` 、と ィ.五

=蹴
イ

4ボ塩彎翠i

土抗 3・ 8号完掘

一窺

写真図版 12 遺構 (10)
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29区全景

カマ ド状遺構完掘

溝跡 2号完掘

一埼

一一

・一
一 ぐ一一帥

写真図版 13 遺構 (11)
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30区全景

土抗 1号完掘

土抗 2号完掘

写真図版 14 遺構 (12)
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31区全景

溝跡 3号完掘

西側全景

写真図版 15 遺構 (13)
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33区全景

PP10四面面

写真図版 16 遺構 (14)
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34区全景 PP4断面



35。 36区全景

溝跡 1号完掘

掘立柱建物跡 PP16埋土

写真図版 17 遺構 (15)
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木樋断面

溝跡 2・ 3・ 4号柱六完掘

写真図版 18 遺構 (16)
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38区全景

焼土検出状況

土抗 2号完掘 土抗 1号断面

写真図版 19 遺橋 (17)
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39区溝跡 1・ 2号完掘

写真図版20 遺構 (18)
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42区全景

井戸跡 1号完掘

写真図版21 遺構 (19)
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43区溝跡 1・ 2・ 3号完掘

写真図版22 遺構 (20)
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井戸跡 1号完掘



44区全景

作業風景 溝跡 1号断面

溝跡 2号完掘

写真図版23 遺構 (21)
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45区全景

PP47礎石出土状況

PP 2断 面 PP23断 面

写真図版24 遺構 (22)
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49区全景

土坑 2・ 3号完掘
溝跡 1号断面

溝跡 3号 。土坑 1号完掘 土坑 1号断面

写真図版25 遺構 (23)
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50区全景

PP24断面 PP13完掘

写真図版26 遺構 (24)
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51区溝跡 3号完掘

PP41遺物出土状況 PP13断 面

土坑 1号完掘

土坑 2号完掘

写真図版27 遺構 (25)
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51区掘立柱建物跡

溝跡 1号完掘 溝跡 2号完掘

写真図版28 遺構 (26)
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51区井戸跡 1号完掘
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写真図版29 遺構 (27)
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土坑 1号遺物出土状況 PP35断 面



52区塀跡 1号完掘

検出状況

写真図版30 遺構 (28)
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53区完掘 塀跡 1号検出状況

溝跡 1・ 2号断面 溝跡 3号断面

写真図版31 遺構 (29)
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54区全景

カマ ド1号完掘 カマ ド断面

土坑 1・ 2号断面 溝跡 1号断面

写真図版32 遺構 (30)
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55区溝跡 2・ 3号完掘

溝跡 2号断面

鰺 '・

|

溝跡 3号断面

写真図版33 遺構 (31)
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溝跡 1号完掘 PP l ・ 2,毛掘



＼

溝跡 1号検出状況 遺物出土状況

写真図版34 遺構 (32)
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60区・61区全景

柱六列完掘 作業風景

写真図版35 遺構 (33)

-361-



～漆

|二:lt

1途姦埼―
ⅢⅢⅢ工|
|■|||■■|

lrl革 |

62区全景

検出状況

写真図版36 遺構 (34)
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写真図版37 遺物 (1)
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写真図版38 遺物 (2)
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写真図版39 遺物 (3)
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写真図版40 遺物 (4)
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写真図版41 遺物 (5)
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写真図版42 遺物 (6)
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写真図版43 遺物 (7)
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写真図版44 遺物 (8)
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写真図版46 遺物 (10)
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写真図版47 遺物 (11)
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写真図版48
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遺物 (12)
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写真図版49 遺物 (13)
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写真図版50 遺物 (14)
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写真図版51 遺物 (15)
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写真図版52 遺物 (16)
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写真図版53 遺物 (17)
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写真図版54 遺物 (18)
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写真図版55 遺物 (19)
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写真図版56 遺物 (20)
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写真図版57 遺物 (21)

-383-



写真図版58 遺物 (22)
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写真図版59 遺物 (23)
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写真図版60 遺物 (24)
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写真図版61 遺物 (25)
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志羅山遺跡第67次調査





Ⅵ。第67次調査の報告

1.調査 B整理の方法

(1)野外調査 につ いて

①グリッドの設定

第67次調査においては、第56次調査で設定した基準点を基にグリッドを区画した。グリッドは、起点を

北東に置き、 5× 5mを 1区画とした。南北方向は 1～ 26ま で、東西方向はA～Mまでを与え、その組み

合わせによってグリッド名とした (lA、 2Bな ど)。

②遺構の呼称

遺構の呼称については、下記のとおりの略号を調査区毎に付し、通し番号を与えて呼称した。本文中では

日本語名で表記しているが、旧遺構名として略号による遺構名も併せて記している。

SB…掘立柱建物跡 SK…土坑 SE…井戸状遺構 SA―塀跡 SD…溝跡 PP…柱穴

(2)室 内整理 につ いて

①遺構の軸線方向の記載

第67次調査においては、掘立柱建物跡の軸線方向について、正面あるいは棟方向とは関係なく柱筋の線

とし、公共座標第X系の北から東または西への傾き度を表示した。桁行・梁行が不明な場合は、東西ライン

または南北ラインという呼び方とした。また、溝の軸線方向は、水が流れる方向 (溝底の傾き)とは関係な

く、平面形における溝跡底中央線から公共座標第X系の北から東または西への傾き度を表示した。塀の軸方

向については、平面形における布堀り底面中央線から公共座標第X系の北から東への傾きを表示した。

2.基本層序

基本層序は、調査区により多少の違いは見受けられるが、ほぼ次のような土層が順に堆積している。

Ia層 国道 4号沿い歩道部分のコンクリー ト抱壁 厚さ約50cm

lb層 明黄褐色土 (盛土)層厚 6～32cm前後 砂利・小石・礫混入

Ic層 青灰～オリーブ黒～黒色土 (盛土)層厚10～ 30cm前後

Id層 青灰～明青灰色土 (盛土)層厚3～ 20cm前後

Ⅱa層 暗オリーブ褐色土 (旧水田耕作層)層厚10～ 20cm前後 粘性有り。締まりやや軟

酸化鉄分集積

Ⅱb層 黒褐色土 (旧水田耕作層)層厚 2～ 5 cm前後 粘性有り。締まりやや軟 酸化鉄分集積

Ⅱc層 灰黄褐色土 (自 然堆積層)層厚 3～ 20cm前後 粘性有り。締まりやや軟 摩滅したかわらけ

片等含む遺物包含層 1・ 65。 68区で検出。

Ⅲ 層 黄褐色粘土層 (地山)層厚不明 検出時は青灰色であるが、徐々に黄褐色に変化する
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3.検出された遺構と出土遺物

(1)1区 (旧 区名 74区)(第 3図、写真図版 3)

位  置 国道4号と県道平泉・厳美渓線との交差点南西側に位置する。

検出遺構 掘立柱建物跡 1棟、溝跡 1条、土坑4基、柱穴19基 を検出した。

1区掘立柱建物跡 1号 (旧遺構名74区 SBl)

遺構 (第 3図、写真図版 4)

(位置・検出状況) 21D、 22E～23Eグ リッドに位置する。遺物包含層除去後のⅢ層上面で検出した。

本遺構を構成するPP6が 1区土坑 4号 と重複関係にあり、本遺構が古い。

(平面形・規模) 調査区外にプランが延びるため全体形は不明である。検出規模は東西ラインが 3間 (総

長700cm)、 南北ラインが 1間 (総長210cm)である。南北ラインの軸線方向はN-4° 一Eである。柱間

寸法は、東西ラインが西から234cm(現行尺7.7尺 )、 246cm(8.1尺 )、 220cm(7.3尺)で、南北ラインが

210cm(6.9尺 )である。東西ライン柱穴間の平均間尺は233cm(7.7尺 )である。検出した柱穴の総数は5

基で、柱六の規模は関口部径が20～ 41cm、 深さは削平されているPP9を除き56～76cm程である。

(覆土・堆積状況〉 柱穴の覆土は概ね似通つている。据え方 (柱痕跡)部分は黒褐色土を主体とし、掘り

方部分はにぶい責色土を主体とする。

出土遺物 柱穴からの出土遺物はないを

時期 掘立柱建物跡を構成する柱穴が遺物包含層除去後に検出されており、また他の遺構との切り合い関係

から、12世紀のものと思われる。

1区土坑 1号 (74区 SKl)

遺構 (第 3図、写真図版 4)

(位置・検出状況) 22Eグリッド南西隅に位置する。遺物包含層除去後のⅢ層上面で検出した。

(平面形・規模) 平面形は精円形で、規模は開口部径52× 32cm、 深さは17cm程である。

(覆土・堆積状況) 覆土は黒褐色土ににぶい黄色上が少量混入する単層からなる。

(壁・底面) 東側の壁は直立ぎみに、南側の壁は外傾して立ち上がる。断面形は浅皿状を呈する。底面は

丸底ぎみである。

出土遺物 かわらけが出土した。

かわらけ 細片が微量出土した (50g)。

時期 不明である。

1区土坑 2号 (74区 SK2)

遺構 (第 3図、写真図版 4)

(位置・検出状況) 23Eグ リッド中央部に位置する。遺物包含層除去後のⅢ層上面で検出した。 1区土

坑 4号 と重複関係にあり、本遺構が新しい。

(覆土・堆積状況) 覆土は 3層に区分される。いずれも黒褐色土を主体とし、 と、 3層ににぶい黄色土の

地山ブロックが入る。人為堆積的様相である。
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1区柱穴計測表

ab 規模にD 深さ (CId) 備考

F,1 24× 23

PP2 37× 36

PP3 40X38
PP4 18× 14 8

18× 15 7

PP6 十坑 2号 と重複。PP6が新

PP7
PP8 15× 13

PP9 30× 26

PP10 32× 22

PPll 21× 16

PP12 26× 26 土坑 2号と重複。PP12が旧

22× 22

PP15 20× 20

PP16 (20× (241 7

PP17 (20)※ (20)

PP18
PP19 24× 20

※ ( )は推定値

0             1             2m
|



(平面形・規模〉 遺構が南側の調査区外に広がることが予想されるため、全体の規模は不明である。深さ

は4～ 28cmで ある。

(壁・底面) 壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。底面はやや凹凸があるものの概ね平坦

である。

出土遺物 (第 22図、写真図版¬4)

かわらけ、国産陶器、粘土が出土した。

かわらけ 登録したかわらけ6点 (手づくね 1点・ロクロ5点、登録配 1～ 6-以下登録略)を含め、4号

ビニール袋1.5袋分 (約729g)が 出土した。

国産陶器 常滑産が 1点 (m8)出土した。

粘土 粘土塊が 2点 (約 7g)出土した。

時期 出土遺物から12世紀に所属するものと思われる。

1区土坑 3号 (74区 SK3)

遺構 (第 4図、写真図版 4)

(位置・検出状況) 22Dグリッド南東隅に位置する。遺物包含層除去後のⅢ層上面で検出した。

(平面形・規模) 遺構が南側調査区外に広がるため全体形は不明である。確認できるプランから推定する

と平面形は精円形である。深さは1 lcm程である。

(覆土・堆積状況) 黒褐色土ににぶい黄褐色土地山ブロックの混入する単層の覆土である。

(壁・底面) 壁は外傾して立ち土がり、断面形は浅鉢状を呈する。底面はほぼ平坦である。

出土遺物 なし。

時期 不明である。

1区土坑 4号 (74区 SK4)

遺構 (第 3図、写真図版 4)

(位置・検出状況) 23Eグ リッド北西に位置する。遺物包含層除去後のⅢ層上面で検出した。 1区土坑

2号 と重複関係にあり、本遺構が古い。

(平面形・規模〉 遺構が南側調査区外に広がるため全体形は不明である。確認できるプランから推定する

と平面形は楕円形状を呈する。深さは23cm程である。

(覆土・堆積状況〉 覆土は黒褐色土ににぶい黄色土が斑状に混入する単層の覆土である。自然堆積的様相

である。

(壁・底面) 壁は下位から中位にかけて外傾し、中位から上位にかけて外反する。断面形は丸底の浅鉢状

を呈する。

出土遺物 なし。

時期 出土遺物はないものの、12世紀と思われる 1区土坑 2号との切り合い関係から、12世紀に属するも

のと思われる。

1区溝跡 1号 (74区 SDl)

遺構 (第 4図、写真図版 4)
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(位置・検出状況) 22Dグリッド中央部に位置する。遺物包含層除去後のⅢ層上面で検出した。

(平面形・規模) 平面形はほぼ真つ直ぐに延びる線状である。検出長は約64cmで、規模は開口部幅20cm、

底部幅 1 0cm、 深さ 7 cm程 である。軸線方向はN-94° 一Eである。地形的には東に緩やかに傾斜するが、

水の流れる方向は不明である。

(覆土・堆積状況) 暗灰黄色土に黄褐色土を斑状に混入する単層の覆土である。

(壁 。底面) 壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。底面は丸底である。

出土遺物 かわらけが出土した。

かわらけ 細片が微量 (30g)出土した。

時期 不明である。

遺構外出土遺物 (第 22図、写真図版 14)

遺物包含層中よりかわらけ、国産陶器、中国産磁器、金属製品、粘土が出土した。

かわらけ 登録したかわらけ 8点 (手づくね 2点・ロクロ2点・内折 4点、血 9～ 16)を含め、 4号 ビニ

ール袋約24袋分 (約 12.lkg)が 出土した。

国産陶器 常滑産が10点、渥美産が 7点、須恵器が 1点が出土した (m17～ 34)。

中国産磁器 青白磁の合子 1点 (に35)と 白磁の碗 1点 (血36)が出土した。

金属製品 鉱津が 1点 (配37)出土した。

粘土 粘土魂が6点 (約66g)出土した。

1区のまとめ

1区調査区東側は、調査区西側に比べ約30cmほ どの削平を受けて地山面が一段低くなっている。このた

め調査区東側では検出遺構が少なくなっている。検出された遺構は、削平を受けた調査区東側の柱穴を除き、

12世紀の遺物を主体とする遺物包含層除去後のⅢ層上面で検出された。遺物包含層は層厚 3～ 10cmで あり、

遺物の大部分は摩滅したかわらけである。

1区掘立柱建物跡 1号は、PP19以西の柱穴の検出に努めたが検出されなかったため、東西ラインは 3間

と思われる。時期は遺物包含層除去後のⅢ層で検出され、また12世紀代の土坑との切り合い関係から12世

紀に属するものと思われる。

1区土坑 2号と 1区土坑 4号は重複関係から土坑 2号が新しく、 1区土坑 2号が12世紀に属すると思わ

れることから1区土坑 4号 も12世紀に属するものと思われる。また、 1区土坑 4号 と 1区掘立柱建物跡 1

号のPP6が重複関係にあり、 1区掘立柱建物跡 1号が古いことが分かつた。新旧を整理すると、古い順に 1

区掘立柱建物跡 1号→ 1区土坑 4号→ 1区土坑 2号 という図式が成り立つ。

(2)65区 (旧 77区)(第 5図、写真図版 5)

位  置 国道 4号 と県道平泉・厳美渓線との交差点南東側に位置する。

検出遺構 掘立柱建物跡 2棟、土坑 6基、溝跡 2条、塀跡 3条、柱穴64基を検出した。

65区掘立柱建物跡1号 (77区 SBl)… 。66区掘立柱建物跡 1号と同一建物

遺構 (第 6図 )
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(位置・検出状況) 21」 ～21K、 221～ 22Kグリッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。柱穴の切り合

いから、66区掘立柱 2号建物跡、66区掘立柱建物跡 3号より本遺構が新しい。

(平面形・規模) 65区 と66区にまたがる掘立柱建物跡である。検出規模は桁行 7間 (総長780cm)、 梁行

2間 (総長384cm)で ある。平面形式は桁行 5間、梁行 2間の身舎の東西に廂が付く建物跡と思われる。本

遺構は、調査区外に北側部分が延びる可能性もある。梁行の軸線方向は、N-9° 一Eである。柱間寸法は、

桁行南側が口耳力ゝら190cm (6.3ナミ)、  230cm (7.6ナミ)、  170cm (5.6ナミ)、 廂部チ)が匹三狽J100cm (3.3ナミ)、  >霊狽J

90cm(3.0尺 )で、梁行東側が南から184cm(6。 1尺 )、 200cm(6.6尺 )である。平均柱間寸法は桁行197cm

(6.5尺 )、 梁行192cm(6.3尺)で、廂の幅は90～ 100cmである。検出した柱穴は14基で、柱穴の規模は、開

口部径22～ 42cm、 深さ14～ 38cm程である。

(覆土・堆積状況) 柱穴により若干の差違が見られるが、掘り方が緑灰色土、柱痕跡 (据え方)が黒色土

～オリーブ黒色土のものが多い。

出土遺物 (第22図、写真図版14) 柱穴よりかわらけ、木製品、粘土が出土した。

かわらけ 65区 PP 5、 66区PP l、 PP 5、 PP 9、 PP10、 PP29か ら、細片が微量 (計約67g)出土した。

木製品 65区PP 2か ら漆器が 1点 (陥40)出土した。両面黒漆塗りが施されており、器種は椀と思われる。

粘± 66区 PP 9か ら粘土塊が 2点 (約 15g)出土した。

時期 12世紀に所属するものと思われる。

65区掘立柱建物跡 2号 (77区 SB2)

遺構 (第 3回 )

(位置・検出状況) 251～ 261グ リッドに位置する◇Ⅲ層上面で検出した。

(平面形 。規模) 調査区内では 2間 × 1間の配列を検出したのみだつたが、調査区東側に隣接する平泉町

文化財センター調査区で検出された分と合わせた結果、建物の規模は桁行 7間 (総長約1730cm)、 梁行 2間

(総長372cm)で ある。平面形式は桁行 5間、梁行 2間の身舎の西側に廂が付く。梁行の軸線方向はN-9° 一

Eである。柱間寸法は、当センター調査区分で桁行北側が廂部分も含め西から120cm(4.0尺 )、 190cm(6.3

尺)で、梁行西側が南から186cm(6.1尺 )、 186cm(6.1尺)である。検出した柱穴は、当センター調査区分

で 5基 と平泉町文化財センター調査区分の 9基で、合計14基である。柱穴の規模は、当センター調査区検

出分で開口部径27～ 34cm、 深さ58～63cm程である。

(覆土・堆積状況) 多少の差違は見られるものの、掘り方が緑灰色土、柱痕跡 (据え方)がオリーブ黒色

土のものが多い。

出土遺物 (第 22図、写真図版14) かわらけ、中国産磁器が出土した。

かわらけ PP38、 PP54か ら細片が微量 (約 1lg)出土した。

中国産磁器 PP54の掘り方から白磁が1点 (血39)出土した。器種は壺である。

時期 出土遺物から12世紀に属するものと思われる。

65区井戸状遺構 1号 (77区 SEl)

遺構 (第 8図 )

(位置・検出状況) 23J～ 24Jグリッドに位置する。Ⅱ層除去後のⅢ層上面で検出した。65区 4号土坑、

65区 2号溝の他、柱穴数基と重複関係にあるが、本遺構が新しい。遺構の大部分は隣接の平泉町文化財セ
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ンター調査区にかかる。

(平面形・規模)平 面形はほぼ円形で、底面に向かうにつれ方形ぎみとなる。規模は開日部径306cm前後、

底部径116～ 128cmt深 さ380cmで ある。

(覆土 。堆積状況) 大別すると5層 に分かれる。人為堆積的様相を呈する。

(壁・底面) 壁は直立ぎみに立ち上がり、深さ80cmあたりから外傾する。断面形はロー ト状を呈する。

底面はほぼ平坦である。

出土遺物 かわらけ、国産陶器、中国産磁器、木製品等が出土した。

遺物はすべて平泉町文化財センターが保管している。かわらけは手づくねが主体である。かわらけは約

300kgが出土している。

時期 廃絶は12世紀後半と思われる。

65区土坑 1号 (77区 SKl)

遺構 (第 9図、写真図版 5)

(位置・検出状況) 241グ リッド北東に位置する。包含層除去後のⅢ層上面で検出した。PP45と 重複関

係にあり、本遺構が新しい。

(平面形・規模) 平面形は楕円形で、規模は開口郡径80× 67cm、 底部径49cm、 深さ10cm程である。

(覆土・堆積状況) 黒褐色土ににぶい黄色土が斑状に混入する単層の覆土である。

(壁・底面〉 壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。底は丸底である。

出土遺物 かわらけが出土した。

かわらけ 細片が微量 (約 1lg)出土した。

時期 不明である。

65区土坑 2号  (77区 SK2)

遺構 (第 9図、写真図版 5)

(位置・検出状況) 221グリッド中央に位置する。Ⅲ層上面で検出した。

(平面形・規模) 平面形はほぼ円形で、開口部径80× 76cm、 底郡径52× 46cm、 深さ40cm程である。

(覆土・堆積状況〉 黒色土～オリーブ黒色土の 3層に区分される。覆土上部の 1層は微量のかわらけを含

み、覆土下郡の 3層は有機質腐植土層となる。

(壁・底面) 壁は外傾して立ち上がり、断面形は逆台形状を呈する。底面はほぼ平坦である。

出土遭物 かわらけが出土した。

かわらけ 細片が微量 (約36g)出土した。

時期 12世紀に所属するものと思われる。

65区上坑 3号 (77区 SK3)

遺構名は付したが、隣接の平泉町文化財センター調査区内に位置するため本文、図版等は掲載していない。

65区土坑 4号  (77区 SK4)

遺構 (第 9図、写真図版 5)
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♪
♂井戸状遺構 1号

1

町PPl12

し=25000m

1 26Y412 暗灰黄シルト 浅☆地山ブロック(1～ 2can10～ 20% 炭1効 (2～ 5m大)2～

3% かわらけ、国産陶器少量 粘性有り・綸まり有り
la オ5YVI費灰～5Yイ 1灰色の粘性ンルト 73GY6/1緑灰粘土地山ブロック(2～ 5呵緯20%

炭化物(2～ 10tB大 )3～ 6% 上位やや地山ブロック多く、Tt灰色土Jな かわらけ、馬歯、
陶器を含む粘佐やや強.輝まり有り

lal 歩5Y411 黄灰粘性シルト かわらけ細片多畳 やや水分多い 粘牲強
la2 15WRV3 褐 有検賃腐権と層 埋とは醐ヒして間もなく1硯RV2黒褐に変色上位に

腐植の進んだ黒協と黄灰粘権ンルトが混じる部分有り
la3 25Yイ 1 黄灰粘性シルト 炭化物(2～ 5m対 1～2% 粘性強
la4 2説輔弘暗灰賞粘ヒシルト主体 地山ブロック(1～猛

"甫

10% 炭イ助 (2～ 5田大)5%

126 %YT2 暗灰☆色粘性シルト主体 地山アロック10% 炭化物6田大)2% ‖【似る

埋土
】お 25Ⅵ

'1 

黄灰粘性ンルト 炭化物(2～ 5mk)3% 1と 1に似るよかわらけをほとんど含
まず

lb 26VVl 費灰粘センルト 歩量のかわらけと炭イ助(2～ 20呵 k)を含む完形かわらゝ

細片を多数含む 下位になるほど炭化物nl多 く、101R17イ 1黒を呈する埋土となる
lbl上位 2お Y71☆灰～10hR3れ黒機の泥質粘土 主体は加エホ片(削 り目)や自然木で、水襲

品、かわらけなとも含む 亀験質鷹植土を少畳倉む他、部分的に泥質の☆灰色土をアロ
ック状に含む 遺物は木製品が影化自木皿漆器、箸、釘など、種子や裁類として桃の

織、栗の隷塙類の急大形のカラス員、動物潮春として馬自、種類不明の骨がある
lbl下位 10YRV2 黒協 有機質篤橘上 自然末、加工末、かわらけ片、木星品などを含む

上位よりも黒味が強い
1ジ  25Yザ I ☆灰 泥質土 水分歩く含む 絡まり軟
lb3 2514 1 ☆灰 砂買土 細かい砂質分ヨ小
2 25Y71 黄灰粘性シルト 75G拍yl緑灰地山ブロック30% 地也ブロックは水分が多く

泥質であり、砂質も帯びる 完形や破片のかからけを分散的に含む 2と 2aの 境に完形 か
わらけ41数 10悩 入る

2b 缶5YVl黄戻色粘牲シルトと75GYげ 1緑限色地山ブロックの混合1 2に似る法遺物を
ほとんど含まない

3 26VVl 貨灰粘牲シルト オリーブ灰～緑灰地山ブロック(1～ 3ca大 )10～ 20%含む

大為雄積衛様相
4 5G6,1 緑灰地山プロック 大務堆積と J立は粘土質、中位は砂質分を多く含むシルトで、

7Ttは粘土質土
5 歩5Y71黄灰～10XR3,1黒褐の粘土賢土 中央は泥状をなし、局囲はシルト質を多く含む

底面南東隅に完形の手づくれ小型かわらけが正位で置かれる 上部に飽層牧の薄い刑¶脚キ
を含む自然堆積的様相

第 8図 65区 (4)
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65区柱六計測表

恥 備  考

PPl 36× 28

P,2 30× 30 40

PP3 40× 26

PP4 26× 22

PP5 24× 22 PP28と 堕複。 P'5んミ1日

30× 30

PP9 40× 36

,P10 21× 20

PPll 27× 26

PP12 20× 19

PP13 31× 28

P,14 22× 20

38× 32 12

PP17 19× 1

PP18 28× 16

PP19 18× 12

26× 24

PP21 19× 18 13

PP22 24× 23
pp9R 「

PP25 27× 24

PP26 28× 28

PP27 22× 21

PP28 22× 20 PP5と 重複。 PP28カ S新

PP29 36× 34

30× 28 44

PP31「 回P32と 重複。PP31が新

P'321 PP31と 重権。PP32カ i十 日

PP33 21× 20

PP34 38× 30

PP35 (241X19 PP36と 重複。 PP35カ i十 日

PP36 22× 21 PP35と 重複。劇P36が新

PP37 19× 17

(19)X18 PP39と 重複。PP38カ S十 日
PP39 34× 32 PP38、 PP40と 重複。

)は推定値

lb 深さ(cm 備 考

PP40 (34)X31 PP39と 菫複。 PP40が旧

PP41 22× 22 7

PP42 28× 27

PP43 19× 15 5 土坑 1号 と重複。

P,44
PP45 22× 20 1

PP46 36× 28 PP64と 車榎。PP46が釉

PP47 16× 14 井戸状遺橋 1号、PP63、

PP64と 重複。井戸が新、

PP63、 PP64カ SI日

26× 22

PP49 24× 19 65区塀跡 2号 と重複する

が、新旧不明

22× 20

PP51 18× 18 土坑 4号、濡跡 2号が璽

複。土坑 4号が新、溝跡

2号が十日

PP52 12× 11 51 井戸状遺構 1号 と重複。

PP52が 1日

PP5 16× 10 6

PP54 31× 24

PP55 (19)X19 重梅.PP55が 旧

PP56 46× 30

PP57 24× 20

20X18 12

PP59 31× 28 井戸状遺構 1号 と重複。

PP59が 十日

(26,X26 井戸状遺構 1号、PP52

PP61 16× 12

PP62 28× 20 塀跡 3号 と重複。

PP62が 新

PP63 (18)X(18) PP46、 PP64と 重複。

PP63が 1日

PP64 30× (28) 井戸状遺構 1号、PP46、

PP63と 重複。P'63よ り

新`井戸、PP46よ り旧



(位置 。検出状況) 221グリッド北～中央に位置する。包含層除去後のⅢ層上面で検出した。溝跡 2号、

井戸状遺構1号 と重複関係にあり、溝跡 2号より新しく、井戸状遺構 1号より古い。

(平面形・規模) 遺構の西側が調査区外に延び、また北東側が井戸状遺構 1号に切られており、全体の形

状は平面形及び規模は不明である。

(覆土 。堆積状況) 黒褐色土に黄褐色土が少量混入する単層の覆上である。

(壁・底面) 壁は緩く外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。

出土遺物 かわらけが出土した。

かわらけ 細片が微量 (約82g)出土した。

時期 出土遺物は微量であるものの、切り合い関係から12世紀に属するものと思われる。

65区土坑 5号  (77区 SK5)

遺構名は付したが、隣接の平泉町文化財センター調査区内に位置するため遺構の事実記載や図版等は掲載

していない。

65区土坑 6号  (77区 SK6)

遺構 (第 9図、写真図版 6)

(位置 。検出状況) 251～ 261、 25」 ～26Jグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。65区塀跡 1

号と新旧関係にあり、本遺構が古い。

(平面形・規模) 撹乱により遺構全体の検出はできなかったが、平面形は概ね横長楕円形で、開日部径、

底部径は推定でそれぞれ326× 250cm、 292X140cm、 深さは最大で 9 cm程である。

(覆土・堆積状況〉 緑灰色土に黒褐色土が少量混入する単層の覆土である。

(壁・底面) 壁は緩く外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。

出土遺物 なし。

時期 出土遺物はないものの、他の遺構との切り合い関係から12世紀に属するものと思われる。

65区溝跡 1号 (77区 SDl)

遺構 (第 9図、写真図版 6)

(位置・検出状況) 22」 グリッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。66区溝跡 1号と同一の溝跡である。

(覆土・堆積状況) オリーブ黒色土～暗オリーブ黒色土の単層である。

(平面形・規模〉 規模は開口部幅18～ 26cm、 底部幅 6～ 14cm、 深さ 3 cm程 である。検出長は202cm、 軸

線方向はN-86° 一Wである。底面の傾きは不明瞭である。

(壁・底面) 壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。底面はほぼ平坦である。

出土遭物 なし。

時期 不明である。

65区溝跡 2号 (77区 SD2)

遺構 (第 9図 )

(位置・検出状況) 241グ リッドに位置する。65区土坑 4号精査中に検出した。65区井戸状遺構1号、
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土坑 1号
洋

7
c卜と =25000mtt 

σ

十

25Y3/1黒 褐 75CY5/1緑 灰地山プロック20%
炭化物 (05～ 1 5cmcn大 )少量・酸化鉄分微量

刻
♯

土坑 2号 >

年

Eトー L=25200m

25Y3/1黒 褐 25Y5/4黄 褐10% 炭化物粒 (1～ 3mm大 )少量

粘性やや有り 上坑4号埋土
5Y3/1オ リープ黒 炭化物粒・酸化鉄分微量 濤跡2号埋土

5Y2/1黒  75Y5/3灰 オリープ15% かわらけ含む
5Y3/1オリープ黒 5Y5/1灰 20% 炭化物(2～5 wa大)微量
5Y2/2オ リープ黒輔土)10YR2/2黒 の有機質腐植±40%
10Y5/2オ リーブ灰10%

X
溝跡 2号

引 ご

第 9図 65区  (5)

1 5G6/1緑 灰 25Y3/2黒褐20% 酸化鉄分多量・決化物粒(1～ 10ad大 )少量
粘性やや有り,縮まり有り

L=24500m
G卜 引 G′

― 1

5Y3/2オ リープ黒 5Y4/4暗オリーブ黒30%

土坑 4号

碑:y
と黄冷
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65区土坑4号 と重複関係にあり、ともに本遺構が古い。

(平面形・規模) 規模は開口部幅42× 52cm、 底部幅30× 24cm、 深さ 3 cm程である。当センター調査区分

における検出長は144cm、 軸線方向はW― Eである。本遺構は隣接の平泉町文化財センター調査区に延びる。

水は東流する構造になっている。

(覆土・堆積状況) オリーブ黒色土の単層である。

(壁・底面) 壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。底面はほぽ平坦である。

出土遺物 当センター調査区分おける出土遺物はないものの、隣接の平泉町文化財センター調査区側でかわ

らけが出土している。

時期 65区井戸状遺構 1号が構築される以前の廃絶であることから、12世紀に属するものと思われる。

65区塀跡 1号 (77区 SAl)

遺構 (第 10図、写真図版 6)

(位置 。検出状況) 251グ リッド南東に位置する。Ⅲ層上面で検出された。65区 6号土坑と重複関係に

あり、本遺構が新しい。

(平面形・規模) 検出長は214cm、 布堀りの開口部幅は35～ 45cm、 深さは約40～ 50cmである。遺構は隣

接の平泉町文化財センター調査区に延びる。布堀りの軸線方向はN-100° 一Eである。板痕跡は軸線方向

に対して平行に、布堀りのほぼ中央に列をなして検出された。当センター調査区内における検出された板痕

跡の枚数は19枚で、平均的な大きさは、幅35～ 45cm、 厚さ4～ 5 cm程である。

(覆土・堆積状況) 布堀り部分と板痕跡部分の 2層からなる。布堀り部分は青灰色土、板痕跡部分は黒褐

色土が主体となる。

(壁・底面〉 布堀 りの壁は直立ざみに立ち上がり、断面形は深鉢状を呈する。底面はほぼ平坦である。

(付属施設〉 塀跡に伴う柱穴は検出されていない。

出土遺物 かわらけが出土した。

かわらけ 布掘り部分から、細片が微量 (約 12g)出土した。

時期 12世紀に属するものと思われる。

65区塀跡 2号 (77区 SA2)

遺構 (第 10図、写真図版 7)

(位置・検出状況) 251～261グリッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。65区塀跡 3号と重複関係に

あり、本遺構が古い。

(平面形・規模) 検出長は254cm、 布堀りの開口部幅16～ 20cm、 深さ2～5cm程である。東は撹乱により

一端消失するが、平泉町文化財センター調査区にまで延びる。布堀 りの軸線方向はN-99° 一Eである。

板痕跡は平泉町文化財センター調査区側で 2枚検出されており、幅20～ 27cm、 厚さ 5～ 6 cm程 である。板

痕跡は軸線方向に対して平行に、布堀りの中央付近に位置する。

(覆土・堆積状況) 布堀り部分と板痕跡部分の 2層からなり、ともにオリーブ黒色土～黒褐色土に緑灰色

土が混入する覆土である。

(壁・底面) 布堀りの壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。底面はほぼ平坦である。

(付属施設) 柱穴 2基が平泉町文化財センター調査区内で検出されており、本遺構に関係するものである
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塀跡 2号

灘 浄《忌Fttξ髯票ξ:童
南 lm

冨 泌

冨 ご26」 の北2m

+

L=25100m
Baトー引 B〆

ア
1 76GYG/1 緑灰色 5Y3/2オ リーブ黒色10%

離化鉄分.炭化切粒欲豊 締まり有り

L=25100m
BbトダBb′

1 5Y3/2 オリーブ氣色 75GVげ 1黒灰ζ15%

酸化鉄分炭化物少量 締まり有り
2 5Y3″  オリーブ黒色 75C巧 /1緑 灰色20%

翻宅鉄分炭十ヒ物少量 締まり有り
L=25100m
Be r24 Be′

葛
1 25Y3/1 黒襦色 75GYげ 1緑灰色10%

酸化鉄分炭イヒ物微畳 PP40埋 土
2 25Y3/1 黒褐色 75GYVl緑灰色20%

酸化鉄分・炭化駒欲量 PP49埋 土

L=25100m
Bfトー ー→Br

2

削
r

1離勧ケと総薩辮躍%!鶴
争↑轄蹴部計監/2離側

酸化鉄分多重なため全林的に赤責色味を帯びる
粘性有り町PP141壇土

L=25100m
Ca卜 引 C〆

す
1 25Y3/2 黒褐色 5BG76/1青 灰色20%

潮ヒ鉄分線状少二炭化物粒歓量 綿まり有り粘牲無し

L=25100m
∽ 卜 2引 Cb′

す
1 25Vy2 黒襦色 5BGVl青 灰色10%

酸化鉄分線状少量炭化物泣徴二 締まりなり粘セ無し
2 25Y3/2 elB色  5BCO/1青 灰色20%

強化鉄分線状少量,炭化物紅欲量 締まり有り,格性無し
L=25100m
CC卜2引 CC′

庁
1 25Y3カ  黒褐色 6BGVl誓灰色10%

酸イヒ鉄分線状少量炭化物粒微量 締まり有りヽ粘性無し
2 と5Y3/2 黒褐も 5BGげ 1青灰色20%

酸化鉄分線状少畳炭七物粒微二 驚まり有り粘性無し
L=25100m
Cd卜 2~l Cd′

σ

2期聯 '棚鶴翻棚騨
蔭化鉄分縦線状少量炭化物徴量 縮まり有り粘性無し

1

〕̈Ｕ］］］］
卿鰯卿鰯

L=25100m    と=25100m
Amトー ー引Am′  Asトー ー引As

期ｙ

期Ｖ

期Ｖ

期Ｕ

鶉Ｖ

判Ｖ

籠

れ

ＡＣ

Ａｄ

疑

圧

L=25100m
Anトー ー引 An

W
L=25100m

Ao卜  引 Ao′

籠―圧 ～Ar―圧

1 25Y3/1 鼻楊色 5配6/1音灰色10～ 30% 砂質に富む 炭化粒,酸 化鉄分微量

締まりやや有り粘催やや有り
2 5BG6/1言灰色 25Y3/景褐色6～50% 黒褐色とは主に北側に混入 砂質に富む

炭化粒.酸化鉄分微量 締まりやや有り.粘 性やや有り

BC鳴引BC′

L=25100m
Atトー ー引 Al

L=25100m
ARIト ー引 Au

L=25100m
Avト  ー引 Av

第10図 65区 (6)
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可能性がある。

出土遺物 なし。

時期 不明である。

65区塀跡 3号 (77区 SA3)

遺構 (第 10図、写真図版 7)

(位置・検出状況) 251～ 261グ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。65区塀跡 2号 とPP62が重

複関係にあり、65区塀跡 2号に対しては本遺構が新しく、PP62に 対しては本遺構が古い。

(平面形・規模) 検出長は232cm、 布堀 りの開日部幅18～ 20cm、 深さ 3～ 1 2cm程である。布堀りの軸線

方向はN-7° 一Eである。板痕跡は6枚検出されており、幅12～ 16cm、 深さ3～ 6 cm程 である。

板痕跡は軸線方向に対して平行に位置する。

(覆土・堆積状況〉 布堀り部分と板痕跡部分の 2層からなり、ともに黒褐色土に青灰色土が混入する覆土

である。

(壁・底面〉 布堀り部分の壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状～浅鉢状を呈する。底面はほぼ平坦

である。

(付属施設〉 塀跡に伴う柱穴は検出されていない。

出土遺物 なし。

時期 不明である。

遺構外出土遺物 (第 22～ 23図、写真図版14～ 15) かわらけ、国産陶器、中国産磁器、金属製品、石製品

が出土した。

かわらけ 登録したかわらけ4点 (手づくね 1点 。ロクロ2点・内折れ 1点、配49～ 52)を含め、 4号ビ

ニール袋約41.5袋分 (約20.7kg)が出土した。

国産陶器 常滑産が 7点、渥美産が 2点、須恵器が 1点、その他が 2点 (東濃産 ?の 山茶碗、肥前産の猪日)

出土した (配53～ 64)。

中国産磁器 白磁が 1点 (血65)出土した。器種は四耳壷と思われる。

金属製品 鉱滓が 1点 (配66)出土した。

石製品 砥石が 2点 (血67～68)出土した。

65区のまとめ

本調査区の地形は、北側部分が約30cmほどの削平を受けており、南側部分に比ベー段低くなっている。

一段高くなる上端ラインから65区溝跡 2号付近 (231～241グリッド)にかけて層厚 5～ 18cm程 の遺物包

含層が存在した。遺物の主体は 1区と同じく摩滅したかわらけ片である。

掘立柱建物跡は 2棟検出されたが、ともにプランが調査区外に延びるため全体形は把握できなかった。

65区井戸状遺構 1号では、最下層から南東隅に正位に置かれた完形の手づくね小型かわらけが出土して

いることから、儀式的な意味合いのもと意図的に埋め戻された可態性がある。

65区土坑 2号は埋土下半の覆土が有機質腐植土層であり、土壌分析の結果 トイレ遺構である可能性が高

↓ゝ。
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65区塀跡 1号は、後述の66区塀跡 2号との関連から土地を区画する意味合いを持つ可能性が考えらる。

65区塀跡 2号は、平泉町文化財センター調査区に延び、総延長は約23.4mになる。

65区溝跡 1号は、削平の影響により検出規模が小さいものと思われる。

(3)66区 (71区)(第■図、写真図版 7)

位  置 65区の東側に隣接する。旧橋本旅館敷地である。

検出遺構 掘立柱建物跡 3棟、溝跡 1条、塀跡 2条、柱穴65基を検出した。

66区掘立桂建物跡 1号 (71区 SBl)…・65区掘立柱建物跡 1号と同一建物

遺構 (写真図版 5)

詳細は65区掘立柱建物跡 1号を参照

66区掘立桂建物跡 2号 (71区 SB2)

遺構 (第 12図、写真図版 8)

(位置 。検出状況) 21」 ～22J、 21K～ 22Kグリッドに位置する。Ⅲ層上面から検出した。柱穴の切り

合いから、66区掘立柱建物跡 1号より本遺構が古い。

(平面形・規模) 隣接する平泉町文化財センター調査区分を合わせると、検出規模は東西ライン3間 (総

長640cm)、 南北ライン2間 (総長400cm)である。この建物は、北側調査区外へとさらに延びる可能性が

ある。南北ラインの軸線方向は、N-9° 一Eである。柱間寸法は、東西ライン南側が西から220cm(7.3

尺)、 210cm(6.9尺 )、 210cm(6.9尺 )で、南北ライン東側で南から180cm(5.9尺 )、 220cm(7.3尺 )であ

る。検出した柱穴は平泉町文化財センター側を含め12基で、柱穴の規模は当センター調査区分で開口部径

26～42c皿、深さ32～56cm程である。

(覆土・堆積状況) 柱穴は黒褐色土に緑灰色土が混入するものが多い。

出土遺物 かわらけ、粘土が出土した。

かわらけ PP6、 PP 8、 PP22か ら、細片が少量 (約 155g)出土した。

粘土 PP6、 PP22か ら、粘土塊が19点 (約 171g)出上した。

時期 12世紀に所属するものと思われる。

66区堀立柱建物跡 3号 (71区 SB3)

遺構 (第 13図、写真図版 8)

(位置・検出状況) 21J～ 21K、 22」～22Kグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。柱穴の切り合い

から、66区掘立柱建物跡1号より本遺構が古い。

(平面形・規模) 隣接する平泉町文化財センター調査区分を合わせると、検出規模は東西ライン3間 (総

長515cm)、 南北ライン 2間 (380cm)である。平面形式は東西ライン2間、南北ライン2間の身舎の東側

に廂が付く。この建物はさらに北側調査区外へと延びる可能性がある。南北ラインの軸線方向は約N-1～

7° 一Eである。柱間寸法は、廂を含め東西ライン南側が西から220cm(7.3尺 )、 195cm(6.3尺 )、 100cm

(3.3尺)で、南北ライン東側が南から190cm(6.3尺 )、 190cm(6.3尺)である。検出した柱穴は平泉町文化

薄センター調査区分を含め10基で、柱穴の規模は当センター調査区検出分で開口部径14～ 34cm、 深さ約10
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66区
A

平泉町文化財セ ンター調査区

L=25800m

笏

PP13

現代の盛土 砂利・小石などの層 ビユール片なども含む
現代の盛± 10YR6/8 明黄褐色ブロック、75YR4/6褐 色プロックの他、
小石などからなる 不使用の水道管 (1本)有 り
現代の盛± 10YR6/8 明黄褐色プロック、75YR4/6褐 色ブロック (2層より多め)

からなる 上位は木くずを帯状に含む
旧耕作層 10YR3/1 黒褐色 酸化鉄分縦線状に含む
炭化物 (2～ 5ma大)微量 粘性やや強・締まりやや有 り

Ａ
ト

1

2

3

4

|

10YR3/1 黒褐色 10YR5/6黄褐色地山プロック斑状30%
炭化物 (1～ 2mm大)微量 粘性有り・締まりやや有り
10YR6/2 オリーブ灰色 10YR3/1黒褐色、10YR5/6黄褐色地山プロック
斑状30%粘性有り・締まりやや有り

L=24100nl
Cトー

1引
C′

22Mの東 3m

十

10YR3/2 黒褐色シル ト 粘性有り。

締まりやや軟
10YR3/2 黒褐色 75YR5/6明 褐色地山
プロック30% 酸化鉄分縦線状に集積
粘性有り・締まりやや有 り

と=24100m
D卜  引 D′

10YR3/2 黒褐色シル ト 粘性有 り
,締 まりやや軟
10YR3/2 黒褐色 75YR5/6明 褐色地山

プロック30% 酸化鉄分縦線状に集積

粘性有 り・締まりやや有 り

1

第11図 66区 (1)
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66区柱穴計測表

No 緑模 にm) 深 さ (cm) 備 考

P2

42× 40
PP 4 22× 20

PP 5 32× 30

31× 29

PP 7 28× 27

42× (42) PP 9と 重権。PP8が 十日

17 PP 8と 重梅。PP9が新

PP10
PPll 27× 26

PP12 30× 28

PP13 34× 26

PP14 22× 20

PP15 14× 12

PP16 22× 18

PP19 27× 26

,P20 27× 22

PP21 22× 21 平泉町文化財センター調査区内

PP22 36× 26

PP23 30× 23

PP24 26× 24 平泉町文化財センター調査区内

10

PP26 23× (21) PP27と 重榎。PP26が 日

PP27 28× 24 PP26と 重榎。PP27が新

PP28 20× 20 と6

PP29 24× 2ユ

PP30 28× 28 溝跡 1号 と重複。PP30が新

PP31 16× 15 15

PP32 30× 28

13

PP34
PP35 36× (341 検出のみ

P'36 検出のみ

PP37 (32)× (32) 検出のみ

P'38 22× 18 こ出のみ

PP39 14× 14 PP40と 重複。PP39が新。検出のみ
P,40 34× 28 PP39と 重権。PP40が I日 ぅ給出のみ

掘跡 2号
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～34cm程である。

(覆土・堆積状況〉 黒褐色土に緑灰色土が混入するものが多い。

出土遺物 なし。

時期 12世紀に所属するものと思われる。

66区溝跡 1号 (71区 SDl)―・65区溝跡 1号 と同一の溝である

遺構 (第 11図、写真図版 8)

(位置・検出状況) 22」 ～22Kグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。PP30と 重複関係にあり、本

遺構が古い。

(平面形・規模) 平面形はほぼ真つ直ぐに延びる線状である。当センター調査区内における検出長は202

cmで、軸線方向はN-92° 一Eである。本遺構は、隣接の平泉町文化財セ ンター調査区に延びる。規模は、

開口部幅22～ 28cm、 底部幅 12～ 1 8cm、 深さ12cm程 である。

(覆土 。堆積状況) 2層 か らなる。黒褐色土、オリーブ灰色土に黄褐色地山ブロックが混入する覆土であ

る。

(壁・底面) 壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。底面は丸底状である。

出土遺物 なし。

時期 不明である。

66区塀跡 1号 (71区 SAl)

遺構 (第 11図、写真図版 8)

(位置・検出状況) 21M～ 22Mグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。66区塀跡 2号と重複関係に

あり、本遺構が古い。

(平面形・規模〉 平面形はほぼ真つ直ぐに延びる線状である。当センター調査区における検出長は108cm

で、軸線方向はN-18° 一Eである。本遺構は、隣接する平泉町文化財センター調査区に約 3m程延びる

が、塀跡 2号 に切 られ消失している。布堀 りの開口部幅25～ 28cm、 深さ16cm程である。板痕跡は、当セン

ター調査区分で軸方向に対 して平行に 3枚が検出され、幅約 1 0cm、 厚さ 2 cm程 である◇

(覆土・堆積状況) 布堀 り部分 と板痕跡部分の 2層からな り、ともに黒褐色土が主体の覆土である。

(壁・底面) 布堀 りの壁は外傾 して立ち上が り、断面形は浅皿状を呈する。底面は丸底状である。

出土遺物 (第23図、写真図版15) かわらけが出土した。

かわらけ 登録したかわらけ 1点 (手づくね、No,69)を 含め、細片が微量 (約41g)出土 した。

時期 出土遺物から12世紀に属するものと思われる。

66区塀跡 2号 (71区 SA2)

遺構 (第 11図、写真図版 8)

(位置・検出状況) 21M～ 22Mグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。66区塀跡 1号と重複関係に

あり、本遺構が新 しい。

(平面形・規模) 平面形はほぼ真っ直 ぐに延びる線状である。当センター調査区における検出長は130cm

で、軸線方向はN-14° 一Eである。本遺構は、さらに隣接する平泉町文化財センター調査区に約17～ 18
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m程延びる。

布堀 りの開日部幅24～ 30cm、 深さ14～ 1 6cm程である。板痕 EVAは 、当センター調査区分で 7枚検出されてお

り、うち 1枚は軸方向対して直交ざみである。幅は約 10～ 1 6cm、 厚さは 2 cm程 である。

(覆土・堆積状況) 布堀 り部分 と板痕跡部分の 2層か らな り、ともに黒褐色土が主体の覆土である。

(壁・底面) 布堀 りの壁は外傾 して立ち上が り、断面形は浅皿状を呈する。底面は丸底状である。

出土遺物 なし。

時期 出土遺物はないが、埋土等か ら12世紀に属するものと思われる。

遺構外出土遺物 (第23図、写真図版 15) かわ らけ、国産陶器、粘土が出土した。

かわ らけ 4号ビニール袋約 2袋分 (約907g)が出土した。

国産陶器 常滑産が 3点、渥美産が 1点出土 した (配 70～ 73)。

粘土 粘土塊が 4点 (約47g)出土 した。

66区のまとめ

掘立柱建物跡は 3棟検出された。柱穴の切 り合い関係か ら66区掘立柱建物跡 1号が最も新 しい。66区掘

立柱建物跡 2号、66区掘立柱建物跡 3号の新旧は柱穴の切 り合いがないため不明である。

溝跡 1号は、65区溝跡 1号 と同一の溝跡であ り、送センター調査区における総検出長は412cmと なる。

平泉町文化財センター調査区分を合わせる総延長は約28.2mとなる。

66区塀跡 1号 と66区塀跡 2号は、軸線方向がそれぞれ N-18° 一E、 N-14° 一Eと ほぼ同じであり、

布堀 りの規模や板痕跡の大きさ、埋土の様相なども似通つていることから作 り替え等何 らかの関わりを持つ

ものと思われる。66区塀跡 2号の総延長は、当センター調査区分と平泉町文化財センター調査区分を合わ

せると約19m程になる。この68区塀跡 2号の軸線方向は、白山社参道のN-14° 一Eと 同じである。一方、

65区で検出された65区塀跡 1号の軸線方向はN-80° 一Wであり、66区塀跡 2号の軸線方向とほぼ直角と

なる。交点部分は検出されなかったが、土地を区画する機能を有していた可能性がある。

※第73次調査により北辺にあたる塀跡が検出されたことから、 1つの区画割りであるものと思われる…詳細は第73次調査結

果を参照のこと。

(4)68区 (75区)(第 14図・写真図版 9)

位  置 国道4号主要地方道平泉・厳美渓線との交差点北東側国道4号沿いに位置する。

検出遺構 掘立柱建物跡 2棟、土坑 5基、溝跡 4基、柱穴57基を検出した。

68区掘立桂建物跡 1号 (75区 SBl)

遺構 (第 15図、写真図版 9)

(位置・検出状況) 16G～ 16H、 17G～ 17Hグ リッドに位置する。遺物包含層除去後、Ⅲ層上面及び整

地層上面で検出した。68区溝跡 2号と重複関係にあるが、本遺構が新しい。

(平面形・規模〉 調査区外にプランが伸びるため全体形は不明である。検出規模は桁行 5間 (総長760cm)、

梁行 2間 (総長410cm)で ある。桁行の軸方向はN― Sである。柱間寸法は、桁行がすべて190cm(6.3尺 )

で、梁行北側が西から200cm(6.6尺 )、 210cm(6.9尺 )である。検出した柱穴は、隣接の平泉町文化財セン
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ター調査区分を含め12基で、柱穴の規模は当センター調査区分で開口郡径32～ 76cm、 深さ25～ 58cm程で

ある。

(覆土・堆積状況) 柱穴は黒褐色土や緑灰色土を主体とした覆土である。PP36に は礎石が見られた。

出土遺物 (第24図、写真図版16) 柱穴からかわらけ、国産陶器、木製品、種子、粘土が出土した。

かわらけ PP36、 PP38、 PP40、 PP42、 PP46か ら4号ビニール袋0.5袋分 (約271g)が出土した。実測

可能なかわらけは、 2点 (PP40、 PP46と もにロクロ、血108～ 109)である。

国産陶器 常滑産がPP42か ら1点 (血 123)、 渥美産がPP40か ら2点 (配 120～ 121)が出土した。

木製品 PP36か ら種類不明の木製品が 1点 (配 143)出土した。

種子 PP36か らウメが 1点、モモが 1点出土した。

粘土 粘土塊がPP40か ら2点、 (約24g)、 PP46か ら3点 (約20g)出土した。

時期 12世紀に属するものと思われる。

68区掘立柱建物跡 2号 (75区 SB2)

遺構 (第 16図、写真図版 9)

(位置・検出状況) 12F～ 12Gグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

(平面形・規模) 検出規模は東側に隣接する平泉町文化財センター調査区分を合わせ、桁行 2間 (総長

470cm)、 梁行 2間 (総長470cm)である。この掘立柱建物は北側調査区外あるいは平泉町文化財センター

調査区東側へ延びる可能性がある。南北ラインの軸方向は、N-4° 一Wである。柱問寸法は、東西ライン

南側が西から210(6.9尺 )cm、 260cm(8.6尺 )で、南北ライン西狼Jが南から240cm(7.9尺 )、 230cm(7.6

尺)である。検出した柱穴は平泉町町文化財センター調査区分を含め6基で、柱穴の規模は開口部径14～

36cm、 探さ12～ 22cm程である。

(覆土・堆積状況) 柱穴は緑灰色土や黒褐色土を主体とした覆土である。

出土遺物 種子が出土した。

種子 PP lか らモモが 1点出土した。

時期 12世紀に属するものと思われる。

68区土坑 1号 (75区 SKl)

遺構 (第 17図、写真図版 10)

(位置・検出状況) 14G～ 15Gグ リッドに位置する。遺物包含層除去後のⅢ層上面で検出した。

(平面形・規模) 遺構が調査区外に広がることや撹乱などにより、全体を検出することはできなかった。

確認できたプランからは、円形が予想される。

(覆土・堆積状況) 3層 に区分される。いずれも黒褐色土を主体とし、オリーブ褐色土ブロックが入る。

人為堆積的様相である。

(壁・底面) 壁は外傾して立ち上がり、断面形はほぼ浅皿状を呈する。深さは、10～ 14cm程 である。

出土遺物 (第23～24図、写真図版15～ 16) かわらけ、国産陶器、粘土が出土した。

かわらけ 登録した6点 (手づくね 4点・ロクロ2点、血74～79)を含め、 4号 ビニール袋約 2袋分 (約

923g)出土した。

国産陶器 常滑産が 1点 (に 110)出土した。
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1 25Y6/4に ぶい黄シルト地山ブロック(2～ 3 1Ta)黄灰粘性シルト10～ 20%酸化鉄分3～ 5%
2 25Y3/1黒 褐粘性シルト 25Y4/2暗 灰黄粘土(lcm大 )10% 炭化物(3～ 5mm大)2% 整地

整地層

整地層
整地層3 10YR3/1黒 褐粘性シルト 25Y6/4に ぶい黄地山ブロック(3～ 10cm大)50～ 60% 整地層

4 25V4/1黄灰シルト 25Y6/4に ぶい黄地山プロック(1～ 2cm大)10～ 20%炭化物(2～ 10mm大)2%
5 25Y4/1黄 灰粘性シルト 25Y6/4に ぶい黄地山ブロック粘土(2～ 10cm大)40% 整地層5 25Y4/1黄 灰粘性シルト 25Y6/4に ぶい黄地山ブロック粘土(2～ 10cm大)40% 整地層
6 25Y4/1黄灰粘性シルト 75GY6/1緑灰地山ブロック(1～ 3cm大)30% 炭化物(2～ 10m大 )2%
6a 25Y4/1黄 灰粘性シルト 75GY6/1緑灰地山ブロック(1～3emA)40% 炭化物(2～ 10jam大 )2%
7 25Y守 1黄灰粘性シルト 75GY6/1緑灰地山プロック10% 炭化物(1～ 2mm大)2% 整地層

8 10Ⅵ謝/1黒褐ンルト 68区 溝跡3号埋土
9 25Y4/1黄 灰シルト～10YR3/1黒 褐シルト 68区溝跡3号 埋土

9a 25Y4/1黄 灰シルト～10YR3/1黒 掲シルト 25Y6/41こ ぷい黄ブロック(1～ 2cm大)10% 68区 溝跡3号 埋土

10 10YR3/1黒褐シルト 有機質分少量 粘性有り 68区 溝跡3号埋土

19

11 10WR3/1黒 褐シルト 7 5GY6/1緑灰地山ブロック崩壊±40% やや砂質分多い

68区溝跡3号埋土
12 10YR3/1黒 褐～10Y黒 2/1黒 泥質粘土層 68区溝跡3号埋土

13 25Y4/2暗 灰黄粘± 25Y7/4浅 黄～75GY6/1緑灰地山ブロック(1～ 2cm大)40%
粘性有り,締 まり有り 68区 溝跡4号埋土

14 25Y3/1黒 褐粘± 75GY6/1緑灰地山ブロック粘±20% 68区溝跡4号埋土

16 10YR3/1黒 褐粘± 75G6/1緑 灰地山ブロック(05～ 3cm大)10%
16 10YR3/1黒 褐北± 25Y5/2暗 灰黄地山プロック(lcm大 )10% 68区 溝VT4号埋土

17 25Y3/1黒 褐粘性ンルト 自然堆積的様相 地山

18 25Y5/2暗 灰黄粘性シルト 地山

18a 25Y5/2暗 灰黄粘性シルト 75CY6/1緑灰地山プロック20% 地山

19 75CY6/1緑 灰粘性シルト 地山
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第 15図  68区 (2)
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68区柱穴計測表
遺構名 規模 (cla) 深 さ (cnl) 備考

,Pl 14X14 12

PP2 22× 20

PP3 17× 14

PP4 24× 21 PP5と 重複。 PP4カ 新`
PP5 PP4と 重複。 ,P4カ 十`日

(26)× 14 土坑3号 と重複。PP6が旧
28× 23

PP8 26× 22 11

PP9 36× 30
P,10 29× 28

P,11 20× 1タ 4

PP12 17

PP18
'P49と

重複するが、新旧関係不明
FP14 25× 25 PP15と 重複。 PP14が 新

(24)× 20 PP14と 重複.PP15カ tl日

PP16 28× 23
PP17 19× 18
PP18 24× 17

PP19 23× 23
PP20
P,21

42× 36

18× 16

PP24 86× 28

PP25 26× 25 9

PP26 44× 32
PP27 30× 28
PP28 22× 20

PP鬱 21× 14 平泉町文化財センター調査区内

18× 13 8

遺構名 規模 (cla) 深さ (cml 備考

,P

PP33 18× 16 12

PP34 19× 18

28× 25

PP36 塑 ×32

26× 23

PP38
PPg ×22 土坑4号 と重複。PP39が旧

42× 42 PP41と重複。PP40が斯
PP41 40× (40) ,P40と 重権。PP41が 1日 _le出のみ

PP42 76× 54
PP43 (64)× (52) 検出のみ

PP44 24× 24

PP45 34× 30

PP46 62× 50

,P47 平泉町文化財センター調査区内

平泉町文化財センター調査区内

PP49 21× (20) PP13と 重複するが、新旧不明

PP50 34× (24)

PP51 20× 15

PP52 26× 25

PP53 (20)X18 土坑4号、 PP54と 重複。 PP53が 1日

PP54 土坑4号、PP53と 重視 土坑4号より旧。PP53よ り斯

'P55
溝跡4号 と重複。溝に伴う経大の可能性右 り

PP57 PP58と 重権するが、新旧不明

劇P57と 重複する力Ⅲ、新旧不明

※ ( )は推定値

(3)



粘土 粘土塊が 1点 (約 10。5g)出土した。

時期 出土遺物から12世紀に属するものと思われる。

68区土坑 2号 (75区 SK2)

遺構 (第 17図 )

(位置 。検出状況) 15Gグリッドに位置する。遺物包含層除去後のⅢ層で検出した。

(平面形・規模) 平面形はほぼ円形で、開口部径66× 66cm、 底部径42× 3Scm、 深さ約1 lcmである。

(覆土・堆積状況) 2層 からなる。 1層は焼土を含む覆上である。人為堆積的様相である。

(壁 。底面) 壁は緩やかに外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。

出土遺物 かわらけが出上した。

かわらけ 細片が微量 (約 16g)出土した。

時期 不明である。

68区土坑 3号 (75区 SK3)

遺構 (第 17図、写真図版 10)

(位置・検出状況) 13F～ 13Gグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出された。PP6と重複関係にあり、

本遺構が新しい。

(平面形・規模) 遺構が調査区外に広がることにより、全体を検出することはできなかった。確認できた

プランからは円形が予想される。開口部径110cm、 底部径90cm、 深さ110cm程である。

(覆土・堆積状況) 5層 に区分される。下位の 4、 5層は自然堆積的様相を、中位～上位の 1～ 3層は人

為堆積的様相である。 3層は木製品を含む有機腐食土層である。

(壁・底面) 壁は底部から直立気味に立ち上がり、検出面から50cm下がつた地点から検出面まではやや

外傾する。断面形はビーカー状を呈する。底面はほぼ平坦である。

出土遺物 (第 23～25図、写真図版15～ 17) かわらけ、国産陶器、木製品、種子が出土した。

かわらけ 登録したかわらけ 1点 (ロ クロ、血80)を含め、 4号 ビニール袋約 1袋分 (約471g)が出上し

国産陶器 常滑産が 1点 (配 111)、 渥美産が 1点 (配 112)出土した。

木製品 3層からチュウ木が 3点 (血 126～ 128)、 種類不明の本製品が4点 (配 129～ 132)出土した。

種子  3層からモモが 1点出土した。

時期 12世紀に属するものと思われる。

68区土ザこ4号 (75区 SK4)

遺構 (第 17図、写真図版 10)

(位置・検出状況) 16G～ 16Hグ リッドに位置する。遺物包含層除去後の整地層直下のⅢ層で検出した。

PP39と 重複関係にあり、本遺構が新しい。

(平面形・規模) 平面形は不整な楕円形である。規模は開口部径80× 56cm、 底部径44× 35cm、 深さ32

cm程である。

(覆土・堆積状況〉 黒褐色土主体の単層である。人為堆積的様相である。
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5Y4/2灰 オリープ 5BG5/1青灰色土地山プロック班状 粘性有り・締まり無し
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25Y3/1黒 褐 緑灰・浅黄地山ブロック(1～ 3cm大)10% 炭化物粒 (1～ 10Hm大 )10% かわらけ片含む

第 17図  68区  (4)
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(壁・底面〉 壁は外傾 して立ち上が り、断面形は逆三角形状を呈する。

出土遺物 (第23図、写真図版15) かわ らけ、石製品、粘上が出土した。

かわ らけ 登録 した 6点 (手づ くね 3点・ロクロ 3点、配81～ 86)を含め、 4号 ビニール袋 1.2袋 (約

61lg)が出土した。

石製品 砥石が 1点 (配 147)出土した。

粘土 粘土塊が 7点 (72.84g)出土した。

時期 12世紀に属するものと思われる。

68区土坑 5号 (75区 SK5)

遺構 (第 17図 )

(位置・検出状況) 15G～ 15H、 16G～ 16Hグ リッド、平泉町文化財センター調査区にまたがって位置

する。遺物包含層除去後のⅢ層から検出した。

(平面形・規模) 平面形は楕円形状であり、規模は開口部径114× 100cm、 底部径86× 64cm、 深さ1 6cm

程である。

(覆土・堆積状況) 黒褐色土主体の単層である。人為堆積的様相である。

(壁・底面) 壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。底面はほぼ平坦である。

出土遭物 かわ らけが出土した。

かわらけ 平泉町文化財センターが保管 している。

時期 12世紀に属するものと思われる。

68区溝跡 1号 (75区 SDl)

遺構 (第 18図、写真図版 10)

(位置 。検出状況〉 14Gグ リッドに位置する。遺物包含層除去後のⅢ層で検出した。

(平面形・規模) 平面形はほぼ真っ直 ぐに延びる線状である。当センター調査区内における検出長は180

cmで、軸線方向はN-83° 一Wである。開口部幅80cm、 底郡幅 18cm、 深さ36cm程である。水は東流する構

造になっている。

(覆土・堆積状況) 4層 に区分される。概ね黒色土を基調とする覆土であり、 1～ 3層までは炭化物粒を

含み、 3～ 4層は粘性が強い。

(壁・底面) 壁は外傾して立ち上が り、断面形は逆三角形状を呈ずる。

出土遭物 (第23～24図、写真図版 15～ 17) かわ らけ、国産陶器、中国産磁器、金属製品、種子、粘土が

出土した。

かわらけ 登録した 8点 (手づくね 6点 。ロクロ 2点、血87～94)を含め、 4号 ビニール袋約 5袋分 (約

2.3kg)が出土した。

国産陶器 常滑産が 1点 (血 H3)、 渥美産が 2点 (睫 114～ 115)出土した。

中国産磁器 白磁が 1点 (配 124)出土した。器種は皿である。

金属製品 同一個体と思われる釘が 2点 (配 144～ 145)出土した。

種子 モモが16点、不明種子が 1点出土 した。

粘土 粘土塊が 6点 (約86g)出土した。
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時期 12世紀に属するものと思われる。

68区溝跡 2号 (75区 SD2)

遺構 (第 18図、写真図版 11)

(位置・検出状況) 171～ 17Hグ リッドに位置する。Ⅲ層上面及び整地層上面で検出した。68区掘立柱

建物跡 1号 (PP38、 PP42)、 PP37と 重複関係にあるが、本遺構が古い。

(平面形・規模) 平面形はほぼ真っ直 ぐに延びる線状である。当センター調査区分の検出長は約156cmで

あり、隣接の平泉町文化財センター調査区に延びる。長軸の傾きは、 N-86° 一Wである。規模は開口郡

幅240cm、 底部幅32cm、 深さ133cm程である。水は東流する構造になっている。

(覆土・堆積状況) 13層 に区分される。 1～ 3層は人為的堆積の様相である。 3、 6層 は有機質腐食土

層で、木製品を含む。 12、 13層は緑灰色土 (粘土質)主体で、砂質分を多く含む。

(壁・底面〉 壁は外傾 して立ち上が り、断面形は逆三角形状を呈する。

出土遺物 (第24～25図、写真図版 15～ 17) かわらけ、中国産磁器、木製品、種子が出土した。

かわ らけ 登録 した 7点 (手づ くね 4点 。ロクロ 3点、配 95～ 101)を含め、 4号ビニール袋約 2袋分

(約963g)が出土 した。

中国産磁器 青磁が 1点 (h125)出土した。器種は壺である。

木製品 蓋 と思われるものが 1点 (血 133)、 部材が 1点 (配135)の他、種類不明の木製品が 7点 (配 134、

136～ 141)出土 した。

種子 モモが 1点出土 した。

時期 12世紀後半代に属するものと思われる。

68区溝跡 3号 (75区 SD3)

遺構 (第 18図、写真図版 11)

(位置・検出状況〉 16Gグ リッ ドに位置する。整地層直下のⅢ層で検出した。68区掘立柱建物跡 1号

(PP40、 PP43、 PP46、 PP48)と重複関係にあるが、本遺構が古い。

(平面形 。規模〉 平面形はほぼ真っ直ぐに延びる線状である。当センター調査区分の検出長は約170cmで

あり、隣接の平泉町文化財センター調査区に延びる。軸線方向はN-96° 一Wである。規模は開口郡幅

196cm、 底部幅 70cm、 深さ70cm程 である。水は東流する構造になっている。

(覆土・堆積状況) 4層 からなる。いずれも黒色土、緑灰色土を主体とする覆土である。

(壁・底面〉 壁は外傾して立ち上がる。特に北側の壁は大きく外反して立ち上がる。断面形は逆台形状を

呈する。底面はほぼ平坦である。

出土遺物 (第 24図、写真図版16) かわらけ、木製品が出土した。

かわらけ 登録した 3点 (ロ クロ3点、配102～ 104)を含め、 4号ビニール袋0.8袋分 (約387g)ヵ 出ゞ土

した。

木製品 箸状の本製品が 1点 (配 142)出土した。

時期 12世紀中頃～後半に属するものと思われる。

68区溝跡 4号 (75区 SD4)
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5Y2/1黒  炭化物粒 (1～ 51am大 )多量
5Y3/2オ リープ黒 25Y4/4オ リーブ褐班状多量

炭化物 (1～ 8mm大 )少量
5Y2/1黒 粘土質 炭化物粒 (2～ 5mm大)多量
5Y6/1灰  粘土質 締まり無し

L=24700m

溝跡 2号

1 75GY6/1緑灰粘性シル ト地山プロック(2～ 7cm大)25Y4/1黄 灰色シル ト20% 炭化物 (2～ 5mm大 )

1%未満人為的埋め戻し
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75GY6/1緑灰粘土地山プロック(2～ 3cm大)25Y4/1黄灰シジレト40%
10YR3/1黒褐 有機質腐食土 木製品含む

ち量 猛鱚 褒粘権多昇 卜
や

再麗尋 看β慧被地山ブロック住～3c皿力 20%厠 ヒ物9～20m2%
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25Y2/1黒 シル ト 5G6/1緑灰±5% 上位に酸化鉄分縦線状集積 粘性有り。締まり上位有 り、

下位やや軟
5G6/1緑 灰 10YR3/2黒褐20% 25Y5/4黄褐10% 上位に酸化鉄分集積 全体的に砂質

粘性有り 整地層からの流れ込みの土
25Y2/1黒 シル ト 5G6/1緑灰5% 粘性有り 締まり上位やや軟、下位軟

10Y3/1オ リーブ黒シル ト 5G6/1緑灰30% 全体的にやや砂質粘性有 り,締 まり無し

第18図 68区 (5)
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遺構 (第 18図 )

(位置 。検出状況) 16G～ 17Gグ リッドに位置する。整地層内で検出した。

(平面形・規模) 平面形はほぼ真っ直ぐに延びる線状である。当センター調査区内における検出長は、途

中の消失部分を含め約168cm程であり、隣接の平泉町文化財センター詞査区に延びる。軸線方向は N-103°

一Wである。規模は、上幅20～ 26cm、 下幅 10～ 18cm、 深さ22cm程である。

(覆土・堆積状況) 4層 からな り、概ね黒IBJ色土粘土主体の覆土である。

(壁・底面) トレンチ断面での観察によると、南側の壁は外傾 して、北側の壁は直立ぎみに立ち上がる。

断面形は半円形に似る。

(付属施設) 柱穴が当センター調査区内において 1基検出されている他、平泉町文化財センター調査区内

でも数基検出されている。

出土遺物 なし。

時期 12世紀に属するものと思われる。整地層の状況か ら68区溝跡 3号 と同時期に存在 していた可能性が

ある。

遺構外出土遺物 (第 25～26図、写真図版17～ 18) かわ らけ、国産陶器、中国産磁器、金属製品、石製品、

種子、粘土が出土した。

かわ らけ 登録 した14点 (手づくね 8点 。ロクロ6点、血 148～ 161)を含め、 4号 ビニール袋 18.5袋分

(約 8。 7kg)が 出土した。

国産陶器 常滑産が20点、渥美産が19点、須恵器が 2点、その他が 1点 (志野産の皿)出土 した (血 162

-203)。

中国産磁器 白磁が 1点 (血204)出土 した。器種は皿である。

金属製品 鉱津が 2点 (瞼 205～ 206)出土 した。

石製品 剥片が 2点 (配207～ 208)出土した。

種子 モモが 1点出土した。

粘土 粘土塊が126点 (約768g)出土した。

68区のまとめ

68区は、比較的大規模な掘立柱建物跡と溝跡の他、整地層、遺物包含層が検出された。遺構の新旧関係

を整理すると、古い順に溝跡 2号・溝跡 3号→整地層→掘立柱建物跡 1号となる。溝跡 2号・溝跡 3号の新

旧は不明である。出土遺物がともに似通つてお り、 12世紀中頃～後半代が推定される。整地層は厚いとこ

ろで約30cmほ どあり、溝跡 3号、溝跡 4号 を覆 う。掘立柱建物跡 1号は、その柱穴の規模か ら大規模な建

物であったものと思われる。

遺物包含層は、68区土坑 4号付近か ら調査区南側全体にかけて存在 した。層厚は 5～ 20cm程 で、遺物の

主体は 1区・65区 と同じく摩滅したかわ らけを主体とする。

68区溝跡 1号は、65区井戸状遺構 1号を除き、今回の調査の中で最も遺物出土量が多かつた遺構である。

かわ らけは、登録 した 8点 (手づくね 6、 ロクロ 2)を含め 4号 ビニール袋約 5袋分 (約 2.3kg)、 国産陶

器は常滑産 1点、渥美産 2点、その他 1点の出土、中国産磁器では白磁が 1点出土、金属製品では釘 2点出

土、種子ではモモ16点、不明種子 1点出土、粘土は粘土塊 6点 (約86g)出土した。
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68区溝跡 4号は、整地層を確認するために入れた トレンチの断面からその存在が確認された遺構である。

溝としては規模が小さく、またいくつかの柱穴を伴うことから塀跡である可能性も高い。

68区土坑 3号は、覆土下部に有機質腐植土層があり、土壌分析の結果 トイレ遺構であることが分かつた。

(5)69区 (旧 76区)(第 18図、写真図版12)

位  置 町道診療所線を挟んで68区の北側、国道 4号沿いに位置する。GS三田商店前である。

検出遺橋 柱穴列1条、柱穴 7基検出した。

69区柱穴列 1号 (76区柱穴列 1号 )

遺構 (第 20図、写真図版12)

(位置・検出状況) 8E～ 8Fグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で各柱穴を検出した。第56次調査におい

てもはぼ同じ軸線方向上で柱穴列が検出されていることから柱穴列とした。

(平面形 。規模) 柱穴列を構成するのは、その規模からPP3、 PP5、 PP7と思われる。平面形はほぼ真つ

直ぐに配列し、軸線方向はW― E正方位である。柱穴の規模は直径44～ 58cm、 深さ29～54cmである。柱間

星巨離はPP3～ PP5、 PP5～ PP7と もに100cmである。

(覆土・堆積状況) 概ね緑灰色土に黒褐色土がまだら状に混入した覆土である。

出土遺物 なし。

時期 不明である。

遺構外出土遺物 (第 26図、写真図版18) 国産陶器が出土した。

国産陶器 常滑産が 1点 (睫209)出土した。

69区のまとめ

69区柱穴列 1号等の柱穴が検出された他は、土坑類や溝跡類の検出はなかった。69区柱穴列 1号の性格

等の詳細は不明である。

(6)70区 (旧 72区)(第 19図、写真図版12)

位  置 69区北側に隣接した国道4号沿いに位置する。ガソリンスタンド三田商店前である。

検出遺構 土坑 1基、柱穴列 1条、柱穴21基検出した。

70区土坑 1号 (72区 SKl)

遺構 (第 20図、写真図版 12)

(位置 。検出状況) 6Eグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

(平面形・規模) 遺構が調査区外に広がるため全体形は不明である。検出された分から推定すると平面形

は楕円形で、開口部径56× 48cm、 底部径49× 42cm、 深さは1 2cm程である。

(覆土・堆積状況) 黒褐色土ないし暗灰黄色土～黄褐色土を主体とする2層からなる。明確ではないが、

自然堆積的様相である。

(壁・底面) 壁は緩やかに外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。底面は丸底状である。
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出土遺物 かわらけが出土した。

かわらけ 細片が微量 (約3g)出土した。

時期 遺物は12世紀に属するが微量であり、時期は不明である。

70区柱穴列 1号 (72区柱穴列 1号 )

遺構 (第 20図 )

(位置・検出状況) 6E～ 6F、 7E～ 7Fに位置する。Ⅲ層上面で各柱穴を検出した。第56次調査に

おいてもほぼ同じ軸線方向上で柱穴列が検出されていることから柱穴列とした。69区柱穴列 1号 とは約10

mの間隔を持ち、ほぼ平行する。

(平面形・規模) 検出された柱穴は 7基である。重複関係があることから複数期わたり存在していた可能

性も考えられる。平面形はほぽ真っ直ぐに配列し、軸線方向はW― E正方位である。柱穴の規模は直径24

～30cm、 深さ5～ 26cmで ある。

(覆土・堆積状況) 青灰色土、オリーブ黒色土を主体とする覆上である。

出土遺物 なし。

時期 不明である。

遺構外出土遺物 なし。

70区のまとめ

土坑と柱穴列の検出はあったが、69区 と同様に遺構の検出数は少なかった。70区柱穴列 1号の性格等の

詳細は不明である。

(7)71区 (旧 66区)(第21図、写真図版13)

位  置 70区北側に隣接した国道 4号沿いに位置する。

検出遺構 溝跡 2条、柱穴 4基検出した。

7¬ 区溝跡 1号 (66区 SDl)

遺構 (第 21図、写真図版 13)

(位置・検出状況〉 2D～ 3Dグリッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

(平面形・規模〉 平面形はほぼ真っ直ぐに延びる線状である。検出長は440cmで、軸線方向はN-7° 一

Eである。開日部幅12～ 22cm、 底部幅8～ 16cm。 深さ8cm程である。水は南流する構造になっている。

(覆土・堆積状況) オリーブ褐色土主体の 2層からなる。自然堆積的様相である。

(壁 。底面) 壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅鉢状を呈する。底面は丸底状である。

出土遺物 なし

時期 不明である。

71区溝跡 2号 (66区 SD2)

遺構 (第 21図、写真図版 13)
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25Y3/1黒 褐 75GY5/1緑灰地山土まだら状10～20% 酸化鉄分少量 PP3～ PP7埋土
75GY5/1緑灰地山± 25Y3/1黒 褐まだら状30% PP3～PP7埋 土
75GY5/1緑灰地山± 25Y3/1黒 褐まだら状10% PP3埋土

70区 柱六列 1号

6Eの南3m

♯

ё
禅 =ム如0吋′

γ
1 25Y3/2黒 褐 粘性・締まりやや有 り
2 25Y4/2暗 灰黄～25Y5/6黄褐地山プロックの混合土

粘性やや有 り。締まり有 り

0            1            2m

69区 柱穴列 1号

八

PP3

鮎

′

氷

PP7

⑩

７Ｅ
＋

″
鐵

0

警 =%4∞ぜ

的
1

2
3
4
5

6

PP15据え方 10YR3/2黒褐
PP15掘 り方 10BC5/1青灰
PP14据え方 10YR3/2黒褐
,P14掘 り方 10BG5/1青灰
PP13据え方 10YR3/2黒褐
PP13掘 り方 10BC5/1青灰

炭化物粒微量 'P15埋土
10YR3/2黒褐20% PP15埋土

'P14埋
土

10YR3/2黒褐 10% PP14埋 土
PP13埋土
10YR3/2黒褐20% PP13埋土

※ ( )は推 定値

70区柱 六 計測 芸

第 20図  69区・ 70区

※ ( )は推 定値

(2)

L=25200m

69区柱 六 計測 表

69区柱穴列 1号計測表 (西か ら)

血 掘り方規模
(m)

さ
０

深
他

底面の
標高 (m)

柱痕跡の 柱痕跡規模
(cm)

柱アタリ標 i

PP7 52× 46 2468 有 20X16 247
PP5 28× 49 有 20× 19 2486
PP6 (26)× 24 12 18× (16) 2501
PP3 52× 44 2473 有 20× 19 2475
PP4 2502 有 2502

70区柱穴列 1号計測表 (西か ら)

ib 掘 り方規模 深 さ
(cld)

底面の 穫展 跡 の
有無

柱痕 跡規 模
(cm)

住アタ リ標高
(m)

,P21 (25)× (25) 2504
28× 24 有 14× 12 2494

P'15 0 2499 有 20× 18 2499
PP14 30× 26 5 2501 有 15× 12 250よ

PP13 23× 22 2486 有 18× 16 2486
PPll 24× 23 7 2499 錘

（
PP12 26× 22 2480 有

※ ( )は推定値
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71区

A溝跡 1号

X

妨
♯

Ａ動中〉ｎⅣ

Ａ
３Ｅ♯

25Y4/3オ リープ褐 炭化物粒微量
2.5Y4/4オリーブ褐 25Y4/3オ リーブ褐斑状少量

性 L=2,200m耳

サ

1 25Y4/3オ リープ褐 酸化鉄分多量

0             1             2m

第21図 71区
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71区柱穴計測表

h 規模 鰤

TIPl 25× 24
PP2 28× 28

PP3
PP4 27× 22



(位置・検出状況) 4Dグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

(平面形・規模) 平面形はほぼ真つ直ぐに延びる線状である。検出長は214cmで、軸線の傾きはN-5° 一

Eである。開口部幅110～ 116cm、 底部幅20～ 28cm、 深さ16cm程 である。水は東流する構造になっている。

(覆土・堆積状況〉 オリーブ褐色土の単層である。自然堆積的様相である。

(壁・底面〉 壁は外傾して立ち上がるが、特に北側の壁は緩やかな傾斜を示す。断面形は浅皿状を呈する。

底面は丸底状である。

出土遺物 なし

時期 不明である。

遺構外出土遺物 なし。

71区のまとめ

溝跡が 2条検出されたが、68区・69区 と同様に検出された遺構は少なかった。溝跡 2条は、出土遺物が

なく時期等の詳細は不明である。
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第 1表 かわらけ観察表

鬱録的 写 版 桐香ヌ 汁 蝕持 層 位 種  類 分 類 日径 icm 器高 icm 践存度 :% 重量 : 備 考
l 区 十 2号 層 手づ くね 。小 C3
2 区 十 層 ロクロ・小 (84) 1 2086 浙ヽ蔵
3 区 土坑 2 ロクロ・★ Rd i部少 1594 滅ヽ、回転糸切無調整
4 4 区 土坑 2号 ロクロ・小 這器50 2916 i滅、回転糸切無調整
5 14 区 土坑 2号 2詔 ロクロ。小 3678 :滅、回転糸切無調整
6 区 土坑 号 4層 ロクロ・小 rd 底部少 755
7 1区 PPl 埋 土 手づ くね 。大 D4 (144) 3579 i滅

9 区 22C 工層 手づ くね・大 D4 (136) 3853 i滅

区 22C Ⅱ 層 内折れ 内折れ 11 2493 !滅

1 区 22C Ⅱ ロクロ・小 rd (52) (14) 民部 50 2319 薄i滅、回転糸切無調幕
区 22C Ⅱ づくね。大 C4 140) 3517 i滅

14 区 22D Ⅱ層 内折 れ 内析 れ 滅
1区 22D I層 内折れ 内折れ 337

4 1区 22D Ⅱ層 内折れ 内折れ 372
4 1区 22D Ⅱ層 ロクロ・大 Rd (74) 底部少 1131 摩滅、糸切雇不明瞭

65区 PP46 ロウロ・′ト 2562 摩滅
65区 Ⅱ ロクロ, 底認 /J/・ 557 摩滅
65区 Ⅱ 内析 れ 内析 れ 滅
65区 Ⅱ層 ロクロ,小 rd (66; 5391 滅、糸切痕不明瞭
35区 E層 手づ くね 。大 1と2) 3871 滅

66区 塀 跡 号 埋 土 手づ くね 。大 D4 (94) 1484 面黒色付着物
5 68区 十 1号 埋 土 ロクロ・小 底部 25 摩減

5 68区 土坑 1 十 千づ くね 。★ C5′ (143) 9584 指凹み痕顕著
68区 土坑 1 十 ロクロ。小 rd 摩 滅

5 68区 土坑 1号 埋 土 手づ くね・ガ |テ〒多 6271
5 68灰 土坑 号 埋 土 ヨユ▼)く 章a・ /J D2 略完形 4608 摩 瀾

5 68区 土坑 3号 埋 土 手づ くね 。 D4 (160) 6751 摩滅 、 指 凹み雇 謳 薯

68区 十境 4号 埋 土 ロクロ。大 Rd 100) 底部 20 2462
15 68区 i4号 埋土 手づ くね 。小 C3 17 略完形 6499 摩 滅

68区 4 輝 十 ロクロ・★ Rd23 (144) (72) 6683 回転糸切無調整、内外面カーボン付着
68区 土坑 4 I・P十 手 づ くね・大 D4 (128) 5631 摩滅、底部カーボン付着

2 68区 土坑 4号 埋 土 ロクロ・小 底部30 1561
1 68灰 土 坑 号 埋 土 ロクロ・小 rd 18 4542 黒色付着物

68広 土坑 4号 埋土 手づ くね 。小 D4 22.16 j― ボン付碧
68区 跡 1丹 ・ 2層 手づ くね・小 D3 5148
68区 脈 1号 ・2層 手づ くね 。大 C5 12246 摩 滅

68区 訴 1 1・ 2層 牟 づ くね 。女 C4 (146) 1983 摩 滅
68区 構 跡 1 1・ 2 手 づ くね・ C4 (148) 4027 摩滅、黒色付着物
68区 溝跡 1号 1 ロクロ・ rd (7.0) 底部20 1939 摩 滅
68区 溝 跡 号 1・ 2層 ロクロ。小 rd 底部 20 1131 摩 祓

5 38区 濤跡 1号 3層 手づ くね 。旭 C3 56.47 滅

5 68区 溝 絲 1号 3層 手づ くね 。大 C4 12335 ]四み痕、内外面やや黒色
5 68K 2号 2層 手づ くね 。大 C5 1111 摩滅、
5 38区 2号 2層 手づ くね・刀 D4 6927 摩滅、内面黒色付着物
6 68区 溝跡 2号 2層 ロクロ,大 rd 底モ∬60 8163 摩 滅
6 68区 溝跡 号 2膳 ロクロ・大 Rd00 140) 844 麿 減

6 68区 溝跡 2号 2層 ロクロ・小 (60) (1 辰部 75 4134 摩滅、糸切 り痕不明瞭
6 68灰 濤跡 2号 3層 手づ くね 。 C3 (158) 2204 指凹み痕

101 6 68区 V蓋 : 2号 4層 手づ くね 。大 (147) 5093 摩滅、指幽みた、外面星れ付着物
6 68区 3号 埋土 ロクロ・小 rd 底部251 1435 摩滅

6 68区 3号 埋土 ロクロ,大 Rd 68 (lD I 底部601 4152 摩 滅
6 68区 溝跡 3号 j・fF十 ロクロ・大 Rd (14)| 底部901 9910
6 区 PP20 輝 土 内祈れ 内析 胸 791
6 68区 PP20 埋 土 ロクロ。大 Rd24 146)

68区 PP39 連 土 ロクロ・ rd (58) 1310
68広 PP40 埋 土 ロクロ,大 Rd 底部少
68区 PP46 埋土 ロクロ。小 rd (50) 底部少 650
68区 5G [層 ロクロ・イ (56) 底部 60 345 摩 滅
68区 5G Ⅱf冒 手づ くね 。大 C3 (1■ 8) 6103 灯明皿、摩滅
68区 5G 圧層 づくね。 4 (134) 4338 摩 滅
68区 5G Ⅱ譴 づくね。大 35 143) 10442 摩滅、底部中央黒色付着物
68区 G Ⅱ層 ブくね。大 C3 138) 0418 摩 滅
68区 G Ⅱ層下層 ロクロ・小 底部 3520
68区 G Ⅱ層下層 ロクロ・小 rd 底部 80 2810 摩滅

68区 G Ⅱ層下層 手づ くね 。大 C3 4520 摩 滅

68区 G I層下部
|

Rd 底部40 4258 摩 滅
157 68区 15G I層下部 |

ロクロ・大 Rd 底部 60 内面 ; 色付着物
68区 G I層  ト子づ くね・/J D3 5126 摩滅
68区 G Ⅱ層 ロクロ・小 (5つ 底部30 摩 滅

68区 G I層 ロクロ・大 Rb 100) 医部 少 6722 蔭滅、 器 種 lH続
68区 G 整地層 ロクロ・小 底部少 1366 摩 減

※かわらけの分類は、松本建速 (1995):「 かわらけの形態分類と編年J『柳之御所跡発掘調査報告』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第228集による。
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第 2表 国産陶磁器観察表

き録怖 園 肺 写 脂 出十 1111点 層 締 種  類 器 種 部  r● 時 期 備 考

8 1区 十坑 2号 4 常 準 片 口鉢 日縁 ～胴部 2な い し3型式

1区 22C Ⅱ層 常 滑 甕 胴 部 12c
1区 22C I層 常 滑 壺 日縁部 12c

4 1区 22C Ⅱ層 渥美 甕 肩部

1区 22C I層 渥 華 牽 月同部 34と 移合

4 1灰 22C Ⅱ 眉 常 滑 片 日 Л同～底部 後 半

1区 22C Ⅱ 常 片日ζ 08 12c
4 と区 22D Ⅱ 常 鉢 胴～底部 12c 26と 接合。内面に自然釉の飛沫 2な いし3型式

4 と区 22D 圧層 常滑 鉢 日縁部 12c後半

4 1区 22D Ⅱ層 常 滑 甕 胴部 12c
4 1区 22D Ⅱ層 常 滑 片 口儀 12c 23と移 1今

4 1灰 22D E 常 滑 牽 Π同部 12c 外 面 に押 印

1区 22D Il 常 滑 片 日鋏 胴 部 12c
1区 22D 漏 美 墾 打同部 12c
1医 22D 渥 美 甕 胴 部 12c 外面 に押印

1医 22D Ⅱ層 須恵器 甕 肩部 ロクロ成形

1区 22D Ⅱ層 常 滑 碗 ? 胴 部 2c

4 1区 22E 常 滑 牽 Л同瓢 2c 外 面 に押 印

1区 22E Ⅱ層 漏 華 奪 頸 部 12c 20と接合

65区 常 ギ 片 日鉢 底 部 12c 11 2cm(推 定)。 平底。内面自然釉の飛沫。体部下端横ケズ

4 65区 常 平 甕 層 部 12c 外面 ににぶ い緑釉

65区 常 滑 片 日鉢 胴 部 12c

65区 Ⅱ層 常 滑 甕 肩 部 12c 外面 に鮮やかな緑和

65区 I層 渥 美 甕 胴部 12c

4 65区 須 庶果 奉 1同部 ロクロ成形

65Ⅸ Ⅱ 層 東洛 i ? 山茶 硫 日綴部 12 後 半 東 山産 の 可能性 あ り

65区 常 甕 ほ同部

65区 常 治 甕 胴部 外面 自然釉 の剥落

65区 I層 常 滑 甕 胴 部 2c 外面 に押印

65区 Ⅱ層 渥美 ? 甕 胴 部

65区 表 土 肥前 ? 猪 日 底部 8c 廣律5 8cm(推 † )ハ けの目聞型高台.胎 十は自角。染付

5 66区 不 明 葬 十 肯 滑 簿 胴 Ж 2c 外 面 自然釉 の剥落

15 66灰 不 明 嘉 十 常 滑 牽 肩 部 1 2c

66区 不 明 表 十 一軍 日縁 部 2c

66区 不 明 表 土 名浄乎 片 日鉢 底 部 2c 底部にすのこ痕

68区 土坑 1 埋土 常滑 甕 肩部 2c 外面 に押 印。鮮やかな緑釉

6 68区 土坑 3号 埋 土 常 滑 片 日鉢 口縁部 2c 口縁 内面 に自然釉の飛沫

6 68区 土坑 3号 埋 土 渥 美 甕 胴 部 2c 外雨 自然 釉 の剥落

6 63区 濤 跡 号 常 滑 警 1同部 2c

68灰 号 ・ 2層 瀑 一甲 月同部 174と 接合。外面に緑釉の流れ

15 68区 1 1・ 2層 警 肩 部 3 2c /1・ 面に鮮やかな緑釉

68区 PP 6 輝 土 常 蜜 ほ同部 2c

117 68区 PP20 埋 土 常滑 甕 胴部 2c 外面 に押印

68区 PP24 埋 土 常滑 甕 胴 部

68区 PP31 埋 土 常滑 甕 胴部 11

68区 PP40 埋 土 渥 美 硫か欲 口綴紹 2c 外面 回綴 部 に釉

ら8区 PP40 耀 十 澪 腕 か 1同部 2c

122 38区 PP41 須 庶 議 か 肩 部 ロクロ成形

68医 PP42 暉 常 甕 胴 部 外面 に押印

68区 13G 名患ギ 甕 肩部 頸～肩部分

7 68区 15G Ⅱ層 渥 美 甕 胴部 14 2c 頸部分。外面 に釉

7 68区 15G I層 渥 美 甕 胴 部 11

7 68区 15G I層 渥 美 鉄 2c

7 68区 G Ⅱ層 渥 華 一Ｗ 2c 平 底。 回転 糸切 り雇

7 68反 G 狂 層 常 学 肩 部 2c 頸部分。外面 にX4L

7 68区 15C 4言平 牽 ほ同部 11

68区 15G Ⅱ層上部 常 平 瓶 ? 日縁部 頸部分 ?

17 68区 15G I層上部 常 滑 甕 胴 部 2c

171 68区 G Ⅱ層上部 常 滑 甕 肩 部 11 頸部分。外面 に鮮やかな緑釉

68区 G I層上部 渥 美 小碗 日縁部 2c 内外 面 回綴 部 に釉

7 68区 5G Ⅱ層上部 漏 華 審 2c

7 68区 SG I層
「

部 漏 幸 一甲 ■2 114と接合

7 68区 15G I層下モ 渥 姜 奪 骨同部 ■2

68区 5G 部 常 牽 肩 部

68区 5G 部 常 三筋壷 ? 胴部

5G Ⅱ層下部 常 滑 甕 肩部 外面 に自然和の剥落

179 68区 5G I層下部 渥 美 甕 胴部

68区 5G I層下部 渥 美 甕 胴 部

68区 6G Ⅱ 層 常 滑 片 口鉄 H同部 2c

68反 6G Ⅱ 層 常 滑 零 胴 部 ■0

68区 6G ■ 常 ▼ 奪 胴 郡

68区 6G I 常 平 甕 】同習
`

11 186と 接合。外面 に押印
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藍録k 図版 写 版 調査区 出土地点 層  位 種  類 部  締 時 期 備 考

8 68区 16G I層 常 滑 甕 電同器 2c 外 面 に押 印

8 68灰 16G Ⅱ層 常滑 甕 胴 部 11 184と 樗合_外而に押印
8 68区 16G I層 渥 美 碗か鉢 口縁～胴部 日綴 外 面 に釉

8 68区 16G Ⅱ 層 漏 華 甕 胴 部 2c

8 68区 16G Ⅱ 薬 胴 部 2c
8 68区 16G ■ 月同部 2c 外面 に押印

68区 16G I層 渥 美 ほ同部 2c 卜面施釉 の剥落
8 68区 16G Ⅱ層 渥 美 甕 肩 部 2c
8 68区 16G Ⅱ層 渥 美 甕 胴 部

8 68区 16G Ⅱ 層 濯 華 甕 胴部

8 68区 16G Ⅱ 須 薫器 肩 部 櫛 目波状文。 ロクロ成形

8 68区 16G Ⅱ 須 薫器 回綴 瓢 日径 168釦 (推定 )。 ロクロ成形

68区 17H 埋 土 常 滑 Л同部 2c

8 68区 17H 埋土 渥 美 胴 部 12c
8 68区 7H Ⅱ層 志 野 皿 底部 17c初
8 68区 18H 輝 十 常 滑 鉢 底部 12c
8 68区 18H 日十 滑 甕 肩部

202 8 68区 18H 盈十 肩部 12c 裂窒欅 文 ?

203 8 68区 不 明 場採取 月同駅 12c
209 8 69区 埋 土 月「可こ争【 2c

群俣k 写 版 IIA査 区 出土地点 層  位 種  類 器 種 部  位 産  地 分  垣 考

4 1区 22E Ⅱ層 青 白磁 合子 胴 部 か

4 l区 22C I層 磁 碗 日縁部 向に陰 刻

2 4 65区 P P54 理 上 一甲 口縁部

4 65区 241 Ⅱ層 四耳 乖 Π同部

6 68区 濤跡 1号 埋 土 自 磁 皿 打同部

125 68区 濤跡 2号 2層埋土 青磁 一壁 日縁 部 玉縁

204 68区 16G I層 上部 白磁 皿 胴 部 Ⅲ類 orⅣ類

※国際陶器の型式は、赤羽一郎・中野晴久氏による常滑産国産陶器生産地編年による。

第 3表 中国産磁器観察表

※中国産磁器の分類、横田賢次郎・森田勉(1978):「 太宰府出上の輸入中国陶磁器について一型式分類と編年を中心として一」『九州歴史資料館研究論集狗による。

第 4表 木製品観察表

写 版 調査区 出 十 1Hj点 層  柿 種  類 長 さ icm 中邑:Cm 厚 さ :卿 紺種 備 考

65区 PP2 輝 漆続 ? 両面黒漆

65区 不 明

65区 PP8 埋 不 明 片端ケズ リ有 り。片面三段 の削痕有 り

65区 PP8 埋土 不 明 48 片面ほぼ平 ら。片端削痕有 り

65区 PP8 埋土 不 明 1右 り
65広 PP8 埋土 不 明 片面 ほぼ 平 ら.真 ん 中付 析 に編 り跡 ?有 り

65区 PP8 理 十 不 明

65区 PP8 輝 示 明 片努

65区 PP8 不 明

17 68区 土坑 3号 3 ちゆう木 ■2 スギ

127 17 68区 土坑 3号 3層 ちゅう木 122 11

68区 土坑 3号 3層 ち ゅう木 ?

68区 十境 3丹 3層 不 明 角 形 の もの

68区 坑 8号 3層 不 明 L字のもの
68区 坑 3号 3 不 IIR 角形で断面斜め。切 り口に炭付

68区 坑 3号 3 不 明 角形で断面斜め。切 り日に炭付

17 68区 濤跡 2号 2 折 致 ? スギ

68区 溝跡 2号 2層 不 明 棒状

68区 濤跡 2号 3層 部材 断面 にケ ズ 1)有 り

68反 絲 2号 3層 不 明 炭付着

68区 跡 2号 3層 不 明 全体 に炭状

68区 鱗 2号 3層 不 明 ぞき2 1cm

68区 鱗 2号 3 不 明 傘登2 0cm 径2 0cm 丸棒  片面炭付着  片面ケズ リ有 り

68区 溝跡 2号 3 不 明 宅監1 6cm 径1 6cnl 丸棒 両面ケズ リ有 り

68区 濤跡 2号 6層 不 明

142 68区 濤跡 3号 埋土中 箸 ? マ ツ属

68仄 PP6 埋土中 不明
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第 5表 石器・石製品観察表

登録N 図版 写版 調査優 出土地点 層 石  賓 産  地 備 考

5 65広 石製 品 砥 石 10ハウ15 20,76 砂 岩 2面使用

5 65区 石 製 鈷 磁 石 09-11 1464 砂 岩 2面徳 用

7 68区 土 坑 4 埋 土 石製品 砥 石 07-10 3559 百 岩 5面種用。側面に探い使用痕

8 68区 15G 埋 土 石器 剥片 02-08 鮮管 頁岩

8 68医 15G I層下部 石器 剥片 2_4 22 07-09 玉す い ?

第 6表 石器・石製品観察表

暮俣酌 同 肺 調香 区 出 十 111点 層  位 種  類 厚さ:cm 備 考

1区 22D 埋 土 鉱 津 1554
65区 ■層 鉱 滓

144 17 68区 溝 跡 号 埋 土 釘 (48) 1.1 241 し し

17 68区 濤 跡 号 埋 土 釘 しい

68区 PP 翅 十 鉱 淳

205 68区 16G Ⅱ 鉱 津

206 68区 18H 鉱 滓
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4。 まとめと考察

志羅山遺跡67次調査で検出された遺構は、掘立柱建物跡10棟、井戸状遺構 1基、土坑 14基、溝跡 9条、

塀跡 5条、柱穴列 2条、柱穴213基である。遺物はかわ らけ、国産陶磁器、中国産磁器、木製品、石製品、

金属製品、種子、粘土塊が出土 している。 12世紀代の遺物が主体 となるが、近世の肥前産あるいは志野産

の陶磁器が出土している。

(1)遺構

①掘立柱建物跡

掘立柱建物跡の当初の検出数は、 1区で 1棟、65区で 2棟、66区で 2棟 (65区 にまたがる建物跡を除く)、

68区で 2棟の計 7棟であった。その後隣接の平泉町文化財センター調査結果を合わせて検討したところ、

68区 にさらに 3棟の掘立柱建物跡が存在することが分かつた。それぞれ68区掘立柱建物跡 3号、68区掘立

柱建物跡 4号、68区掘立柱建物跡 5号と命名した。ただし、柱穴の規模等の正確な数値については当セン

ターでは把握をしていない。

検出された掘立柱建物跡は、建物全体の規模が不明なものが多い。確定 しているのは65区掘立柱建物跡

1号、65区掘立柱建物跡 2号の 2棟のみである。他の 7棟は不確定で、中でも 1区掘立柱建物跡 1号、66

区掘立柱建物跡 2号、66区掘立柱建物跡 3号、68区掘立柱建物跡 3号、68区掘立柱建物跡 4号の 5棟は、

おおよその見当はつくものの桁行、梁行が未確定である。 このため、廂の有無についても未確定 となるが、

現時点で廂を持つことが分かつている建物が 3棟あり、65区掘立柱建物跡 1号 と65区掘立柱建物跡 2号は

東西両側に廂を持ち、66区掘立柱建物跡 3号は東側に廂を持つ。

建物の軸線方向は、N-4° 一Wか らN-9° 一Eの 13° 内に全て収まる。西よ りに傾くのは68区掘立

柱建物跡 2号と68区掘立柱建物跡 5号である。08区掘立柱建物跡 1号は南北正方位である。

建物の時期については、志羅山地区における遺構検出面はどの時代においてもほぼ同一面であるため、時

期の特定が困難である場合も多い。各掘立柱建物跡の時期については本文中に述べてあるとお り、 12世紀

に属する可能性があるものが多い。 1区掘立柱建物跡 1号、68区掘立柱建物跡 2号、68区掘立柱建物跡 3

号を構成する多くの柱穴の検出は、遺物包含層直下のⅢ層からであった。遺物包含層は摩滅したかわ らけを

主体とした自然堆積的様相を呈するため、遺物包含層形成以前の建物であることが分かる。埋土の様相や柱

穴内からの出土遺物等から12世紀代の掘立柱建物の可能性があると判断した。

68区掘立柱建物跡 3号 における南北ラインの平均間尺11.4尺 は、平泉町の12世紀代の建物跡で多 く見 ら

れる 7尺～ 8尺に比べ柳之御所跡では 8尺、 10尺台の建物跡 (四面廂建物)が検出されてはいるものの、

特異な例と言えよう。

柱穴の切 り合い関係か ら建物の新旧が分かったのが66区である。 この調査区では、掘立柱建物跡が 3棟

検出されたが、柱穴の切 り合い関係か ら掘立柱建物跡 1号が新しいことが確認できた。掘立柱建物跡 2号、

掘立柱建物跡 3号の新旧は柱穴の切 り合いがないため不明である。

掘立柱建物跡を構成する柱穴か らの出土遺物は、極少量であるが出土 している。その多くはかわらけ片、

国産陶器片、粘土塊等であるが、65区掘立柱建物跡 1号のPP2か ら漆器片、65区掘立柱建物跡 2号のPP54

か ら中国産自磁片が出土している。
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町文化財センター調査区

68区掘立柱建物跡 3号

68区掘立柱建物跡 4号

町文化財センター調査区

o                5m

Ｐ
Ａ

塩 G

第27図 68区掘立柱建物跡 3・ 4・ 5号

205
(68)

215
(71)
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②土坑

土坑は調査区全体で14基検出されており、その内12世紀に属すると思われる土坑は12基である。内訳は

1区 3基、65区 4基、68区 5基である。

遺物包含層除去後に検出されたものが多く、 8基を数える。遺物包含層の形成時期は不明であるが、遺物

の主体が12世紀代のかわらけであることから、12世紀に属するものとした。

1区では、 1区土坑 4号 と 1区掘立柱建物跡 1号のPP6が重複関係にあり、掘立柱建物跡 1号が古い。こ

れにより1区土坑 4号 と1区土坑 2号が重複関係にあることから、新旧関係は古い順に掘立柱建物跡 1号→

土坑 4号→土坑 2号となる。

65区土坑 2号 と68区土坑 3号は、 (株)パ レオ・ラポに土壌分析を委託し、その結果 トイレ遺構の可能性

が高いことが分かつた (詳 しくは付篇の 5。 分析・鑑定を参照のこと)。 65区土坑 2号の平面形は円形で、

規模は開口部径80X76cm、 底部径52X46cm、 深さ40cm程、断面形は逆台形状である。68区土坑 3号の平

面形は円形が推定され、規模は開口部径110cm、 底部径90cm、 深さ110cm程、断面はビーカー状である。覆

土はともに有機質腐植土層をもつ。68区土坑 3号からはちゅう木と思われる木製品が出土している。ただ

し、その場所をトイレとして実際に排泄行為を行ったのか、人糞をそこに廃棄した場所なのかについては不

明である。

③溝跡

溝跡は全体で10条検出されており、内訳は 1区 1条、65区 2条、66区 1条 (65区 と同一の溝を含む)、

68区 4条、71区 2条である。12世紀に属する溝は、 1区溝跡 1号、65区溝跡 2号、68区溝跡 1号、68区

溝跡 2号、68区溝跡 8号、68区溝跡4号の6条である。この6条についてその特徴をみると、水の流れは

不明な 1区溝跡 1号、68区溝跡 4号を除き、東流する構造になっている。軸線はそれぞれ 1区 1号溝が

N-86° 一 W(N-94° 一 E)、 65区 溝 跡 2号 が W― E正 方 位 、 68区 溝 跡 1号 が N-83° 一 W(N-97° 一

E)、 68区 溝 跡 2号 が N-86° 一 W(N-94° 一 E)、 68区 溝 跡 3号 が N-96° 一 W(N-84° 一 E)、 68

区 溝 跡 4号 が N-103° 一 W(N-77° 一 E)で あ り 、 角 度 差 は N-83° ～ 103° 一 W(N-77～ 97° 一

E)と なる。検出長が短い溝も多いため軸線方向に多少のズレが生じるであろうことも考慮する必要がある

が、自山社の参道の軸線方向であるN-14° 一Eの直角の値であるN-76° 一W(N-104° 一E)と も

異なり、またこれら溝跡に一定の方向性を見つけることはできなかった。

比較的規模の大きい溝は68区の溝跡 2号 と溝跡 3号である。68区溝跡 2号が開口部幅240cm、 深さ133

cm、 68区溝跡 3号が開口部幅196cm、 深さ70cmである。ともにかわらけ、木製品などが出土している。68

区溝跡 2号は56次調査で検出された28区溝跡 4号 (軸線方向N-90° 一E)と 同一の溝と思われる。68区

溝跡 3号に対応する溝跡は28区では検出されていない。

遺物の出土については、ある程度の規模をもつ溝跡からは出土するものの、底面までの深さが比較的浅い

溝跡からはほとんどない。68区溝跡 1号は、65区井戸状遺構 1号を除き今回の調査の中で最も遺物出土量

が多かつた遺構である。かわらけは、登録した 8点 (手づくね 6、 ロクロ2)を含め4号ビニール袋約 5袋

分 (約 2.3kg)、 国産陶器は常滑産 1点、渥美産 2点、その他 1点の出土、中国産磁器では自磁が 1点出土、

金属製品では釘 2点出土、種子ではモモ16点、不明種子 1点出土、粘土は粘土塊 6点 (約86g)出土した。

本遺構に対応する溝跡は第56次調査28区では検出されていない。

68区溝跡4号は、整地層を確認するために入れたトレンチの断面からその存在が確認された遺構である。
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溝としては規模が小さく、またいくつかの柱穴を伴うことから塀跡である可能性も高い。本遺構に対応する

溝跡は、68区清跡 1号と同様に第56次調査28区では検出されていない。

時期が不明な溝跡は、65区溝跡 1号、66区清跡 1号、71区溝跡 1号、71区溝跡 2号の 4条である。 65

区溝跡 1号は、66区溝跡 1号 と同一の清跡で、時期不明としたが、覆土の様相か ら12世紀の可能性もある。

71区の 2条は、出土遺物がなく時期等の詳細は不明である。

④塀跡

塀跡は 5条検出されており、すべて布堀 り部分と板痕跡部分からなる。内訳は65区 3条、66区 2条であ

る。12世紀に属するのは、65区塀跡 1号、66区塀跡 1号、66区塀跡 2号の 3条である。

65区塀跡 1号は、比較的明瞭な検出状況であつた。規模は布堀り開口部幅35～ 40cm、 深さ40～ 50cmで、

軸線方向と平行に幅35～ 40cm、 厚さ4～ 5cmの板痕跡が連なる。検出された板痕跡は19枚である。軸線方向

はN-80° 一Wである。

65区において検出された塀跡 1号 と塀跡 2号は、軸線方向がそれぞれN-18° 一E、 N-14° 一Eと ほ

ぼ同じであり、途中塀跡 1号が塀跡 2号を切る。布堀りの規模や板痕跡の大きさ、埋土の様相なども似通つ

ている。66区塀跡 2号は、隣接の平泉町文化財センター調査区に延び、総延長は約19m程になる。

65区塀跡 1号 と66区塀跡 2号の関係であるが、それぞれ軸線方向はN-80° 一W、 N-14° 一Eであり、

ほぼ直交する。この塀跡が交わる交点はともに途中消滅により確認できないが、屋敷跡を区画する機能を有

していた可能性がある。これら塀跡による区画が存在していたとなると、その区画内に存在していた施設に

は何があったのだろうか。何らかの生活空間と仮定すると、建物、井戸、便所、廃棄物を棄てる穴 (土坑)

等が存在したことは想像に難くない。掘立柱建物跡は当センター調査区分の他、平泉町文化財センター調査

区においても数棟検出されており (当 然建て替えの可能性をもつ)、 井戸は65区井戸状遺構 1号、便所は65

区土坑 2号、土坑は65区土坑 4号等それら要件を満たす検出がされている。これ らを総合するとこの区画

は一つの屋敷に相当するものと思われる。今後周辺の調査結果を踏まえながら、さらに検討をしていく必要

があろう。

※第73次調査において北辺にあたる塀跡が検出されたことにより、ほぼ確実に 1つ の区画を構成するものと思われる…第73

次調査結果を参照のこと。

③井戸状遺構

65区で 1基検出されており、形態は素掘りである。平面形はほぼ円形で、底部に向かうにつれ方形ぎみ

となる。開口部径306cm前後、底部径116～ 128cm、 深さ380cmで ある。覆土は 5層 に大別され、細分する

と18層 になる。特に遺物の出土量が多かつたのは大別した 1層からで、 lb層は大量のかわらけを含み、

lbl層はかわらけの他、木製品 (形代、白木皿、漆器、箸)、 種子、馬歯等が出土している。遺物はすべ

て平泉町文化財センターが保管し、また整理も行っているため現段階では詳細不明であるが、かわらけは約

300kgに も及ぶ量が出土している他、これまで出土例のない瓦器質の手づくね風かわらけや黒漆の器面に赤

漆で木の葉文様を施した漆器等が出土している (平泉町文化財センターによると、岩手県平泉町文化財調査

報告書第71集『志羅山遺跡第69・ 71次発掘調査報告書』に掲載予定とのこと)。

また、底部底南東隅で正位に置かれた完形の手づくね小型かわらけが出土していることから、井戸鎮めの

ような何らかの儀式的なことが行われた可能性がある。
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⑥遺物包含層

1区、65区、68区で見受けられた。層厚は 3～ 20cm程で、遺物はかわらけ、国産陶器、中国産磁器、金

属製品、粘土が出土した。主体は摩滅したかわらけである。

1区では、かわらけが 4号 ビニール袋約24袋分 (約 12.lkg)、 国産陶器が18点 (常滑産 10、 渥美産 7、

須恵器 1)、 中国産白磁 2点、鉱淳 1点、粘土塊66gが出土した。

65区では、かわらけが4号ビニール袋約41.5袋分 (約 20,7kg)、 国産陶器が12点 (常滑産 7、 渥美産 1、

須恵器 1、 その他 3)、 中国産白磁 1点、鉱淳 1点、砥石 2点が出土した。

68区では、かわらけが4号 ビニール袋18.5袋 分 (約8.7kg)が出土した。国産陶器が42点 (常滑産20点、

渥美産19点、須恵器 2、 その他 1)、 中国産磁器 1点、鉱滓 2点、石製品 2点、種子 1点、粘土塊約768g

が出土した。

②整地層

68区でその存在が確認された。範囲は68区遺構配置図で示したとおりであり、層厚は厚いところで約30

cmほ どある。覆土は 層に区分される。この整地層内ではいくつかの遺構が重複関係にあり、整理すると古

い順に溝跡 3号→整地層→掘立柱建物跡 1号・溝跡 4号の順になる。ttFVA 4号は整地層 トレンチ断面からそ

の存在を確認したものである。整地作業については、整地層のトレンチ断面全体から判断して整地層後に溝

跡 4号ができ、 1度の作業で形成されたものと思われる。

(2)出土遺物

遺物はかわ らけ、国産陶磁器、中国産磁器、木製品、石製品、金属製品、種子、粘土塊が出土 している。

調査区全体における出土量を個別にみていくと、かわ らけは約66kg、 国産陶器は92点、中国産磁器は 7点、

金属製品 7点、石製品 6点、木製品27点、その他に種子や粘土塊がある。

遺構内と遺構外に分類すると、遺構外が圧倒的に多い。 これは 1区、65区、68区 に遺物包含層があった

ためである。 1区では、かわ らけが 4号ビニール袋約24袋分 (約 12.lkg)、 国産陶器が 18点 (常滑産 10、

渥美産 7、 須恵器 1)、 中国産白磁 2点、鉱滓 1点、粘土塊66gが出土した。65区では、かわ らけが 4号 ビ

ニール袋約41.5袋分 (約 20,7kg)、 国産陶器が12点 (常滑産 7、 渥美産 1、 須恵器 1、 その他 3)、 中国産

白磁 1点、鉱滓 1点、砥石 2点が出土 した。68区では、かわらけが 4号ビニール袋18.5袋 分 (約8.7kg)が

出土した。国産陶器が42点 (常滑産20点、渥美産 19点、須恵器 2、 その他 1)、 中国産磁器 1点、鉱滓 2

点、石製品 2点、種子 1点、粘土塊約768gが出土 した。

①かわらけ

かわらけは全部で71点の登録をしており、遺構内から45点、遺構外から26点の出土である。内訳は手づ

くねが29点、ロクロが36点、内折れ 6点である。手づくねに対しロクロの数が多いのは、絶対的量が圧倒

的にロクロが少ないため、敢えて日縁の残存が半分未満でもロクロは登録したためである。器形はロクロに

1点ボウル状がある他はすべて皿である。手づくねは小型が27点、大型が 9点である。ロクロは小型が27

点、大型が 9点 (ボウル状含む)である。

分類は、手づくねでは一段なで技法が19点、二段なで技法が 9点である。一段なでは、 C3が 8点 (手

づくね小 4、 手づくね大 4)、 C4が 6点 (手づくね大 6)、 C5が 4点 (手づくね大 4)、 C5' 1点 (手
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づくね大 1)である。二段なでは、D3が 2点 (手づ くね小 2)、 D4が 7点 (手づくね小 3、 手づ くね大

4)である。

ロクロでは口縁部が残存していないものが多く、細分類できたものは少ない。 rdが 27点、Rdが 5点、

R d00が 1点、 R d23が 1点、 R d24が 1点、 Rbが 1点である。

②国産陶磁器

国産陶磁器は全部で92点出土しており、遺構内出土が15点 (常滑産 9、 渥美産 5、 須恵器 1)、 遺構外出

土が77点 (常滑産42、 渥美産28、 須恵器 4、 その他 3)である。12世紀の国産陶器は常滑産51点、渥美

産33点の合計84点の出土である。重・甕類が64点 (常滑産86、 渥美産28)、 碗・鉢類が19点 (常滑産 14、

渥美産 5)、 瓶 ?(常滑産 1)が 1点である。須恵器は 5点出土している。その他は、東濃産 ?1点、肥前

産 1点、美濃産 (志野)1点の出土である。東濃産 ?は 12世紀後半代の山茶碗、肥前産は18世紀の猪日、

志野産は17世紀初頭の皿である。

③中国産磁器

遺構内から3点、遺構外から4点の合計7点が出土している。種類は白磁が5点、青白磁が 1点、青磁が

1点である。器種は皿 2点、壺 3点、碗 1点、合子 1点である。

①木製品

27点出土しており、すべて遺構内からの出土である。用途不明なものが大部分を占めるが、65区掘立柱

建物跡 1号のPP2か らは両面黒漆塗りの漆塗椀 ?が出土している他、68区土坑 3号のトイレ遺構からはち

ゅう木が出土している。

⑤石器・石製品

遺構内か ら 1点、遺構外から4点の合計 5点が出土 してお り、内訳は砥石が 3点、剥片 2点である。68

区土坑 4号か ら出土した砥石は 5面使用で、側面に深い使用痕がある。石質は頁岩である。

③金属製品

遺構内から3点、遺構外から4点の合計 7点が出土している。種類は釘 2点 と鉱滓 5点である。釘 2点は

68区溝跡 1号からの出土で銹化が著しい。

⑦その他

種子は、調査区全体で33点 23.59g出 土している。 1点を除き遺構内での出土である。種類はモモ21点、

ウメ 1点、不明 9点である。

粘土塊は調査区全体で約1.5kg出 土している。
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5.分析・鑑定

(1)志羅山遺跡第67次調査出土材の樹種
高橋 利彦 (木工舎 「ゆい」)

1,試料

試料は 9点で、平安時代 (12世紀)のものとされる本製品 。加工材である (表 1か照)。

2.方法

lll刀 の刃を用いて試料の木 口・柾 目 。板目の 3面の徒手切片を作製、ガム・ クロラール (Gum Chloral)

で封入し、生物顕微鏡で観察・同定 した。同時に顕微鏡写真図版 (図版 1)も作製した。なお作製したプレ

パラー トはすべて木工舎 「ゆい」に保管されている。

3.結果

試料は以下の 3 Taxa(分 類群.こ こまでは亜属と種という異なった階級の分類単位を総称 している)に

同定された。試料の主な解割学的特徴や現生種の一般的な性質は次のようなものである。なお、各TaxOn

の科名 。学名・和名およびその配列は 「日本の野生植物 木本 I・ Ⅱ」 (1989)イ こしたがった。また、一般

的性質などについては 「木の事典 第 1巻～第 17巻」 (1979～ 1982)もか考にした。

・マツ属複維管東亜属の一種 (Pinus subgen.Diploxylon sp.) マツ科 配24

早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は広く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はなく樹脂道が認め

られる。放射組織は仮道管、柔細胞 とエピセ リウム細胞よりな り、仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認

められる。分野壁孔は窓状。放射組織は単列、 1～ 10細胞高前後のものと樹脂道をもつ紡錘形のものがあ。

複維管東亜属 (いわゆる二葉松類)には、クロマツ (Pinus thunbergil)。 アカマツ (P.densiflora)

と琉球列島特産のリュウキュウマツ (P,luchuensis)の 3種がある。アカマツは北海道南部から九州に、

クロマツは本州から琉球に分布するが暖地の海沿いに多く生育し、また古 くか ら砂防林として植栽されてき

た。材は重硬で強度が大きく、保存性は中程度であるが耐水性に優れる。建築・土木・建具・器具・家具材

など広い用途が知 られている。

・スギ (Cryptomena japOnica) スギ科 睫 12, 20

早材部から晩材部への移行は急で、年輪界は明瞭。樹脂細胞はほぼ晩材部に限つて認められ、樹脂道はな

い。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は滑 らか、分野壁孔はスギ型 (Taxodioid)で 2～ 4個。放射組織

は単列、 1～ 30細胞高。

スギは本州 。四国 。九州に自生する常緑高木で、また各地で植栽・植林される。国内では現在ヒノキに次

ぐ植林面積をもち、長寿の木 としても知 られる。材は軽軟で割裂性は大きく、加工は容易、保存性は中程度

である。建築・土木・樽桶類・舟材など各種の用途がある。

・う′り (Castanea crenata)  ラ士ナ浴I No.2, 6, 10, 22, 28, 30
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環孔材で孔圏部は多列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列する。大道管は

単独、横断面では円形～楕円形、小道管は単独および 2～ 3個が斜 (放射)方向に複合、横断面では角張っ

た楕円形～多角形。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織 との間では柵状～網 目状となる。

放射組織は同性、単 (～ 2)列、 1～ 20細胞高。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部・本州・四国 。九州の山野に自生し、また植栽される落葉高木である。材はやや重硬

で、強度は大きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高い。土木・建築・器具・家具・薪炭材・精木や海苔

粗柔などの用途が知 られている。

以上の同定結果を検出遺構などや推定されている用途とともに一覧表で示す (表 1)。

表 1 志羅山遺跡第67次調査出土材の樹種 .

試料番号  検出遺構など 用 途 名種

2

6

10

12

20

22

24

28

30

65区P24

65区SAl

68区SD2 3層

68区SK3 3層

68区SD2 2層

68区P22

68区SD3埋土

68区P37埋 t

69区P7

柱

板塀

不明

ちゅう木 ?

折敷 ?

柱

箸 ?

柱 ?

柱

クリ

クリ

クリ

スギ

スギ

クリ

マツ属複維管束亜属の一種

クリ

クリ

4.考察

柱 (柱 ?を含む)や板塀 の用材 5点はいずれ もク リであった。隣接す る泉屋遺跡第 16次調査 出土 の 12世

紀のものとされ る礎板
つもク リに同定 されている。地面に直接立てた り埋設 して使 う部材で、 しか も強度や

耐朽性が要求されるものにクリを用いることは、 きわめて適切な樹種選択 といえよう。

ち ゅう木 ?・ 折敷 ?は ともにスギ に同定 された。試料 の用途 は確定 して いな いが、泉屋遺跡第 16次調

査・志羅 山遺跡第 14次 (?)調査
の・柳之御所跡出土試料か らも類例が報告 されている (高橋  1995,能

城  1995)。

箸 ?はマツ属複維管東亜属 に同定 された。箸 とすれば、複維管束亜属の類例はほ とん どない0(伊
東 ほか

1987, 伊東  1990)。

<注>

1):「泉屋遺跡第16次調査出土材樹種同定報告書」 (木工舎「ゆいJ1997)を 参照のこと

2):「志羅山遺跡出土材樹種同定報告書」 (木工舎「ゆいJ1993)を参照のこと

3):志羅山遺跡第14次 (?)調査試料は, ヒノキ属の一種またはヒノキ属類似種に同定されている (注 2)報告書)
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a:木 口 ×40

樹木の肥大生長方向は木口では画面下から4へ、

図版 1  1.マ ツ属複維管東亜属の一種

bi柾 目×100

柾目では左から右

No.24 2.スギ No.20
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(2)トイレ遺構土壌 (寄生虫・花粉・種子)分析報告書

(1)志羅山遺跡の花粉分析 日寄生虫卵分析

平成10年 3月

(株)ア レヽオ・ ラボ

鈴木 茂 (パ レオ・ラボ)

岩手県平泉町に所在する志羅山遺跡において行われた発掘調査で、 トイレ遺構と推測される土坑が検出さ

れた。以下に記した花粉および寄生虫卵分析は、同試料を用いて行われた大型植物化石分析結果をあわせ、

このトイレ遺構を確認する資料を得る目的で行われた。

1.試料と分析方法

試料は、志羅山遺跡第67次調査の65区 2号土坑 (SK2)お よび68区 3号土坑 (SK3)よ り採取された2

試料である。そのうち土坑最下部の 3層より採取されたSK2試料は、黒灰色の砂質シル トで、植物遺体が

散在しており、粘性が非常に高くなっている。また、黄褐色のシル ト小塊 (結核)が少し認められる。

SK3試料は土坑中央やや下位の 3層より採取された。土相はSK2よ り黒色が強い黒灰色のやや砂質のシル

トで、黄褐色のシル ト小塊が散在している。また、細かな植物遺体が少し認められ、粘性はSK2よ り低い。

これら2つの土坑の時期について、SK2か らは12世紀の遺物が出土しており、また、SK3は出土遺物か

ら12世紀の可能性が高いと考えられている。

これら2試料について以下の方法で花粉分析を行った。

試料 (湿重約3g)を遠沈管にとり、10%水酸化カリウム溶液を加え20分間湯煎する。水洗後、0.5mm目

の舗にて植物遺体などを取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次に46%フ ッ化水素酸溶液を加え

20分間放置する。水洗後、酢酸処理を行い、続けてアセ トリシス処理 (無水酢酸 9:1濃硫酸の割合の混

酸を加え3分間湯煎)を行う。水洗後、残澄にグリセリンを加え体積を測定する。検鏡はこの残澄より適宜

プレパラー トを作成して行い、その際サフラニンにて染色を施した。

また、寄生虫卵分析は体積を測定した試料 (約0.4ml)に ついて上記と同様の方法で分析を行い、最終的

な残澄量および検鏡にようした量を測定し、 l cc当 りの寄生虫卵数を算出した。

2.花粉分析結果

検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉 17、 草本花粉 16、 形態分類を含むシダ植物胞子3の総計36

である。これら花粉・シダ植物胞子の一覧を表 1に、また、その分布を図 1に示した。なお、表や図におい

てハイフンで結んだ分類群はそれら分類群間の区別が困難なものを示し、クワ科・バラ科・マメ科の花粉は

樹木起源と草本起源のものとがあるがそれぞれに分けることが困難なため便宜的に草本花粉に一括して入れ

てある。また、花粉化石の単体標本 (花粉化石を一個体抽出して作成したプレパラート)を作成し、各々に

PLC.SS番号を付し、形態観察用および保存用とした。

検鏡の結果、両試料とも樹木花粉に比べ草本花粉が多く検出されている。個々にみると、SK2ではアブ

ラナ科が70%弱と最優占している。次いでイネ科やヨモギ属が10%弱 を示し、その他、クワ科やアカザ科―

ヒユ科が、また、樹木のコナラ属コナラ亜属やクリ属・ トチノキ属が1%越えて得られている。SK3で は樹
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表 1 志羅山遺跡の産出花粉化石一覧表

和 名 学 名

SK2  SK3

樹木
マツ属 (不 明 )

スギ

ヤナギ属
クマシデ属 ―アサダ属

カバ ノキ属
ハ ンノキ属

イヌブナ
コナラ属ヨナラ亜属
コナラ属アカガシ亜属
ク リ属
エ レ属 ―ケヤキ属
カエデ属

トチノキ属
ツタ属
シナノキ属
ジンチ ヨウゲ科
ウコギ科

P=nvs (Unknown)
9r/PttO"θ rra 」apon=ca Do Don
Sa==x
Carp=n口 s - Ostrya
βθttvヱ a
4=2口s

Fagus J,ponェ ca Max■ m。

CVerC口S Subgen. Lep=Jο わaヱαコus

CuerCus subgen。  9/c=oわaFanοPs=3
σ£sとanea
JZ″us ― Zθ

=た
ο7£

Acer
4θβ♂v=vs
Parthenοclssus
T===a
Thymelaeaceae
Araliaceae

１

１

中

２

１

２

中

０

１

４

一

一

１

二

二

１

　

　

　

　

　

１

　

９

１

４

２

３

１

６

３

２

１

４

２

１

１

７

１

１

１

革本
オモダカ属

イネ科
カヤツリグサ科
クワ科
イブキ トラノオ節
アカザ科 ―ヒユ科
ナデシコ科
キンポウゲ科
アブラナ科
バラ科
マメ科
セ リ科
ナス属
ヨモギ属

他のキク亜科
タ ンポポ亜科

Sagittarra
Gramineae
Cyperaceae
Moraceae
PO=ンgθnvη sect. Bistorta
Chenopodiaceae ― Amaranthaceae
Caryophyllaceae
Ranunculaceae
Cruc■ ferae
Rosaceae
Legum■nosae
Umbelliferae
Sοヱang"
4rtθ朋

=s'αother Tubuliflorae
Liguliflorae

1

53
9

12

22
2

1

628
2

3

66
29
14
1

86
3

1

19

一

１

１

６

６

２

一

５

１

１

シダ植物
ヒカゲノカズラ属

単条型胞子
三条型胞子

LycOpοJ=v盟

Monolete spore
Tr■ lete spore

一　

５

４

１

７

　

中

４

樹木花粉

草本花粉
シダ植物胞子

花粉 。胞子総数

不明花粉

Arboreal pollen
Nonarboreal pollen
Spores
Total Pollen & Spores

Unknown pollen

71  123
790  265
48   69

909  457

T. ― C. は Taxaceae― Cephalotaxaceae― Cupresaceaeを 示 す
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イ プ キ ト ラ ノ オ 節

ク ワ 科
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イ ネ 科

オ モ ダ カ 属
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表 2 試料 l cc当 りの寄生虫卵個数

“

 

―
0     2

(X10S個 /CC)

図2 寄生虫卵分布図

木のクリ属が最も多く観察されるものの他は少なく、草本のアカザ科―ヒユ科、イネ科、ヨモギ属が目立っ

て検出されている。

3.寄生虫卵分析結果

表 2・ 図 2に検出された寄生虫卵の l cc当 りの検出個数とその分布を示した。両試料とも寄生虫卵が認

められ、SK2では約11,000個 と非常に多く、そのなかでは鞭虫卵が最も多く、次いで回虫卵で、肝吸虫卵

も少し観察された。SK3か らは約1,400個の寄生虫卵が検出され、本土坑では回虫卵のほうが鞭虫卵より多

く得られている。

4.トイレ遺構について

上記したように両試料から寄生虫卵が検出され、検出個数はSK2が約11,000個、SK3が約1,400個である。

これら寄生虫卵の検出数について金原 (1997)は 、「lcc中 に1,000個 以上あれば糞便の堆積といえるとい

うことがわかってきた」と述べている。このことから考えるとSK2土坑とSK3土坑の両土坑とも、土坑の

形状も考え合わせ、 トイレ遺構である可能性が高いと判断されよう。

なお、鞭虫卵・回虫卵は野菜から、肝吸虫卵は淡水魚からの感染が考えられる (中村ほか 1994)。 この

うち花粉分析結果から食した野菜について、SK2ではアブラナ科が非常に多く検出されており、いわゆる

アブラナやその他カブ・ダイコンなどが推測されるものの大型植物化石としては検出されておらず推測の域

を脱し得ない。また、SK3ではアカザ科 (ア カザ・シロザなど)やヒユ科 (ヒ ユなど)が食用として考え

られ、種子が多く検出されているナス属も考えられよう。

(引用文献)

金原正明 (1997)自 然科学的研究からみた トイレ文化. トイレの考古学, 大田区立郷土博物館編, 東京美術, p■ 97216.

中村敏夫・佐藤淳夫・荒木恒治・辻 守康 (1994)医学要点双書 10寄生虫病学 第 2版, 金芳堂,  203p.

肝
吸
虫
卵

回

虫

卵

鞭
虫

卵

全
寄
生
虫

卵

試 料 配 全 寄 生 虫 卵 鞭 虫 卵 姻 虫 卵 肝 吸 虫 卵

SK2 10859 6561 4185 ０
じ

SK3 1366 546 820 0
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撫華

5 :一

1-4:

図版 1 志羅山遺跡 SK2遺 構の花粉化石

1:アブラナ科 PLCoSS 2227

2:アカザ科―ヒユ科 PLCoSS 2228

3:アカザ科―ヒユ科  PLCoSS 2229

(scale bar:10μ m)

4:ナデシヨ科 PLC.SS 2230

5:ツタ属 PLC.SS 2232
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8,9 :

6,7:

10:

図版 2 志羅山遺跡の寄生虫卵 (sCale bar:20μ m)

6:鞭虫,日  PLC.SS 2223 SK2
7:鞭虫,日  PLC,SS 2226 SK3    9:回 虫,F PLC.SS 2225 SK3

8:回虫卵 PLC.SS 2224 SK2  10:肝 吸虫卵 PLC.SS 2233 SK2
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(2)志羅山遺跡 (第67次調査)か ら出土した大型植物化石

新山雅広 (パ レオ・ラボ)

1.試料と方法

大型植物化石の検討を行った試料は、65区 2号土坑 (SK2)の埋土 (3層)および68区 3号土坑 (S

K3)の埋土 (3層)の 2試料である。両土坑ともトイレ遺構と考えられており、時代については出土遺物

から12世紀と考えられている。

大型植物化石の採集は、試料約100ccを 0。25mm目の舗を用いて水洗箭分けをすることにより行った。

2.出土した大型植物化石

出土した大型植物化石のす覧を表 1に示した。両試料から出土した分類群数は、木本 2、 草本18で ある。

以下に各試料から出土した大型植物化石の記載をする。

[65区 2号土坑 (SK2)の埋土 (3層)か ら出土した大型植物化石]

出土した分類群数は、木本 1、 草本13である。木本ではキイテゴ属のみが出土した。草本では、イネ、

イネ科、ホタルイ属、イボクサ、タデ科、シロザ近似種、カタバミ属、シソ近似種、エゴマ近似種、イヌコ

ウジュ属またはシソ属、ゴマ、メロン仲間、メナモミが出土し、タデ科、シソ近似種、エゴマ近似種が比較

的多産した。

[68区 3号土坑 (SK3)の埋土 (3層)か ら出土した大型植物化石]

出土した分類群数は、木本 1、 草本11である。木本では、ニワトコのみが出土した。草本では、イネ、

カヤツリグサ属、ホタルイ属、タデ科、シロザ近似種、ナデシコ科、ヘビイテゴ属またはオランダイチゴ属

またはキジムシロ属、シソ近似種、ナス、ナス属、メロン仲間が出土し、シロザ近似種、ナスが比較的多産

した。イネは細かな破片のみが出土したが、破片から推定される個数は、未炭化穎が約 3個分、炭化穎が約

1個分である。

3.栽培・利用状況

検討した 2試料は トイレ遺構の埋土であり、出土した大型植物化石から12世紀の遺跡付近での栽培・利

用状況 (食生活)を推定することが可能と考えられる。出土したもののうち栽培植物と考えられるものは、

2号土坑 (SK2)では、イネ、シソ近似種、エゴマ近似種、ゴマ、メロン仲間である。 3号土坑では、イ

ネ、シソ近似種、ナス、メロン仲間である。これらは当時、食用とされていたと考えられる。他に、 3号土

坑で多産したシロザ近似種なども栽培されていた可能性があり、キイテゴ属なども食用として利用可能であ

る。

4.大型植物化石の形態記載

出土したもののうち、栽培植物と考えられるものを主に記載する。

イネ Oryza sat�a Linn.未 炭化穎、炭化穎

未炭化と炭化の穎のみが出土した。穎の表面には、規則的に配列する独特の顆粒状突起があり、破片であ

っても同定可能である。
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表 1 出土した大型植物化石 (数字は個数、 ( )内は半分または破片の数)

分類群 SK2(3層)SK3(3層 )

キイテゴ属

_ワ トコ

イネ

イネ科

カヤツリグサ属

ホタルイ属

イボクサ

タデ科

シロザ近似種

ナデンコ科

ヘビイテゴ属,オ ランダイチ

ゴ属,またはキジムシロ属

カタバミ属

シソ近似種

エゴマ近似種

イヌコウジュ属またはシソ属

ナス

ナス属

ゴマ

メロン仲間

メナモミ

核

種子

未炭化穎

炭化穎

穎

果実

果実

種子

果実

種子

種子

核

1

(11)

(5)

1

2

1

15

3(1)

(1)

46(2)

1

1(3)

(3)

衡
態
態
態
研
衛
瞬
衛
態

(1)

2

1

49

4(2)

1(5)

1

1

１

３

２

２

２

　

８

タデ科 Polygonaceae 果実

黒色、両凸レンズ形で倒卵形。

シソ近似種 Perttla frutescens(L.)Britt,var.cf.crispa(Thunb.)Benh.果 実

卵形で表面には網目がある。大きさ1.7mm以上、2.Omm未満をシソ近似種とした。

エゴマ近似種 Perilla frutescens(L。 )Brttt,var.ci japonica Hara 果実

大きさ2.0～ 2.2mmと 特に大きなものをエゴマ近似種とした。イヌコウジュ属またはシソ属としたものは、

大きさ1.4～ 1.5mmとやや小さなものである。

ナス Solanum melongena Linn.種子

扁平な楕円形で表面は網目模様。野生のものに比べて網目のうねの部分が太く、大きさも3.0～ 3.8mmと

大きい。

ゴマ SeSamuHl lndcum Linn. 種子

扁平な卵形で表面には非常に細かな網目がある。

メロン仲間 Cucumis melo Linn.種子

薄い両凸レンズ形で、先がやや尖る長楕円形。 2号土坑から出土したものは、長さ7.8mm、 幅3,7mm。

3号土坑から出土した完形は、長さ9.3mm、 幅4.4mm。
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志羅山遺跡第67次調査
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調査区近景

1区全景

写真図版 3 調査区近景 1区 (1)
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南壁土層断面 掘立柱建物跡 1号

土坑 1号完掘 土坑 2号完掘

土抗 3号完掘

溝跡 1号完掘

土抗 4号完掘 溝跡 1号断面

写真図版 4 1区 (2)
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西壁土層断面

土抗 2号完掘 土坑 2号断面

土抗 4号完掘 土坑 4号断面

写真図版 5 65区 (1)
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土抗 6号完掘

溝跡 1号完掘

土抗 6号断面

溝跡 1号断面

Ac― Ac断面

Ae一 Ae断面

Al― Ai′断面

Ag一 Ag断面

塀跡 1号検出 Am― Am断面 Ao― Ao断面

写真図版 6 65区 (2)
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Ba― Ba′断面

Bc― Bc′断面 Cb― Cb′断面

Bd― Bざ断面

塀跡 2号 (タ テ)・ 塀跡 3号 (ヨ コ)検出

Bc― Be′断面 Cd― Cd′ 断面

北壁土層断面 掘立柱建物跡 1号

写真図版 7 65区 (3)・ 66区 (1)
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掘立柱建物跡 2号

溝跡 1号完掘

溝跡 1号断面
掘立柱建物跡 3号

塀跡 1号板痕跡

塀跡 1号断面

塀跡 2号板痕跡

塀跡 2号断面
塀跡 1号 2号検出

写真図版 8 66区 (2)
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68区全景

崇 .―,■ ,|

トレンチ断面 (整地層断面 )

写真図版 9 68区 (1)
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作業風景

掘立柱建物跡 1号 掘立柱建物 2号



土坑 1号完掘 土坑 1号断面

土坑 4号完掘土坑 3号断面

溝跡 1号断面

溝跡 1号完掘

写真図版 10 68区 (2)
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溝跡 2号完掘

溝跡 3号断面
溝跡 2号断面

写真図版 11 68区 (3)
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69区全景

69区東壁土層断面

柱穴列 1号完掘

70区土坑 1号完掘 70区 全景

写真図版 12 69区 、 70区
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溝跡 1号完掘

溝跡 1号断面

71区全景

溝跡 2号完掘

溝跡 2号断面

写真図版 13 71区
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写真図版 14 出土遺物 (1)
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4

写真図版 15 出土遺物 (2)
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写真図版 16 出土遺物 (3)
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志羅山遺跡第73次調査





Ⅶ。第73次調査の報告

1.調査・整理の方法

(1)野外調査について

①グリッドの設定

第73次調査においては、第67次調査で設定したグリッドを継続利用して調査を行つた。グリッド配置は、

第67次調査本文中に図示している。

②遺構の呼称

遺構の呼称についても、第67次調査と同様に以下のような略号を調査区毎に付し、通し番号を与えて呼

称 した。

SA…塀跡、 SD…溝跡 PP… 柱穴

(2)室 内整理 につ いて

①遺構の軸線方向の記載

溝の軸線方向は、水が流れる方向 (溝底の傾き)とは関係なく、平面形における溝跡底中央線から公共座

標第X系の北から東または西への傾き度を表示した。また、塀の軸方向は、平面形における布堀り底面中央

線から公共座標第X系の北から東への傾きを表示した。

2.基 本層序

基本層序については、ほぼ次のような土層が順に堆積している (I～ Ⅲ層の大別は第67次調査に対応し

ているが、 a・ b等の記号については対応させていない)。

Ia層 黄褐色土 (盛土) 厚さ20～55cm前後 住居撤去後の盛土

Ib層 暗褐色土 (盛土) 層厚35～ 75cm前後

Ⅱa層 緑黒
～
灰オリーブ色土 (旧 水田耕作層)層厚10～ 25cm前後 粘性有り・締まりやや軟 酸化

鉄分微量集積

Ⅱb層 黒色土 層厚20～40cm 粘性大・締まりやや軟

Ⅲ 層 黄褐色粘土層 (地山) 層厚不明 検出時は青灰色であるが、徐々に黄褐色に変化する
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3.検出された遺構 と出土遺物

(1)67区 (第 2図、写真図版 1)

位  置 国道4号と県道毛越寺線との交差点における北東側、旧旭屋鮮魚店に位置する。

検出遺構 塀跡1条、溝跡2条、柱穴17基である。

67区塀跡 1号

遺構 (第 3～ 4図、写真図版 2～ 4)

(位置・検出状況) 18H～ 18J、 19Jに位置する。Ⅲ層上面で検出した。本遺構の下に重なるように67

区溝跡 2号が検出されている。また、67区溝跡 1号と重複関係にあり、ともに本遺構が古い。

(平面形・規模) 平面形はほぼ真つ直ぐに延びる線状である。検出長は20.Om、 軸線の傾きはN-100°

一E、 布堀りの開口部幅116～ 152cm、 底郡幅10～ 12、 深さ22～46cmである。

(覆土・堆積状況〉 塀板材及び塀板材痕跡部分と掘り方の 2層からなり、ともに黒褐色粘性シル トを主体

とし、緑灰色地山ブロックが混入する覆土である。

(壁 。底面〉 壁は比較的緩やかに外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。

出土遺物 (第 9・ 24～ 26図、写真図版10,37～ 39) かわらけ、国産陶器、中国産磁器、金属製品、種

子、粘土が出上した。

かわらけ 登録した 2点 (手づくね 1点・ロクロ 1点、登録に 1～ 2…以下登録略)を含め、 4号 ビニール

袋約 6袋分 (約 3.Okg)が 出土した。

国産陶器 常滑産が 8点、渥美産が4点出土した (睫 3～ 14)。

木製品 塀板材が54枚出土した (血 1～ 54)。

種子 モモが10点出土した。

粘土 粘土塊が 1点 (9.81g)出土した。

時期 12世紀に属する。

67区溝跡 1号

遺構 (第 5図、写真図版 1)

(位置・検出状況) 18H～ 181、 19H～ 19」 に位置する。Ⅲ層上面で検出した。67区塀跡 1号 と重複

関係にあり、本遺構が新しい。

(平面形・規模) 平面形はほぼ真っ直ぐに延びる線状である。検出長は9.86mで、軸線方向はN-103°

一Eである。開口部幅78～ 1 06cm、 底部幅30～48cm、 深さ36cmである。

(覆土・堆積状況〉 黒色土～オリーブ黒色土主体の 3層からなる。 1層は人為堆積的様相を、 2・ 3層は

自然堆積的様相を呈する。

(壁・底面) 壁は比較的緩やかに外傾し、断面形は浅皿状を呈する。

出土遺物 (第 9～ 11図、写真図版10｀ 17) かわらけ、国産陶器、中国産磁器、木製品、種子、粘土が出

土した。

かわらけ 登録した44点 (手づくね40点 。ロクロ3点・内折 1点、に15～ 58)を含め、 4号 ビニール袋約

36袋分 (約 17.9kg)が 出土した。
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第 2図 67区 (1)
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67区柱穴計測表

No 規模 にn 深さにm) 備 考

PP l 30× 26

PP 2 26× (26) PP3と重権ぉPP 2が 十日

PP 3 27× 25

PP 4 3、 PP16と 重榎。PP3よ り旧。PP16よ り新

24× 22
PP 7 31× 31 67区塀跡 1号 と重複。PP 7が新

PP 8 14× 14 5

PP 9 22× 15 67区溝鏃 1号と重種。PP 9が 旧

PP10
″ 11 18× 16

PP12
67区塀跡 1号と重複。PP13が新

67区溝跡 1号と重複。PP14が旧

28× 26 67区塀跡 1号と重複。PP15が新

PP16 22X(22) PP 4と 重複。PP16が旧

0            1            2m
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国産陶器 常滑産が25点、渥美産が 1点出土した (血 59～ 84)。

中国産磁器 白磁が 3点出土した。碗 1点と四耳重の頸部・底部各 1点である (睫 85～ 87)。

木製品 漆塗椀が 1点出土した (No.88)。

種子 モモが19点 出土した。

粘土 粘土塊が15点 (155.83g)出土した。

時期 12世紀に属する。

67区溝跡 2号

遺構 (第 6図、写真図版 5～ 6)

(位置・検出状況) 18H～ 181、 19H～ 19」 に位置する。67区塀跡 1号精査中に塀跡下部か ら塀跡に

重なるように検出された。本遺構が古い。

(平面形・規模) 平面形はほぼ真っ直ぐに延びる線状である。検出長は20.Om、 軸線の傾きはN-102°

一 E、 開口部幅116～ 152cm、 底部幅17～ 35cm、 深さは検出面から74cmで、67区塀跡 1号底面か ら32cmで

ある。

(覆土・堆積状況) 黒褐色土に緑灰色地山ブロックの 2層からなり、ともに自然堆積的様相を呈する。 1

層は水分に富む粘土質の有機質腐植土的覆土である。 2層は砂質分に富む粘土質の覆土である。

(壁・底面〉 壁は緩やかに外傾し立ち上がる。断面形は浅皿状を呈する。

出土遺物 (第 11～ 14図、写真図版 16～ 23) かわ らけ、国産陶器、本製品、種子、粘土が出土 した。

かわ らけ 登録 した22点 (手づくね 19点・ロクロ 3点、配89～ 110)を含め、 4号 ビニール袋約 13袋分

(約6.4kg)が出土した。

国産陶器 渥美産が 5点 (配 111～ 115)出土した。

木製品 全部で40点出土 した (血 116～ 155)。 連歯下駄が 2点 (配 118・ 155、 樹種はそれぞれケヤキ、 ト

チノキ )、 曲物が 1点 (随 151、 樹種はスギ )、 箸が 1点 (配 145、 樹種はヒノキ属の一種)の他は、明確な

用途は不明である。

種子 モモが12点出土した。

粘土 粘土塊が 2点 (約32,37g)出 土した。

時期 12世紀に属する。

遺構外出土遺物 (第 14～ 15図、写真図版23～24) かわらけ、国産陶器、中国産磁器、種子、粘土が出土

した。

かわ らけ 登録した 5点 (手づくね 1点・ ロクロ 1点・内折 3点、配 158～ 162)を含め、 4号 ビニール袋

約 15袋分 (約7.6g)が 出土した。

国産陶器 常滑産が21点、渥美産が 5点、その他が 1点 (15世紀中頃の古瀬戸の瓶子)出土 した (睫 163

～ 189)。

中国産磁器 白磁が 2点 (血 190～ 191)出土した。器種は碗と四耳壼である。

種子 モモが 1点出土した。

粘土 粘土塊が 4点 (31.62g)出 土した。
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7 7
溝跡 2号  1層上面遺物出土状況 溝跡 2号 完掘及び 2層遺物出土状況

10YR3/1黒褐 粘± 10GY5/1緑 灰地山プロック10%
酸化鉄分微量・炭化物粒 (2 3mla～ lcn大)微量 粘性大・締
まりやや軟上位に完形・略完形かわらけ10数点含む他、

木製品等含む 自然堆積的様相
10GY5/1緑灰地山プロック 10YR3/1黒 褐10%酸化鉄

分微量砂質分に富む粘性大・縮まりやや軟 自然堆積的

様相

第 6図  67区  (5)



67区のまとめ

67区では、67区溝跡 1号、67区溝跡 2号、67区塀跡 1号の 3条が検出された。切り合い関係から遺構の

新旧は、67区溝跡 2号→67区塀跡 1号→67区溝跡 1号となる。溝跡の時期については、出土遺物等から12

世紀後半に属するものと思われる。

67区溝跡 1号は、第56次調査における28区溝跡 1号と同一の溝と思われる。軸線方向に加え、規模及び

覆土等が似通った特徴を示す。

67区溝跡 2号は、67区塀跡 1号の精査途中で、塀跡埋土下部から塀跡に重なり合うように検出された。

溝跡をある期間使用した後人為的に廃絶し、塀に転用したものと判断した。67区溝跡 2号の 1層上位 (67

区塀跡 1号埋土直下に相当)、 すなわち塀に転用される直前の層では、完形または略完形のかわらけが10数

点出土している。

67区塀跡 1号は、軸線方向に沿うタテ方向の板材とそれに直角のヨコ方向の板材を組み合わせた構造の

塀跡である。確認できた板材は54枚で、タテ方向の板材が49枚、ヨコ方向の板材が 5枚である。ヨコ板材

の間隔は、推定部分を含め西から150cm、 166cm、 151cm、 141cm、 180cmで、平均すると約158cmとなる。

その間のタテ板材の検出数はそれぞれ 8枚、 9枚、 7枚、 8枚、 8枚である。

また、67区塀跡 1号に対応する可能性のある塀跡が第67次調査の65区、66区 において検出されている。

65区塀跡 1号と66区塀跡 2号が土地あるいは屋敷を区画する可能性については第67次調査のまとめで述べ

ているが、67区塀跡 1号のN-100° 一Eは、65区塀跡 1号の軸線方向Nと一致する。整理すると、67区

塀跡 1号が区画の北辺にあたる塀、65区塀跡 1号が区画の南辺、66区塀跡 2号が区画の東辺にあたると捉

えることができる。北辺の67区塀跡 1号 と南辺の65区塀跡 1号の間隔は約34mとなる。この区画の西辺は、

56次調査28区 と67次調査 1区の両調査区から該当する遺構が検出されていないことから国道 4号の下に存

在するものと思われる。

この区画が何に関連する区画であるかということについては、後述の遺構のまとめ及び67次調査のまと

めで述べているが、おそらく屋敷に伴う区画であろうと思われる。掘立柱建物跡は当センター調査区検出分

の掘立柱建物跡に加え、隣接の平泉町文化財センター調査区においても数棟検出されている。遺構の詳細な

時期は今後さらに検討が必要と思われるが、12世紀に属する遺構として井戸跡が66区井戸状遺構 1号、便

所跡が66区土坑 2号をはじめ、土坑等も区画内に存在しており、屋敷跡の存在を窺わせている。

(2)72区 (第 7図、 写 真 図版 7)

位  置 国道 4号 と県道毛越寺線との交差点における北東側、旧旭屋鮮魚店駐車場に位置する。

検出遺構 溝跡 3条、池状遺構 lヶ 所、柱穴 3基である。

72区溝跡 1条

遺構 (第 7図、写真図版 7)

(位置・検出状況) 19」 ～19Kに位置する。Ⅲ層上面で検出した。67区 に続き塀板材の出上が予想され

たが出土しなかったため、単に溝跡として命名した。本遺構は72区溝跡 2号、72区溝跡 3号、72区池状遺

構 1号 と重複し、すべて本遺構が新しい。

(平面形 。規模) 平面形はほぼ真っ直ぐに延びる線状である。検出長は5。3mで、軸線方向はN-98° 一

Eである。開口部幅は74cm以 上、底郡幅40cm、 深さは検出面から88cmである。
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72区池状構跡1号

72区構跡1号

25Y3/1黒褐 粘土質± 10Gヽr6/1緑 灰地山プロック30% 炭化物粒(5 dm大 )。 酸
化鉄分少量 下位ほど砂質分多くなる 粘性有り・締まり有り 堀跡埋土
25Y3/1黒褐 砂質シル ト 10GY6/1緑 灰地山ブロック20% 炭化物粒(5mm大 )。 酸

化鉄分少量 上位～中位は有機腐植土的様相 水分に富む 粘性有り・締まりや

や有り 濤跡上層埋土
10GY6/1緑灰 砂質粘± 25Y3/1黒 褐30% 炭化物粒(5ml大 )少量 水分に富む

粘性大・締まりやや軟 濤跡下層埋
25Y3/1黒 褐 10GY6/1緑灰地山プロック40% かわらけ片含む 宙水穴の埋土

十______「__~~~1士_____可――――~~4m

第 7図 72区  (1)

L=24300m

Bトー引 B′

マ 1

25Y2/1黒  粘± 5GY5/1オ リーブ
灰地山プロック20%
炭化物粒(5～ 20mm大 )少量 ,酸化鉄分微量

CWデ′

25Y2/1黒  粘± 10GY5/1緑灰地山
プロック30%炭化物粒(2～ 5nln大 )少量・

酸化鉄分微量 粘性大・締まり有り
75Y3/1オ リーブ黒 砂質粘± 5Glr5/1
オリープ灰地 山土まだら状20～30%、

炭化物粒(2～ 5n m大 )少量・酸化鉄分微量
粘性有り。締まり有り

Ｋ

十
‐９

し=24000m

遺構1号

○
醒
Ｏ
ＰＰ３

１

１

１

１

１

１

Ｉ

Ｉ

、

＼

定

ン
溝跡 2号

構跡3号

72区柱穴計測表

1号 と重複。PPl
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(覆土・堆積状況) 3層 からなり、黒褐色土を基調に緑灰色土地山ブロックが混入する覆土である。上位

1層は板材及び板痕跡は検出されなかったが、実質塀跡の覆土である。 2、 3層は水分に富む他、特に2層

上位～下位は有機質腐植土の様相を呈する。

(壁・底面) 北壁は外傾して立ち上がる。南壁は不明であるため、断面形は不明であるが、底面が平坦で

あることから逆台形状が予想される。

出土遺物 (第 15～ 16図、写真図版24～27) かわらけ、国産陶器、木製品、種子、粘土が出土した。

かわらけ 登録した13点 (手づくね10点 。ロクロ 3点、血192～ 204)を含め、 4号 ビニール袋約 9袋分

(約4.6kg)が出上した。

国産陶器 常滑産が10点、渥美産23点出土した (m205～ 237)。

木製品 13点出土した (m238～ 250)。 箸 ?が 1点 (m250、 樹種はスギ)の他は、明確な用途は不明で

ある。

種子 モモが6点出土した。

粘土 粘土塊が 1点 (約■.627g)出 土した。

時期 12世紀に属する。

72区溝跡 2条

遺構 (第 7図、写真図版 8)

(位置・検出状況〉 18K～ 19Kに位置する。Ⅲ層上面で検出した。72区溝跡 1号と、72区池状遺構 1号

と重複し、72区溝跡 1号より古く、72区池状遺構 1号より新しい。

(平面形・規模〉 平面形はほぼ真つ直ぐに延びる線状である。検出長は130cmで、軸線方向はN-6° 一

Eである。開日部幅22cm、 底部幅6～ 12cm、 深さ 7 cmで ある。

(覆土・堆積状況) 黒色土にオリーブ灰色土地山ブロックが混入する覆土である。

(壁・底面) 壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。

出土遺物 (第 16図、写真図版27～28) かわらけ、国産陶器が出土した。

かわらけ 登録した 2点 (手づくね 2点、配251～252)を含め、 4号 ビニール袋0.6袋分 (約 0。3kg)が出

土した。

国産陶器 渥美産が 5点 (m253～ 257)出土した。

時期 12世紀に属する。

72区溝跡 3号

遺構 (第 7図、写真図版 8)

(位置・検出状況) 18K～ 19Kに位置する。Ⅲ層上面で検出した。本遺構は72区溝跡 1号、72区池状遺

構 1号と重複し、72区溝跡 1号より古く、72区池状遺構 1号より新しい。

(平面形・規模) 平面形はほぼ真っ直ぐに延びる線状である。検出長は116cmで、軸線方向はN-12° 一

Eである。開日部幅36cm、 底部幅20～ 22cm、 深さ 9 cmで ある。

(覆土・堆積状況) 2層 からなり、黒～オリーブ黒色土に緑灰～オリーブ灰色地山ブロックが混入する覆

土である。

(壁・底面) 壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状を呈する。
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出土遺物 (第 17図、写真図版28) かわらけ、国産陶器が出土した。

かわらけ かわらけの細片が4号ビニール袋0.3袋分 (約0.14kg)が出土した。

国産陶器 渥美産が 3点 (配 258～ 260)出土した。

時期 12世紀に属する。

72区池状遺構 1号

遺構 (第 8図、写真図版 9)

(位置・検出状況) 18K～ 18L、 19K～ 19Lに位置する。Ⅲ層上面で検出した。72区溝跡 1号、72区

溝跡 2号、72区溝跡 3号 と重複し、本遺構が古い。

(平面形・規模) 清状部分と低地部分からなり、溝状部分は導水路、低地部分は池と思われる。全体形は

不明である。溝状部分の軸線方向はN-101° 一E～ N-108° 一Eで、開口部幅82cm以上、底郡幅22～

35cm、 深さ24cmである。低地部分の汀線は標高24.lm前後で、検出された範囲内における最大の深さは42

cmで ある。

(覆土・堆積状況) 2層からなり、ともに黒褐色土に緑灰色土地山ブロックが斑状に混入する覆土である。

(壁・底面)溝 状部分の南壁はやや緩く外傾して立ち上がる。北壁は不明である。池状部分は遺構の全体

が検出されていないため壁、断面形とも不明である。

出土遺物 (第 17～ 22図、写真図版28～35) かわ らけ、

かわらけ 登録した11点 (手づくね 10点 。ロクロ 1点、

(約3.2kg)が 出土した。

国産陶器 常滑産が36点、渥美産が157点出土した (h272～464)。

木製品 11点出土した (配466～476)。 漆塗椀が 5点 (配466～467、 474～ 476)、 曲物が 5点 (配468～

472)、 用途不明が 1点である。

種子 モモが 2点、種類不明が 1点出土した。

粘土 粘土塊が31点 (約382,96g)出土した。

時期 12世紀に属する。

遺構外出土遺物 (第22～23図、写真図版35～37) かわらけ、国産陶器、粘土が出土した。

かわらけ 登録した 2点 (手づくね 2点、配477～478)を含め、 4号ビニール袋約 4袋分 (約 2.lkg)が

出土した。

国産陶器 常滑産が4点、渥美産が33点出土した (配479～ 515)。

粘土 粘土塊が 1点 (13.64g)出 土した。

72区のまとめ

72区では溝跡 3条、池状遺構 lヶ 所が検出され、時期はすべて12世紀に属するものと思われる。

72区溝跡 1号は、67区の調査結果から67区塀跡 1号及び67区溝跡 2号の延長部分が検出され、塀板材の

出土が予想されたが、掘り方部分の人為的埋土は確認されたものの、板材および板痕跡は検出されなかった。

72区溝跡 2号、72区溝跡 3号は、切り合い関係から72区溝跡 1号より古いものと思われる。軸線はそれ

ぞれN-6° 一E、 N-12° 一Eであり、72区溝跡 1号に直交するように位置する。規模、覆上の様相等

国産陶器、木製品、種子、粘土が出土した。

配261～ 271)を 含め、 4号 ビニール袋約6.5袋分
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池状遺構 1号

十
19K

1

2

72区濤跡 3号  72区溝跡 2号

E
ト L=24400m

E′

引

25Y3/1黒 褐 粘± 5G5/1緑灰地山プロックまだら状40%
炭化物粒 (2 3mm大 )。 酸化鉄分微量 粘性大・締まりやや軟
2_5Y3/1黒褐 砂質粘± 5G5/1緑灰地山プロックまだら状
10～ 15% 炭化物粒 (23m大 )・ 酸化鉄分微量 水分に富む粘
性大・締まり無し

F
卜 L=24500m

ぎ

】〆

や

第 8図 72区 (2)
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似通っている。

72区池状遺構 1号は、西側の溝状部分と東側の低地部分からなる。溝状部分は池上にあたる導水路、低

地部分は池跡にあたると思われる。調査範囲が狭いため遺構の全体形は不明である。排水路及び池尻は検出

されなかった。溝状部分の軸線方向はN-101° 一E～ N-108° 一Eで、開口部幅82cm以上、底部幅22

～35cm、 深さ24cmである。約 3度の傾斜角をもち、水は東流する構造となる。溝状部分の南壁はやや緩く

外傾して立ち上がる。北壁は不明である。低地部分の汀線は標高24。lm前後で、検出された範囲内における

最大の深さは検出面から42cmで ある。池状部分の範囲内では約 2度の傾斜角をもつ。また、溝状部分から

池状部分の傾斜角は21度である。出土遺物については、すべて12世紀に属するものである。かわらけは完

形品はなく破片が多く、国産陶器は他の遺構に比べ多量に出土している。この第73次調査終了後に、隣接

地の調査が平泉町文化財センターによって行われ、笹塔婆が数点出土していることから、儀礼的な性格を持

つ池であった可能性もある。
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第 1表 かわらけ観察表

図 肺 写 廊 需杏♭ 出 十 1111点 層 什 繕  箔 分 種 □径 :c, 一Ｓ 完存度!% 重量 :富 備 考

1 10 67区 塀 鉢 1号 層 ロクロ・大 Rd2 138) 13082 すの こ痕  内面ナデ痕顕著

9 67区 lTh l 層 子づ くね 。大 D4 144) 70 13664
15 67区 溝跡 1号 層 19H ロクロ,小 (58) 4951

9 67区 溝跡 1号 1・ 2層 ロクロ・小 8 6771
17 9 67区 溝跡 1号 卜 2層 手づ くね・刻 D8 (92) 2995

9 67区 清跡 1号 1・ 2層 手づ くね 。 D3 (90) 2728
19 9 67区 濫 跡 1号 1・ 2層 千づ くね・ 35 (66) 6787

9 67区 溝 跡 1 づくね。 D2 (90) 7

9 67区 溝 跡 1 1・ 2 づくね。大 C5 10758
9 67区 溝跡 1号 1・ 2層 手づ くね・大 C5′ 12598
9 67区 濤跡 1号 1・ 2層 手づ くね 。大 D4 5804 すのこ痕

9 67区 濤跡 1号 1・ 2層 手づ くね 。大 D4 11239 すのこ痕
9 67陳 濫 跡 1号 Rd2 14760
9 67区 溝 訴 1号 2層 19H 手づ くね 。大 C4 略 隼 17101 すのこ痕
9 67区 溝 跡 1 2層 19H 内折れ 内析 ね (96) ■2 4580
9 67区 溝跡 1号 3層 19H 手づ くね 。大 C3 18705
9 67区 溝跡 1号 3層 19H 手づ くね 。大 C4 1251
9 67区 溝跡 1号 3層 9 手づ くね・大 C4 10540
9 67陳 溝跡 1号 3層 9 手づ くね 。大 C4 12977
9 67区 溝 跡 1号 3層 9 千づ くね 。州ヽ C4 3075
9 67区 活 跡 1 3 9 手づ くね 。吠 C4 150) 18551 灯明皿 ?

9 67区 届 跡 1 3 9 づくね。大 C5 132) (29)

9 67区 溝跡 1号 3層 9 手づ くね 。小 D3 6105
9 67区 溝跡 1号 3層 9 手づ くね 。大 C4 17788 すのこ痕

9 67区 濤跡 1号 3層 9 手づ くね・大 C4 16013
9 671ズ 溝跡 1号 3層 ‐ ９

一

辛づ くね 。汰 D2 10261
67区 溝 訴 1号 3層 ‐ ９

一

千づ くね 。大 35 内面ナデ痕顕著

67区 溝 跡 1 3 9 手づ くね 。大 C4 18779
10 67区 活 跡 1 3 づくね。月 D4 17

67区 濤跡 1号 3層 91 手づくね。大 C4 (151) 18039
67区 溝跡 1号 3層 手づ くね 。大 D2 (132) 11344
67区 溝跡 1号 3層 手づ くね・4ヽ D4 6478

10 67区 溝 EvT・ 1号 3層 手づ くね・ D3 5 内面ナデ痕顕著

10 67区 盾 跡 1号 3 手づ くね 。旭 C5 (94) 19 3981
67区 活 訴 1 3 子づ くね・拭 D4 (136) (30) 2754 48と 同一llH体

10 67区 溝跡 1号 3層 手づ くね 。大 D4 (186) (30) 47と 同一個体

10 67区 溝跡 1号 3層 手づ くね・刀 D3 (88) (■ 4) 2102
67区 溝跡 1号 3層 手づ くね・大 16032

1 10 67区 溝跡 1号 3層 C[ 8706 すのこ痕
10 67区 溝 跡 1丹 3層 手づ くね・吠 C4 (29) 4836

67区 溝 跡 1 3 づくね。大 D4 (30) 5212
67区 漏 跡 1 3 づくね・大 C5 (28) 3383

10 67区 溝跡 1号 3層 手づ くね 。大 C4 6539
67区 溝跡 1号 3層 手づ くね 。大 D4 (27)

吾7 67区 清跡 1号 3層 手づ くね 。刻 D3 (78) 17 2427
10 67区 清跡 1号 3層 手づ くね 。 D2 (94) (16)

67区 溝 郎 2号 層 18H I 手づ くね 。大 C4 144) (30) 3072 67区取り上甥起
67区 溝 跡 21 8H 手づ くね 。大 C8 (142) (80) 67区取り上ヤ〕3
67区 盾 跡 2 8 づくね・川 C4 (90) 6448 67区取り上イ引④ す の 痛 内面ナギ痛閣著

67区 溝跡 2号 層 8 手 づ くね・月 C5 6583 67区取り上ヤ淵

'

すのこ雇

67区 溝跡 2号 層 8 ロクロ・大 Rd 37 19655 67区取り上いЭ 灯明皿 ?

67区 溝跡 2号 層 8 手づ くね・大 さ
万 22472 67区取り上サ)⑦ すのこ痕 指凹み痕

67区 溝 跡 2号 層 ‐ ８

一

―

一
手づ くね 。夭 D4 17547 67区取り上ヤ)③

67区 溝 訴 2号 層 18 ロクロ・大 Rd2 24189 67区取 り上 t引つ

67区 溝 鱗 21 8 手づ くね 。 C5 6519 67区 rFxり  Lサ i

67区 溝 跡 2 8 づくね。大 C5 20010 67区取り上↓jA14 すのこ雇 内面ナギ痛嗣著

67区 溝跡 2号 層 8 手 づ くね・月 D4 路 完 67区取 り上げ∪

67区 溝跡 2号 層 8 ロクロ,大 Rd (150) 19172 67区取り上ヤ)の
101 67区 溝跡 2号 層 8 手づ くね 。大 C4 (150) 27 8592 67区取り上サ)20
102 67区 溝 蘇 2丹 層 日

一
Ｉ

一
千づ くね・択 CF 150) 10801 67区取り上りυ 内面ナデ痕顕著

103 67区 溝 2Y12号 2層 18 千づ くね・ D4 6557 67区 取り「 げの

67区 溝 邸 2; 2 8 手づ くね・ C4 19 7329 67区取り上げり すのこ痕
67区 濤 跡 2号 2 づくね・刑 C5 19 67区取 り上げ

12 67区 薄跡 2号 2層 手づ くね・大 C5 27 25113 67区取り上t引の すのこ痕 内外面カーボシ付着
107 67区 溝跡 2号 2層 8H 手づ くね 。大 D3 5619

67区 濤跡 2号 2層 8H 手づ くね・川 D3 15 6073 すのこ痕
12 ら7灰 溝 跡 2号 2層 1911 千づ くね・ D4 19 5828
12 67区 溝 訴 2号 2層 手づ くね・六 C3 146) (30) 7651 灯明皿

67区 潰 構 外 8H 子づ くね 。大 C4 (146) 15512
67区 外 内折れ 内折れ (92) と2 1330
67区 遺構外 表土 内折れ 内折れ (76) 457
67区 遺構外 表土 内折れ 内折れ (90) 1233
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群録lK 図 版 調査区 出 十 11点 チッド 種  類 分 類 日径 icm 底径 :釦 怒高 icm 備 考

67区 遺構外 表 土 ロクロ・大 Rd (136) (72) 11515
5 72区 濤跡 号 1層 19L ロクロ。小 (92) 4154

72区 溝跡 号 1層 19L 幸づ くね・汰 C4 8374
72灰 溝 ETI 号 1層 19L ロウロ・ 4612
72区 跡 号 と。2 子づ くね 。小 D4 2814
72区 跡 号 2層 9K づくね。小 C8 (17) 2474

5 72区 溝 跡 号 2層 9K 手づ くね・大 D4 5877 灯明皿

5 72区 溝 跡 号 2層 手づ くね・大 C5 16211 灯明皿 す の こ痕

5 72区 濤 跡 号 2層 D4 21229 kT明 配

72区 蘇 号 2層 ロクロ・大 Rd2 87 25422
72区 跡 号 不 明 手づ くね・大 C4 19033

5 72区 邸 1 不 明 づくね・ D3 16455
203 5 72区 溝 跡 口有 不 明 9K 手づ くね 。大 D3 6523 内面ナデ痕顕著

5 72区 溝 跡 号 不 明 9K 手づ くね 。大 C5 7371
6 72区 溝跡 2号 1層 手づ くね・大 C4 9586

252 6 72区 溝 蘇 2号 1層 千づ くね 。/ト 90 25

7 72区 仙状潰積 1号 2層 8K づくね。大 D4 (148) 15251
7 72区 也状潰橋 1 2膳 づくね。小 D3 灯 明皿

7 72区 池状遺構1号 不 明 8K 手づ くね 。大 D4 (156) 12248
7 72区 也状遺構1号 不 明 9L 手づ くね 。大 C5 160 21590

265 7 72区 池状遺構1号 不 明 9L 手づ くね 。大 C5 159 17956
7 72区 池状遺構1号 不 明 9L 手づ くね 。大 4 (158) 22432
7 72ヌ 脱飛清繕 1号 不 明 9L 千づ くね・ガ C4 106 11623
7 72区 池状潰橋 1 不 明 9L 手づ くね・小 C3 94 6123
7 72区 胆状遺橋 1号 不 明 手 づ くね 。小 D4 (108) 6277 すのこ痕

7 72区 池状遺構1号 不 明 9と 手づくね・小 D3 21 18

7 72区 池状遺構1号 不 明 9L ロクロ・小 4574
2 72区 遺構外 表 土 9K 羊づ くね 。 D4 2681

72区 積種 外 秦 十 19L I千 づ くね・ D4 内外 面 カー ボ ン付着

※かわらけの分類は、第67次調査と同様の方法による。

第 2表 国産陶器観察表
図版 写 飯 調査区 出土地点 層位 グリッド 種類 器種 部位 時 期 備 考

3 0 67区 堀跡 号 層 18H 常 滑 秦 外 而 に押 印  緑荊 の詔落

4 9 7区 婦 蘇 号 層 8 漏 秦 奉 2c 外 面 に押 印

5 37区 堀跡 8 渥 美 警 2c 釉 の 飛沫

6 9 67区 堀 跡 1 8 常滑 甕 2c 外面 に押印 緑釉

7 67区 堀跡 号 層 8 常 滑 甕 頸 2c 外面 に釉

8 67区 堀跡 号 層 8 常滑 甕・壷 ? 2c 外面 に鮮やかな緑釉

9 9 67区 堀跡 号 層 8 常 滑 甕 2c 外 而 に押 印

7灰 堀 蘇 号 層 9 漂 幸 而 に緑 釉  内面 に釉 の飛 沫

11 9 ら7区 蝙 訴 号 層 9 常 滑 肩～胴 2c 面 に押 印  釉 の飛沫

9 67区 堀 跡 1 層 9 日綴 2c 外面 に緑釉  内面 に釉の飛沫

67区 堀 跡 号 層 9 常 滑 甕 日縁 2c 内面 に釉 の飛沫

67区 堀跡 号 層 19K 常 滑 甕 2c 内面 に釉 の飛沫

4 67区 溝 跡 号 層 9 常滑 片 日鉢 胴～底 2c 3型式 ? 内面 にカーボ ン付着

5 67区 溝 跡 号 層 9 常 滑 片 日欲 2c 59注 同一個 体

7区 跡 号 ・2'目 9 常 滑 2c 2点樗合 内面に緑釉の烈落

61 5 67区 訴 号 1・ 2 9 2c 外 面 に押 印  内面 に緑釉 の剥 落

5 67区 跡 1 1・ 2 9 甕 一屑 2c 3点接合 41j2点 は 3層 191出土 外面 に押印

5 67区 溝 跡 号 1・ 2層 19H 常滑 甕 2c 7点接合 外面 に押印 緑釉の剥落

0 5 67区 薄 跡 号 1・ 2層 19H 常滑 甕 2c 外面 に押 印 釉 の飛沫

0 5 67区 溝 跡 号 1・ 2層 19H 常滑 甕 外面 に押印 内面 に釉の飛沫

6 67区 溝 跡 号 19H 常 滑 蓉 2c 外 而 に押 印  内面 に釉 の飛沫

37 6 ら7区 跡 号 1・ 2層 19H 常 滑 奪 2c 外 面 に押 印  内面 に来との飛沫

67区 訴 号 19H 常 滑 奪 2c 内面 に釉 の 飛沫

67区 跡 1・ 2 19H 常 治 甕 2c 内面 に釉の飛沫

67区 跡 ］巧 1・ 2層 19H 常滑 甕 2c 外面 に釉 の飛沫

67区 溝 跡 号 1・ 2層 19H 常滑 甕 2c 外面 に緑釉 の剥落

67区 溝 跡 号 1・ 2層 19H 常滑 甕 2c

67区 濤 跡 号 1・ 2層 常消 牽

67区 訴 丹 2層 19H 常 滑 零 2c

11 16 67区 跡 号 3 19H 雪孝ユ で 2c 外 面 に押 印  内面 に釉 の飛沫

67区 溝 訴 名孝平 甕

11 67区 溝 跡 号 3層 常滑 壬望 日縁 2c 2点接合  1点は67区溝跡 2号 2層 編年 3型式 内外面部分的に緑釉

と1 67区 溝 跡 号 3層 常滑 甕 2c 外面 に押印 内面 に釉 の飛沐

67区 溝 跡 号 3層 常 滑 甕 2c 内外面 に釉 の飛沫

67区 清跡 号 層 常 滑 蓄

67区 淋 号 3層 常 滑 零 2c 外 面 に押 印  緑 釉 の又1落

11 67区 跡 号 3 常 密

67区 跡 常 牽 外面に鮮やかな緑釉

11 67区 漏 跡 号 常 滑 甕 2c 外面 に押印 内面 に釉 の飛沫

111 67区 濤 跡 弓 2層 渥 美 甕 日縁～肩 2c 3点接合 外面 に緑釉の剥落 内面に部分的鮮やかな緑釉

112 67区 濤 跡 号 2層 渥 美 甕 一肩 内外面 に自然釉 の飛沐
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群俣k 図 肺 写 賄 認香区 出 十凱 点 層 柿 ダ1ケ ット 績 箱 果 蘊 部位 時 期 備 考

67区 溝跡 2 2 牽 外面に押 印

67区 溝跡 2 2 甕

115 67区 濤跡 2号 層 甕 電鳳 外面 に自然釉 の流れ落 ち

67区 PP4 常 滑 甕 日縁 1外面に緑T4H 内面に釉の飛沫
157 67区 PP13 渥 美 甕 胴～底 外面 に釉 の流れ落 ち

67区 置構 外 奉 十 18H 常 滑 審 外面 に押 印 内面 にT4Lの 飛沫

4 67区 遺橋 外 18H 憶 率 外面 に押 印

67区 遺構外 18H 常 警 月同 外 而 に押 印  肉面 に X4hの 飛 渫

67区 遺構外 表土 18H 常 学 甕 肉面 に触 の飛沫

67区 遺構外 表土 18H 常 滑 甕 外 面 に押 印  緑 釉 の剥 落

ら7区 潜構 外 表土 18H 常滑 甕 肩 外面 に緑釉 の写

67区 潰構 外 霧 十 18H 首 滑 磨 外面 に釉 の飛沫

67区 潰構 外 18H 常 滑

171 37区 遺橋 外 18H 常

67区 遺構外 表土 18H 常 月鳳 内而 に XltIの 飛沫

67区 遺構外 表土 18H 常 滑 甕

174 ら71X 遺構外 表土 18H 常 滑 甕

67区 覆構 ぢ 秦 十 18H 常 治 甕

176 67区 18H 営 滑 藩

177 57区 18日 率

67区 遺構外 18H 甕 日綴 [2c 面 に部 分 的緑 rTI 内面 に勅 の飛 浜

67区 遺構外 表土 18H 常滑 甕 肩

ら7灰 遺構外 表土 18日 常 滑 甕 肩 『とこ緑濶
67区 |タト 寿 十 A 渥 美 甕 底 u面に緑T4Lの 剥落
67区 り峠 霧 十 8 肯 滑 審 肩 卜面 に押印 鮮やかな緑釉

67区 遺構 外 8 率 額 卜面 に緑釉

67区 遺構外 8 常 牽 肩 !ZC 面 に緑知 の訥十稼

67区 遺構外 表土 9 碗 日 きめの茶続か

37区 遺構外 表土 9 古瀬戸 瓶子 5c中 こ評瓦
67区 清構 外 表土 9 常滑 甕

67区 秦 十 9 管 滑 片 日鉢 胴 卜面 に一部 自然釉 内面 に緑釉

67区 9 常 滑 牽 言 卜面 に釉 の飛沫

72区 濤 脈 1号 1 19K 率 肩 [2c
206 72区 溝跡 1号 2層 甕 卜面 に釉 の飛沫

72区 溝跡 1号 層 9 常滑 甕 【面に押印
72区 濤跡 1号 2層 渥 美 甕 肩 12c 卜面 に釉 の盈沫

72区 溝 跡 1号 2層 渥 美 甕

72区 1号 2層 首 滑 奉

72区 1 2 牽 盾 ? 2c 卜面 に釉の飛沫

212 72区 藩 跡 1 奪 2c 卜面 に釉の飛沫

72区 溝跡 1号 層 19K 牽

14 72区 溝跡 1号 2層 19K 常 滑 甕 肩 ?

72灰 絲 1丹 2層 19K 常滑 甕 肩 ?

72区 1号 2層 19K 常 滑 甕

72区 と 2 19K 漏 警

72区 と 2 牽 胴 2c 卜面 に押印

72区 盾跡 1号 19K 蓄 肩 ? 2c 卜面 に施文 緑和

72区 溝跡 1号 層 19K 渥 甕 卜面に押印

221 72区 濤跡 1号 3層 19K 渥 美 甕 2c 卜面 に押 F田

222 72反 渡 跡 1丹 3層 19K 渥 美 甕 胴

223 72区 溝 絲 1号 3層 19K 常 滑 甕

224 72区 潜 跡 1 不 明 漏 華 率 肩 面 に施文 緑釉

225 72区 漏 跡 1 不 I 19J 牽 2c 面 に押印

226 72区 溝 跡 l号 19K 常 肩 2c l 面 に一部緑和

72区 溝跡 1号 不 明 19K 渥 美 甕 日 2c 点樗 合

228 72区 清跡 1号 不 明 19K 常 滑 甕 面 に鮮 や か な緑 釉

72区 溝 訴 1丹 不 明 19K 渥 美 甕 卜面 に押 印

72区 渾 絲 1号 禾 明 19K 漏 華 甕 面 に押印

72区 溝 跡 1 不 明 19K 粥屠| 面 に押印

72区 濤 跡 1 不 明 19K 2c  l 面 に押印

233 72区 溝跡 1号 不 明 19K 2c l 面 に押 印

72区 濤跡 1号 不 明 19K
72灰 溝跡 1号 不 明 19K 渥 美 甕 肩

72区 溝 絲 1丹 不 明 19K 渥 美 甕 胴

72区 溝 跡 1 不 明 19K 渥 幸 甕 面に押 印

253 72区 溝 隊 2 業

72区 溝跡 2 2c

72区 溝跡 2号 2c l
72区 溝跡 2号 層 渥

72区 濤跡 2号 層 渥 美 甕

72区 溝 訴 3号 層 渥 美 甕

259 72区 溝 訴 8 層 漏 華 甕 肩 面に施文 緑 T4Lの 剥落

72区 溝 跡 3 面に押印

272 17 72区 1号 衛 ～言
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721天 池 状 1号 1 渥 美 甕 一月 面ヽ に押

7 2区 池状週 1号 1層 18L 渥 美 甕 肩 外 〒印

275 2区 池 状 l号 1層 18L 渥 華 奪

72区 池状遺構 1号 層 18L 甕 外面に押印

17 72区 池状遺構 号 層 18L 外面 に押印

17 72区 池状遺構 号 18L 甕

21X れ状潰構 号 18L 渥 美 甕

280 1 72区 池 状潰構 号 1層 18L 渥 美 甕 印

17 72区 池状遺構 1号 1層 18L 渥 華

282 2区 池状遺 号 層 18L 濡 華 甕

283 72区 池状遺構 号 層 18L
17 72区 池状遺構 号 18L 常 甕 外 雨 に iの 飛 |

285 72区 れ状潰構 1号 渥 美 甕 肩 ? 釉

286 72区 池 状潰構 1号 層 18L 渥 美 甕 に ,印  釉の飛沫

287 72区 池 状遺橋 号 層 18L 常 滑

72区 池状遺構 1号 層 18L 滑 外面に押印 和の飛沫

289 72区 池状遺構 号 層 18L 翠 盾

72区 池状遺構 号 18L 甕 肩 猟 面 に押 印

72区 れ状潰純 号 18L 渥 美 甕

292 72広 池状潰構 号 層 18L 渥 美 甕 胴 面 に押 印

72区 池 状遺構 号 層 18L 渥 美 率 外面 に押印

72区 池状遺構 1号 層 18L 渥 率

72区 池状遺構 号 層 18L 審

72区 池状遺構 号 1 18L 胴

297 72区 池状遺構 号 18L 甕 外 面 に

72区 油 状潰構 18L 常滑 甕

72区 池状遺 橋 1 2層 18K 渥 美 日綴 舛面 に自然釉

72区 池 状遺構 1号 2層 18K 漂 華 日 外面 に自然釉

72区 池状遺構 1号 2層 18K 日 ,

72区 池状遺構 号 2層 18K 外面 に押印

72区 池状 ,
糠 号 18K 甕 外面 に押

72区 龍状潰構 1 18K 渥 美 甕 2c 【面に押印

72広 池状潰構 1 2層 18K 渥 美 甕 71 コ印

1 72区 池状遺構 号 2層 18K 渥 美 奪 外面 に押印

72区 池状遺構 1号 2層 18K 漏 華 奪 外面 に押印

72区 池状遺構 号 2層 18K 外面 に押印

72区 池状遺構 号 18K 甕

72区 油 状讀 1号 2 18K 渥 美 甕 2c 面 に押

72反 油 状預 と 18K 渥美 甕 外 面に押印

72区 1号 2層 18K 渥美 外面に押印

72医 池状遺構 1号 2層 18K 漏 華 外面 に押 印

72区 池状遺構 1号 2層 18K 外面に押印

72区 池状遺構 号 2層 18K
72区 池状遺構 号 2 18K 甕 外 面 に

72区 れ状濃構 1 2 18K 常 滑 甕

318 72区 池状潰構 1 2 18K 常 滑 甕 例 に 釉の飛沫

72区 池状遺橋 号 2層 18K 渥 美

72区 池状遺構 1号 2層 18K 漏 | 甕

72区 池状遺構 号 2層 18K 甕

322 72区 池状遺構 号 2層 18K
72区 池状遺お 1号 2 18K 甕 に雨にT4Bの 需

324 72区 油状慣 1 2 18K 渥 美 甕 頸

72区 池 状渡 1 18K 渥 美 甕 外面 に 〒印

72区 池 状遺構 1号 2層 18K 渥 美 奪

72医 池 状遺構 1号 2層 18L 営 滑 奪 日析 外面に一部 自然和

328 72区 池状遺構 1号 2層 18L 竜 口帝

72区 池状遺檸 1号 2層 18L 常 肩 外 而 に やかな緑

72区 池状 1手] 2 18L 常 ギ 甕 肩

72区 れ状潰繕 1 常 滑 甕 肩

72区 池状 潰嗣 2層 18L 常 滑 甕 猟 面 ιr rthの 荼渋

R33 72区 池状遺澪 1号 2層 18L 常 滑 肩 外面 に釉 の飛沫

2 72区 池状遺構 1号 2層 18L 漏 華 外面 に押印

72区 池状遺構 1号 2層 18L 外面 に押 印

336 72区 池状遺お 1号 2層 18L 2c

72区 池状遺 | 1号 18L 甕 2c

72区 れ状績疼 1 18L 渥 美 甕 胴 2c

389 72区 池状置構 1 2層 18L 渥 美 甕

340

341

72区 池 状遺構 1 2層 18L 常 滑 牽

72区 池 状 構 1号 2層 18L 漏 牽 外面に押印

72区 池状遺構 1号 2層 18L 甕 2c 外面 に押印

72区 池状遺構 1号 2層 18L 常

72区 池状 , 1号 2 18L 常 滑 甕 2c 卜而 に釉 の手

345 72区 れ 状 1 2 18L 渥 美 甕 2c

346 72区 池状潰構 1 2層 18L 渥 美 甕
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72区 池 状 潰構 1号 2層 8L 渥 華 率 2c

72区 池 状 潰融 号 2層 8L 常 滑 藉

72区 池状遺構 1号 2層 8L 甕

19 72区 池状遺構 1号 2層 9K 渥 美 甕 頸 ～肩

72区 池状遺構 1号 2層 9L 渥 美 甕 外面 に押 印

72仄 れ状潰構 1丹 2子目 9L 渥 美 甕

72区 th_状潰I141号 2層 9L 漂 華 藩

354 72区 池 状 潰橋 1 不 明 8K で

72区 池状遺構 1号 不 明 8K 甕

72区 池状遺構 1号 不 明 8K 常 滑 甕 外 面 に 自然 釉

]57 19 72区 池状遺構 1号 不 明 8K 渥 美 甕 一肩 外面 に釉 の飛沫

72ヌ 油 状 着績 1号 不 明 8K 渥 美 甕 外面 に押 印

19 72区 れ状潰本 1号 不 明 8K 漂 幸 奉 外面 に押 印

72区 池 状 潰 本 1 不 明 8K 牽 外面 に押 印

72区 1 不 明 8K 漂 美 奪

72区 池状遺構 1号 不 明 8K 渥 美 甕

72区 池状遺構 1号 不 明 8K 渥 美 甕 外面1こ す甲「ロ
19 2区 池状遺構 1号 不 明 8K 常 滑 甕 外面 に押印

72区 れ状潰オ 1号 不 明 8K 漂 華 蓄

366 72区 池 状潰 オ 1 不 明 8K 翠 外面 に押印

2区 池状遺 芹 1 不 明 8K 美 牽

72区 池状遺構 1号 不 明 8K 渥 美 牽

369 72区 池状遺構 1号 不 明 9K 渥 美 甕 肩 外 面 子こ子甲巨ロ

170 72区 池状遺構 1号 不 明 9K 渥 美 甕 外面 に押印

72区 不 明 9K 渥 美 甕 外面 に 自然釉

72区 池状潰 tH l号 不 明 19K 瀑 華 率

72区 池状 潰橋 1 不 明 9K 牽 一肩 外雨 に押 印  自然�

72区 池状遺構 1号 不 明 19K 渥 美 寒

72区 池状遺構 1号 不 明 9L 渥 美 甕 口緑 外面 に鮮 や か な緑釉  2型 式 ?

72区 池状遺構 1号 不 明 9L 渥 美 甕 頸 ～肩 外面 に施文 外面 に鮮やかな緑釉

77 72区 不 明 9L 常 滑 甕

72区 池状 潰純 号 不 明 9L 渥 華 蓉 胴～底

72区 池状 潰構 1 不 明 19L 奉 2c 外面 に押印

72区 池状 遺構 1 不 明 9L 渥 美 牽 2c

72区 VL状遺構 l号 不 明 9L 渥 美 甕

382 72区 池状遺構 1号 不 明 9L 渥 美 甕 肩 外 面 に押 印  自然釉

72区 池状遺構 1号 不 明 9L 渥 美 甕

72灰 れ状潰構 1号 不 明 9L 渥 美 甕 一肩 外面 に押 印

72区 池状 潰繕 1号 不 明 19L 漏 華 蓄 外面 に押 印

72区 池状 潰橋 1 不 明 9L 常 滑 奪 外面 に押 印

72区 池状遺構 1 不 明 9L 甕 肩 外 面 に押 印

72区 池状遺構 1号 不 明 9L 渥 美 甕

389 72区 池状遺構 1号 不 明 9L 渥 美 甕

72灰 池状遺構 1号 不 明 9L 渥 美 甕 2c

72区 HIJ状 潰構 1 号 不 明 9L 常 滑 甕

72区 池状 潰構 1 号 不 明 19L 漏 華 落

72区 池状 遺構 1 不 明 9L 奪 2c

72区 池状 遺構 1号 不 明 19L 詈 面 に押 印

72区 池状遺構 1号 不 明 9L 渥 美 甕 面 1こ キ甲E日

72区 池状遺構 1号 不 明 9L 渥 美 甕

72仄 池状遺構 1号 不 明 9L 常 滑 甕 外面 に押印

4 72区 Hll状 潰構 1号 不 明 9L 常 滑 甕 一肩 外面 に押印 緑釉

72区 池状 潰洋 l号 不 明 19L 瀑 華 輩 2c

4 72区 池状遺 床 と 不 明 9L 常 滑 齋

72区 池状遺構 1号 不 明 19L 審 外 面 に押 印

72区 池状遺構 1号 不 明 9L 常 滑 甕

72区 池状遺構 1号 不 明 9L 常 滑 甕

404 72区 池状遺構 1号 不 明 9L 渥 美 甕

4 72 EXl 池状潰 沐 1丹 不 明 9L 渥 美 甕 一肩 外面 に押印

72区 池状 潰井 と号 禾 明 19L 常 滑 奪 外面 に押印

72区 池状 潰本 1 不 明 9L 漏 薬 審 2c

72区 池状遺 純 号 不 明 9L 常 滑 甕 肩 2c 外 面 に押 印

72区 池状遺構 1号 不 明 渥 美 甕

0 72区 池状遺構 1号 不 明 9L 渥 美 甕 ほ鳳 外面 に押 印

1 72区 池状遺構 1号 不 明 9L 渥 美 甕 外面 に押 印

2 72区 れ状潰赤 1号 不 明 9L 渥 美 甕 頸

72区 池 状潰 芹 1号 不 明 9L 漏 華 牽 肩 外面 に自然釉

4 72区 池状潰 本 1 不 明 9L 渥 妻 牽 一眉 2c

5 72区 池状遺 4・Hl号 不 明 9L 甕 月同 2c

6 72区 池状遺構 1号 不 明 9L 渥 美 甕 ほ同 外 面 に 自然釉

7 72区 池状遺構 1号 不 明 9L 渥 美 甕 外 面 に

72区 池状遺構 1号 不 明 9L 常 滑 甕 2c 外面 に押印

72灰 瀧状積本 1号 不 明 9L 常 滑 甕

72区 7tL状潰本 1号 不 明 9L 漂 華 率
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4 72区 池状遺構 1号 I不明 渥美 | 甕 外面 に押 印

422 72区 池状遺構 号 1不明 L 甕

72区 池状遺構 号 1不明 19L 甕

72区 池状遺構 号 不 明 渥美 甕

21 72区 れ状潰構 1 号 不 明 渥美 甕 外 面 に押 印

72区 油 状 潰 1号 不 明 19L 常滑 甕 外面 に押印

427 72区 池状潰構 1号 不 明 19L 渥 幸 牽 外面 に押 印

72区 池状遺構 1号 不 明 19L 漂 襲 翠

72区 池状遺構 1号 不明 19L 常 滑 甕 肩 外面 に鮮やかな緑釉

72区 池状遺構 号 不 明 19L 常 滑 甕 肩 外 面 に鮮 や か な緑釉

21 72区 油 状 潰繕 号 不 明 19L 渥 美 甕 外 面 に押 印

72区 油 状 潰構 1号 不 明 L 渥 美 甕 外面 に押 印 ?

72区 池 状潰 桟 号 不 明 L 渥 美 零 外面 に押印

72区 池状遺構 1号 不 明 L 常 滑 甕 ほ同

72区 池状遺構 1号 不 明 L 甕 外雨 に押 印

72区 池状遺構 号 不 明 L 甕

72区 池状遺構 号 不 明 L 常滑 甕

438 72区 油 状 潰構 1号 不 明 L 渥美 甕 猟 面 ιr相印

439 72E 池 状 潰 納 号 不 明 L 渥 美 牽 外面 に押 印

72区 池状遺構 1号 不 明 L 漏 襲 審

441 72区 池状遺構 1号 不 明 し 牽

生42 72区 池状遺構 号 不明 L 甕

443 72区 池状遺構 号 不 明 L 渥 美 甕 面 に押 印

72区 れ状潰繕 1号 不 明 L 渥 美 甕 面 に押印

445 72区 れ状潰穏 号 不 明 L 渥 美 甕

72区 池状潰 構 号 不 明 9L 渥 美 奉 外面 に押 印

空47 72区 池状遺構 1号 不 明 漏 薬 藉 2c 外面 に押 印

448 72区 池状遺構 1号 不 明 甕 2c

72区 池状遺構 号 不 明 渥 美 甕

72区 池状遺 1号 不 明 渥 美 甕 2c

72区 れ状損 1 不 明 渥 美 甕 2c

452 72広 池 状 潰 構 1 不 明 9L 渥美 警 2c

21 72区 池状遺構 1号 不 明 9L 渥 華 で 2c 外面 に押 印

72区 池状遺構 1号 不 明 9L 漏 襲 審 2c

455 72区 池状遺構 号 不明 9L 套 2c 外面 に自然釉

72区 池状遺構 号 不 明 9L 渥 美 甕

72区 池状遺構 号 不 明 19L 渥 美 甕 2c

458 72区 状 潰橋 1号 不 明 9L 渥 美 甕

72区 状潰 構 号 不 明 9L 渥 美 奪 2c

72区 池状遺構 1号 不 明 9L 漏 華 琴 2c

72区 池状遺構 1号 不 明 9L 漏 美 甕 2c

72区 池状遺構 号 不 明 漏 美 甕 2c

72区 池状遺構 号 不 明 渥 美 甕 2c

464 72区 れ状潰構 1号 不 明 渥 美 甕 2c

72反 積 構 外 表 土 8J 渥 美 甕 2c 外面 に施文

480 72区 潰構 外 表 土 8K 渥美 月同 2c

72区 遺構外 表 土 8K 瀑 ほ同 2c 外面 に押印

482 72区 遺構外 表 土 8K 外面 に押印

483 72区 遺構外 秦 十 8K 甕 外面 I

72区 遺構外 8K 渥 美 甕 一肩

72区 18K 渥 美 甕 外面 に押印

486 72灰 表土 18K 渥 美 甕 外面 に押印

72区 外 表土 8K 渥 美 奉

72区 遺構外 表土 8K 瀑 薬 藉 2c

72区 遺構外 表 土 8K 甕 外面 に押 印

72区 遺構タ 秦 十 18K 渥 美 甕

72区 遺構外 表 十 8K 渥 美 甕

72区 潰 糠 外 表 十 8K 渥 美 甕

498 72区 潰 構 外 表 土 8K 渥 美 甕

494 72区 潰構外 表 土 18L 渥 美 薄 2c

72区 遺構外 表 土 18L 漏 葬 2c

72区 遺構外 表 土 8L 常 滑

72区 遺構外 寿 十 19K 衰 底 外面 に押印 鑑定済み

498 72区 遺構外 9K 渥 美 甕 2c 外面 に加支  内面 に釉の飛沫

499 72区 漬 構 9K 渥 美 甕 一肩 2c 外面 に押印  内面 に釉の飛沫

721天 置 橋 表土 19K 渥 美 甕 2c

72区 潰構 外 表土 9K 渥 美 牽

72区 遺構外 表土 9K 営 滑 奪 2c 外面 に押印

72区 遺構外 表 土 9K 常 滑 甕 2c 外面 に押印

72区 遺構外 寿 十 9K 甕 外面 に押 印

72区 遺構外 秦 十 9K 常 滑 甕 2c

506 72区 遺構外 表 十 9K 渥 美 甕 2c 外 面 に押 印

72区 潰 構 ぢ 表 土 渥 美 甕 肩 2c 外面 に押印

508 72区 漬構 外 表 土 渥 美 琴 頸～肩 外面 に押印
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図 艦 写 艦 需杏屏 出土地点 層位 グリッド 種類 部 時 期 備 考

72区 外 表土 渥美 甕 71・ 面に押印
5 0 72区 十 渥 美 甕 外面 に押 印

5 1 72区 渥 華 甕 2c 外面 に押 印

2 72区 遺構外 牽

3 72区 遺構外 表土 牽 外面 に押印
5 4 72区 遺構外 表土 渥 美 翠 外面 に押印
5 5 72区 潰 構 外 表土 渥 美 甕

※国産陶器の分類は、第67次 調査と同様の分類による。

第 3表 中国産磁器観察表

写 比 調査修 lll点 層 柿 ダユ) 種 類 器 種 部位 分 類 備 考
11 67区 1号 3 白磁 碗 胴 ～底 V類 ?

67区 穏 跡 1号 3 磁 四耳 帝 ? 底

67区 溝跡 1号 3層 ヨ亀′笠 四耳 帝 衛 ?

67仄 遺構外 表土 H 白磁 碗

67区 種 糠 外 表土 9H 白磁 四耳 壷

465 72区 池 状 置 構 1号 不 明 9L 白磁 四耳重 ?

※中国産磁器の分類は、第67次調査と同様の分類による。

第 4表 木製品観察表

圭録k 図版 写版 調査区 遺 構 名 ド 種 箱 幅 :cm 厚さ ic皿 種類 考

17 67区 溝跡 1号 2 漆 懸部分4C
67区 清跡 2号 2層上位 18H 不 | 67区取 り上げ

117 67医 濤跡 2号 2層上位 18H 不 明 67区取り上げ
67区 溝 跡 2号 2層 18H 連歯下駄 ケヤキ 67灰取り にげ

119 67区 溝 跡 21 2層 18H 不明 こげ ?付着
67区 溝跡 2 2 18H 不 明 膝

121 67区 溝跡 2号 18H 不 明

122 67灰 溝跡 2号 2層 18H ヨてR
67灰 濤跡 2号 2層 18H 不 明

67区 溝 跡 2号 2層 18H 不 明

67区 溝琳 21 2層 8H 不 明

67区 漏 跡 2 2 8H 不 明

67区 溝跡 21 2 18H 不 明

67区 溝跡 2号 18H 不 明

129 67区 濤跡 2号 2層 不 70

67区 濤跡 2号 2層 不 明 220
17 67区 2号 2層 不 明 113 黒漆付着

132 17 67区 2層 不 明

17 67区 2 2 不 明 57
67区 溝跡 2号 2 不 明

67区 溝跡 2号 2層 不 明

67灰 清跡 2号 2層 ヨ
`本

オ? 67区取 り上い
137 67区 渡 跡 2号 2層 不 明

67区 2号 2層 不 明

17 67区 21冒 不 明 12.0 11 径 l mm繹の大 が約 1 4cldPHH隔 に 7箇所

67区 澤 2 2 不 明

67区 濤跡 2号 2 不 明

67区 溝跡 2号 2層 不 明 180
67区 濤跡 2号 2層 不 04

7区 2号 2層 不 明 220 67区取 り上げ (

67区 2号 2層 箸
=ノ

キ属の一霜
67区 2 2層 不 明 211
67区 溝 働 2 2 不 明

67区 溝跡 2号 2 不 明

67区 溝跡 2号 2層 肩く窮 48
67区 濤跡 2号 2層 ラ

Tξ F ■ 10 07

67広 濤跡 2号 3層 曲物 182) スギ 67区取 り上げ
67区 溝 跡 2号 3層 不明 (

57区 漏 跡 2 8層 不明

67区 溝 p 2 3 8 不 明

155 67区 溝跡 2号 3 9 下 駄 125 歯部分39 トチノキ
72区 溝跡 1号 2層 9 不 明 (203)
72Ⅸ 清跡 1号 2層 9 不 可 (232) 07
72区 溝跡 1号 2層 9 不 明 205 06 05
72区 溝 邸 1号 2層 9 不 明 (151)
72区 溝 訴 1 2層 9 不 明

72区 層跡 1 9 不 明

72区 溝跡 1号 19K 不 明 72区取り上げ
72区 溝跡 1号 2層 19K 不 明 72区取り上いの
72灰 濤跡 1号 2層 19K 不 17

72区 溝跡 1号 2層 19K 不 明
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羊俣N 調査区 遺 構 名 層 柿 グリッド 種類 長さicm 厚さ:cm 種 類 備 考

72区 溝跡 1号 2層 19K 不 明

249 72区 溝 訴 1 2層 19K 不 明

72区 溝 訴 1 3層 19K 軍? (147) ス ギ

466 72区 池状遺構 1号 2層 上位 18L (47) 05 ケヤキ 72区取り上げ

72区 池状遺構 1号 2層上位 19L 溢椀 ケヤキ 72区取 り上げ

72区 池状遺構 1号 2 18L 由物 (190) アスナロ 72区取 り上 L

72区 油 状 積 構 1号 2 19L 曲物 (240) スギ 72区取 り上 1

72区 ML状潰橋 1 2層 19L 曲物 (205) スギ 72区取り上げ

72灰 池状 潰 構 1号 2層 19L 由 物 (205) スギ 72区取り上げ

472 72区 池状遺構 1号 2層 曲 物 (202) アスナロ

72区 池状遺構 1号 2層 不 明 (42)

72区 池状遺構 1号 2 漆塗椀 (1

72区 池状遺構 1号 2 漆塗椀

72区 油 状積 繕 1 漆塗椀 (8

第 5表 塀板材観察表

調査区 遺 構 名 種 類 残存長 icm 幅icm 綬 先端形状 樹 種 備 考

67区 塀 跡 号 ■9 司『 そ

67区 曝 跡 号 塀板材 平行

67区 塀跡 1号 塀板材 平行

37区 塀跡 1号 塀板材 平 行 ク リ

67区 塀跡 1号 塀板材 170 平行

57区 塀 跡 号 爆板 材 269
67区 塀 跡 号 塀板 材 平 行

67区 塀 跡 号 塀板材 220 平 行

67区 塀 絲 1号 塀板材 平行

67区 塀 跡 1号 塀板材 平行

67区 塀跡 1号 塀板材 9 平行

67区 塀跡 1号 塀 平 行 V字

67区 塀跡 1号 塀 145 平 行

67区 平 行

67区 塀 訴 塀板材 直 角

67区 塀 邸 1 塀板材 250 平行

67区 塀 跡 1号 塀板材 327 平行 斜 め

67区 塀跡 1号 塀板材 平 行

67区 塀 跡 号 IIJ7板材 285 平 行

67区 塀 跡 号 塀 板 材 280 180 ク リ

67区 爆 跡 1 塀板材 280 平行

67区 屏跡 1 塀板材 340 平行

67区 1 塀板材 350 平行 V宰

67区 塀跡 1号 塀板材 165 27 平行

67区 塀跡 1号 塀 332 直 角

67区 塀 跡 号 煽 平

67区 板 材 27 平

67区 塀 絲 塀板材 平行

67医 塀 訴 1 塀板材 222 平行

67 EXl 塀 跡 1号 塀板材 平行

67区 塀跡 1号 塀板材 2 平行

67区 塀跡 1号 爆板 材 平 行

67区 塀跡 1号 塀 板 材 3 07 直

67区 塀 謝 号 塀板 材

67区 厚 跡 塀板材 2■0 平行

67区 塀 跡 1 塀板材 平行

67区 塀 閉 号 塀板材 平行

67区 塀跡 1号 塀板材 152 平行 V宰

67区 塀跡 1号 Ij7板 材 170 17 平 行

67区 塀 勘 1号 板材 255 平 行

67区 塀跡 1号 阪材 288 平 行

67区 I17f跡 1 板材 290 平行

67区 塀 訴 1 塀板材 251 平 行

67区 塀跡 1号 塀板材 325 平行

67区 塀跡 1号 塀板材 平行

67区 塀跡 1号 厚板材 154 平 行 V字

67区 塀 V 1号 厚板 材 345 138 平 行 ク リ

67区 塀跡 1号 290 27 平 行

67区 塀 跡 1 塀板材 平行

67区 塀 絲 1 塀板材 225 直 角 V字

67区 塀 縣 1号 塀板材 平行

67区 塀跡 1号 塀板材 平 行

67区 塀跡 1号 爆 板 材 平

67区 塀跡 1号 塀 板 材 Evり にげせす
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4.ま とめと考察

志羅山遺跡73次調査で検出された遺構は、溝跡 5条、塀跡 1条、池状遺構 1条、柱穴列 1条、柱穴19基

である。遺物はかわらけ、国産陶器、中国産磁器、木製品、種子、粘土塊が出土している。12世紀代の遺

物がほとんどであるが、15世紀の古瀬戸の瓶子も 1点出土している。

(1)遺構

今回の73次調査では、いくつかの遺構に重複関係が認められ、第6表のような新旧関係を確認すること

ができた。

第 6表 遺構の新旧関係

①溝跡及び塀跡

67区では、67区溝跡 1号、67区溝跡 2号、67区塀跡 1号の 3条が検出され、72区では、72区溝跡 1号

(67区溝跡 1号、67区塀跡 1号と同一の遺構)、 72区溝跡 2号、72区溝跡 3号の 3条が検出された。

67区溝跡 1号及び塀跡 1号は、当初の遺構検出段階でほぼ平行する2条の溝跡かと思われたが、北側溝

跡から塀板材が検出されたため、67区塀跡 1号 とした。ところが、67区塀跡 1号の開口部幅が 116～ 152

cmあ ったため、塀の布堀りにしては幅が広すぎるのではないかと考えていたところ、その後精査を進めてい

1日 新

72区池状遺構 1号 → 72区溝跡 2号

72区溝跡 3号

-72区 溝跡 1号 → 67区塀跡 1号

(67区溝跡 2号 )

67区PP7

PP13

号

ＰＰ・５↓
勒＝

ワ
ｒ

盗
υ

67区PP16-――> 一一>67区PP3
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くうちに、67区塀跡 1号埋土下から溝跡がほぼ重なり合うように存在することが確認された。このため、

新たに検出された溝跡を67区溝跡 2号と命名することとした。67区溝跡 2号の埋土は自然堆積的様相を呈

する 2層からなることから、塀に作り替えられるまでのある一定期間は溝としての機能を果たしていたもの

と思われる。すなわち67区溝IE4 2号 をある期間使用した後人為的に廃絶し、塀に転用したものと判断した。

67区溝跡 2号の 1層上位 (67区塀跡 1号埋土直下に相当)、 すなわち塀に転用される直前の層では、完形・

略完形かわらけが10数点出土している。

67区塀跡 1号は、軸線方向に沿うタテ方向の板材とそれに直角のヨコ方向の板材を組み合わせた構造の

塀跡である。確認できた板材は54枚で、タテ方向の板材が49枚、ヨコ方向の板材が 5枚 (板材随 6、 配 15、

血25、 血33、 配50)で ある。ヨコ板材の間隔は、推定部分を含め西から板材血 6～血15間が150cm、 板材

血15～配25間が166cm、 板材睫25～血33間が151cm、 板材血38～推定部分までが141cm、 推定部分～板材

配50ま でが180cmで、平均すると約158cmと なる。その間のタテ板材の検出数はそれぞれ 8枚、 9枚、 7枚、

8枚、 8枚で、平均すると8枚である。タテ板はほぼ隙間無く検出されており、出入りをしていたと思われ

るような場所は確認されなかった。

検出された板材の大きさは、残存長9,8～ 34.5cm、 幅3.3～ 29.5cm、 厚さ0,7～ 4.3cmの範囲に収まる。残存

状態が比較的良好な板材血 4、 8、 10、 11、 14、 17、 20、 21、 47、 49の 10枚 のを平均すると残存長26.1

cm、 幅15.4cm、 厚さ2.2cmで ある。板材血17は、幅12.6cmあ り、先端部分を斜めに片側だけを切り落とし、

尖らせたものである。また、板材血 12、 23、 38、 46、 50は先端部分の形状がV字状となっている。これ

らにより木製の板を打ち込む作業が行われたことが推察される。板痕跡の深さは、遺構確認面から26～45

cmで あり、土層断面註記用のベル ト6本の観察からは布堀り底面からさらに 1～ 4 cm程 打ち込まれているこ

とも確認できた。

また、タテ方向の板材血 19、 配22、 配24、 配26、 血27、 配40、 血42、 配43、 血44、 配51に は長方形

状の穴が設けられている。他にも残存はしていないものの穴があつたであろうと思われる板材が見受けられ

る。どのような構造になっていたのかは不明であるが、おそらくほぞ穴的なものと思われる。

67区溝跡 1号は、56次調査における28区溝跡 1号と同一の溝と思われる。規模、覆土及び軸線方向とも

に似通つた特徴を示す。

72区溝跡 1号は、67区の調査結果から67区塀跡 1号及び67区溝跡 2号の延長部分が検出され、当然塀板

材が検出されるものと予想していたが、塀を作った際の人為的埋土は確認されたものの、板材および板痕跡

が検出されなかったため溝跡としてのみ命名した。

72区溝跡 2号、72区溝跡 3号は、切り合い関係から72区溝跡 1号より古いものと思われる。軸線はそれ

ぞれN-6° 一E、 N-12° 一Eであり、72区溝跡 1号に直交するように位置する。規模、覆土の様相等

似通っている。

これら検出された溝跡の時期については、出土遺物等から12世紀後半に属するものと思われるが、新旧

関係において新しい67区溝跡 1号 3層 と古い67区溝跡 2号 2層から接合する常滑産壺 (三筋壺 ?)の 回縁

部が出土している (血 77)。 ともに自然堆積的様相を呈する埋土下層からの出土である。常滑市民俗資料館

の中野晴久氏、 (財)瀬戸市埋蔵文化財調査センターの青木修氏による鑑定では編年の 3型式に属するとの

見解であり、壺の生産は1175～ 1190年 となる。これら遺構の廃絶時期、すなわち遺構の下限年代は12世

紀末であることから約20年たらずの短期間内に67区溝跡 2号→67区塀跡 1号→67区溝跡 1号 という土木作

業が行われていたということになる。
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一方、67区塀跡 1号に対応する可能性のある塀跡が第67次調査の65区、66区 において検出されている。

65区塀跡 1号 と66区塀跡 2号が土地あるいは屋敷を区画する可能性については67次調査のまとめで述べて

いるが、67区塀跡 1号のN-100° 一Eは、65区塀跡 1号の軸練方向N-100° 一Eと一致する。65区塀

跡 1号は布堀 り開口部35～ 45cm、 深さ40～ 50cmで、板痕跡は幅35～ 45cm、 厚さ 4～ 5 cmで ある。66区溝

跡 2号は、検出規模が布堀 り開口部幅24～ 30cm、 深さ14～ 1 6cmと 小さいが、調査区全容の地山が約30cIB

の削平を受けてお り、元の形を想定すると65区溝跡 1号 と同規模程度になることが予想される。整理する

と、67区塀跡 1号が区画の北辺にあたる塀、65区塀跡 1号が区画の南辺、66区塀跡 2号が区画の東辺にあ

たると捉えることができる。北辺の67区塀跡 1号 と南辺の65区塀跡 1号の南北差は約34mと なる。この区

画の西辺は、56次調査28区 と67次調査 1区の両調査区か ら該当する遺構が検出されていないことから国道

4号下に存在するものと思われる。

また、 この区画の全体形については現時点では不明であるが、これまで志羅山遺跡で確認されている方形

区画と比較 してみたい。 これまで志羅山遺跡では、一辺が160mの西側方形区画と、ややその南に位置する

一辺が約65mの方形区画、さらには志羅山遺跡東端側で泉屋遺跡にまたが り、鈴沢の池跡に接する方形区

画が確認されている。軸線方向を比較すると、西側方形区画がN-2° 一E(東辺か ら約10m西側の区画

溝 )、 その南の方形区画がN-10° 一Eであり、今回確認された区画の東辺がN-14° 一Eであることから

若干のズレが見受けられる。

さらに、 この区画が何に関連する区画であるかということについては、67次調査のまとめでも述べてい

るが、おそ らく屋敷に伴う区画であろうと思われる。掘立柱建物跡は当センター調査区検出分の掘立柱建物

跡に加え、隣接の平泉町文化財センター調査区においても数棟検出されている。遺構の詳細な時期は今後さ

らに検討が必要と思われるが、12世紀に属する遺構 として井戸跡が66区井戸状遺構 1号、便所跡が66区土

坑 2号をはじめ、ゴミ捨て場と思われる土坑等も区画内に存在 してお り、屋敷跡の存在を窺わせている。

②池状遺構

72区池状遺構 1号は、西側の溝状部分と東側の低地部分からなる。溝状部分は池上にあたる導水路、低

地部分は池跡にあたると思われる。調査範囲が狭いため遺構の全体形は不明である。排水路及び池尻は検出

されなかった。溝状部分の軸線方向はN-101° 一E～ N-108° 一Eで、開日部幅82cm以 上、底部幅22

～35cm、 深さ24cmである。約 3度の傾斜角をもち、水は東流する構造となる。溝状部分の南壁はやや緩く

外傾して立ち上がる。北壁は不明である。低地部分は標高24.lm前後から始まりものと思われ、確認できた

範囲内における最大の深さは検出面から42cmで ある。約 2度の傾斜角をもつ。また、溝状部分から池状部

分への傾斜角は21度である。

72区溝跡 1号、72区溝跡 2号、72区溝跡 3号に重複関係が見られ、本遺構が古い。覆土は滞水性の堆積

土で、上層下層ともに粘土質であり、下層は砂質を伴う。

精査途中、溝状部分と池状部分の汀線付近には、 3～ 5 cm大 の黒色のシミ状の広がりが見受けられた。こ

れは護岸に敷き詰めていた河原石を取り去った可能性もあるが、詳細は不明である。

本遺構の性格についてであるが、これまで志羅山遺跡では16次調査、66次調査等で池跡が検出されてお

り、これらと比較していきたい。16次調査は中島をもつ池跡で、報告書によると毛越寺の大泉ヶ池、観自

在王院の舞鶴ヶ池、柳之御所跡検出の池等と比べると規模の違いはもとより、出土遺物から時代や存在意味

の違いも見られ、かわらけも完形品は少なく破片がほとんどで儀礼的に使われたとは考えにくいとある。出
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土遺物にも13世紀の常滑産甕や 13世紀中葉～14世紀の中国産青磁碗が出土 している。 12世紀に属する66

次調査の池囲は、鳳凰が描かれた轡や笹塔婆が多数出土 してお り、儀式的な意味合いが色濃い。本遺構の出

土遺物を見てみると、遺物はすべて12世紀に属する。かわ らけは完形品はなく破片が多く、国産陶器は今

回の調査全体の出土点数の56.3%に あたる193点が出土している。今回の調査終了後、隣接地を平泉町文化

財センターによる調査があり、笹塔婆が数点出土していることか ら儀礼的な性格をもつ池であった可能性が

ある。

(2)出 土遺物

遺物はかわらけ、国産陶磁器、中国産磁器、木製品、種子、粘土塊が出上している。

調査区全体における出土量を個別にみていくと、かわらけは登録した101点 を含め約45kg、 国産陶器は343

点、中国産磁器は6点、木製品62点、その他に種子や粘土塊がある。

遺構内出土と遺構外出土に分類すると、遺構内からの出土が多い。これは、調査面積が狭く調査区のほと

んどを遺構が占め、第56次や第67次調査で確認された遺物包含層がなかったためである。

①かわらけ

かわ らけは全部で 101点 の登録をしてお り、遺構内か ら94点、遺構外から7点である。 101点 の内訳は手

づくねが85点、ロクロが12点、内折れ 4点である。器形はすべて皿形である。67次調査で出土したボウル

状のものはなかった。手づくねは小型が32点、大型が53点である。ロクロは小型が 5点、大型が 7点であ

る。

分類すると、手づくねでは一段なで技法が47点、二段なで技法が38点である。一段なでは、 C3が 6点

(手づくね小 2点、手づ くね大 4点 )、 C4が 21点 (手づくね小 3点、手づくね大18点 )、 C5が 17点 (手

づくね小 4点、手づ くね大 13点 )、 C5'が 4点 (手づくね 2点、手づ くね大 2点)である。二段なでは、

D2が 4点 (手づくね小 2点、手づ くね大 2点 )、 D3が 12点 (手づくね小 9点、手づくね大 3点 )、 D4

が21点 (手づくね小 10点、手づくね大H点)である。ロクロでは rdが 5点、Rdが 3点、Rd2が 4点

となる。

遺構別にみると、67区塀跡 1号は 4号 ビニール袋約 6袋分 (約 3.Okg)、 67区溝跡 1号は 4号 ビニール袋

約36袋分 (約 17.9kg)、 67区溝跡 2号は 4号 ビニール袋約 13袋分 (約 6.4kg)、 67区溝跡 1号は 4号 ビニー

ル袋約 9袋分 (約 4.6kg)、 67区池状遺構 1号は 4号 ビニール袋約6.5袋分 (約 3.2kg)と なってお り、67区

溝跡 1号からの出土が最も多い。

②国産陶磁器

国産陶磁器は全部で343点出土 してお り、遺構内が279点 (常滑産80点、渥美産 199点 )、 遺構外が64点

(常滑産25点、渥美産38点、その他 1点)である。 12世紀の国産陶器は常滑産 105点、渥美産237点の合計

342点 の出土である。壺・甕類が339点 (常滑産 102点、渥美産237点 )、 碗 。鉢類が 3点 (常滑産 3点)で

ある。その他、 15世紀中頃の古瀬戸の瓶子が 1点出土している。

③中国産磁器

遺構内から4点、遺構外から2点の合計 6点が出土している。種類はすべて白磁で、器種は壺 4点、碗 2
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点である。

④木製品

62点出土しており、すべて遺構内からの出土である。用途不明なものが大部分を占めるが、溝跡、池状

遺構から漆塗椀6点、連歯下駄 2点、箸 2点、曲物6点が出土した。

⑤その他

種子は、調査区全体で54点 89.63g出土している。ほとんどが遺構内での出土で、種類はモモ52点、ク

ルミ 1点、不明 1点である。

粘土塊は調査区全体で約637.86g出 土している。

<引用・参考文献>

室内整理担当者が第67次調査と同じであるため、第67次調査に一括掲載している。
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3.分析・鑑定

平泉町志羅山遺跡第73次調査出土材の樹種

高橋 利彦 (木工舎 「ゆい」)

1.試料

試料は平安時代 (12世紀)の ものとされる下駄・曲物・漆塗椀 。箸などの木製品 。加工材 12点 (配 1～

12)と、同時期のものとされる塀板材 5点 (配 13～ 17)の 計17点である (表 1参照)。

2.方法

弟J刀 の刃を用いて試料の木口・柾目 。板日の 3面の徒手切片を作製、ガム・クロラール (Gum Chloral)

で封入し、生物顕微鏡で観察 。同定した。同時に顕微鏡写真図版 (図版 1, 2)も作製した。なお作製した

プレパラー トはすべて木工舎 「ゆい」に保管されている。

3.結果

試料は以下の 6 Taxa(分 類群。 ここでは属と種の異なった階級の分類単位を総称 している)に同定され

た。試料の主な解剖学的特徴や現生種の一般的な性質は次のようなものである。なお、各Taxonの 科名 。

学名・和名およびその配列は 「日本の野生植物 木本 I・ Ⅱ」 (佐竹ほか 1989)イ こしたがい、一般的性質

などについては 「木の事典 第 1巻～第 17巻」 (平井 1979～ 1982)も参考にした。

・スギ (Crぅ中tOmetta japonica) スギ科 配 3,5,9,10,11

早材部から晩材部への移行は急で、年輪界は明瞭。樹脂細胞はほぼ晩材部に限つて認められ、樹脂道はな

い。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は滑 らか、分野壁孔はスギ型 (Taxodioid)で 2～ 4個。放射組織

は単列、 1～ 15細胞高。

スギは本州・四国 。九州に自生する常緑高木で、また各地で植栽・植林される。国内では現在ヒノキに次

ぐ植林面積をもち、長寿の木 としても知 られる。材は軽軟で割裂性は大きく、加工は容易、保存性は中程度

である。建築・土木・樽桶類 。舟材など各種の用途がある。

・ヒノキ属の一種 (Chamaecyparis sp.) ヒノキ科 m2

早材部から晩材部への移行はやや急で、年輪界は明瞭。樹脂細胞は晩材部に限って認められ、樹脂道はな

い。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は滑 らか、分野壁孔はヒノキ型 (Cupressoid)で 1～ 4個。放射

組織は単列、 1～ 15細胞高。

ヒノキ属にはヒノキ (Charrlaecyparis obtusa)と サワラ (C,pisifera)の 2種がある。ヒノキは本州

(福島県以南)。 四国 。九州に分布 し、また各地で植栽される常緑高木で、国内では現在植林面積第 1位の

重要樹種である。材はやや軽軟で加工は容易、割裂性は大きいが強度・保存性は高い。建築・器具材など各

種の用途が知られている。サワラは本州 (岩手県以南)。 九州に自生し、また植栽される高木で多 くの園芸

品種がある。材は軽軟で割裂性は大きく、加工も容易、強度的にはヒノキに劣るが、耐水性が高いため樽や

桶にするほか各種の用途がある。
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・アスナロ (Thujopsis dolabrata) ヒノキ科  配 8,12

早材部か ら晩材部への移行は緩やかで、晩材部の幅は狭 く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はあるが樹脂道はな

い。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は滑 らか。分野壁孔は小型でヒノキ型で 1～ 6個。放射組織は単列、

1～ 5(8)細 胞高。

アスナロは本州・四国 。九州に分布する日本特産の常緑高木で、時に植栽される。北海道 (渡島半島以

南)。 本州北部には変種ヒノキアスナロ (ヒ バ)(T,dolabrata var.hondai)が ある。材はやや軽軟で

保存性は高い。建築 。土木・家具・器具材など各種の用途が知 られている。

・ クリ (Castanea crenata)  ブナ不半 h13,14,15,16,17

環孔材で孔圏部は 1～ 4列またはそれ以上、孔圏外でやや急激に管径を減 じたのち漸減 しなが ら火炎状に

配列する。大道管は単独、横断面では楕円形～円形、小道管は単独および 2～ 3個が斜 (放射)方向に複合、

横断面では角張った精円形～多角形。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵状

～網 目状となる。放射組織は同性、単列、 1～ 15細胞高。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部 。本州・四国・九州の山野に自生し、また植栽される落葉高木である。材はやや重硬

で、強度は大きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高い。土木・建築・器具・家具・薪炭材・精木や海苔

粗柔などの用途が知 られている。

・ケヤキ (ZelkOva serrata) ニレ科 随 1,6,7

環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線～斜方向の紋様を

なす。大道管は横断面では円形、単独、小道管は管壁はやや薄く、横断面では多角形で複合管孔をなす。道

管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ型、

1～ 10細胞幅、 1～ 30細胞高であるが時に60細胞高を越える。しばしば結晶を含む。柔組織は周囲状。年

輪界は明瞭。

ケヤキは本州・四国 。九州の谷沿いの肥沃地などに自生し、また屋敷林や並木として植栽される落棄高木

で、時に樹高50mに も達する。材はやや重硬で、強度は大きいが加工は困難でなく、耐朽性が高く、木理

が美しい。建築・造作・器具 。家具・機械・彫刻 。薪炭材など各種の用途が知られ、国産広棄樹材の中で最

良のものの一つに上げられる。

・ トチノキ (Aesculus turbinata) トテノキ科 聰 4

散孔材で管壁は厚く、横断面では角張った楕円形、単独または 2～ 3個が複合する。道管は単穿孔をもち、

壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、単列、 1～ 15細胞高で階層状

に配列し、肉眼では横縞のリップル・マーク (ripple mark)と して認められる。柔組織はターミナル状。

年輪界はやや不明瞭。

トチノキは北海道 (南西部)。 本州・四国 。九州の主として谷沿いの肥沃地に生育する落葉高木で、東北

地方に多く九州には少ない。材は軽軟で、加工 。乾燥が容易で、耐朽性は小さい。器具・家具材や旋作材・

木地などに用いられる。
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以上の同定結果を検出遺構名や推定されている用途とともに一覧表で示す (表 1)。

表 1 志羅山遺跡第73次調査出土材の樹種

試料番号(登録番号) 検出遺構名   用途 名種

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

(118) 67区溝跡 2号

(145)  67区溝跡 2号

(151) 67区溝跡 2号

(155) 67区溝跡 2号

(250) 72区溝跡 1号

(466) 72区池状遺構

(467) 72区池状遺構

(468) 72区池状遺構

(469) 72区池状遺構

(470) 72区池状遺構

(471) 72区池状遺構

(472) 72区池状遺構

(④) 67区塀跡1号

(⑩) 67区塀跡 1号

(⑫) 67区塀跡 1号

(⑩) 67区塀跡 1号

(④) 67区塀跡 1号

ケヤキ

ヒノキ属の一種

スギ

トチノキ

スギ

ケヤキ

ケヤキ

アスナロ

スギ

スギ

スギ

アスナロ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

連歯下駄

箸

由物

連歯下駄

箸

漆塗椀

漆塗椀

曲物 ?

曲物 ?

円形木製品

円形木製品

曲物 ?

塀板材

塀板材

塀板材

塀板材

塀板材

4.参考

下駄 2点はともに連歯下駄であったが、ケヤキとトチノキ製であつた。町内の遺跡では柳之御所跡 (高橋

1995,能 城 1995)や 志羅山遺跡第66次調査つ。泉屋遺跡第15次調査めでも12世紀のものとされる下駄

が出土・検討されている。その用材を見ると、ケヤキが最も多く、クリやスギがこれに次ぎ、 トチノキは柳

之御所跡試料 1点があるのみである°。出土下駄の用材には、このほかにヒノキ属やモクレン属 (ホオノキ)

などいくつかの針・広葉樹が認められているが、 トチノキ製の下駄の出土は全国的にもごく稀な例のようで

ある (伊東ほか 1987,伊東 1990,山 田 1993)。

漆塗椀は 2点 ともケヤキ製であつた。柳之御所跡 (高橋 前出,能城 前出)や泉屋遺跡第15次調査少・

同第16次調査つの出土試料でもやはリケヤキの用例が最も多い。

箸 2点 にはスギとヒノキ属が用いられていた。両Taxaと も柳之御所跡 (能城 前出)出土試料に多数用

いられている。

曲物や曲物 ?、 円形木製品 [2点 とも木端 (こば)面に木釘が打ち込まれていることから、筆者は桶の底

板であろうと推測している]にはスギ 。アスナロの針葉樹が用いられていた。志羅山遺跡第66次調査。・

同第67次調査0や泉屋遺跡第15次調査少。同第16次調査。で出土している類例と同様に、割 り技法で幅広

の板を得るために割裂性に優れた針葉樹が選択されたものであろう。
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塀の板は 5点 ともクリが用いられていた。 これも志羅山遺跡第67次調査つ
試料 と同じく、耐朽性に優れ

た材質から選択されたものであろう。

以上のように、 トチノキ製の下駄を除くと、いずれも町内にある遺跡の先行調査で知られている用材とほ

ぼ同じ結果が得られた。それはまた、それぞれの樹種の材質 (特長)を知った上での選択が行われていたこ

とを示していると思う。なお、 トチノキ製下駄については今後とも注目して行きたいと考えている。

<注>

1)「志羅山遺跡第66次調査出土材樹種同定報告書」 (木工舎 「ゆい」1998a)を参照のこと,

2)「泉屋遺跡第15次調査出土材樹種同定報告書」 (木工舎 「ゆいJ1996)を 参照のこと

3)同定試料数を 1点 とかぞえ集計した 遺物としては同一資料の差歯下駄でも、台と歯を同定してあれば 2点 となる。

4)「泉屋遺跡第16次調査出土材樹種同定報告書」 (木工舎 「ゆい」1997)を 参照のこと,

5)「志羅山遺跡第67次調査出土材樹種同定報告書」 (木工舎 「ゆい」1998b)を参照のこと,

引用文献

平井 信二 1979～ 1982 「木の事典 第 1巻～第17巻」,かなえ書房.

伊東 隆夫・山口 和穂・林 昭三・布谷 知夫・島地 謙 1987 日本の遺跡から出土した木材の樹種とその用途,「木材

研究・資料」,第 23号,42210

伊東 隆夫 1990 日本の遺跡から出土した木材の樹種とその用途Ⅱ,「木材研究・資料」,第26号,91189.

能城 修- 1995 柳之御所跡から出土した木製品の樹種,「岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第228集  柳之御

所跡<分冊 1 本文 。図版>」 ,(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター,433-456.

佐竹 義輔 。原 寛・亘理 俊次・冨成 忠夫 (編)1989 「日本の野生植物 木本 I・ Ⅱ」,平凡社,321・ 305pp

高橋 利彦 1995 柳之御所跡第23次 。31次調査出土材の樹種,「岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第228集  柳

之御所跡<分冊 1 本文 。図版>」 ,(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター,423432.

山田 昌久 1993 日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成―用材から見た人間・植物関係史,植生史研究,特別第 1号
,

1-242.
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b:柾 目×100 c:板 目×100

樹木の肥大生長方向は木口では画面下から上へ、柾目では左から右

図版 1  1.ス ギ 配 11 2.ヒ ノキ属の一種 h2 3.ア スナ ロ No,12
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a:木口×40

樹木の肥大生長方向は木口では画面下から上へ、

図版 2 4.ク リ 配 15 5,ケ ヤキ

b:柾 目×100

柾目では左から右

No.6   6.  トチ ノキ  配 4
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志羅山遺跡第73次調査

写 真 図 版





67区全景

溝跡 1号完掘

溝跡 1号断面

写真図版 1 67区 (1)

一-543-―

遺物出土状況



塀跡 1号完掘

断面C― C′

67区 (2)
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断面F一 F′

塀板材①～⑤ 塀板材⑥～①

塀板材④～②

塀板材②～④ 塀板材⑩～⑫

写真図版 3 67区 (3)

一-545-一



塀板材④～④

塀板材④～④ 塀板材④～⑫

塀板材③～⑭ 作業風景

写真図版 4 67区 (4)
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溝跡2号完堀

爾
一

一一
一ｔ

・イ“．一
メ

塩
二

溝跡2号断面

写真図版 5 67区 (5)

-547-



溝跡2号遺物出土状況 (1層上面)

遺物出土状況 (2層 )

i警 鶴 巖 総 忌 巖 癬 鑢 基 予i五 ._.→ 、

遺物出土状況 (2層 )

写真図版 6 67区 (6)
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遺物出土状況 (2層 )



72区全景

溝跡1号断面

溝跡1号完堀 遺物出土状況

写真図版 7 72区 (1)
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溝跡2号 (右 )。 溝跡3号 (左 )完堀

溝跡2号完堀 溝跡3号完堀

写真図版 8 72区 (2)
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池状遺構 1号完堀

断面E一 E′

遺物出土状況 遺物出土状況

写真図版 9 72区 (3)
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7

写真図版 11 出土遺物 (2)
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写真図版 12 出土遺物 (3)
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写真図版 13 出土遺物 (4)
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写真図版 14 出土遺物 (5)
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写真図版 15 出土遺物 (6)
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漆独
87

写真図版 16 出土遺物 (7)
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写真図版 17 出土遺物 (8)
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写真図版 18 出土遺物 (9)
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101

写真図版 19 出土遺物 (10)
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写真図版20 出土遺物 (11)
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義薫毒霞霞巖蔭巖議顧巖巖藍簸踵巖鷺巖穣縦
7

t

写真図版21 出土遺物 (12)
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・４３

写真図版22 出土遺物 (13)

一-564-―



緯

Ⅷ

・６

写真図版23 出土遺物 (14)
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斡

・８５

190

193

195

写真図版24 出土遺物 (15)

-566-



写真図版25 出土遺物 (16)
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写真図版26 出土遺物 (17)
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２４６

244

241

２４７

４２
　
　
凸困畷畿錮圏圏圏薦口７
２４

238   239

写真図版27 出土遺物 (18)
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|

L

写真図版23 出土遺物 (19)
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写真図版29 出土遺物 (20)
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写真図版30 出土遺物 (21)
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写真図版31 出土遺物 (22)
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写真図版32 出土遺物 (23)
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写真図版33 出土遺物 (24)
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‰∈

悦

簸

写真図版34 出土遺物 (25)
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474

鱒
475

諄
476

477

478

写真図版35 出土遺物 (26)
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写真図版36 出土遺物 (27)
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写真図版37 出土遺物 (28)
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写真図版38 出土遺物 (29)
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写真図版39 出上遺物 (30)
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志羅山遺跡第80次調査





Ⅷ。第80次調査の報告

1.調査 口整理の方法

(1)グ リッドの設定と遺構名

グリッドは平面直角座標系(第 X系)に合わせた。調査区内に基点 1(X=-112,600、 Y=24,800)及 び基

点 2(X=-112,580、 Y=24,800)を 設け、これを結ぶ軸線を基に全体を 5× 5mの基本グリッドで調査区

全体を区割 りした。この区割 りの北西隅を原点O(X=-112,585、 Y=24,790)と し、東西方向にはA～ L

のアルファベット、南北方向には 1～ 6の数字を与え、Al、 B3… と呼称した。

検出された遺構は、種別毎に通し番号を付けて 1号住居跡、 1号土坑と命名した。なお、今次の調査区は

73次調査までの区名では74～76区 にあたるが、調査区の幅が他の年次より広く、ほぼ全体を同時に調査で

きたため煩雑さを避けて各遺構にはこの区名は付加していない。

(2)遺物の取り上げ

出土した遺物は遺構内については、埋土の上部 。中部・下部に分け、床面及び床面直上のものについては

場合によって写真撮影や実測(出土標高のみを記録したものもある)後に取り上げた。遺構外出土遺物や包含

層出土の遺物は、グリッド名と層位を記して取り上げた。

(3)室 内整 理

遺構配置図は発掘調査時に作成した図面を基に 1/100の 縮尺図を作成し、仕上がり1/250で掲載した。

遺構・遺物の実測図は下記の縮尺で掲載したが、一部に変更があり、図版にはそれぞれスケールまたは縮尺

率を付けている。竪穴住居跡 :平面図・土層断面図… 1/50、 カマ ド・付属土坑断面図… 1/30、 道路跡 :平

面図… 1/120、 各種断面図… 1/40、 土坑・井戸跡 :平面図・断面図… 1/40、 溝跡 :平面図・断面図… 1

/50、 埋納遺構 :平面図・断面図… 1/20。 遺物の実測図等は土器・陶磁器・拓本… 1/3K/Jヽ 型 :1/2)、 土

製品… 1/3、 木器 。木製品… 1/3(大型 :1/4。 1/6、 小型 :1/2)、 石器・石製品… 1/2・ 1/3、 金

属製品… 1/2・ 1/1。 なお、各図面に使用した記号、スクリーン・ トーンの指示は第 3図に示した。

第 1図 グリット配置図
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Ⅲ層

0層

I層

Ⅲ層

Ⅳ層

2.基本層序
F3グ リッド東端と 16グ リッド中央の土層を基に柱状図を作

成(第 2図 )し、基本層序とした。なお、 0層 とⅢ層の一部を除いて

各層はグライ化し、色調はオリーブ灰色～緑灰色を呈する。

近代の攪乱層及び現代の宅地造成に伴う盛土を一括 した。

50～ 70cmの 層厚を持ち、調査区南東側で厚い。

旧表土層及び水田耕作土と考えられるグライ化土層で、遺物

をほとんど伴わない。中世 ?～近世・近代に亘るものと考え

られ、数層に細分されるが今回の調査では一括した。層厚は

10～ 40cmである。

粘性の強いグライ化土層で、調査区のほぼ全面を覆う。炭化

物及び12世紀代の遺物を包含するが、多くは小破片な上摩

耗が著しい。なお、当層を除去すると各種の遺構が検出され

る。層厚は10～ 20cmで ある。

Ⅱ層の下部から十和田a降下火山灰までの層を一括した。広

義には12世紀の層で旧表土、整地層も含まれる。また、緩

い沢地形を呈する遺物包含層部分(G～ 」5)では、十和田 a

降下火山灰の上部に黒味の強い土層が堆積する。

V層

十和田a降下火山灰層で、 1号竪穴住居跡及び6号溝跡、G～ 」5グ リッドに堆積する。灰白色の粉

状パミス層で、層厚は最大で10cmで ある。

十和田a降下火山灰下部の層で、降下直前から縄文時代までの土層になるが、包含層部分でのみ確認

された。調査区内では10～ 30cmの 層厚を持つが、南側に向かって厚くなっている。

無遺物層の粘性グライ化土層で基本的には無遺物層であるが、調査区中央部では縄文土器や石器が僅

かながら出土することから、一部V層を含むものと考えられる。しかし、肉眼での分層はできなかっ

た。当面が最終検出面である。層厚は不明で下郡はいくぶん砂質となるが、井戸跡底面でも礫層は見

られなかった。

Ⅵ層

姻 圏 □ 鰯 圏 囲鰯
焼土       石楽       土器          スス       溶解部      黒色処理     うるし

第 3図 実測図凡例

―L=24500m

露 ∞ □ □
0層     I層     Ⅱ層    Ⅲ届

圏 □ 鰯
Ⅳ層    V層     Ⅵ層

第 2図 基本土層柱状図
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3.検出された遺構と遺物
第80次調査で検出された遺構は、竪穴住居跡 1棟、

納遺構 3基、柱穴143個である。竪穴住居跡、溝 2条、

道路跡 1条、溝跡 7条、井戸跡 4基、土坑 10基、

土坑 1基を除き12世紀代の遺構と考えられる。

(1)堅穴住居跡

1号住居跡

遺構(第 4・ 5図・写真図版 8・ 9)

<検出状況 。重複関係>C4グ リッド、調査区中央の南よりに位置する。 Ⅱ層を除去した段階で、酸化鉄

を含む黒褐色土の広が りとして検出された。 1号道路跡東側側溝及び 7号土坑と重複し、北東隅部分を前者

に、床面中央を後者に切 られる。なお、側溝によって分断されるが、検出位置や埋土の状態から6号溝跡は

当住居跡に付属する所謂 「外延溝」の可能性が高いため、 ここでは併せて記述する。

<規模・平面形>東西3.4m、 南北3.9mの歪な長方形を呈する。床面積は約 10笛 で、主軸方向(カ マ ド設

置壁と直交する線の角度)は E― H° 一Nである。

<埋土>上部は黄褐色ブロックを含む黒褐色土と炭化物を含む黒褐色土、下部は粘性が強い浅黄色土が主

体 となって構成され、 この間に十和田 a降下火山灰の薄層を挟む。上部の黄褐色土を含む土層は、 12世紀

代の整地層に使用される土層に類似してお り、この可能性が高い。なお、 7号土坑はこれらの構成層を切っ

ている。

<壁・床面>壁は重複部を除いてほぼ垂直に立ち上がるが、精査の段階で乾燥によって崩落した部分があ

る。各部の壁高最大値は東壁41cm、 西壁44cm、 南壁 37cm、 北壁53cmである。カマ ドの周囲を除いて幅30

～55cm、 深さ10～ 25cmの 壁溝が巡 り、道路側溝壁面の観察では南東隅部か ら住居外に延びている様に見え

る。床面はⅥ層中で、ほぼ全面に粘性が強い土によって 3～ 10cmの厚さで貼 り床が施されている。 しかし、

降雨や湧水により下部の掘 り方を明確に把握することはできなかった。また、壁溝内には壁材の痕跡は認め

られず、貼 り床と同様な土が充填されている部分が多く見 られた。

<柱穴>床面からは検出されていない。住居の周辺部からは径20～ 30cm、 深さ6～ 1 8cmの 柱穴状小土坑

が6基検出されたが、分布には規則性はみられず、住居跡との関係も不明である。

<カマ ド>東壁のいくぶん南寄りに設置されている。天丼部は崩落しているが、両袖部は確認できた。断

面の観察では、Ⅵ層起源の粘土質土によって構築されており、南側では心材として利用していた可能性があ

る亜円礫が残存していた。また、燃焼部中央の奥には長さ25cm大の楕円礫による支脚が原位置を保ってい

た。燃焼部には径約65cmの範囲に最大 4 cmの 厚さで焼土層が形成されていたほか、袖部や煙道部の内側も

焼けて焼土化していた。煙道部東側及び煙出部は道路側溝によって破壊されているが、壁際から約50cmが

残存している。残存部の形態は トンネル式の煙道で約22° の傾斜で上昇する。

<付属施設>付属施設としては貯蔵穴状の土坑と外延溝がある。土坑はカマ ドの南脇から検出された。開回

部径95× 85cm、 底部径20× 30cm、 深さ43cmのすり鉢状を呈するもので、断面の観察では壁溝を切っている。

外延溝(6号溝)は、調査区中央南端部D4～ E5グ リッドに位置する。周辺部で検出された遺構の中で最

も古く、重複する全ての遺構に切られている。埋土は上部が十和田 a降下火山の小ブロックを含む黄褐色土、

中部が暗オリーブ褐色土、下部は暗灰色～暗褐色土で構成される。規模は上端幅22～ 53cm、 下端幅12～ 20

cm、 深さ40～ 1 3cmで、全長9,7mにわたって検出された。断面形はU字状を呈する。方向は北西―南東で、

緩く蛇行して調査区外に延びている。底面の高低差は約14cmで ある。
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日
０
９

Ｎ
Ｎ
＝
白

封

■

止 L=24100m

1号住埋土
1 10YR3/3
2 10YR3/1
3 10YR3/1
4 10YR3/1
5 10YR2/1
6 10YR3/1
7 10YR3/2
8 10YR3/2
9 10YR4/1
10 10YR3/1
11 10YR3/2
12 10Y5/2
13 10YR4/1
14 10Y爵4/1

15 10YR4/1
16 10YR7/4
17 10YR7/4
18 10YR4/1
19 5YR4/6
20 10YR4/2
21 10YR4/1
22 10YR4/2
23 10YR5/2
24 10YR5/1
25 10YR5/1
26 10YW/1
27 10Y5/2
28 10YR5/1

暗褐色 シル ト 含炭化物 (少)酸 化鉄

黒褐色 粘性シル ト 含炭化物 (少)酸 化鉄
黒褐色 粘土質土 含炭化物 (少 )

黒褐色 シル ト

黒褐色 粘土質土 含オリーブ灰プロック

黒褐色 粘土質土 含緑灰ブロック
黒褐色 シル ト 含明黄褐ブロック

黒褐色 シル ト 含炭化物

褐灰色 粘性シル ト 含炭化物 (微 )

黒褐色 粘性シル ト 含炭化物 (多 )

黒褐色 シル ト 含To aプ ロック・炭化物
オリープ灰色 シル ト
褐灰色 粘性シル ト 含炭化物 (微 )

褐灰色 粘土質土 含炭化物

褐灰色 粘土質土 含オ リーブ灰ブロック
浅黄色 粘性シル ト 含灰黄褐ブロック 炭化物 (微 )

浅黄色 粘土質土 含灰黄褐粒
褐灰色 粘土質土 含オ リーブ灰ブロック

赤褐色 シル ト 汚れた焼土

灰黄褐色 砂質シル ト 含焼土・炭化物
褐灰色 シル ト 含オ リーブ灰・炭化物
灰黄褐色 粘性 シル ト 含浅黄プロック

灰黄褐色 シル ト 含浅黄プロック

褐灰色 粘性シル ト 含浅黄プロック

灰褐色 粘性シル ト 含浅黄プロック (混合土 )

褐灰色 粘上質土 含浅黄ブロック
オリーブ灰色 粘土質土 含褐灰プロック
褐灰色 砂質ンル ト 含オリーブ灰ブロック

農 L=23600m

S=1/30

カマ ド断面
1 5YR72 灰オリーブ色 シル ト 含緑灰ブロック
2 10YR3/3 暗褐色 シル ト 含焼土プロック・炭化物
3 10YR2/1 黒色 シル ト 含焼土プロック・炭化物
4 75YR6/6 橙色 シル ト 汚れた焼土 含炭化物
5 25YR4/1 赤灰色 粘性シル ト 責褐との混合土

カマ ド断面
10YR5/4
5YR6/6
10YR72
25YR6/4
5YR3/1
75YR2/2
5YR3/1
5YR6/6
5YW/3

にぶい黄褐色 粘性 シル ト 地山
橙色 シル ト 焼土

灰黄褐色 シル ト 含炭化物
にぶい黄色 シル ト 黄褐・褐 との混合土 含炭化物

オリーブ黒色 粘性シル ト 含緑灰プロック
黒褐色 シル ト 含焼土ブロック・炭化物

オリープ黒色 粘性シル ト 明褐との混合土
橙色 シル ト 焼土
にぶい赤褐色 シル ト 汚れた焼土 含炭化物

第 4図  1号住居跡 (1)
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第 5図  1号住居跡 (2)

なお、住居跡では埋土の中罫、溝では上部に火山灰が堆積することや、壁溝の埋土及び土坑との重複関係

から推定して、この延外溝は住居の廃絶時にはすでに機能を停止していた可能性が高い。

遺物(第22図・写真図版22)

<出土状況>埋土中部から下郡及びカマ ドの周辺部から土器が出土している。なお、埋土中部から石鏃

(425)が出土しているほか、外延溝の埋土から摩耗した縄文土器が出土した。

<土器>土師器の杯、甕、須恵器の邦、壷がある。 1～ 4は土師器の杯で、いずれもロクロによって成形

され、内面は黒色処理されている。4は底面が切り離し後に、手持ちヘラ削りによる再調整が施されている。

5は須恵器の不であるが、焼成があまく、全体に脆弱である。

6～ 13は土師器の甕である。 6～ 9は胴部より上半がロクロによって成形されている。10～ 12は ロクロ

不使用の甕で、11は いくぶん胴部に膨 らみを有する。13の胴部下端には平行叩き目痕が見られる。14は須

恵器の壺で、内面には頚部と胴部の継ぎ目痕が明瞭に観察される。

時期 出土した土器の特徴と埋土中の十和田 a降下火山灰の堆積状況から推定して、から9世紀後棄から

10世紀初頭の住居跡と考えられる。

(2)道 路 跡

1号道路跡

遺構(第 6～ 8図・写真図版10～ 12)

章道路跡はこれまでの第14・ 46・ 66・ 69・ 74・ 78・ 79次の調査で検出確認されているもので、今回の

調査区は最北部にあたり、確認部の総延長は約300mと なる。南端は大田川北岸を東西に走る大規模な溝と

繋がり、これ以南には延びないことが第14次の調査で確認されている。南端部か ら約190mはほぼ南北正

方位に向かい、この後100mは 11～ 17° 東に傾く。今回調査した部分では約 17° の傾きを持ち、調査区以
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北は未確認であるが、 このまま延長すると無量光院東辺に接する角度である。

<検出状況・重複関係>調査区西側 Bl～ El、 B5～ D5グ リッドに位置しする。 Ⅱ層を除去 した段階

で、ほぼ南北に約23mに亘って併走する 2条の清 として検出された。南側は整地地業層を伴うが、検出時

点ではこの存在が把握できず、この部分は上部を削りすぎている。 1号住居跡、 6号溝跡、 3号溝跡、 4号

土坑と重複しいずれの遺構よりも新しい。ただし、 1号住居跡を切る 7号土坑との新旧関係は、前述の削り

すぎのため明確に把握できなたった。記述にあたっては東側側溝を 1号溝、西側側溝を2号溝とし、これら

の中での新旧は a・ bと した。

<側溝>1号、 2号 とも検出当初は 1条と考えたが、精査の結果少なくとも 1回の改築が行われているこ

とが解った。古期を a、 新期をbと して記述する。

1号溝 :北端部は現代の攪乱によって上部を破壊されているが、この他の部分は残存状態は良い。断面の

観察及び完掘状況から、平面的にはD3グ リッドの南端部付近からb溝が分かれる。しかし、埋土の状態か

らD3区以北ではb溝 とa溝が同じプランを共有する形となり、この部分の埋土は全てb溝に帰属する。

la溝は上端幅119～ 152cm、 下端幅30～45cm(D3区以北)、 深さ44～ 56cmの 規模(D3区以南)を持ち、

断面形は上端が開く箱堀状を呈する。南北両端の高低差はほとんど無く、 b溝底面とは最大 1 5cmの 高低差

を持つ。埋土は、上部が酸化鉄が集積する黄灰～灰色土、下部は灰色～暗オリーブ灰色の粘性土で構成され

る。これらは中央に向かって傾斜して堆積しており、特に埋め戻した痕跡は認められない。ただ、D3～D

4区では、 b溝 と接する部分に酸化鉄を多く含むいくぶん砂質の黄褐色土の堆積が見られた。

lb溝は上端幅119～ 160cm、 下端幅20～ 45cm、 深さ59～ 92cmの 規模を持ち、断面形は底面が平坦なU

字状を呈する。底面における南北の高低差は約22cmで、南側が下がる。D3区南端から調査区南端郡まで

は、 a溝より約50cm内側(西側)に寄って掘られている。埋土は自然堆積の様相を示し、上部は酸化鉄が集積

するいくぶん砂質の暗灰黄色土～オリーブ褐色土、中部・下部は粘性を持つ暗オリーブ灰色土 。オリーブ黒

色土から構成される。なお、中部にはほぼ一面に木の葉の堆積が見られた。

2号溝 :2号溝も 1号溝と同様に改築が行われているがいずれも残存状態は悪く、新期のb溝は中央部

(B3区～B5区)でのみ検出された。この原因については後世の攪乱(削平)に よる可能性もあるが、道路面

の高さがほぼ一定であることから推定すると、元来東西の側溝は不均衡な構造であった可能性もある。また、

南端部は湿地となっており、いずれの溝もプランを明確に把握することはできなかった。

2a溝は上端幅55～ 122cm、 下端幅35～ 40cm、 深さ 5～ 64cmの規模を持ち、断面形は上端が開く箱堀状

を呈する。底面における南北の高低差は約60cmで、南側に下がる。比較的残存状況の良いB4区での埋土

は上部が、酸化鉄の集積する暗オリーブ褐色土～オリーブ黒色土、中部が緑灰色上のブロックとオリーブ黒

色土の混合土、下部は暗緑灰色～緑灰色土で構成される。上部の土壌はいくぶん砂質で、層中には緑灰色の

ブロックを含み、南側道路面を覆う整地上層と同質土である。しかし、断面からはb溝 との切 り合いを明確

につかむことはできなかった。また、中部に堆積する混合土は、人為的な埋め戻し土の可能性が高い。

2b溝は平面形ではB4区中央から東にずれ、B5区からは独立して南に延びる。B2区で一部現代の攪

乱を受けるが、検出された部分の全長は約13mで ある。なお、明確に把握できたわけではないが、B2区

以北では 2a溝とプランを共有する可能性が高い。上端幅80～ 100cm、 下端幅65～ 80cm、 深さ 3～ 1 5cmの

規模を持ち、断面形は浅い箱状を呈する。 2a溝底面より8～ 34cm高 く、底面における高低差は約20cmで、

南側に下がる。埋土は上部が酸化鉄を含む暗オリーブ褐色土、下部は本リーブ黒色土で構成されるが、断面

では2a溝との明確な切り合いを把握することはできなかった。
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<道路面>2条の溝に挟まれた部分が道路面となる。中央部北端から近現代の暗渠に攪乱を受けるが、こ

の他の部分は保存状態は良い。検出面での標高は24.17～ 23.90m、 南北方向の標高差は約30cmで、南側が

いくぶん低くなる。路幅触J溝中央間の距離)は la-2a間 で、北側 10。25m、 南側10m、 lb-2b間 で

は中央部9,3m、 南端部8.5mである。東西方向では北端部は約 8 cmの 高低差をもって東に下がるが、中央部

及び南端部では路面中央が高く東西に12～ 20cm下がり、断面形は緩やかな蒲鉾形を呈する。

第 6図  1号道路跡 (1)

-591-

■

里

+ +

■

十 く

十 く

◎PPl

PP4③

 OP3



庄 L=24100m

1号溝 A区
1 25Y4/2暗 灰黄 砂質シル ト 含炭化物(微)酸 化鉄
2 25Y4/1黄灰 砂質シル ト 含炭化物(微)酸 化鉄
3 25Y4/3オリーブ褐 シル ト 含灰プロック 炭化物(微)酸化鉄
4 25Y4/3オ リーブ褐 砂質シル ト 含炭化物(微)酸化鉄
5 25Y4/3暗 灰黄 砂質シル ト 含炭化物(微 )

6 25Y3/3暗オリープ褐 砂質シル ト 含緑灰ブロック 炭化物
7 5GY3/1暗オリープ灰 粘性シル ト 含植物遺存体(木の葉)炭化物
8 5GY3/1暗オリーブ灰 粘性シル ト 含緑灰ブロック
9 25Y3/2黒褐 シル ト 含炭化物(微 )

10 10YR5/8黄褐 シル ト 含緑灰ブロック
11 25GY3/2暗 オリーブ灰 砂質シル ト 含植物遺存体(木の乗)

12 10YR5/8黄褐色 砂質シル ト 含緑灰ブロック
13 5GY3/1暗 オリーブ灰 砂質シル ト 含緑灰プロック
14 5GY4/1暗 オリーブ灰 砂質シル ト 含植物遺存体(木の葉)

15 75GY6/1緑 灰 砂質シル ト 含明黄褐ブロック
16 75GY6/1緑 灰 粘性シル ト 含明黄褐ブロック

J壁 L=23900m

1号溝 C区
1 25Y4/2 暗灰黄色 砂質 シル ト 含炭化物(微)酸 化鉄
2 5YR5/1 灰色 シル ト 含T∝a 炭化物(少)酸 化鉄
3 5Y4/1 灰色 シル ト 含炭化物(少)酸 化鉄
4 5Y3/2 オリーブ灰色 シル ト 含植物遺存体 (木の葉)

5 5Y3/2 オリープ灰色 粘性シル ト 含植物遺存体 (木の葉)

6 5Y3/2 オリーブ灰色 粘性シル ト 含植物遺存体(木の葉)

7 5Y4/1 灰色 砂質シル ト 含酸化鉄
8 5Y3/2 オリーブ黒色 粘土質土 含緑灰ブロック(混合土)

9 10GY5/1 緑灰色 粘土質土 含灰プロック
10 10YR5/6 黄褐色 砂質シル ト 含炭化物(少)酸化鉄
11 5Y5/1 灰色 砂質シル ト 含炭化物
12 5Y5/1 灰色 シル ト 含緑灰ブロック 炭化物(少 )

13 5Y3/2 オリーブ黒色 粘性シル ト 含炭化物
14 10YR5/6 黄褐色 砂質シル ト 含緑灰ブロック
15 10GY5/1 緑灰色 粘土質土

2号溝 B区
1 5Y3/1 オリーブ黒色 シル ト 含炭化物(少 )

2 5Y4/1 灰色 シ,レ ト 含緑灰プロック(混合土)

3 10GY4/1 暗緑灰色 粘性シル ト 含灰プロック
4 10GY5/1 緑灰色 シル ト 含灰ブロック

1号道路跡

ドと L=23900m

1号溝B区
1 25Y4/2 暗灰黄色 砂質シル ト 含炭化物 (微)酸 化鉄
2 5YR5/1 灰色 シル ト 含To aプロック 炭化物 (少 )

3 5Y4/1 灰色 砂質シル ト 含酸化鉄
4 5Y3/2 オリーブ黒色 シル ト 含植物遺存体 (木の素)

5 5Y3/1 オリーブ黒色 粘性シル ト 含植物遺存体 (木の葉)炭 化物 (少 )

6 5Y3/1 オリーブ黒色 粘性シル ト 含植物遺存体 (木の葉)炭 化物 (少 )

7 10YR5/6 責褐色 砂質シル ト 含緑灰ブロック
8 75GY4/1 暗緑灰色 粘土質土 含灰プロック 炭化物 (少 )

9 75Y3/1 オリーブ黒色 粘土質土 緑灰との混合土
10 10GY5/1 緑灰色 粘土質土 含灰プロック

匹上 L=23900m

1号溝D区
1 25Y4/8 暗灰黄色 シル ト 含炭化物 (微)酸 化鉄
2 10YR5/6 黄褐色 砂 含炭化物 (微)酸 化鉄
3 25Y4/4 25Y3/1 黒褐色 シル ト 含黄褐ブロック 炭化物 (微)酸 化鉄
4 25Y4/3 オ リーブ黒色 砂 含炭化物 酸化鉄
5 25Y4/3 オ リープ黒色 砂 含炭化物 (微)酸 化鉄
6 25Y4/1 黄灰色 砂質シル ト 含炭化物 (微)酸 化鉄
7 5Y4/1 灰色 粘性 シル ト 含炭化物 (微)酸 化鉄
8 25Y4/1 黄灰色 砂質シル ト 含緑灰ブロック 酸化鉄
9 25Y4/1 黄灰色 砂質シル ト 含緑灰プロック 酸化鉄
10 5Y4/1 灰色  シル ト 酸化鉄
11 5Y3/1 オリーブ黒色 粘性シル ト 含植物遺存体 (木の葉)

12 5Y3/1 オリーブ黒色 粘性シル ト 含植物遺存体 (木の葉)

13 75Y3/1 オリープ黒色 粘性シル ト 含植物遺存体 (木の葉)

14 25GY3/1 暗オリーブ灰色 砂質
15 25GY3/1 暗オリープ灰色 砂質シル ト 含明黄褐ブロック 酸化鉄
16 25GY3/1 暗オリーブ灰色 粘性シル ト 含緑灰ブロック 炭化物 (少 )

17 5Y3/1 オリープ黒色 含植物遺存体
18 5GY4/1 暗オリーブ灰色 粘性シル ト 含暗褐ブロック
19 5GY4/1 暗オリープ灰色 粘性シル ト 含暗褐ブロック
20 5GY4/1 暗オリーブ灰色 粘性シル ト 含オリープ黒プロック 植物遺存体
21 25Y4/1 黄灰色 砂質シル ト 酸化鉄 (多 )

22 5Y4/1 灰色 砂質シル ト 酸化鉄 (多 )

23 5Y4/1 灰色 シル ト 酸化鉄 (多 )

24 5Y4/1 灰色 シル ト 含炭化物
25 5Y4/1 暗オリーブ灰色 粘性シル ト 含灰プロック
26 10YR5/8 責褐色 シル ト 含オリープ灰 酸化鉄 (多 )

27 75GY6/1 緑灰色 粘性シル ト 酸化鉄 (多 )

X L=24200m

上

上

号溝 C区
25Y3/3 暗オリープ褐色 砂質 シル ト 含炭化物 酸化鉄
5Y3/1 オリープ黒色 シル ト 含炭化物 (少)酸 化鉄
5Y3/1 オリープ黒色 シル ト 含炭化物 (少)酸化鉄
5Y4/1 灰色 シル ト 含炭化物 (少)酸化鉄
5Y3/1 オリープ黒色 砂
10CY4/1 暗緑灰色 粘性シル ト 含灰ブロック 酸化鉄
10GY5/1 緑灰色 砂質シル ト 含灰ブロック
10GY5/1 緑灰色 シル ト 含灰ブロック

4

5

6

脚咀L=24000m  二

牲____翌辛聖___-4m

第 7図
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湮LL=24100m

2号溝E区
1 10Y4/1
2 10Y4/1
3 75Y4/2
4 75Y4/2
5 75Y4/2
6 10Y4/1
7 10YR5/8

灰色 シル ト 含炭化物 酸化鉄
灰色 シル ト 含炭化物
灰オリーブ色 砂
灰オリーブ色 シル ト 含緑灰プロック 炭化物(少 )

灰オリーブ色 シル ト 含緑灰ブロック 酸化鉄
灰オリープ色 シル ト 含緑灰プロック

黄褐色 シル ト 含緑灰ブロック

2号溝D区
1 25Y3/3 暗オリーブ褐色 砂質ンル ト 含緑灰プロック(最上部)炭化物 酸化鉄
2 25Y3/3 暗オリーブ褐色 シル ト 含炭化物
3 5Y3/1 オリーブ黒色 シル ト 含緑灰ブロック 炭化物(少 )

4 5Y2/1 黒色 シル ト 含炭化物(多 )

5 5Y3/1 オリーブ黒色 粘性シル ト 含緑灰ブロック 炭化物(少 )

6 5Y3/1 オリーブ黒色 砂
7 5Y3/1 オリープ黒色 粘性シル ト 含緑灰ブロック 炭化物(少 )

8 5Y3/1 オリーブ黒色 粘性シル ト
9 10GY4/1 暗緑灰色 粘性シル ト 含灰プロック
10 10GY5/1 緑灰色 シル ト 含黄褐プロック
11 10GY5/1 緑灰色 シル ト 含灰ブロック
12 5Y3/1 オリープ黒色 含緑灰プロック

1 25Y3/3暗 オ リープ褐 砂質シル ト 含緑灰プロック 炭化物 酸化鉄

L=24100m

二μとL=24100m

0        1:40       1m

第 8図  1号道路跡 (3)

<整地>南半部を中心に路面及び 2a溝を覆う整地地業が認められた。検出時点での削りすぎのため正確

な範囲を実測することができなかったが、概算では約200�である。なお、西側は調査区外になり詳細は不

明であるが、この整地地業は道路跡以東にも及んでいる。断面の観察では、周囲よりいくぶん砂質の上にⅥ

層起源と考えられる緑灰色土ブロックを含む混合上を使用している。層厚は 2～ 20cmで、南側が厚い。な

お、この整地層下から橋脚跡及び 3号溝跡が検出された。

<橋脚>道路面中央の南端部B5区で、整地層の下から検出された。この部分は南に向かつて緩く傾斜し

湿地となっており、これを渡るための橋状の遺構と考えた。 3号清土層断面の観察では、 3号溝埋土を柱穴

が切り、この上を整地層が覆つていた。PP l～ PP 4の 4個の柱穴から構成される桁行 1間、梁行 1間 の遺

構であるが、桁行はさらに南に延びる可能性がある。軸方向はN-42° 一Eで道路跡の軸線より東に傾く。

柱間の距離は桁行PP l― PP 3が2.3m、 PP 2-PP 4が 2.15m、 梁間イまPP l― PP 2カ 1ゞ.25m、 PP 3-PP 4

が1.Omである。各柱穴の規模はPP lが開口郡径40× 35cm、 底部径27× 25cm、 深さ38cm、 PP 2が58× 39

cm、 27× 25cm、  36cm、  PP 3が 36× 25cm、  16X15cm、  60cm、  PP 4が44× 33cm、  20× 19cm、 56cmである。

なお、PP lと PP 2の 底面からは礎盤の可能性がある板材が検出された。また、PP 2の 北西85cmか ら杭

(第 16図)が検出されたが、橋脚との関係は不明である。

遺物(第22～27図・写真図版22～ 27)

<出土状況>かわらけ、陶磁器、木器・木製品、石器、鉄製品があるが、ほとんどが東西の側溝からの出
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土である。 これ らの多 くは、底面よ り10～ 20cm上部か ら出土 してお り、 この層が当道路跡の最終的な機能

面と考えられる。

<かわ らけ>1号 溝 (東側側溝)か らは約2.8kg、  2号溝 (西側側溝)か らは約1.8kg出土 した。 15～ 52

は 1号溝出上のかわらけである。てづくねかわ らけが卓越し、大型のものが多い。なお、ロクロかわらけは

小型の小破片 1点のみの出土である。

95～ 126は 2号溝出上のかわ らけである。 1号溝 と同様にてづくねかわらけが大半を占めるが、 119等の

ロクロ大型かわらけや 112～ 113の ロクロ小型かわ らけもある。なお、 126は 内面に 「如 ?」 字が線刻され

たてづくねかわらけである。

<陶磁器>ほとんどが小破片で出土量も少なく、 1号溝約2.2kg、  2号溝約0,9kgで ある。53～ 68は 1号

溝、127～ 133は 2号清か らの出土である。53は渥美産 ?の鉢で、口縁部は短 く内傾 し、内面には斑状に自

然釉がつく。54・ 55は渥美産甕、56は壺 ?、 57・ 58・ 62～ 64は常滑産 ?甕、59は壷と考えられる。65～

67は須恵器系陶器の甕 と考えられ、内外面には単位の狭い平行叩き目痕を持つ。68は 中国産の青白磁合子

の蓋で、 1/2強 が残存する。側面は凹凸文により花弁状に装飾 し、表面には 7?弁の花の押印文が施されて

いる。 127は渥美産壷、 128は甕、 129は常滑産壷、 130～ 132は甕、 133は鉢である。なお、小破片で実測

はできなかったが、134は 中国産青白磁の碗と考えられる。

<土製品>1号 溝か ら69が 出土 した。小破片のため詳細は不明であるが、 32次調査で出土 している軌に

類似する。

<金属器>70は 1号溝か ら出土 した環状の鉄製品で、両端はいくぶん幅を減 じ開く。

<木器・木製品>東西両側溝から出土 しているが、ほとんどが 1号濤か らの出土である。製品や部品のほ

か加工痕が顕著に見られるものを掲載したが、自然木も多い。いずれも 1号溝からの出土品である。

71・ 72は木簡である。71は長さ27.3cm、 幅5。 lcm、 厚さ4.5mmのスギ板の片面にに片仮名55文字が墨書さ

れ、ほぼ全文が判読できる。上下両端は 1～ 2 mmほ どの幅で片面が削がれ、鈍く尖る。また、下端から約 2

cm上部には直径 2 mmほ どの小孔を2個持つ。両端の削ざ面や小孔の存在から、木製品の部材を利用した可能

性がある。72は長さ26.5cm、 幅5.7cm、 厚さ4、 5cmのスギ板に漢字四文字が墨書されている。板の片側上下

隅は角が削られており、折敷の底板を利用しものと考えられる。

73。 74は上端が尖り下部に浅い切 り込みを持つ木製品で、 2個が重なり合って出土した。形代の類であ

ろうか。76は 中央に直径約 2 cmの 小孔を持つ円盤状の木製品で、片面には漆状の物質が付着している。甑

の底板の可能性がある。77は漆器碗の底であるが、摩耗が著しい。

78～ 80は底板である。78は片端に桜皮の継ぎ目が残る。81は 曲げ物の側板で、内側にはほぼ等間隔に細

いスリットが施されている。82は 中央に台形の透かしが見られる部材、83は下駄の歯である。84～94は加

工痕をもつ木片であるが、用途は不明である。137～ 139は橋脚の中穴内から出土した礎盤 ?である。腐食

のため形状が判明するものは137だけであるが、いずれもクリ材である。137は 片面が鈍状の工具によって

斜めに削り落とされており、表面には粗い加工痕が残る。

<石器>135。 136は 2号溝から出土した砥石で、いずれも砕けて小破片となっている。

時期 重複関係及び出上 した遺物から12世紀後半代の遺構 と考えられる。
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(3)柱 穴 ・ 掘 立 柱 建 物 跡

柱穴状小土坑は145基 (埋納遺構 2基を含む)検出された。これらは調査区の西端部、中央南端部、東端

部の3区域に集中して分布している。検出面及び埋土の状態からほとんどのものが12世紀代の遺構と考え

られる。しかし、いずれも調査区外に接しているため、明確に建物としての配置を確認できたものはない。

実測図の掲載にあたっては、想定し得るもの数例を線示するに止めた。

西端部柱穴群 (第 9図 )

1号道路跡以西から12基、道路内から15基、合計27基検出された。道路跡以西 (1号溝以西)の 12基の

内、睫 1-3-9-11は 道路跡と平行する同一線上に並ぶ。隣接する77次調査区でもこれらと方向を同じ

にする柱穴群が検出されているが、建物跡として明確に柱配置を把握することはできなかった。なお、当柱

穴列の軸線は77次調査で確認された板列と同軸線上であるほか、配11の 南側からは幅15～ 5 cm、 深さ 1～

4 cmの不整な溝状の痕跡が検出されており、周辺部には道路跡に沿った何らかの施設が存在したものと考え

られる。

道路内に分布する小土坑の内、配18～ 16は整地層の下からの検出である。また、 1号住居跡の周囲から

◎ 3

◎4

◎ ´ 0 ◎15
6

◎ 25

◎ 27
026

+

第 9図 西端部桂穴群
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西端部桂穴群
m 位置 径 深さ 備 考

1 B2 28X30 柱痕跡

2 B3 17X22

3 B3 24X28 柱反跡

4 B3 29X32
5 B3 16X19 1

6 B3 18X19 14

7 A3 18X25

8 B3 20X22
9 A4 25X30 17 柱痕跡

腱 位置 径 深さ 備 考

10 16X20
A4 30X36 柱痕跡2 基重複 ?

12 18X19

35X53 2基重複 ?

28X34 ll

15 21× 21

25X27
17 C2 30X38 7

C3 22X24

検出されたm22～ 26は、埋上の層相が住居跡のそれと類似 し、これに伴う可能性がある。

なお、道路跡東側から2基の小土坑 (第 10図)が検出されているが、周辺部にはこの他の遺構の分布 も

希で、独立した分布状況を示す。

遺物 埋土か ら摩耗の著しいかわらけの小破片が出土しているものがあるが、実測できた遺物はない。。

時期 埋上の層相か ら側溝以西のものは12世紀代の遺構 と考えられるが、道路跡内のものについては不明

である。

∨
⌒ だ

Ψ
A

∞稗喝③

◎

十

第¶0図 中央部柱穴群

中央南端部柱穴群 (第 11図 )

調査区内では最も多く密集度も高い。87基が検出されたが、分布はさらに南側に広がるものと考えられ

る。周辺部には整地層が見 られ、 これに覆われるものとこれを掘 り込むものがあるが、検出時の削りすぎに

よつて明確に区分することはできなかった。なお、同地区にある 3条の溝と重複するものは、 5号・ 8号溝

を切 り、 4号溝に切 られている。

他の地区に比べて直径が30cm以上、深さ40cm以 上の規模が大型でしっか りしたのものが多 く、建物を構

成 していたものであろう。矩形をなす 5例を図示 したが、いずれも建物としては小規模で、南側に延びる建

物が存在するものと考えられる。なお、群中には靖鍋を伴う 1号 。2号埋納遺構が存在することから、鋼製

品鋳造に係わる建物であった可能性が高い。また、隣接する 5号井戸跡や、北側約 5mに位置する 1号井戸

は、直接的に共伴を明らかにする資料は得 られていないが、建物跡との関係が推定される遺構である。

遺物 (第 28図・写真図版27)

かわ らけ、国産陶器、柱材が出土 しているが、整理時点での不手際により、出土遺構の詳細は不明となっ

てしまった。 140は F5区から出土 したロクロかわらけ、 141は E5区から出土 した陶器片である。 141は

常滑産甕の口縁部破片で、破損部は漆継ぎが施されている。 142・ 143は柱材で、いずれ も角材である。

142は残存状態が良く、側面には手斧、底面には斧または銘による削痕が顕著に観察される。

時期 検出面及び埋上の層相、出土遺物から全て12世紀代の遺構と考えられる。

時 位 置 径 深 さ 備 考

1 26× 39 柱痕跡  2某重梅 ?

2 24× 26 7

血 位置 径 深さ 偏 考

C8 24X26 7

C3 15X19

C3 20X22

C3 22X26 h23を切る

C3 25× 26

C4 19X20 ll

4 19X2 7

C4 19X24 6

C4 20X2
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第11図 中央南端部桂穴群

二
~~~~|≪

71頑
1尊 10

1 D5 27× 28 柱痕跡

3 24× 33 柱痕跡

6 D5

8 E5 14× 15

E5

E5 14X18 13 6号溝を切る

柱痕跡  19を 切る

E5 25× 30

E4 33× 37

E5 25× 30 4号溝を切 られる

22X28

24× 31 5号溝を切る

F5 24× 27 4号溝に切 られる

F5

25× 25 4号溝に切 られる

F4 23× 27 40

31× 35

F5 33× 50 2基の重複 ?

33× 35 7

F5 30X35

柱痕跡

71 F5 23× 26 8号溝を切る ?

F5

G5 23× 25 6

C5 16× 19

G5 26× 27

■ 4 18× 22 42 板塀跡 ?

3号井戸を切る
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東端部柱穴群 (第 12図・写真図版21)

29基が検出された。分布は疎らである。包含層中で検出されたに 1～ 5はほぼ等間隔 (2.2～ 2.Om)で、

方向E-8° 一Wの列をなす。周辺部で

は最も新 しく、重複する11号土坑を切っ

ている。 この他、最東郡に分布する血 12

～ 16、 17～ 23、 27～29は方向N-13～

14° ―Eの列をなして分布 してお り、南

東方向に広がる建物を構成するものと考

えられる。なお、配 10と配 12か らは大型

の青磁椀破片が出土 し、互いに接合 して

いる。特に配 12で は底面直上からの出土

で、 これ らも埋納遺構の一種 と見るべき

かも知れない。

第12図 東端部柱穴群
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日

相

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

坦

十
◎ヨ

hfo 位 置 径 偏 考

11号土坑 を切 る

17

3 20× 34

4 15 26× ―

5 J5 30× 35

6 」 5 33× 86 11 中央に炭化物柱痕跡 ?

7 」 5 25× 28

8 」 5 13× 20 12

9 J5 26× ―

:跡 上部か ら青磁碗

1 テ 5 37× 42 柱痕跡 抜き取 り痕 ?

K4 15× 17 底面か ら青磁碗

K4 23X32 柱痕跡

4 K4 23× 26 47 住痕跡

K4 29× 37

6 K5 49× 54 梓唐跡  9号溝を切る

K4 45× 48 上部からかわらけ
8 K4

K4 23× 25

K5 16× 26 10 柱穴 ?

K5 24× 24

K5 26× 31

L4 28× 24

L4 33× 37 13 7号溝に切 られる

K5 18× 19

L4 26× 29

L5 26× 30



遺物 (第28図・写真図版27)

かわ らけ、土製品、中国産磁器が出土 している。 144は K4区 阻 14の埋土上部か ら出土 した大型てづく

ねかわ らけ、 145は K4区阻 17の埋土上部か ら出土 した小型てづくねかわ らけである。 146は K5区 No.16

から出土 したItt禍片である。 147は 同じ柱穴か ら出上 した瓦片で、片面には細かい布 日、片面には縄 目がつ

く。 148は竜泉窯産の青磁碗で、 J4区 配 10の 埋土上部出土か ら出土した破片とK4区 hTo。 12底面か ら出土

した破片が接合した。内面には毛彫 り状の条線文による文様が描かれている。

時期 埋土の層相及び出土遺物か ら全て12世紀代の遺構と考えられる。

(4)井戸跡

1号井戸跡 (第 13図・写真図版15)

遺構 <位 置・検出状況>E3グ リッド、調査区のほぼ中央に位置する。Ⅱ層を除去 した段階で、Ⅵ層等の

ブロックを含む灰褐色土の広が りとして検出された。重複する遺構はない。 <規 模・形状>開 口部径

2.23× 2.14m、 底部径83× 70cm、 深さ2.15mで 、平面形は円形を呈する。壁は下部がほぼ直立 し、開口部

に向かって緩 く開く。底面は砂質シル ト層で、おおむね平坦である。 <埋 土>全体に中央に落ち込む堆積

状況を示す。上部はオリーブ色のブロックや炭化物、酸化鉄を含む灰褐色で、この下に径 15～ 30cmの亜円礫

40数個が層理に沿って検出された。中部は黒味の強い粘性土が主体で、層中には草本類遺残体や加工痕をも

つ木材を包含 している。下部はグライ化の進んだ粘性土で、底面付近ではいくぶん砂質 となる。層中の包含

物及び堆積状況から推定して、上部～中部は人為的な堆積土 と考えられる。なお、検出面や各壁面には特に痕

跡は認められなかったが、埋土中か ら検出された礫類や木材は何 らかの施設の構築材であった可能性がある。

遺物 (第 29図 。写真図版27)

埋土か らかわらけと国産陶器片が出土 しているが量は少ない。 149～ 151は手づくねかわ らけで、150・

151は 小型である。 152は常滑産の甕で、 口縁部は強く外反 し、外面中位に低い凸帯をもつ。なお、日唇部

には焼成前の破損痕が見 られる。

時期 出土遺物から12世紀代の遺構 と考えられる。

2号井戸 (第 13図 。写真図版 15)

遺構 <位 置・検出状況・重複関係>F5グ リッド、調査区中央南端に位置する。整地層 と考えられる黒褐

色土を除去 した段階で、黒色土の広が りとして検出された。 8号溝を切つている。南半部は調査区域外にか

かる他、東側は防火用水池による撹乱を受けてお り、精査できた部分は全体の約 1/4だけである。 <規

模・形状>精査できた部分か らの推定すると開口部径約 2m、 底部径約80cm、 深さ1.85mで 、円形基調の

平面形を呈するものと考えられる。壁は底面付近ではほぼ直立し、開口部に向かって緩 く開く。底面は砂質

シル ト層で、平坦である。 <埋 土>上部～中部は人為的な堆積層と考えられる黒色土が主体 とな り、下郡

はこれ らよリグライ化の進んだ土層で構成される。

遺物 (第 29図・写真図版27・ 28)

埋土か らかわらけ、国産陶器、木製品が出土 しているが量は少ない◇153・ 154は小型の手づくねかわ ら

け、 155は大型のロクロかわらけである。 156は 国産陶器でるが、小破片のため器種は不明である。胎土は

緻密でやや砂が入 り、猿投産の可能性がある。 157は容器の底板と考えられる。

時期 出土遺物および重複関係から12世紀代の遺構と考えられる。
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3号井戸 (第 14図・写真図版15)

遺構 <位置・検出状況・重複関係>H5グ リッド、調査区中央南端に位置する。整地層と考えられる暗褐

色土を除去した段階で、黒褐色土の広がりとして検出された。周辺部で検出された柱穴状の小土坑に切 られ

ている。なお、南半部は調査区域外にかかる。 <規 模・形状>精査の途中で、南側側が崩落したため底面

を確認することができなかった。残存部から推定して開口郡径 2m前後で、平面形は円形を基調とした井戸

跡と考えられる。 <埋 土>崩落のため詳細は不明であるが、上部は人為的な堆積土と考えられるオリーブ

灰色土がみられ、この下部はグライ化の進んだ暗緑灰色土が主体を占める。

遺物 (第29図・写真図版28)

埋土からかわらけ、国産陶器、木製品、金属製品、石製品が出土している。

<かわらけ>全体で約1.lkg出土しているが、小破片が多い。158～ 161は 手づくねかわらけで、158・

159は外面にススが付着する。161は 内外面に墨書が見られる。小破片のため内容は不明であるが、内面の

ものは「う」の可能性がある。 162・ 163は ロクロかわらけである。

<陶磁器>出土量は少なく約200gが出土した。 164・ 166は 渥美産、165は常滑産の甕破片である。こ

の他に中国産白磁碗の小破片 (167:写真)が出土している。

<木製品>168～ 170は箸で、いずれも両端を破損している。この他に自然木や木屑等が出土した。

<金属器>171は薄い銅版で、折り畳まれており、表面には金が付着する。なお、この他に銅滓約20g

が出土している。

<石製品>172は硯の破片と考えられる。

時期 出土遺物から12世紀代の遺構と考えれる。

4号井戸 (第 13図・写真図版15)

遺構 <位置 。検出状況・重複関係>15グ リッド、調査区東側南端部に位置する。遺物包含層精査時に黒

色上の広がりとして検出された。西側でH号土坑と重複 しこれに切られる。 <規 模・形状>開 口部径

1.35× 1.2m、 底部径60× 50cm、 深さ2.7mで、平面形は円形を呈する。壁は底面から僅かに外傾して立ち

上がり、開口郡付近で緩く開く。底面は砂質シル ト層で、おおむね平坦である。 <埋 土>上部は植物遺残

体を含む黒～黒褐色土、中郡～下郡は黒色土で構成され、この部分は人為的な堆積土の可能性がある。各層

は粘性が強い土壌であるが、下部はいくぶん砂質となっている。

遺物 (第29～31図・写真図版28・ 29)

埋土からかわらけ、国産陶器、土製品、鉱津が出土している。

<かわらけ>約 1.9kgが 出土した。手づくねかわらけとロクロかわらけがあるり、量的には手づくねかわ

らけが多いが、他の遺構に比べてロクロかわらけの割合は高い。173～ 175は手づくねかわらけの大型、

176・ 177は小型である。178～ 182は ロクロかわらけの大型、183～ 185は小型である。

<陶器>186は渥美産の壷で、頚部はほぼ直立し口縁部は強く外反した後内側に丸まる。器面には全体に

緑色の自然釉がかかる。

<土製品>188・ 189はオ塙破片で、日縁部内外面は溶変している。184は深さがなく底面が平坦である。

内面の溶変も少なく、姑塙ではない可能性がある。

<木製品>190は埋土中部から出土した人形の首である。顔は横幅はないが、眉、日、鼻、日が深く彫 り

出され写実的な表現となっている。側面には耳も付けられるが、明確なものではない。頭部は面取りされ、
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烏帽子の表現はない。首先は鈍く尖 り、差し込み式の人形首と考えられる。

191は先端が細 く尖 り、串と思われる。 192～ 194は加工痕をもつが、用途は不明である。 195は 曲げ物

の側板で、内面には浅いスリットが施される。 196は表面に 3本の細い溝が付けられた丸棒で、用途は不明

である。 197～ 199はスギ材による底板である。200～202は埋土中部か ら出土した直方体の木片で、各面

とも割合丁寧な加工が見 られるが、用途は不明である。

<鉱滓>約200gが出土 している。色調はいずれも赤銅色を呈 し、銅滓 (カ ラミ)と考えられ湯玉状のも

のやメタル反応があるものがある。

時期 出土遺物から12世紀代の遺構である。

(5)土 坑

1号土坑 (第 14図・写真図版16)

遺構 <位置 。検出状況>Elグ リッド、調査区中央北端に位置する。Ⅱ層を除去した段階でオリーブ褐色

の広がりとして検出された。周辺部にはほぼ同規模・同形態の土坑が 6基検出されているが、埋土の状態や

出土遺物からいずれも近代以降の土坑である。 <規 模・形状>開 口部径85× 75cm、 底部径46× 39cm、 深

さ75cmで、平面形は不整な円形を呈する。壁は僅かに外傾して立ち上がり、断面形はルーズな筒状を呈す

る。底面は平坦である。 <埋 土>自然堆積の様相を示し、グライ化したオリーブ褐色土及び灰色土等で構

成されている。出土遺物はない。

時期 遺物を伴わないため詳細は不明であるが、埋土の層相から12世紀代の遺構と考えられる。

2号土坑 (第 14図・写真図版16)

遺構 <位置・検出状況>E2グ リッド、調査区の中央に位置する。Ⅱ層を除去した段階で、くすんだ黒色

土の広がりとして検出された。 <規 模・形状>開 日郡径68× 65cm、 底部径39× 36cm、 深さ35cmで、平

面形は円形を呈する。壁は外傾して立ち上がり、断面形はバケツ形となる。底面は平坦である。 <埋 土>

上部はオリーブ黒色土、中部～下部は緑灰色土のブロックを含む黒色土が主体となって構成される。層中に

包含される緑灰色土ブロックの存在から、人為的に埋め戻された可能性がある。出土遺物はない。

時期 遺物を伴わないため詳細は不明であるが、埋土の層相から12世紀代の遺構と考えられる。

3号土坑 (第 14図・写真図版16)

遺構 <位置・検出状況・重複関係>C2グ リッド、調査区中央西側に位置する。Ⅱ層を除去した段階で、

黒褐色土の広がりとして検出された。 1号道路跡の路面で、これに上部を切られるものと考えられる。

<規模・形状>開 口郡径80× 65cm、 底部径50× 45cm、 深さ1 0cmで 、平面形は不整な楕円形を呈する。壁

は外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状となる。底面は凹凸がある。 <埋 土>黒褐色土が主体で構成され

るが、下部には黄褐色土が僅かに見られる。

遺物 (第 33図・写真図版31)

底面から258が出土している。摩耗と小破片のため詳細は不明であるが、胎上の状態や底部外面の形態か

ら土師器甕の破片と考えられる。

時期 出土した土器の特徴及び埋土の層相から、平安時代の遺構の可能性がある。
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4号土坑 (第 14図・写真図版16)

遺構 <位置 。検出状況 。重複関係>B3グ リッド、調査区の西端に位置する。Ⅱ層を除去した段階で、く

すんだ褐色土の広が りとして検出された。東側で道路跡西側側溝 (2号溝)と重複し、これに切 られる。

<規模・形状>開 口部径76X50± cm、 底部径65× 45± cm、 深さ20cmで、平面形は楕円形を呈する。壁は

外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状となる。底面は中央部が緩くくぼむ。 <埋 土>上部は整地層と考え

られる暗灰褐色土、中部はオリーブ褐色土、下部は黄褐色～灰色土で構成される。

遺物 埋土からかわらけの小破片が出土したが、実測は省略した。

時期 重複関係及び埋土の層相から推定して、12世紀代の遺構と考えられる。

5号土坑 (第 14図・写真図版17)

遺構 <位置・検出状況>E4・ 5グ リッド、調査区中央南側に位置する。Ⅱ層を除去した段階で検出され

た整地層に覆われる。 <規 模・形状>開 口部径 1.7m、 底部径70× 65cm、 深さ1.2mの大型の上坑で、平

面径は円形を呈する。壁は底面から僅かに外傾して立ち上った後、開口部に向かって開く。底面は砂質シル

ト層で、平坦である。 1～ 4号井戸跡と比較して浅く土坑として扱ったが、平面規模及び形態から丼戸の可

能性がある。 <埋 土>上部は整地層上の酸化鉄を多く含む暗褐色土、中部は緑灰・黄褐色ブロックを含む

黒褐色土、下部はグライ化が進んだ灰～緑灰色上で構成される。なお、遺構中央の埋土中部から下部にかけ

て径 5 cm前後の杭状の棒が 5本、直立して検出された。

遺物 (第 33図・写真図版31)

<かわ らけ>手づくねかわらけとロクロかわ らけがあるが、いずれも摩耗した小破片で、出土量も少ない。

259は 小型の手づくねかわらけである。

<木製品>260。 261は 埋土中部か ら5本 まとまって出土した杭 ?で、この他のものは乾燥による収縮の

ため実測できなかった。いずれも自然木で、表皮が付 くものが多い。先端は銘状の工具により鈍 く尖 らせて

いるが、顕著なものではない。262は 表面に粗い手斧痕が見 られる材であるが、丁寧な加工ではなく全体の

形も歪である。

時期 検出面及び出土遺物から12世紀代の遺構 と考えられる。

7号上坑 (第 15図・写真図版 17)

遺構 <位 置・検出状況・重複関係>C4グ リッド、調査区中央南よりに位置する。重複する 1号住居跡精

査中にその存在が確認された。同住居跡の中央部を床下まで切る。なお、 1号道路跡との新旧関係は、検出

時の削 り過ぎのため明確に把握することはできなかった。 <規 模・形状>1号住居跡床面での規模である

が、南北 1.5m、 東西 1～ 0.6m、 住居跡検出面か らの深さは85cmで、平面形は北壁が長い墨丸台形を呈す

る。壁はいずれも外傾して立ち上がるが、北側では他の壁に比べていくぶん緩やかである。底面は中央に向

かってくぼむ。 <埋 土>上部は暗褐色土、中部～下部は粘性をもつ黒褐色土が主体 となって構成されてい

る。各層の堆積状況から、人為的な堆積と考えられる。

遺物 埋土中からかわらけの小破片が出土したが、実測は省略した。

時期 重複関係及び埋土の層相から12世紀代の遺構 と考えられるが、これより以降である可能性を残す。
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8号土坑 (第 15図・写真図版17)

遺構 <位置・検出状況 。重複関係>D5グ リッド、調査区中央南端部に位置する。Ⅱ層を除去した段階で、

黄褐ブロックを含む暗灰黄土の不整な広がりとして検出された。東側を柱穴状小土坑に切られる。なお、南

半分を大きく掘りすぎている。 <規 模・形状>開 口部83× 60cm、 底部68× 41cm、 深さ1 3cmで、平面形

は不整な楕円形を呈する。残存する壁は外傾して立ち上がり、断面形は浅皿状となる。底面は凹凸がある。

<埋土>上部は暗灰黄色土、下部は黄褐色土で構成されるが、上部の土層は、周辺部に見られる整地層と同

質である。出土遺物はない。

時期 遺物を伴わず詳細は不明であるが、埋土の層相から12世紀代の遺構と考えられる。

9号土坑 (第 15図・写真図版17)

遺構 <位置 。検出状況 。重複関係>E・ F5グ リッド、調査区中央の南端に位置する。Ⅱ層を除去した段

階で、オリーブ黒色上の広がりとして検出された。北東部を柱穴状小土坑に切られる。 <規 模・形状>開

口部径64× 55cm、 底部径51× 45cm、 深さ1 lcmで、平面形は不整な円形を呈する。壁は外傾して立ち上が

り、断面形は浅皿状となる。 <埋 土>黄褐ブロックを含むオリーブ黒色土の単層である。

遺物 埋土からかわらけの小破片が出土したが、実測は省略した。

時期 埋土の層相及び重複関係から12世紀代の遺構と考えられる。

10号土坑 (第 15図・写真図版18)

遺構 <位置・検出状況>G・ H5グリッド、調査区中央南端に位置する。Ⅱ層を除去した段階で黒褐色土

の広がりとして検出された。 <規 模・形状>開 口部径60X53cm、 底郡径42× 38cm、 深さ39cmで、平面

形は円形を呈する。壁はいずれもほぼ垂直に立ち上がり、柱穴状の形態をなす。 <埋 土>全体に緑灰色土

のブロックを含む黒褐色土で構成される。なお、ほぼ中央から最大径20cm上 の木根が検出された。四方に

支根を伸ばしており、柱材の残存とは考えられない。しかし、当土坑がこの木根に伴う植樹痕跡であるかど

うかは不明である。

遺物 埋土からかわらけの小破片が出土しているが、実測は省略した。

11号土坑 (第 15図・写真図版18)

遺構 <位置・検出状況・重複関係>H・ 15グリッド、調査区東側南端部に位置する。遺物包含層精査時

に黒色土の広がりとして検出された。東側で4号井戸跡と重複しこれを切り、北側で柱穴状小土坑に切られ

る。 <規 模・形状>開 口部径143X125cm、 底部径84× 80cm、 深さ95cmの バケツ状の土坑に最大幅85cm、

長さ56cm、 深さ20cmの 舌状張り出し部からなる。 <埋 土>層相及び包含物から人為的な堆積と考えられ、

各層は土坑の中央部に向かって落ち込む。上部は草本類、木材屑等を多量に含む黒色土及び炭化物の薄層、

中部は緑灰色土ブロックを含む黒色土及び炭化物・植物遺残体層、下部は黒色土が主体となっている。

遺物 (第 31・ 32図・写真図版29・ 30)

<出土状況>埋土上部から中部にかけてかわらけ、陶器、土製品、木器・木製品、石器、金属製品、鉱滓

が出土している。出土量は他の遺構に比較して卓越し、出土状況から遺構廃絶時に投棄されたものと考えら

れる。

<かわらけ>約 1.9が 出土している。手づくねかわらけとロクロかわらけの割合はほぼ同じであるが、い
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L=23800m

1号井戸跡
1 5Y4/1灰  シル ト 含オリーブプロック 炭化物 酸化鉄
2 5Y4/4灰  シル ト 含オリーププロック(混合■)や や砂質
3 5Y2/1黒  粘性シル ト 含オリーププロック 炭化物 (少 )

4 5G4/1暗 緑灰 粘性シル ト 灰との混合土
5 75Y3/1オ リープ黒 粘性シル ト 贈緑灰との混合土 含炭化物 (少)楢 物遺存体
6 5Y2/1黒  粘性ンル ト 含炭化物 (少)植 物遺存体
7 75GY4/1暗緑灰 粘性ンル ト 灰との混合土 含床化物 植物遺存体
8 10GY5/1緑 灰 粘性シル ト 含灰プロック
9 5GY5/1オ リープ灰 粘性シル ト 含灰プロック 炭化物
10 5G6/1緑 灰 砂質シル ト 下部砂質

4号井戸跡

号井戸跡
5Y2/1黒 粘性シル ト 含炭化物
25Y3/2黒 褐 粘性シル ト 含植物遺存体
5Y2/1黒 粘性シル ト 含炭化物
5Y3/1オ リープ黒 粘性シル ト 含灰オリープブロック 炭化物 (少 )

5Y2/1黒 粘性シル ト 含灰オリーププロック
5Y2/1黒 シル ト・砂質シル ト

2号井戸跡

止 L=23400m  Fと 」喝

2号井戸・ 8号溝
1 25Y4/1灰  粘土質土 含炭化物 (少)Ⅱ 層
2 25Y3/1黒 褐 粘性シル ト 含オリーププロック 炭化物
3 25Y3/1黒 褐 粘性シル ト 合オリープ・黄褐プロック 炭化物
4 5Y2/1黒  粘土質土 含緑灰ブロック 炭化物
5 5Y2/1黒  粘土質土 含緑灰プロック
6 5Y2/1黒  粘土質土 含植物遺存体
7 75GY5/2緑灰 粘土質土 含黒プロック
8 5Y2/1黒  粘土質土 含緑灰ブロック
9 5Y3/2オ リープ黒 シル ト 含炭化物 酸化鉄
10 5Y3/1オ リープ黒 粘性シル ト 含緑灰プロック
11 75GY5/1緑灰 粘土質土 含黒プロック 炭化物 (微 )

L=22.900m

L4ユ

4

ン

0       1:40

1・ 2・ 4号井戸跡第 13図
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1号土坑

2号土坑

口LL=23900m 」ゝ

2号土坑
1 25Y3/1オ リープ黒 シル ト 含緑灰ブロック 炭化物(微 )

2 75Y2/1黒 粘性シル ト 含緑灰プロック 炭化物(微 )

3 75Y2/1黒 粘性シル ト 含緑灰ブロック 炭化物(少 )

4 10Y2/1黒  砂質シル ト 含炭化物(少 )

5 10Y2/1黒  粘性シル ト 含緑灰ブロック 炭化物(少 )

4号土坑

評L  L=24200m 二

h4

「h し=24200m 名

4号土坑
1 25Y4/2暗 灰黄 砂質シル ト 含炭化物(少)酸化鉄
2 25Y4/3オ リープ褐 シル ト 酸化鉄
3 25Y5/4黄褐 砂質ンル ト 含炭化物(微 )

4 5Y4/1灰  粘土質土 含炭化物(微 )

5号土坑
1 25Y3/3暗オリーブ褐 シル ト 含黄褐プロック 炭化物 (少)酸 化鉄
2 25Y3/1黒褐 粘性シル ト 含黄褐・緑灰プロック 炭化物
3 25Y4/1黄灰 粘性シル ト 含緑灰・黒プロック(混合土)炭 化物
4 10GY4/1暗緑灰 粘性ンル ト 含黒ブロック
5 10Y4/1灰  粘性シル ト 含黒ブロック
6 5CY5/1緑灰 粘性シル ト 含黒プロック 植物遺存体

評Lと=24100m 」L

1号土坑
1 25Y4/3オ リープ褐 粘性 シル ト 含緑灰・黄渦 ブロック(混合土)炭 化物

2 25Y3/3暗オ リープ褐 粘性シル ト 含炭化物(少 )

3 25Y4/4オリーブ褐 粘性シル ト 含緑灰プロック 炭化物(微 )

4 5Y4/2灰 オリーブ 粘土質土 含緑灰ブロック
5 25Y5/4黄褐 砂質シル ト 含緑灰プロック
6 25Y5/1オ リーブ灰 粘土質土 含緑灰プロック
7 25Y4/1灰 粘土質土 含緑灰ブロック
8 10Y4/2オ リーブ灰 粘土質土 含緑灰ブロック
9 75GY5/1緑灰 含緑黒ブロック

3号土坑

0       1:40       1m

3号土坑
1 25Y3/1黒褐 シル ト 含黄褐プロック 炭化物 (微)酸 化鉄
2 25Y3/1黒褐 シル ト 含黄褐プロック
3 25Y5/4黄褐 砂質シル ト 含炭化物 (微 )

5号土坑

3号井戸跡  1～ 5号土坑
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7号土坑 翼

ゞ
8号土坑

L=24100m

9号土坑

止 L=23500m

9号土坑
1 5Y3/1オ リープ黒 シル ト

二注

れ L=23600m 吼

8号土坑
1 25Y4/2暗 灰黄 シル ト
2 10YR5/6黄 褐 シル ト

含にぶい黄プロック 炭化物(少 )

含灰ブロック 酸化鉄

7号土坑
1 10YR3/3暗 褐 シル ト 含炭化物(少)酸化鉄
2 10YR3/1黒 褐 粘性シル ト 含炭化物(少)酸化鉄
3 10YR3/1黒 褐 粘土質土 含炭化物(少 )

4 10YR3/1黒褐 シル ト
5 10YR2/1黒 褐 粘土質土 含オリーブ灰プロック
6 10YR3/1黒褐 粘土質土 含緑灰ブロック

含黄褐ブロック(混合土)炭 化物

10号土坑
1 25Y3/1黒 褐 粘性シル ト 炭化物(少 )

2 25Y3/2黒褐 粘性シル ト 含緑灰プロック 炭化物
3 25Y3/2黒 褐 粘性シル ト 含緑灰ブロック(混合土)

4 10GY4/1暗緑灰 粘性シル ト 含緑灰プロック(混合土)

5 25Y3/1黒 褐 粘性シル ト
6 25Y3/1黒褐 粘性シル ト 含緑灰ブロック(混合土)

7 10GY5/1緑灰 粘土質土

し=22800m

二

ィ（耐町）ゞ
　姉

坑土口巧Ю

二

11号土坑

i

11号土坑
1 25Y4/1黒  粘性シル ト 含植物遺存体・木製品
2 25Y3/3暗オリーブ褐 粘性シル ト 含植物遺存体
3 19YR1/17黒  炭化物層
4 5Y2/1黒  粘性シル ト 含暗緑灰プロック 炭化物
5 5Y3/1オ リーブ黒 粘性シル ト 含植物遺存体 炭化物
6 5Y2/1黒  粘性シル ト 含緑灰プロック 炭化物 (少 )

7 5Y2/1黒  シル ト 含炭化物 やや砂質
8 5Y2/1黒  粘性シル ト

0       1:な0      1m

第15図  7～ 11号土坑
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ずれも完形品はない。203～207は手づくねかわらけで、205。 206はいくぶん小型である。207は小型の

手づくねかわらけであるが、弱い反りを持つ高台が付く。208・ 209は大型のロクロかわらけ、210～212

は小型のロクロかわらけである。

<陶器>出土量は少なく、 l kgに 満たない。213は張 り出し部か ら出土した渥美産の山茶碗で、底部には

低い高台が付く。214は渥美産の甕破片で、外面には平行な押印が施されている。

<土製品>215・ 216は増蝸破片で、いずれも小型である。内面は溶解し、216は 青色の光沢を持つ。

<木器・木製品>製品及び加工痕を有する木片として、217～ 255を 掲載したが、埋土の上部からは手斧

屑が廃棄された状態で出土した。

217～219は漆器椀である。土圧により変形しているが、217・ 218は低い高台が残り、いずれも内外面

に黒漆が塗布されている。220～ 236は箸で、ほぼ中央から折られているものがある。227。 228は断面形

が正方形で、上端部は斜めに削がれ、緩く尖る。237～ 242はいくぶん太く、片端が尖ることから串と考え

られる。243～ 254は加工痕の見られる材であるが、用途が判明するものはない。255は片面が鋸引きされ

た材で、この面には包丁 ?等の細い刃物痕が見られることから作業台と考えられる。400は片面に墨書が見

られる木片である。乾燥のため変形してしまったが、厚さ 211mほ どの正目板に絵画が描かれている。細い線

が十数本観察できるが意匠は不明である。401は表裏両面に斜めに交錯するスリットが施された板片である。

<石器>256は偏平な自然石を利用した砥石である。

<金属器>257は小さな鉄片で、錆のため器種 。用途とも不明である。なお、鉱津は170g出土した。

時期 出土遺物から12世紀代の遺構と考えられる。

(6)溝 跡

3号溝跡 (第 16図 。写真図版13)

遺構 <位置 。重複関係>BoC5グ リッド、調査区南西端部に位置する。 1号道路跡を覆う整地層を除去

した段階で検出された。南側は湿地状の地形のため、一部を除いて壁を検出することはできなかった。道路

跡西側側溝及び橋脚状遺構の南側柱穴に切られる。西側に隣接する第77次調査で検出された 1号溝跡と位

置・方向が一致し、これと同一遺構の可能性が高い。土層断の観察では、新旧2条の溝の存在が確認された。

古期を a、 新期をbと して記述する。 <規 模・形態>前述のとおり規模の詳細は不明であるが、残存部及

び土層断面からの推定するとa溝は上端幅120cmと 、下端幅90cm± 、深さ40～ 60cmで、約 7mにわたって

検出された。断面形は底面の平坦なU字状を呈し、底面の東側に高低差数cmの段が見られるが、この他の部

分はおおむね平坦である。 b溝は平面的プランを確認できなかった。埋土断面の観察では、 a溝の底面より

10cm士 上部に底面を有し、 a溝の北壁より30cm± 南に寄って構築されていたものと考えられる。検出部分

での方向は、 E-18° 一Sの角度で真直に延び、道路跡とほぼ直交している。 <埋 土>いずれの溝も最

上部は整地層に覆われている。 a溝は上部が暗オリーブ灰色土、下部はグライ化が進んだ緑灰色土で構成さ

れる。 b溝は暗オリーブ灰色土を主体とする互層によって構成されている。いずれの溝も砂質土の薄層を含

み、水性堆積の様相を示す。

遺物 (第 33・ 34図・写真図版32・ 33)

<出土状況>埋土からかわらけ、国産陶器、木製品が出土している。なお、西側からの遺物には重複する

側溝 (2号溝)のものが混入している可能性がある。

<かわらけ>約 2.9kgが 出土したが、大半は小破片である。手づくねかわらけとロクロかわらけとの割合
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は前者が卓越するが、東側側溝出土のかわらけに比べていくぶん小型のロクロかわ らけの割合は多い。236

～270は大型、271～ 273は小型の手づくねかわ らけである。274・ 275は大型のロクロかわ らけ、276・

277は 小型のロクロかわらけである。

<陶器>出土量は少なく約560gで、いずれも小破片である。渥美産、常滑産、須恵器系陶器があるが、

量的には渥美産のものがいくぶん多い。278・ 280は渥美産甕、279は常滑産壷、281は須恵器系陶器である。

<木製品>288～ 292の 10点 を掲載した。283・ 284は刃物の柄である。前者は目釘穴をもたず鞘とも考

えられるが、奥行きが 5 cm程 のため柄とした。後者は約 3 almの 目釘穴を持つ。285は火切り杵で、片端は炭

化し回転のため丸くなっている。286は両側からの切 り込みをもつ短い薄板である。287・ 288は底板、

289,290は加工痕を持つ板片である。291・ 292は片端に刃物による切断痕を持つ自然木で、杭と考えた

が、291は細く樹木枝の選定屑の可能性もある。

<石製品>298は面取りされた凝灰岩で、表面には粗い擦痕が見られる。礎石等の石材と考えられる。

時期 重複関係及び出土遺物から12世紀代の遺構である。

4号溝跡 (第 17図・写真図版13)

遺構 <位置・重複関係>調査区中央南端部に位置する。DoE・ F5グ リッドにかけて検出された。周辺

に分布する遺構中最も新しく、重複する全ての遺構を切っている。 <規 模・形態>上端幅53～ 34cm、 下

端幅40～ 20cm、 深さ20～ 1 lcmで、約7.3mにわたって検出された。断面形は緩いU字状を呈し、底面にお

ける高低差は約30cmで、東側が下がる。なお、東側で幅1 5cm士 の細い小溝が検出されたが、これを切って

いる可能性がある。方向は西―東 (E-3° 一S)で、東側は湿地地形となるため検出できなかった。

3号溝
1 10Yク 1 灰 色  ンル ト 含 黄褐 プ ロ ック 炭 化物
2 10Y4/1 灰 色  砂 質 シル ト 含 炭化 物 (少 )

3 10GYS/1 緑灰色 粘土質土 灰との混合土
4 5Y3/1 オ リープ黒色 粘土質土 含緑灰ブロック
5 10Y4/ユ  灰色 砂質ンル ト 含炭化物 (微 )

6 10Y4/1 灰色 砂質シル ト
7 10Y4/1 灰色 砂質ンル ト 含炭化物 (微 )

8 10Y5/2 灰ォ リープ色 砂 含炭化物 (微 )

+

９
１。
１．
ヮ
ー３
・４
ヽ
・６

5Y4/1 灰 色  砂  含朕化 物 (少 )

5Y4/1 灰 色  砂  含 炭化 物 (少 )

10Y4/1 灰 色  砂 質 シル ト 含 炭化 物 (微 )

iOY4/L 灰 色  シル ト 含 緑灰 プ ロ ック
10Y4/1 灰色  シル ト 含 炭化 物 〈少 )

10YS/2 灰 オ リー ブ色  砂 質 シル ト 含緑 灰 プ ロ ック
10Y4/2 灰 オ リー プ偽  粘 上質 土
ユOGY5/工 緑 灰 色  粘土 賀 土  灰 との混 合土

第16図  3号溝跡
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<埋土>上部は黄褐色ブロックや炭化物を含むオリーブ黒色土が主体となっている。

遺物 (第 34図・写真図版33)

摩耗の著しいかわらけ小破片が出土している。294の ロクロかわらけ破片 1点を掲載した。破片中には手

づくねかわらけもあるが、量はロクロかわらけが多い。

時期 検出面から12世紀代の遺構と考えたが、重複関係等からこれより以降の可能性もある。

5号溝跡 (第 17図・写真図版14)

遺構 <位置・重複関係>調査区中央南端部に位置する。 F4・ E5・ F5グ リッドにかけて検出された。

4号・ 6号溝と重複し、前者に切られ後者を切る。また周辺部に分布する柱穴状小土坑に切 られる。 <規
模・形態>上端幅100～ 40cm、 下端幅43～ 20cm、 深さ50～ 5 cmで、約10mにわたって検出された。断面形

は底面が緩くくぼむU字状を呈し、底面における高低差は約50cmで、南側が下がる。方向は北東―南西

(S-38° 一W)である。 <埋 土>上郡は炭化物を僅かに含む灰色土、中部から下部は黒色土が主体とな

つて構成されている。

遺物 (第 34図・写真図版33)

摩耗の著しいかわらけ小破片が出土している。294の ロクロかわらけ破片 1点を掲載した。

時期 検出面及び重複関係から、12世紀代の遺構と考えられる。

7号溝 (第 18図・写真図版14)

遺構 <位置 。重複関係>調査区東端部に位置する。 」・L4・ L5グリッドにかけて検出された。周辺に

調査区全域にわたって検出され

9号溝
1 25Y4/1黄 灰 粘性シル ト 含緑灰ブロック 炭化物
2 10GY4/1 暗緑灰 粘性土 含黄灰ブロック

脚
Ａ

形模規＜る切を坑土跡

Ａ

穴

弾＋　　聯

分 層を除去した時点では、

7号溝血 1

1 5Y4/1灰オリーブ
2 5Y5/4オ リーブ

とし=23200m4

す
7号溝聴 2
1 5Y4/1灰  粘性シル ト

酸化鉄

帥〉 含オリープ灰プロック 炭化物 (微 )

第18図  7～ 9号溝
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たが、降雨 と湧水により北半部はプランを明 らかにすることができなかった。検出された部分では上端幅

60～ 40cm、 下端幅35～ 20cm、 深さ20～ 1 2cmで、調査できた長さは約 4mである。断面形は底面の平坦な

U字状を呈 し、底面における高低差は約 1 8cmで 南側が下がる。方向は北一南 (S-2° 一E)で、ほぼ現

道に平行する。 <埋 土>灰オリーブ色土を主体 とし、北側では砂質となっている。出土遺物はない。

時期 遺物を伴わず詳細は不明であるが、検出時にほぼ同レベルから寛永通賓が出土していることや、周囲

の土層の堆積状況か ら推定して、近世奥州街道の西側側溝の可能性がある。

8号溝 (第 18図・写真図版 14)

遺構 <位 置 。重複関係>調査区中央南端部に位置する。G・ F5グ リッドにかけて検出された。 2号井戸

跡、 1号埋納遺構に切 られるほか北側は近代の井戸跡によって破壊されている。 <規 模・形態>上端幅75

cm、 下端幅6 5cm、 深さ25～ 20cmで、検出された長さは 3mで ある。断面形は底面が平坦なU字状を呈 し、

底面における高低差は約26cmで南側が下がる。方向は北東一南西 (S-26° 一W)で ある。 <埋 土>調

査区境断面の観察では、最上部は周辺部に分布する整地層に覆われている。上部か ら中部はオリーブ黒色土

が主体、下部はグライ化の進んだ緑灰色土で構成される。

遺物 埋土からかわ らけの小破片が出土しているが、実測は省略した。

時期 重複関係及び埋上の層相から12世紀代の遺構と考えられる。

9号溝 (第 18図・写真図版 14)

遺構 <位 置 。重複関係>調査区西端部に位置する。L5グ リッドで検出された。柱穴状の小土坑に切 られ

る。 <規 模・形態>降雨 と湧水のため、検出段階で北側を削 りすぎてお り、元来は北に延びていたものと

考えられる。検出された部分では上端幅115～ 70cm、 下端幅80～ 45cm、 深さ37～ 5 cmで、精査できた長さ

は約 2mで ある。断面形は底面は緩いU字状を呈 し、底面における高低差は約35cmで南側が下がる。方向

は北東―南西 (S-25° 一W)で ある。 <埋 土>最上部は周辺部に分布する整地層に覆われている。上

部は炭化物を含む灰本リーブ色土、下部はグライ化の進んだ緑灰色土から構成される。

遺物 (第 34・ 35図 。写真図版33)

<出土状況>埋土からかわらけ、土製品、石器、鉱津 (133g)が出土している。

<かわらけ>破片375gが 出土した。ロクロかわ らけと手づくねかわらけでは、いくぶん前者の割合が多

い。298は大型の手づくねかわらけ、299～ 301は小型のロクロかわ らけである。

<土製品>鋳造関連の遺物が多 く、全体では約500gが出土 した。オ鍋、羽口片が多い。305～306は対

鍋破片で、残存部か ら推定すると小型の部類に属する。307は平瓦の破片で内面には布 目、外面には縄痕が

見 られる。308は摩耗と剥落によって詳細は不明であるが、鋳型の可能性がある。

<石器>309は ほぼ全面に使用痕跡が見 られる小型の磨石である。

時期 出土遺物と検出面から12世紀代の遺構と考えられる。

(7)埋納遺構

3基を埋納遺構とした。このうち 2基は柱穴状小土坑で、柱を除去 した後の掘 り方に遺物を故意に「入れ

た」または 「埋めた」 と考えられる遺構である。なお、遺物が破片であつたため、埋納遺構 として扱わなか

ったが、青磁碗の破片が接合した東端部柱穴群中の皿 10及び血 12(第 12図 )も 同種の遺構の可能性がある。

-611-



1号埋納遺構 (第 19図・写真図版18)

遺構 F5グ リッド、調査区中央南端部に位置する。Ⅱ層及び東側に隣接する近代の防火水槽による撹乱を

除去した段階で、上部のItr禍が検出された。なお、撹乱部の除去の際掘り方の上部を削りすぎた可能性が高

い。 8号溝の埋土を掘 り込んで、大小 2個 の完形靖塙を正位に重ねて埋置している。なお、西側約20cmに

は 2号埋納遺構がある。溝の埋土内にあるため、掘り方の平面径及び規模を明確に把握できなかった。断面

からの推定すると、径30c皿前後、深さ15cm前後の不整な円形を呈する掘り方を有するものと考えられる。

遺物 (第 35図・写真図版33)

310は下段のltl塙で、内側と口縁部外面が黒褐色～赤銅色に溶変する。溶変のため詳細は不明であるが、

片口状を呈する可能性が高い。器壁は 2 cm前後で、内面及び口縁部近い部分では発泡状態となっている。な

お、体部下端には縦横 3本の線による格子目文が刻まれている。日唇部までの容量は約100ccである。302

は上段のItt塙で、片口状を呈する。下段のものと同様に内面及び口縁部画面が溶変するが、特に口縁部付近

が顕著である。器壁は下段のものよりいくぶん厚く3 cm前後で、日唇部までの容量は約180ccである。

時期 検出面及び包含層中の出土遺物との比較から、12世紀代の遺構と考えられる。

2号埋納遺構 (第 19図・写真図版18)

遺構 F5グ リッド、調査区中央南端部に位置する。東側約20cmで 1号埋納遺構と隣接している。 8号溝

西壁及び柱穴状小土坑No.73と重複し、これらを切っている。開口部径39× 32cm、 深さ43cmの柱穴状小土坑

(中央南端部柱穴群に72)の底面に完形漆器椀 1個を正位に埋置している。埋土は緑灰色土ブロックを含む

黄灰色土が主体で、人為的な堆積である。

遺物 (第 35図・写真図版33)

313は 埋納されていた漆器椀で、検出時点では完形品であったが、木質部の劣化が激しく現在は破砕 して

いる。ハの字に立ち上がる高台を有し、胴部は内湾して口縁部に続く。高台部の内面は浅く奢Jり 貫かれてい

る。器面全体に黒漆が塗布されている。

1号埋納遺構

注 L=23400m i

と号埋納遺構
1 5Y3/2 オリーブ黒色 シル ト 黄褐・緑灰との混合土

含炭化物 (少 )

o        l i20      50cm

脚L L=23400m」当

第 19図  1～ 3号埋納遺構
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5～ 」5グ リッド以外からの出土遺物も当項に含めた他、遺構内から出土した縄文時代の石器類についても

掲載している。

<かわらけ>(第 35図・36図・写真図版34)

314～ 321は主に調査区中央部から出土したかわらけで、出土総量は約6.5kgあ る。319は底面に穿孔を持

つ可能性がある。320・ 321に は意匠は不明であるが、外面に線刻が見られる。 322～ 334はH5グ リッ

ドから出土したかわらけで、出土総量は約5。 7kgである。ロクロかわらけも出土しているがいずれも小破片

で出土量も少なく、実測できたものは全て手づくねかわらけである。334は 底部中央にに直径 8 mmほ どの穿

孔を持つ小型かわらけで、内外面にはタール状の物質が付着している。

335～ 345は 15グ リッドから出土である。出土総量は約12.5kgで 、調査区内中最も多い。手づくねかわ

らけが卓越するが、大小のロクロかわらけも出土している。340は いくぶん深みのある手づくねかわらけで、

内面にはハケメ状のナデ痕が明瞭に観察される。また、内外面にはススが付着し、器面の剥落した部分にも

見られる。

346～ 357は J5グリッドからの出土かわらけで、総量は約3.4kgで ある。当グリッドでも手づくねかわ

らけの出土量が勝るが、他に比較してロクロかわらけの割合が多い。355は 底面中央に、に直径約 8 mmの穿

孔を持つ小型のロクロかわらけである。357は Ⅲ層最下部から出土した大型のロクロかわらけであるが、胎

土や糸切り痕が密なことから土師器のITN形土器の可能性もある。

<陶磁器>(第 36・ 37図・写真図版35)

調査区全体でも約 5 kgと、出土量は少ない。国内産の陶器には渥美産、常滑産、須恵器系陶器、猿投系陶

器があるが、渥美産と常滑産がほぼ同量出土しており、この他のものはごく僅かである。また、中国産の磁

器はさらに少ない。

358は渥美産の鉢で、「ハ」の字に開く低い高台を持ち、器壁は全体に厚手である。359は須恵器系陶器

の鉢で、内面には墨の痕跡が見られる。360は渥美産の壷と考えられる。胴郡下端まで自然釉が垂れ、底面

は釉のため癒着する。361は 小型の鉢である。胎土は緻密で、猿投系陶器の可能性がある。362は常滑産の

甕破片で、二重の菱形押印が見られる。363は常滑産の鉢で、「ハ」の字に開く低い高台を持ち、内面は使

用によるものか、滑らかになっている。364・ 366・ 369は渥美産甕、365。 370は常滑産甕、367は常滑産

壷、368は須恵器系陶器の甕破片である。

小破片のため実測図の作成は省略したが、371～ 374(写真図版35)イま中国産の磁器破片である。371は

青白磁の碗と考えられ、破損部に漆継ぎが施されている。372・ 374は自磁の碗、373は 合子の可能性があ

る。

<土製品>(第 37・ 38図・写真図版35。 36)

ほとんどが鋳造関係遺物で、 9割以上が 15と J5グ リッドからの出土である。総出土量は約 9 kgで、靖

蝸が卓越し羽口がこれに次ぐ。

375～394は吋塙であるが、完形品はない。埋納遺構からの完形品と反転値から、日径が1 5cm上 の大型、

1 2cm上 の中型、 1 0cm上 の小型の 3タ イプに分類が可能である。全て胎土には籾殻を多 く含んでいる。

383・ 385。 388な ど片口状を呈するものがあるが、全てがこの形態をとるかどうかは不明である。375・

380。 391・ 394の 内側には金粒、393に は銀 ?粒が付着するが、 これ らはいずれも小型である。なお、

380。 395に は溶変部分に金鋏痕が明瞭に残る。

395～ 397は羽口で、これらも小破片である。398・ 399は表面に笹葉痕状の条痕が見られる土製品で、
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1号道路跡東側側溝出土の69と 同様に、瓢に類似する。

<木器 。木製品>(第 38図・写真図版86・ 37)

湿地地形となるH5～ 」5グ リッドからの出土である。402～404は連歯下駄で、403に は鼻緒穴が残る。

405は上部に両側から2個の刻みを有し、上端は鈍く尖る。墨書は認められないが、笹塔婆であろう。406

は刃物類の柄、407は箸である。408～411は加工痕を有する木片、412は底板である。

<金属製品>(第 39図・写真図版37)

413～416は銅製品で、H5～ 」5グ リッドからの出上である。413は 「U」 字状の薄い鋼製品で凸面に

は金箔 ?が付着している。414・ 415は幾分厚みのある銅版で、鋏状工具による切り屑の可能性がある。

416は細い角柱状の銅製品で、角にバリが見られることから鋳造品と考えられる。

417は板状の鉄製品である。418は L4グ リッドから出土した寛永通費で、費の下部が 「ス」となる古寛

永である。なお、出土層は 7号溝の検出面と同一面である。

<石製品・石器>(第 39図・写真図版38)

419は緻密な凝灰岩製の石製品で、表面は雲形状に縁取りされ、内部に浮彫が施されている。表面及び側

面は厚く黒漆が塗布されている。用途は不明であるが、仏壇等の壇飾りの可能性がある。また、石質は他の

砥石に類似し、砥石として最利用するため持ち込まれた可能性もある。

420～424は砥石である。421～424は小型で、多面を使用している。出土地点も他の鋳造遺物が集中す

るH5。 15グリッドからの出土で、鋳造品の整形に用いたものであろう。

425～ 432は縄文時代の石器である。425～ 426は石鏃で、前 2者は無茎凹基鏃、後者は有茎鏃である。

429は石箆、他は剥片の縁辺に刃部加工を持つスクレイパーである。

<鉱滓> 増蝸や羽日の溶解部分を含むと考えられるが、約9。 5kgが出土している。特に 15区からは約7.3

kgが出土しており、全体の77%を 占める。形態には湯玉状のものや溶銅状のものもあり、これらにはメタ

ル反応が見られる。

検出遺構一覧
al 1号任 居 獅 3号井戸跡

a2 外延溝 (6号溝跡) 4号井戸跡
ｋ
υ 1号道路跡 (路面) m 1号土坑

b2 東側側溝 (1号濤) n 2号土坑

b3 西側側溝 (2号溝) O 3号土坑

b4 橋脚状遺構 p 4号土坑

C 3号溝跡 5号土坑

d 4号濤跡 r 7号土坑

e 5号溝跡 8号土坑

f 7号濤跡 t 9号土坑

宣 8号溝跡 u 10号土坑

h 9号溝跡 V 11号土坑

1号井戸跡 1号埋納遺構

2号井戸跡 X 2号埋納遺構

V 3号理納遺構
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土器観察表 ( )は 推定値

図lb 出土地点/層位 回径 底径 器高 残存状態 備 考 分類

1 号住埋土 土師器杯 鉢? ロクロ成形 内面 :ミ ガキ・黒色処理

2 号住埋土 土師器杯 内面 :ミガキ・黒色処理? 二次加熱?

3 号住埋土 土師器郭 ロクロ成形 内面 :ミ ガキ。黒色処理 底面 :回転糸切り痕

4 号住カマド 土師器必 底面 :再調整 (手持ちヘラケズリ)内面 :ミガキ・黒色処理

5 号住埋土 (144) 須恵器17N ロクロ成形 焼成不良

6 号住埋土 土師器甕 日縁～胴上半 :ロ クロ成形 内面 :ナデ

7 号住埋上下部 土師器甕 口縁～胴上半 :ロ クロ成形 内面 :ナデ?

8 号住カマド (19,7) 土師器甕 日縁～胴上端 :ロ クロ成形? 胴部 :ナデ 内面 :ナデ

9 号住埋土 土師器甕 ロクロ成形 内外面ロクロナデ

号住埋土 土師器甕 日縁部:ヨ ヨナデ 胴部:ナデ 内面:ナデ

号住埋土 土師器甕 日縁:ヨ ヨナデ 胴部:ナデ? 内面:ナデ 器面摩耗
2 号住埋土 8 土師器甕 ロクロ不使用 日縁:ヨ ヨナデ 胴部:ケズリ 内面:ナデ

3 号任埋土 土師器甕 胴部下端!ナデ十タタキロ 内面:ナデ

4 号仁連土 須恵器壺 頸部のみ残存 ロクロ成形 内面 :頸部に継ぎ目

5 号溝埋土下部 1/2以上 底面 :ス ノヨ状圧痕 (浅 ) C4

6 号溝埋土上部 3 /2以下 内面:木 目状ナデ C4

7 号溝埋上下部 1/2以下 底部 :ス ノヨ状圧痕 (浅)器面摩耗 C3

号溝埋土上部 完形 回縁:内面にスス付着 内面:木目状ナデ 底面:ス ノヨ状圧痕 凹凸 C4

号溝埋土下部 1/2以上 底面 :ス ノコ状圧痕 (浅 ) C4

号溝埋上下部 完形 内面と日縁にスス?付着 C4

号溝埋土 148 完形 底面 :ス ノヨ状圧痕 (浅 ) C4

号溝埋上下部 1/2以上 内面:木 目状ナデ (少)底面:ス ノコ状圧痕 C4

号溝埋土下部 1/2以上 C4

号溝埋土下部 1/2以下 日縁 :ナデ痕明瞭 底面 :ス ノヨ状圧痕

号溝埋上下部 1/2以下 D4

号溝埋土 破片 段明瞭 焼成 :良好 C4

号溝埋土上部 1/2以下 底面 :ス ノコ状圧痕 (浅 ) C4

号溝埋土下部 完形 内面:木 目状ナデ 全体にイビツ C4

号溝埋土下部 /2以下 C4

号溝埋上 /2以下 D4

号溝埋上下部 底面 :ス ノヨ状圧痕 (浅 ) D3

号溝埋上下部 /2以上 日縁 :面取り 底面:ス ノヨ状圧痕 (大 きく歪む) D4

号簿逃土 卜部 /2以下 底面 !ス ノコ状圧痕 (浅 ) D2

号溝埋土下部 1.7 /2以下 底面 :ス ノコ状圧痕 (浅)全体にイビツ D2

号溝埋土 /2以下 器面摩耗 C8

号溝埋上下部 /2以下 C4

号溝埋土 42 /2以下 C4

号溝埋土 /2以下 器面摩耗 D3

号溝埋土下部 1/2以下 底面 :ス ノヨ状圧痕 (浅 ) D2

号溝埋上下部 ほぼ完形 D3

号溝埋上下部 1/2以上 D3

号溝埋上下部 1/2以上 全体にイビツ D3

号溝埋上下部 完形 全体にイビッ D4

号溝埋上下部 底面 :ス ノコ状圧痕? 全体にイビツ D3

号溝埋上下部 7 完形 回縁 :く ばみ 全体にイビッ C3

号溝埋上下郡 7 完形 D3

号溝埋上下部 5 1/2以上 全体にイビッ D3

号溝埋上下部 1/2以下 底面 !凹凸 D4

号溝埋上下部 1/2以下 底面 :ス ノコ状圧痕 (浅)アバタ状 D2

号溝埋土上部 1/2以上 胴部 :段は沈線状 器面摩耗 D3

号溝埋上下部 (104) 7 1/2以下 回縁部 :く ぼみ (き ざみ) D2

号溝埋上下部 1/2以下 器面摩耗 D3

号溝埋上 ほぼ完形 底面 :ス ノヨ状圧痕 (浅 ) 器面摩耗 C3

号溝埋土 完形 底面 :ス ノコ状圧痕 C3

号溝埋土下部 (148) 3 破片 D3

号溝埋土 (16,8) 3 1/2以下 C4っ

号清埋土 全体にイビツ 器面摩耗 C4
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図血 出土地点/層位 日径 底径 器高 残存状態 備 考 分類

2号溝埋土 (13.6) 1/2以 ト 底面 :凹凸 器面摩耗 D4

1 2号溝埋土 138 2 1/2以 ト C4

2号溝埋土 1/2以 ト 器面摩耗 C4

2号溝埋土 (13.4) 底面 :ス ノロ状圧痕 (浅 ) D3

2号溝埋土 破片 器面摩耗 D3

2号溝埋土 ■7 1/2以下 底面 :凹凸 器面摩耗 D4

2号溝埋土 (16.2) 1/2以下 内面:木 目状ナデ 全体にイビッ C3
2号溝埋土 (1■4) 破片 厚手 D4

2号溝埋土 17 完形 底面 :爪痕 D3

2号溝埋土 完形 器面摩耗 C3

0 2号溝埋土 V2以下 器面摩耗 C4
1 2号溝埋土 1/2以下 D3

2 2号溝埋土 1/2以下 器面摩耗 D3

3 2号溝埋土 1/2以下 器面摩耗 D2

4 2号溝埋土 (102) 1,7 1/2以下 器面摩耗 D3

5 2号溝埋上 17 1/2以 上 底面 :凹凸 器面摩耗 D3

6 2号溝埋土 1/2以下 底面 :凹凸 D3

7 2号溝埋土 1/2以下 底面 :凹凸 D3

8 2号溝埋土 完形 厚手 胴部 :段明瞭 (沈線状)底面 :く ぽみ D3

9 2号溝埋土 1/2以 上 胎土 :海綿骨針 Rd02 0

2号溝埋土 1/2以下 内面 :ス ス? 胎土 :海綿骨針 器面摩耗

1 2号溝埋土 破片 ロクロ使用 胎土 :脆弱
2号溝埋土 V2以下 器面摩耗 rdll■

2号溝埋土 1/2以下 器面摩耗 rd10 1

2号溝埋土 2 V2以下 器面摩耗 rd'10-1

2号溝埋土 破片 高台付き 手づくね

2号溝埋土 破片 文字線刻「如J?
F5区柱穴 破片 ロクロ使用 器面摩耗

K4血 14埋土上部 1/2以上 器面摩耗

K4血 17埋土上部 9 1/2以上 全体にイビツ

1号井戸埋土 (14.2) 3 日縁 :内側スス付着 底面 :ス ノコ状圧痕 C4

1号井戸埋土 2 1/2以下 器面剥落 D3

l l号非戸連土 1/2以下 器面摩耗 D3

2号井戸埋土 小破片 焼成良好 C3

2号井戸埋土 2 小破片 外面スス付着 C4

2号井戸埋土 小破片 ロクロ使用 二次加熱? 胎土 :海綿骨針

3号井戸埋土上部 (16.6) 3 小破片 底面 :ス ノコ状圧痕 内面 :ス ス付着 D4

3号井戸埋土 (12.2) 1/2以下 内面:木 目状ナデ 底面:ス ノヨ状圧痕 内外面スス付着 D3

3号井戸埋土 (121) 小破片 底面 :ス ノコ状圧痕 焼成良好 D3

1 3号井戸埋土 小破片 塁書かわらけ 内外面に墨書 内面「う!?
3号井戸埋土 小破片 ロクロ使用 底面 :ス ノコ状圧痕?

3号井戸埋土 小破片 ロクロ使用

4号井戸埋土上部 (16.5) 小破片 底部内面 :布 ?状圧痕 ? C4
4 4号井戸埋土上部 (15.2) 1/2以下 底面 :ス ノヨ状圧痕 籾痕? 内面 :ス ス付着 D4

4号井戸埋土上部 (142) 小破片 底面:ス ノヨ状圧痕 内外面:ナデ痕明瞭 D4

4号井戸埋土上部 2 日縁 :イ ビツ 底面 :ス ノコ状圧痕 (浅 ) D3

4号井戸埋土上部 9 底面 :ス ノヨ状圧痕 全体にイビツ C3
4号井戸埋土上部 (139) 1/2以上 底面 :ス ノコ状圧痕 胎土 :海綿骨針 Rd03-0

4号井戸埋土上部 (143) 底面 :ス ノヨ状圧痕 胎土 :海綿骨針 Rざ 02-0

4号井戸埋土上部 1/2以下 底面 :ス ノヨ状圧痕 (棒状?)内外面 :ス ス付着 胎土 :海縮骨針 Rd02-0

1 4号井戸埋土上部 (128) (73) 小破片 胎土:海綿骨針 Rざ 04-0

4号井戸埋土下部 (144) 3 1/2以下 胎土 :海綿骨針 (少 ) Rdll■

4号井戸埋土上部 1/2以下 胎土 :砂・海綿骨針 焼成良好 rdll と

4号井戸埋土上部 (66) 胎土 i砂・海綿骨針 全体にイビツ rdll L

4号井戸埋土上部 (5.5) 1/2以下 胎土 :砂・海綿骨針 rd10‐ 1

11号土坑埋土 (15.6) 34 1/2以下 内面 :黒色 底面 :ス ノコ状圧痕 (浅 ) D3

204 11号土坑埋土 (155) 1/2以下 内面:木 目状ナデ 底面:ス ノコ状圧痕 C4

205 11号土坑埋土 1/2以上 底面 :ス ノコ状圧痕 C3

11号土坑埋土 (12.6) 1/2以下 底面 :ス ノヨ状圧痕 (浅) 二次加熱? 回縁 :スス付着 D4
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図血 出土地点/層位 日径 底径 器高 残存状態 備 考 分類

号土坑埋土 1/2以下 手づくね高台

号土坑埋土 (15,2) 1/2以下 焼成良好 二次加熱? Rd02-0

号土坑埋土 7 1/2以下 底面 :ス ノヨ状圧痕 胎土:砂 Rご 0‐0

号土坑埋土 ほぼ完形 胎土 :海綿骨針 rd12 1

号土坑埋土 ほぼ完形 底面 :ス ノコ状圧痕 胎土 :海綿骨針 rdll■

号土坑埋土 1/2以下 内面 :スス付着 胎土 :海綿骨針 rdll l

3号土坑埋上下部 土師器甕 全体に摩耗

259 5号土坑埋土 と,7 小破片 D3

263 3号溝埋土 (156) 3 1/2以下 底面 :凹凸 内外面スス付着 D3

3号溝埋土 1/2以下 底面 :ス ノヨ状圧痕 内外面スス付着 D4

3号溝埋土 44) 3 1/2以下 日縁 :一部イビツ (片 日状?)底面 :ス ノコ状圧痕 (浅 ) C3

266 3号溝埋土 小破片 C4

3号溝埋土 小破片 内面 :木目状ナデ D3

3号溝埋土 小破片 外面 :段明瞭 C4

3号清埋土 小破片 外面 :ナデ痕明瞭 D4

3号溝埋土 3 小破片 内面 :木目状ナデ 内外面スス付着 D4

3号溝埋土 小破片 内外面スス?付着 D3

272 3号溝埋土 小破片 底面 !凹凸 C3

3号溝埋土 1/2以下 内外面スス?付着 D2

3号溝埋土 破片 底面 :ス ノコ状圧痕 内外面スス付着 Rd

3号溝埋土 小破片 Rd

276 3号溝埋土 rdll■

277 3号溝埋土 6 V2以下 器面摩耗 rdll-1

4号溝埋土 小破片 ロクロ使用 胎土 :海綿骨針

5号溝埋土上部 1/2以上 胎土 :海綿骨針 二次加熱 器面剥落 Rざ 03-0

5号溝埋土 小破片 縄文土器 地文のみLR 器面摩耗

6号溝埋土 小破片 縄文土器 地文のみLR? 器面摩耗

9号溝埋土 小破片 器面摩耗 D4

9号溝埋土 1/2以下 胎土 :海綿骨針 焼成良好 rd■ 1

9号溝埋土 小破片 日唇・口縁 :ス ス付着 rd■ 1

9号溝埋土 1/2以下 胎土 :海綿骨針 器面摩耗 rd■ -1

9号溝埋土 小破片 ロクロ使用 胎土 :海綿骨針 器面摩耗

9号溝埋土 小破片 ロクロ使用 焼成良好

C5Ⅲ層 (148) 1/2以下 底面 :ス ノコ状圧痕 内外面スス付着 焼成良好 C3

D・ E4Ⅲ層 (13,2) 1/2以下 内外面 :スス付着 (内面多量) D4

B5Ⅲ層 底面 :ス ノヨ状圧痕 (浅 ) D3

B・ C3Ⅲ 層 1/2以下 外面 :スス付着 (少 ) D3

A3・ 4Ⅲ 層 1/2以下 ロクロ使用 底面 :ス ノコ状圧痕 胎土 :海綿骨針 器面摩耗

B5Ⅲ層 破片 底部穿孔? 器面摩耗

D・ E4Ⅲ層 小破片 外面 :刻線?

D20層 小破片 外面 :刻線?

H5Ⅲ層 (16.4) V2以下 内面 :スス付着 (少 ) C4

H5Ⅲ層 底面 :ス ノヨ状圧痕 (浅 ) C4

H5Ⅲ層 底面 :ス ノコ状圧痕 内外面 :スス付着 全体にイビツ D4

H5Ⅲ 層 (15,4) 1/2以下 外面 :ナデ明瞭 底面 :ス ノコ状圧痕 (浅 ) C4

H5Ⅲ層 (14.8) 3 1/2以下 C4

H5Ⅲ層 (12.2) 1/2以下 底面 :ス ノコ状圧痕 内外面 :ス ス付着 (割れ日にも付着) D3

H5Ⅲ層 1/2以上 底面 :凹凸 D3

H5Ш 層 完形 外面:ナデ不明瞭 底面:植物繊維の圧痕 全体にイビッ D3

H5Ⅲ層 V2以下 底面 :ス ノコ状圧痕 (明瞭) D3

H5Ⅲ層 2 ほぼ完形 底面 :ス ノコ状圧痕 (浅)焼成良好 D4

332 H5Ш層 1/2以下 器面摩耗 D3

H5Ⅲ層 D4

H5Ⅲ層 1/2以上 底部 :穿孔 (径 8 nm± )内外面 :スス付着 (多 ) D3

5Ⅲ層 底面 :ス ノコ状圧痕 四凸 (少 ) D3

5Ⅲ層 完形 内外面 :スス付着 D4

5Ⅲ層 (133) 3 1/2以下 D3

5Ⅲ層 (13,4) 1/2以下 底面 :ス ノ]状圧痕 焼成良好 D3

5Ш層 1/2以下 内面 :木目状ナデ 底面 :ス ノコ状圧痕 D3
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図血 出土地点/層位 回径 底径 器高 残存状態 備 考 分類

5Ⅲ層 内面:木 目状ナデ (広)内外面 :ス ス付着 (剥落面にも付着)

5Ⅲ層 ほぼ完形 底面 :指紋 D3

5Ⅲ層 17 1/2以下 D3

5Ⅲ層 (143) 1/2以下 内面 :ス ス付着 胎土 :海綿骨針 Rd03-0

5Ⅲ層 (134) V2以下 内外面 :ス ス付着 二次加熱 (一部溶解) Rd14 1

5Ⅲ層 破片 内外面 :ス ス付着 Rd

5Ⅲ層 ) 1/2以下 底面 :ス ノコ状圧痕 (浅 )

5Ⅲ層 1/2以上 底面 :凹凸 全体にイビツ D3

5Ⅲ層 1/2以下 外面 :ス ス付着 D3

349 5Ⅲ層 完形 D3

5Ⅲ層 ほぼ完形 外面 :スス付着 (少 ) D3

5Ⅲ層 9 完形 底面 :凹凸 (少 )

5Ⅲ層 2 1/2以上 胎土 :海綿骨針 rdll l

5Ⅲ層下部 1/2以下 ロクロ使用 胎土 :海綿骨針

5Ⅲ層 G動 1/2以下 底面 :厚手 rdll-1

5Ⅲ層 ①動 1/2以下 底面 :穿孔 (径 8 4nl)胎土 :海綿骨針 rd12 1

356 5Ⅲ層 破片 内外面 :ス ス付着 二次加熱? Rd

5Ⅲ層下部 破片 土師器外? Rd?

陶磁器観察表 ( )は推定値

図配 出土地点/層位 日径 眠径 器高 残存状態 備 考

号溝埋土 (18.6) と/2以下 渥美鉢 内面 :白色の斑状自然釉

号溝埋土 小破片 渥美甕 外面 :平行押印 内面 !自然釉

号溝埋土上部 小破片 渥美甕?

号溝埋土上部 破片 渥美壺?

号溝埋土上部 小破片 常滑甕 外面:平行押印

号溝埋土 小破片 常滑甕? 外面 :平行押印 (深 )

号溝埋土 小破片 常滑壺? 外面 :平行押印 (浅 )

号溝埋土上部 小破片 常滑鉢

号溝埋上下部 小破片 常滑片日鉢 内面 :自然釉

号溝埋土 小破片 常滑甕 外面 :自 然釉

号濤埋土 小破片 常滑甕 外面 :自 然釉

号濤埋土 (15,2) 小破片 常滑甕

号濤埋土下部 小破片 須恵器系陶器 内外面 :タ タキロ

号溝埋土下部 小破片 須恵器系陶器 内外面 :タ タキロ

号溝埋土上部 小破片 須恵器系陶器 内外面 :タ タキロ

号溝埋土 1/2以上 青白磁合子蓋

2号溝埋土 (841 1/2以下 渥美壺?

2号溝埋土 1/2以下 渥美鉢? 内面 :自色の斑状自然釉

2号溝埋土 小破片 常滑壺? 外面 :平行押印
2号溝埋土 小破片 常滑甕? 外面:平行押印
2号溝埋土 小破片 常滑甕? 外面 :平行押印

2号溝埋土 小破片 常滑甕? 外面 :自然釉 内面 :漆 ?

2号溝埋土下部 小破片 常滑片日鉢?

2号溝埋土 小破片 青白磁碗?

E5区柱穴埋土 (346) 破片 常滑甕? 全体に鉄釉? 漆継ぎ

」利610・ K5血 12 1/2以下 青磁碗 毛彫り状文様

と号井戸埋土 95,2) 1/2以下 常滑甕 回縁 :焼成前破損

2号井戸埋土 小破片 常滑鉢?(小壼?)胎土 :織密

3号井戸埋土 小破片 渥美甕? 外面 :平行押印

3号井戸埋土 小破片 常滑甕? 外面 :自 然釉

3号井戸埋土 小破片 渥美甕? 外面 :平行押印

3号井戸埋土 小破片 白滋碗

4号井戸埋土上部 (16.8) 破片 渥美壺? 緑色の自然釉

213 11号土坑埋土 (16.6) 1/2以下 渥美山茶碗? 内面 :自 然釉 (少)。 一部滑らか

11号土坑埋土 小破片 渥美甕? 外面 :平行押印

3号溝埋土 小破片 渥美甕? 外面 :格子状押印

3号溝埋土 小破片 常滑壺? 外面 :平行押印 (縦 )
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図虹 出土地点/層位 日径 底径 器高 残存状態 備 考

3号溝埋土 小破片 渥美甕? 外面 :平行押印

3号溝埋土 小破片 須恵器系陶器甕? 内外面 :平行タタキロ

E3Ⅲ層 破片 渥美鉢? 厚手

359 G・ H5Ⅲ層 破片 須恵器系鉢? 内面に墨?

G・ H5皿層 破片 渥美壺? 釉垂れ 底面癒着

H5Ⅲ 層 1/2以下 合成復元 渥美?鉢 ? 猿投系陶器?

H・ 15Ⅲ層 小破片 常滑甕? 菱形押印

15Ш 層 破片 常滑?鉢 内面 :滑 らか

15Ⅲ層 小破片 渥美甕? 外面 :平行押印

15Ⅲ 層 小破片 常滑甕? 外面 :平行押印

15Ⅲ層 小破片 渥美甕? 外面 :平行押印

〔5Ⅲ層 小破片 常滑壺? 外面 :自 然釉 胎土 :緻密

J5Ⅲ層下部 小破片 須恵器系陶器甕? 内外面:平行タタキロ

」5Ⅲ層下部 小破片 渥美甕? 外面 :自 然釉

370 K4Ⅲ層下部 小破片 常滑甕 外面 :自 然釉

C5Ⅲ層 小破片 青白磁碗? 漆継ぎ

372 H5Ⅲ 層 小破片 白磁碗

15Ⅲ層 小破片 白磁小物 合子 ?

15Ш 層 小破片 白磁碗?

土製品観察表 ( )は推定値

図配 出土地点/層位 種別 残存状態 備 考

1号溝埋土上部 瓢 ? 小破片 笹の葉状の条痕

K5No 16埋土 貯璃 小破片 日径 :(9.3cm)内 面 :溶変 (少)胎土 :繊維 (籾殻)

K5に 16埋土 瓦 小破片 外面 :縄 目 内面 :布 目

4号井戸埋土 増蝸 1/2以下 日径 :(14cm)器高 :(4 7cm)内 面:溶解 胎土 :繊維 (籾殻)

4号井戸埋土 対蝸 1/2以下 口径 :(■ 3cm)器高 :(4 7cm)内 面:溶解 (灰色)胴部上端 :円形の痕跡 胎土 I繊維 (籾殻)

4号井戸埋土上部 鋳型? 1/2以下 鷲蝸? 日径?:(10.5cm)器高?:(5,4cm)底径?:(91c皿 )内面 :溶変 (少)胎土 :繊維 (籾殻)

11号土坑埋土 lH蝸 /2以下 日径 :(12cm)器高 :(4 8cm)日 縁 :片 日状? 内面 :溶解 胎土 :繊維 (籾殻)

■号土坑埋土 オ蝸 /2以下 日径 :(1 lcm)器 高 :(4.6cm)内 面 :溶解 胎土 :繊維 (籾殻)

9号溝埋土 増禍 /2以下 日径
'(9 2cml器

高:(4 9cm)内 面 :溶解 外面 :沈線 (刻線 :深)胎土 :繊維?

9号溝埋土 射蝸 /2以下 日径:(10.8cm)器高:(4.lc14)内 面 :溶変 (少 :赤褐色)胎土 :繊維?

9号溝埋土 ltt鍋 小破片 日径:(8 4cm)器高 :(3.5cm)内 面 :溶変 (少)胎土 :繊維?

9号溝埋土 瓦 小破片 外面 :縄目 内面 :布 目

9号溝埋土 鋳型? 小破片 内面 :剥落 胎土 :繊維 (籾殻)

1号埋納遺構下段 lH蝸 完形 日径 :■ .6c皿・123c皿器高 :5,5cm容積 :約 100CC日 縁 :片 口状? 内面 :溶解 溶解部に金鋏痕

底面 :格子状刻線 胎土 :繊維 (籾殻?)

1号埋納遺構上段 lI蝸 完形 口径 :14cm。 15 5cn器高 :6 8cn容積 :約 180cc日 縁 :片 日状? 内面 :溶解 胎土 :繊維 (籾殻?)

2号埋納遺構 鷲蝸 1/2以上 日径 !9.8cm器高:4 3cm日縁部 :内外面溶解 内面 :金付着 胎上 :繊維 (籾設)

H5Ⅲ層 増蝸 /2以下 日径:(10.4cm)器高:(4.lcm)内 面:溶解 (少)・ 金付着 胎土:繊維 (籾殻)

376 15Ш層下部 オ蝸 /2以下 日径 :(12 5cm)内 面 :溶解 (赤褐色)胎土 :繊維 (籾殻)

〔5Ⅲ層 鷲塙 /2以下 日径 :(13 6cml内 面 :溶解 (赤褐色)胎土 :繊維 (籾殻)

5Ⅲ層 II鍋 /2以下 回径:(11.6cm)器高:5,3c皿 内外面:溶解・溶変なし (未使用?)底面:沈線文?胎土:繊維 (籾殻)

5Ⅲ層下部 オ蝸 小破片 日径 :(14 1cm)内 面 :溶解 (赤褐色)胎土 :繊維 (籾殻)

5Ⅲ層 オ禍 小破片 回径 :(9 8cm)内 外面 :溶解 内面 :金鋏・金付着 胎土 :繊維 (籾殻)

5Ⅲ層 増鍋 小破片 回径 :(9,8側)内面 :溶変 (少)胎土 :繊維 (籾殻)

5皿 層 II蝸 1/2以下 日径 :(106c14)日 縁部内外面 :溶解 胎土 :繊維 (籾殻)

5Ⅲ層 姑蝸 小破片 日径 :(9 2cm)日 縁部:片 口状 内外面:溶変 (少)胎土 :繊維 (籾殻)

5Ⅲ層 期鍋 小破片 内面 :溶変 (少)・ 金付着 胎土 :繊維 (籾殻)

5Ⅲ 層 4蝸 小破片 日径:(14cm)日 縁部 :片 日状 内面 :溶解 (赤褐色)胎土 :繊維 (少 :籾殻)

5Ⅲ層 オ塙 小破片 日径 :(152c血)器高:(5cm)日 縁部 :片 口状 胎土 :繊維 (籾殻)

5Ⅲ層 lt鍋 と/2以下 日径:(14,6cm)内 面:溶解 (多・赤褐色)胎土:繊維 (少 :籾殻)

388 5Ⅲ 層 鷲鍋 小破片 日径 !(12.7m)日縁部 :片 回状 内面:溶解 (少・赤褐色)胎土 :繊維 (籾殻)

5Ⅲ層 晴蝸 小破片 日径:(12cm)内 外面 :溶解 (赤褐色)胎土 :絨維 (籾殻)

5Ⅲ層 lt蝸 小破片 回径 :(■ 6cm)器高 :(4 6cm)内 外面:溶変 (少)胎土 :繊維 (籾殻)

5Ш層 オ蝸 小破片 日径 !(1 lcln)回 縁部 :内外面溶変 (少)内面 !金付着 胎土 :繊維 (籾殻)

5Ⅲ層 鷲鍋 小破片 日径:(10cm)日 縁部 :内外面溶解 '金付着 胎土 :繊維 (籾殻)

5Ⅲ層 増覇 小破片 口径 :(8.2cm)日 縁部 :内外面溶変 (少)内面 :銀 ?付着 胎土 :繊維 (籾殻)
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図血 出土地点/層位 種別 残存状態 備 考

J5Ⅲ層 II蝸 小破片 内面 溶変・金付着 胎土 :繊維 (籾殻)

15Ⅲ層 羽日 小破片 孔径:3 cm± 全体に溶解 金鋏痕
15Ш層 羽回 1/2以下 孔径 :3 5cm± 全体に溶変 (少 )

J5Ⅲ層 羽回 小破片 孔径:3 cm士 胎土:繊維 (籾殻?)

398 K5Ⅲ層 鋳型? 小破片 瓢? 表面 :笹葉状痕跡 内面 :剥落
K5Ⅲ層 鋳型? 小破片 瓢? 表面 :笹葉状痕跡 内面 I剥落 血398と 同一個体?

木器・木製品観察表

図血 出土地点/層位 種別 樹  種 備 考

号溝埋上下部 木簡 スギ 片面に片仮名文 両端に削ぎ面 下端に径2 nlmの 小孔
号溝埋上下部 木簡 スギ 片面に漢字文 両端角を加工 折敷等の底板利用
号溝埋土 形代 スギ m74と重なって出土

号溝埋土 形代 スギ hb 73と 重なって出土
号溝埋上下部 不明 スギ 木製品部材

号溝埋土下部 有孔円盤 スギ 甑の底板? 中央に径2 cm上の円孔 タール状の付着物
号溝埋土下部 漆器碗 ケヤキ 底部のみ残存

号溝埋上下部 底板? スギ 桶等の底板?

号溝埋上下部 底板? スギ

号溝埋上下部 底板? スギ

号溝埋土下部 不明 ス千 木製品部材 (曲げ物?)

号溝埋土下部 不明 スギ 木製品部材?

号溝埋土下部 下駄の歯 ケヤキ

号溝埋土下部 形代? スギ

号溝埋土下部 箸 ? アスナロ類似種

号清埋上下部 ///代 ? スギ

号溝埋土下部 不明 スギ 木製品部材

号溝埋上下部 木本L? スギ

号溝埋上下部 不明 スギ 木製品部材

号溝埋土下部 木札? スギ

号溝埋土下部 不明 スギ 木製品部材

号溝埋上下部 不明 スギ 木製品部材
号溝埋土下部 不明 スギ 木製品部材
号溝埋土下部 不明 スギ 木製品部材

B5区PPl 礎板 ? クリ

B5区PP2 礎板 ?
ヵ
ノ

B5区PPl 礎板 ? クリ

F5区血74 柱材 クリ

F5区血64 柱材 クリ

2号井戸埋土 底枚 ? スギ

3号井戸埋土 者 ? アスナロ

3号井戸埋土 箸 ? アスナロ類似種
3号井戸埋土 箸 ? マツ属複維管東亜属
4号井戸埋土上部 人形 アスナロ類似種 頭部面取り 首端は尖る (差 し込み式?)左耳欠損
4号井戸埋土 串 アスナロ類似種

4号井戸埋土 底板? スギ 曲げ物?

4号井戸埋土 不明 スギ 木製品部材
4号井戸埋土 木札? スギ

4号井戸埋土 曲げ物 スギ

4号井戸埋土 丸棒 広葉樹 (散孔材?)

4号井戸埋上下部 底板 スギ

4号井戸埋土下部 底板 スギ

4号井戸埋土 底板 スギ

200 4号井戸埋土 不明 スギ

4号井戸埋土 不明 アスナロ

202 4号井戸埋土 不明 アスナロ

217 ll号土坑埋土上部 漆器碗 ケヤキ

H号土坑埋土上部 漆器碗 >ヤキ
11号土坑埋土上部 漆器碗 ケヤキ
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図血 出土地点/層位 種別 樹  種 備 考

11号土坑埋土 箸 完影品

11号土坑埋土 箸 アスナロ

222 11号土坑埋土 箸 アスナロ

号土坑埋土 箸 完形品

号土坑埋土 箸 アスナロ

225 号土坑埋土 箸 スギ

号土坑埋土 箸 アスナロ

号土坑埋土 箸 スギ

号土坑埋土 箸 アスナロ

号土坑埋土 箸 スギ

号土坑埋土 箸 アスナロ

号土坑埋土 箸 スギ

11号土坑埋土 箸 スギ

233 11号土坑埋土 箸 アスナロ

11号土坑埋土 箸 ヒノキ属

11号土坑埋土 箸 ? モクレン属

■号土坑埋土 箸 ? モクレン属

11号土坑埋土 串 アスナロ

238 11号土坑埋土 甲 ? スギ

■号土坑埋土 串 ? スギ

■号土坑埋土 串 ? スギ

11号土坑埋土 串 ? アスナロ

242 号土坑埋土 串? スギ

243 号土坑埋土 不明 スギ 木製品部材

号土坑埋土 不明 スギ 木製品部材

245 11号土坑埋土 不明 スギ 木製品部材

11号土坑埋土 不明 スギ 木製品部材

号土坑埋土 不明 スギ 木製品部材

号土坑埋土 不明 スギ 木製品部材

■号土坑埋土 不明 スギ 木製品部材

11号土坑埋土 不明 アスナロ 木製品部材

11号土坑埋土 不明 スギ 木製品部材

11号土坑埋土 不明 スギ 木製品部材

11号土坑埋土 不明 コナラ属コナラ亜属ヨナラ節 木製品部材

■号土坑埋土 不明 スギ 木製品部材

11号土坑埋土 不明 アスナロ 作業台?

5号土坑埋土 杭 ヨナラ属コナラ亜属コナラ節

5号土坑埋土 杭 ケンポナシ

5号土坑埋土 不明 アスナロ 木製品部材

3号溝埋土 不明 マツ属複維菅束亜属 木製品部材

3号溝埋土 柄 スギ

3号溝埋土 柄 カツラ

285 3号溝埋土 火切り杵 スギ

3号溝埋土 木札 ? スギ 形代 ?

287 3号溝埋土 底板? スギ

3号溝埋土 不明 アスナロ 木製品部材

3号溝埋土 不明 アスナロ 木製品部材

3号溝埋土 木札 ? スギ

3号濤埋土 杭 ? イヌガヤ 払い枝?

3号溝埋土 杭 ? エゴノキ属 払い枝?

2号埋納遺構 漆器碗 ケヤキ

11号土坑埋土 木簡? アスナロ類似種 片面に絵画? 意匠不明

11号土坑埋土 不明 スギ

H5区Ⅲ層 連歯下駄 スギ

J5区Ⅲ層 連歯下駄 モクレン属

J5区Ⅲ層 連歯下駄 スギ

[5区Ⅲ層 笹塔姿 スギ

J5区皿層 柄 アスナロ

15区 Ⅲ層 箸
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図hb 出土地点/層位 種別 樹  種 備 考

5区Ⅲ層 不明 スギ 木製品部材
5区 Ⅲ層 不明 スギ

5区 Ⅲ層 不明 スギ 木製品部材
5区 Ⅲ層 不明 スギ 木製品部材
5区 Ⅲ層 底板 スギ

石器・石製品観察表

金属器観察表

図腱 出土地点/層位 種別 長さ 幅 厚さ 重量 石 質 産地 備 考

2号溝埋土下部 砥石 (43) 18.25 買岩 奥羽山lFR 破損品
2号溝埋上下部 砥石 ? 買岩 奥羽山脈 使用痕は1面 タール状付着物
3号井戸埋土 硯 ? 粘判岩 北上山地 破損品 小破片
11号土坑埋土 砥石 ? 11 8443 疑灰岩 奥羽山脈 片面使用?

293 3号溝埋土 礎石? (12.4) (105) 溶結凝灰岩 奥羽山脈 1面平坦面
9号溝埋土 磨石 335 花闘閃緑岩 奥羽山脈? 両面使用? 全体滑らか
15区Ⅲ層 仏具飾り? 17084 凝灰岩 奥羽山脈 表面浮彫 表面・側面は漆塗り
D4区Ⅲ層下部 砥石 10216 砂岩 奥羽山脈 4面使用
15区Ⅲ層 砥石 リアヽライト 奥羽山脈 小型 両面 (多)使用
15区Ⅲ層 砥石 9,44 凝灰岩 奥羽山脈 小型 3面使用
H5区Ⅲ層 砥石 (4.5) 2274 凝灰岩 奥羽山脈 3面使用 破損品
15区Ⅲ層 砥石 (52) 2963 リアヽライト 奥羽山脈 破損品

1号住埋土 石鏃 頁岩 北上山地 無茎凹基鏃 かえし欠損

F5区Ⅲ層 石鏃 頁岩 北上山地 無茎凹基鏃 かえし欠損

F5区柱穴埋土 石鏃 0,77 赤色頁岩 北上山地 有茎鏃 茎部・先端欠損

H5区Ⅲ層 不定形石器 買岩 奥羽山脈 緩い凹刃 片面加工 破損品?

D4区Ⅲ層下郡 石箆 メノウ 奥羽山脈 一部片面加工

B5区Ⅲ層 不定形石器 頁岩 北上山地 緩い凸刃+狭入 一部両面加工
H5区lb87埋土 不定形石器 凝灰岩 奥羽山脈 緩い凹刃 (部分的)片面加工

432 l号住埋土 不定形石器 2724 頁岩 北上山地 緩い凸刃 一部両面からの加工

)は推定値

( )は推定値

図血 出土地点/層位 種別 長さ 幅 厚さ 重量 備 考

1号溝埋土 環状鉄製品 1.5 用途不明 先端部に向かってすぼまる

3号井戸埋土 銅版屑 薄い銅版 両面に金付着 折り畳まれる
11号土坑埋土 不明 15 全体錆化

3 15区Ⅲ層 銅版屑 126 3,33 全体に湾曲 金付着
4 」5区Ⅲ層 銅版屑

4 5 J5区Ⅲ層 銅版屑

4 15区Ⅲ層 棒状鋼製品 各片にバリ
4 H・ 15区Ⅲ層 板状鉄製品 破損品?

L4区Ⅱ層 銭貨 寛永通賓 (古寛永)被熱 ?
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4.ま とめ

(1)遺構

ここでは、今回の調査で検出された主だった遺構と遺物について、若子の予察を含めてまとめたい。

堅穴住居跡

1棟のみ検出された。出土した土器の特徴と埋土中の十和田a降下火山灰の堆積状況から推定して、 9世

紀後半期～10世紀初頭期の遺構と考えられる。平泉町内での該期住居跡の検出例は以外に少なく、柳之御

所跡、瀬原遺跡、三日町遺跡、泉屋遺跡で各 4～ 1棟が調査されているに過ぎず、大きな集落跡は確認され

ているない。また、中尊寺境内からは埋土中にTo― a火山灰の堆積する大溝が検出されている。律令体制

の定着時、当地がどの様な役割をはたしていたかを検討するには、更なる資料の蓄積が必要と考えられる。

なお、住居跡に付随して検出された 「外延溝」は安代町上の山Ⅶ遺跡、玉山村芦名沢 I遺明、盛岡市台太郎

遺跡等で検出例がある。上の山Ⅶ遺跡を除き、立地場所が沢筋に近いことから排水施設の可能性がある。

道路跡と周辺遺構

第14調査で検出されて以来、第46・ 66。 74・ 78・ 79次の調査で検出確認されている遺構で、今時調査

は最北郡となる。西側の側溝は浅くなるが、東側では充分な深さを持つて調査区外に続いており、さらに北

へ延びていることが確認された。今時の調査では、南側で側濤と整地層に改築痕跡が確認されている。また、

3号溝及び橋脚状施設との重複関係からは、当時の市街地設計の一端を窺わせる資料が得られた。以下に若

干の試案を述べる。

3号溝は西側に隣接する第77次調査でも確認されており、方向は今時調査の 1号道路跡とほぼ直交して

いる。断面図の観察では、溝自体改築が行われていたようで、埋没後は橋脚に切られている。 3号溝は73

次における67区 1。 2号溝及び 1号塀跡、73区 における 1号溝及び 1号塀跡とほぼ平行となっている。な

お、塀跡は県道南側の第67・ 69次調査で検出されている建物跡を囲む塀跡につながることが予想されてい

る。これらの事象から、 3号溝が当道路に先立つ町割り区画溝、あるいは73次73区 1号、67区 1・ 2号溝

と対をなす道路側溝であつた可能性が考えられる (旧 区画と仮称)。 そして旧区画が少なくても 1回の改築

後に、 1号道路跡によって寸断されたものと考えられ、 1号道路跡設置後も西側では、建物群を囲む塀跡と

して旧区画が生かされたのではだろうか。

旧区画の広がりであるが、西側の67・ 73次調査区と56次調査区では、67区 1・ 2号、73区 1号は56次

28区 1号溝とはぼ方向が一致する。しかし、68区で検出された 2条の溝は 3号溝と若干角度を異にしてお

り問題を残すが、あえて求めるとすると第 2号溝の可能性があり、これは56次28区 4号溝につながるもの

と考えられる。なお、東側では現道にかかるため不明確である。 3号溝は75次調査で検出されてる溝跡に

つながる可能性もるが、南側で対応するものはなく、今後さらに検討を要する課題である。

1号道路跡に限つて見れば、旧区画を寸断する形で構築された道路は幅約10mで、交差部分には小規模

な橋が設置されたものと考えられる。75次・79次調査及び今時調査の結果、現道の下は旧河道となってい

ることが予想され、 1号道路跡の南側も湿地状の地形を呈している可能性が高い。橋はこの湿地を渡るため

の施設と考えた。この後、整地による道路整備が行われたものと考えられる。整地層の分布から推定すると、

この整地地業の際南半部の側溝が改築され、道路幅が 8～ 9mに なった可能性がある。道路の最終形に伴う

周辺遺構の共存関係を判断するだけの資料は得られなかったが、板塀に区画された建物跡群がこの時期成立

した可能性は高いと思われる。
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これ らの遺構群について、絶対年代を知る得る資料は見いだされなかった。しかし、道路跡は他の遺構 と

の重複において、重複する全ての遺構より新しいことが確認されいる。また、東側側溝 (1号溝)の埋没状

況は、水性堆積の様相を示し、特に埋土中部に一面に堆積する木の棄層の存在を考えると、 この側溝は 「都

市平泉」が機能を停止した時期から管理保全行われなくなった可能性が高い。

なお、蛇足になるが、77次調査で出土 した多量の笹塔婆は、旧区画を壊す際の 「祓い」等にかかわる儀

礼遺物の可能性があるものと思われる。

(2)遺 物

かわらけ・陶磁器

出土遺物の中で最も量が多い遺物はかわらけで、これは平泉における12世紀代の遺跡の大きな特徴であ

り、今時の調査でもこの傾向は同じである。出土地点では、道路跡の東西側溝と東側の包含層か らのものが

全体の 8割を占める。出土地点が限られるため調査区全体を考察する資料とはならないが、手づくねかわら

けとロクロかわらけの割合はほぼ 7:3となる。なお、包含層ではロクロかわらけの割合がいくぶん多い。

また、ロクロかわらけは小型のものが卓越し、これらの出土状況は12世紀代でも後半の後葉期の様相と一

致している。

陶磁器は出土量は少ない。これは遺跡の性格、特にも市街地における「場所」の性格によるところが大き

いと考えられる。国産陶器には、渥美、常滑、須恵器系の陶器があり、渥美産と常滑産がほぼ同量の割合を

示す。なお、胎土等から猿投系と考えられるものが僅かにあるが、科学的分析は行っていない。

中国産磁器はさらに少なく、全体でも10破片、 9個体分だけの出土である。面積あたりの出土頻度は

76.6だ /1点で、この点では他の調査区を圧倒するが、微細な小破片が多い。なお、東端部の柱穴から出土

した大型の青磁碗破片は、特異な出土状況を示し、今後事例の増加を待って検討を要する課題と言えよう。

鋳造関係遺物

今時の調査において特筆される遺物の一つに、鋳造に関連した遺物群がある。種類は土製品、金属製品、

鉱滓、小型砥石、木炭で、時期は異なるが奈良県飛鳥池遺跡の鋳造遺構からの出土遺物と同じである。土製

品はltt蝸 (「 とリベ」を含むものと考えられるが、判別はできなかった)と羽口で、出土量は前者が関連遺

物中でも卓越している。出土地点は一部遺構内からのものがあるが、大半は調査区東側の遺物包含層からの

もので、包含層が鋳造遺物の「捨て場」と考えて良いであろう。

なお、特殊な出土例として、大小 2個のILI塙 を正位に重ねて埋置してあった「埋納遺構」がある。また、

柱穴状の小土坑に小型のItF禍破片が伴う「埋納遺構」もある。後者の出土形態は、鎌倉市今小路西遺跡 (御

成小学校内)に類似例がある。同遺跡では、鋳造作業を行っていたと考えられる小規模な建物跡の柱穴内か

ら、生粘土、鉱津、炭、鋳型破片が詰め込まれた状態で出土している。調査担当者である河野真知朗氏は、

「作業終了時に作業小屋を解体し、不要となった鋳型や材料を柱を小屋をバラした柱穴に捨てたものではな

いか」との解釈を行っており、作業を行った職人は注文により屋敷内に「出職」したのではないかと指摘し

ている。当遺跡においてもこれと同様な形態が確認されたことになろう。なお、前者については、やはり作

業の終了に際しての 「儀礼」的な遺構と考えられる。

対塙は大半が破片で、溶解による変形も多いことから形状を復元できるものは少ない。しかし、上記の埋

納遺構から出土した完形品等を参考にすると、容量が180cc前後の大型 (口 径15cm士 )、 100cc前後 (口 径
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12cm士 )の 中型、80cc前後 (口径1 0cm以下)の小型に分類が可能である。この内大型と中型は、内部の溶

変部の色調が光沢を持つ赤褐色と呈し、銅を溶かしたものと考えられる。また、小型のものは内面の溶変が

少なく、色調も灰褐色を呈する。さらに内面には金及び銀 ?の小粒が付着しているものが存在する。これら

のことから溶かす素材別に、大きさの違う靖蝸を使い分けていたことが推定される。なお、いずれの胎上に

も耐火のため籾殻が多量に含まれている。

金属器は銅製品で、板屑状のものが多い。また、角にバリが付く角柱状のものもある。鋼板には表面に金

が塗布されたものが 2点あり、金粒が付着するltr禍の存在からも、「金銅製品」を作っていたことが窺われ

る。なお、明確に鋳型と考えらるものはなく、製作品を特定するには至らなかったが、増塙の容量や金が付

着する銅板等の出土品から「仏具」関係を製作していた可能性がある。

今回の調査では、炉跡等の遺構は検出されず工房跡は不明であるが、遺物の出土状況から包含層の北側に

これらの遺構が存在する可能性は高い。また、埋納遺構周辺の柱穴群は、鋳造に係わつた職人が使用した建

物であろう。

平泉町内での鋳造遺構としては、白山社遺跡から梵鐘の鋳造施設が検出されており、これと合わせて今回

の調査で得 られた資料は、「中世都市」内における鋳造事業の形態を解明する上で非常に多くの好材料を追

加できたものと考えられる。

木簡

今回の調査で特筆される資料のもう一点は、仮名文が墨書された木簡である。道路跡東側側溝からの出土

で、周辺部からは漢字が書かれた木簡も出土している。出土層位は埋土の下部で、底面より20cm前後上で

ある。下部の土層は幾分砂質のラミナ層で、溝が機能していた最終底面の可能性が高い。

墨書はかなり鮮明で、ほとんどの文字が判読できる。釈文は 「トヤカサキノニヨウホウキヤウノイシヲハ

ケチエンニモタセタマウヘシ イツカノ  ヒヨリシウハチニチニウツ (二・マ)シタマウナリ」である。()

の部分はいくぶん不鮮明であるが、上下の短い横線 2個で構成されており「二」または 「マ」と読める。

内容であるが、文頭の 「トヤカサキ」は地名と考えられる。平泉町内には、毛越寺の別院に金剛院鳥谷崎

坊 (鳥屋ヶ崎坊・鳥屋崎坊)力 あ`り、これを指す可能性が高いが、宮城県栗駒町鳥矢ヶ崎、岩手県花巻市鳥

谷ヶ崎、前沢町塔ヶ崎等周辺部には同一或いは類似した地名も多い。なお、現在の金剛院は他の別院と共に

毛越寺の西側にあるが、これらは元々市街地の南側に点在していたものが江戸時代に租税対策のために現在

地に移転したもので、本来の所在地を特定するまでには至っていない。

「ニヨウホウキヤウ」については、川島茂裕氏より「ウの字が一字多いが、如法経ではないか」との御教

示を受け、後に続く「ノイシ」を合わせて 「如法経の石」と考えられる。二行日はそのまま「結縁に持たせ

給うべし」で、「イツカノ」は「五日の」で、三行日の「日より十八日に」に続く。「ウツ (二・マ)シタマ

ウヘシ」は 「写にし給う」或いは 「写つ増し給う」となり、文面から後者の方がより通りが良いように思わ

れる。

今後も検討を重ねて行くが、報告書作成段階としては 「鳥谷ヶ崎の如法経の石をば 結縁に持たせ給うべ

し 五日の日より十八日に写つ増し給うなり」との解釈を取る。

「如法経の石」であるが、『平家物語』巻第六「経の島」に「石の面に一切経を書ひて一」の記事及び尼崎

市大物遺跡から出土している「礫石経」に当たるものと考えられる。如法経信仰は、 9世紀に円仁による法

華経写経にはじまり、平安時代末から鎌倉期に貴族社会に普及したもので、先の『平家物語』にも登場する。
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また、該期は陶磁器を用いた経塚の普及期でもあり、岩手県各地には奥州藤原氏に関係したと考えられる経

塚が多数確認されている。さらに、特殊な例として法華経を墨書したかわらけが前沢町寺ノ上経塚から出土

しており、紙、石、かわらけを用いる形態が存在していたことが判明した。内容に関しては「だれが」「だ

れに」「だれのために」等の大きな問題が残るが、今後の追加資料に期待したい。

木簡の内容から12世紀後半期には、近畿地方で行われていた 「礫石経」の風習が、当地でも行われてい

たことが確認された。「都市平泉」の宗教面での活動を考察する上で貴重である。
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5.分析・鑑定

(1)志羅山遺跡第80次調査出土火山灰の分析鑑定
株式会社 古環境研究所

1.は じめに

岩手県域に分布する後期更新世以降に形成された地層の中には、岩手火山、秋田駒ヶ岳火山、十和田火山

など東北地方北部に分布する火山のほか、遠く北海道、中部、中国、九州、さらには、中国北朝鮮国境など

に位置する火山に由来するテフラ(火山砕層物,いわゆる火山灰)が数多く認められる(た とえば,早田・八木 ,

1991な ど)。 テフラの中には噴出年代が明らかにされている示標テフラがあり、これらとの層位関係を遺跡

で求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるようになっている。

そこで、遺跡発掘調査の際に認められたテフラについて、発掘調査担当者により採取された試料を対象に

火山ガラス比分析、重鉱物組成分析(以上を合わせてテフラ組成分析と呼ぶ)、 屈折率測定を行って、示標テ

フラとの同定を行うことになった。

2.分析試料

テフラ分析の対象となった試料は、平泉町志羅山遺跡第80次調査 1号住居跡において発掘調査担当者に

より採取されたものである。

3.分析・測定方法

(1)テ フラ組成分析(火山ガラス比 。重鉱物組成分析)

テフラ組成分析手順は、次の通りである。

1)超音波洗浄により泥分を除去。

2)80℃で恒熱乾燥。

3)分析箭により、1/41/8nlmの粒子を節別。

4)偏光顕微鏡下で250粒子を観察し、火山ガラスの形態色調別組成を求める(火山ガラス比分析)。

5)偏光顕微鏡下で重鉱物250粒子を観察し、重鉱物組成を求める(重鉱物組成分析)。

(2)居折率測定

屈折率の測定は、温度一定屈折率測定法(新井,1972,1993)に よる。

4.分析結果

1号住居跡試料のテフラ組成ダイヤグラムを図 1に、火山ガラス比分析の結果を表 1に示す。重鉱物組成

については、磁鉄鉱や斜方輝石が認められたものの、重鉱物が1/4-1/8mm粒子全体の2%に満たないため、

分析不可能であった。試料に含まれる火山ガラスの割合は72.4%で 、量の多い順に、軽石型(繊維束状,ス

ポンジ状 :68.4%)、 バブル型(平板状 :2.4%)、 中間型(1.6%)で ある。色調としては、無色透明や自色の火

山ガラスが認められる。

屈折率測定の結果を表 2に示す。火山ガラス(n)の 届折率は、1.5021.506(modal rangα l.5031.505)で
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ある。また、数少ない斜方輝石(γ )の 屈折率は、1,7061,708で ある。これらのことから、この試料には、

915年に十和田火山から噴出したと考えられている十和田a火山灰(To―a,町田ほか,1981)に 出来するテフ

ラ粒子が非常に多く含まれている可能性が高いと考えられる。

なお、本資料に含まれるTo a起源の火山ガラスの屈折率は、町田ほか(1981)や 町田 。新井(1992)な どの

テフラ・カタログに記載されているTo―aのそれより高い。これは、カタログに値が載せられている火山ガ

ラスが給源である十和田火山近傍で採取されたもので、十分に水和が行われていない分厚い火山ガラスが多

く含まれているためと考えられる。実際、十和田火山から遠い本遺跡のような岩手県南部や仙台市周辺さら

に福島市周辺で検出されたTo―aに含まれる火山ガラスの屈折率については、今回の値と同じような値が得

られる(古環境研究所,未公開資料)。 なお、テフラが一次堆積層として認められたか否かについては、現地

において土層断面を観察できなかったことから言及できない。

表 1 火山ガラス比分析結果 表 2 屈折率測定結果

試料採集地点 bw md pm その他  合計 試料採取地点 火山ガラス(n)  斜方輝石(γ )

1号住居址土抗  6 1号住居址土抗 1.502-1.506

(1.503-1.505)

1.706-1.708

数字は粒子数,bwり ブヾル型,mdi中間型.pmi軽石型.

屈折率測定は、温度一定屈折率測定法(新井,1972,

1993)に よる。( )は、modal rangeを 示す。

□
羹

バブル型

軽石型

目
囲

中間型

その他

カンラン石

単斜輝石

黒雲母

その他

斜方輝石

角閃石

磁鉄鉱

吻
目
Ⅷ

図 1 志羅山遺跡におけるテフラ組成ダイヤグラフ
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(2)平泉町志羅山遺跡第80次調査出土材の樹種
高橋利彦(木工舎 「ゆい」)

1.試料

試料は非炭化材(以下 「材」と呼ぶ)120点 1)と
炭化材12点(Cl― C12,本稿では材と区別するため各試料

番号の前にCを付けた (第 1表})で、12世紀のものとされる清跡・井戸・土坑などの遺構や沢状の窪地の

包含層から検出されたものである。箸や漆器・下駄などの日用品、形代 。人形 。笹塔婆などの祭祀具、杭や

柱などの土木・建築用材と推定されている木製品・加工材が含まれているが、用途不明のものも多い(木器

観察表参照)。 用途不明の加工材の中には、再利用や転用のために切り落としたり、削ったりした端材と思

われるものもあった。

2.方法

材試料のプレパラー トの作製には、筆者が遺物から採取した材片を用いた。材片は少なくとも足かけ 2年

分を含み、かつできるだけ少ない量となるように努め、調査担当者と協議しながら採取した。剃刀の刃を用

い、試料の木口(横断面)・ 柾目(放射断面)。 板目(接線断面)3面の徒手切片を作製し、 これをガムクロラール

で封入したプレパラートを、生物顕微鏡で観察 。同定した。

炭化材は調査担当者によって選び出されたものである。試料の本国・柾日・板日の 3断面を作製し、実体

顕微鏡と走査型電子顕微鏡(SEM,加速電圧10kV)で 観察 。同定した。SEM観察にあっては(株)ニ ッテツ 。フ

ァイン・プロダクツ釜石試験分析センターのご協力をいただいた。記して感謝いたします。

併せて各分類群 1点の顕微鏡写真図版を作成した(図版 1-6)。 作製したプレパラー トとネガ・フィルム

はすべて木工舎 「ゆい」に保管されている。

3.結果

No.196は採取量が十分でなかったため同定できなかった。確実な同定ができないため類似種としたもの

を含め131点が以下の18分類群(こ こでは属・亜属・節 。種の異なった階級の分類単位を総称している)に 同

定された。試料の主な解剖学的特徴や一般的な性質は次のようなものである。なお、科名 。学名 。和名およ

びその配列は 「日本の野生植物 木本I・ Ⅱ」(佐竹ほか1989)に したがい、県内での分布については 「岩手

県植物誌」(岩手植物の会1970)も参照した。一般的性質などについては 「木の事典第 1-9巻 」(平井

19791981)も 参考にした。( )のついた試料番号は類似種としたものを示している。

・マツ属複維管束亜属(Pir2us s証9釦.DねloxyfOr2,Sp。 )マ ツ科 No.170,282

早材部から晩材部への移行は急で、年輪界は明瞭。樹脂細胞はなく、樹脂道が認められる。放射組織は仮

道管と柔細胞、エピセリウム細胞よりなり、仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められる。分野壁孔は

窓状。放射組織は単列、 1-15細胞高のものと樹脂道をもつ紡錘状のものがある。

複維管束亜属(二葉松類)に は 3種あるが、県内ではクロマツ(Pinus thunわ 3rgSが沿岸部に、アカマツ(2

」ensr2ο翅)が全域に自生する。クロマツは本州～琉球の海沿いに多く生育し、また古くから砂防林として

植裁されてきた。アカマツは北海道南部から九州に自生し、また植裁される。材は重硬で、強度は大きく、

保存性は中程度であるが耐水性に優れる。建築・土木・建具・器具 。家具材など広い用途がある。
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・スギ科(Cryptomerin Japonica),ス どド不斗 No.71-82,84,86～ 94, 157, 192～ 195, 197～ 200,225,227,

229,231,232,238～240,242-249,251,252,283,285-287,290,401,402,404,405,408ハ ヤ412

早材部か ら晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は比較的広 く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はほぼ晩材部

に限って認められ、樹脂道はない。放射組織は柔細胞のみよりなる。分野壁孔はスギ型(Taxodioid)で 2-

4個。放射組織は単列、 1-15細胞高。

スギは本州・四国・九州に自生する常緑高木で、また各地で植裁・植林される。国内では、現在植林面積

第一位の重要樹種であり、長寿の木としても知 られる。材は軽軟で割裂性は大きく、加工は容易、保存性は

中程度である。建築・土木・樽桶類・舟材など各種の用途がある。

・ヒノキ属(Chamaeぃっ餡 s sp.)ヒ ノキ科  No.234

早材部か ら晩材郡への移行は急で、晩材部の幅は狭 く、年輪界は明瞭。樹脂細胞は晩材部に限って認めら

れ、樹脂道はない。放射組織は柔細胞のみよりなる。分野壁孔はヒノキ型(Cupressoid)で 1-4個 。放射組

織は単列、 1-15細胞高。

ヒノキ属には2種あるが、県内にはサワラ(CrlamaecИ%r】sっisi掩盟)が中部以南に生育する。サワラは本

州(岩手県以南)と 九州に自生し、また植裁される常緑高木で多くの園芸品種がある。材は軽軟で割裂性は大

きく、加工も容易、強度的には同属のヒノキに劣るが耐水性が高いため、樽や桶にするほか各種の用途がある。

・ 7ス ナロ(TFlιjops'S ddab電勉)ヒ ノユ子不斗 Na(85), 168,(169),(190),(191),201, 202, 222, 224, 226,

228,230,233,237,241,250,255,262,288,289,(400),406

早材部か ら晩材部への移行は緩やかで、晩材部の幅は狭く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はあるが、樹脂道は

ない。放射組織は柔細胞のみよりなる。分野壁孔は小型のヒノキ型～スギ型で 1-6個 。放射組織は単列、

1-10細胞高。No.85。 169。 190・ 191・ 400は乾燥による変形や劣化、樹脂の存在などによ り特徴が十

分観察できなかったため類似種とした。

アスナロは本州・四国 。九州に自生する日本特産の常緑高木で時に植裁される。県内に自生するのは変種

のヒノキアスナロ(■ dorabra勉 躍五 hOndaつのみともされる。ヒノキアスナロ(ヒ バ)は北海道(渡島半島以

南)。 本州北部に自生する。材はやや軽軟で保存性は高い。建築・土木・家具・器具材など各種の用途が知

られている。

・イヌガヤにれ如aFottxus harritagtora力 )イ ヌガヤ 科No.291

早材部か ら晩材部への移行は緩やかで、年輪界は不明瞭。樹脂細胞はあるが、樹脂道はない。放射組織は

柔細胞のみよりなる。分野壁孔は トウヒ型(Piceoid)で 1-2個 。放射組織は単列、 1-10細 胞高。仮道管

内壁にらせん肥厚が認められる。

イヌガヤは本州(岩手県以南 )・ 四国 。九州に分布する常緑小高木～低木で、時に植裁される。北海道西

部・本州(主 として日本海側 )。 四国の一部には衛旬性の変種ハイイヌガヤ(ChaFね gLofa力 電五nanかが分布

する。イヌガヤの材はやや重硬で、器具・旋作材などの用途が知 られている。

・ヤマナラシ属(Popu′us sp.)ヤ ナギ科(5号土抗埋土 )

散孔材で、道管は年輪全体にほぼ一様に分布するが年輪界付近でやや管径を減少させる。管孔は単独およ
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び 2-3個 が複合、横断面では楕円形～やや角張つた楕円形。道管は単穿孔をもつ。放射組織は同性、単列、

1-15細胞高。柔組織はターミナル状◇年輪界はやや不明瞭。

ヤマナラン属には 3種あるが、県内にはヤマナラシ(POpu′ ys sieb研 の とドロヤナギ(2 maxil190v池加)

が自生する。ヤマナラシは北海道 。本州・四国の乾燥 した丘陵地などに、 ドロヤナギは北海道 。本州 (中 部

地方以北)の河岸などに生育する落葉高木である。材は軽軟で、強度・耐朽性は低い。マッチ軸木・箱 。経

木・火薬用木炭などの用途がある。

・カバノキ属(Bcと口ね sp。)カバノキ科C9

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2-4個 が複合、横断面では角張った楕円形。道管は階段穿孔を

有 し、段(bar)数は10前後、壁孔は密に対列状～交互状に配列する。放射組織は同性、 1-4細 胞幅、 1-

30細胞高。柔組織はターミナル状。年輪界はやや不明瞭。

カバノキ属は 11種が自生し、主として本州中北部・北海道の山地・高山・寒冷地などに生育する落葉高

木～低木である。県内にはウダイカンバ(Beと口′a r22a�mOttcziana)や ミズメ(a gЮssa)な ど6種が生育する。

材質は種によって異なるが、ミズメの材は重硬・強靱で、各種の道具 。器具材、木地・家具材等に用い られる。

・クマシデ属(Carpir2us sp.)カ バノキ科C2,C ll,C12

散孔材で、管孔は放射方向に 2-4(10以上)個が複合、横断面では精円形。道管は単穿孔をもち、壁孔は

対列状～交互状に配列、放射組織 との間では網 目状 となる。放射組織は異性 1-3細 胞幅、 1-40細 胞高

のものと集合組織がある。柔組織は短接線状、ターミナル状。年輪界は明瞭。

クマシデ属は 5種あるが、県内にはサワシバ(働rpれ ys corcFa勉
)、 クマシデ(Gテ額οnFca)、 イヌシデ(C

ね誠 onoskiう、アカシデ(G′拡 iflora)の 4種が自生する。サワシバは北海道 。本州 。四国の山地に普通で九

州には少ない。クマシデは本州・四国・九州に、イヌシデは本州(岩手・新潟県以南)・ 四国・九州に、アカ

シデは北海道南部 。本州・四国 。九州に生育する温帯性落葉高木～低木である。このうち、アカシデは山野

に普通にみられ、二次林の構成種でもある。材はやや重硬で、割裂性は小さく、曲げ木や木地、薪炭材など

に用いられる。

・ブナ属(良ぞus sp。 )ブナ科C4,C7,C-10

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2-3個が複合、横断面では多角形、分布密度は高い。道管はほ

ぼ単穿孔をもつが、晩材部では段数が10前後の階段穿孔をもつものもある。放射組織は同性～異性、単

列・数細胞高のものから複合組織まである。柔組織は短接線状、散在状。年輪界は明瞭。

ブナ属はブナ(Fagus ytta勉 )とイヌブナ(n炭塑onたかの 2種がある。ブナは北海道南西部(黒松内低地帯

以南)・ 本州・四国 。九州に、イヌブナは本州(岩手県以南)。 四国 。九州の主として太平洋側に分布する。イ

ヌブナの方がブナより低標高地から生育し、またブナのような大群落を作ることはない。ブナは日本の冷温

帯落葉樹林を代表する樹木である。材はやや重硬で、強度は大きいが加工はそれほど困難ではなく、耐朽性

は低い。木地 。器具 。家具・薪炭材などの用途があったが、最近では各種の用途に用いられている。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節(Qコ eπys subgen.Quercus scca Pここ us sp.)ブ ナ科 No.260,253,C5,

C-6
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乗孔材で孔圏部は 1-3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列する。大道管は

管壁は厚く、横断面では円形～楕円形、小道管は管壁は中庸～薄く、横断面では多角形、ともに単独で配列

する。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵状となる。放射組織は同性、単列、

1-20細胞高のものと複合組織がある。柔組織は短接線状、周囲状。年輪界は明瞭。

コナラ節は、ヨナラ亜属(落葉ナラ類)の 中で果実(ド ングリ)が 開花の年に熟すグループで、カシワ

(Q口eπ口s訣朔勉よか、ミズナラ(O crispロカ)、 コナラ(O serra勉 )、 ナラガシワ(Oa農朔うといくつかの変・

品種がある。カシワ・ミズナラ・コナラは北海道 。本州・四国・九州に、ナラガシワは本州(青森県を除

く)。 四国 。九州に分布する。このうち、コナラは樹高20mになる落棄高木で、古くから薪炭材として利用

され、植裁されることも多かつた。材は重硬で、加工は困難、器具・機械 。樽材などの用途があり、薪炭材

としてはクヌギに次ぐ優良材である。

・クリ(Casttntt crenaよ のラドナ不斗 No.137,138,139,143,142

環孔材で孔圏部は1～多列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列する。大道管は

単独、横断面では楕円形～円形、小道管は単独および 2-3個が斜(放射)方向に複合、横断面では角張った

楕円形～多角形、管壁はともに薄い。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵状

～網目状となる。放射組織は同性単(-2)列、 1-15細胞高。柔組織は周囲状、短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部から九州の山野に自生し、また植裁される落葉高木である。材はやや重硬で、強度は

大きく、耐朽性が高い。土木・建築・器具 。家具・薪炭材、精木などに用いられる。

・ケヤキ(ZelkO、石a serra勉)ニ レ科 No.77,83,217～ 219,313

環孔材で孔圏部は 1-2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減し、塊状に複合し接線・斜方向の紋様

をなす。大道管は管壁は厚く、横断面では円形～楕円形、単独。小道管は管壁は中庸～薄く、横断面では多

角形で複合管孔をなす。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められ

る。放射組織は異性、 1-10細胞幅、 1-30(60)細胞高で、しばしば結晶を含む。柔組織は周囲状。年輪

界は明瞭。

ケヤキは本州・.四 国 。九州の谷沿いの肥沃地などに自生し、また屋敷林や並木として植裁される落葉高

木で、時に樹高50mに もなる。材はやや重硬で、強度は大きいが、加工は困難でなく、耐朽性が高く、木

理が美しい。建築・造作・器具 。家具・機械・彫刻・薪炭材など各種の用途に用いられ、国産広葉樹材の中

で最良のものの一つにあげられる。

・モクレン属0鑓卵 att sp.)モ クレン科 No.235,236,403

散孔材で管壁は中庸～薄く、横断面では角張った精円形～多角形、単独および 2-4が複合する。道管は

単穿孔をもち、壁孔は階段状～対列状に配列、放射組織との間では網目状～階段状となる。放射組織は異性、

1-2細胞幅、 1-40細胞高。柔組織はターミナル状。年輪界は明瞭。

モクレン属は 5種があるが、県内にはホオノキ●ね♂Юtt οbo瑠勉)・ コブシ(M praecOcね説r形>タ ムシ

バ(Ms口liciねlia)の 3種が自生する。ホオノキ・コブシは北海道から九州の適潤～湿性地に生育するが西日

本にはやや少ない。タムシバは本州・四国 。九州の山地～低地生育し、 日本海側に多い。ホオノキの材は軽

軟で、割裂性が大きく、加工はきわめて容易で欠点が少ないことから、器具・建築・家具・建具材などのほ
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か、指物・木地・下駄歯・刃物鞘など特殊な用途も知 られている。また木炭は金 。銀・銅・漆器の研磨に用

いられた。コブシの材はホオノキに似るがやや硬 く、ホオノキより劣るとされ、ホオノキに準 じた使われ方

をする。

・カツラ(Cercidiぬy77口 ITa ilaporaたuna)カ ッラ科 No.284

散孔材で管壁は薄 く、横断面では多角形、単独または 2-3個 が複合、分布密度は高い。晩材部へ向かつ

て管径を漸減させる。道管は階段穿孔をもち、段数は20以上。放射組織は異性、 1-2細 胞幅、 1-30細

胞高。柔組織は散在状。年輪界はやや不明瞭。

カツラは北海道か ら九州に分布する落葉高木である。カツラ属にはこのほかに、本州北 。中部の亜高山帯に

分布するヒロハカツラ(CercFdわhyl■m magnttc口/22)が ある。カツラの材はやや軽軟で、割裂性は大きく、

加工は容易、強度 。保存性は低い。大径材が多 く欠点が少ないため、各種の道具・器具・木地 。家具・建

築・彫刻材などに用いられる有用材の一つである。

・サクラ属(PrlFnlFs sp.)バ ラ科C-1

散孔材で横断面では角張った精円形、単独または 2-8個 が複合、晩材部に向かつて管径を減少させる。

道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、 1-4細

胞幅、 1-30細胞高。柔組織は周囲状、散在状。年輪界はやや不明瞭。

サクラ属は15種が自生し、多くの変・品種がある。県内にはイヌザクラ(Prunusu buergeriana)や ウワ

ミズザクラ(2 gra5イana)な ど8種が自生するほか栽培品種も多い。落葉性の高木～小高木である。材は一般

に中程度～やや重硬・強靱で、加工は容易、保存性は高い。各種器具材・機械・家具・楽器・建築・薪炭材

など様々な用途が知 られている。

・カエデ属(Acer sp.)カ エデ科C-3,C8

散孔材で横断面では角張った楕円形、単独および 2-3個が複合、晩材部へ向かって管径を漸減させる。

道管は単穿孔をもち、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、

1-5細胞幅、1-30(100)細胞高。柔組織はターミナル状、周囲状または随伴散在状。年輪界はやや不明瞭。

カエデ属は27種が自生し、また多くの品種があり植裁されることも多い。属としては琉球を除くほぼ全

土に分布する落葉高木～低木である。県内にはカラコギカエデ(Acer gFnnaFe)や ハウチワカエデ(A.

Japonた um)な ど15種が自生する。材は一般にやや重硬・強靱で、加工はやや困難、保存性は中程度である。

器具・家具・建築 。装飾・旋作・薪炭材などに用いられる。

・ケンポナシ(Hoy餌ね J口′ciglク ロウメモ ドキ科 No.261,他 (5号土抗埋土)

環孔材で孔圏部は 1-3列、孔圏外で急に管径を減じたのち漸減する。大道管は管壁厚は中庸で、横断面

では楕円形、単独、小道管は管壁は厚く、横断面では円形～楕円形、単独および放射方向に 2-3個が複合

する。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、 1-3細 胞幅、 1-20細胞高。

柔組織周囲状～翼状、散在状、ターミナル状。年輪界はやや明瞭。

ケンポナシは北海道(奥尻島)。 本州・四国 。九州に自生する落葉高木で、時に植裁される。材の重さ・硬

さは中程度で、加工は容易、材質は良好である。このため建築装飾材・家具材として賞用され、器具・楽
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器・旋作・薪炭材などにも用いられる。

・エゴノキ属(Styrax sp.)エ ゴノキ科 No.292他 (5号土抗埋土)

散孔材で管壁は薄く、横断面では精円形、 2-4個 が複合または単独で配列、年輪界付近で管径を減少さ

せる。道管は階段穿孔をもち、段数は 5-10。 放射組織は異性、 1-3細 胞幅、 1-20(50)細 胞高。柔組

織は短接線状、散在状。年輪界は不明瞭。

エゴノキ属は 3種あるが、県内にはエゴノキ(Styrax,aponた a)と ハクウンボク(a Obassヵ)の 2種が自生

する。エゴノキは北海道(渡島)。 本州・四国 。九州・琉球に、ハクウンボクは北海道(北見・石狩以南)。 本

州・四国・九州に分布する落棄高木～小高木である。材はやや重硬で割裂 しにくく、加工はやや容易、旋

作・器具・薪炭材などに用いられる。

4.考察

同定対象となった材試料を通覧すると、スギが過半数(52.5%)を 占め、全体の20%を 占める(ヒ ノキアスナ

ロを含む広義の)アスナロ(類似種を含む,以下同様)と ともに多用されていることが目につく(表 2)。 この点は、

隣接する志羅山遺跡第66次・第74次調査(高橋印刷中)や柳之御所跡鮪ヒ城 1995,高 橋 1995)出土試料にも共

通して認められた傾向である。ただし、ヒノキ属が1点のみである点はそれ らとは異なっている。

主な用途をみると、箸・木札・串・形代・木簡・蓋や底板など薄板やその加工品とみなせるものの大半が

スギ製で、アスナロも用いられている。そして、その他の樹種が用いられている例はごく少ない。割裂性と

加工性の良さから両種が選ばれたものであろう。 この点も66次・74次調査や柳之御所跡試料と共通する点

である。これに対し、礎板 3点 と柱 2点はいずれもクリであった。クリは国産材の中では最高の耐朽性をも

ち、掘立柱等の用材としては最適と考えられる樹種であることから、この点が選択理由になったものと思う。

また、漆器はいずれもケヤキ製であった。ケヤキは柳之御所跡試料でも圧倒的多数を占め、また現在まで続

いている用材でもある。上記の先行調査でも指摘されているように、用途応じた樹種が選択されているとい

えよう。

箸は19点 (箸 ?を含む)が対象となったが、アスナロ(10点 )。 スギ(5点 )・ モクレン属(2点 )・ 複維管束亜属

(1点 )。 ヒノキ属(1点 )の 5分類群が認められた。74次調査試料で検討した18点すべてがスギであったこと

とは異なっている。74次調査試料は、祭祀用に一時に作られたものである可能性も指摘されている(高橋印

刷中)が、本試料で多くの樹種が用いられているのは、これらが日用の 「ケ」のものであるためかもしれな

い。74次試料が中央部が太く両端に向かって細くなる「両口箸」
少であるのに対して、本試料の多くが太さ

の変化のほとんどない「寸胴形」や一端のみが細くなる「片日型」であることもこの現れかもしれない。な

お、モクレン属と複維管東亜属は柳之御所跡試料には認められず、初出例の可能性もあるが、箸(?)と され

ていることから断定はできない。また、No.235。 236(モ クレン属)は、箸であれば、その形状がほぼ一致す

ることからも一対のものである可能性がある。

下駄4点は、歯のみのものも含めていずれも連歯下駄であり、スギ(2点 )・ ケヤキ(1点 )。 モクレン属(1

点)が用いられていた◇いずれも柳之御所跡試料でも認められている用材である。

No.285は ヒキリ杵とされるものであり、スギに同定された。残存部の最大径は10× 1lmmほ どである。

出土品でヒキリ杵の樹種が検討された例は少ないが、杵と対になって使われるヒキリ板の用材はスギの例が

多い(高嶋・岩城1981,伊東ほか1987,伊東1990)。 また、スギ製の板と杵を用いてのキリモミ式による復
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元(発火)実験 によると、 出土品での検 出例の多い、径 8-1lmmの ものが成功率が高 く、平均発火時間
°も

最短の40秒前後 となっている(高嶋・岩城 1981)。 試料はまさにこの範囲にあ り、効率的な発火が行われて

いたものと推測 している。

No.196は種類不明の広棄樹で、一部が焼失 しているものである。残存部 の断面は半円形で、周囲には縦

に通 つた3本の小溝がある。本来は互いに直交す る位置 に 4本の溝 をもつ丸棒であろう。用途は不明 とされ

ているが、筆者は これ を 「錐」 の柄 と考えている。 このような形状の柄 をもつ錐は現在で も市販・使用 され

ている。

ところで、 5号土抗 出上 のエゴ ノキ属(図版 18a)に は樹皮が残 っていた。その最終年輪は、晩材部 の形成

が認め られるものの、前年 までの年輪 と比較す るとその形成が終了するところまではいっていないようであ

る。 したがって、その死亡時期 (杭 とされて いることか らその伐採時期 )は夏(おそ らく盛夏以前)で あろうと

推定
°している。

炭化材は 12点 が対象 となったが、 6分類群が認め られた。試料数が少ないにもかかわ らず、多 くの樹種

が用 い られているといえよう。用材はコナ ラ節や クマシデ属・ カエデ属な ど、 いずれ も重硬な樹種である。

一般 には、重硬な樹種 ほど火力が強 く火保 ちのよい良質な炭材 になる とされている(岸本 。杉浦 1980)。 ま

た、試料 の中には金属光沢があるものや、同定用 の断面の作製が困難なほど硬 く焼 き締 まった ものも多 く、

消 し炭や簡便な伏せ焼き法な どではな く、築窯製炭法 によって焼成 した ものであることを窺わせ る。あるい

は、炭焼きを専業 とする人々によって焼かれたものかもしれない。

(注〉

1)同定資料の一部は不掲載となっている.

2)両口箸には「神人共食Jの意味がある(一色1993)と される

3)回転の開始から木粉に火種のできたことが確認されるまでの時間とされている。

4)ただし、当時も現在と同様の気節変化や樹木の生長があつたとみなしてのものである。
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表 1 志羅山遺跡第80次調査出土炭化材の樹種

表 2 志羅山遺跡第80次調査出土材の用途別樹種構成 ※ ?のついたものも各用途に含めた

資料血 地点・層位 種  名 資料血 地点・層位 種 名

C-1 H5区 Ⅲ層 サクラ属 C-7 15区Ⅲ層 ブナ属

C-2 H5区 Ⅲ層 クマシデ属 C-8 15区Ⅲ層 カエデ属

C-3 H5区 Ⅲ層 カエデ属 C-9 9号清 カバノキ属

C-4 15区Ⅲ層 ブナ属 C-10 4号溝 ブナ属

C-5 15区Ⅲ層 コナラ属コナラ亜属コナラ節 C-11 3号溝 クマシデ属

C-6 15区Ⅲ層 コナラ属コナラ亜属コナラ節 C-12 11号溝 クマシデ属

分類/用途 箸 杭 蓋/底  漆器 串 木札  礎板/柱  下駄 形代  その他  炭化材  合計

複維管束亜属

スギ

ヒノキ属

アスナロ

イヌガヤ

ヤマナラシ属

カバノキ属

クマシデ属

ブナ属

コナラ属

クリ

ケヤキ

モクレン属

カツラ

サクラ属

カエデ属

ケンポナシ

エゴノキ属

不明広葉樹

1

5

1

10*

．

　

３４

２

６３

１

２４

１

１

１

３

３

３

５

７

３

１

１

２

７

２

１

つ
つ

1

3

3

2

合 計 19

*:類似種を含む。
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a:木口×40
樹木の肥大成長方向は木口では画面下から上へ、柾目では左から右

図版 1 1.マ ツ層複維管東亜属睫 38

b:柾 目×100

2.スギNo,81 3.ヒ ノキ属No.84
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a:木 口×40

図版 2 4ア スナ EI No.36

b:柾 日×100

5,イ ヌガヤ酌,34 6ヤ マ ア ラシ属酌.58
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a:木口×40

図版 3 7.カバ ノキ属C-9

b:柾 目×100

8.ク マシデ属C-11
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ci板目×100

9,ブナ属C-4



:木 口 ×40a:ノト四入4∪                   O TL日 本上υυ

図版 4 10.コ ナラ属ヨナラ亜属コナラ節配 104 11.ク リNo.106

ci板目×100

12.ケヤキNo.14

―
―
‐」

b:柾 目×100
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硼
団

囲

a:木口×40            b:柾 目×100

図版 5 13モ クレン属配 98 14.カ ッラ配 7 15.サ クラ属C-1
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a:ラ代口×40

図版6 16.カ エデ属C-3
b:柾 目×100

17.ケ ンポナシNo 59 15。 エゴノキ属No.33
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(3)志羅山遺跡第80次調査出土の種実
高橋利彦(木工舎 「ゆい」)

1.資料

資料は2点で、 1号溝(東側道路側溝)埋土下部とJ5区Ⅲ層下部からそれぞれ検出されたものである。

2.結果

以下の 3分類が認められた(下表)。 数字は個体を示している。併せて写真図版(図版 7)も作成した。資料

は (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターに返却された。

1号溝埋土下部

」5区Ⅲ層下部

カナムグラ

アオハダ

エゴノキ

種子

果実

種子

5

4

8

カナムグラ(Frum口ねsゎ たuslは クワ科の 1年生つる性草本で、路傍や林縁などに生育する。

アオハダ(fFex macropo砲 )は果実であつたため中から種子を取りだして観察・同定した。種子はやや未

熟なようである。アオハダはモチノキ科の落葉高木～小高木である。北海道西南部から九州の低山地の林内

に生育する。

エゴノキ(Sらτ餌 勉∞nfCのはエゴノキ科の落葉高木である。材資料の中にも認められている。

B2

A:カナムグラ 種子 1号溝埋土下部×3.8

Bl:アオハダ 果実 1号溝埋土下郡×2.9

B2:同上 種子 ×5,5

Ciエゴノギ 」5区Ⅲ層下部X3.0

図版 7
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志羅山遺跡第80次調査

写 真 図 版





平泉町市街地 (南から)

調査区近景 (南から)

写真図版 1 空中写真
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道路跡 (南から)

木簡出土状況

写真図版 2 1号 道路跡
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No 71

写真図版 3 道路跡出土木簡
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No,72



一デ
■
ノ

tH削 検出状況

出土用塙

写真図版 4 1号 埋納遺構
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金付着増塙片

!1｀ ■   ||

'「 Ⅲ:     |
|■  1-か

| こ二i__

金付着銅板

写真図版 5 出土遺物
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孝

〆
―
畿
饉
藝
趨

銅切リクズ

中国産磁器

写真図版 6 出土遺物
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調査区全影 (南から)

層

　

　

　

　

層

Ｏ
　
　
　
　
　
Ｉ

写真図版 7 空中写真・基本層序
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埋土断面 (南 ―北)

埋土断面 (東 ―北)

写真図版 8 1号 住居跡 (1)
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カマ ド平面 煙道部断面

袖郡断面

外延溝断面

外延溝 (6号溝)平面 外延溝断面

写真図版 9 1号 住居跡 (2)
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橋脚状遺構平面

写真図版 10 1号道路跡 (1)
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東側側溝 (1号溝)断面

東側狽1溝 (1号溝)断面

東側側溝 (1号溝)断面

主騒  ″

瘤

絡i

東側側溝 (1号溝)断面

遺物出土状況 遺物出土状況

遺物出土状況

写真図版 11 1号道路跡 (2)
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西側側溝 (2号溝)断面

西側側溝 (2号溝)断面 西側側溝 (2号溝)断面

整地層断面

橋脚状遺構PPユ 橋脚状遺構PP 2

写真図版 12 1号道路跡 (3)
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3号溝断面

3号溝平面

4号溝断面

4号溝平面 4号溝断面

写真図版 13 溝跡 (1)
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5号溝断面

5号溝平面

8号溝断面 7号溝断面

9号溝平面

写真図版 14 溝跡 (2)
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1号井戸平面 1号井戸礫検出状況

2号井戸断面

3号井戸断面

4号井戸平面

写真図版 15 井戸跡
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1号土坑断面

2号土坑平面 2号土坑断面

3号土坑平面 3号土坑断面

4号土坑平面

写真図版 16 土坑 (1)
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I― F II″

‐
1-   |″

  |

|′ 攀々ど

5号土坑平面

麹::!!|
:li

:|●
―

1み.〈

‐`
iユ

111

隷 II‐手
警監I IF■ 1

5号土坑断面

5号土坑杭検出状況 7号土坑平面

9号土坑平面

写真図版 17 土坑 (2)
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´

ｒ，４一．ャ，一】

11号土坑平面

1号埋納遺構平面

2号埋納遺構平面

1号埋納遺構断面

3号埋納遺構平面

写真図版 18 土坑(3)・ 埋納遺構
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H4区断面

一体
，

Ｉ
，

麟

写真図版19 遺物包含層 (1)

14区断面

-685-



:■ い

K4区断面

写真図版20 遺物包含層 (2)
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IoJ5区断面 (南側)

東端部柱穴群

写真図版21 遺物包含層 (3)柱穴群
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写真図版22 遺構内出土遺物 (1)
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写真図版23 遺構内出土遺物 (2)
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写真図版24 遺構内出土遺物 (
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写真図版25 遺構内出土遺物 (4)
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端
111

写真図版26 遺構内出土遺物 (5
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写真図版27 遺構内出土遺物 (6)
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写真図版29 遺構内出土遺物 (8)
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30 遺構内出土遺物 (9)
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写真図版31 遺構内出土遺物 (10)
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真図版32 遺構内出土遺物 (11)
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写真図版33 遠構内出土遺物 (12)
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写真図版34 包含層出土遺物 (1)
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写真図版35 包含層出土遺物 (2)
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写真図版36 包含層出土遺物 (3)
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写真図版37 包含層出土遺物 (4)
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写真図版38 包含層出土遺物 (5)
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写真図版39 木簡 (71)赤外線写真
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財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター職員名簿

長  伊 藤 民 也 副 所 長  櫻 田 次 男

川 浪 清 徳

山 崎 善 光

立 花 多加志

日 影 睦 夫

佐々木   勝

佐々木 清 文

小山内   透

赤 石   全

吉 田   充

小 原 員 一

小笠原 健一郎

金 野   進

鳥 居 達 人

金 子 昭 彦
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小野寺 正 之

菅 原 靖 男
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溜   浩二郎
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金 子 佐知子

中 田   迪

工 藤 道 孝

古 舘 貞 身
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松 尾 芳 幸

工 藤   徹

前 田   稔

岩 渕   計

早 坂   悟

演 田   宏

安 藤 由起夫

高 木   晃

千 葉 正 彦
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半 澤 武 彦
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星   雅 之
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北 田   勲

吉 田 里 和
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